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概 要 

プロジェクト名 人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業 プロジェクト番号 P20006 

担当推進部/ 

プロジェクトマネー

ジャーまたは担当者 

及び METI 担当課 

AI・ロボット部 ＰＭｇｒ 芝田 兆史（2025 年 10 月現在） 

ロボット・AI 部 ＰＭｇｒ 大塚 亮太（2021 年 4 月～2022 年 5 月） 

ロボット・AI 部 ＰＭｇｒ 仙洞田 充（2020 年 4 月～2021 年 3 月） 

０．事業の概要 

 我が国が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などの社会課題を解決するために

は、AI 技術を適用する分野やタスクを更に拡大していく必要がある。  

 これを実現するため、本プロジェクトでは、AI による推論結果を直接的に機械制御等に活用

するだけでなく、人と AI が相互に作用しながら共に成長し進化するシステム（以下「人と共に

進化する AI システム」という。）に係る基盤技術を研究開発する。 

 また、「人と共に進化する AIシステム」等の社会への適用が円滑に進むよう、AI、特に機械学

習を利用した AI システムについて、必要な品質が十分に担保されていることを確認・管理でき

る手法を確立する。 

 さらに、学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・導入を可

能とする汎用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤技術の開発を行う。 

１．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

 

1.1 本事業の位置

付け・意義 

 我が国は「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において、世界に先駆けた「超

スマート社会」の実現を目指して、生活の質の向上をもたらす人とロボット・AI との共生、

ユーザの多様なニーズにきめ細かに応えるカスタマイズされたサービスの提供、潜在的ニーズ

を先取りして人の活動を支援するサービスの提供、地域や年齢等によるサービス格差の解消、

誰もがサービス提供者となれる環境の整備等の実現が期待される。 

 その方針の下に基盤技術の戦略的強化として、例えば AIとロボットとの連携が AIによる認識

とロボットの運動能力の向上をもたらすように、複数の技術が有機的に結び付くことで、相互

の技術の進展を促すことも想定されている。 

 さらに「AI 戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI～」(2019 年 6 月統合イノベーション

戦略推進会議決定)においては、中核基盤研究開発の一つに「文脈や意味を理解し、想定外の事

象にも対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開発」が設定され

た。 

 

 この目標の下で、人と AIが相互に作用することで、人は AIの推論から新たな気づきを得て、

AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、人と共に進化する AI シス

テムの実現が重要となる。 

 加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然として存在してい

る。 

 

AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全性などの

品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、AI 技術を適用

する際の障壁となっている。 

そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために大量のデータが必要

となり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の適用が難しい。 

 

 我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化する AI 技術の基盤を確立

し、上記の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が必要となる。 

1.2 アウトカム達

成までの道筋 

 研究テーマを「具体的な顧客ターゲットのあるテーマ」と「より基盤的・汎用技術的なテー

マ」に分け、それぞれに実用化までのステップを示した。その上で、最終アウトカム目標に対

し本事業に対する中間アウトカム目標として「2030 年度に 10 億円以上の売上を 5 件以上で達成

する」を追加した。中間アウトカム目標を超過達成すると共に、オープン戦略によって公開し

た技術の波及効果により最終アウトカム目標の達成を目指す。 

1.3 知的財産・標

準化戦略 

非競争域のテーマに対しては国際標準化を図り、また海外の研究機関との共同研究を実施し、

成果を広く公開する。競争域のテーマに対しては事業化時の競争力確保のために特許権の出願

を目指す。人工知能分野の特許出願は特有の困難もあることから、知財の専門家の支援を受け

て進める。また、研究領域の特許調査を行い、実施者と調査結果を共有する。 
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２．目標及び達成状況 

 

2.1 アウトカム目

標及び達成見込み 

 本事業の最終アウトカム目標は次の 2 点(A, B)である。 

A. 社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、金融などの分野・タスクへの AI 

システムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には 2020 年度比で 20％以上向上することに資す

る 

B. 2030 年には、RPA（Robotic Process Automation）世界市場を約 320 億ドルに拡大し、日本

のシェアも当初予測の 8％から 12％以上に拡大することに資する 

 

 これら日本全体に関するアウトカム目標に加えて、中間評価時に本事業の研究テーマに絞っ

た事業化規模のアウトカム目標 C を設定した。 

C. 本事業から 5 テーマ(全テーマの 25%)以上が事業化され、2030 年度時点で各 10 億円/年以上

の売上げを達成する 

 

 2025 年度時点で研究成果から 5 件の事業化が行われたのみならず、12 件が事業化準備中であ

り、中間アウトプット目標は達成が見込まれる。目標とした 5 件・年間 50 億円以上の事業化目

標を超過達成するだけでなく、直接的な事業ではない間接的な事業・社会貢献といった波及的

成果も加えて最終アウトカム目標の達成を目指す。 

2.2 アウトプット

目標及び達成状況 

 プロジェクト全体としては 19 テーマの内の 5 テーマ以上で 2024 年度末に製品/サービス化を

準備するステージに到達していることがアウトプット目標であったが、5 件が事業スタートし、

12 件が事業化準備に入っているため超過達成となっている。 

 

 研究開発項目①については全てのテーマについて設定した研究目標を達成した。各研究テー

マは純粋な研究にのみならず、展示会出展やアワードへの応募を行っており、さらにはベン

チャー企業を設立するなど、アウトカムへ向けた道筋として提示した方針に従っている。個別

テーマの目標達成状況と成果は 4.目標及び達成状況の詳細に示す。 

 研究開発項目②は AI の品質管理手法と管理手順を確立するテーマであり、2020-2023年度の

事業期間で実施された。策定した品質管理手法である「機械学習品質マネジメントガイドライ

ン」を企業の現場で 3 件以上実際に利用することが目標であったが、2023 年度より開始し、本

事業終了後も継続している NEDO 特別講座を通じて 100 名以上の企業技術者に教示されている。

利用実績は 3 件に留まらず二桁の件数の活用が行われている。また、ガイドラインに沿った品

質管理を助けるテストベッド Qunomon も正式公開された。また、ガイドラインの内容が多く反

映された国際標準も制制定された。 

 研究開発項目③は効率的に AI システムの構築を可能にするテーマであり、汎用学習済みモデ

ルを開発し、大学や企業等が利用できるプラットフォームを構築することが目標であった。数

式により生成された事前学習用画像データセットと学習モデルを AI 構築のプラットフォームと

して公開した。既に医療画像識別・動画認識・3D 物体検出など複数の事例で活用が始まってい

る。 

３．マネジメント 

 3.1 実施体制 

プロジェクトマ

ネージャー 
AI・ロボット部 芝田 兆史 

プロジェクト

リーダー 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 辻井 潤一 

委託先 

研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

①－１ 人と共に進化する AIシステムのフレームワーク開発 

■サイボーグ AI に関する研究開発 

・（株）国際電気通信基礎技術研究所 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

・日鉄ソリューションズ（株） 

 

①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

■学習者の自己説明と AI の説明生成の共進化による教育学習支援環境 EXAIT

の研究開発 

・株式会社内田洋行 

・京都大学 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発(※) 

・慶應義塾 

・産業技術総合研究所 
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・中部大学 

■進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発 

・キユーピー株式会社 

・東京医科大学 

・横浜国立大学 

■説明できる自律化インタラクション AIの研究開発と育児・発達支援への応

用 

・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

■人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発 

・早稲田大学 

■モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 

・東京工業大学 

・ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社 

 

①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

■インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発 

・慶應義塾 

・公立はこだて未来大学 

・株式会社手塚プロダクション 

・電気通信大学 

・京都橘学園 

・株式会社ヒストリア 

・立教学院 

・株式会社Ａｌｅｓ 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

■熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開発 

・京都大学 

・産業技術総合研究所 

・三菱電機株式会社 

■説明できる自律化インタラクション AIの研究開発と育児・発達支援への応

用（※①－２テーマにまたがる） 

・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

■人と共に進化する AI オンライン教育プラットフォームの開発 

・コグニティブリサーチラボ株式会社 

・京都大学 

■人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤の開発 

・沖電気工業株式会社 

・東北大学 

・名古屋工業大学 

・理化学研究所 

■AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長技

術開発 

・産業技術総合研究所 

・東海国立大学機構名古屋大学 

■AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 

・関西大学 

・株式会社分子ロボット総合研究所 

・京都大学 

■Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する人工知能基盤

の開発 

・サスメド株式会社 

 

①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

■商品情報データベース構築のための研究開発 

・アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社 
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・ソフトバンク株式会社 

・パナソニック コネクト株式会社 

・株式会社ロボット小売社会実装研究機構 

 

研究開発項目② 「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

■機械学習システムの品質評価指標・測定テストベッドの研究開発 

・産業技術総合研究所 

 

研究開発項目③ 「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

・株式会社ＡＩメディカルサービス 

 

3.2 受益者負担の

考え方 

受益者負担の考え方 

 すべて委託研究とし、補助率を 100%とする。 

 

主な実施事項 2020fy 2021fy 2022fy 2023fy 2024fy  

研究開発項目① 

人と共に進化す

る AI システムの

基礎技術開発 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

 

研究開発項目② 

実世界で信頼で

きる AI の評価・

管理手法の開発 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

 

研究開発項目③ 

容易に構築・導

入できる AI 技術

の開発 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

委託 

100% 

 

 3.3 研究開発計画 

  

事業費推移 

[単位:百万円] 

 

 2020fy 2021fy 2022fy 2023fy 2024fy 総額 

研究開発項目 

①②③ 

（項目をまたが

るテーマがあ

り、項目ごとの

事業費分離はさ

れていない） 

2,704 2,955 3,414 2,420 2,356 13,850 

事業費 2020fy 2021fy 2022fy 2023fy 2024fy 総額 

会計（一般） 2,704 2,955 3,414 2,420 2,356 13,850 

追加予算 0 0 0 0 0 0 

総 NEDO 負担額 2,704 2,955 3,414 2,420 2,356 13,850 

情勢変化への対

応 

 2022 年 11 月に公開された ChatGPT は人工知能の研究と実用化に大きなインパクトを与えた。

本事業においては生成 AI の進化を脅威ととらえるのではなく積極的に対応あるいは活用してい

く方針とした。 

 研究開発項目①-3-1「コンテンツ創作支援」に関しては GPT-4 等の生成 AI の取り込みに舵を

切ると共に、その活用によって早期の実証制作を実現した。 

 また、研究開発項目②「AIの評価・管理手法の確立」においては、LLMを活用したサービスし

たサービスの品質マネジメントに関するガイドラインへの期待が寄せられたことから研究を進

め、2025 年 5 月に「生成 AI品質マネジメントガイドライン」を公開した。 

中間評価結果へ

の対応 

 中間評価の 4 点の指摘事項 (1)テーマ間連携の促進、(2)事業化指導、(3)企業への普及・人材

育成、(4)広報活動 に対して、NEDO の持つリソースを最大限活用する方針で対応した。 

(1)テーマ間連携に対しては同時に進められている AI系 4プロジェクトの合同シンポジウムの際

に相互に関心のあるテーマを調べることで意見交換会の場を設定した。(2)事業化指導に関して

はスタートアップ支援部の協力の下でテーマ実施者に事業カタライザーによる指導を行い成果

を得た。(3)の企業への普及・人材育成に関しては事業統括部が進める特別講座に AI品質マネジ

メントに関する講座を開講し、2025 年 9 月までに 5 期開講し、いずれも満席となっている。(4)
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の広報活動に関しては、広報企画・報道課と連携し、メディアに対して積極的な取材依頼をか

けることでより多くの記事化およびそれによる周知の拡大を実現した。 

評 価 に 関 す る 

事項 

事前評価 2019 年度実施  担当部 評価部 

中間評価 2022 年度 中間評価実施 

終了時評価 2025 年度 終了時評価実施 

別添 

 

投稿論文 814 件 

特 許 
出願済 83 件（うち国際出願 19 件）、登録 19 件 

特記事項： 特許出願以外に意匠登録 14 件を行った 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 
192 件 

基本計画に関する

事項 

作成時期 2020 年 1 月 作成 

変更履歴 

2020 年 10 月 改訂（プロジェクトリーダー(PL)の委嘱に係る変更） 

2021 年 6 月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM)の変更） 

2022 年 2 月 改訂（研究開発項目①－４の追加） 

2022 年 5 月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM, SPM)の変更） 

2023 年 2 月 改訂（知財マネジメント及びデータマネジメントに係る変更） 

2024 年 2 月 改訂（終了時評価の時期を変更） 

2024 年 7 月 改訂（組織名変更に伴う変更） 

2024 年 11 月 改訂（SPM の変更） 
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プロジェクト用語集 

用語 説明 

ABCI 

ABCI （AI Bridging Cloud Infrastructure、AI橋渡しクラウド) は、国立

研究開発法人 産業技術総合研究所が構築・運用する、世界最大規模の人

工知能処理向け計算インフラストラクチャである。 

AFM 

AFM（Atomic Force Microscope、原子間力顕微鏡）は、先端に鋭い探

針（プローブ）を持つカンチレバー（片持ちバネ）を試料表面に近づけ、探針と

試料表面との間に働く「原子間力」を検出して、ナノスケールの表面形状や物性

を三次元画像として可視化する装置である。 

Attention Branch 

Network（ABN） 

視覚的説明で得られる注視領域 (Attention map)を Attention 機構へ

フィードバックすることで，視覚的説明による注視領域の可視化と精度向上を同

時に実現する手法を指す。 

CEFR 

CEFR（Common European Framework of Reference for 

Languages、ヨーロッパ言語共通参照枠）は言語の枠や国境を越えて外国

語の運用能力を同一の基準で測ることができる国際標準であり、欧州評議会に

より公開されている。 

DNA ロボット 
分子ロボットの一種であり、「群れをつくる・解散する」などの命令をもつ DNA を

与えて動きを制御する。 

DNN 
DNN(Deep Neural Network)はヒトや動物の脳神経回路をモデルとした

ニューラルネットワークを多層構造化したものである。 

FRAM 

FRAM（Functional Resonance Analysis Method、機能共鳴分析手

法）は機能および機能を 6 種類の側面（入力、出力、前提条件、制御、資

源、時間）によって結合し、機能間の関係を分析する手法である。 

ISO/IEC JTC 1/SC 42 

国際標準化において JTCはジョイント委員会を意味する。 

ここでは ISO (International Organization for Standardization: 国際

標準化機構)と IEC (International Electrotechnical Commission: 国

際電気標準会議)のジョイント委員会である。 

JTC1：Joint Technical Committee for information technology

（合同専門委員会 1（情報技術））である。 

SCはその Subcommittee であり、SC42は Artificial Intelligence につい

て協議される。 

JSON 

JSON（JavaScript Object Notation）とはデータ交換に用いられる、人間

とコンピュータの双方にとって読みやすいテキストベースのデータ形式であり、幅広

い分野でデータをやり取りする際に使われる技術である。 

LLM 

LLM：Large language Models（大規模言語モデル）とは、大量のテキス

トデータとディープラーニング（深層学習）技術によって構築された言語モデルで

あり、さまざまな自然言語タスクを処理することができる。 
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RPA 

ロボティックプロセスオートメーション(Robotic Process Automation)の略であ

り、これまで人間のみが対応可能と想定されていた作業、もしくはより高度な作

業を、人間に代わって AI、機械学習等を含む認知技術を活用して代行・代替

する技術である。 

VAE 

Variational Autoencoder（変分オートエンコーダー）の略である。オートエ

ンコーダ－（AE）は入力されたデータを一度圧縮し、重要な特徴量だけを残し

た後、再度元の次元に復元処理をするアルゴリズムを指す。VAEは AE の潜在

変数部分に確率分布を導入した技術である。 

X-Games 

速さや高さや危険さなどの過激な要素を持ったスポーツをエクストリームスポーツ

（Extreme sports, X sports)と呼ぶ。X-Gamesは種々のエクストリームス

ポーツを集め、夏と冬の年 2回開催される国際的なスポーツ競技大会である。 

アノテーション 

AI に学習させたいデータに意味付け(ラベル付け)を行う作業のことを指す。例え

ばある画像に対して「犬」といったラベルを付けたり、「犬」の位置を指示する(枠で

囲う等の)作業がアノテーションである。 

オントロジー 
対象世界にかかわる諸概念を整理して体系づけ、コンピュータにも理解可能な

形式で明示的に記述したものである。 

階層ベイズネットワーク 

ベイズネットワーク（ベイジアンネットワーク）は様々な事象間の因果関係（確

率的な依存関係）をグラフ構造で表現するモデリング手法である。その因果関

係をさらに階層的に表現したものを言う。 

学習済みモデル 
ある目的のためにデータセットを用いて学習し、その学習の結果得られるモデルの

ことを「学習済みモデル」と呼ぶ。 

グラフ文書 
単語や文をノードとし、ノードとノードの意味関係をエッジ（リンク）で表現した

ネットワークの構造（グラフ構造）を持つ文書形式を「グラフ文書」と呼ぶ。 

事業カタライザー 
起業家やベンチャー企業に対して、ビジネスプランの策定を助けたり、事業化に

向けた助言を行う。 

生成 AI 

学習した膨大なデータをもとに、テキスト、画像、音声、動画、コードなどを自動

で作り出す人工知能であり、ChatGPT のような対話型 AIや、指示された内容

から画像を生成する AIなどが代表例である。 

セマンティックオーサリング 
セマンティックオーサリング (semantic authoring)とは，オントロジーに基づいて

知的コンテンツ（意味構造化されたコンテンツ）を作ることである。 

潜在空間 

潜在変数は直接は観察されないが、観測（直接測定）された他の変数から数

理モデルを通して推定される変数を意味する。その潜在変数からなる空間を潜

在空間と呼ぶ。 

デジタルツイン 

現実の世界から収集した様々なデータを、まるで双子であるかのようにコンピュー

タ上で再現する技術のことを指す。デジタルツイン上で現実に近い物理的なシ

ミュレーションが可能となる。 

テストベッド 

テストベッドとはシステム開発時に実際の使用環境に近い状況を再現可能な試

験用環境または試験用プラットフォームの総称である。本プロジェクトで開発して

いるテストベッドは AI システム開発時に品質管理で用いる学習・検査などのツー



 

プロジェクト用語集-3 

ルを組み込み、開発プロセス支援と評価記録・検証とを両立させる作業環境を

提供するソフトウエア群の総称である。 

マイクロ RNA/miRNA 

マイクロ RNA(miRNA)はメッセンジャーRNA(mRNA)と同じ RNA の仲間であ

るが、mRNA と比べて小さい。体内でタンパク質がバランス良く作られる調整役

を担う因子の一つがmiRNA であり、疾患の発生において重要な役割を果たす

ことが判明してきている。ヒトでは約 2700種類のmiRNA が見つかっている。 

マルチエージェント・プランニ

ング 

複数の自律的に行動するオブジェクト（エージェント）がそれぞれに協調・競合

することでシステム全体を制御することを言う。 

マルチモーダル/クロスモーダ

ル 

複数の感覚やセンシングによって対象を認識するマルチモーダルに加えて、ある感

覚情報が他の感覚に作用して感覚情報が変化する場合をクロスモーダルと呼

ぶ。視覚によって感じる味覚が変化するケースが代表例である。 
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1. 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

1.1. 事業の位置づけ・意義 

1.1.1. 政策的位置付け 

 我が国は「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において、世界に先駆けた「超ス

マート社会」の実現を目指して、生活の質の向上をもたらす人とロボット・AI との共生、ユーザ

の多様なニーズにきめ細かに応えるカスタマイズされたサービスの提供、潜在的ニーズを先取り

して人の活動を支援するサービスの提供、地域や年齢等によるサービス格差の解消、誰もがサー

ビス提供者となれる環境の整備等の実現が期待される。 

 その方針の下に基盤技術の戦略的強化として、例えば AI とロボットとの連携が AI による認識

とロボットの運動能力の向上をもたらすように、複数の技術が有機的に結び付くことで、相互の

技術の進展を促すことも想定されている。 

 さらに「AI 戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI～」(2019 年 6 月統合イノベーション

戦略推進会議決定)においては、中核基盤研究開発の一つに「文脈や意味を理解し、想定外の事象

にも対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開発」が設定された。 

この目標の下で、人と AI が相互に作用することで、人は AI の推論から新たな気づきを得て、AI

は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、人と共に進化する AI システム

の実現が重要となる。 

 

加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然として存在している。 

 

■ AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全性などの

品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、AI 技術を適用す

る際の障壁となっている。 

■ そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために大量のデータが必要と

なり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の適用が難しい。 

 

 我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化する AI 技術の基盤を確立し、

上記の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が必要となる。 

 

1.1.2. 我が国の状況 

 内閣府による「令和元年版高齢社会白書」では、我が国は長期の人口減少過程に入っており、

2053 年には総人口が 1 億人を割り込むと予想される。一方で少子高齢化が加速し、2036 年には 3

人に 1 人が 65 歳以上になる推計がされている。 

 このため、今後、我が国は深刻な労働力不足に陥る可能性があり、我が国の労働生産性の向上

は急務となっている。AI 技術は人の業務を代替し、労働生産性を大きく向上させることが期待さ

れ、人と AI が双方向でコミュニケーションを取ることで新たなビジネスを創出することも想定さ

れる。 
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 また、「人づくり革命基本構想（2018 年 6 月 13 日人生 100 年時代構想会議とりまとめ） 参考

資料」によると、民間企業における 1 人当たりの教育訓練費の推移は、1990 年代以降減少傾向に

あり、我が国は、人的資本の蓄積に不安を抱えている。特に昨今では、変化し続ける社会に適応

するために、一度習得したスキルだけを一生使い続けるのではなく、リカレント教育によるスキ

ルアップを図る必要がある。人と共に進化する AI システムは、専門家の育成や、新たなスキルの

習得を効率化していくことが可能であり、このような課題にも対応できる基盤技術として期待さ

れる。 

   

1.1.3. 世界の状況 

 海外では米国の Google、Apple、Facebook、Amazon といったいわゆる GAFA や中国のバイ

ドゥ、アリババ、テンセントといったいわゆる BAT 等、大手 IT ベンダーや IT ベンチャーにより

活発に研究開発が行われているなか、世界各国で AI を基幹産業と位置付け、国際競争力を高める

戦略が策定されている。 

 米国では、GAFA が世界を牽引し、2019 年 2 月に米国人工知能イニシアティブ（American AI 

Initiative）が開始され、大統領令により研究開発、人材育成、基盤整備（データ、インフラ、規

制、標準化等）への集中投資と、国際枠組みにおける米国 AI 企業への市場開放と国益確保の両立

という方針が掲げられている。また、具体的な研究テーマについて、米国政府機関の一つである

DARPA（Defense Advanced Research Projects Agency）は、2017 年に「説明できる AI」

（XAI：Explainable Artificial Intelligence）のプロジェクトの公募を発表、2018 年 9 月にこの

XAI プログラムや新たな AI 探索プログラム（Artificial Intelligence Exploration）等複数のプロ

グラムを包含する“AI Next Campaign”に複数年で 20 億ドル以上を投資すると発表した。 

 また、2019 年 6 月には、「米国人工知能研究開発戦略計画」の改訂版が発行された。同改訂版

は、従来版の戦略（2016）における研究開発、人材、倫理･セキュリティ等の取組事項を踏襲した

上で、「官民パートナーシップ拡大」を新たな取組事項として追加している。AI 技術の標準化に

関しては、NIST（National Institute of Standards and Technology）が 2019 年 8 月に「技術標

準および関連ツールの開発における連邦政府の関与計画」を公表し、AI 技術標準と関連ツールの

開発に関する現況、計画、課題、機会、および連邦政府による関与の優先分野を特定している。  

 また、中国では、データ囲い込みと AI への集中投資で、研究開発が加速している。中国政府

は、2017 年 7 月に「次世代人工知能発展計画」を、2017 年 12 月に「次世代人工知能産業の発展

促進に関する三年行動計画（2018～2020 年）」を相次いで発表し、2020 年までに人工知能重点

製品の大量生産、重要な基礎能力の全面的強化、スマート製造の発展深化、AI 産業の支援体制の

確立等を通じた重点分野の国際競争力の強化、AI と実体経済の融合深化等を目指すとの目標を達

成するためのタスクが示された。 

 一方で、2019 年 5 月、科学技術部と北京市政府が支援する北京智源人工智能研究院（Beijing 

Academy of Artificial Intelligence）が「北京 AI 原則」を発表し、人間のプライバシー、尊厳、

自由、自律性、権利が十分に尊重されるべき等の、人工知能の研究開発における指針を示した。

同年 6 月、科学技術部は、「新世代 AI ガバナンス原則（Governance Principles for the New 

Generation Artificial Intelligence）」を公表し、開発者から使用者、管理者は社会的責任と自律

意識を持ち、法令・倫理道徳と標準機半を厳守し、人工知能を違法活動に使用しない旨、指針を

定めた。 
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 欧州連合（EU）では、欧州委員会が、2018 年 4 月に AI 戦略をまとめた政策文書を発表し、

2020 年末までに AI 分野へ官民あわせて 200 億ユーロを投資するという数値目標を示すなど、加

盟各国に対して AI 戦略フレームワークを示した。また、2019 年 4 月には、EU が AI 活用に関す

る「信頼できる AI のための倫理ガイドライン」を発表した。さらに、欧州委員会は 2020 年 2 月

に「AI 白書（White Paper on Artificial Intelligence - A European approach to excellence and 

trust）」を発表し、市民の価値観と権利を尊重した安全な AI 開発の「信頼性」と「優越性」を

実現するための政策オプションを示した。2021 年 4 月には、欧州員会により AI 規則案

（Artificial Intelligence Act）が公表されている。 

 このように各国は AI 技術の産業応用を更に拡大するために積極的に投資を行っていると同時に

AI の信頼性に関わる研究開発や標準化・規制に関する議論も進めている。今後、AI の信頼性等に

係る分野は大きく発展することが期待され、本プロジェクトの基盤的技術開発はその市場に参入

していくためにも必要な取組と考えられる。また、AI の信頼性に係る標準化についても検討の段

階から参加することにより製造業等に裏打ちされた日本の知見を生かしてリードしていくことが

重要となる。 

 

 主要各国の AI に関するマスタープランから、それぞれの重点分野を抽出すると次のようにな

る。太字の項目は本プロジェクトの研究開発テーマと共通しており、国際的な研究開発の動向と

も整合したテーマ設定が行えていると判断している。 

それらのテーマを進めると同時に「AI の評価・管理手法の確立」、「容易に構築・導入できる AI

の開発」にも注力する。前者については日本の工業製品が誇る品質管理を AI の領域においても確

立し世界を主導することを目指す。後者については、GAFA 等の圧倒的なデータ集積能力を持つ

企業群に対して、別の視点からの AI システム構築の可能性を探り、新たな地平を拓くことを目指

している。どちらも、日本の特長を活かしたテーマ設定となっている。 

 

 

表：各国の人工知能に関する重点領域と計画（2021 年時点） 

 

NEDO 「人工知能(AI)技術分野における大局的な研究開発のアクションプラン策定及び事業抽出 

 のための調査」 (2021 年 6 月) より 
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1.1.4. NEDOの技術戦略上の位置付け 

 本プロジェクトは NEDO の技術戦略において、以下の図のとおり位置付けられている。先導す

る「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」の成果や課題を基に社会実装を軸とする研究とと

もに、人工知能の要素技術開発を継続して行う戦略が決定され、当プロジェクトがその役割を

担っている。 

 

 

図：技術戦略と本事業との関係 

 

1.1.5. 本プロジェクトの狙い 

 本プロジェクトでは上記の状況を踏まえ、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少など、今後、

我が国が直面する社会課題を解決するために、以下の「人と共に進化する AI システムの基盤技術

開発」を実施する。 

 

①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

 人と AI が相互に作用しながら共に成長し進化するシステムを構築するためには、人が AI の判

断結果だけでなく、判断根拠や推論の経緯を理解し、そこから気づきや新たな知見を得られる必

要がある。しかし、機械学習、特にディープラーニングは、推論過程・推論根拠がブラックボッ

クスとなっている。このため、AI の推論根拠や過程を示し、人が AI を理解することを可能とす

る技術を開発する。 

 一方で、当該システムを構築するためには AI が人から知見を得ることで推論精度等を高めてい

く仕組みも構築する必要がある。そのため、データと知識の融合や AI による人の意図理解など、

人と AI が相互に理解し、学習していくための基盤技術についても開発する。 
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 また、AI を実世界に適用するにあたって、AI の品質評価や管理における課題の解決や、実デー

タの取得困難性による課題を解決するため、あわせて以下の研究開発を行う。 

 

②「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

 AI、特に機械学習を利用した AI システムの品質について、それぞれの分野に適用される AI シ

ステムに必要な性能、安全性などを勘案して、必要な品質が十分に担保されていることを確認・

管理できる手法を確立する。 

   

③「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 

 学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・導入を可能とする汎

用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤技術の開発を行う。 

1.2. アウトカム達成までの道筋 

1.2.1. アウトカム目標の設定 

 本プロジェクトは基盤技術の開発を目指しており、研究成果の直接的事業化のみならず、その

成果を多方面の企業が活用することによる波及的・間接的な効果も期待される。 

 本プロジェクトの効果が現れる考えられる例として RPA（Robotics Process Automation）市場

がある。以下に RPA市場の拡大について、本プロジェクトを実施した場合と実施しなかった場合

の状況を予測する。 

 予測については、NEDO「人工知能分野の技術戦略 ver3.0」において記載されているシナリオに

基づき行っている。 

 

本プロジェクトを実施しなかった場合のシナリオ： 

■ RPAが定義された方法に従って自動的に業務を処理し、単純な作業に組み込まれるレベルで導

入が進展すると想定する。その結果、2030年度まで世界市場は 291億ドル、日本の国内市場は 35

億ドルと推定した。 

 

本プロジェクトを実施した場合のシナリオ： 

■ 本プロジェクトにより達成される AIの説明性の向上・人の意図を理解する AI・AIの品質評価

技術・容易に構築できる AIを活用した RPAが開発され、RPAの適用業務が拡大することを想定す

る。また、本プロジェクトにおいて、当該技術において日本企業等が優位性を獲得し、海外への

進出が進むと仮定した。その結果、世界市場を 320 億ドル、日本市場を 38.4 億ドルと推定した。 

 
 

本プロジェクトを 

実施しなかった場合 

本プロジェクトを 

実施した場合 

世界市場規模 291億ドル 320億ドル 

日本のシェア 8％ 12％ 

日本が確保する市場規模 23.28億ドル 38.40億ドル 

表：本事業の実施と RPAの市場に関する予測（事業計画時点） 
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（注）基本となる RPA市場予測は Robotic Process Automation Market to Reach $5.1 Billion 

by 2025”, （Tractica, 2017）を活用、その他の試算は NEDO「人工知能分野の技術戦略」ver3.0

を活用 

 

 これらの検討を基に、本事業のアウトカム目標を次のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.2. 最終アウトカム目標へ向けた事業単独目標としての中間アウトカム目標の設定 

 アウトカム目標では「日本全体」の労働生産性及び国際シェアが拡大することを目指してい

る。目指すべき目標としては適切と考えたが、NEDO の定める事業評価基準「達成状況の計測が可

能な指標が設定されているか」と照らし合わせた時に、本事業の成果としての評価が容易ではな

いと判断した。そこで、2022年度の中間評価に先立ち、最終的なアウトカム目標を目指すための

事業単独目標として次の中間アウトカム目標を追加した。 

 

 

 

 

 

 本中間アウトカム目標の設定根拠は次の通りである。 

・2021年度時点の国内 AI企業の 20位レベルが年間売上 10億円である 

（出展：業界動向サーチ AI 業界売上高ランキング  https://gyokai-search.com/4-ai-uriage.html ) 

・本事業のアウトプット目標が「2024年度末の事業開始時点で開発研究着手率 25%以上」である 

 

 本事業の成果が社会に影響を与えるには、まず企業による事業化が必要である。なおかつ、日

本全体の労働生産性向上及び国際シェア上昇に影響を与えたと主張するには、本事業に基づく企

業群の売上が少なくとも日本国内においては有数の規模になっている必要がある。国内 AI企業の

上位グループ（上位 20社、年間売上 10億円以上）の中で 5社以上を占める成果が得られれば、

日本全体に有意の影響を与えていると考えられると判断した。また、そのような影響力を持つ状

態に至っていれば、オープンにした技術の波及効果もまた大きいと期待できる。 

 

1.2.3. アウトカム目標達成への二つの道筋 

 各研究テーマが中間アウトカム目標に進む道筋を次のように示し、研究実施者に提示した。 

その際には明確な顧客ターゲットのあるテーマ（研究開発項目①-2、①-3）と基盤・汎用技術的

なテーマ（同①-1,①-4、②、③）では取るべき施策が異なるとして 2つの道筋を示している。 

 社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、金融などの

分野・タスクへの AI システムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には

2020 年度比で 20％以上向上することに資するとともに、2030 年には、

RPA（Robotic Process Automation）世界市場を約 320 億ドルに拡大し、

日本のシェアも当初予測の 8％から 12％以上に拡大することに資する。 

 本事業から 5 テーマ(25%)以上が事業化され、 

 2030 年度時点で各 10 億円/年以上の売上げを達成する 

https://gyokai-search.com/4-ai-uriage.html
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図：アウトカム目標への二つの道筋 

 

 具体的な顧客ターゲットのあるテーマの実施には展示会等への出展により技術の市場性を確認

する他、民間アワードなどでの評価を得ることが有効とした。事業終了時から 5年以内を目標に

ベンチャー企業の設立やパートナー企業と提携することによって、実用化（※）・事業化への道

を進む。 

 一方、より基盤的・汎用技術的なテーマの実施においては、実験拠点の整備やソフトウェアの

公開・提供を期待した。その活動によって、民間企業との共同研究・共同開発を開始する他、成

果を共有し発展させるコンソーシアム等の団体設立を目指し、そこで技術の提供・共有により実

用化・事業化の道を進む。 

 

※ 本事業における「実用化」は「研究開発の成果を活用し、新しい製品や試作品、サービス、シ

ステム等の社会的利用（顧客への提供等）が開始されること」と定義する。必ずしも直接的な事

業化（収益化）ではなく、技術等を提供した先の企業・機関・団体が当該企業の事業において利

活用を行ったり、社会的に価値のあるサービス（有償・無償の双方を含む）に活用されることも

含んでいる。 

 

1.3. 知的財産・標準化戦略 

1.3.1. 人工知能分野の知財権獲得に関する状況 

 人工知能分野の研究においては学術的な論文等の発表時に開発したモデルのコードや学習結果

（ウェイト）を公開することが多く行われる。それにより他の研究者が比較的容易に技術を検証

できると共にさらに新たな技術の開発につながる循環も生まれている。 

 一方、事業化を目指す場合には競争力確保のために特許権の取得が望まれるが、AI システムに

関する発明は権利範囲（特許請求項）の記述が容易でない場合も多い。そのため、事業化を目指

す研究実施者においても特許権の取得を積極的には行わず、ノウハウとして秘匿する方針の検討

も行われていた。 
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 この関係を次の図に示す。(a)が広く公開する領域であり、(b)が特許等での公開を控えて秘匿す

る領域である。 

 

 

図：知的財産権とオープン・クローズ戦略の方針 

 

1.3.2. オープン・非競争域(a)及び競争域(b)の方針 

 AI システムの品質や安全性を評価・管理する技術、及び多くの企業が AI を導入しやすくする

基盤技術（例えばガイドラインや教師データの公開）は特許権を保有する一部企業の事業として

進めるよりは、公開し社会で広く利活用されることが有効と考えた。 

 これらの領域（図では(a)広く公開すると記載）に関しては国際標準化に向けた取組及び海外の

研究機関との共同研究で成果を拡大し、共に成果をオープンにする方針で進めた。 

 

 一方、事業化によって収益を上げることを目指す領域については特許権の取得が重要となる。

特にベンチャー企業を設立してベンチャー・キャピタルに出資を仰ぐ場合には強力な特許権を保

有しているか否かが成否を分ける場合もある。 

 従って、事業化を図りアウトカム目標を達成するためには、積極的な特許出願が行われない領

域（(b)公開を控えて秘匿すると記載）の技術を特許化することが必要と判断した。権利化する技

術を増やす手段として、本領域では知財専門家の支援を受ける方針とした。 
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2. 目標及び達成状況 

2.1. アウトカム目標及び達成見込み 

2.1.1. アウトカム目標 

 先に述べたように、本事業の最終アウトカム目標は次の 2 点(A, B)である。 

 

A. 社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、金融などの分野・タスクへの AI 

システムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には 2020 年度比で 20％以上向上することに資す

る 

B. 2030 年には、RPA（Robotic Process Automation）世界市場を約 320 億ドルに拡大し、日本

のシェアも当初予測の 8％から 12％以上に拡大することに資する 

 

これら日本全体に関するアウトカム目標に関しては本事業度の寄与率の評価が容易ではないた

め、中間評価時に本事業の研究テーマに絞った事業化規模のアウトカム目標 C を追加した。 

 

C. 本事業から 5テーマ(全テーマの 25%)以上が事業化され、2030年度時点で各 10億円/年以上

の売上げを達成する 

 

 アウトカム目標 C を達成できる水準に本事業の社会実装を進めることにより、本事業の成果が

最終アウトカム目標に資することを目指す。 

 

 

図：アウトプット目標からアウトカム目標への道筋 

 

 単独の事業規模のみを考慮する場合には中間アウトカム目標を達成するだけでは最終アウトカ

ム目標に到達することは難しい。しかしながら、中間アウトカム目標を超過達成して本事業に関

わる企業群の社会への影響力を高め、またオープンにした技術やデータ、ガイドライン等による

間接的な事業・社会貢献といった波及的成果も加えて最終アウトカム目標の達成を目指す。 
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2.1.2. 中間アウトカム目標の達成見込み 

 事業終了時点で本事業の成果に基づく事業化に向けて 17 件の取組が開始されている。当該研究

テーマを次に示す。 

 

表：事業化の取組を行っているテーマ 

 

 本事業成果の社会実装を目指して設立したベンチャー企業が 2 社、設立予定が 2 社となってい

る。また、研究実施者自身がベンチャー企業ないしは実施者の周辺にベンチャー企業があり、同

企業での事業化を目指している取組が 6 件ある。さらに、一般企業が参加しているテーマから 6

社が自社の事業として研究成果の利用を検討している。この他、一般社団法人を設立して収益化

を図るテーマが 1 件存在する。なお、これら 17 件の中で 5 件は既に事業を開始しており、上表で

は太字で示している。 

 これらの研究実施者に 2030 年度の売上 10 億円の見通しをヒアリングしたところ、8 社より当

該規模以上を目標としているとの回答を得た。8 社以外にも年 10 億円の売上を達成する可能性は

あり、この表には示していないが AI 技術をソリューション化する企業から関心を持たれている

テーマが数件あり、それらも加えることで中間アウトカム目標は超過達成できる見込みである。 

 

 また、直接的な事業化以外にも AI の品質管理技術や容易に AI システムを構築するためのオー

プンな技術やデータの利活用が始まっている。それらが 2030 年度に向けてさらに多くの企業・機

関・団体で利活用されることで、波及効果も含めて当初のアウトカム目標の達成を目指す。 

 

2.2. アウトプット目標及び達成状況 

2.2.1. アウトプット目標の達成状況 

 プロジェクト全体及び研究開発項目①②③のそれぞれのアウトプット目標はすべて達成した。 
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表：プロジェクト全体及び研究開発項目①②③の目標達成状況 

 

 プロジェクト全体としては 19 テーマの内の 5 テーマ以上で 2024 年度末に製品/サービス化を準

備するステージに到達していることが目標であったが、既に述べたように 5 件が事業スタート

し、12 件が事業化準備に入っているため超過達成となっている。 

 

 研究開発項目①については全てのテーマについて設定した研究目標を達成した。各研究テーマ

は純粋な研究のみならず、展示会出展やアワードへの応募を行っており、さらにはベンチャー企

業を設立するなど、アウトカムへ向けた道筋として提示した方針に従っている。個別テーマの目

標達成状況と成果は「4.目標及び達成状況の詳細」に示す。 

 

 研究開発項目②は AI の品質管理手法と管理手順を確立するテーマであり、2020-2023 年度の事

業期間で実施された。策定した品質管理手法である「機械学習品質マネジメントガイドライン」

を企業の現場で 3 件以上実際に利用することが目標であったが、2023 年度より開始し、本事業終

了後も継続している NEDO 特別講座を通じて 100 名以上の企業技術者に教示されている。利用実

績は 3 件に留まらず二桁の件数の活用が行われている。また、ガイドラインに沿った品質管理を

助けるテストベッド Qunomon も正式公開された。さらに、ガイドラインの内容が多く反映され

た国際標準も制定された。 

 

 研究開発項目③は効率的に AI システムの構築を可能にするテーマであり、汎用学習済みモデル

を開発し、大学や企業等が利活用できるプラットフォームを構築することが目標であった。数式

により生成された事前学習用画像データセットと学習モデルを AI 構築のプラットフォームとして

公開した。既に医療画像識別・動画認識・3D 物体検出など複数の事例で利用が始まっている。 

 

2.2.2. 知財権獲得（特許等出願）の状況 

 特許出願は 83 件（国内 64, 外国 19）が行われ（内 19 件（国内 8, 外国 1）が登録されてい

る）。 
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図：特許出願件数及び知財 PD の支援内容と調査会社による特許調査・重要特許マップの例 

 

 知的財産のオープン・クローズ戦略の中で、競争領域の特許出願を増やすために知財専門家の

支援を仰ぐ方針を立てた。INPIT（独立行政法人工業所有権情報・研修館）が行う知的財産プロ

デューサー（知財 PD）の派遣を希望したが、事業開始時においては知財 PD の派遣は研究グルー

プに対する施策であり当機構のようなファンディング機関は対象外となっていた。しかしなが

ら、社会実装を実現するために支援の必要性を訴えたところ特例として知財 PD の派遣をいただ

くことができた。知財 PD からは特許出願自体の支援だけでなく、知財に関係する多くの助言を

受けることができた。 

（2024 年度から INPIT の知財 PD 派遣事業にはファンディング機関からも応募可能となってい

る） 

 また、知財調査会社に委託して、各研究テーマの技術に関係する特許（日本・米国・欧州・中

国・韓国・国際特許出願(PCT)）の調査及び、当該特許の中から重要と思われる特許を抽出したマ

マップの作成を行い、各研究実施者に提供した。本調査事業は 2021 年度と 2024 年度の 2 回行っ

ている。 

 

2.2.3. 国際標準化の取組 

 研究開発項目②「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」においては非競争域であり

オープンに技術を公開していく方針から国際標準化の取組を実施した。 

 本研究テーマにおいては産業技術総合研究所を中心に民間企業の協力も得て、機械学習品質マ

ネジメントガイドライン（日本語版・英語版）が策定・公開されている。ISO/IEC JTC 1/SC 42 - 

Artificial Intelligence における AI の機能安全の討議において本ガイドラインを提示した結果、そ

の内容の多くが反映される形で国際標準（技術報告書）ISO/IEC TR 5469 "Artificial intelligence 

- Functional safety and AI systems" が制定され、2024 年 1 月に公開された。本標準はさらに TS

（技術仕様書）への格上げを目指して議論が継続されている。 
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図：AI の品質マネジメントに関する国際標準化への取組 

 

2.2.4. 講演、論文、受賞、プレス発表の状況 

 事業全体の成果として研究発表・講演：1,615 件、論文：814 件、受賞：97 件、プレス発表等

の成果普及の努力：192 件となった。（詳細は添付資料にリストを掲載している） 

 事業化につながるアワードの獲得も行っており、評価を受けた技術に基づいて事業が開始され

ている。 

図：論文等の研究成果発表件数及び事業化テーマに関連するアワードの例 
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3. マネジメント 

3.1. 実施体制 

 実施体制を次の図に示す。プロジェクトマネージャー、プロジェクトリーダーの下に延べ 19

テーマを設定した（複数研究項目にまたがるテーマがある。また、2022 年 7 月に 1 テーマを追加

した）。8 名の外部委員による技術推進委員会を組織し、各実施者及び NEDO に対する指導を受

けた。 

 

図：事業の実施体制 

 

 本事業は技術戦略上は「基盤技術」開発に位置づけられている。しかしながら、早期の社会実

装を目指すために特に研究開発項目①-2、①-3 においてはベンチャー企業を含む「企業が参加し

ているグループ」を中心に採択した。 

 

3.2. 受益者負担の考え方 

 本事業はすべて委託研究であり、補助率は 100%である。プロジェクト全体の予算は約 138 億

円となっている。 
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図：研究開発スケジュールと予算、及び想定するアウトカム 

 

 2021 年度末にステージゲート審査を設け、早期見極めにより 2 テーマを終了することで予算を

集約すると共に、2022 年度に小売業へのロボットの導入を促進することを企図し、研究開発項目

①-4「商品情報データベース構築のための研究開発」を追加した。 

 事業終了後の 2025-2029 年度が社会実装に向かう期間であり、2030 年度より年間売上 10 億円

以上の事業が 5 件以上となることを中間アウトカム目標としている。投資以上の経済効果が 2032

年度までに得られる計画であるが、既に 5 件の事業化が達成されているため、より早い経済効果

が得られる見込みである。 

 

3.3. 研究開発計画 

3.3.1. 定常的なマネジメント 

 研究開発マネジメントにおいては技術推進委員の指導・助言を受けて進めた。例年 12 月に開催

する技術推進委員会において、技術推進委員より各テーマの研究の進め方に対する指導を得ると

共に評価点を付けていただいた。その評価を受けて次年度の契約限度額に若干の傾斜配分を行

い、上位評価テーマには開発促進予算を設定した。 

 技術推進委員にコメントや採点を依頼するにあたり、並行して当機構の担当メンバー間でも同

じ形式でのコメント記入と採点を行い集計を行っている。技術推進委員の意見との比較を行い、

大きな乖離が無いことを確認して進めるよう努めた。 

 

 

図：定常的なスケジュールとマネジメント 

 

 7-10 月にかけては「技術指導」と呼ぶ、1-3 名の技術推進委員と共に研究現場を訪問する機会

を設け、少人数の委員によるより深い指導を実施した。また、全委員で行う技術推進委員会にお

いて、議論を深める必要があると判断した場合には臨時の「特別技術指導」も開催している。 

 プロジェクトリーダーに対しては月次・対面で議論する場を設定し、知財 PD も交えて事業の

進め方に関する方針をすり合わせた。 
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3.3.2. 動向・情勢変化への対応 

 2022 年 11 月に公開された ChatGPT は人工知能の研究と実用化に大きなインパクトを与え

た。本事業においては生成 AI の進化を脅威と考えるのではなく、積極的に対応あるいは活用して

いく方針で臨んだ。 

 

 

図：生成 AI の急激な進歩への対応 

 

 研究開発テーマ①-3-1「コンテンツ創作支援」に関して、2022 年 12 月の技術推進委員会では

「基盤モデルを使って、どう操作すると個性的、創造的なコンテンツを作れるかという部分」で

競争力が出る可能性があるとの指摘があった。研究グループにおいても、GPT-4 等の生成 AI の

積極的な取り込みに舵を切ると共に、その活用によって早期の実証制作が行えると判断された。

翌年度には TEZUKA2023 と称するプロジェクトを立ち上げ、プロのクリエイターと AI が協力し

ながら作品制作に取り組み、成功させることができた。 

（制作作品は公開されている。 https://www.nedo.go.jp/news/other/ZZCD_100061.html ） 

 

 研究開発テーマ②「AI の評価・管理手法の確立」においては既に機械学習品質マネジメントガ

イドラインを公開していたが、企業から「大規模言語モデル(LLM)を活用したサービスの品質を

管理するガイドライン策定」への期待が寄せられた。研究グループは新たなガイドラインの研究

を加速させると共に、2024 年 8 月に LLM 利用サービスを提供ないし提供予定の企業の担当者と

33 名での合宿を実施し議論を行った。その成果も反映した「生成 AI 品質マネジメントガイドラ

イン」は 2025 年 5 月に公開された。 

 

 生成 AI の他にもロボット技術の進歩により小売店でのロボット活用の可能性も高まりつつあっ

た。しかし、個々のソリューションごとにロボットが必要な情報を準備することは効率が悪い。

そこで、2022 年 7 月にロボットフレンドリーな小売店の実現と事業開発を促進するために、研究

開発項目①-4「商品情報データベース構築の研究開発」を新規に設定した。 

 本研究テーマでは小売店におけるロボットによる品出しや無人清算などに活用できるよう、商

品をデータベース化する技術を開発する。本研究は小売業界や現状商品に設けられている商品

コード・バーコードを運用管理する一般社団法人とも連携をとりながら進めることとした。 

 

https://www.nedo.go.jp/news/other/ZZCD_100061.html
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3.3.3. 中間評価結果への対応 

 2022 年 9 月に本事業に関する中間評価が行われ、外部委員より改善へ向けての指摘を受けた。 

主として(1)テーマ間連携の促進、(2)事業化指導、(3)企業への普及・人材育成、(4)広報活動につ

いてである。これらのご指摘に対して「NEDO の持つリソースを最大限活用する」方針を立て、

機構内の各組織に協力を要請して事業の進め方に関する改善を試みた。 

 

図：中間評価での指摘事項と対応方針 

 

3.3.4. 中間評価への対応 (1) テーマ間連携の促進 

 テーマ間連携の促進を図るために同時期に NEDO 内で実施していた 4 件の AI 系事業の合同シ

ンポジウムを開催し活用した。シンポジウム「AI NEXT FORUM 2023」の主旨は対外的なプロ

ジェクト成果の広報であるが、（副次的に）44 テーマが一同に会し、お互いの研究内容を知る場

でもあったことから、シンポジウム終了後に出展者に相互の関心度合いを確認した。 

 

 

図：AI 系 4 事業（44 テーマ）の相互関心度の可視化結果と意見交換の例 
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 その中でも特に相互に関心の高いテーマ間を中心に意見交換の場を設定した。意見交換だけで

なく、有識者として研究に助言を与える場合もあり、学会のオープンフォーラムにエントリーし

ての合同発表なども行った。なお、出展者間だけではなく企業に対する成果紹介・意見交換会も

開催している。 

 これらの取組により研究実施者間の相互理解と刺激を与え合うことができたと考える。 

 

3.3.5. 中間評価への対応 (2) 事業化指導 

 中間評価で事業化の伴走者となる方の指導を受けられると良いとの指摘があった。NEDO では

スタートアップ支援部が 50 名強の事業カタライザーと契約しており、同部の事業に応募したベン

チャー企業や起業希望者に指導を行っている。 

 当事業内の大学・ベンチャー企業の実施者に希望を募り、3 テーマの実施者に対して NEDO 契

約事業カタライザーによる事業化指導を実施した。各テーマ実施者は事業化に関する課題を明確

化し、それに対してスタートアップ支援部がカタライザー候補の推薦を行い、マッチングが成立

した場合に指導を開始する。 

 

図：事業カタライザーによる事業化指導 

 

 事業カタライザーによる指導は 3-6 回にわたって行われ、事業プランへの指導や市場・顧客の

獲得戦略、あるいは事業アピールのためのプレゼンテーションに対する指導も行われた。NEDO

側も並行して、自治体を想定顧客とするテーマに対して、3 自治体の職員との意見交換会を設定し

た他、こどもと保護者を対象とするテーマ（①-2-4/①-3-4 育児・発達支援）に対してこども家庭

庁の最新政策情報（公開情報）を提供するなどの支援を実施した。 

 事業カタライザーの指導を受けた 3 テーマの内、2 テーマは既に事業を開始し、1 テーマはベン

チャー設立準備中となるなど、成果を挙げることができた。 

 

3.3.6. 中間評価への対応 (3) 企業への普及・人材育成 

 広く公開し活用されることが望ましい研究成果に対して企業及び企業技術者への普及や人材育

成を積極的に行うべきとの指摘を受けた。そこで、NEDO 事業統括部が進める「特別講座」の枠

組みを活用して、AI 品質マネジメントガイドラインの普及に努めることとした。 
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図：AI 品質マネジメントに関する特別講座の開催と任意団体の設立 

 

 2023 年度の下半期から開講した AI 品質マネジメントに関する特別講座は定員を 20 名強とし、

対面開催とチーム討議を行うことを原則としている。対面開催とした理由は企業間で共通の課題

を持っていることが多いことから、その課題共有と企業間ネットワーキングの構築を狙っている

ためである。2025 年 9 月までに 5 期の講座が開講されたが、すべて満席となっており、受講者も

意欲的であることから、AI 品質マネジメントに関して企業からの強いニーズが感じられる。 

 AI 品質マネジメントのさらなる周知・普及に向けては産業技術総合研究所を中心に任意団体

「AI 品質マネジメントイニシアティブ」が 2024 年 7 月に設立された。特別講座の受講者やその

他の方々も加わり、現在約 50 社から参加のメンバーによって実践例の集約や普及促進への取組が

行われている。 

3.3.7. 中間評価への対応 (4) 広報活動 

 本事業の広報活動は実施者との共同プレスリリースを出し、それに対して取材依頼を待つ形が

基本であった。しかしながら、より積極的な広報活動のために、広報企画・報道課の力を借りる

ことにより、メディアに対して積極的な取材と記事化を試みた。 

 

 

 

図：広報活動の積極化 
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 しかし、人工知能に関するニュースは世界各国から多数に上り、取材依頼を行っても成功する

とは限らない。そこで、単独の成果リリースへの取材依頼のみならず、研究成果の組合せによる

価値を訴えて特色あるニュースとなるよう努めた。 

 本取組により日本経済新聞・日経産業新聞・日刊工業新聞・日経 BP などの取材につなげた。 

加えて、事業を開始したテーマを中心に当該技術に関心がある企業へのアピールを図るため、

2025 年 10 月に開催された AI・人工知能 EXPO2025 秋に NEDO ブースを設置し、社会実装への

支援を行った。 

 

図：AI・人工知能 EXPO2025 秋へのブース出展と出展テーマ 
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4. 目標及び達成状況の詳細 

 以下に各研究テーマの目標と成果を示すが、研究開発項目の①と③にまたがる研究テー

マがあるため、研究開発項目ごとに見出しを分けずに列挙する。 
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テーマ名 ①-1-1 サイボーグ AI に関する研究開発 達成状況 〇 

実施者名 株式会社国際電気通信基礎技術研究所（ATR） 

達成状況の根拠 

本テーマの 2024 年度末目標を予定通り達成した。 

a.3 種類以上のタスクで人間並みの運動性能を実現するサイボーグ AI の実現 

 スケボーを行うロボットにおいてポンピング/ロールイン/スラロームを実現 

b.当該成果について必要な知財化を実現の後に一般公開する 

 特許 5 件を出願済み。2024/3/12 に ATR 実験棟にてメディア向け説明会を開催 

c.機械系ないし物流・IT 系企業との連携の下で実用化の可能性を探る 

 自動車メーカーA 社との共同研究を開始、重工業メーカーB 社との共同研究準備中 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 少子高齢化が進むわが国における持続性のある Society 5.0 の実現に向けて、工場や輸送・配送など現

時点で人的資源に大きく依存する作業現場での生産効率、作業効率の向上は喫急の課題である。ロボット

の AI 搭載による自動化に期待されるが、工場における多種少量生産、輸送・配送における個別配送など

の状況では、現在の AI 技術はほぼ無力である。本テーマでは、工場や輸送・配送などの実環境におい

て、人間と同程度の時定数でもって適応的に協働作業可能なロボット搭載用 AI である「サイボーグ AI」

の基本技術を開発する。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

 技術的な大目標を「3種類以上のタスクで人間並みの運動性能を実現するサイボーグ AIの実現」とし、

そのために以下の各研究課題及び目標を設定して進める。 

1.人と実時間、実環境で協働可能なサイボーグ AI プラットフォーム 

 人と実時間、実環境で協働可能なサイボーグ AI プラットフォームを実現するため、ヒトとロボットを

同一条件下で計測しリアルタイムに動作解析を行う「ロボット X-Games 環境」の整備と、ヒトの運動スキ

ルを模倣するアルゴリズム開発を並行して実施した。当該アルゴリズムの検証のために「ポンピング運

動」「ロールイン運動」「スラローム運動」を対象とし、スラローム運動においてはカーブの曲率や滑走

速度をほぼ同じ程度に模倣できることを確認するなど、目標を達成した。 

 

2.人とサイボーグ AI との協働による運動学習アルゴリズム 

 NEDO プロジェクト「脳型人工知能」において開発した深層ニューラルネットワーク型の順・逆強化学

習を統合した生成的模倣学習を発展させることで、人間とサイボーグ AI を一つに統合した意思決定シス

テムに対する運動学習アルゴリズムを開発し、身体系のしなやかな制御を実現することを目標とした。 

「人と AI との協働的な生成的模倣学習」「運動および操作指令の系列からの分節化手法」について重点

的に開発を行い、（目標とした 5 種類よりも一つ多い）6 種類のタスクについて 2 台の xArm7 で構成され

た双腕マニピュレータを用いた模倣実験を行った。成果としてタスクラベルの情報が与えられない場合に

おいてもタスクラベルが与えられた場合と同程度の制御性能を達成する模倣学習を実現した。また、デー

タ効率に関しても、他のタスクとの共通軌道が少ないハンカチの折り畳みタスクを除いた 5 種類のタスク

において、全タスクを同時に学習するマルチタスク学習が有効である結果を得た。 

 

3.人とサイボーグ AI との協働による創造アルゴリズム 

 人間の脳内に形成される世界モデルを AI と共有し、両者が相互に適応しながら創造性を高め合う“共

進化ループ”を実現することを目的とし、脳活動を深層ニューラルネットワーク(DNN)の潜在表現に線形

写像し、そこから三次元シーン・音声を生成するアルゴリズムを段階的に開発した。2020-23 年度の成果

を基に、2024年度に「手がかり不変(cue-invariant)三次元形状再構成」を実証した。自然物体の 2Dレン

ダリング画像、ランダムドットステレオグラム(RDS)、さらには輪郭画像を排除した奥行き傾き RDS とい

う三条件を提示し、5 名の被験者に対して、同一の線形デコーダを適用しても常に同一形状が復元される

かを検証した。fMRI信号を視覚領野マスクで解析したところ、全視覚野を用いた場合の正規化 Chamfer距

離は 0.03、10 分の 1 識別正答率は 80%超に達し、目標を達成した。 

 

4.人とサイボーグ AI との運動転移アルゴリズム 

 人が全身運動を実施する際の脳と筋肉の制御法に関するデータ解析により、サイボーグ AI 技術を通じ

てロボットに転移可能な脳と筋肉の低次元パターン（シナジー構造）の抽出を進めた。ハーフパイプラン

プ上でのスケートボード中の脳活動を抽出できることを示し、運動種別も運動時 EEG からデコードできる
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ことが示唆された。26 名のスケートボードランプ実験のマルチモーダルデータ

(EEG,EMG,足圧,モーションキャプチャ)を用いた解析により、視覚および感覚-

運動連合領域におけるシータ波活動と、運動計画に関与する運動前野のベータ

波活動がタスク性能と有意に相関することがわかった。 

 また、人あるいは動物の実時間での速い速度域での運動をロボットにより見

まね学習させるための手法である Real-Sim-Real 転移型の運動制御法の開発を

進めた。モーションリターゲティングに基づく制御方策(MR-based policy)と

リアリティギャップをランダマイゼーションパラメータとする強化学習に基づ

く制御方策(RL-based policy)の長所を抽出しブレンドすることで、自然でバ

ランスのとれた歩行動作の生成を実現した。結果、四足歩行型およびヒューマ  マルチモーダル実験用 

ノイド型ターゲットモデルに対して多様な動作を生成することができた。    スケートボードランプ 

 

5.サイボーグ AI 学習のための階層ベイズネットワーク 

 人間および環境の複雑なダイナミクスを学習し、潜在変数を推論・予測する AI 手法である「階層ベイ

ズネットワーク」の開発に取り組んだ。本技術は課題 3.4.との連携でヒト行動の予測に貢献する。本研

究では非線形性の高い時系列データに対応可能な学習アルゴリズムとして、リッジ関数を用いた射影カー

ネル法を導入した状態空間モデルを構築した（Projected Nonlinear State-Space (PNL-SS)モデルと呼

称）。成果として、5 種の行動パターン(active, exhausted, feminine, masculine, normal)を含む人間

行動データに対し、PNL-SSモデルは従来の深層学習モデル（Transformer, NBEATS 等）を超える予測性能

となることを確認した。 

 

6.サイボーグ AI ダイナミクスの低次元情報表現法 

 サイボーグ AI における筋シナジーベースの運動転移のテンプレートを提供するため、また人間の身体

制御機能の向上、回復や再建への説明可能な処方の提供のため、実験的に計測された身体や脳の機能ネッ

トワークから筋シナジーに対応する少数の因子を抽出し、機能的差異の説明や把握に資する低次元表現学

習法を開発、検証することを目的として研究開発を進めた。まず、教師あり線形表現学習法（教師あり主

成分分析）の一種である Demixed PCA(dPCA)のアイデアに基づき、主に表面筋電図(sEMG)計測から求めた

機能的な筋ネットワークから解釈しやすい低次元成分を抽出する手法を開発した。本手法によりランニン

グの熟達度に応じた筋協調モジュール（基底）が抽出される等、提案手法の妥当性が確認された他、脳卒

中後の片麻痺患者の歩行時 sEMG からリハビリ効果の可視化等への応用可能性も示唆された。さらに、続

く研究により、異なる性質を持つ個人や集団間で汎化する低次元表現の獲得が示唆される結果を得た。 

 

●実施体制 

 

 

 

●成果とその意義 

 本サイボーグ AI 研究は人間行動からのデータ駆動により高い学習効率を有し、実時間制御を適応的か

つ動的に達成することにより、多自由度系の予測制御における不連続進化を達成しつつある。加えて、人

が三次元世界をいかに認識し、その中でいかに推論をしながら振舞うかの理解とモデル化において成果を

挙げた。本研究は人間の運動スキルや身体能力の維持向上のみならず、芸術などでの人間-AI のコラボ

レーションの実現にもつながる。サイボーグ AI 研究は人と AI が共に進化する世界を実現しつつある。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本研究の成果に基づき、大学・企業との共同研究・共同開発を行い、介護・介助・リハビリや個別輸

送・運搬など労働集約性が高い場面において、人の代替や人との協働を可能にする応用技術への展開を

図っていく。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

400 375 411 298 316 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

5 件 50 件 103 件 1 件 1 件 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所(ATR) 
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テーマ名 
①-1-2、①-3-2、③ 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知

能技術の研究開発 
達成状況 〇 

実施者名 
産業技術総合研究所、日鉄ソリューションズ株式会社、 

株式会社ＡＩメディカルサービス 

達成状況の根拠 

各テーマの 2024 年度末目標を予定通り達成した。 

(※以下、簡略化のため①-1-2 を①-1、①-3-2 を①-3と表記する) 

①-1 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

①-1-(1) ワールドモデルに基づく人間・ロボットの共進化フレームワーク 

人間とロボットの共進化に向けたフレームワークを構築し、人とロボットの協働に

よる工場部品供給作業・組立作業やコンビニエンスストアを模擬したデジタルツイ

ンによる人・ロボットの協働作業といった実証事例を提示することで、国際競技会

への展開や企業との共同研究（6 件）につなげた。 

 

①-1-(2) 人の生活･安全，安心のためのデータ･知識融合フレームワークの構築 

・仮想空間で生成した生活行動データを知識グラフ化し、屋内事故リスク推論や類

似エピソード検索を実現した。生成したマルチモーダル知識グラフは公開し、国際

競技会の基盤にも活用した。 

・生活行動を抽象化するオントロジーを整備し、日常生活や接客行動のアノテー

ションの統一化を達成し、外部の研究者を巻き込んだ研究コミュニティを構築する

ために高齢者向けリスク推定 AI 競技会を実施した。 

・長時間対話とマルチモーダル情報を統合する対話モデルを開発し、知識グラフに

基づく生活エピソード認識を可能にし、プロトタイプ対話システムを構築した。 

・高齢者・子どもの事故予防に向け、生活状況を知識グラフで表現・活用するデー

タベースを構築、環境に応じたリスク提示やデザイン支援システムを実現した。 

 

①-1-(3) 人と協働して知識を生成・蓄積する AI フレームワークの構築 

・AI が学習した特徴を可視化・整理する判断根拠図鑑を構築し、利用者である病理

医のフィードバックを取り込み、AI モデルの判定精度と解釈性を向上させる仕組み

を開発した。肺癌サブタイプの分類タスクに適用し、特徴量の可視化や、大域及び

局所画像の同時分析による高精度化を実現した。 

・診療情報・病理画像・遺伝子情報を統合したデータベースを整備し、正解が 1つに

定まらないケースを踏まえた正解候補選択の仕組みを開発、知識と AI を融合した診

断支援技術を確立し、企業へのライセンスや臨床応用にも展開した。 

・大量の病理画像を用いた自己教師学習により事前学習モデルを開発するととも

に、複数病理医の熟練度に応じたアノテーター拡張技術と合理的なコンセンサス形

成手法を構築した。 

・半教師学習やラベルノイズ検出技術を組み合わせた精度改善フローを構築し、病

理医からの継続的フィードバックを取り込み、モデルの性能向上を実現した。 

 

①-3 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発：状況を考慮してデー

タを解釈し情報伝達する人工知能基盤技術の開発 

・文脈やメタ情報を活用し、自然言語や動画像、数値データを統合的に構造化する

技術を開発し、Visual Storytelling や一般動画実況生成に適用、動画像解析と言語

モデル統合による高効率なモデル構築も実現した。 

・ストーリーや実況といった即応性の求められるタスクに向け、内容プランに基づ

く言語生成技術を開発し、レーシングゲームやサッカー実況生成システムを構築、

誤り事例活用による生成精度向上を図った。 

・データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術を開発し、金融分野で

の因果関係知識グラフ構築や、知識を活用した質疑応答、個人適応推薦技術を実現

した。 

 

③ 容易に構築・導入できる AI 技術の開発 

・容易に高度な AI モデルを構築できる環境の提供を目指し、汎用学習済みモデル

（基盤モデル）の構築技術を開発した。画像・動画・音声・言語の 4モダリティを対

象とし、それぞれの特性に応じた事前学習手法を提案・実施した。構築した基盤モ
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デルは公開し、企業や研究機関はこれら基盤モデルをベースに、少量データでタス

ク特化型モデルを効率的に開発出来るようにした。 

・基盤モデルを現実の応用分野で有効に活用する技術を開発し、少量データから高

精度モデルを構築する基盤技術を確立した。医用画像解析、衛星画像解析、音響

シーン分析、人物行動解析、科学技術トレンド予測といった分野で、構築した基盤

モデルを活用し、少量の教師データから高精度なモデルを構築し、実証した。医用

画像解析分野では、異なる臓器に適用可能な準基盤モデル（基盤モデルを使って構

築される特定分野向けの基盤モデル）を開発し、膀胱及び胃内視鏡画像において

90％以上の高い診断精度を達成した。 

・基盤モデルの構築・利活用を支えるプラットフォーム技術の開発として、AI 資源

管理、ストリームデータ処理、分散深層学習最適化の各技術に取り組み、基盤モデ

ルの開発・共有・利活用を加速するための基盤技術を確立した。 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

近年、人工知能（AI）技術は目覚ましい進展を遂げ、静止画像認識、音声認識、自然言語処理等、幅広い

分野で社会実装が進んでいる。しかし一方で、AI が人間と協調し、実世界の複雑な問題解決に取り組む

ためには、現行の技術にはなお克服すべき課題が多く残されている。特に、AI が人間から知識や技能を

学びつつ能力を向上させたり、逆に、AI から人間が新たな知見を得たりといった動的な協働関係を作り

出す基盤技術の確立が求められている。 

そこで、①-1「人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発」では、人と AI との間の情報共有や

働きかけの狭さを克服し、人間と AI が互いに知見を補完し合いながら成長するためのフレームワークを

開発する。具体的には、(1) 実環境における人・ロボット協働を支えるワールドモデルの構築、(2) 高齢

者や子供の生活安全を支援する生活エピソード知識グラフの構築、(3) AIが獲得した内部情報を可視化・

共有し、専門家との協働により知識を生成・蓄積する枠組みの構築を行う。 

また、①-3「人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発：状況を考慮してデータを解釈し情

報伝達する人工知能基盤技術の開発」では、状況に応じて入力データを構造化し、外部知識と連携して柔

軟な言語生成を行う AI 技術を開発する。この技術は、人間の持つ文脈知識を活用した自然な知識連携を

可能にするものである。 

さらに、③「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」では、大量の学習データ取得や高性能計算資源の

必要性といった AI 実用化の障壁を克服するための技術開発を行う。画像、動画、音声、音響、言語と

いった異なるモダリティに対応した基盤モデルの構築、それらのモデルを活用して少量データでも高精度

モデルを構築する技術開発、さらにデータとモデルの効率的な管理・利活用を支えるプラットフォーム構

築に取り組み、実世界における AI 導入を大幅に容易化する環境を整備する。 

①-1、①-3では、開発した AI基盤技術を元にした AIシステムにより、また③では、各種モダリティに対

応した基盤モデルの構築、さらにそれらを活用した特定ドメインに向けた AI システムにより、プロジェ

クト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

①-1 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

①-1-(1) ワールドモデルに基づく人間・ロボットの共進化フレームワーク 

人間とロボットの共進化に向けたフレームワークを構築し、構築したフレームワークをベースに、来店者

と同一空間で動作可能な店舗商品整理や、変種変量生産で異なる部品・組立手順の作業を人とロボットが

適応的に役割分担をする作業等、人とロボットが協働する実証事例を示すことで、開発研究に向けた技術

を確立する。 

 

①-1-(2) 人の生活･安全，安心のためのデータ･知識融合フレームワークの構築 

・外部の知識と観測データから生成された知識グラフを融合し拡充する方法論を開発する。特に、ヒヤリ

ハット事例等、指定した生活エピソードシーンとの類似エピソードシーンの抽出を実現するプロトタイプ

システムを開発する。 

・生活現象エピソード記述の抽象化に必要な概念と、観測データに存在しない知識を融合するための生活

エピソードオントロジー等の体系を構築する。生活に関連する概念の種類は多岐にわたるため、これまで

に構築・蓄積してきたオントロジー記述の枠組みを拡張し、人の行為を、その行為を実施するに至った人

の意図等の状態、その行為が影響を与える対象の物や人、そして変化する状態のように、細分化し記述を

行う。 

・言語による対話に加えて 1 つ以上のモダリティを考慮するマルチモーダル対話システムのプロトタイプ

を実装し、構築した知識グラフデータに基づいてそのパフォーマンスを評価する。 
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・高齢者と子どもの事故予防という具体的な課題を対象にして、知識グラフを用いた生活状況の表現系と

活用技術を開発する。具体的には、知識グラフを用いた、生活に関する構造化された知識や状況データ

ベースの構築、そのデータベースの活用技術の開発、実際の活用を通した検証を実施する。 

 

①-1-(3) 人と協働して知識を生成・蓄積する AI フレームワークの構築 

・AI モデルが学習した判定に有用な情報を抽出して可視化し、利用者である病理医が評価や意味付け

し、ドメイン知識の整理や蓄積ができる基盤として判断根拠図鑑を構築する。AI による判定の解釈性を

高めるために、判定結果とあわせて判断根拠図鑑の収載項目を提示する仕組みや病理医から与えられる情

報に基づいて提示情報やモデルの判定精度を改善するための再学習手法を実現する。 

・診療情報や病理画像、遺伝子情報、治療情報を統括したデータベースを拡充し、正解が一意ではない場

合にも対応可能な「正解候補」選択モデルの構築、画像間の類似度に基づいたクラスタリングと視覚的イ

ンターフェースによって診断基準を可視化、遺伝子情報・予後情報と病理画像を統合するインターフェー

スの構築と実装を行う。 

・病理画像を用いて、生命予後や治療効果のそれぞれを適切に予測できる正解抽出モデルを作成する。病

理医のアノテーションを模倣する疑似アノテーション AI を構築し、それを用いた熟練度をスコアリング

するシステムを開発する。 

・AI モデル開発の初期で必要となる少量学習データに対する半教師学習の適用、データが収集されてい

く過程で必要となるデータノイズの検出と除去、病理医から新たにアノテーションデータを収集する仕組

みの開発を行う。 

 

①-3 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発：状況を考慮してデータを解釈し情報伝達す

る人工知能基盤技術の開発 

・自然言語テキスト、動画像データ、時系列数値データ等をグラフ構造やエンティティ・リンキング情報

に構造化する汎用的技術を開発する。Visual Storytelling や一般動画実況生成に適用、動画像解析と言

語モデル統合による高効率なモデル構築も実現する。 

・ストーリーや実況生成といった即応性の求められるタスクに向け、内容プランや外部知識に基づく言語

生成技術を開発し、レーシングゲームやサッカー実況生成システムを構築する。 

・外部知識となる知識グラフと、入力情報から得られる初期構造化表現を接続するための共通のオントロ

ジーを学習する技術を開発し、金融分野での因果関係を示す知識グラフ構築や、知識を活用した質疑応

答、個人適応推薦技術を開発する。 

 

③ 容易に構築・導入できる AI 技術の開発 

・画像、動画、音声、言語の 4 つの主要モダリティに基づいた基盤モデル構築のための事前学習モデルの

開発手法を提案し、各モダリティにおいて、基盤モデルを構築し、公開する。 

・実応用分野にフォーカスした準汎用モデルの開発、及び適用分野に応じて基盤モデルから少量データで

高精度のモデルを構築する技術の開発を行う。医用画像解析、衛星画像解析、音響解析、人物行動解析、

言語解析を対象として、必要なデータセットや学習済みモデルの構築を行い、フレームワークやソフト

ウェアの公開を行う。 

・基盤モデルの構築・利活用を支えるプラットフォーム技術の開発として、膨大なデータからの基盤モデ

ルの開発、その基盤モデルの共有、共有された基盤モデルを利用した転移学習等を支援する AI ハブ構築

技術、多粒度ストリームデータの処理基盤とデータトレーサビリティの実現方式、基盤モデルの学習タス

クをターゲットとした大規模計算インフラを最大限活用して高速化する分散深層学習技術の開発を行う。 
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●実施体制 

 
 

●成果とその意義 

①-1 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

①-1-(1) ワールドモデルに基づく人間・ロボットの共進化フレームワーク 

・個人ごとの体型を再現したデジタルヒューマンモデルと、身体に装着した IMU センサや環境に設置した

カメラ（赤外線カメラ、デプスカメラ）を用いて、人の全身運動の高精度・リアルタイムな計測を実現し

た。身体リアルタイム計測をベースに人とロボットが協働作業（自動車組み立てラインへの部品供給）を

行う模擬製造工場のデジタルツインを構築した（図 1）。作業に伴う身体負担のリアルタイムな計算・表

示やロボットへの制御コマンドの送信とロボットからの状態の取得を実現している。 

 
図 1 人とロボットが協働作業を行う模擬製造工場とそのデジタルツイン 
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協働作業における生産系全体の遅延予測や、生産性の向上と作業者の身体負担の軽減が両立できるような

動的スケジューラも実装し、模擬生産工場における実証実験の結果、生産性を 10 から 15％向上させなが

ら、従来よりも作業者の身体負担が 10％程度軽減することを確認した。 

・人・ロボットの協働作業を行うコンビニエンスストアの模擬環境のデジタルツインを構築、模擬環境を

バーチャルリアリティ（VR）環境にモデル化し、ロボットと人間の協調作業を VR 上で評価・再現できる

プラットフォームを構築した。このプラットフォームでは、人の身体負荷のリアルタイム推定を行うソフ

トウェアモジュールとの通信機能や実機ロボットの制御・状況判断を行うソフトウェア（ROS）による仮

想ロボットの制御機能等が実装されており、人とロボットの協調作業の効率化・快適性の評価等が可能と

なっている。これらの機能を活用し、仮想空間上での身体負荷のトレーニングシステム、小売店舗での人

間とロボットの協働作業の VR トレーニングシステム（図 2）を構築し、VR 環境でのトレーニングによっ

て人間の業務スキルや動作パフォーマンスが向上することを確認した。 

 
図 2 小売店舗での人間とロボットの協働作業の VR トレーニングシステム 

・ロボットが作業者の動作や状態とその信頼度を予測し動作に活用可能な深層学習モデルを開発した。人

間が事前設計した補助情報（動作ラベル）を学習対象に加えたマルチタスク学習により動作予測を可能と

している（図 3）。人・ロボットが協働する組立作業において、事前知識にないルールを理解して協働す

ることを実証した。 

 
図 3 補助情報を学習する計算モデルと作業者・ロボットに与える動作ラベル𝒂𝒕

(𝒉)
, 𝒂𝒕

(𝒓)
の例 

①-1-(2) 人の生活･安全，安心のためのデータ･知識融合フレームワークの構築 

・仮想空間で生成した人間の日常生活行動に係るビデオを中心とする、複数時空間にまたがる人と環境の

インタラクションに関するデータを知識グラフ化し、人間・社会のフィジカル空間の知識を外部知識と融

合し、屋内の転倒事故リスク等を知識グラフ推論により発見できるプロトタイプシステムを開発した（図

4）。また、指定した生活エピソードと類似するシーンを知識グラフ埋め込みにより発見可能なことを確

認した。 

・日常生活動画や既存の語彙データセットから、人間行動を構成する最小動作や行為対象物の語彙セット

を抽出して、生活エピソード記述のためのオントロジーを構築することで、動作名や対象物名が混在して

いたアノテーションを整理し，使途や意味を統一化した。構築したオントロジー群を活用・拡充しなが

ら、高齢者行動ライブラリの特にリスク行動を含む動画に加えて、飲食業におけるに接客業務の動画に対

して、アノテーションを実施し、評価を行った。 

・長時間対話とマルチモーダル情報を統合する対話モデルを開発し、知識グラフに基づく生活エピソード

認識を可能とし、プロトタイプ対話システムを構築した。 

・高齢者の日常生活を記録した動画データベースである高齢者行動ライブラリについて、動画内の状況変

化を知識グラフで記述する表現系を開発し、日常生活状況のデータベースを構築した。また、高齢者の家

庭内での事故データについても、事故状況の知識グラフデータベースを構築した。さらに、製品の安全基



 

4-9 

準についてもデータベース化を行うことで、事故や日常行動と安全基準とを関連付けて提示することを可

能にした。一方、子どもについても、子どもの事故データを元に、リスク状況を記述した知識グラフデー

タベースを構築し、画像を元にした物体認識や人認識機能と統合することで、危険状況を認識して、事故

情報や対策を提案するシステムを構築した。 

 
図 4 日常生活動画と知識グラフの生成システムの開発とその応用 

①-1-(3) 人と協働して知識を生成・蓄積する AI フレームワークの構築 

・病理画像診断分野を対象に、AI モデルが学習した判定に有用な情報を抽出して可視化して、それらに

病理医が評価や意味付けし、ドメイン知識の整理や蓄積が可能な判断根拠図鑑を構築し、AI による判定

の解釈性を高めるために、判定結果とあわせ判断根拠図鑑の収載項目を提示可能とした（図 5）。 

 
図 5 判断根拠図鑑に収載された病理特徴例 

・病理画像・診療情報・遺伝子情報・治療情報を統合した大規模なデータベースを構築、5,000 以上の症

例の病理画像に対するアノテーションと 400 以上の遺伝子パネル解析を完了した。また、病理医から与え

られる情報に基づいて提示情報やモデルの判定精度を改善するための再学習手法として MIXTURE と呼ぶ方

式を開発し、精度の大きな改善を確認した。肺癌においては、18 名の病理医によるアノテーションを元

に正解が 1 つでないことを前提とした 2 種類の AI モデルを開発し、それらを併用することの有効性を検

証した。MIXTUREを応用したクライオ生検モデルを構築し、世界 20名の権威による検証で、多くの専門家

の診断精度を上回る性能を示した。 

・約 500 万枚の大量の病理画像を用いて、生命予後や治療効果を予測できる正解抽出モデルを作成した。

病理医のアノテーションを模倣する疑似アノテーション AI と、それを用いた熟練度を加味したスコアリ

ングシステムを開発し、①-1-(3)全体の統合システムにアドオンで提供出来ることを確認した。 

・ラベルなし病理画像を活用した半教師学習手法により AI の精度向上を確認した。収集されたデータの

ラベル品質を向上する手法を見いだし、ラベルノイズの特定、修正によるモデルの改善を実現した。構築

した AI の推論結果を提示し、複数の病理医でラベル付け傾向に差のあるデータからラベル付けの優先順
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位を算出し、再アノテーションを行うアプリケーションを開発した。 

 

①-3 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発：状況を考慮してデータを解釈し情報伝達す

る人工知能基盤技術の開発 

・画像情報と一般的知識の両方を必要とする問題として、一連の画像に対してストーリーを生成する 

Visual Storytelling タスクに着目し、画像から得られるグラフ表現（シーングラフ）と、一般的知識を

表す知識グラフ（ConceptNet）を結合することで内容プランを生成し、その内容プランからストーリーを

表す文章を生成する手法を開発し、画像から直接ストーリーを生成する手法と比べ、文章の質の向上を確

認した。一般ドメイン動画実況生成のためのベンチマークデータを構築すると共に、実況生成モデルで用

いられる構造的特徴量を抽出する技術を開発し、一般動画に対して自然な実況テキストを生成することを

確認した。 

・ストーリーや実況生成といった即応性の求められるタスクに向け、内容プランや外部知識に基づく言語

生成技術を開発し、レーシングゲームやサッカー実況生成システムを構築した。 

・外部知識となる知識グラフと、入力情報から得られる初期構造化表現を接続するための共通のオントロ

ジーを学習する技術を開発し、金融分野での因果関係を示す知識グラフ構築や、外部知識を活用した質問

応答、外部知識を用いた個人適応推薦技術を開発した。 

 

③ 容易に構築・導入できる AI 技術の開発 

・画像、動画、音声、言語の 4 つの主要モダリティに基づいた基盤モデル構築のための事前学習モデルの

開発手法を提案し、各モダリティにおいて、基盤モデルを構築し、公開した。 

○プレスリリース（大量の実画像データの収集が不要な AI を開発）： 

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101548.html 

○プレスリリース（数式から実画像や人的コスト不要で画像領域分割 AI を自動学習）： 

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101692.html 

○プレスリリース（日本語音声基盤モデル「いざなみ」「くしなだ」を公開）： 

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2025/pr20250310/pr20250310.html 

・基盤モデルを現実の応用分野で有効に活用する技術を開発し、少量データから高精度モデルを構築する

基盤技術を確立した。医用画像解析、衛星画像解析、音響シーン分析、人物行動解析、科学技術トレンド

予測といった分野で、構築した基盤モデルを活用し、少量の教師データから高精度なモデルを構築し、実

証した。特に、医用画像解析分野では、異なる臓器に適用可能な準基盤モデル（基盤モデルを使って構築

される特定分野向けの基盤モデル）を開発し、膀胱及び胃内視鏡画像において 90％以上の高い診断精度

を達成した。 

○プレスリリース（画像基盤モデルにより専門医に匹敵する膀胱内視鏡診断支援 AI を開発）： 

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101759.html 

・基盤モデルの構築・利活用を支えるプラットフォーム技術として、膨大なデータからの基盤モデルの開

発、その基盤モデルの共有、共有された基盤モデルを利用した転移学習等を支援する AI ハブ構築技術、

基盤モデルの学習タスクをターゲットとした大規模計算インフラを最大限活用して高速化する分散深層学

習技術の開発を行い、ABCI 上で有用性を確認した。また、多粒度ストリームデータの処理基盤のプロト

タイプとデータトレーサビリティの基本処理方式を開発した。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

①-1 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

①-1-(1) ワールドモデルに基づく人間・ロボットの共進化フレームワーク 

・人の身体状態の計測・予測をベースとした人とロボットの協働に向けたデジタルツインでは、3 社との

共同研究につなげた。 

・小売店舗のデジタルツインについては、国際的なロボット競技会へ展開し、研究成果のアウトリーチを

進めている。 

・人・ロボットが協働する深層学習ロボットについては、3 社との共同研究につなげており、また複数社

と連携に向けた協議を進めている。 

 

①-1-(2) 人の生活･安全，安心のためのデータ･知識融合フレームワークの構築 

・各研究成果は公開を進め、国際競技会等の基盤としても活用した。 

・高齢者の日常生活状況のデータベース、事故状況データベース、安全基準データベースを統合して検索

可能な機能は、高齢者行動ライブラリ（https://www.behavior-library-meti.com/）に統合して公開し

た。また、このシステムは、福祉機器等高齢者向け製品の開発支援や評価支援に使われており、川崎市の

Kawasaki Welfare Technology Lab での支援に活用していく予定となっている。 

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101548.html
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101692.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2025/pr20250310/pr20250310.html
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101759.html
https://www.behavior-library-meti.com/
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①-1-(3) 人と協働して知識を生成・蓄積する AI フレームワークの構築 

・開発した MIXTURE は、株式会社 N Lab（https://n-lab.jp/）にライセンスされ、ベータ版の運用が始

まっており、製品化に向けた動きが進んでいる。 

・肺がんサブタイプ分類に関する 2 つの AI モデル及び判断根拠図鑑を搭載したインターフェースを開発

し、日本デジタルパソロジー研究会（JSDP）研究班会議において実装評価が実施され、複数の病理医によ

る使用がすでに始まっている。 

・開発成果は、病理研究に活用するために必要な機能を洗い出し、アプリケーションや API として整備を

進めた。 

 

①-3 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発：状況を考慮してデータを解釈し情報伝達す

る人工知能基盤技術の開発 

・各研究成果は、広く普及・活用されることを目指し、公開を進めた。開発データ・コードについては、

権利に問題ない範囲で公開済み。 

・レーシングゲーム実況生成については、デモシステムを完成させ、国内外の会議で発表することで、企

業等へ宣伝を進めた。 

 

③ 容易に構築・導入できる AI 技術の開発 

・画像、動画、音声、言語の 4 つの主要モダリティにおいて構築した基盤モデルは、広く普及・活用され

ることを目指し、公開を進めた。 

○「数式ドリブン教師あり学習（Formula-Driven Supervised Learning; FDSL）」による基盤モデル 

 Formula-Driven Supervised Learning（FDSL）： 

https://hirokatsukataoka16.github.io/Formula-Driven-Supervised-Learning-Group/ 

 動画（Video Perlin Noise）： 

https://hirokatsukataoka16.github.io/Spatiotemporal-Initialization-for-3DCNNs/ 

 3D 点群（Point Cloud FractalDB）： 

https://ryosuke-yamada.github.io/PointCloud-FractalDataBase/ 

 音声（Formula-SED）：https://yutoshibata07.github.io/Formula-SED/ 

 モダリティ統合汎用モデル（Visual Geometric FractalDB）： 

https://ryosuke-yamada.github.io/fdsl-fsvgp/ 

○動画像認識のための基盤モデル：https://github.com/kenshohara/video-recognition-models 

○日本語音声基盤モデル：https://huggingface.co/imprt 

○汎用言語処理フレームワーク：https://github.com/aistairc/kat5 

 医療分野・日中英に特化させた大規模言語モデル： 

https://huggingface.co/kenyano/Llama3-ELAINE-medLLM-8B 

FDSL によって学習されたモデルのフォークリフト荷役異常検知や膀胱内視鏡診断支援 AI への適用が進ん

できている。 

○産総研マガジン（「物流自動化の課題」に挑む豊田自動織機と産総研）： 

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101759.html 

・基盤モデルを活用し、少量データから高精度モデルを構築する基盤技術については、特定ドメインを対

象としているものの、公開可能なところは、広く普及を図るため、公開を進めている。医用画像解析分野

では、膀胱内視鏡診断支援システムの実用化を目指すスタートアップ企業を起業し、開発した膀胱内視鏡

診断支援プログラムや関連の出願済みの特許の技術移転により、実用化を目指して活動をはじめている。 

・基盤モデルの構築・利活用を支えるプラットフォーム技術開発における各成果は、今後 ABCI をはじめ

とした次世代計算システムにおいて、活用される見込み。 

 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

1,008 1,196 1,134 930 963 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

4 件 568 件 743 件 26 件 30 件 

https://n-lab.jp/
https://hirokatsukataoka16.github.io/Formula-Driven-Supervised-Learning-Group/
https://hirokatsukataoka16.github.io/Spatiotemporal-Initialization-for-3DCNNs/
https://ryosuke-yamada.github.io/PointCloud-FractalDataBase/
https://yutoshibata07.github.io/Formula-SED/
https://ryosuke-yamada.github.io/fdsl-fsvgp/
https://github.com/kenshohara/video-recognition-models
https://huggingface.co/imprt
https://github.com/aistairc/kat5
https://huggingface.co/kenyano/Llama3-ELAINE-medLLM-8B
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101759.html
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テーマ名 
①-2-1 学習者の自己説明とＡＩの説明生成の共進化によ

る教育学習支援環境ＥＸＡＩＴの研究開発 
達成状況 〇 

実施者名 京都大学、株式会社内田洋行 

達成状況の根拠 

本テーマの 2024 年度末目標を予定通り達成した。 

1. 推薦等の受容度（目標値：90%） 

 選んだ推薦問題を解いた割合は 85.3%であり、目標を概ね達成した。 

2. 学習理解度の向上（目標値：1.2 倍） 

 推薦問題利用者の学習理解度の向上率は 1.6 倍高い結果となった。 

3. 教員の負担軽減（目標値：2 割削減） 

 提出物を回収する時間が 23.4%減、宿題や課題を作成する時間が 33.0%減、 

 課外に生徒を個別指導する時間が 52.2%減となった。 

4. 実証校（目標値：7 校） 

 9 校で実証を行った。 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 教育現場において一人一台の情報端末を教育・学習に利用する形態が増え、教育ビッグデータと人工知能

（AI）を活用した学習支援ソフトウェアを導入する学校が増えている。その中で個人の習熟度に応じて問題

を推薦するシステムにおいては「なぜその問題を推薦するのか」という理由の説明が不十分であった（AI 側

のブラックボックス）。また、学習者が「どのように考えて解答を導いているのかわからない」という人の

側の思考プロセスもブラックボックスとなっていた。本テーマでは学習者の自己説明を用いて AIが学習し、

そのつまずきプロセスに基づいて適切な問題を推薦し、さらに推薦理由を提示する新しい学習のサイクルを

構築し、学習理解度の向上や教員の負担軽減につなげることを目標とする。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

 教育ビッグデータ収集・分析基盤システム「LEAF（リーフ）:Learning, Evidence and Analysis 

Framework」を基にした説明可能な AI 推薦エンジン「EXAIT（エキサイト）:Educational eXplainable AI 

Tools」は 9 校の実証校に導入し学習理解度向上などの成果を得た 

 EXAIT が提案するシステムは「教材や問題と、それが扱う知識（学習要素）を結びつける知識モデル」と

「学習者の自己説明によって、各学習要素に対する学習者の理解状態を記録する学習者モデル」から構成さ

れる。システムは学習者モデルに基づいてつまずきポイントを検出し、知識モデルに基づいてつまずきポイ

ントを解消する次の問題を推薦すると同時に理由を説明し、学習の意欲と効率を高める。 
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1.推薦等の受容度 

 学習者の理解度を推定するシステムを開発し、苦手な概念に関する問題を推薦するシステムを開発した。

推薦理由として問題の難易度と、その問題を解くことにより向上が期待できる知識概念を示した。推薦理由

の有無による 2 群を設け、両群の推薦問題のクリック率（複数の問題から推薦問題を選んだ率） 

を比較したところ統計的に有意な差が得られた。 

2.学習理解度の向上 

 学習理解度の向上は 2 回のテストにおいて「できなかった問題がどれだけできるようになったか」で評価

した。その結果、解いた問題数と理解度の向上には相関が見られなかったが、推薦問題のクリック数と学習

理解度の向上率には有意な正の相関が見られた。単に多くの問題を解くのではなく、推薦モデルによって推

定された個々の学習者の理解度に応じた推薦問題を解くことが学習理解度の向上に重要であることが示され

た。 

3.教員の負担軽減 

 実証協力校の教員 43 名を、EXAIT をその一部に含む LEAF システムの利用期間によって 3 群（利用なし/利

用 2 年未満/利用 2 年以上）に分けた。その結果、提出物を確認する時間について短い方から「利用 2 年以

上」<「利用 2 年未満」<「利用なし」となるなど、教員の負担が軽減されている状況が見てとれた。 

4.実証校 

 本事業の実証校として 9 校（中学校 3 校、高等学校 6 校）に協力いただき、LEAF および EXAIT を導入し

た。 

 

●実施体制 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 本研究の成果として、知識モデルと学習者モデルを組み合わせ、学習者に合った推薦問題をその理由と共

に提示することを実現した。実証実験において学習者の理解度の向上が見られ、同時に教師の負担軽減にも

つながった。本原簿では割愛するが、推薦理由の書き方には心理学に基づく生徒の性格特性と組合せた最適

な説明理由の提供も試み、性格に応じた推薦理由の提示により推薦問題のクリック数が有意に向上する結果

も得られている。今後、本研究成果に基づくシステムの活用が広がることで、より効率的で高い意欲を持っ

て学習を進められる教育環境が普及していくと期待できる。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 研究成果の社会実装に向けて、2021 年に京都大学 緒方広明教授を代表理事とする、一般社団法人エビデ

ンス駆動型教育研究協議会（略称 EDE）を立ち上げた。 

 また、2023 年度、2024年度には教育関連イベントへの出展を行った。 

 
 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

35 80 119 57 57 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

0 件 103 件 119 件 7 件 54 件 

国立大学法人 京都大学 株式会社 内田洋行 
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テーマ名 
①-2-2 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究

開発 
達成状況 〇 

実施者名 中部大学、慶應義塾 

達成状況の根拠 

次に示す各テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1. マルチスケールアテンション機構によるエキスパート知見の導入 

2. マルチスケールアテンション機構による教育ツール 

3. 動画像からのスキル判定における視覚的説明の実現 

4. 深層強化学習における視覚的説明の実現 

5. ロボットの行動計画における視覚・言語的説明の利活用 

6. 宇宙天気予報におけるクロスモーダル説明生成 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 深層学習は大量のデータを用いた学習によって高い性能を発揮する一方で、学習に必要なデータ収集や

アノテーションには多大なコストと労力が伴う。特に複雑なタスクや専門的な領域においては、必要な

データが十分に得られないことも多く、性能向上には限界が生じる。こうした課題に対し、単にデータ量

を増やすのではなく、人間の専門知識や判断基準といった「知見」をモデルに導入する手法が注目されて

いる。特にアテンション機構などを用いることで、エキスパートが注目する情報に基づいた学習が可能と

なり、限られたデータでも高精度なモデル構築が実現できる。これにより、効率的かつ信頼性の高い学習

を実現し、人と AI の協調や応用展開に大きく寄与することが期待されている。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1. マルチスケールアテンション機構によるエキスパート知見の導入 

 マルチスケールアテンション機構を導入した Attention Branch Network(ABN)を医療分野だけでなく広

い分野へ展開すること、またアテンション修正ツールを作成し公開することを目標とした。成果として特

徴マップをマルチスケール化し、各スケールの特徴マップごとに注目領域の重み付けを行うマルチスケー

ルアテンション機構を提案した。人の知見として与える注目領域を作成するために、アテンションマップ

を修正するツールを作成し公開した。 

 

2. マルチスケールアテンション機構による教育ツール 

 マルチスケールアテンションは画像中の異

なる解像度の特徴を同時に捉える手法として

注目されている。この技術を応用し糖尿病網

膜症を含む医療画像において専門医の視点を

模倣・可視化する教育ツールの開発を行い、

病理医の教育効果の向上と医療分野全般への

応用展開を目指す。成果としてアテンション

機構を活用した眼底疾患診断のための教育ア

プリケーションを開発した。教育アプリを使

用した学習者は使用しなかった学習者と比較

して約 19 ポイントの診断精度の向上を示し

た。 

 

3. 動画像からのスキル判定における視覚的説明の実現 

 動画像に対応した Transformer に基づく第 3 世代 ABN をスキルの優劣判定タスクに適用し、その有効性

を確認する。また、動画像に対する解釈性の高いスキル評価並びに人の知見の組み込み手法の実現を目指

した。成果として Attention branch で獲得した獲得した注視領域を Attention map として優劣判定処理

に加えることで、従来手法より高い精度を達成することを確認した。高解釈性に関しては Wavelet 

Components ViT(WCViT)を新たに開発し、従来の ViT を上回る認識精度を達成するとともに、推論に寄与

する情報が明確に可視化された画像を得ることができた。特にエッジや繰り返し構造などのテクスチャ成

分に対して強い反応を示すアテンション構造を持つことが確認され、モデルの判断根拠をユーザに提示す

る上で極めて有効であることが示された。 

 

4. 深層強化学習における視覚的説明の実現 

 Transformer に基づく第 3 世代 ABN を深層強化学習に適用し、深層強化学習エージェントの意思決定過
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程の可視化と説明性の向上を目指した。成果として、Transformer 構造を取り入れた新たな手法「Action 

Q-Transformer (AQT)」を提案した。AQT により各行動に対して明示的なアテンションを算出可能とな

り、エージェントが選択した行動のみならず、選択しなかった行動に対する注視領域も含めて可視化でき

ることを示した AQT ではエンコーダとデコーダの役割の違いやエージェントが行動に関連する物体に注意

を向けている様子を視覚的に確認できることを実証した。 

 

5. ロボットの行動計画における視覚・言語的説明の利活用 

 生活支援ロボットによる Carry and Place タスクにおける危険性の視覚的説明および言語的説明手法を

構築することを目標とした。成果として、動作実行前に衝突を予測する手法 PonNet を構築した。PonNet

は RGB 画像と深度の各モダリティに対して注意マップを生成する 2 つの注意ブランチを持ち、それらの出

力を融合するための自己注意メカニズムを追加することで高精度な衝突予測を可能にしている。物体を棚

に置く動作において、ロボットの腕が他の物体に当たって連鎖的な衝突が起こる可能性を予測し「マグ

カップがグラスに当たって倒れる危険があります」といった説明文を動作前に提示する手法を構築した。

また、画像キャプション生成タスクにおける教師あり自動評価尺度 Polos を提案した。Polos は既存手法

を上回る結果を得た。 

 

6. 宇宙天気予報におけるクロスモーダル説明生成 

 我々が提案し世界最高性能を達成した太陽フレア予測手法 Deep Flare Net を拡張し性能を改善すると

ともに視覚的説明を生成することを目標とした。成果として、太陽フレア予測手法 Deep Flare Net - 

Reliable (DeFN-R)を構築し、標準評価尺度 Brier skill score (BSS)において既存手法を上回る性能を

達成した。DeFN-R は Reliability 尺度を向上させることができ、成果は天体物理学の最高峰ジャーナル

である The Astrophysical Journal に採択された。さらに構築した手法を拡張し、トランスフォーマー型

の太陽フレア予測手法 Flareformer を構築した。提案モデルは世界で初めて精度と信頼性の両面から専

門家予測を超える性能を達成し目標を早期達成した。加えて Lambda Networks に基づく Transformer に対

して視覚的説明を生成する手法 Lambda Attention Branch Network (LABN)を構築した。LABN は従来手法

と比較して視覚的に有用かつ信頼性のある説明を提供することが示された。 

 

●実施体制 

 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 本テーマにおいては人と AI の「説明性」に焦点を当て、視覚的・言語的な説明技術を開発した。人間

の注視や判断パターンを取り入れた画像認識技術、スキル判定や動作解析における説明生成、深層強化学

習エージェントの意思決定可視化などにより、AI が単に正解を示すだけでなく、その判断過程を人が理

解しやすい形で示す基盤が整備された。これにより、AI と人間の相互理解が促進され、教育支援や技能

伝承、危機回避支援といった応用分野での実用化可能性が広がった。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 1.の研究成果は東海地区のものづくり企業の生産ラインの外観検査に適用し導入された。6.の研究成果

は情報通信研究機構における太陽フレアの専門家予報における情報源としてすでに利用されている。 

知財権の出願も行っており、企業および政府機関等における実用化が進められる。 

 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

58 75 83 59 68 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

2 件 10 件 32 件 0 件 1 件 

学校法人中部大学 

中部大学 
慶應義塾 
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テーマ名 
①-2-3 進化的機械知能に基づく XAIの基盤技術と産業応用基盤

の開発 
達成状況 〇 

実施者名 横浜国立大学、キユーピー株式会社、東京医科大学 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

①機械学習の説明性・精度向上 ②人の知識を利用する説明 ③説明（解法）の半

自動化 ④産業応用技術・基盤の定義 ⑤産業応用技術・基盤プロトタイプの構築 

⑥産業応用技術・基盤の構築 ⑦医療・ヘルスケアを対象とした産業応用 ⑧医療・

ヘルスケア以外を対象とした産業応用 ⑨産業応用技術・基盤を用いた事業創出 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 XAI によって人が AI の考え方を理解できるようになると人と AI の間の対話・コミュニケーションが始

まる。これによって人と AI の知能が共に発展・進化することは共進化 AI と呼ばれ、今後の AI の中核を

なすコンセプトである。本研究は NEDO 共進化事業の採択課題のひとつとして次の目的で実施された。 

1. AI 基盤技術の構築  ：説明可能 AI(XAI)の基盤技術を開発する（①②③） 

2. 産業応用基盤の開発 ：基盤研究の成果の産業応用に必要な開発を行う（④⑤⑥） 

3. 産業応用の準備     ：研究成果の社会実装のための準備を行う（⑦⑧⑨） 

また、XAI 技術の応用先として、本研究では次に示す 2 つのフィールドを想定した。 

・ヘルスケア分野      ：XAI 技術を用いた健康上のリスクの判定と健康増進 

・ヘルスケア以外の分野：製造業・金融業などにおける XAI ソフトウェアの利用 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

①機械学習の説明性・精度向上 

 開発した XAI 手法の精度向上を目標とし、成果として miRNA の値を入力とし、その時のがんリスクをが

ん種ごとに出力する深層回路を線形回路化し、深層回路の入力数を 2,565 から 35 まで減じ、中間素子数

を 3,072 から 11 まで減らすことに成功した。また、画像分類の際の判断根拠をヒートマップで可視化す

る技術として GCM(Generative Contribution Mappings)を開発した。GCM の改良版として進化計算で構造

を最適化した EGCM(Evolutionary GCM)と GradCAM 等の従来の複数の可視化手法を 2種類の性能評価指標で

比較したところ、EGCM が優れていることを確認した。また、学習時と運用時の両方で使いたい情報を顕

在変数、学習時のみ使いたい情報を潜在変数と呼ぶときに、学習時のみ潜在変数を学習するが学習過程で

その効果を顕在変数で表現させて（顕在変数に浸透させて）しまう画期的な深層学習学習法として浸透学

習法(PLM: Percolative Learning Model)を開発した。さらに同技術は日米の特許を取得した。 

 
図：miRNA からがんリスクを判定する深層回路を線形回路化した例 

 

②人の知識を利用する説明 

 人の持つ知識の表現と機械学習への埋め込みを目標として、成果として NAM(Neural Additive Model)の

入力変数を選択できるようにした特徴選択型 NAM を開発した。特徴選択型 NAM において人の事前知識とし

て「○○がんと No.○○の miRNA との間には密接な関係がある」といった医学論文から得られた知見を用

いると、人の知見を用いなかった場合と比較して、(1)認識精度が向上する、(2)認識精度が低下する、

(3)変化しない、のいずれもが観察された。入力変数を残す/残さないという人と機械の間の対話によって

人と機械の知能が共に進化する可能性を示した共進化 AI の好例と言える。 
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③説明（解法）の半自動化 

 問題解決法の自動構築を目標とし、成果として画像や時系列信号などの異常検知処理を対象に、調査し

た論文の記述内容の解析から画像および時系列信号の異常検知処理を、書式を決めた統一的な記述方法で

記述した。その結果としてモデルによって違いはあるものの、処理ユニットや処理フローにはある種の共

通性があることを確認した。その結果に基づき処理を構成する基本ユニットを抽出し、それらを接続した

構造で記述した。それら単位処理ユニットを構成要素として処理を構成し、評価関数で評価することで目

的に合わせた処理を自動構築することができた。本研究では画像の異常検知処理の SOTA(State-Of-The-

Art)を超える性能を持つ処理を自動構築した。 

 

●実施体制 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 本研究では進化計算法などの最適化法に基づいて深層回路の構造を最適化する技術などをベース技術と

し、深層学習などの機械学習を人に説明することができる説明可能 AI(XAI)技術を複数開発した。これら

によって、数値データや画像などに対する機械の判断根拠や機序を人に説明することができるようにな

り、人と機械の対話を可能にすることができた。学術的な成果とともに特許も出願するなど産業応用の面

でも優れた成果を挙げることができた。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

④産業応用技術・基盤の定義 

 社会実装に向けて複数回に渡り、特に企業における XAI のニーズ調査および市場調査を実施した。ま

た、国際会議への参加と調査も実施した。また、市販されている XAI ソフトウェアの調査も行った。 

⑤産業応用技術・基盤プロトタイプの構築、および⑥産業応用技術・基盤の構築 

 XAI はニーズベースであるとの理念に基づき、開発した XAI 技術の性能評価用のテストプログラムを作

り、研究成果の将来のユーザになり得る製造業等の企業に試用してもらう POC(Proof Of Concept, 概念実

証)を複数回実施した。製品の欠陥検査における判断根拠領域検出においては、既存手法の Grad-CAM では

抽出不足（線状欠陥）と過抽出（キズがない部分にも反応が出てしまう）場合にも、本研究で開発された

GCM は良好な検出が行われ、GCM がより適切な手法であることが示された。 

 

⑦医療・ヘルスケアを対象とした産業応用 

 キユーピー株式会社が中心となり「マイクロ RNA 測定によるがん未病状態判定・未病改善提案」の事業

化を目指した研究を進めた。収集したマイクロ RNA データを活用して、①②で開発した XAI を組み合わせ

た独自の説明性の高い AI 解析によって、将来のがん発症リスク判定モデルを開発した。そのモデルを用

いて大腸がんにおける「罹患群」「ハイリスク群（大腸がんの罹患前）」「健常者群」の 3 クラス分類で

独立 100 回によるクロスバリデーションを行い、約 85%の判定精度を達成した。対象者へはスコアだけで

なく、そのスコアが算出された理由、どの指標に着目して改善効果を見ていくかを明示できるようになっ

ている。 

⑧医療・ヘルスケア以外を対象とした産業応用 

 本研究の代表者は横浜国立大学発ベンチャー「株式会社マシンインテリジェンス」を設立している。本

研究の①②の成果による XAI ソフトウェアを同社にて販売・製造することで社会実装を行う予定である。 

⑨産業応用技術・基盤を用いた事業創出 

 ⑦で述べたように医療・ヘルスケア分野についてはキユーピー株式会社が担当して準備を進めている。

また、医療・ヘルスケア分野以外については株式会社マシンインテリジェンスが XAI ソフトウェアを販売

することで事業を開始する予定である。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

104 133 151 84 126 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

6 件 5 件 109 件 0 件 7 件 

国立大学法人横浜国立大学 学校法人東京医科大学 キユーピー株式会社 
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テーマ名 
①-2-4/①-3-4 説明できる自律化インタラクション AI の

研究開発と育児・発達支援への応用 
達成状況 〇 

実施者名 大阪大学、電気通信大学、株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.説明できる自律化インタラクション AI の研究開発（大阪大学） 

 遠隔操作者の意図を推定しつつ自律化を進めていく共進化の枠組みを構築する。 

2.インタラクション AI の育児・発達支援への応用（電気通信大学） 

 子どもとロボットのインタラクションから発達状態を推定し適切な説明を行う。 

3.育児・発達支援における AI 適用の実証的研究開発（株式会社ＣｈｉＣａＲｏ） 

 1.2.と連携しつつ研究成果の実証実験及び製品化といった社会実装を準備する。 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 本研究は現在深刻化している育児の孤立化

（ワンオペ育児）や保育士不足、発達支援に

おける人手不足という社会問題を背景に、人

と人工知能の共進化により解決する道筋を創

り上げることを目的とする。 

 そのために乳幼児向け遠隔操作ロボット

ChiCaRo を遠隔保育者（リモートシッター）

や祖父母が操作することで得るインタラク

ションデータを学習して自律化する AI を開

発する。また、ChiCaRo と子どもとのインタ

ラクションを解析し、保育士や発達の専門家

及び養育者に説明することで、子どもに対す

る発達支援をより高いレベルに押し上げるこ

ともまた目的となる。 

 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するとともに

中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.説明できる自律化インタラクション AI の研究開発（大阪大学） 

 遠隔操作者の意図を推定しつつ自律化し、遠隔操作者の技量と自律化が共進化する枠組みを構築する。

75%程度の自律化が可能で、遠隔操作と自律がシームレスに動くアルゴリズムを構築することを目標とし

た。 

 
Self-Other Intention Learning (SOIL)のモデル（左）及び、SOIL の学習の流れ 

成果として、遠隔操作者が操作することで徐々に自律化が可能となるシステムとして深層学習を基盤とした

Self-Other Intention Learning(SOIL)を提案し、2.の成果と合わせてすべてを手動操作とする場合と比べ

75%の操作量削減を達成したことを確認した。また、SOIL が獲得する遠隔操作者とインタラクション相手そ

れぞれの潜在変数を解析することにより意図を理解することを目標とし達成した。 

 

2.インタラクション AI の育児・発達支援への応用（電気通信大学） 

 1.における意図の理解/説明性の成果を組み合わせ、子どもとロボットのインタラクションデータから子
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どもの発達状態を推定する技術を開発し、被説明者である親や保育士等に（認識のギャップを推定した上

で）適切な説明を行う技術の開発を行い、発達支援の業務効率を 4 倍に改善することを目標とした。成果と

して、自律化インタラクション AI(SOIL)を実装したロボットと子どものインタラクションデータから子ども

の発達状態を推定し、また発達状態に基づき自動でおすすめの保育遊びを選定し、操作者に提示するシステ

ムを実現した。 

 発達状態については 6 軸（視覚認知、言語理解、言語表出、描画、粗大運動、MIX）の発達領域を月齢ご

とに STEP を 8 段階に刻み、そこに発達項目を約 90 種設けた独自の発達凸凹マップを作成した。同じ発達項

目でも、ごっこ遊びが好きな子もいれば絵本が好きな子もいるというように好みに応じても適した発達の促

し方は異なるため、カテゴリという分類項目を設け、合計約 300 種類実装した。保育遊びの評価基準（この

遊びができると子どもは発達的には何ができたといえるのか）がすべての遊びに対応されている。 

自律化インタラクション AI (SOIL)の実機実装 

 

●実施体制 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 3機関の連携により、模倣学習を中心とした自律化 AI 技術と、遠隔操作者やインタラクション相手の意図

を解釈する技術を統合した、人と AI の共進化を可にする遠隔保育ロボットシステムと発達支援システムを

構築し、その実社会実装に向けた様々な課題の解決に取り組み成果を収めた。本研究開発により、AI 技術

を人間社会の重要で繊細な育児・子育て支援分野に適用するための技術的・社会的基盤が確立された。説明

可能で信頼できる AI 技術として社会的に受け入れられる仕組みを実現し、今後の本格的な社会実装と事業

化に向けた重要な成果を得ることができた。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

3.育児・発達支援における AI 適用の実証的研究開発（株式会社ＣｈｉＣａＲｏ） 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏはインフラ整備/実証実験とデータ取得/製品化検討を担当した。1.2.の研究成果

を基に 1 つの園で 1 年間の運用実績を上げること、および一般家庭向けとしては 5 つの家庭で実証実験デー

タの取得を行い、またその中で発達支援士と協働して 2 件の発達支援実績を上げることを目標とした。成果

として、保育園 1園での 1年間の実証実験、累計 77家庭での実証実験の実施及びデータの取得、発達支援士

と協働して 3 件の発達支援実績を上げることに成功した。これらにおいて得られたデータおよびユーザの声

は②の研究において共有されるとともに、事業化に向けて優先度の高い機能を抽出し実装した。 

 すでに 2024 年度に一部を事業化してユーザリリースを開始するとともに（東伊豆町へのアプリ導入）、

複数の地方自治体との導入協議が進められ、2025 年度より本格的な社会実装/事業化が開始されている。 

 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

141 158 171 122 122 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

2 件 + 意匠登録 1 件 9 件 38 件 1 件 31 件 

国立大学法人大阪大学 国立大学法人電気通信大学 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
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テーマ名 
①-2-5 人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システム

の開発 
達成状況 〇 

実施者名 早稲田大学 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.人-人 大規模英会話データセットの構築 

2.人と AI が協調して共に成長する英会話能力判定システムの開発 

3.学習者の成長を促す説明性の高いフィードバックの開発 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 国際化社会において英語におけるコミュニケーション能力の向上が求められると共に、日本における英

会話教育の改革が必要となっている。しかしながら、高度な英語教育者は恒常的に不足しており、またオ

ンライン教育のニーズも高まっている。このような背景の下で本研究はオンライン英会話授業支援をメイ

ンターゲットとして、英語教育の専門家と AI が連携して受講者の英会話能力を判定し、学習者と教育者

の双方に対して納得感のあるオンライン授業システムを実現することを目標とする。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 
プロジェクト全容図 

 

●アウトプット目標 

1.人-人 大規模英会話データセットの構築 

 受講者の英会話能力がバランス良く観察できるように設計されたシナリオに基づく英会話データ（数百

人分）およびオンライン英会話の大規模データ（数千～数万人分）を収集することを目標とした。データ

セットには英語能力判定に必要な音響・言語・画像特徴量が含まれる。成果として、インタビュー/旅行

計画/議論の各タスクに関して人間の試験官 5 名による対面形式で 196 名のデータを収集した。また、早

稲田大学のオンライン授業の音声・映像データを収集すると共に、新たに開発したオンライン授業プラッ

トフォーム「LANGX (LANGuage learning eXperience platform)」での自動収集を行った。 

 

2.人と AI が協調して共に成長する英会話能力判定システムの開発 

 英会話能力判定の判断過程を説明可能とした上で AI が能力判定の確信度が低いと判定した事例から優

先的にその判断根拠も示して経験豊富な人間の判定者に最終判断を下してもらうような、人と AI が協働

し共に成長する枠組みを提案することを目標とした。成果として、ニューラルネットワーク構造に判定を

枠組みを予め組み込み判断過程の説明可能性を担保し、また AI が確信度の低い判断事例に関してはその

根拠を提示し、経験豊富な判定者が最終判断を下す協働的な仕組みを構築した。当該システムでは人と会

話するのと同等のインタラクション体験を再現することを目標に、キャラクターエージェントを開発し

た。エージェントは開発チームが定義した BSON (Behavior JSON)という言語・非言語の同期プロトコルを

用いて通信し、音声とアニメーションが音素レベルで同期される。2021 年度の段階で 1.において取得し

た 196 名のデータに関する初級(CEFR/欧州言語共通参照枠: Common European Framework of Reference 

for Languages の A1/A2)・中級(B1/B2)・上級(C1/C2)の 3 クラス分類の正解度が 70%以上、一致率が 60%

以上に達し、実運用に近い性能を確認した。 
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3.学習者の成長を促す説明性の高いフィードバックの開発 

 開発した対話指向の英会話能力判定システムを用いて、学習者が短期・長期的に成長できるような説明

性の高い学習フィードバックの枠組みを開発し、大規模な実運用を通して学習者と指導者の双方に対する

効果を検証することを目標とした。成果として、第一に「習熟度評価」を実現し、多くの言語テストで用

いられる 6 つの側面（流暢さ、語彙の広さ、発音、文法的正しさ、一貫性、やり取り）に対する習熟度を

判定する。第二に「診断的評価」を行い、学習者の強みと弱みを捉え、説明性の高い特徴量抽出及び可視

化手法の開発を行った。システムは早稲田大学における英会話授業のクラス分けに継続的に運用されてお

り、その影響を検証したところ、学習者は当該テストの受験が学習者の英語学習動機の向上に寄与し、教

員はテスト結果を基に学習者のイメージを掴み授業の準備を行うことが容易になった。 

 

 

能力判定のためのマルチモーダル  本研究開発が実現する人と AI の共進化による言語学習支援システム 

対話エージェント InteLLA 

(Intelligent Language Learning Assistant) 

 

●実施体制 

 

 

 

●成果とその意義 

 本研究により開発された対話型 AI スピーキング支援システム「InteLLA」は、教育現場への本格導入を

通じて、学習者の英語発話能力の向上と、教員の指導負担軽減という双方の課題を解決する実践的なソ

リューションとして、すでに広範な社会実装が進んでいる。大学においては、早稲田大学の初年次必修英

語科目にて正式採用され、その他の大学での導入も進んでいる。中学・高校での英語教育現場において

も、各地方自治体の教育委員会を通して授業内導入を実施している。1 人 1 台端末環境下で生徒が利用可

能となり、教室内および家庭での個別最適化学習と協働的学習の両立を実現し、文部科学省が掲げる次期

学習指導要領の趣旨にも合致する実装例となっている。現在までに数万人規模のユーザに利用されてお

り、全国的な展開が進行中である。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本研究の成果は、早稲田大学発スタートアップの株式会社エキュメノポリスによって、社会実装が加速

している。エキュメノポリスは、本研究で得られた技術群を基盤に、人と共に進化する対話型診断 AI

エージェントプラットフォームへと発展させ、教育現場での実装だけでなく、企業研修、医療・介護支

援、公共サービスなど、多様な領域への応用が進められている。これにより、大学での基礎研究成果がス

タートアップによって持続的に事業化され、産学連携によるイノベーションの社会実装という好循環が形

成されつつある。また、大学とも継続的に連携し、共同研究・人材育成・社会課題解決の三位一体による

価値創出を目指している。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

68 75 108 61 61 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

6 件 13 件 38 件 1 件 15 件 

学校法人早稲田大学 
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テーマ名 
①-2-6 モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボック

ス化 
達成状況 〇 

実施者名 東京科学大学、ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社 

達成状況の根拠 

次に示す各テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.深層学習モデルのモジュール化 2.モジュール型深層学習モデルの可視化 

3.モジュールを既存のモデルで置き換えるメカニズムの開発 

4.学習されたモデルの説明、解釈、根拠の提示 

5.ホワイトボックス化 AI による AI 支援画像診断システムのプロトタイピング 

6.ホワイトボックス化 AI を利用した医師の心理実験 

7.ホワイトボックス化 AI の診断支援応用における社会ニーズ調査と分析 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 深層学習は革新的な技術であるが、何が学習されているか分からない「ブラックボックス」であり、そ

のまま社会実装すれば、深層学習 AI が予期せぬ振る舞いをしかねず、医療や交通といった重要な応用で

は、大事故に繋がりかねない。また、ユーザが AI を信用できず、AI を有効に活用できない。これらの課

題を解決するために、深層学習を「ホワイトボックス化」し、判断理由や根拠を示すことが可能な AI 基

盤技術を開発することを目標とする。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.深層学習モデルのモジュール化 

 深層学習モジュールの構造を簡略化する手法を開発し、説明性を向上させると共に、元のモジュールと

構造簡略化したモジュールの性能が同等であることを目標とした。成果として、複数の小規模なモジュー

ル毎に学習を行い、特定の機能に特化した専門モジュールを構築した。そして、これらの複数の小規模な

モジュールを組み合わせて大きなネットワークが構築可能なこと、並びに組み合わせたネットワークの性

能が元の大規模なネットワークの性能と同等であることを示すことができた。 

2.モジュール型深層学習モデルの可視化（レベル 1の XAI「可視化による説明」） 

 開発したモジュール型深層学習のモジュール毎に可視化を行うことで、説明性・解釈性を向上させるこ

とを目標とする。成果として、モジュール毎の可視化によって、可視化時の正確性と再現性の向上が見ら

れた。 

3.モジュールを既存のモデルで置き換えるメカニズムの開発（レベル 2 の XAI「機能による説明」） 

 モジュール化したモデルを既存の処理や機能で説明できる手法の開発を目標とした。成果として、2.で

開発したモジュール型ネッ

トワークを可視化して機能

に基づき説明し、クラスタ

リングを応用して内部

ニューロンを機能毎に自動

分類する手法を開発するこ

とで、本質的な機能の集合

として表現できることを示

した。深層学習モデルの

ニューロンの機能を完全に

説明できる手法の開発は世

界初の成果である。 

 

               ネットワーク内ニューロンの機能解析による機能毎のモジュール化 

 

4.学習されたモデルの説明、解釈、根拠の提示（レベル 3「特徴による説明」、レベル 4「自然言語によ

る説明」） 

 肝腫瘍の診断において、AI に医師が記載した構造化レポート LI-RADS に基づく画像所見と特徴を学ば

せ、悪性度の推定だけでなく、それを判断した理由を、例えば「サイズが大きく、動脈相に顕著な濃染が

ある、という悪性の画像特徴が認められたため、悪性と判断した。」といった LIRADS に基づく画像特徴

や所見で説明可能とした。これにより、ブラックボックスであった AI モデルの判断根拠を示すという意

味で可視化でき、判断の理由を人に説明することができる「ホワイトボックス化 AI」（レベル 3 および 4
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の XAI）を構築できる。本研究開発では、「ホワイトボックス化 AI」を搭載した世界最初の AI 支援画像

診断システムのプロトタイプを、3 通りの異なる方法により構築した。 

5.ホワイトボックス化 AI による AI 支援画像診断システムのプロトタイピング 

 「ホワイトボックス化 AI」を画像診断支援システムに組み込んだプロトタイプの開発を目標とした。

成果として、医師の利用に差し障りのないレベルの医用画像読影用グラフィカルユーザインターフェース

（読影アプリケーション）を備え、医用画像を入力とし「ホワイトボックス化 AI」が診断結果を「第２

の意見」として提示すると同時に、その判断理由や根拠を提示する画像診断支援 AI システムのプロトタ

イプを完成させた。 

6.ホワイトボックス化 AI を利用した医師の心理実験 

 「ホワイトボックス化 AI」利用した医師の診断能が、利用しない場合に比べて向上する見通しが得ら

れることを目標とした。成果として、MRI画像による肝癌用画像の読影実験では、医師の診断能は、AI 無

しの場合と比較して、AI 有り（悪性度のみ提示）の場合には僅かに向上した一方、AI 有り（悪性度＋理

由説明）の場合には顕著な向上が認められた。従って、「ホワイトボックス化 AI」を利用した医師の診

断能が、利用しない場合に比べて向上する見通しが得られた 

7.ホワイトボックス化 AI の診断支援応用における社会ニーズ調査と分析 

 「ホワイトボックス化 AI」が完成したことを想定し、その診断支援応用における社会ニーズを、画像

診断、癌、循環器、認知症、生活習慣病、整形領域のそれぞれを代表する全国 8 か所の大学病院や医療機

関で調査することを目標とした。成果として 8 か所の機関でのニーズ調査を行い、「ホワイトボックス

化」の診断支援システムに確かなニーズがあることが確認できた。 

 

●実施体制 

 

 

 

●成果とその意義 

 本研究開発により、AI モデルの判断根拠を明示化する「開発者向け」および「エンドユーザ向け」の

両視点から、説明可能 AI 技術の研究開発と実装が進展した。特に、以下の要素が大きな成果として挙げ

られる。 

・深層学習モデルのモジュール化による機能分離と説明性の向上 

・ネットワーク凝縮とクラスタリングによるニューロン機能の解釈可能化 

・ユーザが普段使うドメイン言語により説明が可能な AI 

・医用画像からの自然言語の診断レポートの生成 

・臨床医を対象とした心理（読影）実験による AI 導入効果の定量評価 

以上のように、本研究は深層学習のブラックボックス問題を克服する「説明可能 AI」の実現に向け、技

術・応用・評価の 3 側面から包括的なアプローチを行った点で大きな意義があった。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本研究開発の成果である XAI 基盤技術の社会実装は、説明できる AI 技術が必要不可欠となると予想さ

れる医療 AI において最初に進める予定である。本研究開発は、医用画像診断機器において世界有数の

シェアを誇る企業である GE ヘルスケア・ジャパン株式会社と東京工業大学（現：東京科学大学）との共

同で進めてきた。本研究開発で検討した説明できる診断支援 AI の実用化は、東京科学大学発の医療 AI 

スタートアップを起業して推進する。本医療 AI スタートアップは、GE ヘルスケア・ジャパン株式会社と

連携し、同社のプラットフォームへの導入の検討を進め、同社が世界中に持つ販売網でグローバルに社会

実装することを目指す。他社が持たない独自の XAI 技術を搭載した診断支援 AI は、AI 支援診断におい

て必要不可欠で本質的な機能として高い市場競争力を持ち、2028 年には 14 兆円に達すると予測されてい

る医療 AI の世界市場に大きく貢献するものと期待される。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

82 58 124 63 65 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

11 件 10 件 81 件 0 件 6 件 

国立大学法人東京科学大学 ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社 
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テーマ名 
①-3-1 インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援

基盤の開発 
達成状況 〇 

実施者名 
慶應義塾、公立はこだて未来大学、株式会社手塚プロダクション、電気通信大学、

京都橘学園、株式会社ヒストリア、立教学院、株式会社Ａｌｅｓ 

達成状況の根拠 

次に示す各テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.世界観・キャラクター設定支援システム開発 2.手塚作品を学習した AI データ 

3.ストーリー構造決定システム構築 4.プロット生成システムの開発 

5.キャラクターデザイン生成システムの開発 6.マルチエージェントプランナー 

7.リアクティブマルチエージェント型メタプランニング 

8.絵コンテ・ネームの自動生成 9.社会実装するための調査・研究 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 小説やマンガ，アニメやドラマから番組企画や企業におけるプロモーション等のコンテンツ制作におい

て、共通する重要タスクが「ストーリーを考えること」であり、人に対して最も高い創造力が求められる

作業である。本研究プロジェクトはストーリー性のあるコンテンツを生み出す作業において、人の創造力

を増強させ、人のみでは生み出すことが困難な斬新・奇抜で多様なストーリー生成を可能とする、人と協

調しつつインタラクティブに創造支援を行う AI 基盤技術の構築を目指した。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.ストーリー分析手法の高度化と世界観・キャラクター設定支援システム開発 

 ストーリー分析手法の高度化では、従来のストーリー分析手法を重畳することにより、従来手法に比べ

て対応可能範囲が広く、また、可用性が高い新たな手法が成果として得られた。世界観・キャラクター設

定支援の研究においては、関連単語群の提示による支援という手法を考案した。その有効性については，

手法を実装したプロトタイプシステムを開発し、評価実験により有効性を確認した。 

2.手塚作品を学習した AI データの開発と活用方法 

 手塚治虫漫画全集 400 冊に収められた作品を、タイトル、エピソード名、あらすじ、世界設定、時代設

定、場所設定、主要キャラクター名、対象（ターゲット層）、ジャンル(メイン/サブ)、作品で描かれた

テーマ、モチーフの項目を分析用の基本メタデータとして抽出した。キャラクター生成に伴う学習用デー

タは、手塚治虫漫画全集 400 冊全集から、新作として想定するストーリーに関連する作品のキャラクター

画像をバストアップ状態で切り出す手法として進めた。 

3.インタラクティブなストーリー構造決定システム構築 

 本研究ではハイブリッドモデル（従来のプロット生成と大規模言語モ

デルの組み合せ：右図）の方針に基づき，大規模言語モデルのプロンプ

トとして利用可能な物語構造の自動生成を試みた。5 から 7 シーン程度

の短いプロットを作成する想定のため、複数の物語の展開の基本パター

ンを明示的に組み合わせる手法ではなく、n-gram に基づく手法を採用

した。また、物語構造の生成に当たっては機械側がすべてを決定するの

ではなく、ユーザが自身の選択によって物語の方向性を決定できるよう

にパラメータを選択可能な形式とした。 

4.インタラクティブプロット生成システムの開発 

 ユーザの AI 利用スキルに関わらず直感的なインターフェースによってプロンプトが成型され、生成す

るコンテンツの特徴もプロンプトに入れ込まれるようにする「御用聞き」のようなストーリー生成システ

ムの開発を目標とした。開発したストーリー生成システムは物語構造を利用して、物語らしい展開をもっ

た物語のプロットが出力されるように設定されている。また、生成されたプロットをユーザとのインタラ

クティブなやり取りによって改善することを目的として、大規模言語モデルを用いてプロットを編集でき

る機能も開発した。さらに，プロットから書かれていないことを補っ

てシナリオに拡張することを目的として、シナリオ生成機能及びシナ

リオ編集機能の開発も行った。 

5.インタラクティブキャラクターデザイン生成システムの開発 

 本研究では誰もがプロットに沿った多様な新規キャラクターデザイ

ンを迅速に生成できる、画像生成技術を用いた漫画キャラクター創作

支援システムを提案した。システムにはプロットに矛盾しないための

制御性とクリエイターの想定の範囲内に収まらない多様性の両立が必
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要になる。本研究では制御性と多様性を両立させた、テキストを入力とする画像生成モデルとそれを基盤

とした WEB アプリケーションの 2 つを実現した。 

6.LLM を用いたマルチエージェントプランナーの自動構築法の提案 

 本研究では、動的環境に適応可能なネットワークを自動生成する手法を提案した。この手法は大規模言

語モデル (LLM) を活用してエージェントを生成し、環境における状態 (status) に基づいてネットワー

クを構築するものである。提案手法は、Agent Network Architecture (ANA) を基盤とし、LLM を用いた

新たなエージェント生成機構を統合することで、従来手法の課題であった設計コストの削減および柔軟性

と拡張性の向上を実現した。また、構築したネットワークを変換することにより 3D 空間でのプランニン

グが正常に行えることを確認した。 

7.リアクティブマルチエージェント型メタプランニングの提案 

 本研究では、即応性と熟考性を兼ね備えたリアクティブ性を持つマルチエージェント型プランニング手

法をより複雑で動的な環境下で動作させるために 2 つの提案を行った。1 つ目はリアクティブ性のあるメ

タプランナーの導入で、2つ目はACOをベースとした活性伝播方式の導入である。1つ目のメタプランナー

の導入によってマルチエージェント型プランナーのリアクティブ性を保ったままプランニングを行うこと

ができた。2 つ目の活性伝播方式の導入によって過去の経験や思考をプランニングする際に考慮すること

ができた。また、動的環境における実験では自身の目的選択とその目的に向けたプランニングを従来の方

式より効率的に行うことが確認できた。 

8.絵コンテ・ネームの自動生成システムの開発 

 ストーリー・プロットから絵コンテ・ネームを自動生成する基盤技術の確立を目標に、自然言語処理に

よる創作支援に特化したデータセットを構築した。このデータを用いて、プロット進捗度を推定しつつ話

者固有のサンプル発話を動的に活用するセリフ生成モデルを提案し、自動評価・人手評価の双方で既存手

法を安定して上回る性能を示した。加えて、拡散モデルと大規模言語モデルを組み合わせたレイアウト生

成手法を検討し、従来法が抱えていたコマ配置の不自然さを大幅に改善することに成功した。データ量と

タイトル数の影響を詳細に分析した結果、タイトル多様性の確保がモデル性能にとって決定的であること

も示され、本章の成果は物語系コンテンツ生成技術の実用化に向けた基盤を大きく前進させた。 

 

●実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 トップクリエイターと連携しての商用雑誌に掲載されるレベルのコンテンツを制作する実証実験である

TEZUKA2023 を成功させた(メディア露出 749 件､広告換算 25 億円)。そして、提案した各種手法を本格的

事業展開可能なレベルに到達させたとともに、本研究プロジェクトがきっかけとなり、次世代 AI 研究に

繋がる新たな研究の流れを生み出すといった日本として継続的に AI を進化させる展開においても重要な

役目を果たした。AI を効率化だけでなく、人の創造力を支援するために活用することの重要性を広く社

会に理解してもらうきっかけとなり、 AI の可能性についての社会の意識変容に一定の効果を与えること

ができた。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

9.社会実装するための調査・研究 

 1.～8.の成果を社会実装するための調査、研究、実験を実施した。統合型ではなく、各テーマの成果を

既存の市販ツール/ソフトウェアへの付加的ツールとして共存を図ることを基本方針とした。調査の結

果、各テーマの成果を実装できる可能性のある領域が見いだされたため、各領域での社会実装を目指す。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

124 162 163 128 133 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

0 件 9 件 171 件 1 件 4 件 

慶應義塾 

公立学校法人はこだて未来大学 

株式会社手塚プロダクション 

株式会社ヒストリア 学校法人京都橘学園 

株式会社Ａｌｅｓ 

立教学院 

国立大学法人電気通信大学 
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テーマ名 
①-3-3 熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤

技術開発 
達成状況 〇 

実施者名 京都大学、産業技術総合研究所、三菱電機株式会社 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.暗黙知の表出・分析・獲得 - 効率的な潜在的暗黙知の顕在化手法の確立 

2.暗黙知を含めた熟練技能プロセスモデル化 - 熟練技能モデルの構築とプロセス化 

3.感覚的熟練行動の獲得・伝承を促進する対話型 AI - 習熟度に応じた伝承手法構築 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 従来からの熟練者育成は手続的知識による定型的熟達（熟練）が中心だったが、生産年齢人口の減少に

よる製造業の深刻な人手不足の中で、労働生産性を高めるためには変種変量や市場ニーズの多様化に柔軟

に対応できる適応型熟達（熟練）者の早急な育成が求められていた。しかしながら、各種統計・白書にお

いても技能人材の確保と育成の困難が示されている。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.暗黙知の表出・分析・獲得 

(1)技能者とインタビュアーの発話を自動分析し、インタビュー対話中に登場するイベント述語とイベン

ト詳細をまとめる知識構造化技術の確立を目標とした。データを集めやすい分野で構築したモデルを分野

適応させることにより、データを集めにくい領域（熟練者へのインタビュー等）のモデル化を図る方針の

有効性を確認した。料理分野のインタビューの解析モデルを分野適用させることで園芸分野の述語等の構

造化の精度が高まること、またその効果は園芸分野のデータが少ない場合に顕著であることを確認した。 

(2)次に技能者へのインタビューから暗黙知抽出の手掛かりとなる箇所の特定と、暗黙知の言語化を目標

とした。厚板アンコイラー作業と金型磨き作業に関するインタビューを解析し、インタビューの聞き手と

答え手が協調しながら問題を解決する会話の過程における、答え手の暗黙知表出を誘導する発話連鎖を 4

つに分類した。また、習熟レベルの異なる技能者間で交わされるコーチング会話において技能を教示する

際の 2 種類の発話連鎖を収集した。発話連鎖解析と会話データの対話構造分析により、会話の中で暗黙知

の言語化に貢献する箇所を特定し検証した。 

(3)熟練者の発話を始めとするデータから暗黙知を分析するためのマルチモーダル分析環境の構築を目標

とした。動画/画像/テキストのアノテーションを同期し、結果を統一的な形式で出力可能な統合的なアノ

テーションツールを開発した。さらに、音声認識や物体識別、顔向きや動作の解析技術と(1)の成果であ

る意味フレームの自動解析モデルを組み合わせ、インタビュー中に行うべき質問を提示したり、キーフ

レーズの強調表示、構造化結果の出力を行える、暗黙知を分析するためのマルチモーダル分析環境を構築

した。 

(4)熟練者の行動や言葉に含まれる潜在的な意味を確

率相関的手法で表出し、他者共有・効果的な教育訓

練・教育投資効果の可視化を目標とした。確率相関的

な手法による知識構造化のため、技能者やインタビュ

アーの発話時間に着目した分析、「本題」/「雑談」

といった発話内容の属性評価を基にした技法を開発し

た。これらにより、技能者の作業選択や発する言葉を

確率相関モデルで記述し、暗黙知を表出可能とした。

また、個人の習熟度を理解して、寄り添った教育訓練

支援と達成感醸成や教育投資効果の見える化を行う AI

を実現した。 

 

2.暗黙知を含めた熟練技能プロセスモデル化 

(1)作業者が環境の変動に対処する適応的熟達が発揮

される過程を機能共鳴解析手法(FRAM)を用いてモデル

化し、その動的なプロセスを再現することを目標とし

た。まず、厚板アンコイラー作業を対象に作業の機能

集合を抽出し、FRAM モデルを構築しシミュレータに実

装した。さらに視線運動計測とインタビューを通じて

熟練作業者と中堅作業者の注意配分の特徴を抽出した。   図：金型磨き作業の機能間連鎖モデル 
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ゆらぎを含めたシミュレーションにおいて、熟練者は変動に適応し工程全体の生産性を高く維持できるこ

とがわかった。また、金型磨き作業を対象に普段よりも難しい磨きタスクを熟練者に課し、作業中に起

こったイベントをタグ付けする実験を行った結果、熟練者が通常のやり方では通用しない場面において、

蓄積された知識を基に新たな場面に適応的に対処する事例を収集できた。この適応プロセスを解析するた

め FRAM を用いて金型磨き作業をモデル化し、そのシミュレーションで事例が再現することを検証した。 

(2)FRAM モデルや解析結果の再利用性を確保するためのデータベースプラットフォームと、外部システム

との連携インタフェースやデータベースの雛形、動作環境設定用ツール群の整備を目標とした。管理対象

となるデータをモデル全体/個別機能/シミュレーション条件・結果の 3 種類に分類し、2 つのマスター

テーブルと 14 のモデルテーブルより構成されるデータベースを構築した。また、モデルやデータを外部

のシミュレータで利活用するための汎用的なデータベース連携インタフェースを設けた。 

 

3.感覚的熟練行動の獲得・伝承を促進する対話型 AI 

 熟練者の技能を的確に評価する熟練行動判定モデルと、熟練者との差異だけでなく技能向上の手順も示

す反実仮想説明技術の確立と、現場作業者に認められる熟練行動習得支援システムの構築を目標とした。 

(1)金型磨きに対し、技能の差が出る 5 ㎠の平面の鏡面磨き作業の磨き方や品質の違いをセンシングし

た。熟練・中堅者の磨き（手先、姿勢、力）と目視（視線、光源、目の位置）をデータ取得した。 

(2)3.(1)で獲得した金型磨きのセンサデータを用いて、AI によって熟練行動を判定する方式を開発し

た。入力した 2 つの動画像の技術的な優劣を評価する手法である APR(Attention Pairwise Ranking)を

ベースとして、人手で着目すべき点を事前に与えて、さらに TCN(Temporal Convolutional Network)アー

キテクチャを加えることで系列情報を考慮に入れた方式(APR-TCN)を開発した。さらに特に指や工具の動

きを抽出して TCN で技能を評価する方法を開発した。後者により、平面計上の金型磨き作業に対して評価

を行った結果、熟練者と中堅者について 98%の精度で技能を判定できた。 

(3)3.(2)の AI を用いて「技能特徴『ストローク長』について、この軌跡のように改善したら技能を高め

られる」といった熟練者の手本を提示し伝承を促す方式を開発した。さらに熟練者の磨き方の例示だけで

なく、FRAM 分析結果に基づき「ストローク長と力には関係性があります。バランス良く改善しましょ

う」といった一言コメントを伝える。本技術により金型メーカ IBUKI による主観評価において、技能伝承

がより促進される結果を得た。 

(4)3.(2),(3)の技術に対し、センシングデータから技能者の磨き軌跡を抽出する画像認識 AI を組み合わ

せることで、非熟練者の作業をリアルタイムに採点し、技能向上の手順をアドバイスする熟練行動習得支

援システムを開発した。その結果、金型メーカ IBUKI の非熟練者が 3 年練習してもできなかった傷消しの

技能を、本システムを用いて 3 か月で身に着けることができた。 

 

●実施体制 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 本研究の成果として、熟練ノウハウ（潜在的暗黙知）の表出・分析・獲得を実現した。また、暗黙知を

含めた熟練技能のプロセスモデル化を達成し、さらに感覚的熟練行動を獲得・伝承する対話型 AI を開発

した。これらの組合せにより熟練者の技能伝承を効率よく行うことが可能になり、金型メーカでの検証に

おいても良い結果が得られている。本技術の普及により技能人材の育成が拡大することが期待できる。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 金型メーカでの実用化検証を継続するとともに、三菱電機社内関係部門と連携した導入実証を行いつつ

社会実装を図る。また、産業技術総合研究所を中心とする HCMI コンソーシアムが進める NEDO 講座を通し

て企業への展開や人材育成を図っていく。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

55 58 88 49 49 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

16 件 5 件 27 件 0 件 14 件 

国立大学法人京都大学 三菱電機株式会社 国立研究開発法人産業技術総合研究所 
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テーマ名 
①-3-6 人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリン

グ基盤の開発 
達成状況 〇 

実施者名 
理化学研究所、沖電気工業株式会社、東北大学 大学院情報科学研究科、 

名古屋工業大学 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

(1)セマンティックエディタの設計と評価（理化学研究所） 

(2)セマンティックオーサリング支援技術の開発（沖電気工業株式会社） 

(3)教育支援（東北大学） 

(4)意思決定支援（名古屋工業大学） 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 文書の作成・読解の効率向上や批判的思考力の向上、知識の共有など知的生産性を向上させるためにグ

ラフ文書が有効であることが知られているが、その活用のための環境が十分ではなかった。本研究により

セマンティックオーサリング基盤を確立し、グラフ文書の作成・共有を支援できる環境を整備すること

で、知的協働の生産性を向上させることを目的とする。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

 セマンティックオーサリング(SA)により人間の生産性を高めると同時に AI 技術も向上させることで人

と AI の協調を進化させる基盤を構築することを目標とし、以下の各研究課題の成果により達成した。 

(1)セマンティックエディタの設計と評価（理化学研究所） 

 セマンティックエディタ及び関連ソフトウェアに関して「ノードとリンクの型（クラスと属性）の意味

を分かりやすく提示する」「注目している部分グラフを要約して表示する」等の機能拡張を行った。2 つ

の高校の 1 年生約 100 名が「現代の国語」の授業中のグループディスカッションにおいてセマンティック

エディタでグラフ文書を共同作成する実証実験を行った。授業に先立ち批判力思考力(CT)テストを実施

し、5 回の授業を経た 3 か月後に第 2 回の CT テストを実施したところ、生徒のグラフ操作の量と CT テス

トの成績向上との正の相関関係が統計的に有意であった。また、教員の負担は増えていなかった。 

 

(2)セマンティックオーサリング支援技術の開発（沖電気工業株式会社） 

 大規模言語モデルを活用したノード提案

機能を持つリアルタイム共同編集グラフ文

書エディタを開発した。本エディタは複数

名が同時に一つのグラフ文書を編集できる

とともに「他の案が欲しいノードを選択し

提案ボタンをクリックすることで 5つの候補

を提案する」「提案は周囲のノード・リン

クを考慮し、かつ内容が重複しない形で行

える」等の機能を持つ。また、AI と対話す

ると、その対話内容をグラフ文書化し、さ

らにグラフ文書の内容に基づいて AI と対話

できるシステム「ダ・ビンチ グラフ」を開

発した。 

                        リアルタイム共同編集グラフ文書エディタ 

(3)教育支援（東北大学） 

 グラフ文書に基づく論述コミュニケーションの学習支援と批判的思考力の涵養を目的として学習者の論

述文を評価・診断し教育的フィードバックを返す論述学習支援システムを開発した。本システムは沖電気

工業が開発した共同編集グラフ文書エディタをフロントエンドとして動作する。与えられた論題について

主張側と反論側に分かれて議論を行う競技ディベートを模擬的に体験できるもので、主張側の論述がグラ

フ形式で提示され、学習者は反論をグラフに書き加える。診断エンジンは書き加えられた文がどのように

主張側をアタックしているかを解析し、反論の余地のある箇所や適切な接続先ノードをフィードバックと

してグラフに書き加える。 

 

(4)意思決定支援（名古屋工業大学） 

 大規模言語モデル(LLM)とセマンティックオーサリングのグラフ文書を活用し、対面議論の構造化支援
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及び行政の証拠に基づく政策立案(EBPM)支援システムの開発を行い、その過程で議論の自動構造化、根拠

推薦、対立意見の止揚支援などの要素技術を開発した。2023年度までの研究成果は電子情報学会第 1回合

意と共創研究会で優秀賞を受賞し、IEEE ICA2023 で Best Student Paper Award を受賞した。対面議論の

内容をリアルタイムでグラフ文書化し構造化するシステムは、2024年 2月の名古屋市での実証実験におい

て「手書きの付箋代わりになりそうか」で 72.8%、「全体共有に役立ったか」で 81.8%、「AI の意見は議

論を促進したか」で 81.5%が 5 以上（7 件法アンケート）の高評価を得た。2024 年度は研究成果及び実証

実験の結果に基づきシステムの実用化を達成した。 

 
佐賀市での実証実験 

 

●実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 セマンティックオーサリングが容易に行え、AI による効果的な支援機能を組み込んだグラフ文書エ

ディタを開発した。高校・大学での授業や行政ワークショップで行った実証実験では批判的思考力の向上

や合意形成支援効果を確認した。加えて論述学習支援や EBPM 支援など多様な応用システムを試作し、有

用性を示した。これらにより共同セマンティックオーサリングの技術的基盤と社会実装の道筋を確立し

た。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 セマンティックエディタを複数の高校・中学で活用する実証実験を継続するとともに、人工知能学会に

「パーソナル AI」研究会を設立した（2024 年）。同研究会では学術コンテンツをグラフ文書として作成

する試みを開始している（論文誌のグラフ文書化等）。また、沖電気工業が開発した「ダ・ビンチ グラ

フ」システムは同社社内のイノベーション創出支援システムとして実証実験を行っており、社外への提供

を目指している。名古屋工業大学は研究成果の社会実装を図るため、同大学発ベンチャーとして株式会社

ソシアノッターを 2024 年 4 月に設立するなど、実用化・事業化へ向けた取組が行われている。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

53 67 64 50 54 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

10 件 16 件 55 件 0 件 9 件 

国立研究開発法人理化学研究所 国立大学法人名古屋工業大学

  

国立大学法人東北大学 大学院情報科学研究所   沖電気工業株式会社 
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テーマ名 
①-3-7 AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーショ

ンによる結晶成長技術開発 
達成状況 〇 

実施者名 東海国立大学機構、産業技術総合研究所 

達成状況の根拠 

次に示す各テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.高速高精度結晶成長 AI の構築 

2.オペレータの意図に基づく目的関数構築 

3.意図を反映したパラメータの最適化 

4.SiC 溶液成長実験と GaN 気相成長実験による有効性評価 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 素材・デバイス開発には非常に長い年月を要する。マテリアルズインフォマティクスにより新物質探索

が高速化されつつあるが、プロセス開発は依然として時間を要する。プロセス開発においては、素材品質

を高める高品質化、実験室系の現象を大規模な生産スケールで実現するスケールアップ、工業製品を念頭

に置いた高均一性、高安定性、高再現性、高歩留まりが求められる。しかし、プロセスパラメータ数が非

常に多く、実プロセスは時間がかかるため多くのデータを取得しづらいといった課題がある。この課題に

対して理論式と経験式の総体であるシミュレーションとオペレータの経験・知恵・直観を活用することで

解決を試みた。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.高速高精度結晶成長 AI の構築 

 SiC 溶液成長及び GaN 気相成長の高速モデル化を目指し達成した。SiC の溶液成長における高速 AI モデ

ルは設定温度、坩堝・種結晶位置、坩堝・種結晶回転速度、部材サイズなどをパラメータとし、結晶成長

速度や溶液内部の温度分布、組成分布、流れ分布を予測する。予測結果を決定係数で評価すると、すべて

の変数で 0.95 以上の値が得られ十分な精度となっただけでなく、シミュレーションの約 1 万倍の速度で

結果を得ることができた。同様に GaN 気相成長においても、十分な精度の高速 AI モデルを構築した。 

 

2.オペレータの意図に基づく目的関数構築 

 オペレータは理想的な温度分布・組成分布・流れ分布について知見を有しているが、その理想状態（意

図）を目的関数の数式として正確に表すことは難しい。本研究では「意図」を抽出するために、一対比較

を用いる方法を開発した。溶液の温度・流れ分布を示す 2 つの画像を表示し、オペレータがより良いと考

える分布を選択する。選択を繰り返すことでデータセット画像に対してスコアが付けられ、このスコアを

目的関数として最適化を行うことを可能とした。 

 

3.意図を反映したパラメータの最適化 

 オペレータが理想とする状態に最も近い実験条件パラメータを求める最適化手法を開発した。オペレー

タの考えと似た温度・流れ分布をどう定義するかの課題に対しては、溶液の流れ・温度分布のスコアを用

いた半教師あり VAE (Variational Auto Encoder)を行うことで、スコアに近い流れが近い距離に配置され

るように、オペレータの暗黙知が反映された潜在空間を構築した。 

 また、一対比較を行うオペレータの負担を軽減するために、一対比較を行いながら最適化を実施する選

好ベイズ最適化を検討した。この結果、はるかに少ない比較回数で高いスコアを持つデータを見つけるこ

とが可能となった。 

 

4.SiC 溶液成長実験と GaN 気相成長実験による有効性評価 

 3.の最適化手法によって得られたオペレータの「意

図」を反映した実験条件を用いて SiC結晶を作製した。従

来の実験条件での結晶は表面が荒れており、長時間成長

による厚い結晶の実現は不可能であったが、最適化され

た実験条件では表面はスムースであり長時間の安定した

成長がなされたことがわかる。 

 GaNについては表面状態の説明変数の絞り込みと 1.の高

速AIモデルを統合し、GaN表面状態を予測するアプリケー

ションを作成した。サセプター温度、成長圧力、各ガスの  従来（左）及び最適化された実験条件（右） 

流量といった実験条件を入力すると、各基板表面における を用いて育成した SiC 結晶 
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表面状態の予測が表示される。オペレータはパラメータや物理量を直観的に知ることができるのみなら

ず、想定したメカニズムの確認や新たな知見の獲得といった人の進化にもつながる。 

 
人と共に進化する結晶成長システム 

●実施体制 

 

 

 

●成果とその意義 

 研究の成果として、数式化が困難な目的関数設計においてオペレータの「意図」を抽出し、この「意

図」が距離尺度として反映された潜在空間を用いて最適化することで、暗黙知も含めてオペレータが理想

とする状態を実現するパラメータを取得することが可能となった。本技術によって優れた結晶成長プロセ

ス設計が可能となると共にオペレータもまた知見を獲得し、進化する。さらにその繰り返しにより AI モ

デルもアップデートされる「人と共に進化する結晶成長システム」が実現できた。本研究では SiC 及び

GaN の結晶成長を対象としたが、それらに限らず、あらゆる結晶成長開発に適用できるだけでなく、オペ

レータが重要な知見を有しているあらゆる「ものづくり」に対して適用可能であると考えられる。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本研究成果に基づき企業との共同研究・共同開発を行うとともに、名古屋大学発スタートアップにより

事業が開始された。研究成果の横展開を目指して名古屋大学を中心に設立予定のコンソーシアムには多く

の企業が参加見込みであり、その場も活用して社会実装の拡大を図っていく。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

80 75 91 65 76 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

3 件 10 件 46 件 0 件 7 件 

国立大学法人東海国立大学機構 国立研究開発法人産業技術総合研究所 



 

4-32 

 

テーマ名 ①-3-8 AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 達成状況 〇 

実施者名 株式会社分子ロボット総合研究所、京都大学、関西大学 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

1.分子ロボット創成のための VR 共創環境のための研究開発 

2.DNA ロボットの創成とナノスケールマニュピレータへの応用 

3.微小管ロボットの創成とマイクロ化学エネルギー発電素子への応用 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 分子ロボットは一般的に分子部品の自己組織化により創成される。しかし、分子ロボットを構成する分

子部品の設計は容易でなく、生体分子や化学反応に関する高度な知識と経験が不可欠となっているのみな

らず、設計・実験・観察のサイクルが長いことが分子ロボットを実用化する上でのボトルネックとなって

いた。本研究では人工知能(AI)や仮想現実(VR)を活用してインターネット上で理論系研究者と実験系研究

者が協力して分子部品を設計できるクラウド型 VR 共創環境の構築を目指した。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.分子ロボット創成のための VR 共創環境のための

研究開発（株式会社分子ロボット総合研究所） 

 遠隔にいる研究者同士が VR空間上で VR分子を実

時間で共有して操作するための共創環境の構築を

目指し、通信遅延 200ms 以下、伝送速度 50Mbps 以

上の無線環境で VR 共創環境を動作させることを目

標とした。成果として、通信遅延 150-200ms及び実

効性能 50-60Mbpsの通信速度となる 1,000km以上離

れた拠点間で実時間 AI 制御技術を用いて 100ms 後

の仮想ハンドの位置を予測することで、実際の手

と仮想ハンドを一致させて VR 上の分子を操作でき

ることを実証した。また、VR 分子モデリングに関

しては、生成 AI を用いて配列情報からの分子立体       研究開発プロジェクトの概要 

構造の生成、分子シミュレーション、シミュレー 

ション結果の表示を一連のワークフローとしてできることを確認した。 

 

2.DNA ロボットの創成とナノスケールマニュピレータへの応用（関西大学） 

 DNA を用いて分子ロボットの骨格構造や分子ロボット間の相互作用を制御する分子リンカーを設計する

ためには、DNA 断片の自己組織化による形成される DNA 部品の立体構造の正しいモデリングとナノスケー

ルでの DNA 部品の操作装置の構築が不可欠である。本研究では DNA 分子とその操作装置（ナノスケールマ

ニピュレータ）を仮想化し、様々な DNA 部品モデルを構築する環境の開発を目指した。仮想化するマニ

ピュレータとしては原子間力顕微鏡(AFM)を採用した。AFM装置からVR空間への入力を「AFMイメージ」、

出力を探針（プローブ）を自在に XYZ座標で操作する「プローブマニピュレーション」と定義し、AIによ

る入力プロセスの進化として「DNA 二重らせんの分子モデルから作成した仮想 AFM 像を教師データに使用

する AFM イメージ超解像

処理AI」の開発を目指し

た。最終目標を「5.7Å

の幅をもつ DNA 副溝を可

視化できる解像度」と

し、達成した。さらに新

た な 開 発 目 標 と し て

「DNA の AFM 超解像イ

メージから主溝・副溝の

構造情報をてがかりに

DNA の塩基配列情報を読

み取る 1 分子シークエン

シングAI」を加え、実現

した。              AFM 画像の超解像処理結果（上段：処理前、下段：AI 処理後） 
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3.微小管ロボットの創成とマイクロ化学エネルギー発電素子への応用（京都大学） 

 本研究では微小管ロボットが形成する自己組織化パターンの機械学習を行い、DNA などのシグナルが入

力された際のパターン変化を機械学習することで微小管分子ロボットの応答特性を明らかにすることを目

標とした。2021 年度は AI 創発技術を用いて、ユニットあたり 2,000 本以上の微小管集団運動を自動追跡

し、微小管集団運動のパターンを秒から分スケールで人為的に創発し、維持する群れ運動制御技術を開発

した。本成果は微小管群を用いたナノ物質輸送システムの構築が期待できることを示唆している。2022-

2023 年度は化学エネルギー駆動マイクロ電子素子の出力特性を推定するため、原子間力顕微鏡を活用し

た微小管推進力定量化法に取り組んだ。成果として、原子間力顕微鏡と全反射蛍光顕微鏡とを組み合わせ

た「手動式光学顕微鏡組み合わせ設置型原子間力顕微鏡システム」を試作した。これにより、ナノ物質輸

送システムにおいて、全反射蛍光顕微鏡で微小管の位置を迅速にモニタリングしながら原子間力顕微鏡を

用いて分子レベルの解像度で微小管

の三次元方向の移動情報を取得でき

ることを確認した。2024 年度は微小

管(MT)の群れが発現する推進力を分

子レベルで定量化するための新たな

方法論を確立した。磁性ビーズと独

自開発した電磁ピンセットを組み合

わせた力測定システムを開発し、数

千のキネシンによって駆動される微

小管の集団が発生する力を直接測定

する手法を構築した。リング状構造

により得られる集団推進力 (200-

2,500pN)は、単一のキネシンの推進

力(6-8pN)の約 100 倍となる。また、

この推進力は集団のサイズに対して

線形に増加することも確認された。 

                        微小管群を用いたナノ物質輸送システム 

●実施体制 

 

 

 

 

●成果とその意義 

 研究テーマ 1.で特許を取得した「ネットワーク型 VR システム（特許第 7572066 号）」はこれまで不可

能とされていた「ネットワーク遅延」を事実上なかったことにする技術であり、ネットワーク型 VR にお

ける仮想ハンドを利用者の手の動作に迅速に追従させることを可能とした。テーマ 2.において特許を取

得した「AI 顕微鏡画像超解像システム（特許第 7583475 号）」を用いて超解像処理を行うと、AFM で観測

できる 8nmよりもはるかに細い直径 2nmの DNAの主鎖・副鎖を観察することができる。そして、テーマ 3.

ではサイズ可変な分子集団による力の精密制御が可能であることが示された。本研究は今後のナノテクノ

ロジー分野における分子ロボットやアクティブデバイスの高効率設計に向けた新たな道を拓いた。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本研究の成果については特許を取得するとともに、分子ロボット及び VR 共創環境の社会実装を目指

し、様々なピッチイベントや展示会を通じてアピールし、VC 並びに事業会社とコンタクトを図ってき

た。現時点では事業化には至っていないが、分子ロボット技術は市場拡大が期待できるとの報告もあり、

引き続き社会実装へ向けた取組を継続する。 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

94 80 131 73 73 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

2 件 8 件 43 件 0 件 18 件 

株式会社分子ロボット総合研究所 学校法人関西大学 国立大学法人京都大学 
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テーマ名 
①-4-1 商品情報データベース構築のための研究開発／決済・

在庫管理、商品把持・配置業務の自動化推進に向けた商品画像

データベース構築のための基盤技術開発・社会実装推進研究 

達成状況 〇 

実施者名 
アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社、ソフトバンク株式会社 

パナソニックコネクト株式会社 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの 2024年度末目標を予定通り達成した。 

・反転不要の 360度撮影、自動照射・補正・メタデータ連携などを実現するための機

能を有し、2D 画像について、誰でも簡便に取得可能な撮像装置を開発した。 

・各種データベースと接続し、ユーザが非同期で最新情報を取得できる情報連携基

盤（エコシステム）を構築し、利用者サイトを活用した実証試験にてその実現性も

検証した。 

・公共の利益に資する情報連携基盤の運営を想定し、メーカー・小売・撮像業者の

各関係者が持続的に参画可能なビジネスモデルを設計した。 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

小売業界では、店舗における決済、商品陳列、在庫管理など の対応に膨大な人手が発生しており、慢

性的な人手不足が生じている。また、店舗業務を間接的に支える物流現場においても流通小口化、EC 対

応など物流機能高度化に対応するため人手不足が顕在化しつつあり、今後の労働人口減少を鑑みても、小

売店舗数の維持や適切なサービス、適切価格での商品提供実現に向けて省人化・業務効率化支援が重要に

なっている。 

そこで、本研究では小売現場におけるロボット導入を加速するため、AI 学習用画像データベースの整

備・流通に向け、撮像装置の開発と商品情報データベースの構築に向けた基盤技術の開発、および社会実

装推進に向けた情報連携基盤（エコシステム）形成に取り組んできた。 

 

●アウトプット目標 

・商品画像を効率的に撮影可能な撮像装置の開発 

商品画像の撮影を自動化することで大幅な省人化を

達成(図 1)。1 商品につき数百枚の商品画像を撮影する

ことで商品画像認識や 3D データ生成が可能となる。こ

の画像を商品画像 DB 化することで、商品画像を活用し

た様々なソリューションに展開可能となった。これに

より画像品質を一定にし、店舗での商品検索(図 2)、精

算、ロボットによるピッキングなど新しいサービスの

社会実装に向けた研究へと繋げることが可能となる。 

 

・レジストリー開発 

レジストリーは、小売企業や卸業者と業界データベー  
ス事業者やメーカー間で商品情報と画像データのデータ

流通をサポートするサービスである(図 3)。データの生

成・管理は提供者が担当し、レジストリーはデータ仲介

に注力する。API を用いてリアルタイムでデータ連携

し、共通フォーマットへの変換や適切なデータ抽出を行

い、効率的なデータ流通を目指す。 

 

・情報連携基盤のサービスモデル検討 

情報連携基盤の運営事業者の事業モデル、収益性整

理を進めつつ、エコシステム形成に係る全ステークホ

ルダーにとってメリットのある金流モデル例及びその

有効性を検討した。その結果、運営事業者はデータ利

用時にレジストリー利用料を徴収可能で、データ利用

者も金流を 1 本化出来て利便性の高い「データ授受＋

決済代行型」のサービスモデル(図 4)を基本方針として

提案した。 

 

 

図 1.大型撮像装置 

図 3.レジストリーサービス構造 

図 4.サービスモデル「データ授受＋決済代行型」 

図 2.商品検索機

能 

検索画面 検索結果 
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●実施体制 

 

 

 

 

 

●成果とその意義 

本研究では、人手不足や業務効率化が喫緊の課題である小売業界において、課題解決に資する技術の確

立と社会実装を可能とするエコシステム形成を通じ、業界全体の課題克服と持続的成長に寄与する取り組

みである。また、ロボット用の 2D 画像認識、動作用データベースが普及することでロボット開発・実装

の加速を促し、ロボット産業全体の活性化に貢献しロボット産業成長による GDP の拡大にも寄与すると見

込まれる。 

更なる発展用途として、物流事業や、サービスアプリ開発に活用するなどその適用範囲は広く、多種多

様な産業の活性化に貢献する価値ある取り組みと考えられる。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

本プロジェクトでは小売現場におけるロボット導入加速を目的とした AI 学習用データベースを社会イ

ンフラとして整備するために、学習データの仕様や情報連携基盤の構造、データ生成から共有、利用まで

の各ステークホルダーの巻き込み方法等について、実証や研究を通じた検討・検証を進め、基礎技術開発

及び社会実装推進に向けた方向性を整理してきた。 

 今後は社会実装に向けた類似取組プロジェクトとの連携、各事業者との連携による各事業の立ち上げ及

び業界全体への波及促進に重点を移しつつ、小売業界の課題解決の具体化を推進すべきと考えている。 

 この取組に向け、プロジェクト成果をもとに情報連携基盤とロボット認識用データベースの社会実装を

進めつつ、中長期的に動作用データベースも含めて情報連携基盤の連携先を拡張しロボット SIer・メー

カー・研究者に必要なデータ提供に向け、引き続き取組を進める方針である。 

 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

0 0 336 204 191 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

10 件  

+ 意匠登録 13 件 
0 件 6 件 1 件 14 件 

パナソニックコネクト株式会社 ソフトバンク株式会社 アーサー・ディ・リトル株式会社 
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テーマ名 
② 機械学習システムの品質管理指標・測定テストベッドの研

究開発 
達成状況 〇 

実施者名 産業技術総合研究所 

達成状況の根拠 

次に示す本テーマの目標を予定通り達成した。(本テーマは 2020-2023 年度事業) 

1.機械学習品質マネジメントガイドライン 

2.機械学習応用分野ごとの品質評価リファレンスの策定 

3.機械学習品質評価共通基盤（テストベッド）の開発 

4.具体的な品質評価技術およびツールの研究開発 

●背景・目的・プロジェクトアウトカム目標との関係 

 機械学習技術を用いた人工知能(AI)システムは深層学習技術の高度化と大規模化によって画像認識など

の処理で性能が大きく向上した。今後、社会に AI システムが浸透し重要な役割を果たすようになると AI

の処理が大きな問題を引き起こす恐れがある。そのため、AI システムの品質、すなわち AI システムが用

途に見合った適切な動作をするかを評価検証し、十分なレベルで実現することが必要である。ところが、

AI システムには従来のソフトウェアに対する品質マネジメント手法が通用しない。従来ソフトウェアの

品質は仕様と動作の整合度合いとして評価されるが、AI システムでは多くの場合、画像認識など人が仕

様を詳細に定めることが困難な処理に大量のデータから有効な動作を自動的に学習させるため、テストで

きる詳細な仕様定義が存在しない。このため、AI システムでは品質の考え方を改める必要があった。本

研究では特に統計的機械学習を利用した各種産業製品に対し、その製品に要求される品質が担保されてい

ることを確認し、その品質を明確に説明し受容できるようにすることを目的とした。 

 本テーマはプロジェクト開始時に設定したアウトカム目標における労働生産性の向上に寄与するととも

に中間評価時に設定した事業化へ向けたアウトカム目標の達成に寄与する。 

 

●アウトプット目標 

1.機械学習品質マネジメントガイドライン 

 本研究項目では、AI システムの品質の考え

方を示し、それに基づいて AI システムの品質

を評価・改善して、用途に見合った適切な品

質を実現するための手法を提示するガイドラ

イン、「機械学習品質マネジメントガイドラ

イン」を作成し、公表した。ガイドラインでは

AI システムの品質の考え方を示すため、品質

に関し以下の 3 種類の階層を区別した。(1)シ

ステムの利用時品質、(2)システムの構成要素

の外部品質、(3)機械学習要素の内部品質であ

る。(1)利用時品質の例としては、システム本

来の用途における有用性、システムの動作の

安全性や公平性、利用者のプライバシーの維

持などが挙げられる。(2)構成要素の外部品質

としてガイドライン第4版はa.リスク回避性、

b.AI パフォーマンス、c.公平性、d.プライバ

シー、e.AI セキュリティを挙げる。(3)内部品

質はガイドライン第 4 版において 14 項目、詳

細まで見ると 21 項目あるが、次の 5 種類に大

別される。A.問題領域の分析とデータ設計、

B.データセットとデータの妥当性、C.機械学

習モデルの妥当性、D.プログラムの妥当性、

E.運用時の品質の妥当性である。これら ガイドライン第 4 版が挙げる外部品質と内部品質の体系 

を含むガイドラインを日本語版は第 4 版、英語 

版は第 3 版まで発行、公開した。 

 さらに、ガイドラインの考え方を国際標準化団体 ISO/IEC JTC1/SC42 における国際標準文書に反映させ

る活動を行った。その結果、技術報告書 ISO/IEC TR 5469:2024 Artificial Intelligence - Functional 

safety and AI systems が 2024 年 1 月に発行された。さらに TR 5469（技術報告書）を踏まえて TS（技

術仕様書）を作る活動として、ISO/IEC AWI TS 22440 の検討が始まっている。 
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2.機械学習応用分野ごとの品質評価リファレンスの策定 

 ガイドラインは個別の適用に関して詳細を示さない。そこで、ガイドラインの理解を助け、対象となる

個別システムに対する施策の検討に役立てる実施例を開発し公開することを目指した。成果として、次の

機械学習システムについて品質マネジメント事例を開発した結果を文書にまとめ、機械学習システム品質

マネジメントリファレンスガイドとして発行した。また、事例開発と並行して、ガイドラインに基づくAI

開発プロセスを提示し、そのプロセスを支援する品質アセスメントシートを開発し、リファレンスガイド

に収録して公表した。開発システムは「自動運転向け物体認識」「製造工場における外観検査」「スマー

ト車椅子向け人検出」「家電時系列データからの異常検知」「商品レビューの感情分析」等である。 

 

3.機械学習品質評価共通基盤（テストベッド）の開発 

 本研究項目では機械学習の資源であるデータセット及び学習モデルを対象とし、機械学習品質マネジメ

ントガイドラインで記載された内部品質特性や要件を測定/テスト/評価するためのツールセットの提供を

目標とした。成果として、機械学習システム開発におけるデータ準備から品質調査・評価までを一体的に

管理し、具体的品質評価技術の適用やその結果の管理などを行うオープン型プラットフォームを開発し

た。Qunomon と呼ぶ当該オープンソースソフトウェア群を活用することで、品質評価対象に対して定義さ

れた TestDescription を実行した品質評価結果をガイドライン文書上の品質特性と対応させた形で PDF 形

式のレポート文書として出力させることができる。出力に際してはあらかじめ用意されたテンプレートの

他に、各組織の基準や採用するガイドライン・標準にあわせたテンプレートを自作し、レポートテンプ

レートとして登録することも可能である。 

 

4.具体的な品質評価技術およびツールの研究開発 

 研究項目 1 の機械学習品質マネジメントガイドラインで要求される品質評価項目に対して、その達成を

支援・確認・評価するような品質評価・向上技術について、ソフトウェア工学、機械学習、統計解析、シ

ステム実装技術などをもとに、調査・研究を行った。具体的には「深層学習の特徴量解析と自動調整によ

る品質評価・改善のための技術開発」「機械学習モデルの安定性の計測・向上技術」「深層 NN ソフト

ウェアのデバック・テスティング方式の研究」の 3 技術分野について既存技術を調査した上で新しい品質

評価・向上技術の研究と評価ツールの開発に取り組むとともに、その成果をガイドラインに反映させた。 

 

●実施体制 

 

 

●成果とその意義 

 ガイドラインは初版発行以降、国内の多くの企業に参照され、日本の AI 品質マネジメント先進企業の

多くにとって拠り所となっている。ガイドラインには 2023 年 6 月から 12 月までのアクセスログを解析し

たところ、毎月 1,000 件強のアクセスがある。また、経済産業省、総務省消防庁、厚生労働省による「プ

ラント保安分野 AI 信頼性評価ガイドライン（案）」では本ガイドラインに言及された上でガイドライン

が提唱する、利用時品質・外部品質・内部品質の 3 階層に沿った信頼性評価の手順が示されている。ま

た、2023 年 12 月に政府の AI 戦略会議が公表した「AI 事業者ガイドライン案」には 154 ページの別添の

中で 43 回に渡って本ガイドラインが引用されるなど、民間企業及び政府各省庁からも活用されている。 

 

●実用化・事業化への道筋と課題 

 本ガイドラインの民間企業への普及施策の一環として、2023 年度より NEDO 委託事業「NEDO プロジェク

トを核とした人材育成、産学連携等の総合的展開/AI 品質マネジメントに係る講座」を開始した（2025 年

度上期までに 5 期開催済）。また、AI 品質マネジメントシンポジウムを開催し成果の周知に努めると共

に、ガイドラインへの理解、ビジネスへの活用拡大と AI の新技術への対応も含めたさらなる研究開発を

目指して、企業等が集まるコンソーシアムの設立を予定している。 

（2024 年 7 月に AI 品質マネジメントイニシアティブとして設立された。50 社・団体以上より参加あり） 

●期間・予算 

(単位:百万円) 

2020FY 2021FY 2022FY 2023FY 2024FY 

237 176 240 175 - 

●特許出願及び論文発表 

特許出願 論文発表 発表・講演 雑誌掲載 その他 

1 件 8 件 40 件 0 件 22 件 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 
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添付資料 
●プロジェクト基本計画 

 
Ｐ２０００６ 

 

「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業」基本計画 

 

AI・ロボット部 

 

１． 研究開発の目的・目標・内容 

（１）研究開発の目的 

 ①政策的な重要性  

我が国は、「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において

Society 5.0を標榜しており、SDGs等の世界規模の課題の解決に貢献するととも

に、成熟社会が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などの社会課題

に対し、他国に先駆けて解決しなければならない。これらの課題解決にはテク

ノロジーと社会の仕組みを連動して変革していく必要があるが、そのテクノロ

ジーの一つとして人工知能（AI）技術に大きな期待が寄せられている。 

既に実世界の様々な分野やタスクにおいて AI 技術の適用が拡大されつつある

一方で、社会的・経済的な影響が大きい分野・タスクにおいては、AI による推

論結果を直接的に機械制御等に活用するのではなく、人と AI がそれぞれの得意

領域で役割分担して協働していく必要がある。その際には、単純に役割分担を

するだけなく、人と AIが相互に作用することで、人は AIの推論から新たな気づ

きを得て、AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、

人と共に進化する AIシステムの実現が重要となる。 

人と共に進化する AIシステムの研究開発は、「AI戦略 2019 ～人・産業・地

域・政府全てに AI～」（2019 年 6 月統合イノベーション戦略推進会議決定）の

（別表）中核基盤研究開発の一つとして、「文脈や意味を理解し、想定外の事

象にも対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開

発」として記載されており、重要な研究開発領域である。 

加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然とし

て存在している。 

 

◼ AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、

AIの安全性などの品質が重要となるが、AIの品質の評価・管理手法等は

いまだ確立されておらず、AI技術を適用する際の障壁となっている。 

◼ そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために

大量のデータが必要となり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の

適用が難しい。 

 

我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化する AI 技術

の基盤を確立し、上記の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が

必要となる。 
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②我が国の状況 

  「令和元年度版高齢社会白書」（2019 年 6 月閣議決定）では、我が国は長期

の人口減少過程に入っており、2053 年には総人口が 1 億人を割り込むと予想さ

れる。一方で少子高齢化が加速し、2036 年には 3 人に 1 人が 65歳以上になる推

計がされている。 

このため、今後、我が国は深刻な労働力不足に陥る可能性があり、我が国の

労働生産性の向上は急務となっている。AI 技術は人の業務を代替し、労働生産

性を大きく向上させることが期待され、人と AI が双方向でコミュニケーション

を取ることで新たなビジネスを創出することも想定される。 

また、「人づくり革命基本構想（2018 年 6月 13 日人生 100 年時代構想会議と

りまとめ） 参考資料」によると、民間企業における 1 人当たりの教育訓練費の

推移は、1990 年代以降減少傾向にあり、我が国は、人的資本の蓄積に不安を抱

えている。特に昨今では、変化し続ける社会に適応するために、一度習得した

スキルだけを一生使い続けるのではなく、リカレント教育によるスキルアップ

を図る必要がある。人と共に進化する AI システムは、専門家の育成や、新たな

スキルの習得を効率化していくことが可能であり、このような課題にも対応で

きる基盤技術として期待される。 

  加えて、AI に係る特許出願状況を見ると、2000 年から 2018 年までの AI 関連

の累計特許出願数は米国、中国に劣るものの我が国は世界第三位であり AI の技

術開発は活発であり、日本が持つ AI技術のポテンシャルは高いと考えられる。 

 

③世界の状況 

海外では米国の Google、Apple、Facebook、Amazon といったいわゆる GAFA や

中国のバイドゥ、アリババ、テンセントといったいわゆる BAT 等、大手 IT ベン

ダーや IT ベンチャーにより活発に研究開発が行われているなか、世界各国で AI

を基幹産業と位置付け、国際競争力を高める戦略が策定されている。 

米国では、GAFA が世界を牽引し、米国政府も AI を研究開発の優先事項と位置

付け、2016年 10月に「米国人工知能研究開発戦略計画」を発表、2019年 2月に

は大統領令「The American AI Initiative」が署名され、政府が AI技術研究開

発への投資にコミットしている。例えば政府機関の一つである DARPA（Defense 

Advanced Research Projects Agency）は、2018 年 9 月に XAI プログラム

（ Explainable Artificial Intelligence）や新たな AI 探索プログラム

（Artificial Intelligence Exploration）等複数のプログラムを包含する“AI 

Next Campaign”に 5年間で 2000億円以上を投資すると発表した。 

また、中国では、データ囲い込みと AI への集中投資で、研究開発が加速して

いる。中国政府は、2017年 7月に「次世代人工知能発展計画」を、2017年 12月

に「次世代人工知能産業の発展促進に関する三年行動計画（2018～2020 年）」

を相次いで発表し、2020 年までに人工知能重点製品の大量生産、重要な基礎能

力の全面的強化、スマート製造の発展深化、AI 産業の支援体制の確立等を通じ

た重点分野の国際競争力の強化、AI と実体経済の融合深化等を目指すとの目標

を達成するためのタスクが示された。 

欧州連合（EU）では、欧州委員会が、2018年 4月に AI戦略をまとめた政策文

書を発表し、2020 年末までに AI分野へ官民あわせて 200億ユーロを投資すると

いう数値目標を示すなど、加盟各国に対して AI 戦略フレームワークを示した。
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また、2019 年 4 月には、EU が AI 活用に関する「信頼できる AI のための倫理ガ

イドライン」を発表した。 

ドイツでは、2011年11月にものづくりを核とした「Industrie 4.0」を掲げ、

「サイバーフィジカルシステム（Cyber Physical System）」に基づく、新たな

ものづくりの姿を目指している。また、2018年 11月には「AI戦略」を発表し、

人工知能を倫理的、法律的、文化的、制度的に社会に定着させることなどを重

要な目標として位置付けた。 

 

 ④本プロジェクトのねらい 

本プロジェクトでは上記の状況を踏まえ、少子高齢化に伴う生産年齢人口の

減少など、今後、我が国が直面する社会課題を解決するために、以下の「人と

共に進化する AI システムの基盤技術開発」を実施する。 

 

「人と共に進化する AIシステムの基盤技術開発」 

    人と AI が相互に作用しながら共に成長し進化するシステムを構築するため

には、人が AI の判断結果だけでなく、判断根拠や推論の経緯を理解し、そ

こから気づきや新たな知見を得られる必要がある。しかし、機械学習、特に

ディープラーニングは、推論過程・推論根拠がブラックボックスとなってい

る。このため、AI の推論根拠や過程を示し、人が AI を理解することを可能と

する技術を開発する。 

    一方で、当該システムを構築するためには AI が人から知見を得ることで推

論精度等を高めていく仕組みも構築する必要がある。そのため、データと知

識の融合や AIによる人の意図理解など、人と AIが相互に理解し、学習してい

くための基盤技術についても開発する。 

 

また、AI を実世界に適用するにあたって、AI の品質評価や管理における課題

の解決や、実データの取得困難性による課題を解決するため、あわせて以下の

研究開発を行う。 

 

「実世界で信頼できる AIの評価・管理手法の確立」 

AI、特に機械学習を利用した AI システムの品質について、それぞれの分野

に適用される AI システムに必要な性能、安全性などを勘案して、必要な品質

が十分に担保されていることを確認・管理できる手法を確立する。 

   

「容易に構築・導入できる AI技術の開発」 

  学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・

導入を可能とする汎用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤

技術の開発を行う。 

   

（２）研究開発の目標 

①アウトプット目標 

本プロジェクトは、既存の技術やそのアプリケーションの開発といった連続

的な開発ではなく、実用化までに長期間を要するハイリスクで非連続な研究開

発を実施する。そのため、本プロジェクトでは、非連続なブレイクスルーを生
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み出す基盤技術を研究開発し、その技術が開発研究（本プロジェクトの成果を

活用し、付加的な知識を創出して、新しい製品、サービス、システム等の創出

又は既存のこれらのものの改良を狙いとする研究をいう。）を開始できる水準ま

でに達することを本プロジェクトの目標とする。 

具体的には、2024 年度までに、本事業の成果を活用した「人と共に進化する

AIシステム」に係る開発研究の着手率を 25パーセント以上とする。 

 

【中間目標】2022年度 

各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行

う。 

 

【最終目標】2024年度 

本プロジェクトのねらいの実現に向けて、得られた基盤技術を組み合わせ

た開発を開始できる水準までに達することを目標に、試験的適用結果に基

づく課題を解決し、開発研究の開始に必要な技術を確立する。また、実施

者は本プロジェクトの成果を活用した新たな「人と共に進化する AIシステ

ム」に係る開発研究の着手率 25パーセント以上を達成する。 

 

②アウトカム目標 

本プロジェクトの成果により、実世界の様々な分野・タスクにおいて人と共

に進化する AIシステムが導入され、人との協調が求められる分野・タスクにお

いて AIによる代替や人の新たな気づきによるビジネスの創出が期待される。特

に社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、金融などの分

野・タスクへの AIシステムの適用が進み、労働生産性を 2030年には 2020年度

比で 20％以上向上することに資するとともに、2030 年には、RPA（Robotic 

Process Automation）世界市場を約 320 億ドルに拡大し、日本のシェアも当初

予測の 8％から 12％以上に拡大することに資することをアウトカム目標とする。 

 

③アウトカム目標達成に向けての取組 

   本プロジェクトの研究開発事項のうち、「実世界で信頼できる AI の評価・管

理手法の確立」については、標準化を実現し、開発した AI 品質に係る考え方

を社会に広く普及させ、AI技術の様々な分野への実装を円滑にすることも必要

となる。 

このため、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

は、上記の研究開発とともに、「実世界で信頼できる AI の評価手法の確立」

については、標準化を研究開発と並行して検討し、国際標準獲得に向けた戦

略を検討する。 

さらに、NEDO は各技術開発の成果普及を図るために、機を捉えてワーク

ショップを開催するなど、研究成果の情報発信を行う。 

 

（３）研究開発の内容 

上記目標を達成するために、以下の研究開発項目について、別紙 1 の研究開

発計画及び別紙 2 の研究開発スケジュールに基づき研究開発を実施する。なお、

本プロジェクトは、AI の社会適用の早期化に資するハイリスクな基盤的技術



 

42 

 

 

に対して、産学官の複数事業者が互いのノウハウ等を持ちより協調して実施す

る事業であり、委託事業として実施する。 

 

研究開発項目① 人と共に進化する AIシステムの基盤技術開発 

◼ 研究開発項目①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開

発 

◼ 研究開発項目①－２ 説明できる AIの基盤技術開発 

◼ 研究開発項目①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術

開発 

◼ 研究開発項目①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

研究開発項目② 実世界で信頼できる AIの評価・管理手法の確立 

 研究開発項目③ 容易に構築・導入できる AIの開発 

  

２．研究開発の実施方式  

（１）研究開発の実施体制 

プロジェクトのプロジェクトマネージャー（PMgr）には、NEDO AI・ロボット部 

芝田兆史を任命する。 

研究開発項目①－４については、サブプロジェクトマネージャー（SPMgr）として

NEDO AI・ロボット部 齊藤洋和を任命する。本研究開発項目は開発期間が短いた

め、PMgrと SPMgr が責任を分担しつつ連携し、プロジェクトの進行全体を企画・

管理することで、プロジェクトに求められる技術的成果及び政策的効果を最大化

させる。 

また、各実施者の研究開発資源を最大限に活用し、効率的かつ効果的に研究開

発を推進する観点から、NEDO が選定した研究開発責任者（プロジェクトリーダー）

産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 フェロー 辻井 潤一氏の下で、各実施者

が、それぞれの研究テーマについて研究開発を実施する。 

NEDO は、先行する「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロジェクトか

らのテーマの移行とともに公募により研究開発実施者を選定する。 

研究開発項目①の共通基盤技術開発（別紙 1 研究開発計画参照）の研究開発は、

各研究開発テーマが互いに密接に関連することが想定され、また様々な分野へ適

用して試験できる環境やその環境が再現できる設備が必要であると考えられるこ

とから、拠点を設け、産学官の英知を結集することにより実施する。 

研究開発項目③についても同様の理由から、拠点を設け、産学官の英知を結集

することにより実施する。 

研究開発項目①～③の研究開発実施者については、原則として日本国内に研究

開発拠点を有するものを対象とし、単独又は複数で研究開発に参加するものとす

る。ただし、国外の団体の特別の研究開発能力や研究施設等の活用又は国際標準

獲得の観点から必要な場合は、当該の研究開発等に限り国外の団体と連携して実

施することができるものとする。 

なお、各実施者の研究開発能力を最大限活用し、効率的かつ効果的に研究開発

を推進する観点から、NEDO は研究開発責任者（プロジェクトリーダー）を選定し、

各実施者はプロジェクトリーダーの下で研究開発を実施する。 

 

（２）研究開発の運営管理 
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NEDO は、研究開発全体の管理、執行に責任を負い、研究開発の進捗のほか、外

部環境の変化等を適時に把握し、必要な措置を講じるものとする。運営管理は、

効率的かつ効果的な方法を取り入れることとし、次に掲げる事項を実施する。 

 

①研究開発の進捗把握・管理 

PMgr は、プロジェクトリーダーや研究開発実施者と緊密に連携し、研究開

発の進捗状況を把握する。また、外部有識者で構成する技術推進委員会を組

織し、定期的に技術的評価を受け、目標達成の見通しを常に把握することに

努める。 

研究開発テーマの目標設定においては、AI 分野の研究開発を取り巻く状況

は短期間で劇的に変化する可能性があることを踏まえて、PMgr は適宜研究開

発実施者に対して、以下のような取組を行わせる。  

◼ 研究開発テーマの目標は当該研究開発によって最終的に解決する課

題のみ明確化し、その過程における詳細な目標設定は必要に応じて

見直す。 

◼ 現場での試験、有識者やユーザからの評価などから課題を抽出し、

それを解決していくという研究開発サイクルを確立する。 

その他、研究開発実施者には必要に応じてアジャイル型の研究開発に適し

た開発管理を行わせる。 

②技術分野における動向の把握・分析 

PMgr は、プロジェクトで取り組む技術分野について、内外の技術開発動向、

知財の取得動向、政策動向、市場動向等について調査し技術の普及方策を分

析、検討する。なお、調査の効率化の観点から、本プロジェクトにおいて委

託事業として実施する。 

③研究開発テーマの評価 

研究開発の効率的な推進及び本プロジェクトの成果の適用分野の選定のた

め、研究開発項目①については、必要に応じて、ステージゲート方式を適用

する。 

PMgrは、外部有識者による審査を活用し、2022年度以降の研究開発テーマ

の継続是非を 2022年 3月までに決定する。 

 

（３）その他 

本プロジェクトは非連続ナショナルプロジェクトとして取扱う。 

 

３．研究開発の実施期間  

2020年度から 2024 年度までの 5年間とする。 

 

４．評価に関する事項   

NEDO は技術評価実施規程に基づき、技術的及び政策的観点から研究開発の意義、

目標達成度、成果の技術的意義並びに将来の産業への波及効果等について、プロ

ジェクト評価を実施する。 

評価の時期は、中間評価を 2022年度、終了時評価については事業終了の次年度

である 2025年度に行い、当該研究開発に係る技術動向、政策動向や当該研究開発

の進捗状況等に応じて、適宜見直すものとする。 
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また、中間評価結果を踏まえ必要に応じて研究開発の加速・縮小・中止等の見

直しを迅速に行う。 

 

５．その他重要事項  

（１）研究開発成果の取扱い 

① 成果の普及 

 研究開発実施者は研究成果を広範に普及するよう努めるものとする。NEDO は、

研究開発実施者による研究成果の広範な普及を促進する。 

  

② 標準化施策等との連携 

研究開発項目②において得られた研究開発成果については、標準化施策等と

の連携を図ることとし、標準化に向けて開発する評価手法の提案、データの提

供等を積極的に行う。なお、先端分野での国際標準化活動を重要視する観点か

ら、 

NEDOは、研究開発成果の国際標準化戦略を検討する。 

 

③ 知的財産権の帰属、管理等取扱い 

研究開発成果に関わる知的財産権については、「国立研究開発法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構 新エネルギー・産業技術業務方法書」第 25条の規

定等に基づき、原則として、全て委託先に帰属させることとする。なお、事業

化を見据えた知財戦略を構築し、適切な知財管理を実施する。 

 
④ 知財マネジメントに係る運用 

本プロジェクトは、原則として「「人と共に進化する次世代人工知能に関する

技術開発事業」における知財マネジメント基本方針」を適用する。なお、PMgr

はプロジェクトの成果の拡大及び普及を図るため、必要に応じ、そのための基

本事項について公募時に示すこととする。 

 

⑤ データマネジメントに係る運用 

本プロジェクトは、「「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事

業」におけるデータマネジメント基本方針（委託者指定データを指定しない場

合）」を適用する。なお、PMgr はプロジェクトの成果の拡大及び普及を図るため、

必要に応じ、そのための基本事項について 公募時に示すこととする。 
 

（２）「プロジェクト基本計画」の見直し 

PMgr は、当該研究開発の進捗状況及びその評価結果、社会・経済的状況、国内

外の研究開発動向、政策動向、研究開発費の確保状況等、プロジェクト内外の情

勢変化を総合的に勘案し、必要に応じて目標達成に向けた改善策を検討し、達成

目標、実施期間、実施体制等、プロジェクト基本計画を見直す等の対応をおこな

う。 
 

（３）根拠法  

本プロジェクトは、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法

第十五条第二号及び九号に基づき実施する。 
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６．基本計画の改定履歴  

（１）2020年 1月、制定 

（２）2020年 10月、プロジェクトリーダー（PL）の委嘱に係る変更 

（３）2021年 6月、プロジェクトマネージャー（PMgr）の変更 

（４）2022年 2月、１．研究開発の目的・目標・内容（３）研究開発の内容に

係る記載の修正、プロジェクトマネージャー（PMgr）に係る記載の変更、 

        （別紙１）研究開発計画「研究開発項目①：人と共に進化する AIシステム   

         の基盤技術開発」の一部修正 

     （５）2022年 5月、２．研究開発の実施方式（１）研究開発の実施体制に係る 

         記載の変更 

   （６）2023年 2月、５．その他重要事項 （１）研究開発成果の取扱い 

    ④知財マネジメントに係る運用、および⑤データマネジメントに係る運用 

    に関する記載の変更 

   （７）2024年 2月、 

    １．研究開発の目的・目標・内容 （３）研究開発の内容 

      誤記訂正 

    ２．研究開発の実施方式（１）研究開発の実施体制 

      研究開発責任者（プロジェクトリーダー）の役職名の変更 

    ４．評価に関する事項 

      終了時評価の時期を変更 

    （別紙１）研究開発計画 研究開発項目①：人と共に進化する AIシステム 

     の基盤技術開発 ２．研究開発の具体的内容 

      誤記訂正 

   （８）2024年 7月、 

    組織名変更に伴う発出組織名の変更 

    ２．研究開発の実施方式（１）研究開発の実施体制 

      組織名変更に伴う PMgrおよび SPMgrの所属組織名の変更 

   （９）2024年 11月、 

      SPMgrの変更 
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（別紙１）研究開発計画 

研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

１．研究開発の必要性 

   AI 技術が適用されることの社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タス

クでは、AI による推論結果を直接的に機械制御等に活用するのではなく、人と

AI が適切な役割分担のもとで協働していくことが必要である。これを実現する

ためには、人と AIが相互に作用することで、人は AIの推論から新たな気づきを

得て、AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる「人

と共に進化する AI システム」の実現が重要となる。このシステムの実現のため

には以下の課題が解決される必要がある。 

◼ AI システムが推論根拠を、人間が理解できる形で説明する必要があるが、

機械学習、特にディープラーニングは推論過程・推論根拠がブラック

ボックスとなっており、説明性に乏しい。 

◼ 人から知見を得ることで AI が精度等を高めていく仕組みを構築する必要

があるが、データからの機械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融

合して利用する技術や、人の意図を理解する技術など、人と AI が相互学

習していく仕組みについて技術が確立されていない。 

  

２．研究開発の具体的内容 

   上記の課題を踏まえて、「人と共に進化する AI システム」の以下の技術の研

究開発を行う。 

◼ 活用する分野において必要な精度を保ちつつ、AI の学習結果や推論過

程・推論根拠を説明する AIシステムを実現する技術 

◼ データからの機械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融合して利用

する技術や、人の意図を理解する技術など、人と AI が相互学習する上で

必要となる基盤技術 

◼ 「人と共に進化する AI システム」において取り扱う製品・商品などの

データ基盤構築技術    

   また、多くの分野でリファレンスとなる人と共に進化する AI システムのアー

キテクチャや、人の認知行動に係る研究開発などの人と共に進化する AI の共通

基盤技術も開発する。 

   共通基盤技術は多様な実社会の環境で試験しつつ研究開発を進める必要があ

るため、このような共通基盤技術は様々な分野へ適用して試験できる環境やそ

の環境が再現できる設備が整った研究開発拠点において研究開発を行う。 

   また、同時に研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、

以下の機能を備える。 

◼ 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用で

きるように整備するとともに、密に意見交換できる体制を構築する。 

◼ 「人と共に進化する AI システム」に係る研究開発拠点以外の成果につい

ても、NEDO の協力のもと他の実施者の許諾を得て、集約化し統一的な情

報発信を行うことで、開発した技術の実用化・事業化を促進する。 

 

具体的な研究開発事項は以下の通り。 

研究開発項目①－１ 人と共に進化する AIシステムのフレームワーク開発 
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研究開発項目①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

研究開発項目①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AIの基盤技術開発 

研究開発項目①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

 

 

３．達成目標 

  【中間目標】 

開発する各技術について、試験的に特定の分野に適用可能なレベルに達す

る。また、各要素技術については試験的に特定の分野に適用し、開発研究に

向けた課題抽出を行う。 

   

【最終目標】 

特定分野に試験的に適用した結果、挙げられた課題を解決し、開発研究の

開始に必要な技術を確立する。 
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研究開発項目②：実世界で信頼できる AIの評価・管理手法の確立 

 １．研究開発の必要性 

現在、既に AI技術が導入されている分野として、EC（Electronic Commerce）

サイト、SNS 等におけるレコメンド機能や郵便番号や宛名住所の文字認識など

がある。このような分野は、AI の判断が誤りだった場合の社会的・経済的影

響が小さく、AI システム自体の品質の重要度は比較的低い。他方、貸付審査、

医療診断、自動運転などに AI システムが適用された場合は、判断が誤りだっ

た場合の社会的・経済的影響が大きいため、AI の品質評価・管理が重要であ

る。 

例えば自動運転の場合、天候変化や歩行者の急な飛び出し等、AI システム

は多様な状況の下で柔軟に機能することを求められるが、そのような AI の性

能や信頼性の評価・管理は容易ではない。さらに、運用中にも AI が学習する

場合には、AI システムが時々刻々と変化していく可能性がある。そのため、

AI システムの性能の評価・管理には既存のソフトウェアの品質評価・管理手

法を用いることが困難である。 

上記の状況を踏まえて、「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロ

ジェクトにおいて「機械学習品質マネジメントガイドライン」（2020 年公表予

定）が策定され、AI の品質評価・管理の基本的な考え方が示される予定であ

る。しかし、品質の評価項目、指標、目的などは AI の適用分野や利用形態に

よって異なるものであり、具体的な評価方法は記載されない予定である。 

今後、「機械学習品質マネジメントガイドライン」の考えに基づいた具体的

な品質評価・管理手法を示すとともに、実社会に適用して品質評価・管理の

事例を積み上げていくことにより、品質評価・管理手法を広く社会に普及し

ていくことが、AI システムを実世界に隅々まで浸透させるためには必要不可

欠である。 

 

 ２．研究開発の概要 

具体的な AI の品質評価・管理手法を確立するために、以下の研究開発を行

う。 

◼ 「機械学習品質マネジメントガイドライン」を踏まえ、実際の事例を

ベースに、評価項目・指標・目的など明示化した具体的な品質評価・管

理マニュアルの策定 

◼ 推論結果の安定性の計測技術や向上技術などの品質評価・管理技術の開

発 

◼ AIの品質評価・管理のプロセスは AIシステムの構築と並行して行われる

ことが想定されることから、その過程で生じる膨大な検査データや統計

的なデータ等を統合的に取り扱うことができるテストベッドの開発 

 また、当該研究開発は標準化施策等との連携を図ることとし、標準化に向け

て開発する評価手法の提案、データの提供等も積極的に行う。 

 

 ３．達成目標 

  【中間目標】 

◼ 実際の事例に基づいて、具体的な品質評価・管理マニュアルを 3 件公開

する。 
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◼ 品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事例に適用する。 

◼ テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開する。 

 

  【最終目標】 

◼ 公開した品質評価・管理手法を活用し、現場で実際に品質管理を 3 件以

上行う。 

◼ 開発した品質の計測技術・向上技術をテストベッドに組み込む。 

◼ 研究者からのフィードバックを受け、必要となる機能を搭載したテスト

ベッドの完成版を公開する。 
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研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 

１．研究開発の必要性 

AI 技術の導入が期待される分野は多様であるが、現実には大量のデータを

収集すること自体が不可能なケースや、AI の学習に必要なデータを集めるた

めには大きなコストがかかるケースがある。 

例えば、製造現場における異音検知などの場合は、そもそも学習用データと

なる異音のデータを、AI が必要な精度を出すレベルまで用意できないケース

などが存在している。また、データを用意できる場合であっても、モデル構築

のために大量の学習用データが必要となる。データを収集し、収集したデータ

にタグ付けし正規化を行う作業等、データの収集と前処理に大きなコストがか

かる。 

また、AI 技術の開発プロセスにおいては、学習に高性能の計算資源が必要

になり、この観点からもコストが高くなる。人と共に進化する AI システムを

実世界に隅々まで浸透させるためには、これらの課題を解決する必要がある。 

 
２．研究開発の具体的内容 

大量の学習用データを用いた学習済みモデルを用いて、少量の学習用データ

で AIシステムを効率的に作成するためのプラットフォームを構築する。具体的

には、画像、動画や言語など異なるタイプのデータによる汎用モデルを効率的

に構築する技術の開発、実応用分野に分かれた準汎用モデルの開発、それら学

習済モデルを組み合わせて適用分野において少量データで高精度のモデルを構

築する技術の開発、データや構築されたモデル効率的に管理して利活用を容易

にするための技術の開発などを行う。また、本技術開発は多種多様・大量デー

タを効率的に処理する計算基盤が必要不可欠であることから、その設備が整っ

た研究開発拠点において研究開発を行う。 

加えて、研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、以下

の機能を備える。 

◼ 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用で

きるように整備するとともに、密に意見交換できる体制を構築する。 

◼ 「容易に構築・導入できる AI」に係る研究開発成果を積極的に発信し、

開発した技術の実用化・事業化を促進する。 

 
３．達成目標 

【中間目標】 

汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術など、AI システムを容易に

構築する要素技術の有効性を確認する。その際、具体的な事例で試験的に

AI システムを複数件構築し、試験結果から、プラットフォーム構築に向け

た課題抽出を行う。 

 

【最終目標】 

汎用学習済みモデルを用いて効率的に構築でき、容易に利活用でき、実

用レベルで機能する AIシステムを、大学や企業等が利用できるプラット

フォームを構築する。 
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（別紙２）研究開発スケジュール 
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●プロジェクト開始時関連資料 

 

事前評価結果 
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●各種委員会開催リスト 

 

採択審査委員会 

件名 内容 実施日 

第 1 日 応募者に対するヒアリング審査 2020/6/17 

第 2 日 応募者に対するヒアリング審査 2020/6/18 

 

ステージゲート委員会 

件名 内容 実施日 

第 1 日 実施者による報告・質疑応答・審査 2021/12/15 

第 2 日 実施者による報告・質疑応答・審査 2021/12/17 

第 3 日 実施者による報告・質疑応答・審査 2021/12/23 

 

技術推進委員会 

件名 内容 実施日 

2021 年度 実施者による報告・技術推進委員による指導 2021/5/11, 5/14 

2022 年度 実施者による報告・技術推進委員による指導 2022/12/09, 12/12, 12/19 

2023 年度 実施者による報告・技術推進委員による指導 2023/11/29, 12/11, 12/13 

2024 年度 実施者による最終成果報告・技術推進委員による指導 
2025/1/31, 2/18, 2/20, 

2/27, 2/28 

 

 

＜①-4 商品情報データベース構築のための研究開発＞ 

 

採択審査委員会 

件名 内容 実施日 

第 1 日 応募者に対するヒアリング審査 2022/6/10 

 

 

技術委員会 

件名 内容 実施日 

2022 年度 実施者による報告・技術推進委員による指導 2023/2/20 

2023 年度 実施者による報告・技術推進委員による指導 2024/1/26 

2024 年度 実施者による最終成果報告・技術推進委員による指導 2024/12/9 

 

 

  



 

添付資料-54 

 

●特許論文等リスト 

 

（１）研究発表・論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名

等 
発表年月 

内部英治 ＡＴＲ Ｌａｔｅｎｔ ｂｒａｉｎ ｄｙｎａｍｉｃｓ ｅｓｔｉｍａｔ
ｉｏｎ ａｎｄ ｄｅｅｐ ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ ｉｍｉｔａ
ｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

３１ｓｔ Ｕ．Ｓ．－Ｊａｐａｎ Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｆｏｒｕｍ 

2020.10 

堀川友慈 ＡＴＲ 心的イメージを支える脳の働き ―
夢、想像、注意に関わる心的イメージ
の脳情報デコーディング―  

第２１回日本イメージ心理
学会大会 

2020.11 

内部英治 ＡＴＲ 深層強化学習入門  第２３回情報論的学習倫理
ワークショップ（ＩＢＩＳ２０２０）
チュートリアル  

2020.11 

島崎秀昭 北海道大学 脳への計算論的アプローチ概説： 
視覚野の理論を中心に． 

日本視覚学会２０２１年冬
季大会 企画セッション「視
覚・脳科学への計算論的ア
プローチの最前線」 

2022.1 

ＨＯ Ｊｕｎ Ｋａｉ／Ｔｏ
ｍｏｙａｓｕ Ｈｏｒｉｋａｗａ
／Ｋｅｉ Ｍａｊｉｍａ／Ｙ
ｕｋｉｙａｓｕ Ｋａｍｉｔａｎｉ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｉｎｔｅｒ－ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ ｄｅｅｐ ｉｍａｇｅ ｒ
ｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

ｎｅｕｒｏｍａｔｃｈ４．０ 2021.12 

Ｅｉｊｉ Ｕｃｈｉｂｅ ＡＴＲ Ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ａｎｄ ｍｏｄｅｌ－ｆｒｅｅ 
ｉｍｉｔａｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ 
Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ２０２１ 

2021.12 

島崎秀昭 北海道大学 標準リカレントネットワークモデルでつ
なぐ皮質回路の構造・機能・作動原
理． 

令和３年度生理学研究所
研究会「大脳皮質を中心と
した神経回路： 構造と機
能、その作動原理」 

2021.12 

内部英治 ＡＴＲ モデルフリーとモデルベース強化学
習のための非同期並列学習  

第３５回人工知能学会全国
大会（ＪＳＡＩ２０２１）  

2021.6 

Ｋｏｊｉ Ｉｓｈｉｈａｒａ／Ｊｕ
ｎ Ｍｏｒｉｍｏｔｏ 

ＡＴＲ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌｌｙ ａｆｆｏｒｄａｂｌｅ ｈｉｅ
ｒａｒｃｈｉｃａｌ ｆｒａｍｅｗｏｒｋ ｆｏｒ ｈｕｍａ
ｎｏｉｄ ｒｏｂｏｔ ｃｏｎｔｒｏｌ  

ＩＥＥＥ／ＲＳＪ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｉｎｔ
ｅｌｌｉｇｅｎｔ Ｒｏｂｏｔｓ ａｎｄ Ｓ
ｙｓｔｅｍｓ（ＩＲＯＳ２０２１）  

2021.9 

森本淳 ＡＴＲ ロボット学習における身体・環境モデ
ルの活用  

第１５回 Ｍｏｔｏｒ Ｃｏｎｔｒｏｌ 
研究会 

2021.9 

内部英治 ＡＴＲ 方策と環境モデルを生成モデルとし
て学習する敵対的生成模倣学習  

第３９回日本ロボット学会学
術講演会  

2021.9 

テーマ名 ①-1-1 サイボーグ AI に関する研究開発 

実施者名 株式会社国際電気通信基礎技術研究所（ATR） 
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Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ
／Ｔａｋａｓｈｉ ＦＵＫＡ
ＤＡ／Ｆｒｅｄｅｒｉｃ ＤＥ
ＨＡＩＳ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩ
Ｉ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ．
／Ｕｎｉｖ．ｏｆ 
Ｔｏｕｌｏｕｓｅ 

Ａｕｄｉｔｏｒｙ ｐｅｒｃｅｐｔｉｏｎ ｐｅｒｆｏｒｍａｎ
ｃｅ ｄｕｒｉｎｇ ｄｕａｌ ｔａｓｋ ｗｉｉ ｓｋａｔｅ
ｂｏａｒｄｉｎｇ ｉｓ ｒｅｌａｔｅｄ ｔｏ ｐｒｅ－ ａ
ｎｄ ｐｏｓｔ－ｓｔｉｍｕｌｕｓ ａｌｐｈａ ａｎｄ 
ｇａｍｍａ ｂａｎｄ ｐｏｗｅｒ ｉｎ ａｕｄｉｔｏｒ
ｙ ａｎｄ ｆｒｏｎｔａｌ ｂｒａｉｎ ｒｅｇｉｏｎｓ 

Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ ２０２２ 2022.11 

Ｐａａｖｏ ＰＡＲＭＡＳ
／ Ｔａｋｕｍａ ＳＥＮ
Ｏ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｋｅｉｏ 
Ｕｎｉｖ． 

Ｐｒｏｐｐｏ： ａ Ｍｅｓｓａｇｅ Ｐａｓｓｉｎｇ Ｆ
ｒａｍｅｗｏｒｋ ｆｏｒ Ｃｕｓｔｏｍｉｚａｂｌｅ ａｎ
ｄ Ｃｏｍｐｏｓａｂｌｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ａｌｇｏｒｉ
ｔｈｍｓ 

Ｔｈｉｒｔｙ－Ｓｉｘｔｈ Ｃｏｎｆｅｒｅ
ｎｃｅ ｏｎ Ｎｅｕｒａｌ Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ 
（ＮｅｕｒＩＰＳ ２０２２） 

2022.11 

Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ ＡＴＲ／Ｕｎｉ
ｖ．ｏｆ Ｔｏｕｌ
ｏｕｓｅ 

Ｔｈｅ ｃｈａｌｌｅｎｇｅｓ ａｎｄ ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 
ｆｏｒ ’ｒｅａｌ－ｗｏｒｌｄ’ ＥＥＧ  

Ｔｈｅ ３４ｔｈ ＥＥＧＬＡＢ 
Ｗｏｒｋｓｈｏｐ 

2022.11 

Ｅｉｊｉ Ｕｃｈｉｂｅ ＡＴＲ Ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎ
ｇ ｕｓｉｎｇ ｅｎｔｒｏｐｙ ｒｅｇｕｌａｒｉｚａｔｉｏｎ 
ｏｆ ｐｏｌｉｃｙ ａｎｄ ｍｏｄｅｌ  

Ｎｅｕｒａｌ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ 
Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ２０２２ 

2022.12 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲＩ
ＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨＩＢ
Ｅ 

ＡＴＲ Ｏｎｌｉｎｅ ｄａｔａ－ｄｒｉｖｅｎ ｉｎｖｅｒｓｅ ｒｅ
ｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ ｄｅｔｅｒ
ｍｉｎｉｓｔｉｃ ｓｙｓｔｅｍｓ 

ＩＥＥＥ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ Ｓｅｒｉ
ｅｓ ｏｎ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ 
Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ（ＳＳＣＩ２０２
２） 

2022.12 

Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ｆｒｏｍ ｂｒａｉｎ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ ｔｏ Ａ
Ｉ， ａｎｄ ｂａｃｋ ｔｈｅｒｅ 

東京大学松尾研セミナー 2022.2 

内部英治／石原弘二
／小山田創哲／久保
顕大 

ＡＴＲ サイボーグＡＩに関する研究開発 ＮＥＤＯ ＡＩ ＮＥＸＴ ＦＯ
ＲＵＭ ２０２３ 

2023.2 

石井信 ＡＴＲ サイボーグＡＩに関する研究開発 ＮＥＤＯ ＡＩ ＮＥＸＴ ＦＯ
ＲＵＭ ２０２３ 

2023.2 

石原弘二／森本淳  ＡＴＲ ヒューマノイドロボットの運動学習  第６６回システム制御情報
学会研究発表講演会（ＳＣ
Ｉ） 

2022.5 

内部英治 ＡＴＲ Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ ａｎｄ 
ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ ｂｅｔｗｅｅｎ ｍｏｄｅｌ－ｂ
ａｓｅｄ ａｎｄ ｍｏｄｅｌ－ｆｒｅｅ ｒｅｉｎｆｏｒｃ
ｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍｓ 

第４５回日本神経科学大会
（Ｎｅｕｒｏ２０２２）  

2022.6 

Ｄａｉｃｈｉ Ａｚｕｍａ／Ｔ
ａｉｋｉ Ｍｉｙａｎｉｓｈｉ／Ｓ
ｈｕｈｅｉ Ｋｕｒｉｔａ／Ｍｏ
ｔｏａｋｉ Ｋａｗａｎａｂｅ 

ＡＴＲ ＳｃａｎＱＡ： ３Ｄ ｑｕｅｓｔｉｏｎ ａｎｓｗｅｒｉ
ｎｇ ｆｏｒ ｓｐａｔｉａｌ ｓｃｅｎｅ ｕｎｄｅｒｓｔａ
ｎｄｉｎｇ 

ＩＥＥＥ／ＣＶＦ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ
ｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｃ
ｏｍｐｕｔｅｒ Ｖｉｓｉｏｎ ａｎｄ 
Ｐａｔｔｅｒｎ Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ 
（ＣＶＰＲ２０２２） 

2022.6 

内部英治 ＡＴＲ モデルベース・モデルフリー強化学習
の調停について 

第３６回人工知能学会全国
大会（ＪＳＡＩ２０２２）  

2022.6 
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内部英治 ＡＴＲ 決定論的方策を学習するためのモデ
ルベース強化学習  

ロボティクス・メカトロニクス
講演会２０２２（ＲｏｂｏＭｅｃｈ
２０２２） 

2022.6 

Ｒｉｓａ Ｋａｔａｙａｍａ／
Ｗａｋｏ Ｙｏｓｈｉｄａ／Ｓ
ｈｉｎ Ｉｓｈｉｉ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ ｍｏｄｕｌａｔｅｓ ｔｈｅ ｄｅｃ
ｏｄａｂｉｌｉｔｙ ｏｆ ｓｃｅｎｅ ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ 
ｄｕｒｉｎｇ ｐａｒｔｉａｌｌｙ－ｏｂｓｅｒｖａｂｌｅ ｍ
ａｚｅ ｅｘｐｌｏｒａｔｉｏｎ 

第４５回日本神経科学大会 2022.7 

Ｒｕｙｕｅ Ｚｈａｎｇ／Ｔｓ
ｕｙｏｓｈｉ Ｍｉｙａｋａｗａ
／Ｓｈｉｇｅｒｕ Ｓｈｉｎｏ
ｍｏｔｏ／Ｓｈｉｎ Ｉｓｈｉｉ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｄｅｃｏｄｉｎｇ ｓｐａｔｉａｌ ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ ｗｉ
ｔｈ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｍｅｔｒｉ
ｃｓ 

第４５回日本神経科学大会 2022.7 

Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ  ＡＴＲ Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ ａｎｄ Ｓｔｉｍｕｌａｔｉｎｇ ｔｈ
ｅ Ｂｒａｉｎ ａｔ ｔｈｅ Ｅｘｔｒｅｍｅｓ ｏｆ 
Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ 

２０２２ Ｎｅｕｒｏｅｒｇｏｎｏｍｉｃ
ｓ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

2022.7 

Ｋｏｊｉｒｏ ＨＡＹＡＳＨＩ
／Ｋｅｉｓｕｋｅ ＦＵＪＩＭ
ＯＴＯ／Ｒｉｓａ ＫＡＴ
ＡＹＡＭＡ／Ｊａｎｅ 
Ｚ．Ｌｉａｎｇ／ Ｗａｋｏ 
ＹＯＳＨＩＤＡ／Ｓｈｉｎ 
ＩＳＨＩＩ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｎｅｕｒａｌ ｄｅｃｏｄｉｎｇ ｏｆ ｉｍａｇｅｓ ｓｈ
ａｒｉｎｇ ｓａｍｅ ｓａｌｉｅｎｃｙ ｍａｐｓ 

第４５回日本神経科学大会 2022.7 

Ｓｏｔｅｔｓｕ ＫＯＹＡＭ
ＡＤＡ／Ｋｅｉｇｏ ＨＡ
ＢＡＲＡ／Ｎａｏ ＧＯＴ
Ｏ／Ｓｈｉｎｒｉ ＯＫＡＮ
Ｏ／Ｓｏｉｃｈｉｒｏ ＮＩＳ
ＨＩＭＯＲＩ／Ｓｈｉｎ Ｉ
ＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｍｊｘ： Ａ ｆｒａｍｅｗｏｒｋ ｆｏｒ Ｍａｈｊｏ
ｎｇ ＡＩ ｒｅｓｅａｒｃｈ 

２０２２ ＩＥＥＥ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ
ｅ ｏｎ Ｇａｍｅｓ （ＣｏＧ） 

2022.8 

Ｆａｎ Ｃｈｅｎｇ／Ｔｏｍ
ｏｙａｓｕ Ｈｏｒｉｋａｗａ／
Ｋｅｉ Ｍａｊｉｍａ／Ｙｕｋ
ｉｙａｓｕ Ｋａｍｉｔａｎｉ 

ＡＴＲ Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｏｆ ｌｉｎｅ ｉｌｌｕｓｉｏｎ 
ｆｒｏｍ ｈｕｍａｎ ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｃｏｇｎｉｔ
ｉｖｅ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ Ｎｅ
ｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ 
（ＣＣＮ２０２２） 

2022.8 

Ｋｅｌｉ Ｓｈｅｎ／Ｊｕｎｉｃ
ｈｉｒｏ Ｈｉｒａｙａｍａ 

ＡＩＳＴ Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ Ｃｏｍｐｌｅｘ Ｄａｎｃｅ 
Ｍｏｔｉｏｎｓ Ｔｈｒｏｕｇｈ Ｋｉｎｅｍａｔｉｃ 
Ｍｏｔｏｒ Ｓｙｎｅｒｇｙ 

第４０回日本ロボット学会学
術講演会 

2022.9 

内部英治 ＡＴＲ 多目的強化学習のための経験再生
バッファの分離 

第４０回日本ロボット学会学
術講演会 

2022.9 
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Ｓｈｏ ＴＡＫＥＤＡ／Ｓ
ａｔｏｓｈｉ ＹＡＭＡＭＯ
ＲＩ／Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＧ
Ｉ／Ｊｕｎ ＭＯＲＩＭＯ
ＴＯ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ 

Ａｎ ｅｍｐｉｒｉｃａｌ ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｏｆ ａ 
ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒ
ｎｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ ｔｏｗａｒｄｓ ｍｏｄｕｌａｒ 
ｒｏｂｏｔ ｃｏｎｔｒｏｌ 

ＡＲＯＢ－ＩＳＢＣ－ＳＷＡＲ
Ｍ ２０２４ 

2024.1 

Ｅｉｓｕｋｅ ＭＡＴＳＵＢ
ＡＲＡ／Ｓａｔｏｓｈｉ Ｙ
ＡＧＩ／Ｙｕｔａ ＧＯＴ
Ｏ／Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＭ
ＡＭＯＲＩ／Ｊｕｎ ＭＯ
ＲＩＭＯＴＯ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ 

Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ ｏｆ ｆａｕｌｔ ｔｏｌｅｒａｎｃ
ｅ ｏｆ ｑｕａｄｒｕｐｅｄ ｒｏｂｏｔｓ ｂｙ ｄｅｔ
ｅｃｔｉｎｇ ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ ａｎｏｍａｌｉｅｓ ｉ
ｎ ｓｅｎｓｏｒ ｓｉｇｎａｌｓ 

ＡＲＯＢ－ＩＳＢＣ－ＳＷＡＲ
Ｍ ２０２４ 

2024.1 

市原有生希／内部英
治 

ＡＴＲ ノミナルな環境に対してロバストな強
化学習アルゴリズムの提案 

第２６回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
３） 

2023.10 

後藤祐汰／山森聡／
八木聡明／森本淳 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

パラメータ空間でのネットワーク混合
を用いたマルチタスク強化学習による
汎化方策群の獲得 

第２６回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
３） 

2023.10 

角田日維／八木聡明
／山森聡／森本淳 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

多様な動作速度を含むエキスパート
データからの行動クローニング 

第２６回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
３） 

2023.10 

山森聡／森本淳 ＡＴＲ 暗黙的マルチタスクＲＬのための方策
適合 

第２６回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
３） 

2023.10 

森田光紀／山森聡／
八木聡明／杉本徳和
／森本淳 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

目的条件付け終端価値推定とそれを
用いたモデル予測制御 

第２６回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
３） 

2023.10 

鈴木勇翔／土橋宜典
／田中美里／青木俊
太郎／神谷之康 

ＡＴＲ／Ｈｏｋ
ｋａｉｄｏ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｋｙｏｔｏ 
Ｕｎｉｖ． 

脳活動を用いたＣＧ画像の物体位置
の推定 

令和５年度電気・情報関係
学会北海道支部連合大会 

2023.10 

鈴木勇翔／土橋宜典
／田中美里／青木俊
太郎／神谷之康 

ＡＴＲ／Ｈｏｋ
ｋａｉｄｏ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｋｙｏｔｏ 
Ｕｎｉｖ． 

Ｂｒａｉｎ Ｂａｓｅｄ Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ： 脳活
動を用いたＣＧ画像の生成 

情報処理学会、コンピュー
タグラフィックスとビジュアル
情報学研究会 第１９２回
研究発表会（ＣＧＶＩ， ＣＶ
ＩＭ， ＤＣＣ，ＰＲＭＵ合
同） 

2023.11 

Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ｃａｔｅｇｏｒｉｃａｌ ｉｎｖａｒｉａｎｔ ｇｅｎｅｒａｔｉｖ
ｅ ｍｏｄｅｌ （ＣＩＧＭＯ）： ｄｅｅｐ ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｖｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｉｎｓｐｉｒｅｄ ｂｙ ｐ
ｒｉｍａｔｅ ｈｉｇｈｅｒ ｖｉｓｉｏｎ 

Ｓｏｃｉｅｔｙ ｆｏｒ Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅ
ｎｃｅ ５０ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅ
ｅｔｉｎｇ （Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ２０
２３）  

2023.11 
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Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ａ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ ｍｏｄｅｌ ｔｈａｔ ｌ
ｅａｒｎｓ ｔｏ ｒｅｐｒｅｓｅｎｔ ａｂｓｔｒａｃｔ ｒｅ
ｌａｔｉｏｎａｌ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｆｒｏｍ ｍｅｍｏｒ
ｙ－ｂａｓｅｄ ｄｅｃｉｓｉｏｎ ｍａｋｉｎｇ 

第６回脳情報の解読と制御
研究会 

2023.12 

Ｓｏｔｅｔｓｕ ＫＯＹＡＭ
ＡＤＡ／Ｓｈｉｎｒｉ ＯＫ
ＡＮＯ／Ｓｏｉｃｈｉｒｏ Ｎ
ＩＳＨＩＭＯＲＩ／Ｙｕ 
ＭＵＲＡＴＡ／Ｋｅｉｇｏ 
ＨＡＢＡＲＡ／Ｈａｒｕｋ
ａ ＫＩＴＡ／Ｓｈｉｎ ＩＳ
ＨＩＩ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｐｇｘ： Ｈａｒｄｗａｒｅ－ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ ｐ
ａｒａｌｌｅｌ ｇａｍｅ ｓｉｍｕｌａｔｏｒｓ ｆｏｒ ｒｅｉ
ｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｔｈｉｒｔｙ－ｓｅｖｅｎｔｈ Ｃｏｎｆｅ
ｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｅｕｒａｌ Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｓ
ｙｓｔｅｍｓ （ＮｅｕｒＩＰＳ） 

2023.12 

Ｙｕｋｉ ＩＣＨＩＨＡＲＡ ＡＴＲ／ＮＡＩ
ＳＴ 

Ｔｏｗａｒｄｓ ｒｏｂｕｓｔ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ 
ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｌｇｏｒｉｔｈｍｓ ｆｏｒ ｎｏｍｉｎ
ａｌ ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ 

Ｔｈｅ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ
ｇ Ｓｕｍｍｅｒ Ｓｃｈｏｏｌ ｉｎ 
Ｏｋｉｎａｗａ ２０２４ （ＭＬＳ
Ｓ２０２４） 

2024.3 

石井信 ＡＴＲ サイボーグＡＩによる人とＡＩの共進化 電気通信情報学会ニュー
ロコンピューテイング研究
会 

2024.3 

内部英治 ＡＴＲ 人と生成的模倣学習の共進化による
人間参加型ロボット学習システム  

ロボティクス・メカトロニクス
講演会 ２０２３ （ＲｏｂｏＭｅ
ｃｈ２０２３）  

2023.6 

内部英治 ＡＴＲ 方策とモデルのエントロピ正則を導入
したオフラインーモデルベース模倣学
習 

第３７回人工知能学会全国
大会（ＪＳＡＩ２０２３）  

2023.6 

Ｋｅｌｉ ＳＨＥＮ， Ｊｕｎｉ
ｃｈｉｒｏ ＨＩＲＡＹＡＭ
Ａ 

ＡＩＳＴ Ｂｒｅａｋ Ｄａｎｃｅ Ｍｏｔｉｏｎ Ａｎａｌｙｓｉｓ 
ｔｈｒｏｕｇｈ Ｍｏｔｏｒ Ｓｙｎｅｒｇｙ 

ＩＳＢ／ＪＳＢ ２０２３ Ｃｏｎｇｒ
ｅｓｓ 

2023.7 

Ｎａｏ ＧＯＴＯ／Ａｋｉ
ｈｉｒｏ ＫＵＢＯ／Ｋｏｈ
ｅｉ ＯＨＡＳＨＩ／Ｔｏｓ
ｈｉｋｉ ＷＡＴＡＮＡＢＥ
／Ｋｏｓｕｋｅ ＮＡＫＡ
ＮＩＳＨＩ／Ｙｕｊｉ ＹＡＳ
ＵＩ／Ｙｕｔａｋａ ＮＡＫ
ＡＭＵＲＡ／Ｓｈｉｎ Ｉ
ＳＨＩＩ  

ＡＴＲ Ｄｅｅｐ ａｄｖｅｒｓａｒｉａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎ
ｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｎｄ ｉｔｓ ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ 
ｔｏ ａｄａｐｔｉｖｅ ｃｏｎｔｒｏｌ ｏｆ ａ ｌｏｃｏ
ｍｏｔｉｖｅ ｒｏｂｏｔ 

Ｔｈｅ ２２ｎｄ Ｗｏｒｌｄ Ｃｏｎ
ｇｒｅｓｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ａ
ｕｔｏｍａｔｉｃ Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＩＦＡ
Ｃ２０２３） 

2023.7 

Ｋｅｌｉ ＳＨＥＮ， Ｊｕｎｉ
ｃｈｉｒｏ ＨＩＲＡＹＡＭ
Ａ 

ＡＩＳＴ Ｋｉｎｅｍａｔｉｃ Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ Ｐｏｐ Ｄ
ａｎｃｅ Ｃｈｏｒｅｏｇｒａｐｈｉｅｓ ｔｈｒｏｕｇｈ 
Ｍｏｄｕｌａｒ Ｍｏｔｏｒ Ｓｙｎｅｒｇｙ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ 
ｏｆ Ｂｉｏｍｅｃｈａｎｉｃｓ ｉｎ Ｓ
ｐｏｒｔｓ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ  

2023.7 

Ｋｅｌｉ ＳＨＥＮ， Ｊｕｎｉ
ｃｈｉｒｏ ＨＩＲＡＹＡＭ
Ａ 

ＡＩＳＴ Ｋｉｎｅｍａｔｉｃ Ｍｏｔｏｒ Ｓｙｎｅｒｇｙ Ａｎ
ａｌｙｓｉｓ ｔｏ Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ Ｌｏｃｋ Ｄａ
ｎｃｅ Ｃｈｏｒｅｏｇｒａｐｈｉｅｓ 

４５ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔ
ｈｅ ＩＥＥＥ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 
ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｂｉｏｌ
ｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ 
Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｂｉｏｌｏｇｙ 
Ｓｏｃｉｅｔｙ 

2023.7 
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Ｐａａｖｏ ＰＡＲＭＡＳ
／ Ｔａｋｕｍａ ＳＥＮ
Ｏ／Ｙｕｍａ ＡＯＫＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅ
ａｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ ｓｃａｌａｂｌｅ ｃｏｍｐｏｓｉｔ
ｅ ｐｏｌｉｃｙ ｇｒａｄｉｅｎｔ ｅｓｔｉｍａｔｏｒｓ 

４０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏ
ｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｍａｃｈｉｎｅ 
Ｌｅａｒｎｉｎｇ（ＩＣＭＬ２０２３） 

2023.7 

Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ｔｏｗａｒｄ ａ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ ｍｏｄｅ
ｌ ｏｆ ｇｅｎｅｒａｌ ｍｅｍｏｒｙ ｆｕｎｃｔｉｏｎ 
ｉｎ ｔｈｅ ｈｉｐｐｏｃａｍｐａｌ ｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

第４６回日本神経科学大会
（Ｎｅｕｒｏ２０２３） 

2023.8 

Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

ＡＩ－ｂａｓｅｄ ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ ｒｅｗａ
ｒｄ ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｎｄ ｓｃｅ
ｎｅ ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ 

Ｔｈｅ Ｗｅｌｌｃｏｍｅ Ｃｅｎｔｒｅ 
ｆｏｒ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｖｅ Ｎｅｕｒｏｉ
ｍａｇｉｎｇ Ｗｅｄｎｅｓｄａｙｓ Ｓ
ｅｍｉｎａｒ Ｓｅｒｉｅｓ 

2023.9 

Ｓｈｉｇｅｒｕ ＳＨＩＮＯＭ
ＯＴＯ  

ＡＴＲ Ｎｏｎ－ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｂｌｅ ａｃｔｉｖｉｔｙ ｉｎ 
ｔｈｅ ｂｒａｉｎ 

Ｓｔｏｃｈａｓｔｉｃ ｍｏｄｅｌｓ ｏｆ 
ｔｈｅ ｂｒａｉｎ ａｎｄ ｒｅｌａｔｅｄ 
ｔｏｐｉｃｓ 

2023.9 

Ｋｏｊｉｒｏ ＨＡＹＡＳＨＩ
／Ｒｉｓａ ＫＡＴＡＹＡ
ＭＡ／Ｋｅｉｓｕｋｅ ＦＵ
ＪＩＭＯＴＯ／Ｗａｋｏ 
ＹＯＳＨＩＤＡ／Ｓｈｉｎ 
ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｕｎｉｖ．
Ｏｘｆｏｒｄ 

Ｔｈｅ ｎｅｕｒａｌ ｂａｓｅｓ ｏｆ ｐｒｉｏｒ ａｎ
ｄ ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ 

 ２０２３ ＩＢＲＯ Ｎｅｕｒｏｓｃｉ
ｅｎｃｅ  

2023.9 

Ｒｉｓａ ＫＡＴＡＹＡＭ
Ａ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｖａｌｕｅ－ｂａｓｅｄ ｄｅｃｉｓｉｏｎ－ｍａｋｉｎｇ 
ｒｅｌｙｉｎｇ ｏｎ ｕｎｃｅｒｔａｉｎ ｐｒｉｏｒ ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ 

 ２０２３ ＩＢＲＯ Ｎｅｕｒｏｓｃｉ
ｅｎｃｅ  

2023.9 

森本淳 ＡＴＲ サイボーグＡＩの研究開発 第４１回日本ロボット学会学
術講演会 

2023.9 

内部英治 ＡＴＲ 偏りのあるエキスパートデータから学
習する生成模倣学習の多重化 

第４１回日本ロボット学会学
術講演会  

2023.9 

内部英治 ＡＴＲ 強化学習のこれまでとこれから 大阪公立大学産官学共同
研究会 第１３８回テクノラ
ボツアー 

2023.9 

内部英治 ＡＴＲ 方策の積による報酬と罰からの並列
強化学習 

第３３回 日本神経回路学
会 サテライト企画・全国大
会（ＪＮＮＳ２０２３） 

2023.9 

内部英治 ＡＴＲ 方策の積による報酬と罰からの並列
強化学習  

第３３回 日本神経回路学
会 サテライト企画・全国大
会（ＪＮＮＳ２０２３） 

2023.9 

神谷之康  ＡＴＲ 脳とＡＩは似ているか－ＮｅｕｒｏＡＩの挑
戦 

日本心理学会第８７回大会 2023.9 
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Ｍａｔｉｊａ ＭＡＶＳＡＲ
／Ｅｉｊｉ ＵＣＨＩＢＥ／Ｊ
ｕｎ ＭＯＲＩＭＯＴＯ
／Ａｌｅｓ ＵＤＥ 

Ｊｏｚｅｆ Ｓｔｅｆ
ａｎ Ｉｎｓｔｉｔｕｔ
ｅ／ＡＴＲ／
Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｄｙｎａｍｉｃ ｂｉｍａｎｕａｌ ｈｕｍａｎ－ｔｏ
－ｒｏｂｏｔ ｏｂｊｅｃｔ ｈａｎｄｏｖｅｒｓ ｕｓｉｎ
ｇ ｍｏｔｉｏｎ ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ｄｅｅｐ ｎｅｕ
ｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

２０２５ ＩＥＥＥ／ＳＩＣＥ Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ 
ｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏ
ｎ （ＳＩＩ２０２５） 

2025.1 

石原弘二 ＡＴＲ 人型ロボットのダイナミクスモデル入
門 

京都大学大学院講義「学
習機械論」 

2024.10 

市原有生希／陣内 
佑／森村哲郎／阿部
拳之／蟻生開人／坂
本充生／内部 英治 

ＡＴＲ／ＮＡＩ
ＳＴ／Ｃｙｂｅｒ 
Ａｇｅｎｔ 

言語モデルのアライメントに対する頑
健なデーコーディング手法 

第２７回情報論的学習理論
ワークショップ （ＩＢＩＳ２０２
４） 

2024.11 

松原瑛将／八木 聡
明／後藤祐汰／山森
聡／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

四脚ロボットの関節異常検知と耐故障
向上のための考察 

第２５回計測自動制御学会
システムインテグレーション
部門講演会（ＳＩ２０２４） 

2024.12 

Ｒｉｓａ ＫＡＴＡＹＡＭ
Ａ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｖａｌｕｅ－ｂａｓｅｄ ｄｅｃｉｓｉｏｎ－ｍａｋｉｎｇ 
ｒｅｌｙｉｎｇ ｏｎ ｕｎｃｅｒｔａｉｎ ｐｒｉｏｒ－ｌｅｖ
ｅｌ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ ａｎｄ Ｓｙ
ｓｔｅｍｓ Ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ（Ｃ
ＯＳＹＮＥ２０２４） 

2024.2 

石井信 ＡＴＲ 自然知と人工知の融合に向けて 第１２７回日本小児学会学
術集会 

2024.4 

Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ａ ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ ｌｅａｒｎｉｎ
ｇ ａｂｓｔｒａｃｔ ｒｅｌａｔｉｏｎａｌ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
ｓ ｆｒｏｍ ｍｅｍｏｒｙ－ｂａｓｅｄ ｄｅｃｉｓｉｏ
ｎ－ｍａｋｉｎｇ ｔａｓｋｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ
ｃｅ ｏｎ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｒｅｐｒｅ
ｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ ２０２４（ＩＣＬＲ
２０２４） 

2024.5 

程帆 ＡＴＲ Ｄｅｃｉｐｈｅｒｉｎｇ ｖｉｓｕａｌ ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉ
ｏｎｓ ｂｅｈｉｎｄ ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｅ ｐｅｒｃｅｐｔｉ
ｏｎ ｕｓｉｎｇ ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｍｅｔｈ
ｏｄｓ 

２４ｔｈ Ａｎｎｕａｌ ｍｅｅｔｉｎｇ 
ｏｆ ｔｈｅ Ｖｉｓｉｏｎ Ｓｃｉｅｎｃｅ 
Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＶＳＳ２０２４）／
Ｗｅｂ 

2024.5 

Ｅｉｊｉ ＵＣＨＩＢＥ ＡＴＲ Ｈｕｍａｎ－ｉｎ－ｔｈｅ－ｌｏｏｐ ｐｏｌｉｃｙ ｌ
ｅａｒｎｉｎｇ ｂｙ ｃｏ－ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ ｏｆ 
Ｈｕｍａｎ ａｎｄ ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ ｉｍｉｔａｔｉ
ｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

２０２４ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ
ｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｒ
ｏｂｏｔｉｃｓ ａｎｄ Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｏｎ （ＩＣＲＡ２０２４） 

2024.5 

Ｅｉｊｉ ＵＣＨＩＢＥ ＡＴＲ Ｈｕｍａｎ－ｉｎ－ｔｈｅ－ｌｏｏｐ ｐｏｌｉｃｙ ｌ
ｅａｒｎｉｎｇ ｂｙ ｃｏ－ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ ｏｆ ｈ
ｕｍａｎ ａｎｄ ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ 
ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲＩ
ＡＳＬ 

ＡＴＲ Ｉｎｖｅｒｓｅ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ 
ｏｆ ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｓｔｉｃ ｓｙｓｔｅｍｓ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 

Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＭＡＭ
ＯＲＩ 

ＡＴＲ Ｍｕｌｔｉｔａｓｋ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ ｍｏｔｏｒ 
ｓｋｉｌｌ ｅｍｅｒｇｅｎｃｅ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 

白川健 ＡＴＲ ＳｐｕｒｉｏｕＳｐｕｒｉｏｕｓ ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏ
ｎ ｆｒｏｍ ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ： Ｔｈｅ ｔｈ
ｉｎ ｌｉｎｅ ｂｅｔｗｅｅｎ ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏ
ｎ， ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ， ａｎｄ ｈａｌｌｕｃｉｎ
ａｔｉｏｎ 

２４ｔｈ Ａｎｎｕａｌ ｍｅｅｔｉｎｇ 
ｏｆ ｔｈｅ Ｖｉｓｉｏｎ Ｓｃｉｅｎｃｅ 
Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＶＳＳ２０２４）／
Ｗｅｂ 

2024.5 
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Ｋｏｊｉ ＩＳＨＩＨＡＲＡ ＡＴＲ Ｗｈｏｌｅ－ｂｏｄｙ ｍｏｄｅｌ ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ 
ｃｏｎｔｒｏｌ ｆｏｒ ｈｕｍａｎｏｉｄ ｒｏｂｏｔｓ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲＩ
ＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨＩＢ
Ｅ 

ＡＴＲ Ａｎ ｉｎｖｅｒｓｅ ｏｐｔｉｍａｌ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ ｆｏｒ ｎｏｎｌｉｎｅａｒ ｓｙｓｔｅｍｓ 

１１ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏ
ｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ Ｃｏｎｔｒｏｌ， 
Ｄｙｎａｍｉｃ Ｓｙｓｔｅｍｓ， ａｎ
ｄ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ （ＣＤＳＲ ２
０２４） 

2024.6 

Ｊｉｅｘｉｎ ＷＡＮＧ／Ｅｉ
ｊｉ ＵＣＨＩＢＥ／ 

ＡＴＲ Ｒｅｗａｒｄ－ｐｕｎｉｓｈｍｅｎｔ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅ
ｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ ｍａｘｉｍｕｍ 
ｅｎｔｒｏｐｙ 

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｉｎ
ｔ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｅｕ
ｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ （ＩＪＣＮＮ 
２０２４） 

2024.6 

石井信 ＡＴＲ サイボーグＡＩによる人とＡＩの共進化 令和６年度電気学会四国
支部講演会  

2024.6 

小作貴司／山森聡／
八木聡明／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

マルチエージェント模倣学習に向け
た役割推定と動作模倣に関する考察 

ニューロコンピューティング
研究会（ＮＣ） 

2024.6 

石津敦弥／山森聡／
八木聡明／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

世界モデルにおける異なる視点から
の状態推定についての検討 

情報論的学習理論と機械
学習研究会 （ＩＢＩＳＭＬ） 

2024.6 

竹中郁弥／山森聡／
森田光紀／八木 聡
明／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

世界モデル学習とそれを用いたモデ
ル予測制御の実時間・実環境応用に
向けた検討 

情報論的学習理論と機械
学習研究会 （ＩＢＩＳＭＬ）
／抄録（Ｗｅｂ） 

2024.6 

石井信 ＡＴＲ 世界初の人・ＡＩ共進化実験環境「ロ
ボットスケートパーク」を実現 

広報誌「けいはんなＶｉｅｗ６
１号」 

2024.6 

古巻鉄平／八木聡明
／山森聡／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

事前方策学習による低次元行動空間
抽出と実環境における物体操り動作
獲得 

情報論的学習理論と機械
学習研究会（ＩＢＩＳＭＬ） 

2024.6 

小幡岬／八木聡明／
山森聡／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

動的な非協力ゲームとしての複数
エージェント経路探索問題の検討 

ニューロコンピューティング
研究会（ＮＣ 

2024.6 

甲斐舜也／八木 聡
明／後藤祐汰／山森
聡／森本淳 

ＡＴＲ／京都
大学 

階層強化学習を用いた四脚ロボット
の異なる床環境に対する歩行方策適
応 

ニューロコンピューティング
研究会（ＮＣ） 

2024.6 

石井信 ＡＴＲ Ｄｅｃｉｓｉｏｎ ｍａｋｉｎｇ ａｎｄ ｖｉｓｕａｌ ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ ｂｙ ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎ
ｃｅ ａｎｄ ｎａｔｕｒａｌ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ 

ＩＲＣＮ ａｎｄ Ｃｈｅｎ Ｉｎｓｔｉ
ｔｕｔｅ Ｊｏｉｎｔ Ｃｏｕｒｓｅ ｏｎ 
Ｎｅｕｒｏ－ｉｎｓｐｉｒｅｄ Ｃｏｍｐ
ｕｔａｔｉｏｎ 

2024.7 

Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ ＡＴＲ Ｎｅｕｒｏｅｒｇｏｎｏｍｉｃ ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ 
ｏｆ ａｔｈｌｅｔｉｃ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ 

Ｔｈｅ ５ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 
Ｎｅｕｒｏｅｒｇｏｎｏｍｉｃｓ Ｃｏｎ
ｆｅｒｅｎｃｅ 

2024.7 
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程帆 ＡＴＲ Ｕｎｖｅｉｌｉｎｇ ｔｈｅ ｂｒａｉｎ’ｓ ｖｉｓｕａｌ ｃ
ｏｄｅ： ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｎｇ ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｅ 
ｐｅｒｃｅｐｔｉｏｎｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ
ｃｅ ｏｎ Ｂｒａｉｎ Ｓｃｉｅｎｃｅ 
ａｎｄ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ 

2024.7 

小山田創哲 ＡＴＲ Ａ ｂａｔｃｈ ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ ｈａｌｖｉｎｇ ａｌ
ｇｏｒｉｔｈｍ ｗｉｔｈｏｕｔ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ 
ｄｅｇｒａｄａｔｉｏｎ 

ＲＥＩＮＦＯＲＣＥＭＥＮＴ Ｌ
ＥＡＲＮＩＮＧ ＣＯＮＦＥＲＥ
ＮＣＥ（ＲＬＣ２０２４） 

2024.8 

Ｈａｒｕｋａ ＫＩＴＡ／Ｓ
ｏｔｅｔｓｕ ＫＯＹＡＭＡ
ＤＡ／Ｙｏｔａｒｏ ＹＡ
ＭＡＧＵＣＨＩ／Ｓｈｉｎ 
ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
ＬＹ Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ 

Ａ ｓｉｍｐｌｅ， ｓｏｌｉｄ， ａｎｄ ｒｅｐｒｏｄｕ
ｃｉｂｌｅ ｂａｓｅｌｉｎｅ ｆｏｒ ｂｒｉｄｇｅ ｂｉｄｄｉ
ｎｇ ＡＩ 

ＩＥＥＥ・２０２４ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ
ｅ ｏｎ Ｇａｍｅｓ（ＩＥＥＥ Ｃｏ
Ｇ） 

2024.8 

森本淳 ＡＴＲ／京都
大学 

サイボーグＡＩを用いたヒューマノイド
ロボット学習 

第４２回 日本ロボット学会
学術講演会 

2024.9 

山森聡 ＡＴＲ 位相振幅方程式の同定による模倣学
習 

計測自動制御学会制御部
門 制御理論若手合宿２０
２４ 

2024.9 

Ｊｉｎ ＳＨＩ／Ｓａｔｏｓｈｉ 
ＹＡＧＩ／Ｓａｔｏｓｈｉ Ｙ
ＡＭＡＭＯＲＩ／Ｊｕｎ 
ＭＯＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙｏ
ｔｏ Ｕｎｉｖ． 

ＬＬＭ－ｇｕｉｄｅｄ ｚｅｒｏ－ｓｈｏｔ ｖｉｓｕａｌ 
ｏｂｊｅｃｔ ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ｂｕｉｌｄｉｎ
ｇ ｓｅｍａｎｔｉｃ ｍａｐ 

２０２５ ＩＥＥＥ／ＳＩＣＥ Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ 
ｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏ
ｎ （ＳＩＩ２０２５） 

2025.1 

Ｈａｒｕｏ ＨＯＳＯＹＡ ＡＴＲ Ａ ｃｏｍｐｕｔａｉｔｏｎａｌ ｍｏｄｅｌ ｔｈａｔ ｒ
ｅｕｓｅｓ ｇｒｉｄ ｃｅｌｌｓ ｆｏｒ ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ 
ａｎａｌｏｇｙ ｔｏ ｌｅａｒｎ ａｂｓｔｒａｃｔ ｒｅｌａ
ｔｉｏｎａｌ ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ 

脳と心のメカニズム・第２４
回冬のワークショップ 

2025.3 

Ｃｈｉｓａｋｏ ＫＩＮＫＹＯ
／Ｋｏｊｉｒｏ ＨＡＹＡＳ
ＨＩ／Ｗａｋｏ ＹＯＳＨ
ＩＤＡ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／ＡＴＲ／
Ｕｎｉｖ．Ｏｘｆｏ
ｒｄ／Ｔｏｋｙｏ 
Ｕｎｉｖ． 

Ｈｕｍａｎ ｂｅｈａｖｉｏｒａｌ ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔ
ｉｃｓ ａｎｄ ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ ｉｎ ｄｉｓｃｒ
ｉｍｉｎａｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

脳と心のメカニズム冬の
ワークショップ２０２５ 

2025.3 

石井信 ＡＴＲ サイボーグＡＩによる人とＡＩの共進化 第５５回新産業技術促進検
討会シンポジウム「ＮＥＤＯ
ロボット関連事業合同シン
ポジウム」 

2025.3 

市原有生希／陣内佑
／蟻生開人／森村哲
郎／内部英治 

ＡＴＲ／ＮＡＩ
ＳＴ／Ｃｙｂｅｒ 
Ａｇｅｎｔ 

テキスト生成における最小ベイズリス
ク復号の理論的な理解に向けて 

言語処理学会第３１回年次
大会（ＮＬＰ２０２５） 

2025.3 

内部英治 ＡＴＲ 人と共に進化する次世代人工知能に
関する技術開発事業／[１] 人と共に
進化するＡＩシステムの基盤技術開発
／人と共に進化するＡＩシステムのフ
レームワーク開発 －サイボーグＡＩに
関する研究開発 

第５５回新産業技術促進検
討会シンポジウム「ＮＥＤＯ
ロボット関連事業合同シン
ポジウム」 

2025.3 

久保顕大 ＡＴＲ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ ｄｅｅｐ ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｒ
ｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ ｃｏｎ
ｔｉｎｕｏｕｓ ｃｏｎｔｒｏｌ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 
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小山田創哲 ＡＴＲ Ｏｎ ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ ｈａｒｄｗａｒｅ－ａ
ｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉ
ｎｉ－Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｒｏ
ｂｏｔ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2024.5 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 
ページ番号 発表年月 

Ｊａｅｐｙｕｎｇ Ｈｗａｎｇ
／ 
Ｓｈｉｎ Ｉｓｈｉｉ／Ｔａｅｓ
ｏｏ Ｋｗｏｎ／Ｓｈｉｇｅ
ｙｕｋｉ Ｏｂａ 

京都大学
／ＡＴＲ／ 

Ｍｏｄｕｌａｒｉｚｅｄ Ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ Ｃｏｄｉ
ｎｇ－Ｂａｓｅｄ Ｏｎｌｉｎｅ Ｍｏｔｉｏｎ Ｓ
ｙｎｔｈｅｓｉｓ Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ Ｅｎｖｉｒｏｎ
ｍｅｎｔａｌ Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔｓ ａｎｄ Ｍｏ
ｔｉｏｎ－Ｃａｐｔｕｒｅ Ｄａｔａ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ    
202274 - 
202285 

2020.11 

Ｊａｅｐｙｕｎｇ ＨＷＡ
ＮＧ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ
／Ｔａｅｓｏｏ ＫＷＯ
Ｎ／Ｓｈｉｇｅｙｕｋｉ Ｏ
ＢＡ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ／Ｔｏｋｙｏ 
Ｕｎｉｖ．／Ｈ
ａｎｙａｎｇ Ｕ
ｎｉｖ． 

Ｍｏｄｕｌａｒｉｚｅｄ ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ ｃｏｄｉ
ｎｇ－ｂａｓｅｄ ｏｎｌｉｎｅ ｍｏｔｉｏｎ ｓｙ
ｎｔｈｅｓｉｓ ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ ｅｎｖｉｒｏｎｍ
ｅｎｔａｌ ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔｓ ａｎｄ ｍｏｔｉｏ
ｎ ｄａｔａ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ p202274-
202285 

2020.11 

Ｔｏｍｏｙａｓｕ Ｈｏｒｉｋ
ａｗａ／Ｙｕｋｉｙａｓｕ 
Ｋａｍｉｔａｎｉ 

ＡＴＲ Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ ｍｏｄｕｌａｔｅｓ ｎｅｕｒａｌ 
ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ｔｏ ｒｅｎｄｅｒ ｒｅｃ
ｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ ａｃｃｏｒｄｉｎｇ ｔｏ ｓ
ｕｂｊｅｃｔｉｖｅ ａｐｐｅａｒａｎｃｅ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ Ｂｉｏｌｏｇｙ 

34 2022.1 

Ｓｈｉｎｓｕｋｅ Ｋｏｙａ
ｍａ／ 
Ｔａｉｋｉ Ｈｏｒｉｅ／ 
Ｓｈｉｇｅｒｕ Ｓｈｉｎｏｍ
ｏｔｏ 

統計数理
研究所／
京都大学
／ＡＴＲ 

Ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ ｔｈｅ ｔｉｍｅ－ｖａｒｙｉｎ
ｇ ｒｅｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ 
ＣＯＶＩＤ－１９ ｗｉｔｈ ａ ｓｔａｔｅ－ｓ
ｐａｃｅ ｍｅｔｈｏｄ  

ＰＬＯＳ Ｃｏｍｐｕｔ
ａｔｉｏｎａｌ Ｂｉｏｌｏｇ
ｙ 

e1008679 2021.1 

Ｔａｋｅｓｈｉ Ｄ．Ｉｔｏｈ
／Ｋｏｊｉ Ｉｓｈｉｈａｒａ
／Ｊｕｎ Ｍｏｒｉｍｏｔｏ 

ＡＴＲ Ｉｍｐｌｉｃｉｔ ｃｏｎｔａｃｔ ｄｙｎａｍｉｃｓ 
ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｗｉｔｈ ｅｘｐｌｉｃｉｔ ｉｎｅｒｔｉ
ａ ｍａｔｒｉｘ ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ｆｏｒ 
ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ， ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｃ
ｏｎｔｒｏｌ ｉｎ ｐｈｙｓｉｃａｌ ｅｎｖｉｒｏｎｍ
ｅｎｔ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｃｏｍｐｕ
ｔａｔｉｏｎ 

360-377 2022.1 

Ｋｏｈｅｉ ＯＨＡＳＨＩ
／Ｋｏｓｕｋｅ ＮＡＫ
ＡＮＩＳＨＩ／Ｗａｔａｒｕ 
ＳＡＳＡＫＩ／Ｙｕｊｉ 
ＹＡＳＵＩ／Ｓｈｉｎ ＩＳ
ＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ／Ｈｏｎｄａ
／Ｎｏｍｕｒａ 
ｓｅｃｕｒｉｔｅｓ
／Ｔｏｋｙｏ 
Ｕｎｉｖ． 

Ｄｅｅｐ ａｄｖｅｒｓａｒｉａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍ
ｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ ｎｏｉｓｅ ｃｏ
ｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ ｂｙ ａｕｔｏ－ｅｎｃｏｄｅ
ｒ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ p143901-
143912 

2021.10 
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Ｔａｋｕｙａ Ｉｓｏｍｕｒａ
／Ｈｉｄｅａｋｉ Ｓｈｉｍａ
ｚａｋｉ／Ｋａｒｌ Ｆｒｉｓｔ
ｏｎ 

ＲＩＫＥＮ／
Ｈｏｋｋａｉｄｏ 
Ｕｎｉｖ．／Ｕ
ｎｉｖ．Ｃｏｌｌｅ
ｇｅＬｏｎｄｄｏ
ｎ 

Ｃａｎｏｎｉｃａｌ ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ 
ｐｅｒｆｏｒｍ ａｃｔｉｖｅ ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ Ｂｉｏｌｏｇｙ 

55 2021.12 

Ｊａｅｐｙｕｎｇ Ｈｗａｎｇ
／Ｇａｎｇｒａｅ Ｐａｒｋ
／Ｉｌ Ｈｏｎｇ Ｓｕｈ 
／Ｔａｅｓｏｏ Ｋｗｏｎ 

京都大学
／Ｈａｎｙａｎ
ｇ Ｕｎｉｖｅｒ
ｓｉｔｙ／Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ Ｃｅ
ｎｔｅｒ， ＣＯ
ＧＡＰＬＥ
Ｘ， Ｓｏｕｔ
ｈ Ｋｏｒｅａ 

Ｐｒｉｍｉｔｉｖｅ Ｏｂｊｅｃｔ Ｇｒａｓｐｉｎｇ ｆ
ｏｒ Ｆｉｎｇｅｒ Ｍｏｔｉｏｎ Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ 

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｇｒａ
ｐｈｉｃｓ Ｆｏｒｕｍ 

266-278 2020.12 

Ｔａｋｅｓｈｉ Ｏｇａｗａ
／Ｈｉｄｅｋｉ Ｓｈｉｍｏ
ｂａｙａｓｈｉ／Ｊｕｎ－Ｉｃ
ｈｉｒｏ Ｈｉｒａｙａｍａ／
Ｍｏｔｏａｋｉ Ｋａｗａｎ
ａｂｅ 

ＡＴＲ／Ｕｎ
ｉｖ．Ｔｏｋｙｏ
／ＡＩＳＴ／
ＲＩＫＥＮ 

Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ ｄｉｒｅｃｔｅｄ ｆｕｎｃｔｉｏ
ｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ ｗｉｔｈｉｎ ｔｈｅ 
ｆｒｏｎｔｏｐａｒｉｅｔａｌ ｍｏｔｏｒ ｎｅｔｗｏｒ
ｋ ｄｕｒｉｎｇ ｍｏｔｏｒ ｉｍａｇｅｒｙ ａｎ
ｄ ｅｘｅｃｕｔｉｏｎ 

ＮｅｕｒｏＩｍａｇｅ 118794 2022.2 

Ｄａｉｓｕｋｅ Ｅｎｄｏ／
Ｒｙｏｔａ Ｋｏｂａｙａｓｈ
ｉ／Ｒａｍｏｎ Ｂａｒｔｏｌ
ｏ／ＢｒｕｎｏＢ．Ａｖｅｒ
ｂｅｃｋ／ＹａｓｕｏＳｕｇ
ａｓｅ－Ｍｉｙａｍｏｔｏ／
Ｋａｚｕｋｏ Ｈａｙａｓｈｉ
／Ｋｅｎｊｉ Ｋａｗａｎｏ
／Ｂａｒｒｙ Ｊ．Ｒｉｃｈｍ
ｏｎｄ／Ｓｈｉｇｅｒｕ Ｓ
ｈｉｎｏｍｏｔｏ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／Ｕｎｉ
ｖ．Ｔｏｋｙｏ
／ＮＩＭＨ
／ＡＩＳＴ／
ＡＴＲ 

Ａ ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔ
ｗｏｒｋ ｆｏｒ ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ ｓｙｎａｐｔｉ
ｃ ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ ｆｒｏｍ ｓｐｉｋｅ ｔ
ｒａｉｎｓ 

Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｒｅｐ
ｏｒｔｓ 

12087 2021.6 

Ｓｏｍａ Ｎｏｎａｋａ／
Ｋｅｉ Ｍａｊｉｍａ／Ｓｈ
ｕｎｔａｒｏ Ｃ．Ａｏｋｉ
／Ｙｕｋｉｙａｓｕ Ｋａｍ
ｉｔａｎｉ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ 

Ｂｒａｉｎ ｈｉｅｒａｒｃｈｙ ｓｃｏｒｅ： Ｗｈｉｃ
ｈ ｄｅｅｐ ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ ａｒｅ 
ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃａｌｌｙ ｂｒａｉｎ－ｌｉｋｅ？  

ｉＳｃｉｅｎｃｅ  103013 2021.9 

Ｊｕｎ Ｋａｉ ＨＯ／Ｔ
ｏｍｏｙａｓｕ ＨＯＲＩ
ＫＡＷＡ／Ｋｅｉ Ｍ
ＡＪＩＭＡ／Ｆａｎ Ｃ
ＨＥＮＧ／Ｙｕｋｉｙａｓ
ｕ ＫＡＭＩＴＡＮＩ 

ＡＴＲ Ｉｎｔｅｒ－ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ ｄｅｅｐ ｉｍａｇｅ 
ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｖｉａ ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃ
ａｌ ｎｅｕｒａｌ ｃｏｄｅ ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ 

ＮｅｕｒｏＩｍａｇｅ 120007 2022.3 
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Ｈｗａｎｇ Ｊａｅｐｙｕｎｇ
／Ｐａｒｋ Ｇａｎｇｒａｅ
／Ｋｗｏｎ Ｔａｅｓｏｏ
／Ｉｓｈｉｉ Ｓｈｉｎ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ 

Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ Ｍｏｔｉｏｎ Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ 
ｆｏｒ Ｏｂｊｅｃｔ Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ ｂａｓｅ
ｄ ｏｎ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ Ｓ
ｔｒａｔｅｇｉｅｓ 

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｇｒａ
ｐｈｉｃｓ Ｆｏｒｕｍ 

37-50 2022.3 

Ｍａｔｉｊａ ＭＡＶＳＡ
Ｒ／Ｂａｒｒｙ ＲＩＤＧ
Ｅ／Ｒｏｋ ＰＡＨＩＣ
／Ｊｕｎ ＭＯＲＩＭＯ
ＴＯ／Ａｌｅｓ ＵＤＥ 

Ｊｏžｅｆ Ｓｔｅ
ｆａｎ Ｉｎｓｔｉｔ
ｕｔｅ／ＡＴＲ 

Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ－Ａｉｄｅｄ Ｈａｎｄｏｖｅｒ 
Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ Ｆｒｏｍ Ｖｉｄｅｏ Ｕｓｉｎ
ｇ Ｒｅｃｕｒｒｅｎｔ Ｉｍａｇｅ－ｔｏ－Ｍｏ
ｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

ＩＥＥＥ Ｔｒａｎｓａｃｔ
ｉｏｎｓ ｏｎ Ｎｅｕｒａ
ｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ ａｎ
ｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｓｙ
ｓｔｅｍｓ 

1–13 2022.5 

Ｋｅｉｓｕｋｅ ＦＵＪＩＭ
ＯＴＯ， Ｋｏｊｉｒｏ Ｈ
ＡＹＡＳＨＩ， Ｒｉｓａ 
ＫＡＴＡＹＡＭＡ， 
Ｓｅｈｙｕｎｇ ＬＥＥ， 
Ｚｈｅｎ ＬＩＡＮＧ， 
Ｗａｋｏ ＹＯＳＨＩＤ
Ａ， Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／Ｓｈ
ｅｎｚｈｅｎ 
Ｕｎｉｖ．／Ｕ
ｎｉｖ．Ｏｘｆｏｒ
ｄ／ＡＴＲ 

Ｄｅｅｐ ｌｅａｒｎｉｎｇ－ｂａｓｅｄ ｉｍａｇｅ 
ｄｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｍｅｔｈｏｄ ｗｉｔｈ 
ｍａｉｎｔａｉｎｅｄ ｓａｌｉｅｎｃｙ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ
ｋｓ 

241 2022.8 

Ｅｉｊｉ Ｕｃｈｉｂｅ ＡＴＲ Ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ ｌｅａｒ
ｎｉｎｇ ｕｓｉｎｇ ｅｎｔｒｏｐｙ ｒｅｇｕｌａｒｉｚ
ａｔｉｏｎ ｏｆ ｍｏｄｅｌ ａｎｄ ｐｏｌｉｃｙ 

ＩＥＥＥ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ 
ａｎｄ Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｏｎ Ｌｅｔｔｅｒｓ 

1–8 2022.8 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲ
ＩＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨ
ＩＢＥ 

ＡＴＲ Ｏｎｌｉｎｅ ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ ｏｆ ｏｂｊｅｃｔｉ
ｖｅ ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｆｏｒ ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ
－ｔｉｍｅ ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｓｔｉｃ ｓｙｓｔｅｍ
ｓ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ
ｋｓ 

106116 2024.1 

Ｓｈｏ ＭＩＴＳＵＨＡ
ＳＨＩ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ 

Ｔｒｉａｎｇｌｅ ｉｎｅｑｕａｌｉｔｙ ｆｏｒ ｉｎｖｅｒ
ｓｅ ｏｐｔｉｍａｌ ｃｏｎｔｒｏｌ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ 119187-
119199 

2023.10 

Ｓｕｎｈｗｉ ＫＡＮＧ
／Ｋｏｊｉ ＩＳＨＩＨＡＲ
Ａ／Ｎｏｒｉｋａｚｕ ＳＵ
ＧＩＭＯＴＯ／Ｊｕｎ 
ＭＯＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｃｕｒｒｉｃｕｌｕｍ－ｂａｓｅｄ ｈｕｍａｎｏｉｄ 
ｒｏｂｏｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｕｓｉｎｇ ｌａ
ｒｇｅ－ｓｃａｌｅ ｈｕｍａｎ ｍｏｔｉｏｎ ｄ
ａｔａｂａｓｅ 

Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ ｉｎ Ｒ
ｏｂｏｔｉｃｓ ａｎｄ Ａ
Ｉ 

1–13 2023.11 

Ｆａｎ ＣＨＥＮＧ／Ｔ
ｏｍｏｙａｓｕ ＨＯＲＩ
ＫＡＷＡ／Ｋｅｉ Ｍ
ＡＪＩＭＡ／Ｍｉｓａｔｏ 
ＴＡＮＡＫＡ／Ｍｏｈ
ａｍｅｄ ＡＢＤＥＬＨ
ＡＣＫ／Ｓｈｕｎｔａｒｏ 
Ｃ． ＡＯＫＩ／Ｊｉｎ 
ＨＩＲＡＮＯ／Ｙｕｋｉｙ
ａｓｕ ＫＡＭＩＴＡＮＩ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｎｇ ｖｉｓｕａｌ ｉｌｌｕｓｏｒ
ｙ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ ｆｒｏｍ ｈｕｍａｎ 
ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ Ａｄｖａ
ｎｃｅｓ 

eadj3906 2023.11 

Ｊａｅｐｙｕｎｇ ＨＷＡ
ＮＧ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ 

Ｓｉｍｐｌｉｆｉｅｄ ｐｈｙｓｉｃａｌ ｍｏｄｅｌ－ｂ
ａｓｅｄ ｂａｌａｎｃｅ－ｐｒｅｓｅｒｖｉｎｇ ｍｏ
ｔｉｏｎ ｒｅ－ｔａｒｇｅｔｉｎｇ ｆｏｒ ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ 

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｇｒａ
ｐｈｉｃｓ Ｆｏｒｕｍ 

14996 2023.11 
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Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲ
ＩＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨ
ＩＢＥ 

ＡＴＲ Ｏｎｌｉｎｅ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉ
ｎｇ ｃｏｎｔｒｏｌ ｏｆ ｎｏｎｌｉｎｅａｒ ｄｙｎ
ａｍｉｃ ｓｙｓｔｅｍｓ： Ａ ｓｔａｔｅ－ａｃｔｉ
ｏｎ ｖａｌｕｅ ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｂａｓｅｄ ｓｏｌ
ｕｔｉｏｎ  

Ｎｅｕｒｏｃｏｍｐｕｔｉ
ｎｇ  

126291 2023.5 

Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ
／Ｔａｋａｓｈｉ ＦＵＫ
ＡＤＡ／Ｆｒｅｄｅｒｉｃ 
ＤＥＨＡＩＳ，／Ｓｈｉｎ 
ＩＳＨＩＩ 

ＡＴＲ Ｔｈｅ ｒｏｌｅ ｏｆ ｂｒａｉｎ－ｌｏｃａｌｉｚｅｄ 
ｇａｍｍａ ａｎｄ ａｌｐｈａ ｏｓｃｉｌｌａｔｉｏｎ
ｓ ｉｎ ｉｎａｔｔｅｎｔｉｏｎａｌ ｄｅａｆｎｅｓｓ： 
ｉｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉ
ｎｇ ｈｕｍａｎ ａｔｔｅｎｔｉｏｎ 

Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ ｉｎ 
Ｈｕｍａｎ Ｎｅｕｒｏ
ｓｃｉｅｎｃｅ 
 

1168108 2023.5 

Ｍｉｇｕｅｌ ＡＧＵＩＬＥ
ＲＡ／Ｍａｓａｎａｏ Ｉ
ＧＡＲＡＳＨＩ／Ｈｉｄｅ
ａｋｉ ＳＨＩＭＡＺＡＫＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＢＣ
ＡＭ／Ｈｏｋ
ｋａｉｄｏ Ｕｎ
ｉｖ． 

Ｎｏｎｅｑｕｉｌｉｂｒｉｕｍ ｔｈｅｒｍｏｄｙｎａ
ｍｉｃｓ ｏｆ ｔｈｅ ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ Ｓｈ
ｅｒｒｉｎｇｔｏｎ－Ｋｉｒｋｐａｔｒｉｃｋ ｍｏｄｅｌ 

Ｎａｔｕｒｅ Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ 

3685 2023.6 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲ
ＩＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨ
ＩＢＥ 

ＡＴＲ Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ－ｂａｓ
ｅｄ ｏｐｔｉｍａｌ ｃｏｎｔｒｏｌ ｏｆ ｕｎｋｎ
ｏｗｎ ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ－ｉｎｐｕｔ ｎｏｎｌ
ｉｎｅａｒ ｓｙｓｔｅｍｓ ｕｓｉｎｇ ｓｉｍｕｌａｔ
ｅｄ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ  

Ｎｏｎｌｉｎｅａｒ Ｄｙｎ
ａｍｉｃｓ 

pp.16093-
16110 

2023.7 

Ｊｅｓｓｅ Ａ．ＭＡＲＫ
／Ｈａｓａｎ ＡＹＡＺ
／Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬ
ＡＮ 

ＡＴＲ Ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓ ｆＭＲＩ ａｎｄ ｔＤ
ＣＳ ｆｏｒ Ｅｎｈａｎｃｉｎｇ Ｔｒａｉｎｉｎｇ 
ｏｆ Ｆｌｉｇｈｔ Ｔａｓｋｓ 

Ｂｒａｉｎ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ 1024 2023.7 

Ｋｏｈｅｉ ＯＨＡＳＨＩ
／Ｋｏｓｕｋｅ ＮＡＫ
ＡＮＩＳＨＩ／Ｙｕｊｉ Ｙ
ＡＳＵＩ／Ｓｈｉｎ ＩＳ
ＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ． 

Ｄｅｅｐ ａｄｖｅｒｓａｒｉａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍ
ｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ ｔｏ ｇｅｎ
ｅｒａｔｅ ｃｏｎｔｒｏｌ ｐｏｌｉｃｉｅｓ ｒｏｂｕｓｔ 
ａｇａｉｎｓｔ ｗｏｒｓｔ－ｃａｓｅ ｖａｌｕｅ ｐ
ｒｅｄｉｃｔｉｏｎｓ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ 100798-
100809 

2023.9 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲ
ＩＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨ
ＩＢＥ 

ＡＴＲ Ｉｎｖｅｒｓｅ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉ
ｎｇ ｍｅｔｈｏｄｓ ｆｏｒ ｌｉｎｅａｒ ｄｉｆｆｅ
ｒｅｎｔｉａｌ ｇａｍｅｓ 

Ｓｙｓｔｅｍｓ ＆ Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ Ｌｅｔｔｅｒｓ 

105936 2024.10 

Ｃｈａｎｇ ＬＩＵ／Ｓａｔ
ｏｓｈｉ ＹＡＧＩ／Ｓａｔ
ｏｓｈｉ ＹＡＭＡＭＯ
ＲＩ／Ｊｕｎ ＭＯＲＩＭ
ＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｊｏｉｎｔ－ａｗａｒｅ ｔｒａｎｓｆｏｒｍｅｒ： Ａ
ｎ ｉｎｔｅｒ－ｊｏｉｎｔ ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ ｅｎ
ｃｏｄｉｎｇ ｔｒａｎｓｆｏｒｍｅｒ ｆｏｒ ｓｈｏｒ
ｔ－ｔｅｒｍ ３Ｄ ｈｕｍａｎ ｍｏｔｉｏｎ 
ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ 156683-
156693 

2024.10 

Ｋｏｈｅｉ ＯＨＡＳＨＩ
／Ｋｏｓｕｋｅ ＮＡＫ
ＡＮＩＳＨＩ／Ｎａｏ Ｇ
ＯＴＯ／Ｙｕｊｉ ＹＡＳ
ＵＩ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ／Ｈｏｎｄａ
／ＷＰＩ－Ｉ
ＲＣＮ／Ｔｏ
ｋｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ａｄｖｅｒｓａｒｉａｌ ｄｅｅｐ 
ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ 
ｄｉｓｃｒｅｔｅ－ ａｎｄ ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ－
ａｃｔｉｏｎ ｐｒｏｂｌｅｍｓ． 

ＩＥＥＥ Ａｃｃｅｓｓ 151907-
151919 

2024.10 

Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＭＡ
ＭＯＲＩ／Ｊｕｎ ＭＯ
ＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｐｈａｓｅ－ａｍｐｌｉｔｕｄｅ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ
－ｂａｓｅｄ ｉｍｉｔａｔｉｏｎ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｒｏｂ
ｏｔｉｃｓ 

156-170 2024.12 
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Ｈｉｄａｋａ ＡＳＡＩ／Ｔ
ｏｍｏｙｕｋｉ ＮＯＤＡ
／Ｔａｔｓｕｙａ ＴＥＲ
ＡＭＡＥ／Ｊｕｎ Ｍ
ＯＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｉｎｖｅｒｓｅ ａｉｒｆｌｏｗ ｄｙ
ｎａｍｉｃｓ ｔｏｗａｒｄ ｆａｓｔ ｍｏｖｅｍｅ
ｎｔ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｕｓｉｎｇ ｐｎｅｕｍａ
ｔｉｃ ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｍｕｓｃｌｅ ｗｉｔｈ ｌｏ
ｎｇ ａｉｒ ｔｕｂｅｓ 

Ｔｈｅ ＩＥＥＥ／Ａ
ＳＭＥ ＴＲＡＮＳ
ＡＣＴＩＯＮＳ ＯＮ 
ＭＥＣＨＡＴＲＯＮ
ＩＣＳ （ＴＭＥＣ
Ｈ） 

3038-3046 2024.6 

Ｄａｎｉｅｌ ＣＡＬＬＡＮ
／Ｊｕａｎ Ｊｅｓｕｓ Ｔ
ＯＲＲＥ ＴＲＥＳＯＬ
Ｓ／Ｊａｍｉｅ ＬＡＧＵ
ＥＲＴＡ／Ｓｈｉｎ ＩＳ
ＨＩＩ 

ＡＴＲ／ＩＳ
ＡＥ／Ｂｒｉｔｉ
ｓｈ Ｃｏｌｕｍ
ｂｉａ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｋｙｏｔ
ｏ Ｕｎｉｖ． 

Ｓｈｒｅｄｄｉｎｇ ａｒｔｉｆａｃｔｓ： ｅｘｔｒａｃｔｉ
ｎｇ ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ ｉｎ ＥＥＧ ｆｒ
ｏｍ ｅｘｔｒｅｍｅ ａｒｔｉｆａｃｔｓ ｄｕｒｉｎｇ 
ｓｋａｔｅｂｏａｒｄｉｎｇ ｕｓｉｎｇ ＡＳＲ ａ
ｎｄ ＩＣＡ 

Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ ｉｎ 
Ｎｅｕｒｏｅｒｇｏｎｏｍｉ
ｃｓ－Ｎｅｕｒｏｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｓ
ｙｓｔｅｍｓ Ｎｅｕｒｏ
ｅｒｇｏｎｏｍｉｃｓ 

1358660 2024.6 

Ｈａｍｅｄ ＪＡＢＢＡＲ
ＩＡＳＬ／Ｅｉｊｉ ＵＣＨ
ＩＢＥ 

ＡＴＲ Ｅｓｔｉｍａｔｉｎｇ ｃｏｓｔ ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｏｆ 
ｅｘｐｅｒｔ ｐｌａｙｅｒｓ ｉｎ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａ
ｌ ｇａｍｅｓ： ａ ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅｄ ｍ
ｅｔｈｏｄ ａｎｄ ｉｔｓ ｄａｔａ－ｄｒｉｖｅｎ 
ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ 

Ｅｘｐｅｒｔ Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ ｗｉｔｈ Ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎｓ 

pp.1-8 2024.7 

Ｆｌｏｒｉａｎ Ｋｏｇｅｌｂａ
ｕｅｒ／Ｓｈｉｎｓｕｋｅ 
Ｋｏｙａｍａ／Ｄａｎｉｅｌ 
Ｅ． Ｃａｌｌａｎ／Ｓｈｉｇ
ｅｒｕ Ｓｈｉｎｏｍｏｔｏ 

ＥＴＨ Ｚｕｒｉ
ｃｈ／Ｉｎｓｔ． 
ｏｆ Ｓｔａｔｉｓｔ
ｉｃａｌ Ｍａｔｈ
ｅｍａｔｉｃｓ／
ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ．／Ｒｉｔｓｕ
ｍｅｉｋａｎ 
Ｕｎｉｖ． 

Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ 
ｓｋａｔｅｂｏａｒｄ ｐｕｍｐｉｎｇ 

ＰＨＹＳＩＣＡＬ Ｒ
ＥＶＩＥＷ ＪＯＵＲ
ＮＡＬＳ 

33132 2024.8 

Ｋｏｊｉｒｏ ＨＡＹＡＳ
ＨＩ／Ｒｉｓａ ＫＡＴＡ
ＹＡＭＡ／Ｋｅｉｓｕｋｅ 
ＦＵＪＩＭＯＴＯ／Ｗａ
ｋｏ ＹＯＳＨＩＤＡ／
Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ／Ｕｎｉｖ．
Ｏｘｆｏｒｄ／
Ｔｏｋｙｏ Ｕ
ｎｉｖ． 

Ｎｅｕｒａｌ ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ ｉｎ ｒｅｓｏｌ
ｖｉｎｇ ｐｒｉｏｒ ａｎｄ ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ ｕｎ
ｃｅｒｔａｉｎｔｙ ｉｎ ｓｃｅｎｅ ｒｅｃｏｇｎｉｔｉ
ｏｎ 

ｉＳｃｉｅｎｃｅ 112663 2024.9 

Ｈａｉｂａｏ ＷＡＮＧ
／Ｊｕｎ Ｋａｉ ＨＯ／
Ｆａｎ Ｌ． ＣＨＡＮ
Ｇ／Ｓｈｕｎｔａｒｏ Ｃ． 
ＡＯＫＩ／Ｙｕｓｕｋｅ 
ＭＵＲＡＫＩ／Ｍｉｓａｔ
ｏ ＴＡＮＡＫＡ／Ｊｏ
ｎｇ－Ｙｕｎ Ｐａｒｋ 
／Ｙｕｋｉｙａｓｕ ＫＡ
ＭＩＴＡＮＩ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ 

Ｉｎｔｅｒ－ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ ａｎｄ ｉｎｔｅｒ－
ｓｉｔｅ ｎｅｕｒａｌ ｃｏｄｅ ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ 
ｗｉｔｈｏｕｔ ｓｈａｒｅｄ ｓｔｉｍｕｌｉ 

Ｎａｔｕｒｅ Ｃｏｍｐｕ
ｔａｔｉｏｎａｌ Ｓｃｉｅｎ
ｃｅ 

In press 2024 
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Ｋｅｎ ＳＨＩＲＡＫＡ
ＷＡ／Ｙｏｓｈｉｎｏ Ｎ
ＡＧＡＮＯ／Ｍｉｓａｔｏ 
ＴＡＮＡＫＡ／Ｓｈｕｎ
ｔａｒｏ Ｃ． ＡＯＫＩ
／Ｙｕｓｕｋｅ ＭＵＲ
ＡＫＩ／Ｋｅｉ ＭＡＪＩ
ＭＡ／Ｙｕｋｉｙａｓｕ 
ＫＡＭＩＴＡＮＩ 

ＡＴＲ Ｓｐｕｒｉｏｕｓ ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｆｒｏ
ｍ ｂｒａｉｎ ａｃｔｉｖｉｔｙ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ
ｋｓ 

In press 2024 

Ｓｈｏ ＴＡＫＥＤＡ／
Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＭＡ
ＭＯＲＩ／Ｓａｔｏｓｈｉ 
ＹＡＧＩ／Ｊｕｎ ＭＯ
ＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ａｎ ｅｍｐｉｒｉｃａｌ ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｏｆ 
ａ ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ 
ｌｅａｒｎｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ ｔｏｗａｒｄｓ ｍ
ｏｄｕｌａｒ ｒｏｂｏｔ ｃｏｎｔｒｏｌ 

Ｔｈｅ Ｊｏｕｒｎａｌ Ａ
ｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａ
ｎｄ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ Ｓ
ＷＡＲＭ Ｓｐｅｃｉａ
ｌ Ｉｓｓｕｅ 

pp.245-251 2025.1 

Ｅｉｓｕｋｅ ＭＡＴＳＵ
ＢＡＲＡ／Ｓａｔｏｓｈｉ 
ＹＡＧＩ／Ｙｕｔａ ＧＯ
ＴＯ／Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡ
ＭＡＭＯＲＩ／Ｊｕｎ 
ＭＯＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ ｏｆ ｆａｕｌｔ ｔｏｌｅｒａ
ｎｃｅ ｏｆ ｑｕａｄｒｕｐｅｄ ｒｏｂｏｔｓ ｂｙ 
ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ ａｎｏｍａｌ
ｉｅｓ ｉｎ ｓｅｎｓｏｒ ｓｉｇｎａｌｓ 

Ｔｈｅ Ｊｏｕｒｎａｌ Ａ
ｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａ
ｎｄ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ Ｓ
ＷＡＲＭ Ｓｐｅｃｉａ
ｌ Ｉｓｓｕｅ 

pp.252-259 2025.1 

Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ Ｄｏｎｎｅ
ｒ， Ａｎｕｊ Ｍｉｓｈｒ
ａ， Ｈｉｄｅａｋｉ Ｓｈｉ
ｍａｚａｋｉ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ． 

Ａ ｐｒｏｊｅｃｔｅｄ ｎｏｎｌｉｎｅａｒ ｓｔａｔｅ
－ｓｐａｃｅ ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ ｆｏｒｅｃａｓｔｉ
ｎｇ ｔｉｍｅ ｓｅｒｉｅｓ ｓｉｇｎａｌｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｊ
ｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｆｏｒ
ｅｃａｓｔｉｎｇ 

In press 2025.2 

Ｙｕｋｉ ＩＣＨＩＨＡＲ
Ａ／Ｙｕｕ ＪＩＮＮＡＩ
／Ｔｅｔｓｕｒｏ ＭＯＲＩ
ＭＵＲＡ／Ｋｅｎｓｈｉ 
ＡＢＥ／Ｋａｉｔｏ ＡＲ
ＩＵ／Ｍｉｔｓｕｋｉ ＳＡ
ＫＡＭＯＴＯ／Ｅｉｊｉ 
ＵＨＩＢＥ 

ＡＴＲ／Ｃｙ
ｂｅｒ Ａｇｅｎ
ｔ 

Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｏｆ ｂｅｓｔ－ｏｆ－ｎ ｓ
ａｍｐｌｉｎｇ ｓｔｒａｔｅｇｉｅｓ ｆｏｒ ｌａｎｇｕ
ａｇｅ ｍｏｄｅｌ ａｌｉｇｎｍｅｎｔ 

Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ ｏ
ｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅ
ａｒｎｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ 

pp.1-46 2025.2 

Ｓａｔｏｓｈｉ ＹＡＭＡ
ＭＯＲＩ／Ｊｕｎ ＭＯ
ＲＩＭＯＴＯ 

ＡＴＲ／Ｋｙ
ｏｔｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎａｌ ｐｏｌｉｃｙ ａｃｑｕｉｓｉｔｉ
ｏｎ ｖｉａ ｍｕｌｔｉｔａｓｋ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏ
ｒ ｍｏｔｏｒ ｓｋｉｌｌ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ 

ＩＥＥＥ Ｔｒａｎｓａｃｔ
ｉｏｎｓ ｏｎ Ｃｏｇｎｉ
ｔｉｖｅ ａｎｄ Ｄｅｖｅ
ｌｏｐｍｅｎｔａｌ Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ 

 pp.1-11 2025.2 

Ａｋｉｈｉｒｏ ＫＵＢＯ
／Ｐａａｖｏ ＰＡＲＭ
ＡＳ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ 

ＡＴＲ Ｄｏｕｂｌｅ ｈｏｒｉｚｏｎ ｍｏｄｅｌ－ｂａｓｅ
ｄ ｐｏｌｉｃｙ ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ 

Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ ｏ
ｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅ
ａｒｎｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ 

pp.1-37 2025.4 
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Ｔｏｓｈｉｋｉ ＷＡＴＡＮ
ＡＢＥ／Ａｋｉｈｉｒｏ Ｋ
ＵＢＯ／Ｋａｉ ＴＳＵ
ＮＯＤＡ／Ｔａｔｓｕｙａ 
ＭＡＴＳＵＢＡ／Ｓｈｉ
ｎｔａｒｏ ＡＫＡＴＳＵ
ＫＡ／Ｙｕｋｉｈｉｒｏ Ｎ
ＯＤＡ／Ｈｉｒｏａｋｉ 
ＫＩＯＫＡ／Ｊｉｎ ＩＺＡ
ＷＡ／Ｓｈｉｎ ＩＳＨＩＩ
／Ｙｕｔａｋａ ＮＡＫＡ
ＭＵＲＡ 

Ｋｙｏｔｏ Ｕ
ｎｉｖ．／ＡＴ
Ｒ／ＡＩＳＩＮ 
Ｃｏ．／ＲＩＫ
ＥＮ 

Ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃａｌ ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ ｌ
ｅａｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ ｃｅｎｔｒａｌ ｐａｔｔｅｒｎ 
ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ｆｏｒ ｅｎａｂｌｉｎｇ ａ ｑｕ
ａｄｒｕｐｅｄ ｒｏｂｏｔ ｓｉｍｕｌａｔｏｒ ｔｏ 
ｗａｌｋ ｏｎ ａ ｖａｒｉｅｔｙ ｏｆ ｔｅｒｒａｉ
ｎｓ 

Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｒｅｐ
ｏｒｔｓ 

11262 2025.4 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・

PCT 

出願日 状態 名称 

株式会社国際電気通信
基礎技術研究所 

２０２１－ 
９６３５３ 

ＪＰ：日本国 2021.6.9 登録済み ロボット制御装置、ロボッ
ト制御方法、および、プロ
グラム 

株式会社国際電気通信
基礎技術研究所 

２０２２－ 
１４０１１ 

ＪＰ：日本国 2022.2.1 出願継続中 システム同定処理方法、
システム制御装置、 およ
び、プログラム 

株式会社国際電気通信
基礎技術研究所 

２０２３－ 
１３４５６８ 

ＪＰ：日本国 2023.8.22 出願継続中 強化学習処理システム、
強化学習処理方法、およ
び、プログラム 

株式会社国際電気通信
基礎技術研究所 

２０２４－ 
０７６８３４ 

ＪＰ：日本国 2024.5.29 出願継続中 動作再構成処理システ
ム、学習処理方法、動作
再構成処理方法、およ
び、プログラム 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベン

ト名等 

発表年月 

内部 英治 ＡＴＲ モデルフリーとモデルベース強化学

習のための非同期並列学習 

人工知能学会２０２１年

度全国大会優秀賞 

2021.11 

Ｒｉｓａ ＫＡＴＡＹＡＭＡ／ 
Ｒｙｏ ＳＨＩＲＡＫＩ ／Ｓｈｉ
ｎ ＩＳＨＩＩ／Ｗａｋｏ ＹＯＳ
ＨＩＤＡ 

Ｋｙｏｔｏ 
Ｕｎｉｖ．
／ＡＴＲ
／Ｕｎｉ
ｖ．Ｏｘｆｏ
ｒｄ／Ｔｏｋ
ｙｏ Ｕｎｉ
ｖ． 

Ｂｅｌｉｅｆ ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ ｆｏｒ ｈｉｅｒａｒｃｈｉｃ
ａｌ ｈｉｄｄｅｎ ｓｔａｔｅｓ ｉｎ ｓｐａｔｉａｌ ｎａ
ｖｉｇａｔｉｏｎ 

テレコム学際研究賞 
奨励賞（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ Ｂｉｏｌｏｇｙ） 

2024.5 

石井 信 ＡＴＲ 神経回路学に関する貢献 日本神経回路学会賞 
学術賞 

2024.9 
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（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベン

ト名等 

発表年月 

ＮＥＤＯ／ＡＴＲ  世界初の人・ＡＩ共進化実験環境「ロ
ボットスケートパーク」を整備―人の動
作データの収集とＡＩの運動生成・性
能評価の並行・連携を実現― 

ニュースリリース 2024.3 
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（１）研究発表・講演 
【2020年度】 

発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名 発表年月 

白木 克俊 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Spatial Temporal Attention Graph

による関節の重要度と関係性を考

慮した動作認識 

第 23 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2020) 

2020.8 

丸山 祐矢 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Deep Q-Network によるロボットの

自律移動における Attention 

branch による判断根拠の獲得 

第 23 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2020) 

2020.8 

高田 雅之 

足立 浩規 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Attention Pairwise Ranking による

スキル優劣判定における視覚的

説明と高精度化 

第 23 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2020) 

2020.8 

橋本 学 中京大学 なぜロボットはお茶を持ってきてく

れないのか ～ センサ情報処理か

らみた AI ロボットの課題 ～ 

映像情報メディア学会 情報

センシング研究会 (ITE-IST) 

2020.8 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 工業部品に備わる機能情報を用

いたロボットへの動作パラメータ転

移手法 

2020 年度 精密工学会 秋季

大会 

2020.9 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 工業部品の機能的共通性に基づ

くロボット組立て動作生成手法 

第 25 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2020) 

2020.9 

滝澤 真一朗 

坂部 昌久 

谷村 勇輔 

小川 宏高 

産総研 ABCI 上でのジョブ実行履歴の分

析による深層学習計算の傾向把

握 

情報処理学会 第 176 回 ハ

イパフォーマンスコンピュー

ティング研究発表会 (HPC) 

2020.9 

藤吉 弘亘 中部大学 深層学習の判断根拠の可視化 自動車技術会 エレクトロニク

ス部門委員会 

2020.9 

テーマ名 
①-1-2、①-2-2、①-3-2、③ 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の

研究開発 

実施者名 
産業技術総合研究所、日鉄ソリューションズ株式会社、 

株式会社ＡＩメディカルサービス、中部大学、慶應義塾 
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Yan Wang(1) 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Completing Robotic Assembly 

Skills with Force Control via 

Combined Learning 

第 38 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2020) 

2020.10 

世良 一成(1) 

山野辺 夏樹(2) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(2) 

小山 圭祐(1) 

万 偉偉(1) 

原田 研介(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

イラスト入り組立説明書を用いた組

立作業シーケンスグラフの生成 

第 38 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2020) 

2020.10 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 部品の部分的"機能"に基づく人

からロボットへの組立て動作転移

手法の提案 

第 38 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2020) 

2020.10 

Jokinen Kristiina(1) 

Junpei Zhong(2) 

(1)産総研 

(2)Nottingham 

Trent University 

Learning Co-Occurrence of 

Laughter and Topics in 

Conversational Interactions 

International Conference on 

Systems, Man, and 

Cybernetics (SMC 2020) 

2020.10 

藤吉 弘亘 中部大学 AI の視線を可視化して AI を知る 

-深層学習の判断根拠の可視化- 

玉川大学 脳科学研究所 社

会神経科学 共同研究拠点

研究会「視覚における世界と

社会の理解」 

2020.10 

大知正直(1) 

城 真範(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Technology Informatics for 

innovation management: A study 

of nanocarbon applications 

Webinar on Materials 

Science, Engineering and 

Technology 

2020.10 

上原 和樹 

村川 正宏 

野里 博和 

坂無 英徳 

産総研 Multi-Scale Explainable Feature 

Learning for Pathological Image 

Analysis Using Convolutional 

Neural Networks 

2020 IEEE International 

Conference on Image 

Processing (ICIP 2020) 

2020.10 

Katsutoshi Shiraki 

Tsubasa Hirakawa 

Takayoshi Yamashita 

Hironobu Fujiyoshi 

Chubu University Spatial Temporal Attention Graph 

Convolutional Networks with 

Mechanics-Stream for Skeleton-

based Action Recognition 

15th Asian Conference on 

Computer Vision (ACCV 

2020) 

2020.11 

Takahiro Miura 

Kimitaka Asatani 

Ichiro Sakata 

東京大学 Classifying Sleeping Beauties and 

Princes Using Citation Rarity 

The 9th International 

Conference on Complex 

Networks and Their 

applications (COMPLEX 

NETWORKS 2020) 

2020.12 
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石垣 達也(1) 

上原 由衣(1) 

能地 宏(1) 

五島 圭一(2) 

小林 一郎(1) 

宮尾 祐介(1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

疑似負例を用いた Data-to-Text

モデルの学習 

情報処理学会 第 246 回 自

然言語処理研究会 (NL) 

2020.12 

磯沼 大(1) 

森 純一郎(1,2) 

ボレガラ ダヌシカ(3) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)理研 AIP 

(3)リヴァプール大

学 

潜在的なトピック構造を捉えた生

成型教師なし意見要約 

情報処理学会 第 246 回 自

然言語処理研究会 (NL) 

2020.12 

山田 亮佑(1,2) 

鈴木 亮太(1) 

中村 明生(2) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

自然の形成原理に基づく 3D 姿勢

ラベル付き多視点画像自動生成 

ビジョン技術の実利用ワーク

ショップ (ViEW 2020) 

2020.12 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 工業部品の機能的対応関係を用

いたロボット動作パラメータ転移手

法 

ビジョン技術の実利用ワーク

ショップ (ViEW 2020) 

2020.12 

上原 由衣(1) 

石垣 達也(1) 

青木 花純(2) 

能地 宏(1) 

五島 圭一(3) 

小林 一郎(2) 

高村 大也(1) 

宮尾 祐介(4) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)早稲田大学 

(4)東京大学 

Learning with Contrastive 

Examples for Data-to-Text 

Generation 

The 28th International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2020) 

2020.12 

Han Namgi(1,2,3) 

Goran Topić(1) 

Hiroshi Noji(1) 

Hiroya Takamura(1,4) 

Yusuke Miyao(1,5) 

(1)産総研 

(2)総合研究大学

院大学 

(3)国立情報学研

究所 

(4)東京工業大学 

(5)東京大学 

An empirical analysis of existing 

systems and datasets toward 

general simple question answering 

The 28th International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2020) 

2020.12 

Yusuke Tanimura 

Shinichiro Takizawa 

Hirotaka Ogawa 

Takahiro Hamanishi 

産総研 Building and Evaluation of Cloud 

Storage and Datasets Services on 

AI and HPC Converged 

Infrastructure 

2020 IEEE International 

Conference on Big Data 

(IEEE BigData 2020) 

2020.12 

濵園 侑美(1,2) 

上原 由衣(2) 

能地 宏(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(4.2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

(4)東京工業大学 

Market Comment Generation from 

Data with Noisy Alignments 

The 13th International 

Conference on Natural 

Language Generation (INLG 

2020) 

2020.12 
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鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 ロボットティーチング簡略化のため

の"機能"認識に基づく動作転移

手法 

第 21 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2020) 

2020.12 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Damien Petit(1) 

Ixchel Ramirez(2) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Learning Robotic Peg-In-Hole 

with Uncertainty Goals 

第 21 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2020) 

2020.12 

Xinyi Zhang(1) 

Keisuke Koyama(1) 

Yukiyasu Domae(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Topology-based Grasp Detection 

Avoiding Entanglement for 

Robotic Bin-picking 

第 21 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2020) 

2020.12 

濱田 萌(1) 

北村 光司(2) 

正田 孝平(1) 

宮﨑 祐介(1) 

西田 佳史(1) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

在宅階段手すり型センサを用いた

複数人の高齢者の昇降特性理解 

第 21 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2020) 

2020.12 

河内 裕太(1,2) 

野里 博和(2) 

池田 篤史(1) 

坂無 英徳(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

内視鏡画像における病変領域の

あいまいな境界の学習手法 

電子情報通信学会 パターン

認識・メディア理解研究会 

(PRMU) 

2020.12 

Jokinen Kristiina 産総研 Cascaded Dialogue Modelling for 

Situated Human-Robot 

Interactions 

The 1st RobotDial 

Workshop on Dialogue 

Models for Human-Robot 

Interaction (ROBOTDIAL 

2020) 

2021.1 

Ivana Kruijff-

Korbayova(1) 

Jokinen Kristiina(2) 

(1)DFKI 

(2)産総研 

Dialogue Processing and System 

Involvement in Multimodal Task 

Dialogues 

The 1st RobotDial 

Workshop on Dialogue 

Models for Human-Robot 

Interaction (ROBOTDIAL 

2020) 

2021.1 

上原 和樹 

村川 正宏 

野里 博和 

坂無 英徳 

産総研 Explainable Feature Embedding 

Using Convolutional Neural 

Networks for Pathological Image 

Analysis 

25th International 

Conference on Pattern 

Recognition (ICPR 2020) 

2021.1 

中村 良介 

杉本 隆 

堤 千明 

山口 芳雄 

産総研 ALOS-PALSAR Quad Pol Data 

and Image Archive for Monitoring 

the Earth Environment 

2020 International 

Symposium on Antennas and 

Propagation (ISAP 2020) 

2021.1 
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Hong Chen(1,2) 

Yifei Huang(2) 

Hiroya Takamura(1,3) 

Hideki Nakayama(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)東京工業大学 

Commonsense Knowledge Aware 

Concept Selection for Diverse and 

Informative Visual Storytelling 

The 35th AAAI Conference 

on Artificial Intelligence 

(AAAI-21) 

2021.2 

Masahiro Mitsuhara 

Hiroshi Fukui 

Yusuke Sakashita 

Takanori Ogata 

Tsubasa Hirakawa 

Takayoshi Yamashita 

Hironobu Fujiyoshi 

Chubu University Embedding Human Knowledge into 

Deep Neural Network via 

Attention Map 

16th International Joint 

Conference on Computer 

Vision, Imaging and 

Computer Graphics Theory 

and Applications 

(VISIGRAPP 2021) 

2021.2 

緒方 淳(1) 

松山 洋一(2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

人と共に進化する次世代人工知

能に関する技術開発事業 

（NEDO） 

情報処理学会 第 135 回 音

声言語処理研究会 (SLP) 

2021.2 

坂元 太朗(1) 

古川 智偉(1) 

吉田 聡(2) 

加島 志郎(3) 

関 来未(2) 

Andrey Bychkov(2) 

福岡 順也(1) 

(1)長崎大学 

(2)亀田総合病院 

(3)淡路医療セン

ター 

Collaborative Workflow Between 

Pathologists and Deep Learning 

Model to Improve Tumor 

Cellularity Counts 

USCAP 110th Annual 

meeting 2021 

2021.2 

Kris Lami 

Richard Attanoos  

Junya Fukuoka 

ほか 17 名 

長崎大学、カー

ディフ大学等 

Extracting Morphological Features 

to Differentiate Histological 

Subtypes of Lung 

Adenocarcinoma: An Attempt to 

Improve Diagnostic Accuracy by 

Using a Deep Learning Algorithm 

USCAP 110th Annual 

meeting 2021 

2021.2 

小川 宏高 産総研 ABCI 2.0: Renewal of Large-scale 

Open AI Computing Infrastructure 

SupercomputingAsia (SCA 

2021) 

2021.3 

吉田 康行(1) 

Arunas Bizokas 

Katusha Demidova 

中井 信一(2) 

中井 理恵(2) 

西村 拓一(1) 

(1)産総研 

(2)ダンス ジャルダ

ン 

競技社交ダンスにおける

Statistical Parametric Mapping を

用いたライズ＆フォールのパート

ナー効果 

第 11 回 日本ダンス医科学

研究会学術集会 

2021.3 

江上 周作 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 3 次元仮想空間を用いた日常生

活行動のナレッジグラフ構築 

第 53 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2021.3 

⻄村 悟史 

江上 周作 

Julio Cesar 

VizcarraRomero 

福⽥ 賢⼀郎 

産総研 ビデオデータへの⽇常⽣活⾏動

アノテーションのためのオントロ

ジー構築 

第 53 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2021.3 
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磯沼 大(1) 

森 純一郎(1) 

ダヌシカボレガラ(2) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)リヴァプール大

学 

トピック文生成による教師なし意見

要約 

言語処理学会 第 27 回 年

次大会 (NLP 2021) 

2021.3 

 

【2021 年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名 発表年月 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

ディープラーニングが革新するロ

ボットの知能化と産業 

AI・人工知能 EXPO 春 2021.4 

福岡 順也 

上紙 航 

長崎大学 病理診断におけるデジタル化と人

工知能の導入 

第 61 回 日本呼吸器学会 

学術講演会 

2021.4 

Kristiina Jokinen AIST Perspectives on the Challenges of 

Building, Using, and 

Commercializing Social 

Conversational Agents for the 

Silver Economy: The Research 

and Technology Perspective 

The Research and 

Technology Perspective EU 

Horizon2020 

2021.5 

Yan Wang(1) 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Robotic Imitation of Human 

Assembly Skills Using Hybrid 

Trajectory and Force Learning 

IEEE International 

Conference on Robotics and 

Automation (ICRA 2021) 

2021.5 

Tetsuya Ogata(1,2) (1)Waseda 

University 

(2)AIST 

Deep Predictive Learning: Real-

Time Motion Adaptation for 

Prediction Error Minimization 

ICRA2021 Workshop on 

Robot Learning in Real-

world Applications: Beyond 

Proof of Concept 

2021.5 

福島 瑠唯(1,2) 

吉安 祐介(2) 

(1)法政大学 

(2)産総研 

Transformer を用いた目標駆動型

ナビゲーション 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2021 (ROBOMECH 

2021) 

2021.6 

Fenia Christopoulou(1) 

Makoto Miwa(2,3) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)マンチェスター

大学 

(2)豊田工業大学 

(3)産総研 

Distantly Supervised Relation 

Extraction with Sentence 

Reconstruction and Knowledge 

Base Priors 

2021 Annual Conference of 

the North American Chapter 

of the Association for 

Computational Linguistics 

(NAACL 2021) 

2021.6 

三浦 崇寛 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Scopus における Sleeping Beauty

と Prince の大規模抽出と分野形

成に関する研究 

2021 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 35 回) (JSAI 

2021) 

2021.6 
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三戸 大輝 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 分野横断性を考慮した論文の革

新性評価指標の提案 

2021 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 35 回) (JSAI 

2021) 

2021.6 

大知 正直(1) 

城 真範(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

科学研究のインパクト予測に向け

た学術文献情報から抽出した分散

表現による特定可能性分析 

2021 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 35 回) (JSAI 

2021) 

2021.6 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 生活エピソードオントロジー構築に

向けて ICF の「活動と参加」から

のアプローチ 

2021 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 35 回) (JSAI 

2021) 

2021.6 

坂東 宜昭 

大西 正輝 

内藤 航 

保高 徹生 

産総研 スタジアムにおける大規模群集の

音響イベント分析 

音学シンポジウム 2021 2021.6 

坂田 一郎 東京大学 テクノロジー・インフォマティックス

による科学技術の未来予測 

日本化学会 産業交流委員

会 R&D 懇話会 217 回 

2021.6 

神藤 駿介 産総研 UD を活用して文法把握能力の高

い言語モデルを多言語へ拡張す

る 

第 3 回 Universal 

Dependencies 公開研究会 

2021.6 

原 健翔 

石川 裕地 

片岡 裕雄 

産総研 Rethinking Training Data for 

Mitigating Representation Biases 

in Action Recognition 

Second International 

Workshop on Large Scale 

Holistic Video 

Understanding In 

Conjunction with CVPR 

2021 

2021.6 

Tetsunari Inamura 

Yoshiaki Mizuchi 

Hiroki Yamada 

国立情報学研究所 

玉川大学 

A cloud-based VR platform 

enabling HRI experiments in 

coronavirus pandemic 

17th IEEE International 

Conference on Advanced 

Robotics and Its Social 

Impacts (ARSO 2021) 

2021.7 

Ikeda Atsusi(1) 

Kochi Yuta(2) 

Hirokazu Nosato(2) 

Hiromitsu Negoro(1) 

Hidenori Sakanashi(2) 

Masahiro Murakawa(2) 

Hiroyuki Nishiyama(1) 

(1)University of 

Tsukuba 

(2)AIST 

Is Real-Time Detection based on 

Probability Map of Bladder Tumor 

Possible in Clinic Cystoscopy 

Using Deep Learning? 

36th Annual EAU Congress 

(EAU21) 

2021.7 
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尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層学習によるロボット知能の革

新 

市村賞受賞記念フォーラム 

2021 

2021.7 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 Towards representation of daily 

living activities by reusing ICF 

categories 

23rd International 

Conference on Human-

Computer Interaction (HCI 

International 2021) 

2021.7 

Ryoichi Nakajo 

Tetsuya Ogata 

Waseda University Comparison of Consolidation 

Methods for Predictive Learning 

of Time Series 

34th International 

Conference on Industrial, 

Engineering & Other 

Applications of Applied 

Intelligent Systems 

(IEA/AIE 2021) 

2021.7 

Kristiina Jokinen(1) 

Graham Wilcock(2) 

(1)産総研 

(2)CDM Interact 

Do you remember me? Ethical 

Issues in Long-term Social Robot 

Interactions 

30th IEEE International 

Conference on Robot and 

Human Interactive 

Communication (RO-MAN 

2021) 

2021.8 

坂無 英徳 産総研 実世界に埋め込まれる人間中心

の人工知能技術と医療診断支援 

日本デジタルパソロジー研

究会 2021 総会 

2021.8 

上原 和樹(1) 

上紙 航(2) 

野里 博和(1) 

福岡 順也(2) 

坂無 英徳(1) 

(1)産総研 

(2)長崎大学 

判断根拠図鑑に基づく解釈可能

AI による病理画像診断支援 

第 19 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2021.8 

上紙 航 

福岡 順也 

長崎大学 病理医と人工知能の協調による間

質性肺炎の病理組織解析の試み 

第 19 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2021.8 

川井 将敬  山梨大学 Patch TCGA for the Large 

Classification Benchmark of 

Pathological Images 

第 19 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2021.8 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Anomalous Sound Detection Using 

a Binary Classification Model and 

Class Centroids 

29th European Signal 

Processing Conference 

(EUSIPCO 2021) 

2021.8 
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西村 悟史 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 Activity recognition の精度向上を

目指した primitive action set の検

討 

電子情報通信学会 パターン

認識・メディア理解研究会 

(PRMU) 

2021.8 

Susumu Saito 

Yuta Ide 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 VocalTurk: Exploring feasibility of 

crowdsourced speaker 

identification 

INTERSPEECH 2021 2021.9 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学附属

病院 

(2)産総研 

TUR-BT の治療成績向上に向け

た AI 開発 

第 86 回 日本泌尿器科学会 

東部総会 

2021.9 

清水 南奈子 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 物体配置を用いた作業動作の早

期予測 

精密工学会 IAIP サマーセミ

ナー 2021 

2021.9 

坂東 宜昭(1,2) 

関口 航平(2) 

Aditya Arie Nugraha(2) 

Mathieu Fontaine(2) 

吉井 和佳(3,2) 

(1)産総研 

(2)理化学研究所 

(3)京都大学 

深層フルランク空間相関分析に基

づくブラインド音源分離 

日本音響学会 2021 年秋季

研究発表会 

2021.9 

斎藤 奨 

井手 悠太 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 VocalTurk：クラウドソーシングを用

いた話者照合の性能調査 

日本音響学会 2021 年秋季

研究発表会 

2021.9 

畔栁 伊吹 

林 知樹 

武田 一哉 

戸田 智基 

名古屋大学 距離学習を導入した二値分類モ

デルによる異常音検知 

日本音響学会 2021 年秋季

研究発表会 

2021.9 

吉岡 大貴 

戸田 智基 

名古屋大学 言語表現の制御を可能とする TTS

実現に向けた VAE によるテキスト

発話スタイル変換 

日本音響学会 2021 年秋季

研究発表会 

2021.9 

濱田 萌(1) 

北村 光司(2) 

西田 佳史(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

在宅手すり型二軸力センサと

RGBD カメラを用いた高齢者の階

段昇降時の身体保持特性と姿勢

の運動学的分析 

第 39 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2021) 

2021.9 
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田島 怜奈(1) 

尾崎 正明(1) 

内山 瑛美子(1) 

西田 佳史(1,2) 

山中 龍宏(3,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)緑園こどもクリ

ニック 

保育所適合型見守り支援を可能

にする疫学と現場観察双方からの

事故状況分析 

第 39 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2021) 

2021.9 

舘石 藍 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

早稲田大学 疑似リハーサルを利用したモー

ターバブリングとタスクの逐次学習

手法によるロボット動作学習 

第 39 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2021) 

2021.9 

内海 力郎 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

早稲田大学 深層学習を用いたロボット動作生

成におけるアクションラベルの活

用 

第 39 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2021) 

2021.9 

山口 拓海 

村川 正宏 

産総研 Mixup gamblers: Learning to 

abstain with auto-calibrated 

reward for mixed samples 

The 30th International 

Conference on Artificial 

Neural Networks (ICANN 

2021) 

2021.9 

Quentin Jodelet(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

Balanced Softmax Cross-Entropy 

for Incremental Learning 

The 30th International 

Conference on Artificial 

Neural Networks (ICANN 

2021) 

2021.9 

石垣 達也(1) 

Topic Goran(1) 

濵園 侑美(1) 

能地 宏(1) 

小林 一郎(1,2) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Generating Racing Game 

Commentary from Vision, 

Language, and Structured Data 

The 14th International 

Conference on Natural 

Language Generation (INLG 

2021) 

2021.9 

Kaibin Xu(1) 

Jokinen Kristiina(2) 

Junpei Zhong(3) 

(1)Lanzhou 

University of 

Technology Gansu 

(2)AIST 

(3)The Hong Kong 

Polytechnic 

University 

It is Time to Laugh: Discovering 

Specific Contexts for Laughter 

with Attention Mechanism 

2021 IEEE 4th International 

Conference on Information 

Systems and Computer 

Aided Education (ICISCAE 

2021) 

2021.9 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(1) 

Hiroshi Kawasaki(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Shiro Oka(4) 

Takahiro Kotachi(4) 

Yuki Okamoto(4) 

Shinji Tanaka(4) 

(1)Hiroshima city 

university 

(2)Kyushu 

Univeristy 

(3)AIST 

(4)Hiroshima 

university 

Simultaneous estimation of 

projector and camera poses for 

multiple oneshot scan using pixel-

wise correspondences estimated 

by U-Nets and GCN 

AE-CAI | CARE | OR 2.0, 

joint MICCAI workshop 

2021 

2021.9 



 

添付資料-81 

 

山田 真也(1,2) 

北川 博之(1,2) 

天笠 俊之(2) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

Augmented Lineage: Traceability 

of Data Analysis Including 

Complex UDFs 

32nd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2021) 

2021.9 

菅波 柊也 

天笠 俊之 

筑波大学 GPU-Accelerated Vertex Orbit 

Counting for 5-Vertex Subgraphs 

32nd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2021) 

2021.9 

湯川 皓太 

天笠 俊之 

筑波大学 Online Optimized Product 

Quantization for Dynamic 

Database Using SVD-Updating 

32nd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2021) 

2021.9 

山田 亮佑(1,2) 

高橋 遼(1) 

鈴木 亮太(1,3) 

中村 明生(2) 

吉安 祐介(1) 

佐川 立昌(1) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

(3)慶應義塾大学 

MV-FractalDB: Formula-driven 

Supervised Learning for Multi-

view Image Recognition 

2021 IEEE/RSJ International 

Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS 

2021) 

2021.9 

Enrique Coronado(1) 

Kosuke Fukuda(2) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(3) 

Natsuki Yamanobe(3) 

Gentiane Venture(1) 

Kensuke Harada(2) 

(1)東京農工大学 

(2)大阪大学 

(3)産総研 

Assembly Action Understanding 

from Fine-Grained Hand Motions, 

a Multi-camera and Deep 

Learning Approach 

2021 IEEE/RSJ International 

Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS 

2021) 

2021.9 

Issei Sera(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Ixchel Georgina 

Ramirez-Alpizar(2) 

Zhenting Wang(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Assembly Planning by Recognizing 

a Graphical Instruction Manual 

2021 IEEE/RSJ International 

Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS 

2021) 

2021.9 

Tetsuya Ogata(1,2) (1)Waseda 

University 

(2)AIST 

Toward Embodied Intelligence 

with Predictive Learning – From 

Data to Experiences 

5th Workshop on Semantic 

Policy and Action 

Representations for 

Autonomous Robots, 

IROS2021 

2021.9 

石垣 達也(1) 

Topic Goran(1) 

濵園 侑美(1,2) 

能地 宏(1,3) 

小林 一郎(1,2) 

宮尾 祐介(1,4) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)LeapMind 

(4)東京大学 

レーシングゲーム実況生成 情報処理学会 第 250 回 自

然言語処理研究会 (NL) 

2021.9 
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鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 A Method for Transferring Robot 

Motion Parameters using 

Functional Attributes of Parts 

16th International 

Symposium on Visual 

Computing (ISVC 2021) 

2021.10 

Qiu Yue(1) 

山本 晋太郎(1,2) 

中嶋 航大(1,3) 

鈴木 亮太(1) 

岩田 健司(1) 

片岡 裕雄(1) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

(3)筑波大学 

Describing and Localizing Multiple 

Changes with Transformers 

International Conference on 

Computer Vision (ICCV 

2021) 

2021.10 

片岡 裕雄(1) 

松本 晟人(1,2) 

山縣 英介(3) 

山田 亮佑(1,4) 

井上 中順(3) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

(3)東京工業大学 

(4)東京電機大学 

Formula-driven Supervised 

Learning with Recursive Tiling 

Patterns 

International Conference on 

Computer Vision (ICCV 

2021)  Workshop 

2021.10 

Vitor H. Isume(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

Weiwei Wan(1) 

Yukiyasu Domae(2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Using affordances for assembly: 

Towards a complete Craft 

Assembly System 

The 21th International 

Conference on Control, 

Automation and Systems 

(ICCAS 2021) 

2021.10 

Wataru Uegami(1,2) 

Kazuki Uehara(3) 

Andrey Bychkov(1,2) 

Mutsumi Ozasa(1) 

Ethan N. Okoshi(1) 

Takeshi Johkoh(4) 

Kensuke Kataoka(5) 

Yasuhiro Kondoh(5) 

Hirokazu Nosato(3) 

Hidenori Sakanashi(3) 

Junya Fukuoka(1,2) 

(1)Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

(2)Kameda Medical 

Center 

(3)AIST 

(4)Kansai Rosai 

Hospital 

(5)Tosei General 

Hospital 

Developing an explainable AI 

model for diagnosis and prognosis 

in interstitial lung disease 

Pathology Visions 2021 2021.10 

横田 理央 東京工業大学 二次最適化を用いた分散並列深

層学習  

NVIDIA 秋の HPC Weeks  

Week 2 : HPC + Machine 

Learning 

2021.10 

片岡 裕雄 産総研 自然法則に基づく深層学習 NVIDIA 秋の HPC Weeks  

Week 2 : HPC + Machine 

Learning 

2021.10 

坂無 英徳 産総研 実世界に埋め込まれる人間中心

の人工知能技術と診断支援への

応用 

電気通信大学 脳・医工学研

究センターシンポジウム 

2021 

2021.10 
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Takahiro Miura 

Ichiro Sakata 

東京大学 Storyteller: The papers co-citing 

Sleeping Beauty and Prince before 

awakening 

ASIS&T SIG/MET 

Workshop 2021 

2021.10 

Rio Yokota 東京工業大学 Approximations of Natural 

Gradient Descent in Distributed 

Training 

INFORMS Annual Meeting 

Session: Beyond first order 

methods in machine learning 

systems I 

2021.10 

江上 周作 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 VirtualHome2KG: Constructing 

and Augmenting Knowledge 

Graphs of Daily Activities Using 

Virtual Space 

20th International Semantic 

Web Conference (ISWC 

2021) 

2021.10 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Junichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Which Is More Helpful in Finding 

Scientific Papers to Be Top-cited 

in the Future: Content or 

Citations? Case Analysis in the 

Field of Solar Cells 2009 

17th International 

Conference on Web 

Information Systems and 

Technologies (WEBIST 

2021) 

2021.10 

江上 周作 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 A Framework for Constructing 

and Augmenting Knowledge Graph 

Using Virtual Space: Toward 

Analysis of Daily Activities 

The 33rd IEEE International 

Conference on Tools with 

Artificial Intelligence (ICTAI 

2021) 

2021.11 

叶賀 卓  

高瀬 朝海  

星野 貴行  

麻生 英樹 

産総研 Time-domain Mixup Source Data 

Augmentation of sEMGs for 

Motion Recognition towards 

Efficient Style Transfer Mapping 

43rd Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2021) 

2021.11 

Michihiro Mikamo(1) 

Ryo Furukawa(1) 

Shiro Oka(2) 

Takahiro Kotachi(2) 

Yuki Okamoto(2) 

Shinji Tanaka(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)Hiroshima 

University Hospital 

(3)AIST 

(4)Kyushu 

University 

Active Stereo Method for 3D 

Endoscopes using Deep-layer 

GCN and Graph Representation 

with Proximity Information 

43rd Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2021) 

2021.11 

Zhaonan Wang(1) 

Renhe Jiang(1) 

Zekun Cai(1) 

Zipei Fan(1) 

Xin Liu(2) 

Kyoung-Sook Kim(2) 

Xuan Song(1) 

Ryosuke Shibasaki(1) 

(1)University of 

Tokyo 

(2)AIST 

Spatio-Temporal-Categorical 

Graph Neural Networks for Fine-

Grained Multi-Incident Co-

Prediction 

30th ACM International 

Conference on Information 

and Knowledge Management 

(CIKM 2021) 

2021.11 
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杉本 隆(1) 

島田 政信(2) 

森下 遊(3) 

夏秋 嶺(4) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

山口 芳雄(5) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

(3)国土地理院 

(4)東京大学 

(5)新潟大学 

Interferometric SAR Processing 

using Whole ALOS/PALSAR Data 

Archive for Measuring the Global 

Surface Deformation 

The 7th Asia-Pacific 

Conference on Synthetic 

Aperture Radar (APSAR 

2021) 

2021.11 

濵園 侑美(1,2) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

小林 一郎(1,2) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Unpredictable Attributes in 

Market Comment Generation 

The 35th Pacific Asia 

Conference on Language, 

Information and 

Computation (PACLIC 35) 

2021.11 

Nuttapong 

Chairatanakul(1) 

Noppayut 

Sriwatanasakdi(2) 

Nontawat 

Charoenphakdee(3) 

Xin Liu(4) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)Asurion Japan 

Holdings G.K. 

(3)The University 

of Tokyo 

(4)AIST 

Cross-lingual Transfer for Text 

Classification with Dictionary-

based Heterogeneous Graph 

The 2021 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2021) 

2021.11 

佐土原 健 産総研 Dirichlet Multinomial Mixture モ

デルを用いた教師なし家庭内音

響シーン分析 

第 24 回 情報論的学習理論

ワークショップ (IBIS 2021) 

2021.11 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学附属

病院 

(2)産総研 

DX of Cystoscopy 第 35 回 日本泌尿器内視鏡

学会 総会 

2021.11 

尾形哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

AI ロボットの社会実装とエッジ活

用 

ARC Processor “Virtual” 

Summit 2021 

2021.11 

陳 鵬(1) 

Attia Wahib 

Mohamed(1) 

Xiao Wang(2) 

広渕 崇宏(1) 

小川 宏高(1) 

Ander Biguri(3) 

Richard Boardman(4) 

Thomas Blumensath(4) 

松岡 聡(5) 

(1)産総研 

(2)Oak Ridge 

National 

Laboratory 

(3)Institute of 

Nuclear Medicine, 

University College 

London 

(4)μ-VIS X-Ray 

Imaging Centre, 

University of 

Southampton 

(5)理化学研究所 

Scalable FBP Decomposition for 

Cone-Beam CT Reconstruction 

The International 

Conference for High 

Performance Computing, 

Networking, Storage and 

Analysis (SC ’21) 

2021.11 
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Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Yusuke Adachi 

Takenori Yoshimura 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 An ensemble approach to 

anomalous sound detection based 

on conformer-based autoencoder 

and binary classifier incorporated 

with metric learning 

DCASE 2021 Workshop 2021.11 

森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

Yasuharu Den(2) 

(1)産総研 

(2)Chiba 

University 

On The Use of Gestures in 

Dialogue Breakdown Detection 

24th Conference of the 

Oriental COCOSDA 

International Committee for 

the Co-ordination and 

Standardisation of Speech 

Databases and Assessment 

Techniques (O-COCOSDA 

2021) 

2021.11 

福田 賢一郎 産総研 生活の安心安全を支えるデータ知

識融合 AI 

第 41 回 医療情報学連合大

会 

2021.11 

北村 光司(1) 

西田 佳史(2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

日常生活におけるリスク状況把握

のための多機関分散データの統

合的利活用による高齢者行動ライ

ブラリの構築 

第 41 回 医療情報学連合大

会 

2021.11 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学附属

病院 

(2)産総研 

Development of cystoscopy 

support system based on AI to 

improve outcomes of TUR-BT 

The 7th East Asia Urological 

Oncology Symposium 

(EAUOS 2021) 

2021.11 

香川 璃奈(1) 

池田 篤史(2) 

讃岐 勝(1) 

野里 博和(3) 

(1)筑波大学 

(2)筑波大学附属

病院 

(3)産総研 

アノテーション環境への簡便な介

入がデータ品質に及ぼす影響 

第 11 回 日本医療情報学会

「医用人工知能研究会」・人

工知能学会「医用人工知能

研究会」合同研究会 

2021.11 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層予測学習による身体知の実

現に向けて ― データから経験の

学習へ 

人工知能学会 合同研究会 

2021 

2021.11 

吉田 康行(1) 

Arunas Bizokas 

Katusha Demidova 

中井 信一(2) 

中井 理恵(2) 

西村 拓一(1) 

(1)産総研 

(2)ダンスジャルダ

ン 

競技社交ダンスの連続スピンにお

ける世界チャンピオンの動作特性 

第 42 回 バイオメカニズム学

術講演会 (SOBIM 2021) 

2021.11 

Kris Lami(1) 

Andrey Bychkov(2) 

Junya Fukuoka(1,2) 

(1)長崎大学 

(2)亀田総合病院 

Establishing lung adenocarcinoma 

subtypes grand truth for 

downstream deep learning 

application 

第 62 回 日本肺癌学会 学

術集会 

2021.11 
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村手 涼雅 

西田 昌史 

綱川 隆司 

西村 雅史 

静岡大学 d-vector を用いた話者モデルの

選択に基づく咽喉マイクの特徴

マッピングに関する検討 

第 19 回 情報学ワークショッ

プ (WiNF 2021) 

2021.11 

中野 茉里香 

天笠 俊之 

筑波大学 Query Processing over Multiple 

Knowledge Bases and Text 

Documents 

The 23rd International 

Conference on Information 

Integration and Web 

Intelligence (iiWAS 2021) 

2021.12 

阿曽 太郎 

天笠 俊之 

筑波大学 A Method for Searching 

Documents using Knowledge 

Bases 

The 23rd International 

Conference on Information 

Integration and Web 

Intelligence (iiWAS 2021) 

2021.12 

平方 俊行 

天笠 俊之 

筑波大学 A Dynamic Load-balancing 

Method for Distributed RDF 

Stream Processing Systems 

The 23rd International 

Conference on Information 

Integration and Web 

Intelligence (iiWAS 2021) 

2021.12 

Yijun Duan(1) 

Adam Jatowt(2) 

Masatoshi 

Yoshikawa(3) 

Xin Liu(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)京都大学 

Diachronic Linguistic 

Periodization of Temporal 

Document Collections for 

Discovering Evolutionary Word 

Semantics 

The 23rd International 

Conference on Asia-Pacific 

Digital Libraries (ICADL 

2021) 

2021.12 

上田 佳祐(1,2) 

石垣 達也(1) 

小林 一郎(1,3) 

宮尾 祐介(1,2) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子

大学 

実況における発話ラベル予測 情報処理学会 第 251 回 自

然言語処理研究会 (NL) 

2021.12 

井手 悠太 

斎藤 奨 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 クラウドソーシングを用いた結果の

検証による話者照合性能の改善 

情報処理学会 第 139 回 音

声言語情報処理研究会 

(SLP) 

2021.12 

Jokinen Kristiina 産総研 Extending Boundaries for Human-

Robot Cooperation - Natural 

Interactions with Context-aware 

Social Robots 

AIE Seminar : The 5th 

Lecture of the Year 2021 

2021.12 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

Knowledge Graph Reasoning 

Techniques through Studies on 

Mystery Stories - Report on the 

Knowledge Graph Reasoning 

Challenge 2018 to 2020 

The 1st International 

Workshop on Knowledge 

Graph Reasoning for 

Explainable Artificial 

Intelligence (KGR4XAI 

2021) co-located with 10th 

International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2021) 

2021.12 
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勝島 修平(1) 

穴田 一(2) 

江上 周作(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)東京都市大学 

A Criminal Detection of Mystery 

Novel Using the Principal 

Components Regression Analysis 

Considering Co-Occurrence 

Words 

The 1st International 

Workshop on Knowledge 

Graph Reasoning for 

Explainable Artificial 

Intelligence (KGR4XAI 

2021) co-located with 10th 

International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2021) 

2021.12 

西村 悟史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

大野 美喜子 

北村 光司 

福田 賢一 郎 

産総研 Ontologies of action and object in 

home environment towards injury 

prevention 

The 10th International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2021) 

2021.12 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Effect of different splitting criteria 

on the performance of speech 

emotion recognition 

2021 IEEE Region 10 

Conference (TENCON 2021) 

2021.12 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

AI Robotics の現在から未来への

展望 

未来の医療を創る“医療人

2030”育成プロジェクト 

2021.12 

Bagus Tris 

ATMAJA(1) 

Akira Sasou(1) 

Masato Akagi(2) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

Automatic Naturalness 

Recognition from Acted Speech 

Using Neural Networks 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2021) 

2021.12 

鈴木 貴大 

安藤 優汰 

寺沢 拓真 

城 亮輔 

秋月 秀一 

橋本 学  

中京大学 シンプルな指示文からのロボット動

作生成のための機能情報付き動

作テンプレートの提案 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

鶴峯 義久 

松原 崇充 

奈良先端科学技術

大学院大学 

記号知識を用いたロボット動作計

画のための深層強化学習 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

小林 流我 

野田 哲男 

大阪工業大学 図書館のための書籍返却ロボット 第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

白倉 尚貴 

高瀬 竜一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

産総研 人・ロボット協調作業におけるタイ

ムプレッシャー管理と作業負荷お

よび作業効率の関係の検証 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 
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中西 菜緒 

野田 哲男 

大阪工業大学 人間の作業戦略を真似たロボット

によるペグインホール手法の提案 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

宮堺 洋江 

野田 哲男 

大阪工業大学 製品組立作業工程の撮影による

産業用ロボットの教示システムの

開発 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

山田 航輝 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットのニアライン教示法

の提案とその一実装 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

木村 勇介 

野田 哲男 

大阪工業大学 タブレット端末と三次元カメラを用

いたロボットの局所作業の教示シ

ステム 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

稲邑 哲也 

岩見 幸一 

国立情報学研究所 VR 体験と実体験を統合し経験を

拡張させるデジタルツイン環境の

開発 

第 22 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2021) 

2021.12 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)AIST 

(3)Kyushu 

University 

Single-shot dense active stereo 

with pixel-wise phase estimation 

based on grid-structure using 

CNN and correspondence 

estimation using GCN 

IEEE/CVF Winter 

Conference on Applications 

of Computer Vision (WACV 

2022) 

2022.1 

片岡 裕雄(1) 

山縣 英介(2) 

原 健翔(1) 

林 隆介(1,3) 

井上 中順(2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

(3)東京電機大学 

Spatiotemporal Initialization for 

3D CNNs with Generated Motion 

Patterns 

IEEE/CVF Winter 

Conference on Applications 

of Computer Vision (WACV 

2022) 

2022.1 

Yoshiaki Mizuchi 

Kouichi Iwami 

Tetsunari Inamura 

玉川大学 VR and GUI based Human-Robot 

Interaction Behavior Collection 

for Modeling the Subjective 

Evaluation of the Interaction 

Quality 

2022 IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2022) 

2022.1 

坂田 一郎 東京大学 テクノロジー・インフォマティックス

による科学技術の未来予測 

産総研 第 53 回 AI セミナー

「科学技術を発展させる AI

技術のフロンティア」 

2022.1 
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Ayumu Miyakawa(1) 

Furi Kishimoto(1) 

Tsukasa Fujita(1) 

Masanori Shiro(1) 

Yuichi Iwasaki(1) 

Tetsuo Yasutaka(1) 

Masanao Ochi(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Co-authorship Relationship with 

the Construction of a Research 

Laboratory: Consideration from a 

Network Perspective 

28th International 

Symposium on Artificial Life 

and Robotics (AROB 2022) 

2022.1 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層予測学習を用いたロボットの

操作スキル学習 

第 10 回 日本婦人科ロボット

手術学会 

2022.1 

Kristiina Jokinen 産総研 Research Collaboration between 

Japan and Finland 

JSPS Annual Alumni Meeting 

in Helsinki 

2022.2 

堂前 幸康 産総研 シミュレーションと AI・ロボティクス

を活用した人・機械協調の取り組

み 

 AI 時代のモノづくりセミナー 2022.2 

麻生 英樹 産総研 Co-evolution of Human 

Intelligence and Artificial 

Intelligence 

International Workshop on 

Frontiers of Computer 

Vision (IW-FCV 2022) 

2022.2 

中嶋 航大(1) 

片岡 裕雄(1) 

松本 晟人(1) 

岩田 健司(1) 

井上 中順(2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Can Vision Transformers Learn 

without Natural Images? 

The 36th AAAI Conference 

on Artificial Intelligence 

(AAAI-22) 

2022.2 

Nuttapong 

Chairatanakul(1) 

Nguyen Thai Hoang(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

Leaping Through Time with 

Gradient-based Adaptation for 

Recommendation 

The 36th AAAI Conference 

on Artificial Intelligence 

(AAAI-22) 

2022.2 

Wen-Chin Huang(1) 

Shu-Wen Yang(2) 

Tomoki Hayashi(1) 

Hung-Yi Lee(2) 

Shinji Watanabe(3) 

Tomoki Toda(1) 

(1)名古屋大学 

(2)National Taiwan 

University 

(3)Carnegie Mellon 

University 

S3PRL-VC: open-source voice 

conversion framework with self-

supervised speech representations 

AAAI-22 Workshop, The 

2nd Workshop on Self-

supervised Learning for 

Audio and Speech 

Processing 

2022.2 

山田 真也(1) 

北川 博之(1) 

天笠 俊之(1) 

的野 晃整(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

複合的データ分析処理に対する

拡張来歴導出手法と性能評価 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.2 
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小久保 柚真 

天笠 俊之 

筑波大学 フォグコンピューティングにおける

RDF 推論処理の動的な負荷分散 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.2 

大倉 真一希 

天笠 俊之 

筑波大学 知識グラフにおける更新エンティ

ティの予測 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.2 

対比地 恭平 

天笠 俊之 

筑波大学 GPU を用いた高次元データに対

する逆 k 最近傍検索の高速化手

法の改善 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.2 

中野 茉里香 

天笠 俊之 

筑波大学 複数の知識ベースに対するキー

ワード検索 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.3 

大森 雄基 

北川 博之 

天笠 俊之 

筑波大学 ユーザ定義関数を利用した知識

ベースと外部情報源の統合利用

手法 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.3 

湯川 皓太 

天笠 俊之 

筑波大学 BLOCK-OPTICS：密度ベースクラ

スタリング手法 OPTICS の高速化 

第 14 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2022) 

2022.3 

Ryoga Murate 

Masafumi Nishida 

Takashi Tsunakawa 

Masafumi Nishimura 

静岡大学 Feature Mapping of Throat 

Microphone Considering Speaker 

Information 

2022 RISP International 

Workshop on Nonlinear 

Circuits, Communications 

and Signal Processing (NCSP 

2022) 

2022.3 

鈴木 貴大 

安藤 優汰 

寺沢 拓真 

城 亮輔 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 機能情報を手掛かりとしたシンプ

ルな指示文からのロボット動作手

順生成手法 

動的画像処理実利用化ワー

クショップ 2022 (DIA 2022) 

2022.3 

山口 拓海  

村川 正宏 

産総研 選択的分類による新奇の異常サン

プル検知システムの構築 

情報処理学会 第 137 回 数

理モデル化と問題解決研究

発表会 (MPS) 

2022.3 



 

添付資料-91 

 

合澤 隆拓(1,2) 

坂東 宜昭(2) 

糸山 克寿(1) 

西田 健次(1) 

中臺 一博(1,3) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)HRI-JP 

深層フルランク空間相関分析に基

づく遠隔音声認識のフロントエンド 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

村手 涼雅 

西田 昌史 

綱川 隆司 

西村 雅史 

静岡大学 d-vector を用いた話者モデルの

選択に基づく咽喉マイクの特徴

マッピングに関する検討 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

増田 光汰(1) 

緒方 淳(2) 

西田 昌史(1) 

綱川 隆司(1) 

西村 雅史(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

wav2vec2.0 の事前学習モデルを

用いた咽喉マイク音声認識 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

大森 雄基 

北川 博之 

天笠 俊之 

筑波大学 知識ベースと外部情報源の統合

利用環境 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

佐藤 祥吾 

天笠 俊之 

筑波大学 知識ベースを対象とした異種デー

タ統合 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

吉田 岳(1,2) 

上原 和樹(2) 

坂無 英徳(2) 

野里 博和(2) 

村川 正宏(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

畳み込みニューラルネットワークに

よる複数倍率画像間の対応を考

慮した特徴抽出と病理組織分類 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

溝谷 祐大 

天笠 俊之 

筑波大学 FPGA を利用したグラフ幅優先探

索の高速化 

情報処理学会 第 84 回 全

国大会 

2022.3 

藤井 綺香 

Jokinen Kristiina 

産総研 Open Source System Integration 

Towards Natural Interaction with 

Robots 

ACM/IEEE International 

Conference on Human-

Robot Interaction (HRI 

2022) 

2022.3 

Graham Wilcock(1) 

Kristiina Jokinen(2) 

(1)CDM Interact 

(2)産総研 

Conversational AI and Knowledge 

Graphs for Social Robot 

Interaction 

ACM/IEEE International 

Conference on Human-

Robot Interaction (HRI 

2022) 

2022.3 
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安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 書記素と音素を用いた事前学習

モデルの日本語テキスト音声合成

への適用 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を用いた日本

語テキストの発話スタイル変換 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

井手 悠太 

斎藤 奨 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 クラウドソーシングを用いた話者照

合結果の検証における誤り削減傾

向に関する調査 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

八重樫 萌絵 

斎藤 奨 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 クラウドソーシングを用いた合成音

声評価におけるワーカからの回答

の分析 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

犬塚 雅也 

林 知樹 

戸田 智基 

名古屋大学 環境音波形の教師なしモデリング

及び環境音識別のためのデータ

拡張への応用 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

耿 浩彭 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 Disfluency Removal with Speech 

Inpainting on Spontaneous 

Lecture Speech 

日本音響学会 2022 年春季

研究発表会 

2022.3 

服部 幸平 

藤吉 弘亘 

山下 隆義 

平川 翼 

中部大学 AI から学ぶ：エキスパートの知見

を導入した DNN モデルを教師と

する学習者のためのインタラクティ

ブ学習法の提案 

電子情報通信学会 パターン

認識・メディア理解研究会 

(PRMU) 

2022.3 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(2) 

窪田 文也(3) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通株式会

社 

(3)株式会社グル

コース 

家庭内の事故予防に向けた合成

ナレッジグラフの構築と推論 

第 56 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.3 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(2) 

大野 美喜子(2) 

窪田 文也(2) 

福田 賢一郎(2) 

川村 隆浩(3) 

古崎 晃司(4) 

松下 京群(1) 

(1)富士通株式会

社 

(2)産総研 

(3)農業・食品産業

技術総合研究機構 

(4)大阪電気通信

大学 

高齢者の家庭内事故予防に役立

つ AI システムの開発 

第 56 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.3 
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勝島 修平(1) 

穴田 一(1) 

江上 周作(2) 

福田 賢一郎(2) 

(1)東京都市大学 

(2)産総研 

グラフ畳み込みネットワークを用い

た推理小説の犯人推定とその根

拠の解釈 

第 56 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.3 

神藤 駿介 

能地 宏 

宮尾 祐介 

産総研 言語モデルの統語構造把握能力

を測定するより妥当な多言語評価

セットの構築 

言語処理学会 第 28 回 年

次大会 (NLP 2022) 

2022.3 

上田 佳祐(1,2) 

石垣 達也(1) 

小林 一郎(1,3) 

宮尾 祐介(1,2) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子

大学 

実況発話ラベル予測モデルにお

ける状況認識素性の活用 

言語処理学会 第 28 回 年

次大会 (NLP 2022) 

2022.3 

吉田 康行(1) 

Arunas Bizokas 

Katusha Demidova 

中井 信一(2) 

中井 理恵(2) 

西村 拓一(1) 

(1)産総研 

(2)ダンスジャルダ

ン 

連続するスピンにおける競技社交

ダンス世界チャンピオンの動作特

性 

第 12 回 日本ダンス医科学

研究会 学術集会 

2022.3 

Kazuki Uehara(1) 

Wataru Uegami(2) 

Hirokazu Nosato(1) 

Masahiro Murakawa(1) 

Junya Fukuoka(2) 

Hidenori Sakanashi(1) 

(1)AIST 

(2)Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Explainable Deep Feature 

Embedding using Multiple Instance 

Learning for Pathological Image 

Analysis 

AAAI Spring Symposium on 

Machine Learning and 

Knowledge Engineering for 

Hybrid Intelligence (AAAI-

MAKE) 

2022.3 

 

【2022 年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名 発表年月 

川井 将敬 

近藤 哲夫  

山梨大学 PatchTCGA for supervised and 

self-supervised learning 

benchmarking: pretrained models 

for efficient transfer learning on 

pathological tasks 

第 111 回 日本病理学会総

会 

2022.4 

Tetsuya Ogata(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

Neurorobotics model studies 

based on the policy of prediction 

error minimization 

JAPANESE-GERMAN 

CONFERENCE, Artificial 

Intelligence and the Human 

Cross-Cultural Perspectives 

on Science and Fiction 

2022.5 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層予測学習による AI とロボット

の共進化と実世界応用 

AI・人工知能 EXPO 春 2022.5 

畔栁 伊吹 

林 知樹 

武田 一哉 

戸田 智基 

名古屋大学 二種の二値分類タスクに基づく外

れ値検出を用いた直列型異常音

検知法 

電子情報通信学会 応用音

響研究会 (EA) 

2022.5 
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Ikeda Atsusi(1) 

Shogo Takaoka(2,3) 

Hirokazu Nosato(2) 

Hiromitsu Negoro(1) 

Hidenori Sakanashi(2) 

Masahiro Murakawa(2) 

Hiroyuki Nishiyama(1) 

(1)University of 

Tsukuba, 

Department of 

Urology 

(2)AIST 

(3)University of 

Tsukuba 

Real-time Bladder Tumor 

Detection at Clinics with Flexible 

Cystoscopy with White Light and 

Narrow Band Imaging using Deep 

Learning 

AUA Annual Meeting 2022 2022.5 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層予測学習の概念とロボット応

用事例 

日本設計工学会 2022 年度

春季大会 研究発表講演会 

2022.5 

Wen-Chin Huang(1) 

Shu-wen Yang(2) 

Tomoki Hayashi(1) 

Hung-yi Lee(2) 

Shinji Watanabe(3) 

Tomoki Toda(1) 

(1)名古屋大学 

(2)National Taiwan 

University 

(3)Carnegie Mellon 

University 

S3PRL-VC: open-source voice 

conversion framework with self-

supervised speech representations 

2022 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2022) 

2022.5 

叶賀 卓 

星野 貴行 

多田 充徳 

産総研 A style transfer mapping and fine-

tuning subject transfer framework 

using convolutional neural 

networks for surface 

electromyogram pattern 

recognition 

2022 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2022) 

2022.5 

Jake Vasilakes(1) 

Chrysoula Zerva(2,3) 

三輪誠(4,5) 

Sophia Ananiadou(1,4) 

(1)マンチェスター

大学 

(2)Instituto 

Superior Tecnico 

(3)Institutode 

Telecomunicacoes 

(4)産総研 

(5)豊田工業大学 

Learning Disentangled 

Representations of Negation and 

Uncertainty 

The 60th Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2022) 

2022.5 

福島 瑠唯(1) 

太田 圭(2) 

金崎 朝子(2) 

佐々木 洋子(1) 

吉安 祐介(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Object Memory Transformer for 

Object Goal Navigation 

IEEE International 

Conference on Robotics and 

Automation (ICRA 2022) 

2022.5 

坂田 一郎 東京大学 大変革時代におけるイノベーショ

ン創出に向けた R&D マネジメント 

第 43 期 新しい技術経営を

考える会 第 1 回例会 

2022.5 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3,4) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)National 

Institute of 

Informatics 

(4)Tokyo Institute 

of Technology 

KIQA: Knowledge-Infused 

Question Answering Model for 

Financial Table-Text Data 

Deep Learning Inside Out 

(DeeLIO 2022): The 3rd 

Workshop on Knowledge 

Extraction and Integration 

for Deep Learning 

Architectures 

2022.5 
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Shreesh Babu Thassu 

Srnivasan(1) 

Masaki Ozaki(1) 

Mikiko Oono(2) 

Yoshifumi Nishida(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

Situation-aware System using 

RGB-D Camera, Spatial 

Knowledge Graphs and Situation 

Database ―Empowering 

caregivers to take better decisions 

and prevent child injuries ― 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2022 (ROBOMECH 

2022) 

2022.6 

野村 彩乃 

西田 佳史 

東京工業大学 日常空間における高齢者の身体

保持力場の 3 次元可視化技術 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2022 (ROBOMECH 

2022) 

2022.6 

Zhenting Wang(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(2) 

Issei Sera(3) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

(3)オムロン 

Robot Assembly Planning using 

Symbol and Speech Bubble 

Information on Graphical 

Instruction Manuals 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2022 (ROBOMECH 

2022) 

2022.6 

Ruishuang Liu 

Weiwei Wan 

Kensuke Harada 

大阪大学 Metal Wire Manipulation Planning 

for 3D Curving with a Bending 

Gadget 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2022 (ROBOMECH 

2022) 

2022.6 

高田 雅之 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Multiple Instance Learning を用い

た優劣差に着目するスキル優劣

判定 

第 28 回 画像センシングシ

ンポジウム (SSII 2022) 

2022.6 

三戸 大輝 

浅谷 公威 

三浦 崇寛 

坂田 一郎 

東京大学 中国のウミガメ政策による中国国

内の研究への二次的影響の分析 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

笠西 哲 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Transformer Encoder-Decoder モ

デルによるサーベイ論文の自動生

成 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

宮本 望 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Self-attention 機構に基づく

Dynamic Structured Neural Topic 

Model 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

香川 璃奈(1) 

白砂 大(3) 

池田 篤史(2) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(3) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学 

(2)筑波大学附属

病院 

(3)追手門学院大

学 

(4)産総研 

1 秒待つことによるアノテーション

品質の向上：作業能力向上と心的

負担のトレードオフを考慮した作

業環境への介入 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 
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髙岡 昇吾(1,3) 

池田 篤史(2) 

野里 博和(3) 

坂無 英徳(3,1) 

村川 正宏(3,1) 

(1)筑波大学 

(2)筑波大学附属

病院 

(3)産総研 

DCNN を用いた少量データ学習

による NBI 膀胱内視鏡画像診断

支援に関する研究 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

鴻巣 竜之介(1) 

野里 博和(2) 

中島 悠(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

膀胱内視鏡画像分類モデル学習

における自動生成画像データ

ベースの適用 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

兼田 寛大(1) 

飯田 紡(1) 

西塚 直人(2) 

久保 勇樹(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)情報通信研究

機構 

Flare Transformer: 磁場画像と物

理特徴量を用いた太陽フレア予測 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

飯田 紡(1) 

兼田 寛大(1) 

平川 翼(2) 

山下 隆義(2) 

藤吉 弘亘(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)中部大学 

Lambda Attention Branch 

Networks による視覚的説明生成 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

説明生成のための知識グラフ構築

ガイドラインの考察 ―ナレッジグ

ラフ推論チャレンジを例にして― 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

濵園 侑美(1,3) 

Marrese-Taylor 

Edison(3) 

石垣 達也(3) 

宮尾 祐介(2,3) 

小林 一郎(1,3) 

高村 大也(3) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)東京大学 

(3)産総研 

一般ドメイン動画実況生成 2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

大知 正直(1) 

城 真範(2) 

森 純一郎(1) 

坂田  一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Transformer モデルを用いた学術

文献の言語情報と引用情報の融

合 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

福田 賢一郎 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

森田 武史 

大野 美喜子 

北村 光司 

QIU YUE 

原 健翔 

古崎 晃司 

川村 隆浩 

産総研 イベント中心知識グラフによる人間

生活を含む環境のサイバー空間

への転写に向けて 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 
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佐藤 尚弥 

磯沼 大 

浅谷 公威 

石塚 翔也 

清水 愛織 

坂田 一郎 

東京大学 深層距離学習を用いた階層構造

埋め込みによる単語間含意関係

抽出 

2022 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 36 回) (JSAI 

2022) 

2022.6 

山田 亮佑(1) 

片岡 裕雄(1) 

千葉 直也(2) 

堂前 幸康(1) 

尾形 哲也(1,2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

Point Cloud Pre-training with 

Natural 3D Structures 

IEEE/CVF Conference on 

Computer Vision and 

Pattern Recognition (CVPR 

2022) 

2022.6 

片岡 裕雄(1) 

速水 亮(1) 

山田 亮佑(1) 

中嶋 航大(1) 

高島 空良(1,2) 

Xinyu Zhang(1,2) 

Edgar Josafat 

Martinez-Noriega(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Replacing Labeled Real-image 

Datasets with Auto-generated 

Contours 

IEEE/CVF Conference on 

Computer Vision and 

Pattern Recognition (CVPR 

2022) 

2022.6 

森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

伝 康晴(2) 

(1)産総研 

(2)千葉大学大学

院 

Cognitive States and Types of 

Nods 

Second Workshop on People 

in Vision, Language And the 

Mind (P-VLAM 2022) - 

LREC Workshop 

2022.6 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

福田 賢一郎(1) 

川村 隆浩(1) 

古崎 晃司(1) 

松下 京群(2) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

コンペティションによる協創：安心

安全を守る AI の開発に向けて 

第 191 回 ヒューマンインタ

フェース学会研究会「 社会

のデザイン・市民のデザイ

ン」(SIG-UXSD-15) 

2022.6 

Ziwei XU(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

iLab at FinCausal 2022: 

Enhancing Causality Detection 

with an External Cause-Effect 

Knowledge Graph 

4th Financial Narrative 

Processing Workshop (FNP 

2022) - LREC Workshop 

2022.6 

Jokinen Kristiina 産総研 Conversational Agents and Robot 

Interaction 

24th International 

Conference on Human-

Computer Interaction (HCI 

International 2022) 

2022.6 

坂田 一郎 東京大学 テクノロジーインフォマティックスに

よる科学技術の未来予測 

全日本科学技術協会 イノ

ベーションを牽引する創造

型企業の経営幹部による朝

食交流会 

2022.6 
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Tetsuya Ogata(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

Toward Embodied Intelligence 

with Deep Predictive Learning and 

Real Robots 

NEURO 2022 2022.7 

Tetsuya Ogata(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

Intelligence of Real Robots Based 

on Predictive Coding Principle 

International Symposium on 

Artificial Intelligence and 

Brain Science 2022 

2022.7 

Mohammad Golam 

Sohrab 

Matīss Rikters 

三輪 誠 

産総研 Pre-trained Sequence-to-

Sequence models with BERT Non-

Autoregressive Autoencoder 

Sixth International 

Workshop on Symbolic-

Neural Learning (SNL 2022)  

2022.7 

Michihiro Mikamo(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Takahiro Kotachi(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Yuki Okamoto(3) 

Ryusuke Sagawa(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)Kindai 

University 

(3)Hiroshima 

University Hospital 

(4)AIST 

(5)Kyushu 

University 

3D Endoscope System with AR 

Display Superimposing Dense and 

Wide-Angle-Of-View 3D Points 

Obtained by Using Micro Pattern 

Projector 

44th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2022) 

2022.7 

Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Hai-Tao Yu(3) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)AIST 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Dual Cost-sensitive Graph 

Convolutional Network Learning 

The 2022 International Joint 

Conference on Neural 

Networks (IJCNN 2022) 

2022.7 

三戸 大輝 

三浦 崇寛 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Secondary Impacts of Returning 

scientists in China 

International Conference on 

Computational Social 

Science (IC2s2) 

2022.7 

阿部 哲也(1,2) 

佐川 立昌(1,2) 

伊藤 孝浩(1) 

酒井 勁佑(1) 

(1)産総研 

(2)東京農工大学 

Attention の可視化による人間行

動の構造解析 

第 25 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2022) 

2022.7 

吉田 岳 

上原 和樹 

坂無 英徳 

野里 博和 

村川 正宏 

産総研 複数倍率の病理画像(WSI)から特

徴量を自動集約する Multi-scale 

Attention Assembler を用いた診

断支援 

第 25 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2022) 

2022.7 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層予測学習に基づくロボット知

能化 – 身体による世界の能動的

知覚 

第 25 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2022) 

2022.7 



 

添付資料-99 

 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 部品に内在する機能情報に基づ

くばら積みシーンからのロボット動

作生成 

第 25 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2022) 

2022.7 

香川 璃奈(1) 

白砂 大(3) 

池田 篤史(2) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(3) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学医学

医療系 

(2)筑波大学附属

病院 

(3)追手門学院大

学 

(4)産総研 

One-second Boosting: A Simple 

and Cost-effective Intervention 

that Promotes the Optimal 

Allocation of Cognitive Resources 

The 44th Annual Meeting of 

the Cognitive Science 

Society (CogSci 2022) 

2022.7 

坂無 英徳 産総研 Pathological diagnosis support by 

AI system cooperating with 

humans 

Global Advances in AI: 

Innovations in Digital 

Pathology and Radiology 

2022 

2022.7 

福岡 順也 長崎大学 Gold mining in the digital world - 

obtaining ground truth for 

pathology AI 

Global Advances in AI: 

Innovations in Digital 

Pathology and Radiology 

2022 

2022.7 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

予測符号化原理に基づく実ロボッ

トの知能化と事例 

シンギュラリティサロン #62 2022.7 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1,2) 

太田 雅輝(1) 

松下 京群(2) 

川村 隆浩(1,3) 

古崎 晃司(1,4) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通株式会

社 

(3)農業・食品産業

技術総合研究機構 

(4)大阪電気通信

大学 

イベント中心ナレッジグラフ埋め込

みにおけるメタデータ表現モデル

の分析 

第 57 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.8 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(2) 

福田 賢一郎(2) 

(1)富士通研究所 

(2)産総研 

イベント中心ナレッジグラフにおけ

るリンク予測の予測モデルによる

違い 

第 57 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.8 

鈴木 碩人 

大知 正直 

佐々木 一 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 A Study on the Dynamism of 

Clusters Using Transaction 

Network between Companies 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 

東出 紀之 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Identifying Quantitative Research 

Levels in Nanocarbons Using 

Semi-automatically Extracted 

Vocabularies 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 
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山野 泰子 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Roles of Brokers and Clusters in 

the Inter-firm Network Dynamics: 

Evolution Map Perspective 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 

三浦 崇寛 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Measuring career growth related 

to organisational movement for 

junior and senior researchers 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 

近藤 芳朗 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Evaluating Emerging Technologies 

on the Gartner Hype Cycle by 

Network Analysis 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 

近藤 芳朗 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Extending Hype Cycle Prediction 

by Applying Graph Network 

Analysis 

Portland International 

Conference on Management 

of Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

2022.8 

白倉 尚貴 

高瀬 竜一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Time Pressure Based Human 

Workload and Productivity 

Compatible System for Human-

Robot Collaboration 

2022 IEEE 18th 

International Conference on 

Automation Science and 

Engineering (CASE 2022) 

2022.8 

Savong Bou(1) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

InTrans: Fast Incremental 

Transformer for Time Series Data 

Prediction 

33rd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2022) 

2022.8 

Kota Yukawa 

Toshiyuki Amagasa 

筑波大学 BLOCK-OPTICS: An Efficient 

Density-Based Clustering Based 

on OPTICS 

33rd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2022) 

2022.8 

Vijdan Khalique(1) 

北川 博之(1,2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

BPF: An Effective Cluster 

Boundary Points Detection 

Technique 

33rd International 

Conference on Database and 

Expert Systems Applications 

(DEXA 2022) 

2022.8 

上原 和樹 産総研 人と AI の協働で共進化する病理

診断支援技術の開発 

第 20 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2022.8 
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上紙 航 長崎大学 MIXTURE of human expertise and 

deep learning — developing an 

explainable model for predicting 

pathological diagnosis and survival 

in patients with interstitial lung 

disease 

第 20 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2022.8 

川井 将敬 山梨大学 生成的敵対的ネットワークによる腎

生検染色変換法は病理医の所見

評価を助ける 

第 20 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2022.8 

古山 翔太(1,2) 

永田 亮(3) 

高村 大也(2) 

岡崎 直観(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)甲南大学 

日本語誤り訂正のための誤り区間

と誤り種類の自動アノテーションに

向けて 

NLP 若手の会 (YANS) 第 17

回シンポジウム 

2022.8 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Improvement of serial approach to 

anomalous sound detection by 

incorporating two binary cross-

entropies for outlier exposure 

30th European Signal 

Processing Conference 

(EUSIPCO 2022) 

2022.8 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

実ロボットのための深層予測学習

の実装と応用 

DA シンポジウム 2022 2022.9 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

身体を持った AI – 深層予測学習

のコンセプトと応用 

KISTEC 先端科学技術セミ

ナー2022 ロボティクス編 

2022.9 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 標準軌跡モデルと道具の機能情

報に基づくロボット動作生成 

第 27 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2022) 

2022.9 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 部品の機能的整合性に基づくばら

積みシーンからのロボット組み立

て動作生成手法 

第 27 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2022) 

2022.9 

宮崎 祐介(1) 

正田 孝平(1) 

北村 光司(2) 

西田 佳史(1) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

日常生活における高齢者の認知

身体能力評価に向けた階段昇降

特徴評価手法 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 
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濱田 萌(1) 

北村 光司(2) 

西田 佳史(1) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

在宅手すりセンサを用いた非エル

ゴード的アンビエント長期計測によ

る高齢者の個別身体機能変化の

鋭敏な検出 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

Vitor Hideyo 

ISUME(1) 

Kensuke HARADA(1) 

Weiwei WAN(1) 

Yukiyasu DOMAE(2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

RGB Image-based Craft Assembly 

System 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

Cristian BELTRAN-

HERNANDEZ(1) 

Damien PETIT(1) 

Ixchel RAMIREZ-

ALPIZAR(2) 

Kensuke HARADA(1) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Curriculum Reinforcement 

Learning for Industrial Insertion 

Tasks 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

宮堺 洋江 

野田 哲男 

大阪工業大学 製品組立作業工程の撮影による

産業用ロボットの教示システムの

開発-差分画像法を用いた組立順

序の認識- 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

山田 航輝 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットのニアライン教示法

の提案とその一実装 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

本多 航也 

板谷 英典 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Mask-attention 機構を導入した

PPO による物体把持動作の視覚

的説明 

第 40 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2022) 

2022.9 

香川 璃奈(1) 

白砂 大(2) 

池田 篤史(3) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(2) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大

学 

(3)筑波大学附属

病院 

(4)産総研 

1 秒待つ: 最適な認知資源配分の

ためのブースト設計 

日本認知科学会 第 39 回大

会 

2022.9 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

自由エネルギー原理から考える知

能ロボティクス 

応用脳科学コンソーシアム 2022.9 

和田 唯我(1) 

兼田 寛大(1) 

飯田 紡(1) 

西塚 直人(2) 

久保 勇樹(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)情報通信研究

機構 

Flareformer: 磁場画像および物理

特徴量の統合による大規模太陽フ

レア予測 

第 21 回 情報科学技術

フォーラム (FIT 2022) 

2022.9 
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九曜 克之(1) 

和田 唯我(1) 

兼田 寛大(1) 

飯田 紡(1) 

西塚 直人(2) 

久保 勇樹(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)情報通信研究

機構 

Flare Transformer Regressor: 

Masked Autoencoder と Informer 

Decoder に基づく太陽フレア予測 

第 21 回 情報科学技術

フォーラム (FIT 2022) 

2022.9 

小松 拓実(1) 

飯田 紡(1) 

兼田 寛大(1) 

平川 翼(2) 

山下 隆義(2) 

藤吉 弘亘(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)中部大学 

Saliency Guided Training を使用し

た Lambda Attention Branch 

Networks による視覚的説明生成 

第 21 回 情報科学技術

フォーラム (FIT 2022) 

2022.9 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

実世界で活動するロボットのため

の深層予測学習の概念と応用事

例 

第 24 回 Science Café 2022.9 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を用いたテキ

スト発話スタイル変換の改良 

日本音響学会 第 148 回

(2022 年秋季)研究発表会 

2022.9 

Lester Phillip Violeta 

Wen-Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 A comparison of pretraining 

frameworks for improving 

pathological speech recognition 

日本音響学会 第 148 回

(2022 年秋季)研究発表会 

2022.9 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(2) 

Shiro Oka(3) 

Takahiro Kotachi(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Yuki Okamoto(3) 

Ryusuke Sagawa(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Kindai 

University 

(2)Hiroshima City 

University 

(3)Hiroshima 

University Hospital 

(4)AIST 

(5)Kyushu 

University 

Optimized depth fusion of multiple 

measurements by 3D endoscope 

based on active stereo technique 

AE-CAI | CARE | OR 2.0, 

joint MICCAI workshop 

2022 

2022.9 

Yoshiaki Bando(1) 

Takahiro Aizawa(1,2) 

Katsutoshi Itoyama(1) 

Kazuhiro Nakazai(1) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Weakly-Supervised Neural Full-

Rank Spatial Covariance Analysis 

for a Front-End System of Distant 

Speech Recognition 

INTERSPEECH 2022 2022.9 

Lester Phillip Violeta 

Wen Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Investigating self-supervised 

pretraining frameworks for 

pathological speech recognition 

INTERSPEECH 2022 2022.9 
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Daiki Yoshioka 

Yusuke Yasuda 

Noriyuki Matsunaga 

Yamato Ohtani 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Spoken-text-style transfer with 

conditional variational 

autoencoder and content word 

storage 

INTERSPEECH 2022 2022.9 

Yuta Ide 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 Can humans correct errors from 

system? Investigating error 

tendencies in speaker 

identification using crowdsourcing 

INTERSPEECH 2022 2022.9 

Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Hai-Tao Yu(3) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Anonymity Can Help Minority: A 

Novel Synthetic Data Over-

sampling Strategy on Multi-label 

Graphs 

The 2022 European 

Conference on Machine 

Learning and Principles and 

Practice of Knowledge 

Discovery in Databases 

(ECML PKDD 2022) 

2022.9 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 A Digital Twin System that 

Extends the Human and Robot 

Experience 

EASE Fall School 2022 2022.9 

石垣 達也(1) 

上田 佳祐(1) 

トピチ ゴラン(1) 

小林 一郎(2,1) 

宮尾 祐介(3,1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

レーシングゲーム実況テキストモ

デリングのための運動力学的素性 

情報処理学会 第 253 回 自

然言語処理研究会 (NL) 

2022.9 

曲 佳(1) 

三輪 祥太郎(1,2) 

堂前 幸康(1) 

(1)産総研 

(2)三菱電機  

Interpretable Navigation Agents 

Using Attention-Augmented 

Memory 

International Conference on 

Systems, Man, and 

Cybernetics (SMC 2022) 

2022.10 

JinRuidong 

劉 欣 

村田 剛志 

産総研 Predicting Potential Real-time 

Donations in YouTube Live 

Streaming Services via 

Continuous-Time Dynamic Graph 

The 25th International 

Conference on Discovery 

Science (DS 2022) 

2022.10 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 デジタルツインによる人の経験の

拡張 

大学共同利用機関シンポジ

ウム 2022 

2022.10 

Maurya Sunil Kumar 

劉 欣 

村田 剛志 

産総研 Not All Neighbors are Friendly: 

Learning to Choose Hop Features 

to Improve Node Classification 

31st ACM International 

Conference on Information 

and Knowledge Management 

(CIKM 2022) 

2022.10 
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Graham Wilcock(1) 

Kristiina Jokinen(2) 

(1)CDM Interact 

(2)産総研 

Should robots indicate the 

trustworthiness of information 

from knowledge graphs? 

10th International 

Conference on Affective 

Computing and Intelligent 

Interaction Workshops and 

Demos (ACIIW 2022) 

2022.10 

Kristiina Jokinen(1) 

Graham Wilcock(2) 

(1)産総研 

(2)CDM Interact 

Towards multimodal expression of 

information reliability in Human-

Robot Interaction 

The 8th Linguistic and 

Cognitive Approaches to 

Dialog Agents (LaCATODA 

2022), in conjunction to the 

10th IEEE ACIIW-2022 

2022.10 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 VR デジタルツインによる人とロ

ボットの経験拡張 

精密工学会 第 425 回講習

会  

2022.10 

Kohta Masuda(1) 

Jun Ogata(2) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi Nishimura(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

Throat microphone speech 

recognition using wav2vec 2.0 and 

feature mapping 

2022 IEEE 11th Global 

Conference on Consumer 

Electronics (GCCE 2022) 

2022.10 

Qiaoge Li(1) 

Zhenghang Cui(2) 

Itaru Kitahara(1) 

Ryusuke Sagawa(3) 

(1)筑波大学 

(2)PanHouse 

(3)AIST 

Precise Gymnastic Scoring From 

TV Playback 

2022 IEEE 11th Global 

Conference on Consumer 

Electronics (GCCE 2022) 

2022.10 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Zanjabila(2) 

Akira Sasou(1) 

(1)AIST 

(2)ITS 

Jointly Predicting Emotion, Age, 

and Country Using Pre-Trained 

Acoustic Embedding 

The ACII Affective Vocal 

Bursts (A-VB) Workshop & 

Competition 

2022.10 

Kota Takata(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(2) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Efficient Task/Motion Planning for 

a Dual-arm Robot from Language 

Instructions and Cooking Images 

2022 IEEE/RSJ International 

Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS 

2022) 

2022.10 

Kong Wei Kun(1) 

劉 欣(2) 

Teeradaj Racharak(1) 

Le-Minh Nguyen(1) 

(1)北陸先端科学

技術大学院大学 

(2)産総研 

TransHExt: a Weighted Extension 

for TransH on Weighted 

Knowledge Graph Embedding 

21st International Semantic 

Web Conference (ISWC 

2022) 

2022.10 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Improvement of anomalous sound 

detection method considering the 

distribution of embedding 

24th International Congress 

on Acoustics (ICA 2022) 

2022.10 
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Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Jun’ichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Classification of the Top-cited 

Literature by Fusing Linguistic 

and Citation Information with the 

Transformer Model 

18th International 

Conference on Web 

Information Systems and 

Technologies (WEBIST 

2022) 

2022.10 

川村 隆浩(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(2) 

福田 賢一郎(1) 

古崎 晃司(1) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

Contextualized Scene Knowledge 

Graphs for XAI Benchmarking 

The 11th International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2022) 

2022.10 

坂無 英徳 産総研 医用画像向け AI 研究の最新動向 第 26 回 日本遠隔医療学会 

学術大会 

2022.10 

Ayano Nomura 

Yoshifumi Nishida 

東京工業大学 Visualization of Body Supporting 

Force Field of the Elderly in 

Everyday Environment 

IEEE International 

Conference on Sensors 

2022.10 

Shaikh Salman(1) 

北川 博之(1,2) 

的野 晃整(1) 

金 京淑(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

TStream: A Framework for Real-

time and Scalable Trajectory 

Stream Processing and Analysis 

30th International 

Conference on Advances in 

Geographic Information 

Systems 2022 (ACM 

SIGSPATIAL 2022) 

2022.11 

Moe Yaegashi 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 Do You Know How Humans 

Sound? Exploring a Qualification 

Test Design for Crowdsourced 

Evaluation of Voice Synthesis 

Quality 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2022) 

2022.11 

Bagus Tris ATMAJA 

Akira Sasou 

AIST Leveraging Pre-Trained Acoustic 

Feature Extractor for Affective 

Vocal Bursts Tasks 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2022) 

2022.11 

Bagus Tris 

ATMAJA(1) 

Zanjabila(2) 

Akira Sasou(1) 

(1)AIST 

(2)Sepuluh 

Nopember Institute 

of Technology 

On The Optimal Classifier for 

Affective Vocal Bursts and 

Stuttering Predictions Based on 

Pre-Trained Acoustic Embedding 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2022) 

2022.11 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 人の経験を拡張し行動変容を促

す VR デジタルツインの実現に向

けて 

第 12 回 CiNet シンポジウム 2022.11 
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池田 篤史(1) 

髙岡 昇吾(2) 

野里 博和(2) 

根来 宏光(1) 

坂無 秀徳(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

臨床実装化を目指した膀胱内視

鏡診断支援 AI システムの開発 

第 36 回 日本泌尿器内視

鏡・ロボティクス学会総会 

2022.11 

香川 璃奈(1) 

本田 秀仁(2) 

野里 博和(3) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大

学 

(3)産総研 

Relationship between performance 

of machine learning and algorithm 

aversion 

Society for Judgment and 

Decision Making Annual 

Conference 2022 (SJDM 

2022) 

2022.11 

Xiao Wang(1) 

Aristeidis Tsaris(1) 

Debangshu 

Mukherjee(1) 

Mohamed Wahib(2) 

陳 鵬(3) 

Mark Oxley(1) 

Olga Ovchinnikova(1) 

Jacob Hinkle(1) 

(1)Oak Ridge 

National 

Laboratory 

(2)RIKEN-CCS 

(3)AIST 

Image Gradient Decomposition for 

Parallel and Memory-Efficient 

Ptychographic Reconstruction 

The International 

Conference for High 

Performance Computing, 

Networking, Storage and 

Analysis (SC ’22) 

2022.11 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Enhancing Financial Table and 

Text Question Answering with 

Tabular Graph and Numerical 

Reasoning 

The 2nd Conference of the 

Asia-Pacific Chapter of the 

Association for 

Computational Linguistics 

and the 12th International 

Joint Conference on Natural 

Language Processing 

(AACL-IJCNLP 2022) 

2022.11 

合澤 隆拓(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

糸山 克寿(2) 

中臺 一博(2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

深層ブラインド音源分離と転移学

習に基づく遠隔音声認識の評価 

第 61 回 人工知能学会 AI

チャレンジ研究会 

2022.11 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

窪田 文也 

大野 美喜子 

福田 賢一郎 

産総研 動画とナレッジグラフを併用した日

常生活の表現を支援しリスクを可

視化するツール 

第 58 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.11 

太田 雅輝 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 シーングラフ生成の精度向上に向

けた最適なデータセット生成の調

査 

第 58 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2022.11 

Masaya Yamada(1,2) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Salman Ahmed 

Shaikh(1) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

Streaming Augmented Lineage: 

Traceability of Complex Stream 

Data Analysis 

The 24th International 

Conference on Information 

Integration and Web 

Intelligence (iiWAS 2022) 

2022.11 
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Savong Bou(2) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Salman Ahmed 

Shaikh(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

PR-MVI: Efficient Missing Value 

Imputation over Data Streams by 

Distance Likelihood 

The 24th International 

Conference on Information 

Integration and Web 

Intelligence (iiWAS 2022) 

2022.11 

加藤 創史 

神山 徹 

中村 良介 

産総研 Earth Engine Apps を応用した湖

沼水温を基準とした熱赤外衛星セ

ンサのラジオメトリック精度検証 

日本リモートセンシング学会 

第 73 回(令和 4 年度秋季) 

学術講演会 

2022.11 

吉岡 大貴 

安田  裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 内容語保存機構を備えた変分自

己符号化器に基づくテキスト発話

スタイル変換 

情報処理学会 第 144 回 音

声言語情報処理研究会 

(SLP) 

2022.11 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 人とロボットの経験を拡張する VR

デジタルツイン 

応用脳科学アカデミー 2022

年度 

2022.11 

Kim Taehoon 

Duan Yijun 

金 京淑 

AIST A Shape of Geo-tagged Media 

Bias in COVID-19 Related 

Twitter 

The 11th International 

Symposium on Information 

and Communication 

Technology (SoICT 2022) 

2022.12 

曲 佳(1) 

三輪 祥太郎(1,2) 

堂前 幸康(1) 

(1)産総研 

(2)三菱電機  

Learning Landmark-Oriented 

Subgoals for Visual Navigation 

Using Trajectory Memory 

IEEE Symposium Series On 

Computational Intelligence 

(IEEE SSCI 2022) 

2022.12 

Kanta Kaneda(1) 

Yuiga Wada(1) 

Tsumugi Iida(1) 

Naoto Nishizuka(2) 

Yuki Kubo(2) 

Komei Sugiura(1) 

(1)Keio University 

(2)National 

Institute of 

Information and 

Communications 

Technology 

Flare Transformer: Solar Flare 

Prediction using Magnetograms 

and Sunspot Physical Features 

16th Asian Conference on 

Computer Vision (ACCV 

2022) 

2022.12 

Tsumugi Iida(1) 

Takumi Komatsu(1) 

Kanta Kaneda(1) 

Tsubasa Hirakawa(2) 

Takayoshi 

Yamashita(2) 

Hironobu Fujiyoshi(2) 

Komei Sugiura(1) 

(1)Keio University 

(2)Chubu 

University 

Visual Explanation Generation 

Based on Lambda Attention 

Branch Networks 

16th Asian Conference on 

Computer Vision (ACCV 

2022) 

2022.12 

Erica K. Shimomoto 

Edison Marrese-Taylor 

Hiroya Takamura 

Ichiro Kobayashi 

Yusuke Miyao 

AIST A Subspace-Based Analysis of 

Structured and Unstructured 

Representations in Image-Text 

Retrieval 

Unimodal and Multimodal 

Induction of Linguistic 

Structures (UM-IoS), 

EMNLP 2022 Workshop 

2022.12 



 

添付資料-109 

 

Chung-Chi Chen(1) 

Hen-Hsen Huang(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Hsin-Hsi Chen(3) 

(1)AIST 

(2)Institute of 

Information 

Science, Academia 

Sinica 

(3)National Taiwan 

University 

Overview of the FinNLP-2022 

ERAI Task:Evaluating the 

Rationales of Amateur Investors 

The Fourth Workshop on 

Financial Technology and 

Natural Language Processing 

(FinNLP), EMNLP 2022 

Workshop 

2022.12 

陳 宏(1,3) 

Duc Vo(1) 

高村 大也(2,3) 

宮尾 祐介(1,3) 

中山 英樹(1,3) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

(3)産総研 

StoryER: Automatic Story 

Evaluation via Ranking, Rating 

and Reasoning 

The 2022 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2022) 

2022.12 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Yumi Hamazono(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Goran Topic(1) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Open-domain Video Commentary 

Generation 

The 2022 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2022) 

2022.12 

佐藤 尚弥 

磯沼 大 

浅谷 公威 

石塚 翔也 

清水 愛織 

坂田 一郎 

東京大学 Lexical Entailment with Hierarchy 

Representations by Deep Metric 

Learning 

The 2022 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2022) 

2022.12 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 標準軌跡モデルと道具の機能認

識の融合による適応的ロボット動

作生成 

ビジョン技術の実利用ワーク

ショップ (ViEW 2022) 

2022.12 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

多人数会話におけるマルチモー

ダル聞き手反応予測 

人工知能学会 言語・音声理

解と対話処理研究会 第 96

回研究会 

2022.12 

福田 賢一郎 AIST Human Daily Activity as Event-

centric Knowledge Graphs: 

Toward Explainable AI 

Technology for Older Adults' 

Support 

14th International 

Conference on Social 

Robotics (ICSR 2022)  

Realization of Avatar-

Symbiotic Society. Everyone 

can Perform Active Roles 

without Constraint 

2022.12 

山田 航輝 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットのニアライン教示法

の提案とその一実装 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 
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佐野 雄一 

野田 哲男 

大阪工業大学 WRS2022 製品組立チャレンジに

おけるモータ取り付け作業実現方

法の分析と提案 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

宮堺 洋江 

野田 哲男 

大阪工業大学 製品組立作業工程の撮影による

産業用ロボットの教示システムの

開発 -差分画像法を用いた組立

順序の認識- 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

稲邑 哲也 国立情報学研究所 人とロボットの経験を拡張する VR

デジタルツインの構築 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

丸山 翼 

遠藤 維 

多田 充徳 

産総研 DhaibaWorks を活用した人ロボット

協調の実現 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

岩見 幸一 

稲邑 哲也 

国立情報学研究所 仮想環境における物体の運搬動

作によって生じる身体負荷のリア

ルタイム予測とフィードバック 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

井口 悠一郎 

野田 哲男 

大阪工業大学 ロボットによる図書館における書籍

返却作業の自動化 

第 23 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2022) 

2022.12 

Ryo Ito 

Ryu Sugimoto 

Chiaki Tsutsumi 

Ryosuke Nakamura 

AIST Machine learning for global 

detection of photovoltaic panel 

installation using Landsat-8 

Imagery 

International Conference on 

Space, Aeronautical and 

Navigation Electronics 2022 

(ICSANE 2022) 

2022.12 

Erica Kido Shimomoto 

Edison Marrese-Taylor 

Hiroya Takamura 

Ichiro Kobayashi 

Yusuke Miyao 

AIST A Subspace-Based Analysis of 

Structured and Unstructured 

Representations in Image-Text 

Retrieval 

The 2022 International 

Collaborative Workshop of 

RUB-UGA-UT, 4th Edition 

- Recent Trends in 

Computer Science and 

Artificial Intelligence 

(CollaboTICS 2022) 

2022.12 

小祝 和寛 

増田 光汰 

西田 昌史 

西村 雅史 

静岡大学 大規模事前学習モデルに基づく

咽喉マイク音声認識の性能改善 

第 20 回 情報学ワークショッ

プ (WiNF 2022) 

2022.12 
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Ryo Yanagisawa 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsunori Kobayashi 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 PostMe: Unsupervised Dynamic 

Microtask Posting For Efficient 

and Reliable Crowdsourcing 

The 6th IEEE Workshop on 

Human-in-the-Loop 

Methods and Future of 

Work in BigData (HMData 

2022), IEEE BigData 2022 

workshop 

2022.12 

Takdir(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

Region-based Sub-Snapshot 

(RegSnap): Enhanced Fault 

Tolerance in Distributed Stream 

Processing with Partial Snapshot 

7th Workshop on Real-time 

Stream Analytics, Stream 

Mining, CER/CEP & Stream 

Data Management in Big 

Data, IEEE BigData 2022 

workshop 

2022.12 

QIU YUE(1) 

長﨑 好輝(1) 

原 健翔(1) 

片岡 裕雄(1) 

鈴木 亮太(2) 

岩田 健司(1) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)埼玉大学 

VirtualHome Action Genome: A 

Simulated Spatio-Temporal Scene 

Graph Dataset with Consistent 

Relationship Labels 

IEEE/CVF Winter 

Conference on Applications 

of Computer Vision (WACV 

2023) 

2023.1 

Peng Chen(1) 

Mohamed Wahib(2) 

Xiao Wang(3) 

Jintao Meng(4) 

Yusuke Tanimura(1) 

(1)AIST 

(2)RIKEN Center 

for Computational 

Science 

(3)Oak Ridge 

National 

Laboratory 

(4)Shenzhen 

Institute of 

Advanced 

Technology, CAS 

High performance Image 

Reconstruction on GPU 

accelerated Supercomputers 

High Performance 

Computing for Imaging 2023 

2023.1 

Edgar Martinez-

Noriega(1) 

Rio Yokota(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institue 

of Technology 

Towards Real-Time Formula 

Driven Dataset Feed for Large 

Scale Deep Learning Training 

High Performance 

Computing for Imaging 2023 

2023.1 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 A Survey and Comparison of 

Activities of Daily Living Datasets 

in Real-life and Virtual Spaces 

2023 IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2023) 

2023.1 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

FinKG: A Core Financial 

Knowledge Graph for Financial 

Analysis 

17th IEEE International 

Conference on Semantic 

Computing (ICSC 2023) 

2023.2 

Hailemariam Mehari(1) 

Lynden Steven(1) 

的野 晃整(1) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

(1)AIST 

(2)University of 

Tsukuba 

Self-Attention-based Data 

Augmentation Method for Text 

Classification 

15th International 

Conference on Machine 

Learning and Computing 

(ICMLC 2023) 

2023.2 
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Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

中京大学 Estimation of Robot Motion 

Parameters based on Functional 

Consistency for Randomly Stacked 

Parts 

18th International 

Conference on Computer 

Vision Theory and 

Applications (VISAPP 2023) 

2023.2 

片岡 裕雄 産総研 Pre-training without Natural 

Images 

International Workshop on 

Frontiers of Computer 

Vision (IW-FCV 2023) 

2023.2 

吉田 岳 

上原 和樹 

坂無 英徳 

野里 博和 

村川 正宏 

AIST Multi-Scale Feature Aggregation 

Based Multiple Instance Learning 

for Pathological Image 

Classification 

12th International 

Conference on Pattern 

Recognition Applications 

and Methods (ICPRAM 

2023) 

2023.2 

Lingqi Zhang(1) 

Mohamed Wahib(2) 

陳 鵬(1) 

Jintao Meng(3) 

Xiao Wang(4) 

Toshio Endo(5) 

松岡 聡(2) 

(1)AIST 

(2)RIKEN-CCS 

(3)Shenzhen 

Institutes of 

Advanced 

Technology 

(4)Oak Ridge 

National 

Laboratory 

(5)Tokyo Institute 

of Technology 

Exploiting Scratchpad Memory for 

Deep Temporal Blocking 

The 15th Workshop on 

General Purpose Processing 

Using GPU (GPGPU 2023) 

2023.2 

Truong Nguyen 

Peng Chen 

Yusuke Tanimura 

AIST Efficient Allreduce Algorithm for 

Large-Scale Deep Learning on 

Distributed Loop Networks 

The International 

Conference on High 

Performance Computing in 

Asia-Pacific Region (HPC 

Asia 2023) 

2023.3 

Yiyu Tan(1) 

Xin Lu(1) 

Guanghui Liu(2) 

陳 鵬(3) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

谷村勇輔(3) 

(1)岩手大学 

(2)Cedars-Sinai 

Medical Center 

(3)AIST 

An FPGA-based Sound Field 

Renderer for High-Precision 

Sound Field Auralization 

The International 

Conference on High 

Performance Computing in 

Asia-Pacific Region (HPC 

Asia 2023) 

2023.3 

藤田 陽斗(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

井本 桂右(3,1) 

大西 正輝(1) 

吉井 和佳(2) 

(1)産総研 

(2)京都大学 

(3)同志社大学 

音響イベント定位・検出のための

空間情報付き映像・音響信号を用

いた自己教師あり学習 

電子情報通信学会 音声研

究会 (SP) 

2023.2 

Kohta Masuda(1) 

Jun Ogata(2) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi Nishimura(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

Improved Throat Microphones 

Speech Recognition Using a Self-

Supervised Learning Model 

2023 RISP International 

Workshop on Nonlinear 

Circuits, Communications 

and Signal Processing (NCSP 

2023) 

2023.3 
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藤田 雅彦 

坂東 宜昭 

佐々木 洋子 

大西 正輝 

産総研 移動ロボットのための時変空間相

関行列推定に基づく多チャネル音

声強調 

情報処理学会 第 85 回 全

国大会 

2023.3 

宗像 北斗(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

武田 龍(2) 

駒谷 和範(2) 

大西 正輝(1) 

(1)産総研 

(2)大阪大学 

音源定位・分離の同時学習に基

づく移動音源の深層ブラインド音

源分離 

情報処理学会 第 85 回 全

国大会 

2023.3 

小祝 和寛(1) 

増田 光汰(1) 

緒方 淳(2) 

西田 昌史(1) 

西村 雅史(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

大規模事前学習モデルを用いた

皮膚接触型マイク音声と食行動音

の同時認識 

情報処理学会 第 85 回 全

国大会 

2023.3 

合澤 隆拓(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

糸山 克寿(2,3) 

西田 健次(2) 

中臺 一博(2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

(3)HRI-JP 

深層ブラインド音源分離を用いた

転移学習による環境音分離 

情報処理学会 第 85 回 全

国大会 

2023.3 

大森 雄基(1) 

北川 博之(1,2) 

天笠 俊之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

エンティティリンキング機能を有す

る知識ベースと外部情報源の統合

利用手法 

第 15 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2023) 

2023.3 

山田 真也(1,2) 

北川 博之(1,2) 

Shaikh Ahmed 

Salman(1) 

天笠 俊之(2) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

複合的ストリーム処理に対するト

レーサビリティの研究 

第 15 回 データ工学と情報

マネジメントに関するフォー

ラム (DEIM 2023) 

2023.3 

上泉 洸太(1) 

澤村 勇輝(2) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

DBpedia を対象とした日本人名の

エンティティリンキング 

第 59 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.3 

山本 泰誠(1) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

対話イベント知識グラフに基づく

ユーザ嗜好を考慮した知識獲得

機能を有する雑談音声対話システ

ム 

第 59 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.3 

青山 仁(1) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

VirtualHome を対象とした家庭環

境知識に基づく日常生活行動説

明文からのアクションスクリプト自

動生成 

第 59 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.3 
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森 俊人(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikipedia の赤リンクを用いた

DBpedia の拡張の検討 

第 59 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.3 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

高岡 省吾(2) 

根来 宏光(1) 

坂無 英徳(2) 

村川 正宏(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

Can cystoscopy artificial 

intelligence overcome differences 

between cystoscope products? 

38th Annual EAU Congress 

(EAU23) 

2023.3 

Ethan Okoshi 

福岡 順也 

長崎大学 Diagnosing UIP from RNA-Seq 

Data with an SVM-Based 

Molecular Classifier for FFPE-

Processed Transbronchial Lung 

Biopsies 

USCAP 112th Annual 

Meeting 2023 

2023.3 

横川 悠香(1) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

修辞構造と語彙難易度を制御可

能なテキスト生成手法に向けて 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

Wenjie Zhong(1,2) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,2) 

(1)The University 

of Tokyo 

(2)AIST 

(3)Ochanomizu 

University 

Controlling Text Generation With 

Fiction-Writing Modes 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

Muxuan Liu(1) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況に基づいた日本語ビ

ジネスメールコーパスの構築 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Subspace representation for text 

classification with limited training 

data 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

宮本 望(1) 

磯沼 大(1) 

高瀬 翔(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

時系列構造化ニューラルトピックモ

デル 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

笠西 哲 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 サーベイ論文自動生成に向けた

大規模ベンチマークデータセット

の構築 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 
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Mohammad Golam 

Sohrab 

Matīss Rikters 

三輪 誠 

産総研 Language Understanding with 

Non-Autoregressive BERT-to-

BERT Autoencoder 

言語処理学会 第 29 回 年

次大会 (NLP 2023) 

2023.3 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 サイクル学習を用いた注意機構付

き VAE によるテキスト発話スタイル

変換 

日本音響学会 第 149 回

(2023 年春季)研究発表会 

2023.3 

佐宗 晃 

児島 宏明 

小木曽 里樹 

長久保 晶彦 

産総研 体導音を用いた手作業内容の認

識に関する検討 

日本音響学会 第 149 回

(2023 年春季)研究発表会 

2023.3 

Shreesh Babu Thassu 

Srinivasan(1) 

Masaaki Ozaki(1) 

Yoshifumi Nishida(1) 

Mikiko Oono(2) 

Tatsuhiro 

Yamanaka(2,3) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)緑園こどもクリ

ニック 

Situation-aware system based on 

knowledge graphs derived from R-

Map analysis of accident 

situational big data 

The 14th International 

Conference on Ambient 

Systems, Networks and 

Technologies (ANT 2023) 

2023.3 

【2023 年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名 発表年月 

Savong Bou(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

CPiX: Real-Time Analytics over 

Out-of-Order Data Streams by 

Incremental Sliding-Window 

Aggregation 

39th IEEE International 

Conference on Data 

Engineering (ICDE 2023) 

2023.4 

川井 将敬 山梨大学 公開データセットによる乳癌のセ

マンティックセグメンテーションとリ

ンパ節転移検索および自施設へ

の応用 

第 112 回 日本病理学会総

会 

2023.4 

上原 和樹(1) 

上紙 航(2,3) 

野里 博和(1) 

村川 正宏(1) 

福岡 順也(3) 

坂無 英徳(1) 

(1)産総研 

(2)亀田メディカル

センター 

(3)長崎大学 

Evidence Dictionary Network 

using Multiple Instance 

Contrastive Learning for 

Explainable Pathological Image 

Analysis 

20th International 

Symposium on Biomedical 

Imaging (ISBI 2023)  

2023.4 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

小林 圭太(3) 

讃岐 勝(1) 

坂無 英徳(2) 

白石 晃司(3) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

(3)山口大学 

他人の検査は信じるな! ～膀胱内

視鏡検査の所見図の客観的評価

～ 

第 110 回 日本泌尿器科学

会 総会 

2023.4 
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池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

高岡 省吾(2) 

根来 宏光(1) 

坂無 英徳(2) 

村川 正宏(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

A cystoscopy artificial intelligence 

system that can be used with 

cystoscopes produced by different 

manufacturers 

AUA Annual Meeting 2023 2023.4 

Nang Hung Nguyen(1) 

Duc Long Nguyen(1) 

Trong Bang Nguyen(1) 

Thanh Hung Nguyen(1) 

Huy Hieu Pham(2) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

Phi Le Nguyen(1) 

(1)Hanoi 

University of 

Science and 

Technology 

(2)VinUni-Illinois 

Smart Health 

Center, 

VinUniversity 

(3)産総研 

CADIS: Handle Real-world 

Federated Learning with 

Clustering-based Aggregation and 

Knowledge Distilled Regularization 

IEEE/ACM International 

Symposium on Cluster, 

Cloud and Internet 

Computing (CCGRID 2023) 

2023.5 

Wenjie Zhong(1,3) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(3) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)The University 

of Tokyo 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)AIST 

Fiction-Writing Mode: An 

Effective Control for Human-

Machine Collaborative Writing 

The 17th Conference of the 

European Chapter of the 

Association for 

Computational Linguistics 

(EACL 2023) 

2023.5 

Cristian Rodriguez-

Opazo(1) 

Edison Marrese-

Taylor(2) 

Basura Fernando(3) 

Hiroya Takamura(2) 

Qi Wu(1) 

(1)Australian 

Institute for 

Machine 

Learning(AIML) 

(2)産総研 

(3)Agency for 

Science, 

Technology and 

Research(A*STAR) 

Memory-efficient Temporal 

Moment Localization in Long 

Videos 

The 17th Conference of the 

European Chapter of the 

Association for 

Computational Linguistics 

(EACL 2023) 

2023.5 

Nhung T. H. 

Nguyen(1) 

三輪 誠(2,3) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)マンチェスター

大学 

(2)産総研 

(3)豊田工業大学 

Span-based Named Entity 

Recognition by Generating and 

Compressing Information 

The 17th Conference of the 

European Chapter of the 

Association for 

Computational Linguistics 

(EACL 2023) 

2023.5 

Mugeni BoscoJohn(1) 

Lynden Steven(1) 

的野 晃整(1) 

天笠 俊之(2) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

AdapterEM: Pre-trained Language 

Model Adaptation for Generalized 

Entity Matching using Adapter-

tuning 

The 27th International 

Database Engineered 

Applications Symposium 

(IDEAS 2023) 

2023.5 

Yuichiro Nei(1) 

Wataru Uegami(2) 

Ethan Okoshi(3) 

Junya Fukuoka(3) 

(1)Teikyo 

University Chiba 

Medical Center 

(2)Kameda Medical 

Center 

(3)Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Distribution of UIP Fibrosis Is 

Accentuated Around Lymphatics - 

Analysis by a Deep Learning 

Model 

ATS International 

Conference 2023 

2023.5 



 

添付資料-117 

 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

Datasets of Mystery Stories for 

Knowledge Graph Reasoning 

Challenge 

Workshop at ESWC 2023,  

Semantic Methods for 

Events and Stories 

(SEMMES) 

2023.5 

Lester Phillip Violeta 

Ding Ma 

Wen-Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Intermediate fine-tuning using 

imperfect synthetic speech for 

improving electrolaryngeal speech 

recognition 

2023 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2023) 

2023.6 

Wen-Chin Huang 

Sun-Wen Yang 

Tomoki Hayashi 

Tomoki Toda 

名古屋大学 A comparative study of self-

supervised speech representation 

based voice conversion 

2023 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2023) 

2023.6 

Yusuke Yasuda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Investigation of Japanese PnG 

BERT Language Model in Text-

to-Speech Synthesis for Pitch 

Accent Language 

2023 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2023) 

2023.6 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Evaluating Variants of wav2vec 

2.0 on Affective Vocal Burst 

Tasks 

2023 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2023) 

2023.6 

Yosuke Higuchi 

Tetsuji Ogawa 

Tetsunori Kobayashi 

Shinji Watanabe 

早稲田大学 InterMPL: Momentum pseudo-

labeling with intermediate CTC 

loss 

2023 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2023) 

2023.6 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 汎用言語モデル学習のためのプ

ロンプト最適化 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

浅野 聖也(1) 

磯沼 大(1) 

浅谷 公威(1) 

野村 美鈴(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)ダイキン工業株

式会社 

事前学習済み言語モデルによる

専門知識抽出の検討 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

Yun Liu(1) 

Jun Miyazaki(2) 

Ryutaro Ichise(2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Knowledge-aware attentional 

neural network for explainable 

recommendation 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 



 

添付資料-118 

 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(2) 

Ziwei Xu(2) 

Ryutaro Ichise(2,3) 

(1)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(2)AIST 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

FinKG-JP: A Japanese Financial 

Knowledge Graph 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

中尾 純平 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Text-to-Image モデルの学習にお

ける最適キャプションの探索 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)産総研 

(2)北陸先端科学

技術大学院大学 

(3)東京工業大学 

Enhancing Financial Question 

Answering with Structured 

Knowledge 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

Ziwei Xu(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Improving Financial Terminologies 

Recognition regarding 

Morphological Inflection 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

染谷 大河(1,2) 

石垣 達也(2) 

大関 洋平(1) 

永田 亮(3,2) 

高村 大也(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

(3)甲南大学 

サッカーイベント予測における選

手ベクトルの利用 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

小松 拓実(1) 

神原 元就(1) 

畑中 駿平(1) 

松尾 榛夏(1) 

平川 翼(2) 

山下 隆義(2) 

藤吉 弘亘(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)中部大学 

Nearest Neighbor Future 

Captioning:物体配置タスクにおけ

る衝突リスクに関する説明文生成 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

上原 由衣(1) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(2,1) 

小林 一郎(3,1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子

大学 

グラフ構造に対する Encoder-

Decoder 型言語モデル 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

遠藤 史野(1) 

宮⽥ なつき(2) 

前⽥ 雄介(1) 

(1)横浜国⽴大学 

(2)産総研 

⼦どもデジタルヒューマンモデル

による⾝体姿勢⽣成を伴う室内事

故リスク可視化の試み 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

青山 仁(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

VirtualHome を対象とした日常生

活行動説明文からのアクションスク

リプト自動生成 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 



 

添付資料-119 

 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

Swe Nwe Nwe Htun(1) 

太田 雅輝(1) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

松下 京群(2) 

古崎 晃司(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

家庭内の日常生活動画とイベント

中心知識グラフの同時生成 - ナ

レッジグラフ推論チャレンジ【実社

会版】の開催に向けて 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2)  

宮尾 祐介(3,2)  

小林 一郎(1,2) 

高村 大也(2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況に関する情報を含む

日本語コーパスの機械学習モデ

ルへの適用性検証 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

村山 友理(1,2) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

表データの注目すべき特徴につ

いて述べるテキストの生成 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

濵園 侑美(1,3) 

上原 由衣(3) 

石垣 達也(3) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(3) 

小林 一郎(1,3) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)東京大学 

(3)産総研 

データからの言語生成におけるス

タイルと内容の分離 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

上原 和樹 

野里 博和 

村川 正宏 

坂無 英徳 

産総研 不揃いな判断基準に対応した高

精度な人工知能モデルの提案 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

澤村 勇輝(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

大規模知識グラフを対象とした英

語エンティティリンキングモデルの

日本語対応における課題の分析 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

田中 励雄 

和田 唯我 

杉浦 孔明 

慶應義塾大学 シーングラフに基づく画像キャプ

ション生成モデルの自動評価と解

析 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

第 1 回国際版ナレッジグラフ推論

チャレンジ 2023 開催報告 

2023 年度 人工知能学会全

国大会 (第 37 回) (JSAI 

2023) 

2023.6 
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安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 機能情報に基づく共通動作軌跡

モデルの具体化によるロボット動

作生成 

第 29 回 画像センシングシ

ンポジウム (SSII 2023) 

2023.6 

Yutaro Shigeto 

Masashi Shimbo 

Yuya Yoshikawa 

Akikazu Takeuchi 

千葉工業大学 Learning Decorrelated 

Representations Efficiently Using 

Fast Fourier Transform 

IEEE/CVF Conference on 

Computer Vision and 

Pattern Recognition 2023 

(CVPR 2023) 

2023.6 

高島 空良(1,2) 

速水 亮(1) 

井上 中順(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

横田 理央(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Visual Atoms: Pre-training Vision 

Transformers with Sinusoidal 

Waves 

IEEE/CVF Conference on 

Computer Vision and 

Pattern Recognition 2023 

(CVPR 2023) 

2023.6 

Thuy Dung Nguyen(1) 

Anh Duy Nguyen(1) 

Thanh Hung Nguyen(1) 

Kok-Seng Wong(2) 

Huy Hieu Pham(2) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

Phi Le Nguyen(1) 

(1)Hanoi 

University of 

Science and 

Technology 

(2)VinUni-Illinois 

Smart Health 

Center, 

VinUniversity 

(3)産総研 

FedGrad: Mitigating Backdoor 

Attacks in Federated Learning 

Through Local Ultimate Gradients 

Inspection 

The International Joint 

Conference on Neural 

Networks (IJCNN 2023) 

2023.6 

Hidenori Itaya 

Tom Sagawa 

Tsubasa Hirakawa 

Takayoshi Yamashita 

Hironobu Fujiyoshi 

Chubu University Explanation for Cooperative 

Behavior in Multi-Agent 

Reinforcement Learning 

The International Joint 

Conference on Neural 

Networks (IJCNN 2023) 

2023.6 

Coronado Zuniga Luis 

Enrique(1) 

山野辺 夏樹(1) 

Venture Gentiane(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Bridging Humans, Robots, and 

Computers using NEP+ tools 

Seventh International 

Workshop on Symbolic-

Neural Learning (SNL 2023) 

2023.6 

Masanao Ochi 東京大学 Integration of Linguistic and 

Citation Information for Science 

Foresight 

Seventh International 

Workshop on Symbolic-

Neural Learning (SNL 2023) 

2023.6 

飯野 寛人(1) 

千葉 直也(2) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

GANs の潜在空間を用いた多自

由度ロボット最適軌道計画の高速

化のための最適化アルゴリズムの

比較 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2023 (ROBOMECH 

2023) 

2023.6 

Vitor Hideyo Isume(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Towards the goal of a completely 

automated robotic craft assembly 

task, we need to obtain a list 

ロボティクス・メカトロニクス講

演会 2023 (ROBOMECH 

2023) 

2023.6 
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Kohei Hattori 

Tsubasa Hirakawa 

Takayoshi Yamashita 

Hironobu Fujiyoshi 

Chubu University Learning from AI: An Interactive 

Learning Method Using a DNN 

Model Incorporating Expert 

Knowledge as a Teacher 

Artificial Intelligence in 

Education (AIED 2023) 

2023.7 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hideki Nakayama(1,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Towards Parameter-Efficient 

Integration of Pre-Trained 

Language Models In Temporal 

Video Grounding 

The 61st Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2023) 

2023.7 

IMRATTANATRAI 

Wiradee 

福田 賢一郎 

産総研 End-to-End Task-Oriented 

Dialogue Systems Based on 

Schema 

The 61st Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2023) 

2023.7 

Nozomu Miyamoto(1) 

Masaru Isonuma(1) 

Sho Takase(2) 

Junichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

Dynamic Structured Neural Topic 

Model with Self-Attention 

Mechanism 

The 61st Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2023) 

2023.7 

Masaru Isonuma 

Junichiro Mori 

Ichiro Sakata 

東京大学 Differentiable Instruction 

Optimization for Cross-Task 

Generalization 

The 61st Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2023) 

2023.7 

Tetsu Kasanishi 

Masaru Isonuma 

Junichiro Mori 

Ichiro Sakata 

東京大学 SciReviewGen: A Large-scale 

Dataset for Automatic Literature 

Review Generation 

The 61st Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2023) 

2023.7 

坂田 一郎 東京大学 総合知を支える学術情報とは クラリベイト学術フォーラム 2023.7 

Tianlin Zhang 

Kailai Yang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Sentiment-guided Transformer 

with Severity-aware Contrastive 

Learning for Depression Detection 

on Social Media 

The 22nd Workshop on 

Biomedical Natural 

Language Processing and 

BioNLP Shared Tasks 

(BioNLP 2023) 

2023.7 

Chenhan Yuan 

Qianqian Xie 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Zero-shot Temporal Relation 

Extraction with ChatGPT 

The 22nd Workshop on 

Biomedical Natural 

Language Processing and 

BioNLP Shared Tasks 

(BioNLP 2023) 

2023.7 
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Ken Yano(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

(3)The University 

of Manchester 

DISTANT: Distantly Supervised 

Entity Span Detection and 

Classification 

The 22nd Workshop on 

Biomedical Natural 

Language Processing and 

BioNLP Shared Tasks 

(BioNLP 2023) 

2023.7 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hideki Nakayama(1,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Towards Parameter-Efficient 

Integration of Pre-Trained 

Language Models In Temporal 

Video Grounding 

SustaiNLP 2023 (Fourth 

Workshop on Simple and 

Efficient Natural Language 

Processing) 

2023.7 

Xuanchao Fu(1, 2) 

神山 徹(2) 

Wenhao Shen(1) 

関 すおみ(1, 2) 

中村 良介(2) 

吉川 一朗(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

A MODULE FOR ENHANCING 

ACCURACY OF BUILDING 

DAMAGE DETECTION BY 

FUSING FEATURES FROM PRE 

AND POST DISASTER REMOTE 

SENSING IMAGES 

International Geoscience 

and Remote Sensing 

Symposium (IGARSS 2023) 

2023.7 

Takehiro 

Takayanagi(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Kiyoshi Izumi(1) 

(1)The University 

of Tokyo 

(2)AIST 

Personalized Dynamic 

Recommender System for 

Investors 

The 46th International ACM 

SIGIR Conference on 

Research and Development 

in Information Retrieval 

(SIGIR 2023) 

2023.7 

江上 周作 

大野 美喜子 

大槻 麻衣 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Analysis of Annotation Quality of 

Human Activities using Knowledge 

Graphs 

25th International 

Conference on Human-

Computer Interaction (HCI 

International 2023) 

2023.7 

名村 憲尚 

叶賀 卓 

産総研 The Effect of Muscle Artifact 

Reduction Methods on Few-

channel SSVEPs during Head 

Movements 

45th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2023) 

2023.7 

Ryo Furukawa(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)近畿大学 

(2)産総研 

(3)広島大学病院 

(4)九州大学 

Single and multi-frame auto-

calibration for 3D endoscopy with 

differential rendering 

45th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2023) 

2023.7 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 人とロボットの身体性ギャップを考

慮したティーチング作業簡素化の

ための組み立て動作転移手法 

第 26 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2023) 

2023.7 

原 健翔 

小林 三将 

佐藤 雄隆 

産総研 Neural Radiance Fields による動画

像のカメラ位置固定による人物行

動認識への影響の分析 

第 26 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2023) 

2023.7 
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香川 璃奈(1) 

本田 秀人(2) 

野里 博和(3) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大

学 

(3)産総研 

The Impact of the Balance 

between Trust in Advice and 

Confidence in Human Judgment on 

Advice Utilization 

The 44th Annual Meeting of 

the Cognitive Science 

Society (CogSci 2023) 

2023.7 

Zhuang Chen(1) 

陳 鵬(2) 

劉 欣(2) 

Endo Toshio(1) 

Matsuoka Satoshi(3) 

Wahib Mohamed(3) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)RIKEN-CCS 

Scalable Training of Graph 

Convolutional Networks on 

Supercomputers 

2023 年 並列／分散／協調

処理に関するサマー・ワーク

ショップ (SWoPP 2023) 

2023.8 

有馬 悠也(1) 

森山 敏文(2) 

山口 芳雄(3) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

児島 正一郎(4) 

(1)産総研 

(2)長崎大学 

(3)新潟大学 

(4)NICT 

Calibration of Pi-SAR2 

Polarimetric Observation Data 

Using ABCI 

URSI GASS 2023 2023.8 

佐宗 晃 

陳 暘 

産総研 Comparison of GIF- and SSL-

based features in pathological 

voice detection 

INTERSPEECH 2023 2023.8 

太田 雅輝(1) 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

清 雄一(2) 

田原康之(2) 

大須賀昭彦(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)電気通信大学 

述語の意味によるクラスタリングを

用いたシーングラフ生成 

第 60 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.8 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 大規模言語モデルを用いた

SPARQL クエリ生成の予備的実験 

第 60 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.8 

Kris Lami 

福岡 順也 

長崎大学 Enhancing Diagnostic Consistency 

in Lung Adenocarcinoma: 

Leveraging Multiple Artificial 

Intelligences for Standardized 

Pathological Diagnosis 

第 21 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2023.8 

川井 将敬 山梨大学 Multi-stain Transformation using 

Generative Adversarial Networks 

(PPHM-GAN) Highlights 

Glomerular Crescents 

第 21 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2023.8 

上原 和樹(1,2) 

野里 博和(2) 

村川 正宏(2) 

坂無 英徳(2) 

(1)琉球大学 

(2)産総研 

意見の分かれる診断症例を用い

た人工知能モデルの構築とその

評価 

第 21 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2023.8 



 

添付資料-124 

 

山田 亮介 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 協働ロボットの動作に対して即座

に反応が可能な複合現実による情

報提示手法の検討 

サマーセミナー 2023 2023.8 

藤井 綺香 

Jokinen Kristiina 

産総研 Predicting the Impressions of 

Interaction with a Robot from 

Physical Actions Using AICO-

Corpus Annotations 

32nd IEEE International 

Conference on Robot and 

Human Interactive 

Communication (RO-MAN 

2023) 

2023.8 

江上 周作(1) 

古崎 晃司(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

ナレッジグラフ推論チャレンジ

2023～生成 AI 時代のナレッジグ

ラフ構築技術～の紹介 

LOD チャレンジ 2023 Meet 

UP!!!!  

2023.8 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 身体性ギャップに基づくヒトからロ

ボットへの組み立て動作転移手法 

2023 年 電気学会 電子・情

報・システム部門大会 

2023.8 

森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

楊 潔(2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

聞き手の繰り返し発話と笑いに関

する予備的分析 

人工知能学会 言語・音声理

解と対話処理研究会 第 98

回研究会 

2023.9 

安藤 優汰 

山田 一稀 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 共通動作軌跡モデルと道具の機

能センシングに基づく操作実現の

ための汎用動作生成 

第 28 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2023) 

2023.9 

山田 一稀 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 粉状食材の外形計測とスプーンの

「機能属性」認識による一定計量

のための動作生成 

第 28 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2023) 

2023.9 

宮田 なつき(1) 

遠藤 史野(2) 

前田 雄介(2) 

(1)産総研 

(2)横浜国立大学 

Living Space Simulator: 

Visualizing Estimations of 

Childhood Injury Risk Based on 

Geometric Reachability 

The 8th International Digital 

Human Modeling Symposium 

(DHM 2023) 

2023.9 

Yoshiaki Bando(1,2) 

Yoshiki Masuyama(1,3) 

Arie Aditya Nugraha(2) 

Kazuyoshi Yoshii(2,4) 

(1)AIST 

(2)RIKEN AIP 

(3)Tokyo 

Metropolitan 

University 

(4)Kyoto 

University 

Neural Fast Full-Rank Spatial 

Covariance Analysis for Blind 

Source Separation 

31st European Signal 

Processing Conference 

(EUSIPCO 2023) 

2023.9 
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小祝 和寛(1) 

緒方 淳(2) 

西田 昌史(1) 

西村 雅史(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

大規模事前学習モデルとデータ

拡張による音声・食行動音同時認

識 

第 22 回 情報科学技術

フォーラム (FIT 2023) 

2023.9 

香川 璃奈(1) 

本田 秀人(2) 

野里 博和(3) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大

学 

(3)産総研 

予測精度の高い AI を利用しても、

人間の意思決定は正確にならな

い。 

日本認知科学会 第 40 回大

会 

2023.9 

稲邑 哲也 玉川大学 人とロボットの協働環境を支える

VR デジタルツイン 

日本ロボット学会 学術講演

会オープンフォーラム 

2023.9 

山田 亮介 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 ロボット動作に対する反応時間の

短縮に有効な複合現実による情

報提示手法 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

Cynthia Ochoa 

Oh Hanbit 

Takamitsu Matsubara 

奈良先端科学技術

大学院大学 

Interactive Imitation with Sub-

goal Regression Planning for 

Long-horizon Tasks 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

平野 慎之助(1) 

小松 拓実(1) 

和田 唯我(1) 

神原 元就(1) 

畑中 駿平(1) 

平川 翼(2) 

山下 隆義(2) 

藤吉 弘亘(2) 

杉浦 孔明(1) 

(1)慶應義塾大学 

(2)中部大学 

ENCHANT: 大規模言語モデルを

用いた仮説生成に基づくクロス

モーダル説明文生成 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

合澤 隆拓(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

糸山 克寿(2,3) 

西田 健次(2) 

中臺 一博(2) 

大西 正輝(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

(3)HRI-JP 

ロボット聴覚のための音源定位と

深層ブラインド音源分離の統合 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

尹 文韜 

板谷 英典 

真野 航輔 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Transformer モデルによる自律移

動の視覚的説明と拡張現実による

提示 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

水地 良明 

石川 藍輝 

稲邑 哲也 

玉川大学 対人誘導タスクにおける大規模言

語モデルを利用した指示文章生

成 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 
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水地 良明 

Luis Contreras 

稲邑 哲也 

岡田 浩之 

玉川大学 生活支援ロボットの対話知能構築

に向けたサイバーフィジカル技術

開発 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

宮堺 洋江 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットへの RGB-D カメラ

と AR マーカーを用いた製品組立

工程教示システムの開発 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

山田 航輝 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットのニアライン教示法

を使った組立作業 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

山田 一稀 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 3D 点群のモデル近似とスプーン

の機能属性認識に基づく一定計

量のためのロボット動作生成 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

井口 悠一郎 

野田 哲男 

大阪工業大学 天板のある書架への配架を実現

するマニピュレータの開発 

第 41 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2023) 

2023.9 

Yining Juan(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Hen-Hsen Huang(3) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

(1)Department of 

Computer Science 

and Information 

Engineering, 

National Taiwan 

University 

(2)AIST 

(3)Institute of 

Information 

Science, Academia 

Sinica 

Generating Multiple Questions 

from Presentation Transcripts: A 

Pilot Study on Earnings 

Conference Calls 

16th International Natural 

Language Generation 

Conference (INLG 2023) 

2023.9 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Goran Topic(1) 

Yumi Hamazono(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Audio Commentary System for 

Real-Time Racing Game Play 

16th International Natural 

Language Generation 

Conference (INLG 2023) 

2023.9 

佐宗 晃 

小木曽 里樹 

長久保 晶彦 

産総研 Deep extreme learning machine 

with its application to body-

conducted-sound based handwork 

recognition 

IEEE International 

Workshop on Machine 

Learning for Signal 

Processing (MLSP 2023) 

2023.9 



 

添付資料-127 

 

Takahiro Aizawa(1,2) 

Yoshiaki Bando(1) 

Katsutoshi 

Itoyama(2,3) 

Kenji Nishida(2) 

Kazuhiro Nakadai(2) 

Masaki Onishi(1) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

(3)HRI-JP 

Unsupervised domain adaptation 

of universal source separation 

based on neural full-rank spatial 

covariance analysis 

IEEE International 

Workshop on Machine 

Learning for Signal 

Processing (MLSP 2023) 

2023.9 

川井 将敬 山梨大学 Deep Learning in Digital 

Pathology Practice: A Future 

Insight with Large-Scale Training 

and Generative Models 

7th Digital Pathology & AI 

Congress: Asia 

2023.9 

酒井 祐介(1) 

小栗 朋子(2) 

田中 隆造(3) 

古城 公佑(3) 

野里 博和(2) 

西山 博之(3) 

飯島 洋祐(1) 

(1)小山工業高等

専門学校 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

畳み込みニューラルネットワークに

よる精子運動解析の検討および評

価 

第 46 回 多値論理フォーラ

ム 

2023.9 

瀧澤 大吾 

緒方 淳 

近井 学 

佐藤 洋 

産総研 日本語音声感情認識のための自

己教師あり学習モデルの検討 

日本音響学会 第 150 回

(2023 年秋季)研究発表会 

2023.9 

吉永 朋矢(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

井本 桂右(1,3) 

大西 正輝(1) 

森島 繁生(2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

(3)同志社大学 

イベント間の共起構造を導入した

隠れセミマルコフモデルに基づく

音響イベント検出 

日本音響学会 第 150 回

(2023 年秋季)研究発表会 

2023.9 

大田 竹蔵(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

井本 桂右(1,3) 

大西 正輝(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

(3)同志社大学 

時間的連続性を導入した視聴覚

自己教師あり学習に基づく音響イ

ベント検出 

日本音響学会 第 150 回

(2023 年秋季)研究発表会 

2023.9 

坂東 宜昭(1) 

升山 義紀(1,2) 

井本 桂右(1,3) 

佐々木 洋子(1) 

(1)産総研 

(2)東京都立大学 

(3)同志社大学 

複数仮説トラッキングに基づく音響

イベント定位・検出 

日本音響学会 第 150 回

(2023 年秋季)研究発表会 

2023.9 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を用いたテキ

スト発話スタイル変換における少

量パラレルデータの活用 

日本音響学会 第 150 回

(2023 年秋季)研究発表会 

2023.9 
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Duan Yijun(1) 

劉 欣(1) 

Jatowt Adam(1) 

Chenyi Zhuang(1) 

Hai-tao Yu(2) 

LyndenSteven(1) 

金 京淑(1) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

What Wikipedia Misses about 

Yuriko Nakamura? Predicting 

Missing Biography Content by 

Learning Latent Life Patterns 

26th European Conference 

on Artificial Intelligence 

ECAI 2023 

2023.10 

篠田 理沙(1) 

速水 亮(1) 

中嶋 航大(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

SegRCDB: Semantic Segmentation 

via Formula-Driven Supervised 

Learning 

International Conference on 

Computer Vision (ICCV 

2023) 

2023.10 

中村 凌(1) 

片岡 裕雄(1) 

高島 空良(1,2) 

Edgar Josafat 

Martinez-Noriega (1,2) 

横田 理央(1,2) 

井上 中順(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Pre-training Vision Transformers 

with Very Limited Synthesized 

Images 

International Conference on 

Computer Vision (ICCV 

2023) 

2023.10 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

Yijun Duan 

福田 賢一郎 

産総研 Abnormal Activity Detection 

Based on Place and Occasion in 

Virtual Home Environments 

The 15th International 

Conference on Genetic and 

Evolutionary Computing 

(ICGEC 2023) 

2023.10 

Ryo Furukawa(1) 

Elvis Chen(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Shiro Oka(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Kindai 

University 

(2)Robarts 

Research Institute 

(3)AIST 

(4)Hiroshima 

University 

(5)Kyushu 

University 

Calibration-free structured-light-

based 3D scanning system in 

laparoscope for robotic surgery 

AE-CAI | CARE | OR 2.0, 

joint MICCAI workshop 

2023 

2023.10 

Takeshi Masuda(1) 

Ryusuke Sagawa(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)AIST 

(2)Kindai 

University 

(3)Kyushu 

University 

Scale-Preserving Shape 

Reconstruction from Monocular 

Endoscope Image Sequences by 

Supervised Depth Learning 

AE-CAI | CARE | OR 2.0, 

joint MICCAI workshop 

2023 

2023.10 

川井 将敬(1) 

山岡 信介(2) 

太田 憲昭(2) 

(1)山梨大学 

(2)日鉄ソリューショ

ンズ 

Large-scale Pretraining on 

Pathological Images for Fine-

tuning of Small Pathological 

Benchmarks 

The 2nd Workshop of 

Medical Image Learning with 

Limited & Noisy Data 

(MILLanD 2023) 

2023.10 

Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Generation method of robot 

assembly motion considering 

physicality gap between humans 

and robots 

18th International 

Symposium on Visual 

Computing (ISVC 2023) 

2023.10 
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Kailai Yang(1) 

Tianlin Zhang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Sophia Ananiado(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

A Bipartite Graph is All We Need 

for Enhancing Emotional 

Reasoning with Commonsense 

Knowledge 

32nd ACM International 

Conference on Information 

and Knowledge Management 

(CIKM 2023) 

2023.10 

Lynden Steven(1) 

Hailemariam Yohannes 

Mehari(1) 

金 京淑(1) 

Adam Jatowt(2) 

的野 晃整(1) 

Haitao Yu(3) 

劉 欣(1) 

Duan Yijun(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Commonsense Temporal Action 

Knowledge (CoTAK) Dataset 

32nd ACM International 

Conference on Information 

and Knowledge Management 

(CIKM 2023) 

2023.10 

Le Minh Khang 山梨大学 A Stacking Ensemble Corpuscle of 

Deep Convolutional Neural 

Network Predicting 2-year 

Recurrence in Head and Neck 

Squamous Cell Carcinoma 

Pathology Visions 2023 2023.10 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Multilingual, Cross-lingual, and 

Monolingual Speech Emotion 

Recognition on EmoFilm Dataset 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2023) 

2023.11 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Ensembling Multilingual Pre-

Trained Models for Predicting 

Multi-Label Regression Emotion 

Share from Speech 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2023) 

2023.11 

Lester Philip Violeta 

Tomoki Toda 

名古屋大学 An analysis of personalized speech 

recognition system development 

for the deaf and hard-of-hearing 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2023) 

2023.11 

Kohta Masuda(1) 

Jun Ogata(2) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi Nishimura(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

Multi-Self-Supervised Learning 

Model-Based Throat Microphone 

Speech Recognition 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2023) 

2023.11 

Yoto Fujita(1,2) 

Yoshiaki Bando(1) 

Keisuke Imoto(1,3) 

Masaki Onishi(1) 

Kazuyoshi Yoshii(2) 

(1)AIST 

(2)Kyoto 

University 

(3)Dosisha 

University 

DOA-Aware Audio-Visual Self-

Supervised Learning for Sound 

Event Localization and Detection 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2023) 

2023.11 

仲摩 栞(1) 

鳥越 悠汰(1) 

太田 憲昭(2)  

山岡 信介(2) 

岩田 泰士(2)  

Kris Lami(1) 

福岡 順也(1) 

(1)長崎大学 

(2)日鉄ソリューショ

ンズ 

AI モデルを用いた病理診断の標

準化 

第 64 回 日本肺癌学会 学

術集会 

2023.11 
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池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

泌尿器内視鏡における AI  第 75 回 西日本泌尿器科学

会 総会 

2023.11 

山本 新九郎(1) 

福原 秀雄(1) 

池田 篤史(2) 

鴻巣 竜之介(3) 

野里 博和(3) 

井上 啓史(1) 

(1)高知大学 

(2)筑波大学 

(3)産総研 

光線力学診断の雲を目指して～

AI で登る坂～ 

第 75 回 西日本泌尿器科学

会 総会 

2023.11 

小林 圭太(1) 

池田 篤史(2) 

野里 博和(3) 

西山 博之(2) 

井上 啓史(1) 

(1)山口大学 

(2)筑波大学 

(3)産総研 

施設間および経験年数における

膀胱鏡検査所見の混同行列を用

いた比較検討 

第 75 回 西日本泌尿器科学

会 総会 

2023.11 

岩城 拓弥(1,2) 

秋山 佳之(1) 

野里 博和(2) 

坂無 英徳(2) 

久米 春喜(2) 

本間 之夫(3) 

福原 浩(3) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

(3)杏林大学 

深層学習によるハンナ型間質性

膀胱炎の内視鏡診断支援システ

ムの開発と分類成績向上の工夫 

第 75 回 西日本泌尿器科学

会 総会 

2023.11 

山本 泰智(1) 

江上 周作(1) 

吉川 友也(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)千葉工業大学 

Towards Semantic Data 

Management of Visual Computing 

Datasets: Increasing Usability of 

MetaVD 

22nd International Semantic 

Web Conference (ISWC 

2023) 

2023.11 

鴻巣 竜之介(1,2) 

Kim Wonjik(2) 

池田 篤史(3) 

野里 博和(2) 

中島 悠(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

膀胱癌における内視鏡 AI 診断の

ための実画像を用いない事前学

習手法 

医用画像研究会 (MI 研究

会) 

2023.11 

Junya Fukuoka 長崎大学 The Concept of UIP Bucket: 

Usual Interstitial Pneumonia (UIP) 

as the Core Histology of 

Progressive Pulmonary Fibrosis 

(PPF) Across Different Etiologies 

The 27th Congress of the 

Asian Pacific Society of 

Respirology (APSR 2023) 

2023.11 

Junya Fukuoka 長崎大学 Explainable artificial intelligence 

model, MIXTURE, predicts 

equivalent prognostic value of UIP 

to worldwide expert pathologists 

The 27th Congress of the 

Asian Pacific Society of 

Respirology (APSR 2023) 

2023.11 

Saki Noguchi 

Yuzhi Shi 

Tsubasa Hirakawa 

Takayoshi Yamashita 

Hironobu Fujiyoshi 

Chubu University Embedding Human Knowledge into 

Spatio-Temproal Attention 

Branch Network in Video 

Recognition via Temporal 

Attention 

The 34th British Machine 

Vision Conference (BMVC 

2023) 

2023.11 
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神山 徹 

織田 篤嗣 

加藤 創史 

杉本 隆 

有馬 悠也 

伊藤 稜 

堤 千明 

中村 良介 

産総研 産総研における大規模衛星画像

アーカイブと web 公開サービスの

展開 

日本リモートセンシング学会 

第 75 回(令和 5 年度秋季) 

学術講演会 

2023.11 

齋藤 大地 

和田 唯我 

兼田 寛大 

杉浦 孔明 

慶應義塾大学 マルチモーダル情報に基づく画像

説明文の教師あり自動評価 

第 31 回 インタラクティブ情

報アクセスと可視化マイニン

グ研究会 

2023.11 

青山 仁 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 LLM を活用した抽象的なタスク記

述からの VirtualHome のためのア

クションスクリプト自動生成 

第 61 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2023.11 

川原田 将之 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 少数ショット学習による時系列数

値データからの市況コメント生成 

情報処理学会 第 258 回 自

然言語処理研究発表会 

(NL) 

2023.12 

Jiajun He 

Zekun Yang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Enhancing recognition of rare 

words in ASR through error 

detection and context-aware error 

correction 

電子情報通信学会 音声研

究会 (SP) 

2023.12 

Muxuan Liu(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Yusuke Miyao(3,2) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)The University 

of Tokyo 

Constructing a Japanese Business 

Email Corpus Based on Social 

Situations 

The 37th Pacific Asia 

Conference on Language, 

Information and 

Computation (PACLIC 37) 

2023.12 

Yuiga Wada 

Kanta Kaneda 

Komei Sugiura 

Keio University JaSPICE: Automatic Evaluation 

Metric Using Predicate-Argument 

Structures for Image Captioning 

Models 

27th Conference on 

Computational Natural 

Language Learning (CoNLL 

2023) 

2023.12 

佐土原 健 産総研 マルコフ性を有する混合ディリクレ

多項モデル系列を用いた独居高

齢者の日常生活活動モデリング 

電子情報通信学会 福祉情

報工学研究会 (WIT) 

2023.12 

Kailai Yang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Tianlin Zhang(1) 

Qianqian Xie(1) 

Ziyan Kuang(4) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

(3)AIST 

(4)Jiangxi Normal 

University 

Towards Interpretable Mental 

Health Analysis with Large 

Language Models 

The 2023 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2023) 

2023.12 
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Wei-Lin Chen(1,2) 

Cheng-Kuang Wu(1) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)National Taiwan 

University 

(2)AIST 

Fidelity-Enriched Contrastive 

Search: Reconciling the 

Faithfulness-Diversity Trade-Off 

in Text Generation 

The 2023 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2023) 

2023.12 

安藤 優汰 

山田 一稀 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 道具の機能センシングを用いた定

性的軌跡の定量化に基づくロボッ

ト動作生成 

ビジョン技術の実利用ワーク

ショップ (ViEW 2023) 

2023.12 

青山 仁 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Automatic Action Script 

Generation to Improve Execution 

Rate based on LLM in 

VirtualHome 

The 12th International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2023) 

2023.12 

澤村 勇輝 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Japanese Pointer Network based 

Entity Linker for Wikidata 

The 12th International Joint 

Conference on Knowledge 

Graphs (IJCKG 2023) 

2023.12 

Truong Thao 

Nguyen(1) 

Balazs Gerofi(2,4) 

Edgar 

MartinezNoriega(1) 

Francois Trahay(3) 

Mohamed Wahib(4) 

(1)AIST 

(2)Intel, US 

(3)Telecom 

SudParis, France 

(4)RIKEN-CCS 

KAKURENBO: Adaptively Hiding 

Samples in Deep Neural Network 

Training 

Thirty-seventh Conference 

on Neural Information 

Processing Systems 

(NeurIPS 2023)  

2023.12 

山田 航輝 

野田 哲男 

大阪工業大学 産業用ロボットのニアライン教示法

を使った組立作業 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

伊藤 大介(1) 

千葉 直也(2) 

加瀬 敬唯(1) 

中條 亨一(1) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)東北大学 

3D シーン認識のための NeRF に

よる不確実性の評価 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

安藤 優汰 

山田 一稀 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 機能センシングを用いた定性軌跡

の定量化に基づくロボット動作生

成手法の提案 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

松永 晃佑 

野田 哲男 

大阪工業大学 箸型ハンドによる食品把持 第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 
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河野 純也 

井口 悠一郎 

野田 哲男 

大阪工業大学 能動センシングを用いた図書の自

動配架システムの開発 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

宮堺 洋江 

野田 哲男 

大阪工業大学 人手作業の撮影による産業用ロ

ボットへの組立工程教示 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

玉木 萌心 

飯野 寛人 

中條 亨一 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

産総研 人間の知識情報を活用したロボッ

トによる人の行動予測と動作生成 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

河原田 歩夢 

野田 哲男 

大阪工業大学 飲食店での下膳作業におけるモ

バイルマニピュレータの巡回経路

の最適化について 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

門永 梨瑚 

野田 哲男 

大阪工業大学 レストラン下膳作業における作業

状態の力学的理解と作業目標座

標のベイズ最適化 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

横山 弘樹 

野田 哲男 

大阪工業大学 能動視覚を活用した産業用ロボッ

トによる目視検品作業の自動化 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

井口 悠一郎 

河野 純也 

野田 哲男 

大阪工業大学 YOLOv5 を用いた図書館書籍の

請求記号の識別 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

稲邑 哲也(1) 

山田 裕基(1) 

森永 和美(2) 

堂前 幸康(2) 

(1)玉川大学 

(2)産総研 

小売店舗における人とロボットの

協働作業を支える VR デジタルツ

インの構成法 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

岩見 幸一 

稲邑 哲也 

玉川大学 VR 空間上での身体動作改善のた

めの身体的負荷の可視化フィード

バック方法の比較検討 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 
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永山 悠太郎 

丸山 翼 

堀江 亮太 

多田 充徳 

産総研 MR デバイスを用いた身体負荷の

直感的な理解 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

白倉 尚貴 

山野辺 夏樹 

丸山 翼 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 繰り返し作業における作業テンポ

の指示と作業負荷・生産性の関係

調査 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

Chenxi Wang(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Weiwei Wan(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Kensuke Harada(1) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Vision-based Modelless Assembly 

from Graphical Instruction Manual 

-Theory and Initial Experiments- 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

坂巻 新 

ルイス コントレラス 

水地 良明 

稲邑 哲也 

岡田浩之 

玉川大学 動作可能空間に制約がある条件

下での時間効率を考慮した物体

探索機能と物体移動機能の統合 

第 24 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2023) 

2023.12 

Siddhant Arora(1) 

Roshan S Sharma(1) 

Ankita Pasad(2) 

Hira Dhamyal(1) 

William Chen(1) 

Suwon Shon(3) 

Hung-yi Lee(4) 

Karen Livescu(5) 

Shinji Watanabe(1) 

(1)Carnegie Mellon 

University 

(2)Toyota 

Technological 

Institute at 

Chicago 

(3)ASAPP 

(4)National Taiwan 

University 

(5)TTI-Chicago 

SLUE-PERB: A Spoken Language 

Understanding Performance 

Benchmark and Toolkit 

Workshop on Speech 

Foundation Models and  

their Performance 

Benchmarks (SPARKS 

workshop) 

2023.12 

Xinjian Li(1) 

Shinnosuke 

Takamichi(2) 

Takaaki Saeki(1) 

William Chen(1) 

Sayaka Shiota(3) 

Shinji Watanabe(1) 

(1)Carnegie Mellon 

University 

(2)The University 

of Tokyo 

(3)Tokyo 

Metropolitan 

University 

YODAS: Youtube-Oriented 

Dataset for Audio and Speech 

IEEE Workshop on 

Automatic Speech 

Recognition and 

Understanding (ASRU 2023) 

2023.12 

Jiajun He 

Zekun Yang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 ED-CEC: improving rare word 

recognition using ASR post-

processing based on error 

detection and context-aware error 

correction 

IEEE Workshop on 

Automatic Speech 

Recognition and 

Understanding (ASRU 2023) 

2023.12 

Kazuki Yamada 

Yuta Ando 

Takahiro Suzuki 

Shuichi Akizuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Robot motion generation for 

precise scooping of powders 

material based on recognizing 3D 

functional attributes of spoons 

International Workshop on 

Advanced Image Technology 

(IWAIT 2024) 

2024.1 
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Ryosuke Yamada 

Shuichi Akizuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University The Effective Information 

Presentation Method using Mixed 

Reality to Shorten Reaction Time 

for Robot’s Motion 

International Workshop on 

Advanced Image Technology 

(IWAIT 2024) 

2024.1 

飯野 寛人(1) 

加瀬 敬唯(2) 

中條 亨一(1) 

千葉 直也(3) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

(3)東北大学 

Generating long-horizon task 

actions by leveraging predictions 

of environmental states 

2024 16th IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2024) 

2024.1 

原田 紗圭 

中條 亨一 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

産総研 Automatic Segmentation of 

Continuous Time-Series Data 

Based on Prediction Error Using 

Deep Predictive Learning 

2024 16th IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2024) 

2024.1 

Thao Nguyen Truong 

Yusuke Tanimura 

AIST Efficient Sample Exchange for 

Large-Scale Training Distributed 

Deep Learning with Local 

Sampling 

The International 

Conference on High 

Performance Computing in 

Asia-Pacific Region (HPC 

Asia 2024) 

2024.1 

Ziwei Xu(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

A Framework to Construct 

Financial Causality Knowledge 

Graph from Text 

18th IEEE International 

Conference on Semantic 

Computing (ICSC 2024) 

2024.2 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Evaluating Tabular and Textual 

Entity Linking in Financial 

Documents 

18th IEEE International 

Conference on Semantic 

Computing (ICSC 2024) 

2024.2 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 Event Prediction in Event-Centric 

Knowledge Graphs Using BERT 

2nd International Knowledge 

Graph Reasoning Challenge 

(IKGRC 2024) 

2024.2 

小川 智広(2) 

吉岡 寛悟(2) 

福田 賢一郎(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Prediction of actions and places 

by the time series recognition 

from images with Multimodal LLM 

2nd International Knowledge 

Graph Reasoning Challenge 

(IKGRC 2024) 

2024.2 

平野 司(2) 

尾﨑 健吾(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Prediction of Actions and Objects 

through Video Analysis Using 

Stepwise Prompt 

2nd International Knowledge 

Graph Reasoning Challenge 

(IKGRC 2024) 

2024.2 
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福田 賢一郎 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

松下 京群 

産総研 Zero-Shot Query Experiments in 

Knowledge Graph Reasoning 

Challenge for Older Adults Safety 

2nd International Knowledge 

Graph Reasoning Challenge 

(IKGRC 2024) 

2024.2 

鴻巣 竜之介(1,2) 

Kim Wonjik(2) 

池田 篤史(3) 

野里 博和(2) 

中島 悠(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

Artificial intelligence in 

cystoscopic bladder cancer 

classification based on transfer 

learning with a pre-trained 

convolutional neural network 

without natural images 

SPIE Medical imaging 2024 2024.2 

Takahiro Suzuki 

Yuta Ando 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Automatic Error Correction of 

GPT-based Robot Motion 

Generation by Partial Affordance 

of Tool 

19th International 

Conference on Computer 

Vision Theory and 

Applications (VISAPP 2024) 

2024.2 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

相槌生成の認知的モデル 人工知能学会 言語・音声理

解と対話処理研究会 第 100

回研究会 

2024.3 

小祝 和寛 

西田 昌史 

西村 雅史 

静岡大学 模擬データによる音声・食行動音

認識の評価 

電子情報通信学会 総合大

会 

2024.3 

山田 一稀 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 粒状食材の外形計測と共通軌跡

モデルに基づく任意計量のための

動作生成 

第 29 回 ロボティクスシンポ

ジア 

2024.3 

楠 奈穂美 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 再帰的フィードバックを用いた階

層的マルチタスク学習による End-

to-End 音声認識 

日本音響学会 第 151 回

(2024 年春季)研究発表会 

2024.3 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 テキストスタイル変換を用いた話し

言葉音声合成 

日本音響学会 第 151 回

(2024 年春季)研究発表会 

2024.3 

藤村 拓弥 

戸田 智基 

名古屋大学 生成的異常音検知における識別

的近傍平滑化 

日本音響学会 第 151 回

(2024 年春季)研究発表会 

2024.3 
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白倉 尚貴 

山野辺 夏樹 

丸山 翼 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Work Tempo Instruction 

Framework for Balancing Human 

Workload and Productivity in 

Repetitive Task 

2024 ACM/IEEE 

International Conference on 

Human-Robot Interaction 

(HRI 2024) 

2024.3 

川原田 将之 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 市況コメント生成のための少数事

例選択 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

横川 悠香(1) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

修辞構造に基づき言語モデルを

制御するテキスト生成手法 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

古山 翔太(1,2) 

永田 亮(2,3) 

高村 大也(2) 

岡崎 直観(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)甲南大学 

文法誤り訂正の自動評価のため

の原文・参照文・訂正文間の N-

gram F-score 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学大学院 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況を踏まえた大規模言

語モデルによる日本語メール生成 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

中尾 純平(1) 

磯沼 大(1) 

片岡 裕雄(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

人工画像を用いた Text-to-Image

モデルの事前学習 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 文書のチャンクに基づく知識グラ

フを活用した RAG 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

和田 唯我 

兼田 寛大 

齋藤 大地 

杉浦 孔明 

慶應義塾大学 Polos: 画像キャプション生成にお

ける教師あり自動評価尺度 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 

浅野 聖也(1) 

磯沼 大(1) 

浅谷 公威(1) 

野村 美鈴(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)ダイキン工業株

式会社 

事前学習言語モデルとグラフ

ニューラルネットワークの組合せに

よる専門知識の抽出 

言語処理学会 第 30 回 年

次大会 (NLP 2024) 

2024.3 
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塚越 駿大(1) 

西田 昌史(1) 

西村 雅史(1,2) 

(1)静岡大学 

(2)愛知産業大学 

声質変換を用いたデータ拡張に

基づく咽喉マイク音声認識 

情報処理学会 第 86 回 全

国大会 

2024.3 

大田 竹蔵(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

井本 桂右(1,3) 

大西 正輝(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

(3)同志社大学 

実時間で動作する音響イベント検

出の大規模事前学習 

情報処理学会 第 86 回 全

国大会 

2024.3 

古賀 直樹(1,2) 

坂東 宜昭(1) 

井本 桂右(1,2) 

(1)産総研 

(2)同志社大学 

アノテータごとのばらつきを考慮し

た音響イベント検出 

情報処理学会 第 86 回 全

国大会 

2024.3 

戸田 智基 名古屋大学 音声生成に関する情報処理技術

の研究事例 

産総研 第 76 回 AI セミナー

「音声 AI を支える基盤技術

の最前線」 

2024.3 

後藤 颯志(2) 

浅野 歴(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

シーングラフと GPT に基づく画像

に関連する併置型駄洒落生成 

第 62 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2024.3 

穴口 史将(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

日常生活行動知識グラフと RAG

に基づく家庭内危険行動の理由と

根拠提示システム 

第 62 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2024.3 

三辻 史哉(2) 

澤村 勇輝(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikidata を対象とした大規模言語

モデルに基づくエンティティリンキ

ング 

第 62 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2024.3 

森 俊人 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 DBpedia オントロジーと GPT に基

づく Wikipedia の赤リンクを用いた

DBpedia の拡張 

第 62 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2024.3 

浅野 歴 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 マルチモーダル大規模言語モデ

ルと画像キャプションに基づく描画

内容に即した併置型駄洒落の認

識 

第 62 回 人工知能学会 セ

マンティックウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO 研究会) 

2024.3 
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Hisao Sano 

Junya Fukuoka 

Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Machine Learning-Based 

Classification Model to Address 

Diagnostic Challenges in TBLB 

USCAP 113th Annual 

Meeting 2024 

2024.3 

Wataru Uegami(1) 

Junya Fukuoka(2) 

(1)Kameda Medical 

Center 

(2)Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Developing an Explainable Deep 

Learning Model for Transbronchial 

Cryobiopsy, MIXTURE-TBLC, in 

Diagnosing Interstitial Lung 

Diseases 

USCAP 113th Annual 

Meeting 2024 

2024.3 

Kris Lami 

Junya Fukuoka 

Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Enhancing Diagnostic 

Standardization in Lung 

Adenocarcinoma: Leveraging 

Multiple Artificial Intelligences for 

Consensus-Based Pathological 

Diagnosis 

USCAP 113th Annual 

Meeting 2024 

2024.3 

 

【2024 年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名 発表年月 

藤田 史郎(1) 

福岡 順也(2) 

(1)神戸中央病院 

(2)長崎大学 

FFPE 処理された気管支鏡下生検

検体由来の RNAseq データに基

づく molecular classifier を用いた

UIP の診断 

第 64 回 日本呼吸器学会 

学術講演会 

2024.4 

坂田 一郎 東京大学 大学発のディープテックを活用し

た課題解決型イノベーションの新

展開 

第 147 回 八大学工学関連

研究科長等会議 

2024.4 

Tatsuya Komatsu 

Yusuke Fujita 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Audio difference learning for audio 

captioning 

2024 IEEE International 

Conference on Acoustics, 

Speech and Signal 

Processing (ICASSP 2024) 

2024.4 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

中リスク NMIBC の経過観察 第 111 回 日本泌尿器科学

会 総会 

2024.4 

池田 篤史(1) 

鴻巣 竜之介(2) 

Kim Wonjik(2) 

野里 博和(2) 

中島 悠(3) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

(3)東邦大学 

膀胱内視鏡 AI への自動生成画

像を用いた事前学習の適応 

第 111 回 日本泌尿器科学

会 総会 

2024.4 
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山本 新九郎(1) 

野里 博和(2) 

池田 篤史(3) 

福原 秀雄(1) 

井上 啓史(1) 

(1)高知大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

光線力学診断における深層学習

に基づいた光線力学診断偽陽性

検出法の開発 

第 111 回 日本泌尿器科学

会 総会 

2024.4 

山本 新九郎(1) 

野里 博和(2) 

池田 篤史(3) 

福原 秀雄(1) 

井上 啓史(1) 

(1)高知大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

Development of a deep learning-

based Photodynamic diagnosis 

false-positive detection method 

AUA Annual Meeting 2024 2024.5 

池田 篤史(1) 

鴻巣 竜之介(2) 

Kim Wonjik(2) 

野里 博和(2) 

中島 悠(3) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

(3)東邦大学 

Pre-training an AI Model using 

Two-types of Automatically 

Generated Images for Cystoscopy 

AI Diagnosis of Bladder Cancer 

AUA Annual Meeting 2024 2024.5 

坂田 一郎 東京大学 大規模論文データベースを活用し

たリサーチインテリジェンス 

自由民主党 科学技術・イノ

ベーション戦略調査会 

2024.5 

Chenhan Yuan 

Qianqian Xie 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Back to the Future: Towards 

Explainable Temporal Reasoning 

with Large Language Models 

2024 ACM Web Conference 2024.5 

Kailai Yang(1) 

Tianlin Zhang(1) 

Ziyan Kuang(2) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)Jiangxi Normal 

University 

MentaLLaMA: Interpretable 

Mental Health Analysis on Social 

Media with Large Language 

Models 

2024 ACM Web Conference 2024.5 

Jennifer A Bishop(1) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)AIST 

LongDocFACTScore: Evaluating 

the Factuality of Long Document 

Abstractive Summarisation 

2024 Joint International 

Conference on 

Computational Linguistics, 

Language Resources and 

Evaluation (LREC-COLING 

2024) 

2024.5 

Rikters Matiss 

Vīksna Rinalds 

Marrese-Taylor Edison 

産総研 Annotations for Exploring Food 

Tweets from Multiple Aspects 

2024 Joint International 

Conference on 

Computational Linguistics, 

Language Resources and 

Evaluation (LREC-COLING 

2024) 

2024.5 

Masayuki Kawarada 

Tatsuya Ishigaki 

Hiroya Takamura 

AIST Prompting for Numerical 

Sequences: A Case Study on 

Market Comment Generation 

2024 Joint International 

Conference on 

Computational Linguistics, 

Language Resources and 

Evaluation (LREC-COLING 

2024) 

2024.5 
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Chung-Chi Chen 

Hiroya Takamura 

AIST Term-Driven Forward-Looking 

Claim Synthesis in Earnings Calls 

2024 Joint International 

Conference on 

Computational Linguistics, 

Language Resources and 

Evaluation (LREC-COLING 

2024) 

2024.5 

Wenjie Zhong(1,3) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(3) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)The University 

of Tokyo 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)AIST 

Who Said What: Formalization and 

Benchmarks for the Task of Quote 

Attribution 

2024 Joint International 

Conference on 

Computational Linguistics, 

Language Resources and 

Evaluation (LREC-COLING 

2024) 

2024.5 

横山 弘樹 

野田 哲男 

大阪工業大学 多品種に対応可能な外観検査ロ

ボットの軌道生成 

第 68 回 システム制御情報

学会 研究発表講演会 (SCI 

'24) 

2024.5 

穴口 史将(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

文章生成 AI が生成した家庭内危

険行動の理由に対する根拠提示

システム 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

栗原 和大(1) 

宮田 なつき(2) 

前田 雄介(1) 

(1)横浜国立大学 

(2)産総研 

運動学的・力学的考慮に基づく子

どもデジタルヒューマンモデル姿

勢生成による可到達性起因リスク

可視化 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

川村 隆浩(1) 

古崎 晃司(1) 

森田 武史(1) 

松下 京群(1) 

小川 智広(2) 

吉岡 寛悟(2) 

平野 司(2) 

尾﨑 健吾(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

第 2 回国際ナレッジグラフ推論

チャレンジ：日常生活に関するマ

ルチモーダルデータからの行動の

予測に対する LLM への適用 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

田中 智可良(1,2) 

高村 大也(2) 

市瀬 龍太郎(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

ルールベース手法によるサッカー

のプレーデータを用いたテキスト

速報の自動生成手法の提案 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

青山 仁 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 LLM の常識知識を活用した日常

生活データセット自動構築手法の

提案 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 
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内山 響(2) 

青山 仁(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

GPT に基づくユーザの潜在的要

求の推論と対話型ナビゲーション 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

三辻 史哉(2) 

澤村 勇輝(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikidata を対象とした GPT に基

づくエンティティリンキング 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Comparing Foundations: Insights 

into the Construction of Financial 

Causal Knowledge Graphs with 

and without Ontology 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Unlearning Bias and Toxicity in 

Large Language Models 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Exploring Challenges in Extracting 

Structured Knowledge from 

Financial Documents 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

Yun Liu(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Jun Miyazaki(3) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

The Impact of Noisy Information 

in Knowledge Graphs on 

Recommendation Performance 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

太田 葵(1) 

江上 周作(1) 

柴田 祐樹(2) 

高間 康史(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)東京都立大学 

エージェントが観測可能な時空間

シーングラフを用いた物体探索手

法の提案 

2024 年度 人工知能学会 全

国大会 (第 38 回) (JSAI 

2024) 

2024.5 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Pathology AI in Lung Cancer 

Practice 

34th Brazilian Congress of 

Pathology  

27th Brazilian Congress of 

Cytopathology 

2024.5 

富 宣超(1,2) 

神山 徹(1) 

中村 良介(1) 

吉川 一朗(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

S2OFormer：Transformer に基づく

高性能 SAR-光学変換モデルの

開発 

日本リモートセンシング学会 

第 76 回(令和 6 年度春季) 

学術講演会 

2024.6 
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加納 優臣 

安藤 優汰 

山田 一稀 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 人の 3D 実動作センシングに基づ

く速度制御つきロボット動作生成

手法の提案 

第 30 回 画像センシングシ

ンポジウム (SSII 2024) 

2024.6 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 機能センシングに基づく GPT

ベースロボット動作生成のエラー

訂正手法 

第 30 回 画像センシングシ

ンポジウム (SSII 2024) 

2024.6 

KIDO SHIMOMOTO 

ERICA(1) 

MARRESE TAYLOR 

Edison(1) 

Erique Reid(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

An empirical study of Definition 

Modeling with LLMs for the main 

languages of Latin America 

LatinX in Natural Language 

Processing Research 

Workshop at NAACL 2024 

2024.6 

Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)University of 

Tokyo 

The Impact of Language on 

Arithmetic Proficiency: A 

Multilingual Investigation with 

Cross-Agent Checking 

Computation 

2024 Annual Conference of 

the North American Chapter 

of the Association for 

Computational Linguistics 

(NAACL 2024) 

2024.6 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Artificial Intelligence in Lung 

Cancer Pathology - How Can It 

Help Us? 

Pulmonary Pathology 

Society Biennial Meeting 

2024.6 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Yuting Shi(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Semantic Multi-Concept 

Annotation for Tabular Data in 

Financial Documents 

The 29th Annual 

International Conference on 

Natural Language & 

Information Systems (NLDB 

2024) 

2024.6 

白倉 尚貴 

山野辺 夏樹 

丸山 翼 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Work Tempo Instruction 

Framework for Balancing Human 

Workload and Productivity in 

Repetitive Task 

Eighth International 

Workshop on Symbolic-

Neural Learning (SNL 2024) 

2024.6 

藤井 綺香 

福田 賢一郎 

産総研 Generation of Listener's Facial 

Response using Cross-Modal 

Mapping of Speaker's Expression 

26th International 

Conference on Human-

Computer Interaction (HCI 

International 2024) 

2024.6 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

Duan Yijun 

福田 賢一郎 

産総研 Exploring Spatial Relation 

Awareness Through Virtual Indoor 

Environments 

26th International 

Conference on Human-

Computer Interaction (HCI 

International 2024) 

2024.6 
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Xuanchao Fu(1,2) 

Toru Kouyama(1) 

Suomi Seki(2) 

Ryosuke Nakamura(1) 

Ichiro Yoshikawa(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

ADVANCED SAR-TO-OPTICAL 

IMAGE TRANSLATION 

TECHNIQUES USING JAXA'S 

HIGH-RESOLUTION LAND-USE 

AND LAND-COVER MAP 

2024 IEEE International 

Geoscience and Remote 

Sensing Symposium (IGARSS 

2024) 

2024.7 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

AI in Pathology 2024 

Exploring current applications and 

use cases 

Medlab Asia and Asia Health 

2024 

2024.7 

Tianlin Zhang(1) 

Kailai Yang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Boyang Liu(1) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

SuicidEmoji: Derived Emoji 

Dataset and Tasks for Suicide-

Related Social Content 

The 47th International ACM 

SIGIR Conference on 

Research and Development 

in Information Retrieval 

(SIGIR 2024) 

2024.7 

上原 和樹(1,2) 

上紙 航(3) 

野里 博和(2) 

村川 正宏(2) 

福岡 順也(3) 

坂無 英徳(2) 

(1)琉球大学 

(2)産総研 

(3)長崎大学 

Ensemble Distillation of Divergent 

Opinions for Robust Pathological 

Image Classification 

46th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2024) 

2024.7 

Takeshi Masuda(1) 

Ryusuke Sagawa(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)AIST 

(2)Kindai 

University 

(3)Kyushu 

University 

View Synthesis of Endoscope 

Images by Monocular Depth 

Prediction and Gaussian Splatting 

46th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2024) 

2024.7 

Ryo Furukawa(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)近畿大学 

(2)産総研 

(3)広島大学病院 

(4)九州大学 

NeRF-based multi-frame 3D 

integration for 3D endoscopy 

using active stereo 

46th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2024) 

2024.7 

Kim Wonjik(1) 

池田 篤史(2) 

中島 悠(3) 

野里 博和(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

(3)東邦大学 

Pre-Trained Vision Transformer 

with Mixed Formula-Driven 

Supervised Learning for 

Cystoscopy Diagnosis 

46th Annual International 

Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and 

Biology Society (EMBC 

2024) 

2024.7 

Qianqian Xie(1) 

Jimin Huang(1) 

Dong Li(9) 

Zhengyu Chen(9) 

Ruoyu Xiang(1) 

Mengxi Xiao(9) 

Yangyang Yu(7) 

Vijayasai 

Somasundaram(8) 

Kailai Yang(2) 

Chenhan Yuan(2) 

Zheheng Luo(2) 

Zhiwei Liu(2) 

Yueru He(11) 

Yuechen Jiang(7) 

(1)The Fin AI 

(2)University of 

Manchester 

(3)Open Finance 

(4)Chinese 

University of Hong 

Kong 

(5)Sichuan 

University 

(6)Southwest 

Jiaotong University 

(7)Stevens 

Institute of 

Technology 

(8)University of 

Shared Task - Financial 

Challenges in Large Language 

Models (FinLLM) I/II 

Joint Workshop of the 8th 

Financial Technology and 

Natural Language Processing 

(FinNLP) and the 1st Agent 

AI for Scenario Planning 

(AgentScen) in conjunction 

with IJCAI 

2024.8 
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Haohang Li(7) 

Duanyu Feng(5) 

Xiao-Yang Liu(3,11) 

Benyou Wang(4) 

Hao Wang(5) 

Yanzhao Lai(6) 

Jordan Suchow(7) 

Alejandro Lopez-

Lira(8) 

Min Peng(9) 

Sophia 

Ananiadou(2,10) 

Florida 

(9)Wuhan 

University 

(10)Archimedes RC 

(11)Columbia 

University 

鈴木 雅司(1) 

平川 翼(1) 

山下 隆義(1) 

藤吉 弘亘(1) 

杉浦 孔明(2) 

(1)中部大学 

(2)慶應義塾大学 

Reactive Bias のチューニングによ

る ViT への人の知見の組み込み 

第 27 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2024) 

2024.8 

板谷 英典(1) 

平川 翼(1) 

山下 隆義(1) 

藤吉 弘亘(1) 

杉浦 孔明(2) 

(1)中部大学 

(2)慶應義塾大学 

Action Q-Transformer による説明

可能な強化学習 

第 27 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2024) 

2024.8 

重藤 優太郎(1,2) 

新保 仁(1,2) 

吉川 友也(1) 

竹内 彰一(1) 

(1)千葉工業大学 

(2)理化学研究所 

ドメイン汎化学習のための軽量な

損失関数 

第 27 回 画像の認識・理解

シンポジウム (MIRU 2024) 

2024.8 

Masaru Isonuma(1) 

Ivan Titov(2) 

(1)東京大学 

(2)エジンバラ大学 

Unlearning Traces the Influential 

Training Data of Language Models 

The 62nd Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2024) 

2024.8 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Chung-Chi Chen(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

DBQR-QA: A Question 

Answering Dataset on a Hybrid of 

Database Querying and Reasoning 

The 62nd Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2024) 

2024.8 

Chin-Yi Lin(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Hen-Hsen Huang(3) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

(1)Department of 

Computer Science 

and Information 

Engineering, 

National Taiwan 

University 

(2)AIST 

(3)Institute of 

Information 

Science, Academia 

Sinica 

Argument-Based Sentiment 

Analysis on Forward-Looking 

Statements 

The 62nd Annual Meeting of 

the Association for 

Computational Linguistics 

(ACL 2024) 

2024.8 



 

添付資料-146 

 

上原 和樹(1,2) (1)琉球大学 

(2)産総研 

人と人工知能の協働による医療診

断支援技術の開発 

人工知能学会 第 132 回 知

識ベースシステム研究会  

(SIG-KBS) 

2024.8 

Xiao Zhang(1) 

Ruoyu Xiang(1) 

Chenhan Yuan(2) 

Duanyu Feng(3) 

Weiguang Han(4) 

Alejandro Lopez-

Lira(5) 

Xiao-Yang Liu(6) 

Sophia Ananiadou(2) 

Min Peng(4) 

Jimin Huang(1) 

Qianqian Xie(1) 

(1)The Fin AI 

(2)University of 

Manchester 

(3)Sichuan 

University 

(4)Wuhan 

University 

(5)University of 

Florida 

(6)Columbia 

University 

Dólares or Dollars? Unraveling 

the Bilingual Prowess of Financial 

LLMs Between Spanish and 

English 

ACM KDD 2024 2024.8 

Zhiwei Liu 

Kailai Yang 

Qianqian Xie 

Tianlin Zhang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

EmoLLMs: A Series of Emotional 

Large Language Models and 

Annotation Tools for 

Comprehensive Affective Analysis 

ACM KDD 2024 2024.8 

宮田 なつき(2) 

栗原 和大(1) 

前田 雄介(1) 

(1)横浜国立大学 

(2)産総研 

Visualizing accessibility-related 

injury risks through children’s 

posture generation considering 

mechanics and slight 

environmental modification 

22nd Triennial Congress of 

the International Ergonomics 

Association (IEA 2024) 

2024.8 

Takuya Fujimura 

Keisuke Imoto 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Discriminative neighborhood 

smoothing for generative 

anomalous sound detection 

32nd Europican Signal 

Processing Conference 

(EUSIPCO 2024) 

2024.8 

Yuichiro Iguchi 

Akio Noda 

大阪工業大学 Development of a book 

information recognition sub 

system for automation of book 

arrangement task using robots 

SICE Festival 2024 with 

Annual conference 

2024.8 

Taehoon Kim 

Wijae Cho 

Kyoung-Sook Kim 

AIST DGGS-based Continuous 

Trajectory Similarity Comparison 

The 28th International 

Database Engineered 

Applications Symposium 

(IDEAS 2024) 

2024.8 

福岡 順也 長崎大学 The Establishment and Future 

Prospects of the Asian Society of 

Digital Pathology 

第 22 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2024.8 
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岩城 拓弥(1,2,4) 

藤井 陽一(2) 

上原 和樹(3,4) 

阿部 浩幸(2) 

牛久 哲男(2) 

野里 博和(4) 

坂無 英徳(4) 

久米 春喜(2) 

(1)千葉徳洲会病

院 

(2)東京大学 

(3)琉球大学 

(4)産総研 

深層学習による HE 染色病理画

像を用いた上部尿路上皮癌の遺

伝子変異サブタイプの分類予測 

第 22 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2024.8 

上原 和樹(1,2) 

野里 博和(2) 

村川 正宏(2) 

坂無 英徳(2) 

(1)琉球大学 

(2)産総研 

専門医と AI の共進化を目指した

病理診断支援技術の開発 

第 22 回 日本デジタルパソ

ロジー・AI 研究会 定時総会 

2024.8 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

New frontier in Pulmonology   Malaysian Thoracic Society 

Annual Congress 2024 

2024.9 

Yossi Adi 

Soumi Maiti 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

Recent Advances in Speech 

Language Models 

INTERSPEECH 2024 2024.9 

Nahomi Kusunoki 

Yosuke Higuchi 

Tetsuji Ogawa 

Tetsunori Kobayashi 

早稲田大学 Hierarchical multi-task learning 

with CTC and recursive operation 

INTERSPEECH 2024 2024.9 

Jingyi Feng 

Yusuke Yasuda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Exploring the robustness of text-

to-speech synthesis based on 

diffusion probabilistic models to 

heavily noisy transcriptions 

INTERSPEECH 2024 2024.9 

Jiajun He 

Tomoki Toda 

名古屋大学 2DP-2MRC: 2-dimensional 

pointer-based machine reading 

comprehension method for 

multimodal moment retrieval 

INTERSPEECH 2024 2024.9 

稲邑 哲也 玉川大学 人とロボットの協働環境を支える

VR デジタルツイン 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) オー

プンフォーラム 

2024.9 

Vitor Hideyo Isume(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Yukiyasu Domae(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Using LLM with Physical 

Simulation Feedback as a Craft 

Assembly Planner 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 
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玉木 萌心 

中條 亨一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 治具操作における知識情報を活

用した人の行動予測とロボットの協

調動作生成 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

水地 良明 

坂巻 新 

堀 三晟 

西野 順二 

稲邑 哲也 

玉川大学 人を含めたデジタルツインの活用

による生活支援ロボットの対話知

能の技術開発 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

門永 梨瑚 

野田 哲男 

大阪工業大学 ベイズ最適化を用いた飲食店下

膳作業の力学的理解による下膳

目標座標導出アルゴリズムの実証 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

鈴木 貴大 

丸山 高輝 

橋本 学 

中京大学 道具の機能とロボットの身体性を

考慮した GPT によるロボット動作

手順生成 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

若林 大意 

佐川 立昌 

山野辺 夏樹 

産総研 自己教示学習による記号的表現と

物体操作動作の生成 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

河原田 歩夢 

野田 哲男 

大阪工業大学 飲食店下膳作業のためのモバイ

ルマニピュレータの巡回経路の機

上最適化について 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

山北 夏聖(1) 

中條 亨一(1) 

加瀬 敬唯(2) 

堂前 幸康(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

身体バブリングに基づく事前学習

モデルを用いたマニピュレーション

動作の継続学習 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

丸山 高輝 

山田 一稀 

古庄 陽登 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 LLM ベース動作生成における

ツール干渉予測と動作修正法の

提案 

第 42 回 日本ロボット学会 

学術講演会 (RSJ 2024) 

2024.9 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 ロボットの身体性情報と機能情報

に基づく GPT によるロボット動作

生成のエラー修正 

第 29 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2024) 

2024.9 
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丸山 高輝 

山田 一稀 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 GPT とツール干渉予測に基づくロ

ボット動作生成手法の提案 

第 29 回 知能メカトロニクス

ワークショップ (IMEC 2024) 

2024.9 

森 大河 産総研 Cognitive Model of Listener 

Response Generation and Its 

Application to Dialogue Systems 

20th Workshop of Young 

Researchers' Roundtable on 

Spoken Dialogue Systems 

(YRRSDS 2024) 

2024.9 

Shota Koyama(1,2) 

Ryo Nagata(3) 

Hiroya Takamura(2) 

Naoaki Okazaki(1,2) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

(3)Konan 

University 

n-gram F-score for Evaluating 

Grammatical Error Correction 

17th International Natural 

Language Generation 

Conference (INLG 2024) 

2024.9 

Yuka Yokogawa(1) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Hiroya Takamura(2) 

Yusuke Miyao(2,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)University of 

Tokyo 

Leveraging Plug-and-Play Models 

for Rhetorical Structure Control in 

Text Generation 

17th International Natural 

Language Generation 

Conference (INLG 2024) 

2024.9 

谷村 勇輔 

大西 尚樹 

滝澤 真一朗 

産総研 Workload Analytics of LLMs 

Training on ABCI 

IEEE International 

Conference on Cluster 

Computing 2024 (Cluster 

2024) 

2024.9 

藤田 史郎(1) 

福岡 順也(2) 

(1)神戸中央病院 

(2)長崎大学 

FFPE 処理された気管支鏡下生検

検体由来の RNA-Seq データに基

づく molecular classifier を用いた

UIP の診断 

第 4 回 日本びまん性肺疾

患研究会 

2024.9 

Seitaro Otsuki(1) 

Tsumugi Iida(1) 

Félix Doublet(1) 

Tsubasa Hirakawa(2) 

Takayoshi 

Yamashita(2) 

Hironobu Fujiyoshi(2) 

Komei Sugiura(1) 

(1)Keio University 

(2)Chubu 

University 

Layer-Wise Relevance 

Propagation with Conservation 

Property for ResNet 

The 18th European 

Conference on Computer 

Vision (ECCV 2024) 

2024.10 

山田 亮佑(1) 

原 健翔(1) 

片岡 裕雄(1) 

牧原 昂志(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Formula-Supervised Visual-

Geometric Pre-training 

The 18th European 

Conference on Computer 

Vision (ECCV 2024) 

2024.10 

Yusuke Yoshiyasu 

Leyuan Sun 

AIST DiffSurf: A Transformer-based 

Diffusion Model for Generating 

and Reconstructing 3D Surfaces in 

Pose 

The 18th European 

Conference on Computer 

Vision (ECCV 2024) 

2024.10 



 

添付資料-150 

 

福岡 順也 長崎大学 デジタルパソロジーと人工知能に

よる病理診断の変革について 

第 28 回 日本臨床内分泌病

理学会 学術総会 

2024.10 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Improving Cancer Diagnostics and 

Therapeutics Using Artificial 

Intelligence - Current State of 

Affair and Future Potentials 

35th Annual Scientific 

Congress of Malaysian 

Oncological Society 

(ASCOMOS 2024) 

2024.10 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

感情表出系感動詞「えっ」と「ええ」

の情報処理過程 

日本認知科学会 第 41 回大

会 

2024.10 

Xiangjie Li(1) 

Shuxiang Xie(1) 

Ken Sakurada(2) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Takeshi Oishi(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Implicit Neural Fusion of RGB and 

Far-Infrared 3D Imagery for 

Invisible Scenes 

2024 IEEE/RSJ International 

Conference on Intelligent 

Robots and Systems (IROS 

2024) 

2024.10 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Felix Burkhardt(2) 

Anna Derington(3) 

Florian Eyben(3) 

Bjorn Schuller(3) 

(1)Technical 

University of 

Berlin 

(2)AIST 

(3)Audeering 

Check Your Audio Data: 

Nkululeko for Bias Detection 

The 27th International 

Conference of Oriental 

COCOSDA (O-COCOSDA 

2024) 

2024.10 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Akira Sasou(1) 

Felix Burkhardt(2) 

(1)AIST 

(2)Technical 

University of 

Berlin 

Uncertainty-based Ensemble 

Learning for Speech Classification 

The 27th International 

Conference of Oriental 

COCOSDA (O-COCOSDA 

2024) 

2024.10 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Translation and Development of 

Clinical AI models Designing 

models for pathologists 

Digital Pathology & AI 101 & 

Beyond 

2024.10 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Reflections on Embracing 

Pathology's Digital Transition 

Digital Pathology & AI 101 & 

Beyond 

2024.10 

Zhiwei Liu 

Boyang Liu 

Paul Thompson 

Kailai Yang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

ConspEmoLLM: Conspiracy 

Theory Detection Using an 

Emotion-Based Large Language 

Model 

13th International 

Conference on Prestigious 

Applications of Intelligent 

Systems (PAIS-2024) 

2024.10 
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Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Professionalism-Aware Pre-

Finetuning for Profitability 

Ranking 

33rd ACM International 

Conference on Information 

and Knowledge Management 

(CIKM 2024) 

2024.10 

Chen Chung-Chi 

Hiroya Takamura 

AIST Agent AI for Finance: From 

Financial Argument Mining to 

Agent-Based Modeling 

Tutorial in the 27th 

European Conference on 

Artificial Intelligence (ECAI 

2024) 

2024.10 

Bagus Tris Atmaja AIST Feature-wise Optimization and 

Performance-weighted Multimodal 

Fusion for Social Perception 

Recognition 

ACM International 

Conference on Multimedia 

2024 

2024.10 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Simultaneous Speech and Eating 

Behavior Recognition Using 

Multitask Learning 

2024 IEEE 13th Global 

Conference on Consumer 

Electronics (GCCE 2024) 

2024.10 

Junya Fukuoka Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Real world implementation of 

Digital Pathology and AI  

Korean Association for Lung 

Cancer Conference 2024 

(KALC-IC 2024) 

2024.11 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Neuron-Level Knowledge 

Attribution in Large Language 

Models 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

How do Large Language Models 

Learn In-Context? Query and 

Key Matrices of In-Context 

Heads are Two Towers for Metric 

Learning 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 

William Chen 

Wangyou Zhang 

Yifan Peng 

Xinjian Li 

Jinchuan Tian 

Jiatong Shi 

Xuankai Chang 

Soumi Maiti 

Karen Livescu 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

Towards Robust Speech 

Representation Learning for 

Thousands of Languages 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Introducing Spatial Information 

and a Novel Evaluation Scheme 

for Open-Domain Live 

Commentary Generation 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 
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Hiroya Takamura(1) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Interpreting Arithmetic 

Mechanism in Large Language 

Models through Comparative 

Neuron Analysis 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 

Masayuki Kawarada 

Tatsuya Ishigaki 

Goran Topić 

Hiroya Takamura 

AIST Demonstration Selection 

Strategies for Numerical Time 

Series Data-to-Text 

The 2024 Conference on 

Empirical Methods in 

Natural Language Processing 

(EMNLP 2024) 

2024.11 

有馬 悠也 

神山 徹 

杉本 隆 

産総研 Pi-SAR2 データの Transformer に

よる土地被覆セグメンテーション 

日本リモートセンシング学会 

第 77 回(令和 6 年度秋季) 

学術講演会 

2024.11 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Multi-Label Emotion Share 

Regression from Speech Using 

Pre-trained Self-Supervised 

Learning Models 

IEEE Region 10 Conference 

2024 (TENCON 2024) 

2024.12 

Bagus Tris Atmaja AIST Evaluating Hyperparameter 

Optimization for Machinery 

Anomalous Sound Detection 

IEEE Region 10 Conference 

2024 (TENCON 2024) 

2024.12 

Masao Someki 

Kwanghee Choi 

Siddhant Arora 

William Chen 

Samuele Cornell 

Jionghao Han 

Yifan Peng 

Jiatong Shi 

Vaibhav Srivastav 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

ESPnet-EZ: Python-only ESPnet 

for Easy Fine-tuning and 

Integration 

IEEE Spoken Language 

Technology Workshop (SLT 

2024) 

2024.12 

Zekun Yang 

Jiajun He 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Multi-modal video summarization 

based on two-stage fusion of 

audio, visual, and recognized text 

information 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2024) 

2024.12 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Kazuhiro Koiwai(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

SSL-based Chewing and 

Swallowing Detection Using 

Multiple Skin-contact 

Microphones 

Asia Pacific Signal and 

Information Processing 

Association Annual Summit 

and Conference (APSIPA 

ASC 2024) 

2024.12 
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Muchahid Barstugan 

Shimpei Masuda 

Ryusuke Sagawa 

Fumio Kanehiro 

産総研 Aligning objects as preprocessing 

combined with imitation learning 

for improved generalization 

2024 6th International 

Conference on Control and 

Robotics (ICCR 2024) 

2024.12 

Muxuan Liu(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Yusuke Miyao(2,3) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)The University 

of Tokyo 

Evaluating LlaMA-2's Adaptation 

to Social Context in Japanese 

Emails via Fine-Tuning 

The 38th Pacific Asia 

Conference on Language, 

Information and 

Computation (PACLIC 38) 

2024.12 

Kazuki Matsuda 

Yuiga Wada 

Komei Sugiura 

Keio University DENEB: A Hallucination-Robust 

Automatic Evaluation Metric for 

Image Captioning 

17th Asian Conference on 

Computer Vision (ACCV 

2024) 

2024.12 

Qianqian Xie(2,1) 

Weiguang Han(2) 

Zhengyu Chen(2) 

Ruoyu Xiang(1) 

Xiao Zhang(1) 

Yueru He(1) 

Mengxi Xiao(2) 

Dong Li(2) 

Yongfu Dai(7) 

Duanyu Feng(7) 

Yijing Xu(1) 

Haoqiang Kang(5) 

Ziyan Kuang(12) 

Chenhan Yuan(3) 

Kailai Yang(3) 

Zheheng Luo(3) 

Tianlin Zhang(3) 

Zhiwei Liu(3) 

Guojun Xiong(10) 

Zhiyang Deng(9) 

Yuechen Jiang(9) 

Zhiyuan Yao(9) 

Haohang Li(9) 

Yangyang Yu(9) 

Gang Hu(8) 

Jiajia Huang(11) 

Xiao-Yang Liu(5) 

Alejandro Lopez-

Lira(4) 

Benyou Wang(6) 

Yanzhao Lai(13) 

Hao Wang(7) 

Min Peng(2) 

Sophia Ananiadou(3) 

Jimin Huang(1) 

(1)The Fin AI 

(2)Wuhan 

University 

(3)The University 

of Manchester 

(4)University of 

Florida 

(5)Columbia 

University 

(6)The Chinese 

University of Hong 

Kong, Shenzhen 

(7)Sichuan 

University 

(8)Yunnan 

University 

(9)Stevens 

Institute of 

Technology 

(10)Stony Brook 

University 

(11)Nanjing Audit 

University 

(12)Jiangxi Normal 

University 

(13)Southwest 

Jiaotong University 

FinBen: A Holistic Financial 

Benchmark for Large Language 

Models 

Thirty-Eighth Annual 

Conference on Neural 

Information Processing 

Systems (NeurIPS 2024) 

2024.12 
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Yuxin Wang(1) 

Duanyu Feng(1) 

Yongfu Dai(1) 

Zhengyu Chen(2) 

Jimin Huang(3) 

Sophia Ananiadou(4) 

Qianqian Xie(3) 

Hao Wang(1) 

(1)Sichuan 

University 

(2)Wuhan 

University 

(3)The Fin AI 

(4)The University 

of Manchester 

HARMONIC: Harnessing LLMs 

for Tabular Data Synthesis and 

Privacy Protection 

Thirty-Eighth Annual 

Conference on Neural 

Information Processing 

Systems (NeurIPS 2024) 

2024.12 

Kailai Yang(1) 

Zhiwei Liu(1) 

Qianqian Xie(1) 

Jimin Huang(2) 

Tianlin Zhang(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)The Fin AI 

MetaAligner: Towards 

Generalizable Multi-Objective 

Alignment of Language Models 

Thirty-Eighth Annual 

Conference on Neural 

Information Processing 

Systems (NeurIPS 2024) 

2024.12 

楠 奈穂美 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 再帰的フィードバックを用いた階

層的 End-to-End 音声認識 

情報処理学会 第 154 回 音

声言語情報処理研究会 

(SLP) 

2024.12 

中田 優翔 

吉岡 大貴 

ホワン ウェンチン 

戸田 智基 

名古屋大学 話し言葉音声合成のためのテキス

ト発話スタイル変換の改良 

情報処理学会 第 154 回 音

声言語情報処理研究会 

(SLP) 

2024.12 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 End-to-End 音声認識における指

示チューニングされた大規模言語

モデルの活用 

情報処理学会 第 154 回 音

声言語情報処理研究会 

(SLP) 

2024.12 

新井 深月(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

大規模言語モデルの数値時系列

解釈能力の検証 

情報処理学会 第 262 回 自

然言語処理研究発表会 

(NL) 

2024.12 

白倉 尚貴 

山野辺 夏樹 

丸山 翼 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 繰り返し作業における人の作業負

荷と生産性のバランスを取る作業

テンポ指示フレームワーク 

デジタルヒューマン・シンポ

ジウム 2024 

2024.12 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Jun'ichiro Mori(3) 

Ichiro Sakata(3) 

(1)大分大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

Investigating Interdisciplinary 

Research Impact: A Framework 

for Integrating Linguistic and 

Citation Information 

The First International 

Symposium on Systems 

Modelling and Simulation 

(SMS 2024) 

2024.12 

Kazuhiro Koiwai(1) 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Improved Performance of a CA-

SSL-based Daily Eating Sounds 

Recognition Model 

17th International Congress 

on Advanced Applied 

Informatics (IIAI AAI 2024 

Winter) 

2024.12 
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Ying Chen(2) 

Ziwei Xu(1) 

Kotaro Inoue(2) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Causal Inference in Finance: An 

Expertise-Driven Model for 

Instrument Variables Identification 

and Interpretation 

23rd International 

Conference on Machine 

Learning and Applications 

(ICMLA 2024) 

2024.12 

福山 晴人 

野田 哲男 

大阪工業大学 組立ロボットの把持作業における

オブジェクト滑落防止制御システ

ムの開発 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

井口 悠一郎 

野田 哲男 

大阪工業大学 既存の図書館への導入を想定し

た配架作業ロボットシステムの開

発 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

今村 司 

野田 哲男 

大阪工業大学 梱包作業の自動化 第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

門永 梨瑚 

野田 哲男 

大阪工業大学 複数テーブル巡回時の下膳目標

座標導出アルゴリズムの実証 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

和田 悠生 

野田 哲男 

大阪工業大学 大規模言語モデルを用いる組立

作業計画自動生成システムの提

案 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

横山 弘樹 

野田 哲男 

大阪工業大学 欠陥発生確率を考慮した外観検

査ロボットの最適動作生成 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

河原田 歩夢 

野田 哲男 

大阪工業大学 実環境を想定したモバイルマニ

ピュレータの飲食店下膳作業にお

ける巡回経路の最適化について 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

内田 貴裕 

野田 哲男 

大阪工業大学 ミカン自動収穫エンドエフェクタの

提案 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 
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岩見 幸一 

稲邑 哲也 

玉川大学 身体動作改善のための効果的な

VR 空間での視覚フィードバック評

価ツールの開発 

第 25 回 計測自動制御学会 

システムインテグレーション

部門講演会 (SI 2024) 

2024.12 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Institute of 

Science Tokyo 

Fin-DBQA Shared-task: Database 

Querying and Reasoning 

The Joint Workshop of the 

9th Financial Technology 

and Natural Language 

Processing (FinNLP), the 

6th Financial Narrative 

Processing (FNP), and the 

1st Workshop on Large 

Language Models for 

Finance and Legal 

(LLMFinLegal) 

2025.1 

Tomas Goldsack(1) 

Yang Wang(1) 

Chenghua Lin(1,2) 

Chung-Chi Chen(3) 

(1)University of 

Sheffield 

(2)University of 

Manchester 

(3)AIST 

From Facts to Insights: A Study 

on the Generation and Evaluation 

of Analytical Reports for 

Deciphering Earnings Calls 

The 31st International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2025) 

2025.1 

Ken Yano(1)  

Zheheng Luo(2) 

Jimin Huang(3) 

Qianqian Xie(3) 

Masaki Asada(1) 

 Chenhan Yuan(2) 

 Kailai Yang(2) 

 Makoto Miwa(4,1) 

 Sophia Ananiadou(2,1) 

 Jun’ichi Tsujii(1) 

(1)AIST 

(2)University of 

Manchester 

(3)The Fin AI 

(4)Toyota 

Technological 

Institute 

ELAINE-medLLM: Lightweight 

English Japanese Chinese 

Trilingual Large Language Model 

for Bio-medical Domain 

The 31st International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2025) 

2025.1 

Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

Hsin-Hsi Chen(4) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)University of 

Tokyo 

(4)National Taiwan 

University 

GADFA: Generator-Assisted 

Decision-Focused Approach for 

Opinion Expressing Timing 

Identification 

The 31st International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2025) 

2025.1 

Masaki Asada(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Improving Relation Extraction by 

Sequence-to-sequence-based 

Dependency Parsing Pre-training 

The 31st International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2025) 

2025.1 

Masaki Asada(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Addressing the Training-Inference 

Discrepancy in Discrete Diffusion 

for Text Generation 

The 31st International 

Conference on 

Computational Linguistics 

(COLING 2025) 

2025.1 

金子 俊太(1,2) 

野里 博和(2) 

数藤 恭子(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

膀胱内視鏡検査動画からのリアル

タイム 3 次元観察マップ生成方法

の検討 

情報処理学会 第 240 回 コ

ンピュータビジョンとイメージ

メディア研究発表会 (CVIM) 

2025.1 
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Yoshiaki Mizuchi 

Taisuke Kobayashi 

Tetsunari Inamura 

玉川大学 Extraction of Latent Variables for 

Modeling Subjective Quality in 

Time-series Human-Robot 

Interaction  

2025 IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2025) 

2025.1 

玉木 萌心 

中條 亨一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Predicting human behavior using 

knowledge information in jig 

operation and Robot collaborative 

action generation 

2025 IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2025) 

2025.1 

Chenxi Wang(1) 

Zhenting Wang(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Weiwei Wan(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Kensuke Harada(1) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Vision-based Robotic Assembly 

from Novel Graphical Instructions 

2025 IEEE/SICE 

International Symposium on 

System Integration (SII 

2025) 

2025.1 

岡﨑 亮太郎(1) 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

医療画像診断における SAM2 の

有用性の検討 

つくば医工連携フォーラム 

2025 

2025.1 

福岡 順也 長崎大学 デジタルパソロジーと人工知能に

よる肺癌の病理診断 

肺癌診断コンソーシアム 第

16 回定例会 

2025.1 

福岡 順也 長崎大学 病理診断における AI の研究とそ

の臨床応用について ―医療倫理

に配慮した開発導入― 

令和 6 年度 保険医療委員

会 ワークショップおよび全国

会議 

2025.1 

滝澤 真一朗 産総研 ABCI での Open OnDemand 活用

事例と今後の展望 

PCCC 2nd Open OnDemand 

Workshop 

2025.1 

Masataka Kawai 山梨大学 Exclusive Loss in Segmentation 

for Virtual Multiplex 

Immunohistochemistry Using 

Multiple Singleplex Masks 

SPIE Medical imaging 2025 2025.2 

Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Error Modification of Robot 

Motion Generation by LLM based 

on Parts Function and Physical 

Features of Robot 

5th International Conference 

on Robotics, Computer 

Vision and Intelligent 

Systems (ROBOVIS 2025) 

2025.2 
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Kazuhiro Koiwai(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Text-to-Speech-Based Data 

Augmentation for Chewing and 

Swallowing Recognition 

22th International Workshop 

on Nonlinear Circuits, 

Communications and Signal 

Processing (NCSP '25) 

2025.3 

矢部 拓真 

八重樫 萌絵 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 音質主観評価における評価者選

抜のための音声サンプル選定の

重要性 

電子情報通信学会 音声研

究会 (SP) 

2025.3 

森 雄一郎(1,2) 

田中 智可良(1,2) 

前川 在(1) 

小杉 哲(1) 

石垣 達也(2) 

船越 孝太郎(1) 

高村 大也(2) 

奥村 学(1) 

(1)東京科学大学 

(2)産総研 

サッカー実況中継における付加的

情報の提供システムの構築  

情報処理学会 第 263 回 自

然言語処理研究発表会 

(NL) 

2025.3 

新井 深月(1,2) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

小林 一郎(1,2) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

プロンプトの言語による数値時系

列解釈能力の変化 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

JaSocial：LLM の社会的知能を評

価するための日本語敬語使用フ

レームワーク 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

Kido Shimomoto 

Erica(1) 

Marrese-Taylor 

Edison(1) 

小林 一郎(2) 

高村 大也(1) 

宮尾 祐介(3) 

(1)AIST 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Data Augmentation for Open-

Domain Live Commentary 

Generation 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 コーパスの逆蒸留 言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

染谷 大河 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 トラッキングデータからのサッカー

実況生成 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

辻村 有輝 

江上 周作 

浅田 真生 

石垣 達也 

福田 賢一郎 

高村 大也 

産総研 大規模言語モデルによるイベント

知識グラフからのマルチターン

few-shot 実況生成手法の検討 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 
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浅田 真生(1) 

三輪 誠(2,1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

訓練・推論時の不一致を解消する

離散拡散テキスト生成モデル 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

高柳 剛弘(1,2) 

高村 大也(2) 

和泉 潔(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

意思決定を指標とする生成テキス

ト評価：アマチュアと専門家への影

響分析 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

Mohammad Golam 

Sohrab(1) 

Makoto Miwa(2,1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Extraction and Generation Tasks 

with Knowledge-aware Text-to-

Text Transfer Transformer 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

矢野 憲(1) 

浅田 真生(1) 

三輪 誠(2,1) 

Sophia Ananiadou(3,1) 

辻井 潤一(1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technologial 

Institute 

(3)The University 

of Manchester 

ELAINE-medLLM: 英語、日本

語、中国語に対応したバイオ医療

ドメイン大規模言語モデル 

言語処理学会 第 31 回 年

次大会 (NLP 2025) 

2025.3 

渡邉 聖人(1,2) 

上原 和樹(3,2) 

Kim Wonjik(2) 

野里 博和(2) 

坂無 英徳(1,2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

(3)琉球大学 

動的重み付けを用いた教師モデ

ル選択による不一致ラベル環境下

での適切な分類を実現する AI モ

デルの研究 

情報処理学会 第 87 回 全

国大会 

2025.3 

吉岡 大貴 

中田 優翔 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 テキスト・発話スタイル同時制御を

可能とする非流暢性に着目した講

演音声合成 

日本音響学会 第 153 回

(2025 年春季)研究発表会 

2025.3 

Masataka Kawai 

Minh-Khang Le 

山梨大学 Immunohistochemical Analysis of 

p16, MTAP, and PRAME in a 

Japanese Skin Melanoma Cohort: 

Is p16 Loss a Prognostic 

Predictor? 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 

都島 由紀雄 

福岡 順也 

長崎大学 A Multinational Study on Two 

Distinct Variants of Mucin-

Producing Primary Lung 

Adenocarcinoma Across Five 

Countries 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 

福岡 順也 長崎大学 The CRYOSOLUTION Study: 

Standardizing Cryobiopsy 

Diagnosis for Interstitial Lung 

Disease by 20 Pathologists from 

15 Countries 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 
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上紙 航 

福岡 順也 

長崎大学 Explainable AI-Driven Prediction 

of Interstitial Lung Disease 

Progression Using Cryobiopsy 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 

福岡 順也 長崎大学 Deep Learning-Based 

Segmentation of Destructive 

Fibrosis for Identifying Non-

Progressive Subgroups in 

Progressive Pulmonary Fibrosis 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 

福岡 順也 長崎大学 Study on the Selection Method for 

Standardizing Granuloma Images 

in Diffuse Lung Diseases 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 

大越 イーサン 

福岡 順也 

長崎大学 Automated Bone Marrow 

Histology Screening Pipeline for 

Myelodysplastic Syndromes and 

Immune Thrombocytopenic 

Purpura 

USCAP 114th Annual 

Meeting 2025 

2025.3 
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（２）論文 
【2020年度】 

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名等 ページ番号 発表年月 

Naoto Nishizuka(1) 

Yuki Kubo(1) 

Komei Sugiura(2) 

Mitsue Den(1) 

Mamoru Ishii(1) 

(1)情報通信研究

機構 

(2)慶應義塾大学 

Reliable Probability 

Forecast of Solar Flares: 

Deep Flare Net-Reliable 

(DeFN-R) 

The Astrophysical 

Journal 

Vol.899、No.2、

150 (8pp) 

2020.8 

Tadashi Ogura(1) 

Aly Magassouba(1) 

Komei Sugiura(1,2) 

Tsubasa Hirakawa(3) 

Takayoshi 

Yamashita(3) 

Hironobu Fujiyoshi(3) 

Hisashi Kawai(1) 

(1)情報通信研究

機構 

(2)慶應義塾大学 

(3)中部大学 

Alleviating the Burden of 

Labeling: Sentence 

Generation by Attention 

Branch Encoder-Decoder 

Network 

IEEE Robotics and 

Automation Letters 

Vol.5、Issue 4、

Pages 5945-

5952 

2020.10 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Damien Petit(1) 

Ixchel Georgina 

Ramirez-Alpizar(2) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Variable Compliance 

Control for Robotic Peg-

in-Hole Assembly: A 

Deep Reinforcement 

Learning Approach 

Applied Sciences Vol.10、Issue 19 2020.10 

Hajime Sasaki 

Ichiro Sakata 

東京大学 Business partner 

selection considering 

supply-chain centralities 

and causalities 

Supply Chain 

forum: An 

International 

Journal 

Vol.22、Issue 

1、Pages 74-85 

2020.10 

Jokinen Kristiina(1) 

Junpei Zhong(2) 

(1)産総研 

(2)Nottingham 

Trent University 

Learning Co-Occurrence 

of Laughter and Topics in 

Conversational 

Interactions 

Proceedings of 

International 

Conference on 

Systems, Man, and 

Cybernetics (SMC 

2020) 

Pages 3845-

3851 

2020.10 

上原 和樹 

村川 正宏 

野里 博和 

坂無 英徳 

産総研 Multi-Scale Explainable 

Feature Learning for 

Pathological Image 

Analysis Using 

Convolutional Neural 

Networks 

2020 IEEE 

International 

Conference on 

Image Processing 

(ICIP 2020) 

Pages 1931-

1935 

2020.10 

石垣 達也(1) 

上原 由衣(1) 

能地 宏(1) 

五島 圭一(2) 

小林 一郎(1) 

宮尾 祐介(1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

疑似負例を用いた Data-

to-Text モデルの学習 

情報処理学会 研

究報告 自然言語

処理 (NL) 

巻 2020-NL-

246, 号 30, p. 

1-8 

2020.11 

Takahiro Miura 

Kimitaka Asatani 

Ichiro Sakata 

東京大学 Classifying Sleeping 

Beauties and Princes 

Using Citation Rarity 

Complex Networks 

& Their 

Applications IX  

PP 308-318 2020.12 
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上原 由衣(1) 

石垣 達也(1) 

青木 花純(2) 

能地 宏(1) 

五島 圭一(3) 

小林 一郎(2) 

高村 大也(1) 

宮尾 祐介(4) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)早稲田大学 

(4)東京大学 

Learning with Contrastive 

Examples for Data-to-

Text Generation 

Proceedings of the 

28th International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2020) 

Pages 2352-

2362 

2020.12 

Han Namgi(1,2,3) 

Goran Topić(1) 

Hiroshi Noji(1) 

Hiroya Takamura(1,4) 

Yusuke Miyao(1,5) 

(1)産総研 

(2)総合研究大学

院大学 

(3)国立情報学研

究所 

(4)東京工業大学 

(5)東京大学 

An empirical analysis of 

existing systems and 

datasets toward general 

simple question answering 

Proceedings of the 

28th International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2020) 

Pages 5321–

5334 

2020.12 

Yusuke Tanimura 

Shinichiro Takizawa 

Hirotaka Ogawa 

Takahiro Hamanishi 

産総研 Building and Evaluation of 

Cloud Storage and 

Datasets Services on AI 

and HPC Converged 

Infrastructure 

2020 IEEE 

International 

Conference on Big 

Data (IEEE 

BigData 2020) 

Pages 1992-

2001 

2020.12 

濵園 侑美(1,2) 

上原 由衣(2) 

能地 宏(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(4.2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子

大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

(4)東京工業大学 

Market Comment 

Generation from Data 

with Noisy Alignments 

Proceedings of the 

13th International 

Conference on 

Natural Language 

Generation (INLG 

2020) 

Pages 148-157 2020.12 

河内 裕太(1,2) 

野里 博和(2) 

池田 篤史(1) 

坂無 英徳(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

内視鏡画像における病変

領域のあいまいな境界の

学習手法 

電子情報通信学会 

技術研究報告 

Vol.120、

No.300、pp.75-

79 

2020.12 

Jokinen Kristiina 産総研 Cascaded Dialogue 

Modelling for Situated 

Human-Robot 

Interactions 

Proceedings of the 

1st RobotDial 

Workshop on 

Dialogue Models 

for Human-Robot 

Interaction 

(ROBOTDIAL 

2020) 

  2021.1 

Ivana Kruijff-

Korbayova(1) 

Jokinen Kristiina(2) 

(1)DFKI 

(2)産総研 

Dialogue Processing and 

System Involvement in 

Multimodal Task 

Dialogues 

Proceedings of the 

1st RobotDial 

Workshop on 

Dialogue Models 

for Human-Robot 

Interaction 

(ROBOTDIAL 

2020) 

  2021.1 

上原 和樹 

村川 正宏 

野里 博和 

坂無 英徳 

産総研 Explainable Feature 

Embedding Using 

Convolutional Neural 

Networks for Pathological 

Image Analysis 

25th International 

Conference on 

Pattern 

Recognition (ICPR 

2020) 

Pages 4560-

4565 

2021.1 
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中村 良介 

杉本 隆 

堤 千明 

山口 芳雄 

産総研 ALOS-PALSAR Quad Pol 

Data and Image Archive 

for Monitoring the Earth 

Environment 

2020 International 

Symposium on 

Antennas and 

Propagation (ISAP 

2020) 

  2021.1 

Hong Chen(1,2) 

Yifei Huang(2) 

Hiroya Takamura(1,3) 

Hideki Nakayama(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)東京工業大学 

Commonsense Knowledge 

Aware Concept Selection 

for Diverse and 

Informative Visual 

Storytelling 

The 35th AAAI 

Conference on 

Artificial 

Intelligence 

(AAAI-21) 

  2021.2 

Hajime Sasaki 

Ichiro Sakata 

東京大学 Identifying potential 

technological spin-offs 

using hierarchical 

information in 

international patent 

classification 

Technovation Vol.100、Article 

102192 

2021.2 

Naoto Nishizuka(1) 

Yuki Kubo(1) 

Komei Sugiura(2) 

Mitsue Den(1) 

Mamoru Ishii(1) 

(1)情報通信研究

機構 

(2)慶應義塾大学 

Operational Solar Flare 

Prediction Model Using 

Deep Flare Net 

Earth, Planets and 

Space 

73、Article 

number 64 

2021.3 

Yoshiaki Bando(1) 

Yoshiki Masuyama(1,2) 

Yoko Sasaki(1) 

Masaki Onishi(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

Robust Auditory 

Functions Based on 

Probabilistic Integration 

of MUSIC and CGMM 

IEEE Access Vol.9、Pages 

38718 - 38730 

2021.3 

野田 哲男 大阪工業大学 ものづくりにおける産業用

ロボットの展開と今後の課

題 

システム制御情報

学会誌 システム／

制御／情報 

65 巻、3 号、

p.78-84 

2021.3 

江上 周作 

⻄村 悟史 

福⽥ 賢⼀郎 

産総研 3 次元仮想空間を用いた

日常生活行動のナレッジ

グラフ構築 

第 53 回 人工知能

学会 セマンティック

ウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 

2021 巻 SWO-

053 号 p.04- 

2021.3 

能地 宏(1) 

大関 洋平(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Recurrent neural network 

grammar の並列化 

言語処理学会 第

27 回 年次大会 

(NLP 2021) 発表論

文集 

Pages 937-941  2021.3 

 

【2021年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名等 ページ番号 発表年月 

Kimitaka Asatani 

Hiroko Yamano 

Takeshi Sasaki 

Ichiro Sakata 

東京大学 Dense and influential core 

promotion of daily viral 

information spread in 

political echo chambers 

Scientific reports   2021.4 
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吉田 康行(1) 

Arunas Bizokas 

Katusha Demidova 

中井 信一(2) 

中井 理恵(2) 

西村 拓一(1) 

(1)産総研 

(2)ダンスジャルダ

ン 

Determining Partnering 

Effects in the “Rise and 

Fall” Motion of 

Competitive Waltz by the 

Use of Statistical 

Parametric Mapping 

Baltic Journal of 

Sport and Health 

Sciences 

Vol.1、No.120、

Pages 4-12 

2021.4 

Yan Wang(1) 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Hybrid Trajectory and 

Force Learning of 

Complex Assembly Tasks: 

A Combined Learning 

Framework 

IEEE Access Vol.9、Pages 

60175-60186 

2021.4 

Tetsunari Inamura 

Yoshiaki Mizuchi 

Hiroki Yamada 

国立情報学研究所 

玉川大学 

VR Platform Enabling 

Crowdsourcing of 

Embodied HRI 

Experiments – Case 

Study of Online Robot 

Competition 

Advanced Robotics Vol.35、Issue 

11、Pages 697-

703 

2021.5 

片岡 裕雄(1) 

山田 亮佑(1,2) 

松本 晟人(1,3) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

(3)筑波大学 

自然の形成原理による

CNN の学習 

Medical Imaging 

Technology 

39 巻 3 号 

p.117-123 

2021.5 

Yan Wang(1) 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Robotic Imitation of 

Human Assembly Skills 

Using Hybrid Trajectory 

and Force Learning 

Proceedings of the 

IEEE International 

Conference on 

Robotics and 

Automation (ICRA 

2021) 

  2021.5 

Tetsunari Inamura 

Yoshiaki Mizuchi 

国立情報学研究所 

玉川大学 

SIGVerse: A Cloud-

Based VR Platform for 

Research on Multimodal 

Human-Robot Interaction 

Frontiers in 

Robotics and AI 

Vol.8、549360、

Pages 1-19 

2021.5 

Fenia Christopoulou(1) 

Makoto Miwa(2,3) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)マンチェスター

大学 

(2)豊田工業大学 

(3)産総研 

4  

Distantly Supervised 

Relation Extraction with 

Sentence Reconstruction 

and Knowledge Base 

Priors 

Proceedings of the 

2021 Annual 

Conference of the 

North American 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics 

(NAACL 2021): 

Human Language 

Technologies 

Pages 11–26 2021.6 

鈴木 貴仁(1) 

緒方 淳(2) 

綱川 隆司(1) 

西田 昌史(1) 

西村 雅史(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

咽喉マイクを用いた大語

彙音声認識のための特徴

マッピングによるデータ拡

張と知識蒸留 

情報処理学会論文

誌 

巻 62, 号 6, p. 

1373-1381 

2021.6 
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尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

実世界ロボットの運動–言

語の統合学習と内部表現 

日本ロボット学会誌 39 巻 5 号 

p.417-420 

2021.6 

原 健翔 

石川 裕地 

片岡 裕雄 

産総研 Rethinking Training Data 

for Mitigating 

Representation Biases in 

Action Recognition 

Proceedings of the 

IEEE/CVF 

Conference on 

Computer Vision 

and Pattern 

Recognition 

(CVPR) Workshops 

  2021.6 

Takahiro Miura 

Kimitaka Asatani 

Ichiro Sakata 

東京大学 Large-scale analysis of 

delayed recognition using 

sleeping beauty and the 

prince 

Applied Network 

Science 

Vol.6、Article 

number 48 

2021.6 

Tetsunari Inamura 

Yoshiaki Mizuchi 

Hiroki Yamada 

国立情報学研究所 

玉川大学 

A cloud-based VR 

platform enabling HRI 

experiments in 

coronavirus pandemic 

17th IEEE 

International 

Conference on 

Advanced Robotics 

and Its Social 

Impacts (ARSO 

2021) 

  2021.7 

Ikeda Atsusi(1) 

Kochi Yuta(2) 

Hirokazu Nosato(2) 

Hiromitsu Negoro(1) 

Hidenori Sakanashi(2) 

Masahiro Murakawa(2) 

Hiroyuki Nishiyama(1) 

(1)University of 

Tsukuba 

(2)AIST 

Is Real-Time Detection 

based on Probability Map 

of Bladder Tumor 

Possible in Clinic 

Cystoscopy Using Deep 

Learning? 

European Urology 

Open Science 

Vol.79、

Supplement 1、

Page S1756 

2021.7 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 Towards representation of 

daily living activities by 

reusing ICF categories 

Lecture Notes in 

Computer Science 

(HCI International 

2021) 

Vol.12787、pp 

438-450 

2021.7 

Ryoichi Nakajo 

Tetsuya Ogata 

Waseda University Comparison of 

Consolidation Methods 

for Predictive Learning of 

Time Series 

Advances and 

Trends in Artificial 

Intelligence, 

Lecture Notes in 

Computer Science 

(IEA/AIE 2021) 

pp 113–120 2021.7 
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能地 宏(1) 

大関 洋平(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Effective Batching for 

Recurrent Neural 

Network Grammars 

Findings of the 

Joint Conference of 

the 59th Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics and the 

11th International 

Joint Conference 

on Natural 

Language 

Processing (ACL-

IJCNLP 2021) 

Pages 4340–

4352 

2021.8 

Yoshiaki Bando(1,2) 

Kouhei Sekiguchi(2) 

Yoshiki Masuyama(1,3) 

Aditya Arie Nugraha(2) 

Mathieu Fontaine(2) 

Kazuyoshi Yoshii(4,2) 

(1)産総研 

(2)理化学研究所 

(3)東京都立大学 

(4)京都大学 

Neural Full-Rank Spatial 

Covariance Analysis for 

Blind Source Separation 

IEEE Signal 

Processing Letters 

Vol.28、Pages 

1670-1674 

2021.8 

Kristiina Jokinen(1) 

Graham Wilcock(2) 

(1)産総研 

(2)CDM Interact 

Do you remember me? 

Ethical Issues in Long-

term Social Robot 

Interactions 

30th IEEE 

International 

Conference on 

Robot and Human 

Interactive 

Communication 

(RO-MAN 2021) 

  2021.8 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Anomalous Sound 

Detection Using a Binary 

Classification Model and 

Class Centroids 

Proceedings of the 

29th European 

Signal Processing 

Conference 

(EUSIPCO 2021) 

Pages 1995-

1999 

2021.8 

山田 真也(1,2) 

北川 博之(1,2) 

天笠 俊之(2) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

Augmented Lineage: 

Traceability of Data 

Analysis Including 

Complex UDFs 

32nd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2021) 

Vol.1、pp 65-77 2021.8 

菅波 柊也 

天笠 俊之 

筑波大学 GPU-Accelerated Vertex 

Orbit Counting for 5-

Vertex Subgraphs 

32nd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2021) 

Vol.2、pp 205-

217 

2021.8 

湯川 皓太 

天笠 俊之 

筑波大学 Online Optimized 

Product Quantization for 

Dynamic Database Using 

SVD-Updating 

32nd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2021) 

Vol.2、pp 273-

284 

2021.8 
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Susumu Saito 

Yuta Ide 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 VocalTurk: Exploring 

feasibility of 

crowdsourced speaker 

identification 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2021 

Pages 1723-

1727 

2021.9 

Maiko Kamada 

Kimitaka Asatani 

Masaru Isonuma 

Ichiro Sakata 

東京大学 Discovering 

Interdisciplinarily Spread 

Knowledge in the 

Academic Literature 

IEEE Access Vol.9、Pages 

124142-124151 

2021.9 

Masaru Isonuma(1) 

Junichiro Mori(1,2) 

Danushka Bollegala(3) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)理研 AIP 

(3)リヴァプール大

学 

Unsupervised Abstractive 

Opinion Summarization 

by Generating Sentences 

with Tree-Structured 

Topic Guidance 

Transactions of the 

Association for 

Computational 

Linguistics 

Vol.9、Pages 

945-961 

2021.9 

大倉 真一希 

天笠 俊之 

筑波大学 知識グラフにおける更新

可能性が高いエンティ

ティの検出 

情報処理学会 研

究報告 データ

ベースシステム 

(DBS) 

巻 2021-DBS-

173, 号 9, p. 1-

6 

2021.9 

山口 拓海 

村川 正宏 

産総研 Mixup gamblers: Learning 

to abstain with auto-

calibrated reward for 

mixed samples 

Proceedings of the 

30th International 

Conference on 

Artificial Neural 

Networks (ICANN 

2021) 

pp 287-294 2021.9 

Quentin Jodelet(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

Balanced Softmax Cross-

Entropy for Incremental 

Learning 

Proceedings of the 

30th International 

Conference on 

Artificial Neural 

Networks (ICANN 

2021) 

Vol.12894、

No.2、pp 385-

396 

2021.9 

石垣 達也(1) 

Topic Goran(1) 

濵園 侑美(1) 

能地 宏(1) 

小林 一郎(1,2) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Generating Racing Game 

Commentary from Vision, 

Language, and Structured 

Data 

Proceedings of the 

14th International 

Conference on 

Natural Language 

Generation (INLG 

2021) 

Pages 103–113 2021.9 

吉川 友也 

重藤 優太郎  

竹内 彰一  

千葉工業大学 MetaVD: A Meta Video 

Dataset for enhancing 

human action recognition 

datasets 

Computer Vision 

and Image 

Understanding 

Vol.212、

103276 

2021.9 

山田 亮佑(1,2) 

高橋 遼(1) 

鈴木 亮太(1,3) 

中村 明生(2) 

吉安 祐介(1) 

佐川 立昌(1) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

(3)慶應義塾大学 

MV-FractalDB: Formula-

driven Supervised 

Learning for Multi-view 

Image Recognition 

Proceedings of 

2021 IEEE/RSJ 

International 

Conference on 

Intelligent Robots 

and Systems (IROS 

2021) 

  2021.9 
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Enrique Coronado(1) 

Kosuke Fukuda(2) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(3) 

Natsuki Yamanobe(3) 

Gentiane Venture(1) 

Kensuke Harada(2) 

(1)東京農工大学 

(2)大阪大学 

(3)産総研 

Assembly Action 

Understanding from Fine-

Grained Hand Motions, a 

Multi-camera and Deep 

Learning Approach 

Proceedings of 

2021 IEEE/RSJ 

International 

Conference on 

Intelligent Robots 

and Systems (IROS 

2021) 

  2021.9 

Issei Sera(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Ixchel Georgina 

Ramirez-Alpizar(2) 

Zhenting Wang(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Assembly Planning by 

Recognizing a Graphical 

Instruction Manual 

Proceedings of 

2021 IEEE/RSJ 

International 

Conference on 

Intelligent Robots 

and Systems (IROS 

2021) 

  2021.9 

石垣 達也(1) 

Topic Goran(1) 

濵園 侑美(1,2) 

能地 宏(1,3) 

小林 一郎(1,2) 

宮尾 祐介(1,4) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)LeapMind 

(4)東京大学 

レーシングゲーム実況生

成 

情報処理学会 第

250 回 自然言語処

理研究会 (NL) 予

稿集 

巻 2021-NL-

250, 号 8, p. 1-

11 

2021.9 

Nuttapong 

Chairatanakul(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

PGRA: Projected Graph 

Relation-Feature 

Attention Network for 

Heterogeneous 

Information Network 

Embedding 

Information 

Sciences 

Vol.570、Pages 

769-794 

2021.9 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 A Method for 

Transferring Robot 

Motion Parameters using 

Functional Attributes of 

Parts 

16th International 

Symposium on 

Visual Computing 

(ISVC 2021) 

Vol.13018、pp 

154-165 

2021.10 

Patrick Gebhard(1) 

Ruth Aylettb(2) 

Ryuichiro 

Higashinaka(3) 

Jokinen Kristiina(4) 

Koichiro Yoshino(5) 

Hiroki Tanaka(5) 

(1)German 

Research Center 

for Artificial 

Intelligence(DFKI) 

(2)Heriot-Watt 

University 

(3)Nagoya 

University 

(4)産総研 

(5)Nara Institute of 

Science and 

Technology 

Modeling Trust and 

Empathy for Socially 

Interactive Robots 

Multimodal Agents 

for Ageing and 

Multicultural 

Societies 

pp 21～60 2021.10 

Qiu Yue(1) 

山本 晋太郎(1,2) 

中嶋 航大(1,3) 

鈴木 亮太(1) 

岩田 健司(1) 

片岡 裕雄(1) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

(3)筑波大学 

Describing and Localizing 

Multiple Changes with 

Transformers 

International 

Conference on 

Computer Vision 

(ICCV 2021) 

Pages 1971-

1980 

2021.10 
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片岡 裕雄(1) 

松本 晟人(1,2) 

山縣 英介(3) 

山田 亮佑(1,4) 

井上 中順(3) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

(3)東京工業大学 

(4)東京電機大学 

Formula-driven 

Supervised Learning with 

Recursive Tiling Patterns 

International 

Conference on 

Computer Vision 

(ICCV 2021)  

Workshop 

Pages 4098-

4105 

2021.10 

Hai-Long Trieu(1) 

Makoto Miwa(2) 

Sophia Ananiadou(3) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

(3)University of 

Manchester 

BioVAE: a pre-trained 

latent variable language 

model for biomedical text 

mining 

Bioinformatics Vol.38、Issue 

3、Pages 872-

874 

2021.10 

Vitor H. Isume(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

Weiwei Wan(1) 

Yukiyasu Domae(2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Using affordances for 

assembly: Towards a 

complete Craft Assembly 

System 

Proceedings of the 

21th International 

Conference on 

Control, 

Automation and 

Systems (ICCAS 

2021) 

  2021.10 

Ruishuang Liu 

Weiwei Wan 

Keisuke Koyama 

Kensuke Harada 

大阪大学 Robust Robotic 3-D 

Drawing Using Closed-

Loop Planning and Online 

Picked Pens 

IEEE Transactions 

on Robotics 

Vol.38、Issue 

3、Pages 1773-

1792 

2021.10 

Kei Kase 

Noboru Matsumoto 

Tetsuya Ogata 

Waseda University Leveraging Motor 

Babbling for Efficient 

Robot Learning 

Journal of Robotics 

and Mechatronics 

Vol.33、No.5、

pp.1063-1074 

2021.10 

江上 周作 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 VirtualHome2KG: 

Constructing and 

Augmenting Knowledge 

Graphs of Daily Activities 

Using Virtual Space 

Proceedings of the 

20th International 

Semantic Web 

Conference (ISWC 

2021) 

Vol.2980、

No.381、Pages 

1-5 

2021.10 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Junichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Which Is More Helpful in 

Finding Scientific Papers 

to Be Top-cited in the 

Future: Content or 

Citations? Case Analysis 

in the Field of Solar Cells 

2009 

Proceedings of the 

17th International 

Conference on 

Web Information 

Systems and 

Technologies 

(WEBIST 2021) 

Vol.1、Pages 

360-364  

2021.10 

Marta Romeo(1) 

Daniel Hernández 

García(2) 

Ting Han(3) 

Angelo Cangelosi(1) 

Kristiina Jokinen(3) 

(1)The University 

of Manhester 

(2)Heriot Watt 

University 

(3)産総研 

Predicting Apparent 

Personality from Body 

Language: Benchmarking 

Deep Learning 

Architectures for 

Adaptive Social Human-

Robot Interaction 

Advanced Robotics Vol.35、Issue 

19、Pages 

1167-1179 

2021.10 
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Bohua Shao 

Kimitaka Asatani 

Ichiro Sakata 

東京大学 Categorization of mergers 

and acquisitions using 

transaction network 

features 

Research in 

International 

Business and 

Finance 

Vol.57 2021.10 

Aly Magassouba(1) 

Komei Sugiura(2) 

Hisashi Kawai(1) 

(1)情報通信研究

機構 

(2)慶應義塾大学 

CrossMap Transformer: A 

Crossmodal Masked Path 

Transformer Using 

Double Back-Translation 

for Vision-and-Language 

Navigation 

IEEE Robotics and 

Automation 

Letters 

Vol.6、Issue 4、

Pages 6258-

6265 

2021.10 

Motonari Kambara 

Komei Sugiura 

慶應義塾大学 Case Relation 

Transformer: A 

Crossmodal Language 

Generation Model for 

Fetching Instructions 

IEEE Robotics and 

Automation 

Letters 

Vol.6、Issue 4、

Pages 8371-

8378 

2021.10 

Shintaro Ishikawa 

Komei Sugiura 

慶應義塾大学 Target-dependent 

UNITER: A Transformer-

Based Multimodal 

Language Comprehension 

Model for Domestic 

Service Robots 

IEEE Robotics and 

Automation 

Letters 

Vol.6、Issue 4、

Pages 8401-

8408 

2021.10 

Zhaonan Wang(1) 

Renhe Jiang(1) 

Zekun Cai(1) 

Zipei Fan(1) 

Xin Liu(2) 

Kyoung-Sook Kim(2) 

Xuan Song(1) 

Ryosuke Shibasaki(1) 

(1)University of 

Tokyo 

(2)AIST 

Spatio-Temporal-

Categorical Graph Neural 

Networks for Fine-

Grained Multi-Incident 

Co-Prediction 

Proceedings of the 

30th ACM 

International 

Conference on 

Information and 

Knowledge 

Management 

(CIKM 2021) 

Pages 2060 - 

2069 

2021.10 

塚越 雄登(1) 

江上 周作(1) 

清 雄⼀(2) 

⽥原 康之(2) 

大須賀 昭彦(2) 

(1)産総研 

(2)電気通信大学

大学院 

キャンパスオントロジーに

基づく異種データ間の相

関検出 

電気学会論文誌 C 

(電子・情報・システ

ム部門誌) 

141 巻 11 号 

p.1222-1233 

2021.11 

江上 周作 

西村 悟史 

福田 賢一郎 

産総研 A Framework for 

Constructing and 

Augmenting Knowledge 

Graph Using Virtual 

Space: Toward Analysis 

of Daily Activities 

Proceedings of the 

33rd IEEE 

International 

Conference on 

Tools with 

Artificial 

Intelligence (ICTAI 

2021) 

pp.1226-1230 2021.11 

叶賀 卓  

高瀬 朝海  

星野 貴行  

麻生 英樹 

産総研 Time-domain Mixup 

Source Data 

Augmentation of sEMGs 

for Motion Recognition 

towards Efficient Style 

Transfer Mapping 

43rd Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering 

in Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2021) 

  2021.11 
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Michihiro Mikamo(1) 

Ryo Furukawa(1) 

Shiro Oka(2) 

Takahiro Kotachi(2) 

Yuki Okamoto(2) 

Shinji Tanaka(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)Hiroshima 

University Hospital 

(3)AIST 

(4)Kyushu 

University 

Active Stereo Method for 

3D Endoscopes using 

Deep-layer GCN and 

Graph Representation 

with Proximity 

Information 

43rd Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering 

in Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2021) 

Pages 7551-

7555 

2021.11 

杉本 隆(1) 

島田 政信(2) 

森下 遊(3) 

夏秋 嶺(4) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

山口 芳雄(5) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

(3)国土地理院 

(4)東京大学 

(5)新潟大学 

Interferometric SAR 

Processing using Whole 

ALOS/PALSAR Data 

Archive for Measuring the 

Global Surface 

Deformation 

The 7th Asia-

Pacific Conference 

on Synthetic 

Aperture Radar 

(APSAR 2021) 

  2021.11 

濵園 侑美(1,2) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

小林 一郎(1,2) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子

大学 

(3)東京大学 

Unpredictable Attributes 

in Market Comment 

Generation 

Proceedings of the 

35th Pacific Asia 

Conference on 

Language, 

Information and 

Computation 

(PACLIC 35) 

Pages 217–226 2021.11 

Nuttapong 

Chairatanakul(1) 

Noppayut 

Sriwatanasakdi(2) 

Nontawat 

Charoenphakdee(3) 

Xin Liu(4) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)Asurion Japan 

Holdings G.K. 

(3)The University 

of Tokyo 

(4)AIST 

Cross-lingual Transfer for 

Text Classification with 

Dictionary-based 

Heterogeneous Graph 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: 

EMNLP 2021 

Pages 1504–

1517 

2021.11 

陳 鵬(1) 

Attia Wahib 

Mohamed(1) 

Xiao Wang(2) 

広渕 崇宏(1) 

小川 宏高(1) 

Ander Biguri(3) 

Richard Boardman(4) 

Thomas Blumensath(4) 

松岡 聡(5) 

(1)産総研 

(2)Oak Ridge 

National 

Laboratory 

(3)Institute of 

Nuclear Medicine, 

University College 

London 

(4)μ-VIS X-Ray 

Imaging Centre, 

University of 

Southampton 

(5)理化学研究所 

Scalable FBP 

Decomposition for Cone-

Beam CT Reconstruction 

The International 

Conference for 

High Performance 

Computing, 

Networking, 

Storage and 

Analysis (SC ’21) 

Article No.9, 

Pages 1-16 

2021.11 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Yusuke Adachi 

Takenori Yoshimura 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 An ensemble approach to 

anomalous sound 

detection based on 

conformer-based 

autoencoder and binary 

classifier incorporated 

with metric learning 

Proceedings of the 

DCASE 2021 

Workshop 

Pages 110-114 2021.11 
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森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

Yasuharu Den(2) 

(1)産総研 

(2)Chiba 

University 

On The Use of Gestures 

in Dialogue Breakdown 

Detection 

Proceedings of the 

24th Conference of 

the Oriental 

COCOSDA 

International 

Committee for the 

Co-ordination and 

Standardisation of 

Speech Databases 

and Assessment 

Techniques (O-

COCOSDA 2021) 

  2021.11 

福田 賢一郎 産総研 生活の安心安全を支える

データ知識融合 AI 

第 41 回 医療情報

学連合大会 抄録 

  2021.11 

北村 光司(1) 

西田 佳史(2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

日常生活におけるリスク

状況把握のための多機関

分散データの統合的利活

用による高齢者行動ライ

ブラリの構築 

第 41 回 医療情報

学連合大会 抄録 

  2021.11 

Yijun Duan(1) 

Adam Jatowt(2) 

Masatoshi 

Yoshikawa(3) 

Xin Liu(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)京都大学 

Diachronic Linguistic 

Periodization of Temporal 

Document Collections for 

Discovering Evolutionary 

Word Semantics 

Proceedings of the 

23rd international 

conference on 

Asian Digital 

Libraries (ICADL 

2021) 

pp 3–17 2021.11 

上田 佳祐(1,2) 

石垣 達也(1) 

小林 一郎(1,3) 

宮尾 祐介(1,2) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子

大学 

実況における発話ラベル

予測 

情報処理学会 研

究報告 自然言語

処理 (NL) 

巻 2021-NL-

251, 号 1, p. 1-

6 

2021.11 

中野 茉里香 

天笠 俊之 

筑波大学 Query Processing over 

Multiple Knowledge Bases 

and Text Documents 

The 23rd 

International 

Conference on 

Information 

Integration and 

Web Intelligence 

(iiWAS 2021) 

Pages 212-216 2021.12 

阿曽 太郎 

天笠 俊之 

筑波大学 A Method for Searching 

Documents using 

Knowledge Bases 

The 23rd 

International 

Conference on 

Information 

Integration and 

Web Intelligence 

(iiWAS 2021) 

Pages 250-258 2021.12 
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平方 俊行 

天笠 俊之 

筑波大学 A Dynamic Load-

balancing Method for 

Distributed RDF Stream 

Processing Systems 

The 23rd 

International 

Conference on 

Information 

Integration and 

Web Intelligence 

(iiWAS 2021) 

Pages 410-414 2021.12 

阿曽 太郎 

天笠 俊之 

北川 博之 

筑波大学 A system for relation-

oriented faceted search 

over knowledge bases 

International 

Journal of Web 

Information 

Systems 

Vol.17、Issue 6 2021.12 

西村 悟史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

大野 美喜子 

北村 光司 

福田 賢一 郎 

産総研 Ontologies of action and 

object in home 

environment towards 

injury prevention 

Proceedings of the 

10th International 

Joint Conference 

on Knowledge 

Graphs (IJCKG 

2021) 

Pages 126-130 2021.12 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Effect of different splitting 

criteria on the 

performance of speech 

emotion recognition 

Proceedings of the 

2021 IEEE Region 

10 Conference 

(TENCON 2021) 

  2021.12 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(1) 

Hiroshi Kawasaki(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Shiro Oka(4) 

Takahiro Kotachi(4) 

Yuki Okamoto(4) 

Shinji Tanaka(4) 

(1)Hiroshima city 

university 

(2)Kyushu 

Univeristy 

(3)AIST 

(4)Hiroshima 

university 

Simultaneous estimation 

of projector and camera 

poses for multiple 

oneshot scan using pixel-

wise correspondences 

estimated by U-Nets and 

GCN 

Computer Methods 

in Biomechanics 

and Biomedical 

Engineering: 

Imaging & 

Visualization 

Vol.10、Issue 

5、Pages 540-

548 

2021.12 

佐宗 晃 産総研 Deep Residual Learning 

with Dilated Causal 

Convolution Extreme 

Learning Machine 

IEEE Access Vol.9、Pages 

165708-165718 

2021.12 

丸山 翼(1) 

植芝 俊夫(1) 

多田 充徳(1) 

遠藤 維(1) 

堂前 幸康(1) 

中坊 嘉宏(1) 

森 建郎(2) 

吹田 和嗣(2) 

(1)産総研 

(2)トヨタ自動車 

Digital Twin-Driven 

Human Robot 

Collaboration Using a 

Digital Human 

Sensors Vol.21、Issue 

24、8266 

2021.12 
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Bagus Tris 

ATMAJA(1) 

Akira Sasou(1) 

Masato Akagi(2) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

Automatic Naturalness 

Recognition from Acted 

Speech Using Neural 

Networks 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2021) 

  2021.12 

Zarina 

Rakhimberdina(1) 

Quentin Jodelet(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

Natural Image 

Reconstruction from fMRI 

using Deep Learning: A 

Survey 

Frontiers in 

Neuroscience 

Vol.15 2021.12 

星野 貴行(1) 

叶賀 卓(1) 

椿 真史(1) 

青山 敦(2) 

(1)産総研 

(2)慶應義塾大学 

Comparing subject-to-

subject transfer learning 

methods in surface 

electromyogram-based 

motion recognition with 

shallow and deep 

classifiers 

Neurocomputing Vol.489、Pages 

599-612 

2022.1 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)AIST 

(3)Kyushu 

University 

Single-shot dense active 

stereo with pixel-wise 

phase estimation based 

on grid-structure using 

CNN and correspondence 

estimation using GCN 

IEEE/CVF Winter 

Conference on 

Applications of 

Computer Vision 

(WACV 2022) 

Pages 4001-

4011 

2022.1 

片岡 裕雄(1) 

山縣 英介(2) 

原 健翔(1) 

林 隆介(1,3) 

井上 中順(2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

(3)東京電機大学 

Spatiotemporal 

Initialization for 3D CNNs 

with Generated Motion 

Patterns 

IEEE/CVF Winter 

Conference on 

Applications of 

Computer Vision 

(WACV 2022) 

  2022.1 

Yoshiaki Mizuchi 

Kouichi Iwami 

Tetsunari Inamura 

玉川大学 VR and GUI based 

Human-Robot Interaction 

Behavior Collection for 

Modeling the Subjective 

Evaluation of the 

Interaction Quality 

2022 IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2022) 

Pages 375-382 2022.1 

Chanathip 

Pornprasit(1) 

Xin Liu(2) 

Pattararat 

Kiattipadungkul(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Kyoung-Sook Kim(2) 

Thanapon Noraset(1) 

Saeed-Ul Hassan(3) 

Suppawong Tuarob(1) 

(1)Mahidol 

University 

(2)AIST 

(3)Information 

Technology 

University 

Enhancing Citation 

Recommendation Using 

Citation Network 

Embedding 

Scientometrics Vol.127、Pages 

233–264 

2022.1 
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Yan Wang(1) 

Cristian Camilo 

Beltran-Hernandez(1) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

An Adaptive Imitation 

Learning Framework for 

Robotic Complex 

Contact-Rich Insertion 

Tasks 

Frontiers in 

Robotics and AI 

Vol.8、777363 2022.1 

吉田 康行(1) 

飯野 なみ(1) 

西野 貴志(1) 

齊藤 貴也(2) 

西村 拓一(1) 

(1)産総研 

(2)社会福祉法人 

正吉福祉会 

高齢者の自立支援介護

における遠隔技術を用い

た知識・データ融合の実

践と分析 

情報処理学会論文

誌 

巻 63, 号 1, p. 

116-128 

2022.1 

池田 篤史 筑波大学附属病院 膀胱癌における膀胱内視

鏡 AI 診断 

日本レーザー医学

会誌 

42 巻 4 号 

p.229-236 

2022.1 

野里 博和 産総研 人工知能による内視鏡画

像診断支援プラットフォー

ム 

日本レーザー医学

会誌 

42 巻 4 号 

p.237-245 

2022.1 

Ayumu Miyakawa(1) 

Furi Kishimoto(1) 

Tsukasa Fujita(1) 

Masanori Shiro(1) 

Yuichi Iwasaki(1) 

Tetsuo Yasutaka(1) 

Masanao Ochi(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Co-authorship 

Relationship with the 

Construction of a 

Research Laboratory: 

Consideration from a 

Network Perspective 

28th International 

Symposium on 

Artificial Life and 

Robotics (AROB 

2022) 

  2022.1 

Mikiko Oono(1,2) 

Thassu Srinivasan 

Shreesh Babu(3) 

Yoshifumi Nishida(3) 

Tatsuhiro 

Yamanaka(4,2) 

(1)産総研 

(2)Safe Kids Japan 

(3)東京工業大学 

(4)緑園こどもクリ

ニック 

Empowering Reality: The 

Development of an 

ICT4Injury Prevention 

System to Educate 

Parents While Staying at 

Home 

Procedia Computer 

Science 

Vol.198、Pages 

77-85 

2022.1 

Wataru Uegami(1,2) 

Andrey Bychkov(2) 

Mutsumi Ozasa(1) 

Kazuki Uehara(3) 

Kensuke Kataoka(4) 

Takeshi Johkoh(5) 

Yasuhiro Kondoh(4) 

Hidenori Sakanashi(3) 

Junya Fukuoka(1,2) 

(1)Nagasaki 

University 

Graduate School 

(2)Kameda Medical 

Center 

(3)AIST 

(4)Tosei General 

Hospital 

(5)Kansai Rosai 

Hospital 

MIXTURE of human 

expertise and deep 

learning - Developing an 

explainable model for 

predicting pathological 

diagnosis and survival in 

patients with interstitial 

lung disease 

Modern Pathology Vol.35、Issue 

8、Pages 1083-

1091 

2022.2 

中嶋 航大(1) 

片岡 裕雄(1) 

松本 晟人(1) 

岩田 健司(1) 

井上 中順(2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Can Vision Transformers 

Learn without Natural 

Images? 

The 36th AAAI 

Conference on 

Artificial 

Intelligence 

(AAAI-22) 

Vol.36、No.2、

Pages 1990-

1998 

2022.2 
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Nuttapong 

Chairatanakul(1) 

Nguyen Thai Hoang(1) 

Xin Liu(2) 

Tsuyoshi Murata(1) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

Leaping Through Time 

with Gradient-based 

Adaptation for 

Recommendation 

The 36th AAAI 

Conference on 

Artificial 

Intelligence 

(AAAI-22) 

Vol.36、No.6、

Pages 6141-

6149 

2022.2 

Wen-Chin Huang(1) 

Shu-Wen Yang(2) 

Tomoki Hayashi(1) 

Hung-Yi Lee(2) 

Shinji Watanabe(3) 

Tomoki Toda(1) 

(1)名古屋大学 

(2)National Taiwan 

University 

(3)Carnegie Mellon 

University 

S3PRL-VC: open-source 

voice conversion 

framework with self-

supervised speech 

representations 

AAAI-22 

Workshop, The 

2nd Workshop on 

Self-supervised 

Learning for Audio 

and Speech 

Processing 

  2022.2 

片岡 裕雄(1) 

岡安 寿繁(1) 

松本 晟人(1) 

山縣 英介(2) 

山田 亮佑(1) 

井上 中順(2) 

中村 明生(3) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

(3)東京電機大学 

Pre-training without 

Natural Images 

International 

Journal of 

Computer Vision 

(IJCV) 

Vol.130、Pages 

990–1007 

2022.2 

西田 佳史(1) 

北村 光司(2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

子どもの発達と生活環境

の遊具化 

バイオメカニズム学

会誌 

46 巻 2 号 

p.57-62 

2022.2 

Ryoga Murate 

Masafumi Nishida 

Takashi Tsunakawa 

Masafumi Nishimura 

静岡大学 Feature Mapping of 

Throat Microphone 

Considering Speaker 

Information 

2022 RISP 

International 

Workshop on 

Nonlinear Circuits, 

Communications 

and Signal 

Processing (NCSP 

2022) 

  2022.3 

藤井 綺香 

Jokinen Kristiina 

産総研 Open Source System 

Integration Towards 

Natural Interaction with 

Robots 

Proceedings of the 

ACM/IEEE 

International 

Conference on 

Human-Robot 

Interaction (HRI 

2022) 

  2022.3 

Graham Wilcock(1) 

Kristiina Jokinen(2) 

(1)CDM Interact 

(2)産総研 

Conversational AI and 

Knowledge Graphs for 

Social Robot Interaction 

Proceedings of the 

ACM/IEEE 

International 

Conference on 

Human-Robot 

Interaction (HRI 

2022) 

Pages 1090-

1094 

2022.3 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 書記素と音素を用いた事

前学習モデルの日本語テ

キスト音声合成への適用 

日本音響学会 

2022 年春季研究

発表会 

Pages 1031-

1034 

2022.3 
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吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を用

いた日本語テキストの発

話スタイル変換 

日本音響学会 

2022 年春季研究

発表会 

Pages 1125-

1126 

2022.3 

犬塚 雅也 

林 知樹 

戸田 智基 

名古屋大学 環境音波形の教師なしモ

デリング及び環境音識別

のためのデータ拡張への

応用 

日本音響学会 

2022 年春季研究

発表会 

Pages 297-298 2022.3 

耿 浩彭 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 Disfluency Removal with 

Speech Inpainting on 

Spontaneous Lecture 

Speech 

日本音響学会 

2022 年春季研究

発表会 

Pages 1367-

1368 

2022.3 

神藤 駿介 

能地 宏 

宮尾 祐介 

産総研 言語モデルの統語構造

把握能力を測定するより

妥当な多言語評価セット

の構築 

言語処理学会 第

28 回 年次大会 

(NLP 2022) 発表論

文集 

Pages 1215-

1220 

2022.3 

上田 佳祐(1,2) 

石垣 達也(1) 

小林 一郎(1,3) 

宮尾 祐介(1,2) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子

大学 

実況発話ラベル予測モデ

ルにおける状況認識素性

の活用 

言語処理学会 第

28 回 年次大会 

(NLP 2022) 発表論

文集 

Pages 1371-

1375  

2022.3 

香川 璃奈(1) 

白砂 大(2) 

池田 篤史(3) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(2) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大

学 

(3)筑波大学附属

病院 

(4)産総研 

One-second Boosting: A 

Simple and Cost-effective 

Intervention for Data 

Annotation in Machine 

Learning 

PsyArXiv Preprints   2022.3 

Kazuki Uehara(1) 

Wataru Uegami(2) 

Hirokazu Nosato(1) 

Masahiro Murakawa(1) 

Junya Fukuoka(2) 

Hidenori Sakanashi(1) 

(1)AIST 

(2)Nagasaki 

University 

Graduate School of 

Biomedical 

Sciences 

Explainable Deep Feature 

Embedding using Multiple 

Instance Learning for 

Pathological Image 

Analysis 

AAAI Spring 

Symposium on 

Machine Learning 

and Knowledge 

Engineering for 

Hybrid Intelligence 

(AAAI-MAKE) 

  2022.3 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Akira Sasou(1) 

Masato Akagi(2) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

Survey on bimodal speech 

emotion recognition from 

acoustic and linguistic 

information fusion 

Speech 

Communication 

Vol.140、Pages 

11-28 

2022.3 
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Coronado Zuniga 

EnriqueLuis(1) 

Takuya Kiyokawa(2) 

Garcia Ricardez 

Alfonso Gustavo(1) 

RamirezAlpizar 

GeorginaIxchel(1) 

Venture Gentiane(1) 

山野辺 夏樹(1) 

(1)産総研 

(2)大阪大学 

Evaluating quality in 

human-robot 

interaction: A 

systematic search and 

classification of 

performance and 

human-centered factors 

Journal of 

Manufacturing 

Systems 

Vol.63、Pages 

392-410 

2022.4 

叶賀 卓 

星野 貴行 

麻生 英樹 

産総研 Subject-transfer 

framework with 

unlabeled data based on 

multiple distance 

measures for surface 

electromyogram pattern 

recognition 

Biomedical Signal 

Processing and 

Control 

Vol.74 2022.4 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

深層学習のロボット技術

への影響と今後の展望 

電子情報通信学会

誌 

Vol.105、No.5、

pp.424-429 

2022.5 

Sunil Kumar 

Maurya(1,2) 

Xin Liu(1) 

Tsuyoshi Murata(2,1) 

(1)AIST 

(2)東京工業大学 

Simplifying Approach to 

Node Classification in 

Graph Neural Networks 

Journal of 

Computational 

Science 

Vol.62、101695 2022.5 

畔栁 伊吹 

林 知樹 

武田 一哉 

戸田 智基 

名古屋大学 二種の二値分類タスク

に基づく外れ値検出を

用いた直列型異常音検

知法 

電子情報通信学会 

技術研究報告 

Vol.122、

No.20、pp.35-

40 

2022.5 

Ikeda Atsusi(1) 

Shogo Takaoka(2,3) 

Hirokazu Nosato(2) 

Hiromitsu Negoro(1) 

Hidenori Sakanashi(2) 

Masahiro Murakawa(2) 

Hiroyuki Nishiyama(1) 

(1)University of 

Tsukuba, 

Department of 

Urology 

(2)AIST 

(3)University of 

Tsukuba 

Real-time Bladder 

Tumor Detection at 

Clinics with Flexible 

Cystoscopy with White 

Light and Narrow Band 

Imaging using Deep 

Learning 

AUA Journals, The 

Journal of Urology 

Vol.207、Issue 

Supplement 5、

Page e487 

2022.5 

岡本 拓也(1) 

夏目 康子(1) 

戸井 基道(2) 

野里 博和(2) 

岩木 敏幸(2) 

山中 ひとみ(1) 

山本 眞悠子(1) 

河内 洋(1) 

野田 哲生(1) 

長山 聡(1) 

坂無 英徳(2) 

八尾 良司(1) 

(1)がん研究会 がん

研究所 

(2)産総研 

Integration of human 

inspection and artificial 

intelligence-based 

morphological typing of 

patient-derived 

organoids reveals 

interpatient 

heterogeneity of 

colorectal cancer 

Cancer Science Vol.113、Issue 

8、Pages 2693-

2703 

2022.5 
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Wen-Chin Huang(1) 

Shu-wen Yang(2) 

Tomoki Hayashi(1) 

Hung-yi Lee(2) 

Shinji Watanabe(3) 

Tomoki Toda(1) 

(1)名古屋大学 

(2)National Taiwan 

University 

(3)Carnegie Mellon 

University 

S3PRL-VC: open-

source voice conversion 

framework with self-

supervised speech 

representations 

Proceedings of the 

2022 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing 

(ICASSP 2022) 

Pages 6552-

6556 

2022.5 

叶賀 卓 

星野 貴行 

多田 充徳 

産総研 A style transfer 

mapping and fine-tuning 

subject transfer 

framework using 

convolutional neural 

networks for surface 

electromyogram pattern 

recognition 

Proceedings of the 

2022 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing 

(ICASSP 2022) 

  2022.5 

Jake Vasilakes(1) 

Chrysoula Zerva(2,3) 

三輪誠(4,5) 

Sophia Ananiadou(1,4) 

(1)マンチェスター大

学 

(2)Instituto Superior 

Tecnico 

(3)Institutode 

Telecomunicacoes 

(4)産総研 

(5)豊田工業大学 

Learning Disentangled 

Representations of 

Negation and 

Uncertainty 

Proceedings of the 

60th Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2022) 

Pages 8380–

8397 

2022.5 

福島 瑠唯(1) 

太田 圭(2) 

金崎 朝子(2) 

佐々木 洋子(1) 

吉安 祐介(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Object Memory 

Transformer for Object 

Goal Navigation 

Proceedings of the 

IEEE International 

Conference on 

Robotics and 

Automation (ICRA 

2022) 

  2022.5 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3,4) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)National Institute 

of Informatics 

(4)Tokyo Institute of 

Technology 

KIQA: Knowledge-

Infused Question 

Answering Model for 

Financial Table-Text 

Data 

Proceedings of 

Deep Learning 

Inside Out 

(DeeLIO 2022): 

The 3rd Workshop 

on Knowledge 

Extraction and 

Integration for 

Deep Learning 

Architectures 

Pages 53–61 2022.5 

八重樫 萌絵 

斎藤 奨 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 クラウドソーシングを用

いた合成音声の音質主

観評価のためのワーカ

選抜基準 

電子情報通信学会 

技術研究報告 

Vol.122、

No.81、pp.104-

109 

2022.6 
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Hui Niu(1,2,3) 

Takahiro Ito(1) 

Damien Desclaux(2,4) 

Ko Ayusawa(1,2) 

Yusuke Yoshiyasu(1,2) 

Ryusuke Sagawa(1,2,3) 

Eiichi Yoshida(1,2,5) 

(1)AIST 

(2)CNRS-AIST JRL 

(Joint Robotics 

Laboratory), IRL 

(3)University of 

Tsukuba 

(4)ISAE-SUPAERO, 

University of 

Toulouse 

(5)Tokyo University 

of Science 

Estimating Muscle 

Activity from the 

Deformation of a 

Sequential 3D Point 

Cloud 

Journal of Imaging Vol.8、Issue 6 2022.6 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

説明生成のための知識

グラフ構築ガイドライン

の考察 ―ナレッジグラ

フ推論チャレンジを例

にして― 

2022 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 36 回) (JSAI 

2022) 

  2022.6 

濵園 侑美(1,3) 

Marrese-Taylor 

Edison(3) 

石垣 達也(3) 

宮尾 祐介(2,3) 

小林 一郎(1,3) 

高村 大也(3) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)東京大学 

(3)産総研 

一般ドメイン動画実況

生成 

2022 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 36 回) (JSAI 

2022) 

  2022.6 

福田 賢一郎 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

森田 武史 

大野 美喜子 

北村 光司 

QIU YUE 

原 健翔 

古崎 晃司 

川村 隆浩 

産総研 イベント中心知識グラフ

による人間生活を含む

環境のサイバー空間へ

の転写に向けて 

2022 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 36 回) (JSAI 

2022) 

  2022.6 

山田 亮佑(1) 

片岡 裕雄(1) 

千葉 直也(2) 

堂前 幸康(1) 

尾形 哲也(1,2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

Point Cloud Pre-

training with Natural 3D 

Structures 

IEEE/CVF 

Conference on 

Computer Vision 

and Pattern 

Recognition (CVPR 

2022) 

  2022.6 

片岡 裕雄(1) 

速水 亮(1) 

山田 亮佑(1) 

中嶋 航大(1) 

高島 空良(1,2) 

Xinyu Zhang(1,2) 

Edgar Josafat 

Martinez-Noriega(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Replacing Labeled 

Real-image Datasets 

with Auto-generated 

Contours 

IEEE/CVF 

Conference on 

Computer Vision 

and Pattern 

Recognition (CVPR 

2022) 

  2022.6 
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森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

伝 康晴(2) 

(1)産総研 

(2)千葉大学大学院 

Cognitive States and 

Types of Nods 

Proceedings of the 

Second Workshop 

on People in 

Vision, Language 

And the Mind (P-

VLAM 2022) - 

LREC Workshop 

Pages 17–25 2022.6 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

福田 賢一郎(1) 

川村 隆浩(1) 

古崎 晃司(1) 

松下 京群(2) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

コンペティションによる

協創：安心安全を守る

AI の開発に向けて 

ヒューマンインタ

フェース学会 研究

報告集 

Vol.24、No.4、

39-44 ページ 

2022.6 

川井 将敬 

岡本 崇 

小川 陽一 

川村 龍吉 

島田 眞路 

山梨大学 Artificial intelligence for 

the automated single-

shot assessment of 

psoriasis severity 

European Academy 

of Dermatology & 

Venereology 

Vol.36、Issue 

12、Pages 2512-

2515 

2022.6 

Ziwei XU(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

iLab at FinCausal 2022: 

Enhancing Causality 

Detection with an 

External Cause-Effect 

Knowledge Graph 

Proceedings of the 

4th Financial 

Narrative 

Processing 

Workshop (FNP 

2022) - LREC 

Workshop 

Pages 124-127 2022.6 

Jokinen Kristiina 産総研 Conversational Agents 

and Robot Interaction 

24th International 

Conference on 

Human-Computer 

Interaction (HCI 

International 2022) 

pp 280–292 2022.6 

Kei Kase(1,2) 

Ai Tateishi(1,2) 

Tetsuya Ogata(1,2) 

(1)早稲田大学 

(2)産総研 

Robot Task Learning 

with Motor Babbling 

using Pseudo Rehearsal 

IEEE Robotics and 

Automation 

Letters 

Vol.7、Issue 3、

Pages 8377-

8382 

2022.6 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Akira Sasou(1) 

Masato Akagi(2) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

Speech Emotion and 

Naturalness 

Recognitions with 

Multitask and Single-

task Learnings 

IEEE Access Vol.10、Pages 

72381-72387 

2022.7 

Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Hai-Tao Yu(3) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)インスブリック大学 

(3)筑波大学 

Long-tailed Graph 

Representation 

Learning via Dual 

Cost-sensitive Graph 

Convolutional Network 

MDPI Remote 

Sensing 

Vol.14、Issue 

14、3295 

2022.7 
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Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Chenyi Zhuang(3) 

Hai-Tao Yu(4) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)インスブリック大学 

(3)Ant. Group 

(4)筑波大学 

Multi-view Actionable 

Knowledge Graph 

Generation from 

Wikipedia Biographies 

IEEE Access Vol.10、Pages 

73879-73892 

2022.7 

Michihiro Mikamo(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Takahiro Kotachi(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Yuki Okamoto(3) 

Ryusuke Sagawa(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Hiroshima City 

University 

(2)Kindai University 

(3)Hiroshima 

University Hospital 

(4)AIST 

(5)Kyushu University 

3D Endoscope System 

with AR Display 

Superimposing Dense 

and Wide-Angle-Of-

View 3D Points 

Obtained by Using 

Micro Pattern Projector 

44th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering 

in Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2022) 

  2022.7 

Yusuke Yasuda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Investigation of 

Japanese Png BERT 

language model in text-

to-speech synthesis for 

pitch accent language 

IEEE Journal of 

Selected Topics in 

signal Processing 

Vol.16、Issue 

6、Pages 1319-

1328 

2022.7 

Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Hai-Tao Yu(3) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)AIST 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Dual Cost-sensitive 

Graph Convolutional 

Network Learning 

The 2022 

International Joint 

Conference on 

Neural Networks 

(IJCNN 2022) 

  2022.7 

佐土原 健 産総研 Activity discovery using 

Dirichlet multinomial 

mixture models from 

discrete sensor data in 

smart homes 

Personal and 

Ubiquitous 

Computing 

Vol.26、No.5、

Pages 1255-

1279 

2022.7 

Le Minh Khang 

川井 将敬 

山梨大学 Metastatic Risk 

Stratification of 2526 

Medullary Thyroid 

Carcinoma Patients: A 

Study Based on 

Surveillance, 

Epidemiology, and End 

Results Database 

Endocrine 

pathology 

Vol.33、No.3、

Pages 348-358 

2022.7 

田島 怜奈(1) 

尾崎 正明(1) 

内山 瑛美子(1) 

西田 佳史(1,2) 

山中 龍宏(3,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)緑園こどもクリニッ

ク 

保育所適合型見守り支

援を可能にする疫学と

現場観察双方からの事

故状況分析 

日本ロボット学会誌 40 巻 6 号 

p.554-557 

2022.7 

Wen-Chin Huang(1) 

Shu-Wen Yang(2) 

Tomoki Hayashi(1) 

Tomoki Toda(1) 

(1)Nagoya University 

(2)National Taiwan 

University 

A comparative study of 

self-supervised speech 

representation based 

voice conversion 

IEEE Journal of 

Selected Topics in 

signal Processing 

Vol.16、Issue 

6、Pages 1308-

1318 

2022.7 
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香川 璃奈(1) 

白砂 大(3) 

池田 篤史(2) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(3) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学医学医

療系 

(2)筑波大学附属病

院 

(3)追手門学院大学 

(4)産総研 

One-second Boosting: 

A Simple and Cost-

effective Intervention 

that Promotes the 

Optimal Allocation of 

Cognitive Resources 

Proceedings of the 

44th Annual 

Meeting of the 

Cognitive Science 

Society (CogSci 

2022) 

Vol.44、3722 2022.7 

Savong Bou(1) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

InTrans: Fast 

Incremental 

Transformer for Time 

Series Data Prediction 

33rd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2022) 

Vol.13426、pp 

47-61 

2022.7 

Kota Yukawa 

Toshiyuki Amagasa 

筑波大学 BLOCK-OPTICS: An 

Efficient Density-Based 

Clustering Based on 

OPTICS 

33rd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2022) 

Vol.13426、pp 

291-296 

2022.7 

Vijdan Khalique(1) 

北川 博之(1,2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

BPF: An Effective 

Cluster Boundary 

Points Detection 

Technique 

33rd International 

Conference on 

Database and 

Expert Systems 

Applications 

(DEXA 2022) 

Vol.13426、pp 

404–416 

2022.7 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Zanjabila(2) 

Akira Sasou(1) 

(1)AIST 

(2)ITS 

Jointly Predicting 

Emotion, Age, and 

Country Using Pre-

Trained Acoustic 

Embedding 

International 

Conference on 

Affective 

Computing and 

Intelligent 

Interaction 

Workshops and 

Demos (ACIIW) 

2022 

  2022.7 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1,2) 

太田 雅輝(1) 

松下 京群(2) 

川村 隆浩(1,3) 

古崎 晃司(1,4) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通株式会社 

(3)農業・食品産業技

術総合研究機構 

(4)大阪電気通信大

学 

イベント中心ナレッジグ

ラフ埋め込みにおけるメ

タデータ表現モデルの

分析 

第 57 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2022 巻 SWO-

057 号 p.05- 

2022.8 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(2) 

福田 賢一郎(2) 

(1)富士通研究所 

(2)産総研 

イベント中心ナレッジグ

ラフにおけるリンク予測

の予測モデルによる違

い 

第 57 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2022 巻 SWO-

057 号 p.06-1-7 

2022.8 

鈴木 碩人 

大知 正直 

佐々木 一 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 A Study on the 

Dynamism of Clusters 

Using Transaction 

Network between 

Companies 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 
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東出 紀之 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Identifying Quantitative 

Research Levels in 

Nanocarbons Using 

Semi-automatically 

Extracted Vocabularies 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 

山野 泰子 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Roles of Brokers and 

Clusters in the Inter-

firm Network Dynamics: 

Evolution Map 

Perspective 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 

三浦 崇寛 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Measuring career 

growth related to 

organisational 

movement for junior 

and senior researchers 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 

近藤 芳朗 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Evaluating Emerging 

Technologies on the 

Gartner Hype Cycle by 

Network Analysis 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 

近藤 芳朗 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Extending Hype Cycle 

Prediction by Applying 

Graph Network 

Analysis 

Portland 

International 

Conference on 

Management of 

Engineering and 

Technology 2022 

(PICMET'22) 

  2022.8 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Effects of Data 

Augmentations on 

Speech Emotion 

Recognition 

MDPI Sensors Vol.22、Issue 

16、5941 

2022.8 

楊 凱文(1) 

鈴木 藍雅(1) 

叶 嘉星(1) 

野里 博和(1) 

何森 亜由美(2) 

坂無 英徳(1) 

(1)産総研 

(2)高松平和病院 

CTG-Net: Cross-task 

guided network for 

breast ultrasound 

diagnosis 

PLOS ONE Vol.17、No.8、

e0271106 

2022.8 

白倉 尚貴 

高瀬 竜一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Time Pressure Based 

Human Workload and 

Productivity 

Compatible System for 

Human-Robot 

Collaboration 

2022 IEEE 18th 

International 

Conference on 

Automation 

Science and 

Engineering (CASE 

2022) 

  2022.8 



 

添付資料-185 

 

坂元 太朗 長崎大学 A collaborative 

workflow between 

pathologists and deep 

learning for the 

evaluation of tumour 

cellularity in lung 

adenocarcinoma 

Histopathology Vol.81、Issue 

6、Pages 758-

769 

2022.8 

Shogo Hayakawa 

Weiwei Wan 

Keisuke Koyama 

Kensuke Harada 

大阪大学 A Dual-arm Robot that 

Manipulates Heavy 

Plates Cooperatively 

with a Vacuum Lifter 

IEEE Transactions 

on Automation 

Science and 

Engineering 

Vol.20、Issue 

4、Pages 2808-

2821 

2022.8 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Sentiment Analysis and 

Emotion Recognition 

from Speech Using 

Universal Speech 

Representations 

MDPI Sensors Vol.22、Issue 

17、6369 

2022.8 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Improvement of serial 

approach to anomalous 

sound detection by 

incorporating two 

binary cross-entropies 

for outlier exposure 

Proceedings of the 

30th European 

Signal Processing 

Conference 

(EUSIPCO 2022) 

Pages 294-298 2022.8 

JinRuidong 

劉 欣 

村田 剛志 

産総研 Strengthening 

Robustness under 

Adversarial Attacks 

Using Brain Visual 

Codes 

IEEE Access Vol.10、Pages 

96149-96158 

2022.9 

香川 璃奈(1) 

白砂 大(2) 

池田 篤史(3) 

讃岐 勝(1) 

本田 秀仁(2) 

野里 博和(4) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大学 

(3)筑波大学附属病

院 

(4)産総研 

1 秒待つ: 最適な認知

資源配分のためのブー

スト設計 

日本認知科学会 

第 39 回大会 

Pages 699-701 2022.9 

Masanao Ochi1) 

Masanori Shiro2) 

Jun’ichiro Mori1) 

Ichiro Sakata1) 

1 東京大学 

2 産総研 

Predictive analysis of 

multiple future scientific 

impacts by embedding a 

heterogeneous network 

PLOS ONE Vol.17、No.9、

e0274253 

2022.9 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を

用いたテキスト発話スタ

イル変換の改良 

日本音響学会 第

148 回(2022 年秋

季)研究発表会 

Pages 1583-

1584 

2022.9 

Lester Phillip Violeta 

Wen-Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 A comparison of 

pretraining frameworks 

for improving 

pathological speech 

recognition 

日本音響学会 第

148 回(2022 年秋

季)研究発表会 

Pages 1227-

1228 

2022.9 
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稲邑 哲也 国立情報学研究所 人とロボットの体験型デ

ジタルツイン 

日本ロボット学会誌 40 巻 7 号 

p.567-572 

2022.9 

Yoshiaki Bando(1) 

Takahiro Aizawa(1,2) 

Katsutoshi Itoyama(1) 

Kazuhiro Nakazai(1) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute of 

Technology 

Weakly-Supervised 

Neural Full-Rank 

Spatial Covariance 

Analysis for a Front-

End System of Distant 

Speech Recognition 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2022 

  2022.9 

Lester Phillip Violeta 

Wen Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Investigating self-

supervised pretraining 

frameworks for 

pathological speech 

recognition 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2022 

Pages 41-45 2022.9 

Daiki Yoshioka 

Yusuke Yasuda 

Noriyuki Matsunaga 

Yamato Ohtani 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Spoken-text-style 

transfer with conditional 

variational autoencoder 

and content word 

storage 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2022 

Pages 4576-

4580 

2022.9 

Yuta Ide 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 Can humans correct 

errors from system? 

Investigating error 

tendencies in speaker 

identification using 

crowdsourcing 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2022 

  2022.9 

Yijun Duan(1) 

Xin Liu(1) 

Adam Jatowt(2) 

Hai-Tao Yu(3) 

Steven Lynden(1) 

Kyoung-Sook Kim(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Anonymity Can Help 

Minority: A Novel 

Synthetic Data Over-

sampling Strategy on 

Multi-label Graphs 

Proceedings of the 

2022 European 

Conference on 

Machine Learning 

and Principles and 

Practice of 

Knowledge 

Discovery in 

Databases (ECML 

PKDD 2022) 

pp 20–36 2022.9 

石垣 達也(1) 

上田 佳祐(1) 

小林 一郎(2,1) 

宮尾 祐介(3,1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子大

学 

(3)東京大学 

レーシングゲーム実況

テキストモデリングのた

めの運動力学的素性 

情報処理学会 研

究報告 自然言語

処理 (NL) 

巻 2022-NL-

253, 号 4, p. 1-

10 

2022.9 

高田 雅之 

平川 翼 

山下 隆義 

藤吉 弘亘 

中部大学 Attention Pairwise 

Ranking によるスキル優

劣判定における視覚的

説明と高精度化 

電子情報通信学会 

論文誌 

Vol.J105-D、

No.10、pp.628-

638 

2022.10 
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曲 佳(1) 

三輪 祥太郎(1,2) 

堂前 幸康(1) 

(1)産総研 

(2)三菱電機  

Interpretable 

Navigation Agents 

Using Attention-

Augmented Memory 

International 

Conference on 

Systems, Man, and 

Cybernetics (SMC 

2022) 

  2022.10 

JinRuidong 

劉 欣 

村田 剛志 

産総研 Predicting Potential 

Real-time Donations in 

YouTube Live 

Streaming Services via 

Continuous-Time 

Dynamic Graph 

Proceedings of the 

25th International 

Conference on 

Discovery Science 

(DS 2022) 

pp 59–73 2022.10 

藤井 綺香(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

岡田 慧(2) 

稲葉 雅幸(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学大学院 

Development of 

dialogue system 

architecture toward co-

creating social 

intelligence when 

talking with a partner 

robot 

Frontiers in 

Robotics and AI 

Vol.9、933001 2022.10 

Maurya Sunil Kumar 

劉 欣 

村田 剛志 

産総研 Not All Neighbors are 

Friendly: Learning to 

Choose Hop Features 

to Improve Node 

Classification 

Proceedings of the 

31st ACM 

International 

Conference on 

Information and 

Knowledge 

Management 

(CIKM 2022) 

Pages 4334- 

4338 

2022.10 

Graham Wilcock(1) 

Kristiina Jokinen(2) 

(1)CDM Interact 

(2)産総研 

Should robots indicate 

the trustworthiness of 

information from 

knowledge graphs? 

Proceedings of the 

10th International 

Conference on 

Affective 

Computing and 

Intelligent 

Interaction 

Workshops and 

Demos (ACIIW 

2022) 

  2022.10 

Kristiina Jokinen(1) 

Graham Wilcock(2) 

(1)産総研 

(2)CDM Interact 

Towards multimodal 

expression of 

information reliability in 

Human-Robot 

Interaction 

The 8th Linguistic 

and Cognitive 

Approaches to 

Dialog Agents 

(LaCATODA 

2022), in 

conjunction to the 

10th IEEE ACIIW-

2022 

  2022.10 

Kohta Masuda(1) 

Jun Ogata(2) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi Nishimura(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

Throat microphone 

speech recognition 

using wav2vec 2.0 and 

feature mapping 

2022 IEEE 11th 

Global Conference 

on Consumer 

Electronics (GCCE 

2022) 

Pages 406-408 2022.10 
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Qiaoge Li(1) 

Zhenghang Cui(2) 

Itaru Kitahara(1) 

Ryusuke Sagawa(3) 

(1)筑波大学 

(2)PanHouse 

(3)AIST 

Precise Gymnastic 

Scoring From TV 

Playback 

2022 IEEE 11th 

Global Conference 

on Consumer 

Electronics (GCCE 

2022) 

  2022.10 

Kota Takata(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(2) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Efficient Task/Motion 

Planning for a Dual-arm 

Robot from Language 

Instructions and 

Cooking Images 

Proceedings of 

2022 IEEE/RSJ 

International 

Conference on 

Intelligent Robots 

and Systems (IROS 

2022) 

Pages 12058-

12065 

2022.10 

Kong Wei Kun(1) 

劉 欣(2) 

Teeradaj Racharak(1) 

Le-Minh Nguyen(1) 

(1)北陸先端科学技

術大学院大学 

(2)産総研 

TransHExt: a Weighted 

Extension for TransH 

on Weighted Knowledge 

Graph Embedding 

Proceedings of the 

21st International 

Semantic Web 

Conference (ISWC 

2022) 

Vol.3254 2022.10 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Improvement of 

anomalous sound 

detection method 

considering the 

distribution of 

embedding 

Proceedings of the 

24th International 

Congress on 

Acoustics (ICA 

2022) 

5 pages 2022.10 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Jun’ichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Classification of the 

Top-cited Literature by 

Fusing Linguistic and 

Citation Information 

with the Transformer 

Model 

Proceedings of the 

18th International 

Conference on 

Web Information 

Systems and 

Technologies 

(WEBIST 2022) 

Vol.1、Pages 

286-293  

2022.10 

川村 隆浩(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(2) 

福田 賢一郎(1) 

古崎 晃司(1) 

(1)産総研 

(2)富士通研究所 

Contextualized Scene 

Knowledge Graphs for 

XAI Benchmarking 

Proceedings of the 

11th International 

Joint Conference 

on Knowledge 

Graphs (IJCKG 

2022) 

Pages 64-72 2022.10 

Ayano Nomura 

Yoshifumi Nishida 

東京工業大学 Visualization of Body 

Supporting Force Field 

of the Elderly in 

Everyday Environment 

IEEE International 

Conference on 

Sensors 

  2022.10 

Shaikh Salman(1) 

北川 博之(1,2) 

的野 晃整(1) 

金 京淑(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

TStream: A Framework 

for Real-time and 

Scalable Trajectory 

Stream Processing and 

Analysis 

Proceedings of the 

30th International 

Conference on 

Advances in 

Geographic 

Information 

Systems 2022 

(ACM 

SIGSPATIAL 2022) 

Article No.30、

Pages 1–4 

2022.11 
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Kris Lami 

福岡 順也 

長崎大学 Deep learning for 

histopathological 

subtyping and grading 

of lung adenocarcinoma 

Biorxiv   2022.11 

Minh-Khang Le 

Toru Odate 

Masataka Kawai 

Naoki Oishi 

Tetsuo Kondo 

山梨大学 Investigating the role of 

core needle biopsy in 

evaluating tumor-

stroma ratio (TSR) of 

invasive breast cancer: 

a retrospective study 

Breast Cancer 

Research and 

Treatment 

Vol.197、Pages 

113-121 

2022.11 

Moe Yaegashi 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 Do You Know How 

Humans Sound? 

Exploring a 

Qualification Test 

Design for 

Crowdsourced 

Evaluation of Voice 

Synthesis Quality 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2022) 

Pages 980-985 2022.11 

Bagus Tris ATMAJA 

Akira Sasou 

AIST Leveraging Pre-Trained 

Acoustic Feature 

Extractor for Affective 

Vocal Bursts Tasks 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2022) 

Pages 1412-

1417 

2022.11 

Bagus Tris 

ATMAJA(1) 

Zanjabila(2) 

Akira Sasou(1) 

(1)AIST 

(2)Sepuluh 

Nopember Institute 

of Technology 

On The Optimal 

Classifier for Affective 

Vocal Bursts and 

Stuttering Predictions 

Based on Pre-Trained 

Acoustic Embedding 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2022) 

Pages 1690-

1695 

2022.11 

Kota Takata(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Ntsuki Yamanobe(2) 

Ixchel G. Ramirez-

Alpizar(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)Osaka University 

(2)AIST 

Graph Based 

Framework on Bimanual 

Manipulation Planning 

from Cooking Recipe 

Robotics Vol.11、Issue 

6、123 

2022.11 
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Xiao Wang(1) 

Aristeidis Tsaris(1) 

Debangshu 

Mukherjee(1) 

Mohamed Wahib(2) 

陳 鵬(3) 

Mark Oxley(1) 

Olga Ovchinnikova(1) 

Jacob Hinkle(1) 

(1)Oak Ridge 

National Laboratory 

(2)RIKEN-CCS 

(3)AIST 

Image Gradient 

Decomposition for 

Parallel and Memory-

Efficient Ptychographic 

Reconstruction 

The International 

Conference for 

High Performance 

Computing, 

Networking, 

Storage and 

Analysis (SC ’22) 

  2022.11 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

Enhancing Financial 

Table and Text 

Question Answering 

with Tabular Graph and 

Numerical Reasoning 

Proceedings of the 

2nd Conference of 

the Asia-Pacific 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics and the 

12th International 

Joint Conference 

on Natural 

Language 

Processing 

(AACL-IJCNLP 

2022) 

Pages 991–1000 2022.11 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

窪田 文也 

大野 美喜子 

福田 賢一郎 

産総研 動画とナレッジグラフを

併用した日常生活の表

現を支援しリスクを可視

化するツール 

第 58 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2022 巻 SWO-

058 号 p.08-1-6 

2022.11 

太田 雅輝 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 シーングラフ生成の精

度向上に向けた最適な

データセット生成の調

査 

第 58 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2022 巻 SWO-

058 号 p.11-1-6 

2022.11 

山田 真也(1,2) 

北川 博之(1,2) 

天笠 俊之(2) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

Augmented Lineage: 

Traceability of Data 

Analysis Including 

Complex UDF 

Processing 

VLDB Journal Vol.32、Pages 

963–983 

2022.11 

Atmaja Bagus 

佐宗 晃 

AIST Evaluating Self-

supervised Speech 

Representations for 

Speech Emotion 

Recognition 

IEEE Access Vol.10、Pages 

124396-124407 

2022.11 

Masaya Yamada(1,2) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Salman Ahmed 

Shaikh(1) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

Streaming Augmented 

Lineage: Traceability of 

Complex Stream Data 

Analysis 

Lecture Notes in 

Computer Science 

LNCS - Springer 

Vol.13635、pp 

224-236 

2022.11 
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Savong Bou(2) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Salman Ahmed 

Shaikh(1) 

Akiyoshi Matono(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

PR-MVI: Efficient 

Missing Value 

Imputation over Data 

Streams by Distance 

Likelihood 

Lecture Notes in 

Computer Science 

LNCS - Springer 

Vol.13635、pp 

338–351 

2022.11 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 内容語保存機構を備え

た変分自己符号化器に

基づくテキスト発話スタ

イル変換 

情報処理学会 研

究報告 音声言語

情報処理 (SLP) 

巻 2022-SLP-

144, 号 8, p. 1-

6 

2022.11 

Kim Taehoon 

Duan Yijun 

金 京淑 

AIST A Shape of Geo-tagged 

Media Bias in COVID-

19 Related Twitter 

Proceedings of the 

11th International 

Symposium on 

Information and 

Communication 

Technology (SoICT 

2022) 

Pages 74-81 2022.12 

曲 佳(1) 

三輪 祥太郎(1,2) 

堂前 幸康(1) 

(1)産総研 

(2)三菱電機  

Learning Landmark-

Oriented Subgoals for 

Visual Navigation Using 

Trajectory Memory 

IEEE Symposium 

Series On 

Computational 

Intelligence (IEEE 

SSCI 2022) 

  2022.12 

Erica K. Shimomoto 

Edison Marrese-Taylor 

Hiroya Takamura 

Ichiro Kobayashi 

Yusuke Miyao 

AIST A Subspace-Based 

Analysis of Structured 

and Unstructured 

Representations in 

Image-Text Retrieval 

Proceedings of the 

Unimodal and 

Multimodal 

Induction of 

Linguistic 

Structures (UM-

IoS), EMNLP 2022 

Workshop 

Pages 29–44 2022.12 

Chung-Chi Chen(1) 

Hen-Hsen Huang(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Hsin-Hsi Chen(3) 

(1)AIST 

(2)Institute of 

Information Science, 

Academia Sinica 

(3)National Taiwan 

University 

Overview of the 

FinNLP-2022 ERAI 

Task:Evaluating the 

Rationales of Amateur 

Investors 

Proceedings of the 

Fourth Workshop 

on Financial 

Technology and 

Natural Language 

Processing 

(FinNLP), EMNLP 

2022 Workshop 

Pages 99–103 2022.12 

陳 宏(1,3) 

Duc Vo(1) 

高村 大也(2,3) 

宮尾 祐介(1,3) 

中山 英樹(1,3) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

(3)産総研 

StoryER: Automatic 

Story Evaluation via 

Ranking, Rating and 

Reasoning 

Proceedings of the 

2022 Conference 

on Empirical 

Methods in Natural 

Language 

Processing 

(EMNLP 2022) 

Pages 1739–

1753 

2022.12 
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Edison Marrese-

Taylor(1) 

Yumi Hamazono(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Goran Topic(1) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子大

学 

(3)東京大学 

Open-domain Video 

Commentary 

Generation 

Proceedings of the 

2022 Conference 

on Empirical 

Methods in Natural 

Language 

Processing 

(EMNLP 2022) 

Pages 7326–

7339 

2022.12 

佐藤 尚弥 

磯沼 大 

浅谷 公威 

石塚 翔也 

清水 愛織 

坂田 一郎 

東京大学 Lexical Entailment with 

Hierarchy 

Representations by 

Deep Metric Learning 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: 

EMNLP 2022 

Pages 3517–

3522 

2022.12 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

多人数会話におけるマ

ルチモーダル聞き手反

応予測 

人工知能学会 言

語・音声理解と対

話処理研究会 第

96 回研究会 

Vol.96、Pages 

7-12 

2022.12 

Ryo Yanagisawa 

Susumu Saito 

Teppei Nakano 

Tetsunori Kobayashi 

Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 PostMe: Unsupervised 

Dynamic Microtask 

Posting For Efficient 

and Reliable 

Crowdsourcing 

Proceedings of the 

6th IEEE 

Workshop on 

Human-in-the-

Loop Methods and 

Future of Work in 

BigData (HMData 

2022), IEEE 

BigData 2022 

workshop 

Pages 4039-

4044 

2022.12 

Takdir(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

Region-based Sub-

Snapshot (RegSnap): 

Enhanced Fault 

Tolerance in 

Distributed Stream 

Processing with Partial 

Snapshot 

Proceedings of the 

7th Workshop on 

Real-time Stream 

Analytics, Stream 

Mining, CER/CEP 

& Stream Data 

Management in Big 

Data, IEEE 

BigData 2022 

workshop 

Pages 3374-

3382 

2022.12 

Ryo Furukawa(1) 

Michihiro Mikamo(2) 

Shiro Oka(3) 

Takahiro Kotachi(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Yuki Okamoto(3) 

Ryusuke Sagawa(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Kindai University 

(2)Hiroshima City 

University 

(3)Hiroshima 

University Hospital 

(4)AIST 

(5)Kyushu University 

Multi-frame 

optimisation for active 

stereo with inverse 

renderingto obtain 

consistent shape and 

projector-camera 

posesfor 3D endoscopic 

system 

Computer Methods 

in Biomechanics 

and Biomedical 

Engineering: 

Imaging & 

Visualization 

Vol.11、Issue 

4、Pages 1178-

1186 

2022.12 

山口 拓海 

村川 正宏 

産総研 Mixup Gamblers+: 

Learning Interpolated 

Pseudo “Uncertainty” 

in Latent FeatureSpace 

for Reliable Inference 

Pattern 

Recognition 

Letters 

Vol.164、Pages 

191-199 

2022.12 
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Quentin Jodelet 

Xin Liu 

Tsuyoshi Murata 

産総研 Balanced Softmax 

Cross-Entropy for 

Incremental Learning 

with and without 

Memory 

Computer Vision 

and Image 

Understanding 

Vol.225、103582 2022.12 

QIU YUE(1) 

長﨑 好輝(1) 

原 健翔(1) 

片岡 裕雄(1) 

鈴木 亮太(2) 

岩田 健司(1) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)埼玉大学 

VirtualHome Action 

Genome: A Simulated 

Spatio-Temporal Scene 

Graph Dataset with 

Consistent Relationship 

Labels 

IEEE/CVF Winter 

Conference on 

Applications of 

Computer Vision 

(WACV 2023) 

  2023.1 

Edgar Martinez-

Noriega(1) 

Rio Yokota(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institue of 

Technology 

Towards Real-Time 

Formula Driven Dataset 

Feed for Large Scale 

Deep Learning Training 

High Performance 

Computing for 

Imaging 2023 

Vol.35、Article 

ID: HPCI-243 

2023.1 

三浦 崇寛 

浅谷 公威 

坂田 一郎 

東京大学 Revisiting the 

uniformity and 

inconsistency of slow-

cited papers in science 

Journal of 

Informetrics 

Vol.17、Issue 

1、101378 

2023.1 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 A Survey and 

Comparison of 

Activities of Daily 

Living Datasets in 

Real-life and Virtual 

Spaces 

2023 IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2023) 

  2023.1 

Sunil Kumar Maurya 

Xin Liu 

Tsuyoshi Murata 

産総研 Feature Selection: Key 

to Enhance Node 

Classification with 

Graph Neural Networks 

CAAI Transactions 

on Intelligence 

Technology 

Vol.8、Issue 1、

Pages 14-28 

2023.1 

Hanbit Oh 

Hikaru Sasaki 

Brendan Michael 

Takamitsu Matsubara 

NAIST Bayesian Disturbance 

Injection: Robust 

imitation learning of 

flexible policies for 

robot manipulation 

Neural Networks Vol.158、Pages 

42-58 

2023.1 

Le Minh Khang 

川井 将敬 

山梨大学人体病理

学講座 

A Morphology-based 

Artificial Intelligence 

Framework to predict 

Frequent Mutations of 

Adult-type diffuse 

Glioma 

Uniter states and 

canadian academy 

o pathology 2023 

annual meating 

  2023.1 

Naoya Muramatsu 

Hai-Tao Yu 

Tetsuji Satoh 

University of 

Tsukuba 

Combining Spiking 

Neural Networks with 

Artificial Neural 

Networks for Enhanced 

Image Classification 

IEICE 

Transactions on 

Information and 

Systems 

Vo.E106.D、

Issue 2、Pages 

252-261 

2023.2 
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Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

FinKG: A Core 

Financial Knowledge 

Graph for Financial 

Analysis 

Proceedings of the 

17th IEEE 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC 

2023) 

  2023.2 

有馬 悠也(1) 

森山 敏文(2) 

山口 芳雄(3) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

児島 正一郎(4) 

(1)産総研 

(2)長崎大学 

(3)新潟大学 

(4)情報通信研究機

構 

Construction of a 

database of Pi-SAR2 

observation data by 

calibration and 

scattering power 

decomposition using the 

ABCI 

MDPI Remote 

Sensing 

Vol.15、Issue 

3、849 

2023.2 

Kailai Yang(1) 

Tianlin Zhang(1) 

Hassan Alhuzali(2) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)Umm Al-Qura 

University 

Cluster-Level 

Contrastive Learning 

for Emotion Recognition 

in Conversations 

IEEE Transactions 

on Affective 

Computing 

Vol.14、Issue 

4、Pages 3269-

3280 

2023.2 

Hailemariam Mehari(1) 

Lynden Steven(1) 

的野 晃整(1) 

Toshiyuki Amagasa(2) 

(1)AIST 

(2)University of 

Tsukuba 

Self-Attention-based 

Data Augmentation 

Method for Text 

Classification 

Proceedings of the 

15th International 

Conference on 

Machine Learning 

and Computing 

(ICMLC 2023) 

Pages 239-244 2023.2 

Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

中京大学 Estimation of Robot 

Motion Parameters 

based on Functional 

Consistency for 

Randomly Stacked Parts 

Proceedings of the 

18th International 

Conference on 

Computer Vision 

Theory and 

Applications 

(VISAPP 2023) 

Vol.4、pages 

519-528 

2023.2 

吉田 岳 

上原 和樹 

坂無 英徳 

野里 博和 

村川 正宏 

AIST Multi-Scale Feature 

Aggregation Based 

Multiple Instance 

Learning for 

Pathological Image 

Classification 

Proceedings of the 

12th International 

Conference on 

Pattern 

Recognition 

Applications and 

Methods (ICPRAM 

2023) 

Pages 619-628 2023.2 

Lingqi Zhang(1) 

Mohamed Wahib(2) 

陳 鵬(1) 

Jintao Meng(3) 

Xiao Wang(4) 

Toshio Endo(5) 

松岡 聡(2) 

(1)AIST 

(2)RIKEN-CCS 

(3)Shenzhen 

Institutes of 

Advanced 

Technology 

(4)Oak Ridge 

National Laboratory 

(5)Tokyo Institute of 

Technology 

Exploiting Scratchpad 

Memory for Deep 

Temporal Blocking 

Proceedings of the 

15th Workshop on 

General Purpose 

Processing Using 

GPU (GPGPU 

2023) 

Pages 34-35 2023.2 
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Hai-Tao Yu(1) 

Rajesh Piryani(1) 

Adam Jatowt(2) 

Ryo Inagaki(1) 

Hideo Joho(1) 

Kyoung-Sook Kim(3) 

(1)University of 

Tsukuba 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)AIST 

An in-depth study on 

adversarial 

learning-to-rank 

Information 

Retrieval Journal 

Vol.26、article 

No.1 

2023.2 

清水 南奈子 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 物体配置を考慮した作

業動作における手先位

置の早期予測 

精密工学会誌 89 巻、3 号、

p.259-264 

2023.3 

大森 雄基(1) 

北川 博之(1,2) 

天笠 俊之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

エンティティリンキング

機能を有する知識ベー

スと外部情報源の統合

利用手法 

第 15 回 データ工

学と情報マネジメン

トに関するフォーラ

ム (DEIM 2023) 

  2023.3 

山田 真也(1,2) 

北川 博之(1,2) 

Shaikh Ahmed 

Salman(1) 

天笠 俊之(2) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

複合的ストリーム処理に

対するトレーサビリティ

の研究 

第 15 回 データ工

学と情報マネジメン

トに関するフォーラ

ム (DEIM 2023) 

  2023.3 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1,2) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

福田 賢一郎(1) 

産総研(1) 

富士通(2) 

Synthesizing Event-

Centric Knowledge 

Graphs of Daily 

Activities Using Virtual 

Space 

IEEE Access Vol.11、Pages 

23857-23873 

2023.3 

上泉 洸太(1) 

澤村 勇輝(2) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

DBpedia を対象とした日

本人名のエンティティリ

ンキング 

第 59 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2023 巻 SWO-

059 号 p.01- 

2023.3 

山本 泰誠(1) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

対話イベント知識グラフ

に基づくユーザ嗜好を

考慮した知識獲得機能

を有する雑談音声対話

システム 

第 59 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2023 巻 SWO-

059 号 p.04- 

2023.3 

青山 仁(1) 

谷津 元樹(1) 

森田 武史(2) 

(1)青山学院大学 

(2)産総研 

VirtualHome を対象とし

た家庭環境知識に基づ

く日常生活行動説明文

からのアクションスクリプ

ト自動生成 

第 59 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2023 巻 SWO-

059 号 p.05- 

2023.3 
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森 俊人(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikipedia の赤リンクを

用いた DBpedia の拡張

の検討 

第 59 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究会

資料 

2023 巻 SWO-

059 号 p.08- 

2023.3 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

高岡 省吾(2) 

根来 宏光(1) 

坂無 英徳(2) 

村川 正宏(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

Can cystoscopy 

artificial intelligence 

overcome differences 

between cystoscope 

products? 

38th Annual EAU 

Congress (EAU23) 

Page S845 2023.3 

横川 悠香(1) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

修辞構造と語彙難易度

を制御可能なテキスト生

成手法に向けて 

言語処理学会 第

29 回 年次大会 

(NLP 2023) 発表論

文集 

Pages 680-684 2023.3 

Wenjie Zhong(1,2) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,2) 

(1)The University of 

Tokyo 

(2)AIST 

(3)Ochanomizu 

University 

Controlling Text 

Generation With 

Fiction-Writing Modes 

言語処理学会 第

29 回 年次大会 

(NLP 2023) 発表論

文集 

Pages 697-701 2023.3 

Muxuan Liu(1) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況に基づいた

日本語ビジネスメール

コーパスの構築 

言語処理学会 第

29 回 年次大会 

(NLP 2023) 発表論

文集 

Pages 1095-

1100 

2023.3 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University of 

Tokyo 

Subspace 

representation for text 

classification with 

limited training data 

言語処理学会 第

29 回 年次大会 

(NLP 2023) 発表論

文集 

Pages 1696-

1701 

2023.3 

Mohammad Golam 

Sohrab 

Matīss Rikters 

三輪 誠 

産総研 Language 

Understanding with 

Non-Autoregressive 

BERT-to-BERT 

Autoencoder 

言語処理学会 第

29 回 年次大会 

(NLP 2023) 発表論

文集 

Pages 2814-

2819 

2023.3 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

松永 悟行 

大谷 大和 

戸田 智基 

名古屋大学 サイクル学習を用いた

注意機構付き VAE によ

るテキスト発話スタイル

変換 

日本音響学会 第

149 回(2023 年春

季)研究発表会 

Pages 911-912 2023.3 
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Shreesh Babu Thassu 

Srinivasan(1) 

Masaaki Ozaki(1) 

Yoshifumi Nishida(1) 

Mikiko Oono(2) 

Tatsuhiro 

Yamanaka(2,3) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)緑園こどもクリニッ

ク 

Situation-aware system 

based on knowledge 

graphs derived from R-

Map analysis of 

accident situational big 

data 

The 14th 

International 

Conference on 

Ambient Systems, 

Networks and 

Technologies (ANT 

2023) 

  2023.3 

Vijdan Khalique(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

BPF: A Novel Cluster 

Boundary Points 

Detection Method for 

Static and Streaming 

Data 

Knowledge and 

Information 

Systems 

Vol.65、Pages 

2991–3022 

2023.3 

岩城 拓弥(1,2) 

秋山 佳之(1) 

野里 博和(2) 

金城 真実(3) 

新見 文彩(1) 

田口 慧(1) 

山田 雄太(1) 

佐藤 悠佑(1) 

川合 剛人(5) 

山田 大介(1) 

坂無 英徳(2) 

久米 春喜(1) 

本間 之夫(4) 

福原 浩(3) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

(3)杏林大学 

(4)日本赤十字医療

センター 

(5)帝京大学 

Deep Learning Models 

for Cystoscopic 

Recognition of Hunner 

Lesion in Interstitial 

Cystitis 

European Urology 

Open Science 

Vol.49、Pages 

44-50 

2023.3 

 

【2023年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名等 ページ番号 発表年月 

Savong Bou(1) 

Hiroyuki Kitagawa(1,2) 

Toshiyuki Amagasa(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

CPiX: Real-Time 

Analytics over Out-of-

Order Data Streams by 

Incremental Sliding-

Window Aggregation 

Proceedings of 

39th IEEE 

International 

Conference on 

Data Engineering 

(ICDE 2023) 

  2023.4 

Hokuto Munakata(1, 2) 

Yoshiaki Bando(1) 

Ryu Takeda(2) 

Kazunori Komatani(2) 

Masaki Onishi(1) 

(1)AIST 

(2)Osaka University 

Joint Separation and 

Localization of Moving 

Sound Sources Based on 

Neural Full-Rank Spatial 

Covariance Analysis 

IEEE Signal 

Processing Letters 

Vol.30、Pages 

384-388 

2023.4 

上原 和樹(1) 

上紙 航(2,3) 

野里 博和(1) 

村川 正宏(1) 

福岡 順也(3) 

坂無 英徳(1) 

(1)産総研 

(2)亀田メディカルセ

ンター 

(3)長崎大学 

Evidence Dictionary 

Network using Multiple 

Instance Contrastive 

Learning for Explainable 

Pathological Image 

Analysis 

Proceedings of 

2023 IEEE 20th 

International 

Symposium on 

Biomedical Imaging 

(ISBI 2023) 

  2023.4 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

高岡 省吾(2) 

根来 宏光(1) 

坂無 英徳(2) 

村川 正宏(2) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

A cystoscopy artificial 

intelligence system that 

can be used with 

cystoscopes produced by 

different manufacturers 

AUA Journals, The 

Journal of Urology 

Vol.209、Issue 

Supplement 4、

Page e406 

2023.4 



 

添付資料-198 

 

Nang Hung Nguyen(1) 

Duc Long Nguyen(1) 

Trong Bang Nguyen(1) 

Thanh Hung Nguyen(1) 

Huy Hieu Pham(2) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

Phi Le Nguyen(1) 

(1)Hanoi University 

of Science and 

Technology 

(2)VinUni-Illinois 

Smart Health 

Center, 

VinUniversity 

(3)産総研 

CADIS: Handle Real-

world Federated 

Learning with 

Clustering-based 

Aggregation and 

Knowledge Distilled 

Regularization 

IEEE/ACM 

International 

Symposium on 

Cluster, Cloud and 

Internet 

Computing 

(CCGRID 2023) 

  2023.5 

Wenjie Zhong(1,3) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(3) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)The University of 

Tokyo 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)AIST 

Fiction-Writing Mode: 

An Effective Control for 

Human-Machine 

Collaborative Writing 

Proceedings of the 

17th Conference 

of the European 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (EACL 

2023) 

Pages 1752–

1765 

2023.5 

Cristian Rodriguez-

Opazo(1) 

Edison Marrese-

Taylor(2) 

Basura Fernando(3) 

Hiroya Takamura(2) 

Qi Wu(1) 

(1)Australian 

Institute for Machine 

Learning(AIML) 

(2)産総研 

(3)Agency for 

Science, Technology 

and 

Research(A*STAR) 

Memory-efficient 

Temporal Moment 

Localization in Long 

Videos 

Proceedings of the 

17th Conference 

of the European 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (EACL 

2023) 

Pages 1909–

1924 

2023.5 

Chung-Chi Chen(1)  

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子大

学 

(3)東京大学 

Improving Numeracy by 

Input Reframing and 

Quantitative Pre-

Finetuning Task 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: EACL 

2023 

Pages 69–77 2023.5 

Nhung T. H. 

Nguyen(1) 

三輪 誠(2,3) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)マンチェスター大

学 

(2)産総研 

(3)豊田工業大学 

Span-based Named 

Entity Recognition by 

Generating and 

Compressing Information 

Proceedings of the 

17th Conference 

of the European 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (EACL 

2023) 

Pages 1984–

1996 

2023.5 

Tetsunari Inamura 玉川大学 Digital Twin of 

Experience for Human–

Robot Collaboration 

Through Virtual Reality 

International 

Journal of 

Automation 

Technology 

17 巻 3 号 

p.284-291 

2023.5 

Mugeni BoscoJohn(1) 

Lynden Steven(1) 

的野 晃整(1) 

天笠 俊之(2) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

AdapterEM: Pre-trained 

Language Model 

Adaptation for 

Generalized Entity 

Matching using Adapter-

tuning 

Proceedings of the 

27th International 

Database 

Engineered 

Applications 

Symposium (IDEAS 

2023) 

Pages 140–147 2023.5 
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Kailai Yang 

Tianlin Zhang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Disentangled Variational 

Autoencoder for 

Emotion Recognition in 

Conversations 

IEEE Transactions 

on Affective 

Computing 

Vol.15、Issue 

2、Pages 508-

518 

2023.5 

Jake Vasilakes(1) 

Panagiotis 

Georgiadis(1) 

Nhung T.H. Nguyen(1) 

Makoto Miwa(2,3) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

(3)AIST 

Contextualized 

medication event 

extraction with levitated 

markers 

Journal of 

Biomedical 

Informatics 

Vol.141、

104347 

2023.5 

Lester Phillip Violeta 

Ding Ma 

Wen-Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Intermediate fine-tuning 

using imperfect synthetic 

speech for improving 

electrolaryngeal speech 

recognition 

Proceedings of the 

2023 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing 

(ICASSP 2023) 

  2023.6 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Evaluating Variants of 

wav2vec 2.0 on Affective 

Vocal Burst Tasks 

Proceedings of the 

2023 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing 

(ICASSP 2023) 

  2023.6 

Yosuke Higuchi 

Tetsuji Ogawa 

Tetsunori Kobayashi 

Shinji Watanabe 

早稲田大学 InterMPL: Momentum 

pseudo-labeling with 

intermediate CTC loss 

Proceedings of the 

2023 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing 

(ICASSP 2023) 

  2023.6 

Yun Liu(1) 

Jun Miyazaki(2) 

Ryutaro Ichise(2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute of 

Technology 

Knowledge-aware 

attentional neural 

network for explainable 

recommendation 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(2) 

Ziwei Xu(2) 

Ryutaro Ichise(2,3) 

(1)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(2)AIST 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

FinKG-JP: A Japanese 

Financial Knowledge 

Graph 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

Ziwei Xu(1) 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

Improving Financial 

Terminologies 

Recognition regarding 

Morphological Inflection 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 
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染谷 大河(1,2) 

石垣 達也(2) 

大関 洋平(1) 

永田 亮(3,2) 

高村 大也(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

(3)甲南大学 

サッカーイベント予測に

おける選手ベクトルの利

用 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

上原 由衣(1) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(2,1) 

小林 一郎(3,1) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)お茶の水女子大

学 

グラフ構造に対する 

Encoder-Decoder 型言

語モデル 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

遠藤 史野(1) 

宮⽥ なつき(2) 

前⽥ 雄介(1) 

(1)横浜国⽴大学 

(2)産総研 

⼦どもデジタルヒューマ

ンモデルによる⾝体姿勢

⽣成を伴う室内事故リス

ク可視化の試み 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

青山 仁(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

VirtualHome を対象とし

た日常生活行動説明文

からのアクションスクリプト

自動生成 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

Swe Nwe Nwe Htun(1) 

太田 雅輝(1) 

大野 美喜子(1) 

北村 光司(1) 

松下京群(2) 

古崎 晃司(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

家庭内の日常生活動画

とイベント中心知識グラ

フの同時生成 - ナレッジ

グラフ推論チャレンジ【実

社会版】の開催に向けて 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2)  

宮尾 祐介(3,2)  

小林 一郎(1,2) 

高村 大也(2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況に関する情

報を含む日本語コーパ

スの機械学習モデルへ

の適用性検証 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

村山 友理(1,2) 

石垣 達也(2) 

上原 由衣(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

表データの注目すべき

特徴について述べるテキ

ストの生成 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

濵園 侑美(1,3) 

上原 由衣(3) 

石垣 達也(3) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(3) 

小林 一郎(1,3) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)東京大学 

(3)産総研 

データからの言語生成に

おけるスタイルと内容の

分離 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 
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澤村 勇輝(1) 

谷津 元樹(2) 

森田 武史(1) 

江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

大規模知識グラフを対象

とした英語エンティティリ

ンキングモデルの日本語

対応における課題の分

析 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

第 1 回国際版ナレッジグ

ラフ推論チャレンジ 2023

開催報告 

2023 年度 人工知

能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 

2023) 大会論⽂集 

  2023.6 

Yutaro Shigeto 

Masashi Shimbo 

Yuya Yoshikawa 

Akikazu Takeuchi 

千葉工業大学 Learning Decorrelated 

Representations 

Efficiently Using Fast 

Fourier Transform 

IEEE/CVF 

Conference on 

Computer Vision 

and Pattern 

Recognition 2023 

(CVPR 2023) 

Pages 2052-

2060 

2023.6 

高島 空良(1,2) 

速水 亮(1) 

井上 中順(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

横田 理央(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Visual Atoms: Pre-

training Vision 

Transformers with 

Sinusoidal Waves 

IEEE/CVF 

Conference on 

Computer Vision 

and Pattern 

Recognition 2023 

(CVPR 2023) 

  2023.6 

Thuy Dung Nguyen(1) 

Anh Duy Nguyen(1) 

Thanh Hung Nguyen(1) 

Kok-Seng Wong(2) 

Huy Hieu Pham(2) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

Phi Le Nguyen(1) 

(1)Hanoi University 

of Science and 

Technology 

(2)VinUni-Illinois 

Smart Health 

Center, 

VinUniversity 

(3)産総研 

FedGrad: Mitigating 

Backdoor Attacks in 

Federated Learning 

Through Local Ultimate 

Gradients Inspection 

The International 

Joint Conference 

on Neural 

Networks (IJCNN 

2023) 

  2023.6 

飯野 寛人(1) 

千葉 直也(2) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

GANs の潜在空間を用

いた多自由度ロボット最

適軌道計画の高速化の

ための最適化アルゴリズ

ムの比較 

ロボティクス・メカト

ロニクス講演会 

(ROBOMECH 

2023) 講演概要集 

  2023.6 

古崎 晃司(1) 

江上 周作(1) 

松下 京群(2) 

鵜飼 孝典(1) 

川村 隆浩(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

Datasets of Mystery 

Stories for Knowledge 

Graph Reasoning 

Challenge 

Workshop 

proceedings at 

ESWC 2023,  

Semantic Methods 

for Events and 

Stories (SEMMES) 

Vol.3443 2023.7 
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Huaipeng Zhang(1) 

Nhut-Minh Ho(1) 

Dogukan Yigit Polat(1) 

陳鵬(2) 

Mohamed Wahib(3) 

Truong Thao 

Nguyen(2) 

Jintao Meng(4) 

Rick Siow Mong 

Goh(1) 

Satoshi Matsuoka(3) 

Tao Luo(1) 

Weng-Fai Wong(5) 

(1)A*STAR 

(2)AIST 

(3)RIKEN-CCS 

(4)Chinese Academy 

of Sciences 

(5)National 

University of 

Singapore 

Simeuro: A Hybrid 

CPU-GPU Parallel 

Simulator for 

Neuromorphic 

Computing Chips 

IEEE Transactions 

on Parallel and 

Distributed 

Systems 

Vol.34、Issue 

10、Pages 2767 

- 2782 

2023.7 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hideki Nakayama(1,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University of 

Tokyo 

Towards Parameter-

Efficient Integration of 

Pre-Trained Language 

Models In Temporal 

Video Grounding 

Findings of the 

61st Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2023) 

Pages 13101–

13123 

2023.7 

IMRATTANATRAI 

Wiradee 

福田 賢一郎 

産総研 End-to-End Task-

Oriented Dialogue 

Systems Based on 

Schema 

Findings of the 

61st Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2023) 

Pages 10148-

10161 

2023.7 

Nozomu Miyamoto(1) 

Masaru Isonuma(1) 

Sho Takase(2) 

Junichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

Dynamic Structured 

Neural Topic Model with 

Self-Attention 

Mechanism 

Findings of the 

61st Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2023) 

Pages 5916–

5930 

2023.7 

Masaru Isonuma 

Junichiro Mori 

Ichiro Sakata 

東京大学 Differentiable Instruction 

Optimization for Cross-

Task Generalization 

Findings of the 

61st Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2023) 

Pages 10502–

10517 

2023.7 

Tetsu Kasanishi 

Masaru Isonuma 

Junichiro Mori 

Ichiro Sakata 

東京大学 SciReviewGen: A Large-

scale Dataset for 

Automatic Literature 

Review Generation 

Findings of the 

61st Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2023) 

Pages 6695–

6715 

2023.7 
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Masaki Asada(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

BioNART: A Biomedical 

Non-AutoRegressive 

Transformer for Natural 

Language Generation 

The 22nd 

Workshop on 

Biomedical Natural 

Language 

Processing and 

BioNLP Shared 

Tasks (BioNLP 

2023) 

Pages 369–376 2023.7 

Tianlin Zhang 

Kailai Yang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Sentiment-guided 

Transformer with 

Severity-aware 

Contrastive Learning for 

Depression Detection on 

Social Media 

The 22nd 

Workshop on 

Biomedical Natural 

Language 

Processing and 

BioNLP Shared 

Tasks (BioNLP 

2023) 

Pages 114–126 2023.7 

Chenhan Yuan 

Qianqian Xie 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Zero-shot Temporal 

Relation Extraction with 

ChatGPT 

The 22nd 

Workshop on 

Biomedical Natural 

Language 

Processing and 

BioNLP Shared 

Tasks (BioNLP 

2023) 

Pages 92–102 2023.7 

Ken Yano(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

(3)The University of 

Manchester 

DISTANT: Distantly 

Supervised Entity Span 

Detection and 

Classification 

The 22nd 

Workshop on 

Biomedical Natural 

Language 

Processing and 

BioNLP Shared 

Tasks (BioNLP 

2023) 

Pages 171–177 2023.7 

Takehiro 

Takayanagi(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Kiyoshi Izumi(1) 

(1)The University of 

Tokyo 

(2)AIST 

Personalized Dynamic 

Recommender System 

for Investors 

Proceedings of the 

46th International 

ACM SIGIR 

Conference on 

Research and 

Development in 

Information 

Retrieval (SIGIR 

2023) 

Pages 2246-

2250 

2023.7 

江上 周作 

大野 美喜子 

大槻 麻衣 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Analysis of Annotation 

Quality of Human 

Activities using 

Knowledge Graphs 

Proceedings of the 

25th International 

Conference on 

Human-Computer 

Interaction (HCI 

International 2023) 

pp 483-489 2023.7 

名村 憲尚 

叶賀 卓 

産総研 The Effect of Muscle 

Artifact Reduction 

Methods on Few-

channel SSVEPs during 

Head Movements 

45th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering 

in Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2023) 

  2023.7 
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Ryo Furukawa(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)近畿大学 

(2)産総研 

(3)広島大学病院 

(4)九州大学 

Single and multi-frame 

auto-calibration for 3D 

endoscopy with 

differential rendering 

45th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering 

in Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2023) 

  2023.7 

原 健翔 

小林 三将 

佐藤 雄隆 

産総研 Neural Radiance Fields

による動画像のカメラ位

置固定による人物行動

認識への影響の分析 

第 26 回 

MIRU2023 論文集 

(画像の認識・理解

シンポジウム) 

  2023.7 

香川 璃奈(1) 

本田 秀人(2) 

野里 博和(3) 

(1)筑波大学 

(2)追手門学院大学 

(3)産総研 

The Impact of the 

Balance between Trust 

in Advice and 

Confidence in Human 

Judgment on Advice 

Utilization 

Proceedings of the 

44th Annual 

Meeting of the 

Cognitive Science 

Society (CogSci 

2023) 

Vol.45 2023.7 

Takuya Fujimura 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Anomalous sound 

detection by end-to-end 

training of outlier 

exposure and 

normalizing flow with 

domain generalization 

techniques 

Technical report in 

DCASE 2023 

Challenge Task 2 

5 pages 2023.7 

Zhuang Chen(1) 

陳 鵬(2) 

劉 欣(2) 

Endo Toshio(1) 

Matsuoka Satoshi(3) 

Wahib Mohamed(3) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)RIKEN-CCS 

Scalable Training of 

Graph Convolutional 

Networks on 

Supercomputers 

2023 年 並列／分

散／協調処理に

関するサマー・

ワークショップ 

(SWoPP 2023) 

  2023.8 
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Kris Lami(1) 

Noriaki Ota(2) 

Shinsuke Yamaoka(2) 

Andrey Bychkov(3) 

Keitaro Matsumoto(4) 

Wataru Uegami(3) 

Jijgee Munkhdelger(3) 

Kurumi Seki(3) 

Odsuren Sukhbaatar(3) 

Richard Attanoos(5) 

Sabina Berezowska(6) 

Luka Brcic(7) 

Alberto Cavazza(8) 

John C. English(9) 

Alexandre Todorovic 

Fabro(10) 

Kaori Ishida(11) 

Yukio Kashima(12) 

Yuka Kitamura(1) 

Brandon T. Larsen(13) 

Alberto M. 

Marchevsky(14) 

Takuro Miyazaki(4) 

Shimpei Morimoto(15) 

Mutsumi Ozasa(1) 

Anja C. Roden(16) 

Frank Schneider(17) 

Maxwell L. Smith(13) 

Kazuhiro Tabata(18) 

Angela M. Takano(19) 

Tomonori Tanaka(20) 

Tomoshi Tsuchiya(4) 

Takeshi Nagayasu(4) 

Hidenori Sakanashi(21) 

Junya Fukuoka(1,3) 

(1)Nagasaki 

University Graduate 

School of Biomedical 

Sciences 

(2)NS Solutions 

Corp. 

(3)Kameda Medical 

Center 

(4)Nagasaki 

University Graduate 

School of Biomedical 

Sciences 

(5)Cardiff University 

(6)Lausanne 

University Hospital 

and University of 

Lausanne 

(7)Medical 

University of Graz 

(8)Azienda USL / 

IRCCS di Reggio 

Emilia 

(9)Vancouver 

General Hospital 

(10)Ribeirão Preto 

Medical School, 

University of São 

Paulo 

(11)Kansai Medical 

University 

(12)Hyogo 

Prefectural Awaji 

Medical Center 

(13)Mayo Clinic 

(14)Cedars-Sinai 

Medical Center 

(15)Nagasaki 

University Graduate 

School of Biomedical 

Sciences 

(16)Mayo Clinic 

(17)Emory University 

(18)Kagoshima 

University Graduate 

School of Medical 

and Dental Sciences 

(19)Singapore 

General Hospital 

(20)Kobe University 

Hospital 

(21)AIST 

Standardized 

classification of lung 

adenocarcinoma 

subtypes and 

improvement of grading 

assessment through deep 

learning 

The American 

Journal of 

Pathology 

Vol.193、Issue 

12、Pages 

2066-2079 

2023.8 
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吉川 友也 

重藤 優太郎 

新保 仁 

竹内 彰一 

千葉工業大学 Action class relation 

detection and 

classification across 

multiple video datasets 

Pattern 

Recognition 

Letters 

Vol.173、Pages 

93-100 

2023.8 

有馬 悠也(1) 

森山 敏文(2) 

山口 芳雄(3) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

児島 正一郎(4) 

(1)産総研 

(2)長崎大学 

(3)新潟大学 

(4)NICT 

Calibration of Pi-SAR2 

Polarimetric Observation 

Data Using ABCI 

URSI GASS 2023   2023.8 

佐宗 晃 

陳 暘 

産総研 Comparison of GIF- and 

SSL-based features in 

pathological voice 

detection 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2023 

  2023.8 

Qianqian Xie(1) 

Prayag Tiwari(2) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)Halmstad 

University 

Knowledge-enhanced 

Graph Topic 

Transformer for 

Explainable Biomedical 

Text Summarization 

IEEE Journal of 

Biomedical and 

Health Informatics 

Vol.28、Issue 

4、Pages 1836-

1847 

2023.8 

太田 雅輝(1) 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

清 雄一(2) 

田原康之(2) 

大須賀昭彦(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)電気通信大学 

述語の意味によるクラス

タリングを用いたシーン

グラフ生成 

第 60 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

060 号 p.02- 

2023.8 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 大規模言語モデルを用

いた SPARQL クエリ生成

の予備的実験 

第 60 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

060 号 p.04- 

2023.8 

藤井 綺香 

Jokinen Kristiina 

産総研 Predicting the 

Impressions of 

Interaction with a Robot 

from Physical Actions 

Using AICO-Corpus 

Annotations 

Proceedings of 

International 

Symposium on 

Robot and Human 

Interactive 

Communication  

(RO-MAN 2023) 

  2023.8 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Jun’ichiro Mori(1) 

Ichiro Sakata(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Integrating Linguistic 

and Citation Information 

with Transformer for 

Predicting Top-Cited 

Papers 

Web Information 

Systems and 

Technologies. 

WEBIST 2022. 

Lecture Notes in 

Business 

Information 

Processing 

Vol.494、pp 

121–141 

2023.8 
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Kris Lami 

Junya Fukuoka 

長崎大学 Overcoming the 

Interobserver Variability 

in Lung Adenocarcinoma 

Subtyping: A Clustering 

Approach to Establish a 

Ground Truth for 

Downstream 

Applications 

Archives of 

Pathology & 

Laboratory 

Medicine 

Vol.147、Issue 

8、Pages 885–

895 

2023.8 

森 大河(1) 

Jokinen Kristiina(1) 

楊 潔(2) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

聞き手の繰り返し発話と

笑いに関する予備的分

析 

人工知能学会 言

語・音声理解と対

話処理研究会 第

98 回研究会 

Vol.98、Pages 

19-24 

2023.9 

宮田 なつき(1) 

遠藤 史野(2) 

前田 雄介(2) 

(1)産総研 

(2)横浜国立大学 

Living Space Simulator: 

Visualizing Estimations 

of Childhood Injury Risk 

Based on Geometric 

Reachability 

Proceedings of the 

8th International 

Digital Human 

Modeling 

Symposium (DHM 

2023), Lecture 

Notes in Networks 

and Systems 744 

Vol.11、Pages 

195-202 

2023.9 

Yoshiaki Bando(1,2) 

Yoshiki Masuyama(1,3) 

Arie Aditya Nugraha(2) 

Kazuyoshi Yoshii(2,4) 

(1)AIST 

(2)RIKEN AIP 

(3)Tokyo 

Metropolitan 

University 

(4)Kyoto University 

Neural Fast Full-Rank 

Spatial Covariance 

Analysis for Blind Source 

Separation 

Proceedings of the 

31st European 

Signal Processing 

Conference 

(EUSIPCO 2023) 

  2023.9 

山田 亮介 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 ロボット動作に対する反

応時間の短縮に有効な

複合現実による情報提

示手法 

日本ロボット学会

誌 

42 巻 5 号 

p.493-496 

2023.9 

Yining Juan(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Hen-Hsen Huang(3) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

(1)Department of 

Computer Science 

and Information 

Engineering, 

National Taiwan 

University 

(2)AIST 

(3)Institute of 

Information Science, 

Academia Sinica 

Generating Multiple 

Questions from 

Presentation 

Transcripts: A Pilot 

Study on Earnings 

Conference Calls 

Proceedings of the 

16th International 

Natural Language 

Generation 

Conference (INLG 

2023) 

Pages 449–454 2023.9 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Goran Topic(1) 

Yumi Hamazono(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University of 

Tokyo 

Audio Commentary 

System for Real-Time 

Racing Game Play 

Proceedings of the 

16th International 

Natural Language 

Generation 

Conference (INLG 

2023) 

Pages 9–10 2023.9 



 

添付資料-208 

 

Shota Koyama(1,2) 

Hiroya Takamura(2) 

Naoaki Okazaki(1,2) 

(1)Tokyo Institute of 

Technology 

(2)AIST 

The Tokyo Tech and 

AIST System at the 

GenChal 2022 Shared 

Task on Feedback 

Comment Generation 

Proceedings of the 

16th International 

Natural Language 

Generation 

Conference (INLG 

2023): Generation 

Challenges 

Pages 74–78 2023.9 

佐宗 晃 

小木曽 里樹 

長久保 晶彦 

産総研 DEEP EXTREME 

LEARNING MACHINE 

WITH ITS 

APPLICATION TO 

BODY-CONDUCTED-

SOUND-BASED 

HANDWORK 

RECOGNITION 

IEEE Xplore   2023.9 

酒井 祐介(1) 

小栗 朋子(2) 

田中 隆造(3) 

古城 公佑(3) 

野里 博和(2) 

西山 博之(3) 

飯島 洋祐(1) 

(1)小山工業高等専

門学校 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

畳み込みニューラルネッ

トワークによる精子運動

解析の検討および評価 

多値論理研究ノー

ト 

Vol.46、No.8、

pp.1-8 

2023.9 

瀧澤 大吾 

緒方 淳 

近井 学 

佐藤 洋 

産総研 日本語音声感情認識の

ための自己教師あり学習

モデルの検討 

日本音響学会 第

150 回(2023 年秋

季)研究発表会 

  2023.9 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 注意機構付き VAE を用

いたテキスト発話スタイ

ル変換における少量パラ

レルデータの活用 

日本音響学会 第

150 回(2023 年秋

季)研究発表会 

Pages 1249-

1250 

2023.9 

Zhenting Wang(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Issei Sera(2) 

Natsuki Yamanobe(3) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,3) 

(1)大阪大学 

(2)オムロン 

(3)産総研 

Error Correction in 

Robotic Assembly 

Planning from Graphical 

Instruction Manuals 

IEEE Access Vol.11、Pages 

107276-107286 

2023.9 

中嶋 航大 

片岡 裕雄 

佐藤 雄隆 

産総研 Does Formula-Driven 

Supervised Learning 

Work on Small Datasets? 

IEEE Access Vol.11、Pages 

136166-136178 

2023.9 

安藤 優汰 

鈴木 貴大 

秋月 秀一 

橋本 学 

中京大学 共通動作軌跡モデルと

道具の機能情報を用い

たロボット動作生成 

電気学会論文誌

C (電子・情報・シ

ステム部門誌) 

143 巻 9 号 

p.877-884 

2023.9 



 

添付資料-209 

 

Ko Ayusawa(1) 

Akihiko Murai(1) 

Ryusuke Sagawa(1) 

Eiichi Yoshida(2) 

(1)産総研 

(2)東京理科大学 

Fast Inverse Kinematics 

Based on Pseudo-

Forward Dynamics 

Computation: 

Application to 

Musculoskeletal Inverse 

Kinematics 

IEEE Robotics and 

Automation 

Letters  

Vol.8、Issue 9、

Pages 5775-

5782 

2023.9 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Yui Uehara(1,2) 

Goran Topic(1) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)AIST 

(2)Kanagawa 

University 

Pretraining Language- 

and Domain-Specific 

BERT on Automatically 

Translated Text 

Proceedings of the 

14th International 

Conference on 

Recent Advances 

in Natural 

Language 

Processing 

Pages 548–555 2023.9 

Tianlin Zhang(1) 

Kailai Yang(1) 

Hassan Alhuzali(2) 

Boyang Liu(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)Umm Al-Qura 

University 

PHQ-aware depressive 

symptoms identification 

with similarity 

contrastive learning on 

social media 

Information 

Processing & 

Management 

Vol.60、Issue 

5、103417 

2023.9 

Duan Yijun(1) 

劉 欣(1) 

Jatowt Adam(1) 

Chenyi Zhuang(1) 

Hai-tao Yu(2) 

LyndenSteven(1) 

金 京淑(1) 

的野 晃整(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

What Wikipedia Misses 

about Yuriko Nakamura? 

Predicting Missing 

Biography Content by 

Learning Latent Life 

Patterns 

Proceedings of 

26th European 

Conference on 

Artificial 

Intelligence ECAI 

2023 

Pages 583-589 2023.10 

篠田 理沙(1) 

速水 亮(1) 

中嶋 航大(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

SegRCDB: Semantic 

Segmentation via 

Formula-Driven 

Supervised Learning 

International 

Conference on 

Computer Vision 

(ICCV 2023) 

  2023.10 

中村 凌(1) 

片岡 裕雄(1) 

高島 空良(1,2) 

Edgar Josafat 

Martinez-Noriega (1,2) 

横田 理央(1,2) 

井上 中順(1,2) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Pre-training Vision 

Transformers with Very 

Limited Synthesized 

Images 

International 

Conference on 

Computer Vision 

(ICCV 2023) 

  2023.10 

川井 将敬(1) 

山岡 信介(2) 

太田 憲昭(2) 

(1)山梨大学 

(2)日鉄ソリューション

ズ 

Large-scale Pretraining 

on Pathological Images 

for Fine-tuning of Small 

Pathological Benchmarks 

The 2nd Workshop 

of Medical Image 

Learning with 

Limited & Noisy 

Data (MILLanD 

2023) 

Pages 257-267 2023.10 



 

添付資料-210 

 

Yuliu Wang 

Ryusuke Sagawa 

Yusuke Yoshiyasu 

産総研 A Hierarchical Robot 

Learning Framework for 

Manipulator Reactive 

Motion Generation via 

Multi-Agent 

Reinforcement Learning 

and Riemannian Motion 

Policies 

IEEE Access Vol.11、Pages 

126979-126994 

2023.10 

Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Generation method of 

robot assembly motion 

considering physicality 

gap between humans and 

robots 

18th International 

Symposium on 

Visual Computing 

(ISVC 2023) 

Vol.14362、pp 

385–396 

2023.10 

Kailai Yang(1) 

Tianlin Zhang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Sophia Ananiado(1) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

A Bipartite Graph is All 

We Need for Enhancing 

Emotional Reasoning 

with Commonsense 

Knowledge 

Proceedings of the 

32nd ACM 

International 

Conference on 

Information and 

Knowledge 

Management 

(CIKM 2023) 

Pages 2917–

2927 

2023.10 

Lynden Steven(1) 

Hailemariam Yohannes 

Mehari(1) 

金 京淑(1) 

Adam Jatowt(2) 

的野 晃整(1) 

Haitao Yu(3) 

劉 欣(1) 

Duan Yijun(1) 

(1)産総研 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)筑波大学 

Commonsense Temporal 

Action Knowledge 

(CoTAK) Dataset 

Proceedings of the 

32nd ACM 

International 

Conference on 

Information and 

Knowledge 

Management 

(CIKM 2023) 

Pages 5361-

5365 

2023.10 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Multilingual, Cross-

lingual, and Monolingual 

Speech Emotion 

Recognition on EmoFilm 

Dataset 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2023) 

  2023.11 

ATMAJA Bagus 

佐宗 晃 

産総研 Ensembling Multilingual 

Pre-Trained Models for 

Predicting Multi-Label 

Regression Emotion 

Share from Speech 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2023) 

  2023.11 
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Lester Philip Violeta 

Tomoki Toda 

名古屋大学 An analysis of 

personalized speech 

recognition system 

development for the deaf 

and hard-of-hearing 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2023) 

Pages 1851-

1856 

2023.11 

Kohta Masuda(1) 

Jun Ogata(2) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi Nishimura(1) 

(1)静岡大学 

(2)産総研 

Multi-Self-Supervised 

Learning Model-Based 

Throat Microphone 

Speech Recognition 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2023) 

  2023.11 

Yoto Fujita(1,2) 

Yoshiaki Bando(1) 

Keisuke Imoto(1,3) 

Masaki Onishi(1) 

Kazuyoshi Yoshii(2) 

(1)AIST 

(2)Kyoto University 

(3)Dosisha 

University 

DOA-Aware Audio-

Visual Self-Supervised 

Learning for Sound 

Event Localization and 

Detection 

Proceedings of 

Asia Pacific Signal 

and Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 

2023) 

Pages 1-6 2023.11 

山本 泰智(1) 

江上 周作(1) 

吉川 友也(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)千葉工業大学 

Towards Semantic Data 

Management of Visual 

Computing Datasets: 

Increasing Usability of 

MetaVD 

Proceedings of the 

22nd International 

Semantic Web 

Conference (ISWC 

2023) 

  2023.11 

CORONADO ZUNIGA 

LUIS ENRIQUE 

山野辺 夏樹 

Venture Gentiane 

産総研 NEP+: A Human-

Centered Framework for 

Inclusive Human-

Machine Interaction 

Development 

SENSORS Vol.23、Issue 

22、9136、

Pages 1-22 

2023.11 

森下 遊(1) 

杉本 隆(1) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

夏秋 嶺(2) 

島田 政信(3) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)東京電機大学 

Nationwide urban ground 

deformation in Japan for 

15 years detected by 

ALOS and Sentinel-1 

Progress in Earth 

and Planetary 

Science 

Vol.10、Article 

No.66 

2023.11 

青山 仁 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 LLM を活用した抽象的

なタスク記述からの

VirtualHome のためのア

クションスクリプト自動生

成 

第 61 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

061 号 p.10- 

2023.11 
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Noriko Morioka(1) 

Masanao Ochi(2) 

Suguru Okubo(3) 

Mutsuko Moriwaki(4) 

Kenshi Hayashida(5) 

Ichiro Sakata(2) 

Masayo Kashiwagi(1) 

(1)Tokyo Medical 

and Dental 

University 

(2)University of 

Tokyo 

(3)Ritsumeikan 

University 

(4)Quality 

Management Center 

Medical Hospital, 

Tokyo Medical and 

Dental University 

(5)University 

Hospital, University 

of Occupational and 

Environmental 

Health 

Citation Network 

Analysis of Nurse 

Staffing Research from 

the Past Two Decades: 

2000–2022 

Healthcare Vol.11、No.23、

3050 

2023.11 

川原田 将之 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 少数ショット学習による時

系列数値データからの

市況コメント生成 

情報処理学会 研

究報告 自然言語

処理 (NL) 

巻 2023-NL-

258, 号 3, p. 

1-10 

2023.11 

Jiajun He 

Zekun Yang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Enhancing recognition of 

rare words in ASR 

through error detection 

and context-aware error 

correction 

電子情報通信学

会 技術研究報告 

Vol.123、

No.292、pp.13-

18 

2023.12 

Muxuan Liu(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Yusuke Miyao(3,2) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)The University of 

Tokyo 

Constructing a Japanese 

Business Email Corpus 

Based on Social 

Situations 

Proceedings of the 

37th Pacific Asia 

Conference on 

Language, 

Information and 

Computation 

(PACLIC 37) 

Pages 499–509 2023.12 

Kailai Yang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Tianlin Zhang(1) 

Qianqian Xie(1) 

Ziyan Kuang(4) 

Sophia Ananiadou(1,3) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

(3)AIST 

(4)Jiangxi Normal 

University 

Towards Interpretable 

Mental Health Analysis 

with Large Language 

Models 

Proceedings of the 

2023 Conference 

on Empirical 

Methods in 

Natural Language 

Processing 

(EMNLP 2023) 

Pages 6056–

6077 

2023.12 

Boyang Liu(1) 

Viktor Schlegel(1) 

Riza Batista-

Navarro(1) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)AIST 

Argument mining as a 

multi-hop generative 

machine reading 

comprehension task 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: 

EMNLP 2023 

Pages 10846–

10858 

2023.12 

Wei-Lin Chen(1,2) 

Cheng-Kuang Wu(1) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)National Taiwan 

University 

(2)AIST 

Fidelity-Enriched 

Contrastive Search: 

Reconciling the 

Faithfulness-Diversity 

Trade-Off in Text 

Generation 

Proceedings of the 

2023 Conference 

on Empirical 

Methods in 

Natural Language 

Processing 

Pages 843–851 2023.12 
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江上 周作 

鵜飼 孝典 

太田 雅輝 

松下 京群 

川村 隆浩 

古崎 晃司 

福田 賢一郎 

産総研 RDF-star2Vec: RDF-

star Graph Embeddings 

for Data Mining 

IEEE Access Vol.11、Pages 

142030 - 

142042 

2023.12 

青山 仁 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Automatic Action Script 

Generation to Improve 

Execution Rate based on 

LLM in VirtualHome 

Proceedings of the 

12th International 

Joint Conference 

on Knowledge 

Graphs (IJCKG 

2023) 

  2023.12 

澤村 勇輝 

森田 武史 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

福田 賢一郎 

産総研 Japanese Pointer 

Network based Entity 

Linker for Wikidata 

Proceedings of the 

12th International 

Joint Conference 

on Knowledge 

Graphs (IJCKG 

2023) 

  2023.12 

Truong Thao 

Nguyen(1) 

Balazs Gerofi(2,4) 

Edgar 

MartinezNoriega(1) 

Francois Trahay(3) 

Mohamed Wahib(4) 

(1)AIST 

(2)Intel, US 

(3)Telecom SudParis, 

France 

(4)RIKEN-CCS 

KAKURENBO: 

Adaptively Hiding 

Samples in Deep Neural 

Network Training 

Thirty-seventh 

Conference on 

Neural Information 

Processing 

Systems (NeurIPS 

2023)  

  2023.12 

伊藤 大介(1) 

千葉 直也(2) 

加瀬 敬唯(1) 

中條 亨一(1) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)東北大学 

3D シーン認識のための

NeRF による不確実性の

評価 

第 24 回 計測自動

制御学会 システム

インテグレーション

部門講演会 (SI 

2023) 

  2023.12 

玉木 萌心 

飯野 寛人 

中條 亨一 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

産総研 人間の知識情報を活用

したロボットによる人の行

動予測と動作生成 

第 24 回 計測自動

制御学会 システム

インテグレーション

部門講演会 (SI 

2023) 

  2023.12 

Takeshi Masuda(1) 

Ryusuke Sagawa(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)産総研 

(2)近畿大学 

(3)九州大学 

Scale-Preserving Shape 

Reconstruction from 

Monocular Endoscope 

Image Sequences by 

Supervised Depth 

Learning 

Healthcare 

Technology 

Letters 

Vol.11、Issue 

2-3、Pages 76-

84 

2023.12 

ATMAJA Bagus(1) 

Zanjabila(2) 

Suyanto(2) 

佐宗 晃(1) 

(1)産総研 

(2)SepuluhNopember 

Institute of 

Technology 

Comparing Hysteresis 

Comparator and RMS 

Threshold Methods for 

Automatic Single Cough 

Segmentations 

International 

Journal of Speech 

Technology 

Vol.16、Pages 

5-12 

2023.12 
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Siddhant Arora(1) 

Roshan S Sharma(1) 

Ankita Pasad(2) 

Hira Dhamyal(1) 

William Chen(1) 

Suwon Shon(3) 

Hung-yi Lee(4) 

Karen Livescu(5) 

Shinji Watanabe(1) 

(1)Carnegie Mellon 

University 

(2)Toyota 

Technological 

Institute at Chicago 

(3)ASAPP 

(4)National Taiwan 

University 

(5)TTI-Chicago 

SLUE-PERB: A Spoken 

Language Understanding 

Performance Benchmark 

and Toolkit 

Workshop on 

Speech Foundation 

Models and  their 

Performance 

Benchmarks 

(SPARKS 

workshop) 

  2023.12 

Xinjian Li(1) 

Shinnosuke 

Takamichi(2) 

Takaaki Saeki(1) 

William Chen(1) 

Sayaka Shiota(3) 

Shinji Watanabe(1) 

(1)Carnegie Mellon 

University 

(2)The University of 

Tokyo 

(3)Tokyo 

Metropolitan 

University 

YODAS: Youtube-

Oriented Dataset for 

Audio and Speech 

IEEE Workshop on 

Automatic Speech 

Recognition and 

Understanding 

(ASRU 2023) 

  2023.12 

Jiajun He 

Zekun Yang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 ED-CEC: improving rare 

word recognition using 

ASR post-processing 

based on error detection 

and context-aware error 

correction 

IEEE Workshop on 

Automatic Speech 

Recognition and 

Understanding 

(ASRU 2023) 

6 pages 2023.12 

杉本 隆(1) 

夏秋 嶺( 2) 

中村 良介(1) 

堤 千明(1) 

山口 芳雄(3) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

(3)新潟大学 

Time Series Scattering 

Power Decomposition 

Using Ensemble Average 

in Temporal–Spatial 

Domains: Application to 

Forest Disturbance 

Detection 

IEEE Geoscience 

and Remote 

Sensing Letters 

Vol.21、Article 

Sequence No. 

4001605 

2023.12 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 部品の機能とその整合

性を手掛かりとしたロボッ

ト組み立て動作パラメー

タ決定手法 

精密工学会誌 90 巻、1 号、

p.145-152 

2024.1 

Kazuki Yamada 

Yuta Ando 

Takahiro Suzuki 

Shuichi Akizuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Robot motion generation 

for precise scooping of 

powders material based 

on recognizing 3D 

functional attributes of 

spoons 

International 

Workshop on 

Advanced Image 

Technology 

(IWAIT 2024) 

  2024.1 

Ryosuke Yamada 

Shuichi Akizuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University The Effective 

Information Presentation 

Method using Mixed 

Reality to Shorten 

Reaction Time for 

Robot’s Motion 

International 

Workshop on 

Advanced Image 

Technology 

(IWAIT 2024) 

  2024.1 

飯野 寛人(1) 

加瀬 敬唯(2) 

中條 亨一(1) 

千葉 直也(3) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)早稲田大学 

(3)東北大学 

Generating long-horizon 

task actions by 

leveraging predictions of 

environmental states 

2024 16th 

IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2024) 

  2024.1 
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原田 紗圭 

中條 亨一 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

産総研 Automatic Segmentation 

of Continuous Time-

Series Data Based on 

Prediction Error Using 

Deep Predictive 

Learning 

2024 16th 

IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2024) 

  2024.1 

Pablo Osorio(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Naoko Abe(3) 

Gentiane Venture(2,4) 

(1)東京農工大学 

(2)産総研 

(3)NaverLabs Europe 

(4)東京大学 

A Generative Model to 

Embed Human 

Expressivity into Robot 

Motions 

MDPI Sensors Vol.24、Issue 

2、569 

2024.1 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

Yijun Duan 

福田 賢一郎 

産総研 Abnormal Activity 

Detection Based on 

Place and Occasion in 

Virtual Home 

Environments 

Genetic and 

Evolutionary 

Computing 

(ICGEC 2023) 

Vol.1114、pp 

193-205 

2024.1 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

Swe Nwe Nwe Htun 

古崎 晃司 

川村 隆浩 

福田 賢一郎 

産総研 Synthetic Multimodal 

Dataset for Empowering 

Safety and Well-being in 

Home Environments 

arXiv   2024.1 

大谷 豪(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

青木 義満(1,2) 

(1)産総研 

(2)慶應義塾大学 

超解像のための画像及

び言語の統合特徴を利

用した Perceptual Loss

の改善 

精密工学会誌 90 巻、2 号、

p.217-223 

2024.2 

Ziwei Xu(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute of 

Technology 

A Framework to 

Construct Financial 

Causality Knowledge 

Graph from Text 

Proceedings of the 

18th IEEE 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC 

2024) 

  2024.2 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute of 

Technology 

Evaluating Tabular and 

Textual Entity Linking in 

Financial Documents 

Proceedings of the 

18th IEEE 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC 

2024) 

  2024.2 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 Event Prediction in 

Event-Centric 

Knowledge Graphs Using 

BERT 

Proceedings of the 

2024 IEEE 18th 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC) 

Pages 306-310 2024.2 
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小川 智広(2) 

吉岡 寛悟(2) 

福田 賢一郎(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Prediction of actions and 

places by the time series 

recognition from images 

with Multimodal LLM 

Proceedings of the 

2024 IEEE 18th 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC) 

Pages 294-300 2024.2 

平野 司(2) 

尾﨑 健吾(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Prediction of Actions 

and Objects through 

Video Analysis Using 

Stepwise Prompt 

Proceedings of the 

2024 IEEE 18th 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC) 

Pages 289-293 2024.2 

福田 賢一郎 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

松下 京群 

産総研 Zero-Shot Query 

Experiments in 

Knowledge Graph 

Reasoning Challenge for 

Older Adults Safety 

Proceedings of the 

2024 IEEE 18th 

International 

Conference on 

Semantic 

Computing (ICSC) 

Pages 301-305 2024.2 

Hisao Sano 

Junya Fukuoka 

Nagasaki University 

Graduate School of 

Biomedical Sciences 

Machine-Learning-

Based Classification 

Model to Address 

Diagnostic Challenges in 

Transbronchial Lung 

Biopsy 

Cancers Vol.16、No.4、

731 

2024.2 

Zhiwei Liu 

Tianlin Zhang 

Kailai Yang 

Paul Thompson 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Emotion Detection for 

Misinformation: A 

Review 

Information Fusion Vol.107、

102300 

2024.2 

Takahiro Suzuki 

Yuta Ando 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Automatic Error 

Correction of GPT-

based Robot Motion 

Generation by Partial 

Affordance of Tool 

19th International 

Conference on 

Computer Vision 

Theory and 

Applications 

(VISAPP 2024) 

  2024.2 

Chenhan Yuan(1) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)The University of 

Manchester 

(2)AIST 

Temporal relation 

extraction with 

contrastive prototypical 

sampling 

Knowledge-Based 

Systems 

Vol.286、

111410 

2024.2 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 Activity scenarios 

simulation by discovering 

knowledge through 

activities of daily living 

datasets 

SICE Journal of 

Control, 

Measurement, and 

System Integration 

Vol.17、Issue 

1、Pages 87-

105 

2024.2 
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鴻巣 竜之介(1,2) 

Kim Wonjik(2) 

池田 篤史(3) 

野里 博和(2) 

中島 悠(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

Artificial intelligence in 

cystoscopic bladder 

cancer classification 

based on transfer 

learning with a pre-

trained convolutional 

neural network without 

natural images 

Proc. SPIE 12927, 

Medical Imaging 

2024: Computer-

Aided Diagnosis 

1292727 2024.3 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

相槌生成の認知的モデ

ル 

人工知能学会 言

語・音声理解と対

話処理研究会 第

100 回研究会 

Vol.100、Pages 

180-185 

2024.3 

楠 奈穂美 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 再帰的フィードバックを

用いた階層的マルチタス

ク学習による End-to-

End 音声認識 

日本音響学会 第

151 回(2024 年春

季)研究発表会 

  2024.3 

吉岡 大貴 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 テキストスタイル変換を

用いた話し言葉音声合

成 

日本音響学会 第

151 回(2024 年春

季)研究発表会 

Pages 903-904 2024.3 

藤村 拓弥 

戸田 智基 

名古屋大学 生成的異常音検知にお

ける識別的近傍平滑化 

日本音響学会 第

151 回(2024 年春

季)研究発表会 

Pages 123-124 2024.3 

Ryo Furukawa(1) 

Elvis Chen(2) 

Ryusuke Sagawa(3) 

Shiro Oka(4) 

Hiroshi Kawasaki(5) 

(1)Kindai University 

(2)Robarts Research 

Institute 

(3)AIST 

(4)Hiroshima 

University 

(5)Kyushu University 

Calibration-free 

structured-light-based 

3D scanning system in 

laparoscope for robotic 

surgery 

Healthcare 

Technology 

Letters 

Vol.11、Issue 

2-3、Pages 

196-205 

2024.3 

白倉 尚貴 

山野辺 夏樹 

丸山 翼 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Work Tempo Instruction 

Framework for Balancing 

Human Workload and 

Productivity in 

Repetitive Task 

Proceedings of the 

2024 ACM/IEEE 

International 

Conference on 

Human-Robot 

Interaction (HRI 

2024) 

Pages 980–984 2024.3 

川原田 将之 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 市況コメント生成のため

の少数事例選択 

言語処理学会 第

30 回 年次大会 

(NLP 2024) 発表

論文集 

Pages 1-5 2024.3 
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横川 悠香(1) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

修辞構造に基づき言語

モデルを制御するテキス

ト生成手法 

言語処理学会 第

30 回 年次大会 

(NLP 2024) 発表

論文集 

Pages 430-435 2024.3 

古山 翔太(1,2) 

永田 亮(2,3) 

高村 大也(2) 

岡崎 直観(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)甲南大学 

文法誤り訂正の自動評

価のための原文・参照

文・訂正文間の N-gram 

F-score 

言語処理学会 第

30 回 年次大会 

(NLP 2024) 発表

論文集 

Pages 1198-

1203 

2024.3 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学大学院 

(2)産総研 

(3)東京大学 

社会的状況を踏まえた

大規模言語モデルによ

る日本語メール生成 

言語処理学会 第

30 回 年次大会 

(NLP 2024) 発表

論文集 

Pages 2560-

2565 

2024.3 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 文書のチャンクに基づく

知識グラフを活用した

RAG 

言語処理学会 第

30 回 年次大会 

(NLP 2024) 発表

論文集 

Pages 2455-

2460 

2024.3 

後藤 颯志(2) 

浅野 歴(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

シーングラフと GPT に基

づく画像に関連する併置

型駄洒落生成 

第 62 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

062 号 p.4-

1_4-9 

2024.3 

穴口 史将(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

日常生活行動知識グラ

フと RAG に基づく家庭

内危険行動の理由と根

拠提示システム 

第 62 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

062 号 p.5-

1_5-10 

2024.3 

三辻 史哉(2) 

澤村 勇輝(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikidata を対象とした大

規模言語モデルに基づ

くエンティティリンキング 

第 62 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

062 号 p.8-

1_8-9 

2024.3 

森 俊人 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 DBpedia オントロジーと

GPT に基づく Wikipedia

の赤リンクを用いた

DBpedia の拡張 

第 62 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

062 号 p.09-

1_9-10 

2024.3 
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浅野 歴 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 マルチモーダル大規模

言語モデルと画像キャプ

ションに基づく描画内容

に即した併置型駄洒落

の認識 

第 62 回 人工知能

学会 セマンティッ

クウェブとオントロ

ジー研究会 (SWO

研究会) 人工知能

学会第二種研究

会資料 

2023 巻 SWO-

062 号 p.11-

1_11-10 

2024.3 

池田 篤史(1) 

泉 和哉(1) 

香取 賢佑(1) 

野里 博和(2) 

小林 圭太(3) 

鈴木 秀平(1) 

神鳥 周也(1) 

讃岐 勝(1) 

落合 陽一(1) 

西山 博之(1) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

(3)山口大学 

Objective evaluation of 

gaze location patterns 

using eye tracking during 

cystoscopy and artificial 

intelligence-assisted 

lesion detection 

Journal of 

Endurology 

  2024.3 

 

【2024年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名等 ページ番号 発表年月 

Tatsuya Komatsu 

Yusuke Fujita 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Audio difference learning 

for audio captioning 

Proceedings of the 

2024 IEEE 

International 

Conference on 

Acoustics, Speech 

and Signal 

Processing (ICASSP 

2024) 

Pages 1456-

1460 

2024.4 

Oh Hanbit 

Takamitsu Matsubara 

奈良先端科学技術

大学院大学 

Leveraging 

Demonstrator-Perceived 

Precision for Safe 

Interactive Imitation 

Learning of Clearance-

Limited Tasks 

IEEE Robotics and 

Automation Letters 

Vol.9、Issue 4、

Pages 3387-

3394 

2024.4 

Chenhan Yuan 

Qianqian Xie 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Back to the Future: 

Towards Explainable 

Temporal Reasoning with 

Large Language Models 

2024 ACM Web 

Conference 

Pages 1963–

1974 

2024.5 

Kailai Yang(1) 

Tianlin Zhang(1) 

Ziyan Kuang(2) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)Jiangxi Normal 

University 

MentaLLaMA: 

Interpretable Mental 

Health Analysis on Social 

Media with Large 

Language Models 

2024 ACM Web 

Conference 

Pages 4489–

4500 

2024.5 

Lester Phillip Violeta 

Ding Ma 

Wen-Chin Huang 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Pretraining and 

adaptation techniques for 

electrolaryngeal speech 

recognition 

IEEE/ACM 

Transactions on 

Audio, Speech and 

Language 

Processing 

Pages 2777-

2789 

2024.5 
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Jennifer A Bishop(1) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1,2) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)AIST 

LongDocFACTScore: 

Evaluating the Factuality 

of Long Document 

Abstractive 

Summarisation 

Proceedings of the 

2024 Joint 

International 

Conference on 

Computational 

Linguistics, 

Language 

Resources and 

Evaluation (LREC-

COLING 2024) 

Pages 10777–

10789 

2024.5 

Rikters Matiss 

Vīksna Rinalds 

Marrese-Taylor 

Edison 

産総研 Annotations for Exploring 

Food Tweets from 

Multiple Aspects 

Proceedings of the 

2024 Joint 

International 

Conference on 

Computational 

Linguistics, 

Language 

Resources and 

Evaluation (LREC-

COLING 2024) 

Pages 1233–

1238 

2024.5 

Masayuki Kawarada 

Tatsuya Ishigaki 

Hiroya Takamura 

AIST Prompting for Numerical 

Sequences: A Case Study 

on Market Comment 

Generation 

Proceedings of the 

2024 Joint 

International 

Conference on 

Computational 

Linguistics, 

Language 

Resources and 

Evaluation (LREC-

COLING 2024) 

Pages 13190–

13200 

2024.5 

Chung-Chi Chen 

Hiroya Takamura 

AIST Term-Driven Forward-

Looking Claim Synthesis 

in Earnings Calls 

Proceedings of the 

2024 Joint 

International 

Conference on 

Computational 

Linguistics, 

Language 

Resources and 

Evaluation (LREC-

COLING 2024) 

Pages 15752–

15760 

2024.5 

Wenjie Zhong(1,3) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(3) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)The University 

of Tokyo 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)AIST 

Who Said What: 

Formalization and 

Benchmarks for the Task 

of Quote Attribution 

Proceedings of the 

2024 Joint 

International 

Conference on 

Computational 

Linguistics, 

Language 

Resources and 

Evaluation (LREC-

COLING 2024) 

Pages 17588–

17602 

2024.5 
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Chung-Chi Chen(1) 

Yu-Min Tseng(2) 

Juyeon Kang(3) 

Anaïs Lhuissier(3) 

Yohei Seki(4) 

Hanwool Lee(5) 

Min-Yuh Day(6) 

Teng-Tsai Tu(7) 

Hsin-Hsi Chen(8) 

(1)AIST 

(2)Data Science 

Degree Program, 

National Taiwan 

University and 

Academia Sinica 

(3)3DS Outscale 

(4)University of 

Tsukuba 

(5)NCSOFT 

(6)Graduate 

Institute of 

Information 

Management, 

National Taipei 

University 

(7)Graduate 

Institute of 

International 

Business, National 

Taipei University 

(8)Department of 

Computer Science 

and Information 

Engineering, 

National Taiwan 

University 

Multi-Lingual ESG 

Impact Duration 

Inference 

Proceedings of the 

Joint Workshop of 

the 7th Financial 

Technology and 

Natural Language 

Processing, the 5th 

Knowledge 

Discovery from 

Unstructured Data 

in Financial 

Services, and the 

4th Workshop on 

Economics and 

Natural Language 

Processing 

Pages 219–227 2024.5 

Yuliu Wang 

Ryusuke Sagawa 

Yusuke Yoshiyasu 

産総研 Learning Advanced 

Locomotion for 

Quadrupedal Robots: A 

Distributed Multi-Agent 

Reinforcement Learning 

Framework with 

Riemannian Motion 

Policies 

robotics Vol.13、Issue 

6、86 

2024.5 

穴口 史将(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

文章生成 AI が生成した

家庭内危険行動の理由

に対する根拠提示システ

ム 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

栗原 和大(1) 

宮田 なつき(2) 

前田 雄介(1) 

(1)横浜国立大学 

(2)産総研 

運動学的・力学的考慮に

基づく子どもデジタル

ヒューマンモデル姿勢生

成による可到達性起因リ

スク可視化 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

鵜飼 孝典(1) 

江上 周作(1) 

川村 隆浩(1) 

古崎 晃司(1) 

森田 武史(1) 

松下 京群(1) 

小川 智広(2) 

吉岡 寛悟(2) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

第 2 回国際ナレッジグラ

フ推論チャレンジ：日常

生活に関するマルチモー

ダルデータからの行動の

予測に対する LLM への

適用 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 
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平野 司(2) 

尾﨑 健吾(2) 

福田 賢一郎(1) 

田中 智可良(1,2) 

高村 大也(2) 

市瀬 龍太郎(1,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

ルールベース手法による

サッカーのプレーデータ

を用いたテキスト速報の

自動生成手法の提案 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

青山 仁 

森田 武史 

鵜飼 孝典 

江上 周作 

福田 賢一郎 

産総研 LLM の常識知識を活用

した日常生活データセッ

ト自動構築手法の提案 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

内山 響(2) 

青山 仁(1) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

GPT に基づくユーザの潜

在的要求の推論と対話

型ナビゲーション 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

三辻 史哉(2) 

澤村 勇輝(2) 

森田 武史(1) 

(1)産総研 

(2)青山学院大学 

Wikidata を対象とした

GPT に基づくエンティ

ティリンキング 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Comparing Foundations: 

Insights into the 

Construction of Financial 

Causal Knowledge 

Graphs with and without 

Ontology 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Unlearning Bias and 

Toxicity in Large 

Language Models 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Exploring Challenges in 

Extracting Structured 

Knowledge from Financial 

Documents 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

Yun Liu(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Jun Miyazaki(3) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

The Impact of Noisy 

Information in Knowledge 

Graphs on 

Recommendation 

Performance 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 
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太田 葵(1) 

江上 周作(1) 

柴田 祐樹(2) 

高間 康史(2) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)東京都立大学 

エージェントが観測可能

な時空間シーングラフを

用いた物体探索手法の

提案 

2024 年度 人工知

能学会 全国大会 

(第 38 回) (JSAI 

2024) 

  2024.5 

KIDO SHIMOMOTO 

ERICA(1) 

MARRESE TAYLOR 

Edison(1) 

Erique Reid(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

An empirical study of 

Definition Modeling with 

LLMs for the main 

languages of Latin 

America 

Journal of LatinX in 

AI Research 

  2024.6 

Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)University of 

Tokyo 

The Impact of Language 

on Arithmetic 

Proficiency: A 

Multilingual Investigation 

with Cross-Agent 

Checking Computation 

Proceedings of the 

2024 Annual 

Conference of the 

North American 

Chapter of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (NAACL 

2024): Human 

Language 

Technologies 

Pages 631–637 2024.6 

Hidenori Itaya(1) 

Tsubasa Hirakawa(1) 

Takayoshi 

Yamashita(1) 

Hironobu Fujiyoshi(1) 

Komei Sugiura(2) 

(1)Chubu 

University 

(2)Keio University 

Mask-Attention A3C: 

Visual Explanation of 

Action–State Value in 

Deep Reinforcement 

Learning 

IEEE Access Vol.12、Pages 

86553-86571 

2024.6 

Chung-chi Chen(1) 

Jian-tao Huang(2) 

Hen-hsen Huang(3) 

Hiroya Takamura(1) 

Hsin-hsi Chen(4) 

(1)AIST 

(2)Zhejiang Lab 

(3)Academia Sinica 

(4)National Taiwan 

University 

SemEval-2024 Task 7: 

Numeral-Aware 

Language Understanding 

and Generation 

Proceedings of the 

18th International 

Workshop on 

Semantic Evaluation 

(SemEval-2024) 

Pages 1482–

1491 

2024.6 

Guanqun Ding 

Nevrez İmamoğlu 

Ali Caglayan 

Masahiro Murakawa 

Ryosuke Nakamura  

産総研 Attention-guided LiDAR 

segmentation and 

odometry using image-

to-point cloud saliency 

transfer 

Multimedia Systems Vol.30、article 

No.188 

2024.6 

藤井 綺香 

福田 賢一郎 

産総研 Generation of Listener's 

Facial Response using 

Cross-Modal Mapping of 

Speaker's Expression 

26th International 

Conference on 

Human-Computer 

Interaction (HCI 

International 2024) 

pp 194–201 2024.6 

Swe Nwe Nwe Htun 

江上 周作 

鵜飼 孝典 

Duan Yijun 

福田 賢一郎 

産総研 Exploring Spatial Relation 

Awareness Through 

Virtual Indoor 

Environments 

Lecture Notes in 

Computer Science 

(LNCS) 

Vol.14718、pp 

34-51 

2024.6 
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池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

泌尿器内視鏡における

AI 

西日本泌尿器 Vol.86、Pages 

225-226 

2024.6 

山本 新九郎(1) 

野里 博和(2) 

鴻巣 竜之介(2) 

池田 篤史(3) 

福原 秀雄(1) 

井上 啓史(1) 

(1)高知大学 

(2)産総研 

(3)筑波大学 

光線力学診断の雲を目

指して～AI で登る坂～ 

西日本泌尿器 Vol.86、Pages 

227-228 

2024.6 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 身体性ギャップを考慮し

た人からロボットへの組み

立て動作パラメータ転移

手法 

精密工学会誌 90 巻、7 号、

p.600-606 

2024.7 

Tianlin Zhang(1) 

Kailai Yang(1) 

Shaoxiong Ji(2) 

Boyang Liu(1) 

Qianqian Xie(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)University of 

Helsinki 

SuicidEmoji: Derived 

Emoji Dataset and Tasks 

for Suicide-Related 

Social Content 

Proceedings of the 

47th International 

ACM SIGIR 

Conference on 

Research and 

Development in 

Information 

Retrieval (SIGIR 

2024) 

Pages 1136-

1141 

2024.7 

上原 和樹(1,2) 

上紙 航(3) 

野里 博和(2) 

村川 正宏(2) 

福岡 順也(3) 

坂無 英徳(2) 

(1)琉球大学 

(2)産総研 

(3)長崎大学 

Ensemble Distillation of 

Divergent Opinions for 

Robust Pathological 

Image Classification 

46th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering in 

Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2024) 

  2024.7 

Takeshi Masuda(1) 

Ryusuke Sagawa(1) 

Ryo Furukawa(2) 

Hiroshi Kawasaki(3) 

(1)AIST 

(2)Kindai University 

(3)Kyushu 

University 

View Synthesis of 

Endoscope Images by 

Monocular Depth 

Prediction and Gaussian 

Splatting 

46th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering in 

Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2024) 

  2024.7 

Ryo Furukawa(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)近畿大学 

(2)産総研 

(3)広島大学病院 

(4)九州大学 

NeRF-based multi-frame 

3D integration for 3D 

endoscopy using active 

stereo 

46th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering in 

Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2024) 

  2024.7 

Ryo Furukawa(1) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Shiro Oka(3) 

Shinji Tanaka(3) 

Hiroshi Kawasaki(4) 

(1)近畿大学 

(2)産総研 

(3)広島大学病院 

(4)九州大学 

Incremental shape 

integration with inter-

frame shape consistency 

using neural SDF for a 

3D endoscopic system  

46th Annual 

International 

Conference of the 

IEEE Engineering in 

Medicine and 

Biology Society 

(EMBC 2024) 

Vol.12、No.1 2024.7 
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Takuya Fujimura 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Toda 

名古屋大学 The NU systems for 

DCASE 2024 Challenge 

Task 2 

Technical report in 

DCASE 2024 

Challenge Task 2 

5 pages 2024.7 

Noriyuki Higashide 

Kimitaka Asatani 

Ichiro Sakata 

東京大学 Quantifying advances 

from basic research to 

applied research in 

material science 

Technovation Vol.135、Article 

103050 

2024.7 

Takumi Komatsu(1) 

Motonari Kambara(1) 

Shumpei Hatanaka(1) 

Haruka Matsuo(1) 

Tsubasa Hirakawa(2) 

Takayoshi 

Yamashita(2) 

Hironobu Fujiyoshi(2) 

Komei Sugiura(1) 

(1)Keio University 

(2)Chubu 

University 

Nearest Neighbor Future 

Captioning: Generating 

Descriptions for Possible 

Collisions in Object 

Placement Tasks 

Advanced Robotics Vol.38、Issue 

18、Pages 

1265-1276 

2024.7 

Qianqian Xie(1) 

Jimin Huang(1) 

Dong Li(9) 

Zhengyu Chen(9) 

Ruoyu Xiang(1) 

Mengxi Xiao(9) 

Yangyang Yu(7) 

Vijayasai 

Somasundaram(8) 

Kailai Yang(2) 

Chenhan Yuan(2) 

Zheheng Luo(2) 

Zhiwei Liu(2) 

Yueru He(11) 

Yuechen Jiang(7) 

Haohang Li(7) 

Duanyu Feng(5) 

Xiao-Yang Liu(3,11) 

Benyou Wang(4) 

Hao Wang(5) 

Yanzhao Lai(6) 

Jordan Suchow(7) 

Alejandro Lopez-

Lira(8) 

Min Peng(9) 

Sophia 

Ananiadou(2,10) 

(1)The Fin AI 

(2)University of 

Manchester 

(3)Open Finance 

(4)Chinese 

University of Hong 

Kong 

(5)Sichuan 

University 

(6)Southwest 

Jiaotong University 

(7)Stevens Institute 

of Technology 

(8)University of 

Florida 

(9)Wuhan 

University 

(10)Archimedes RC 

(11)Columbia 

University 

FinNLP-AgentScen-2024 

Shared Task: Financial 

Challenges in Large 

Language Models - 

FinLLMs 

Proceedings of the 

Eighth Financial 

Technology and 

Natural Language 

Processing and the 

1st Agent AI for 

Scenario Planning 

Pages 119–126 2024.8 

Masaru Isonuma(1) 

Ivan Titov(2) 

(1)東京大学 

(2)エジンバラ大学 

Unlearning Traces the 

Influential Training Data 

of Language Models 

Proceedings of the 

62nd Annual 

Meeting of the 

Association for 

Computational 

Linguistics (ACL 

2024) 

Pages 6312–

6325 

2024.8 
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Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Chung-Chi Chen(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

DBQR-QA: A Question 

Answering Dataset on a 

Hybrid of Database 

Querying and Reasoning 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: ACL 

2024 

Pages 15169–

15182 

2024.8 

Chin-Yi Lin(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

Hen-Hsen Huang(3) 

Hsin-Hsi Chen(1) 

(1)Department of 

Computer Science 

and Information 

Engineering, 

National Taiwan 

University 

(2)AIST 

(3)Institute of 

Information 

Science, Academia 

Sinica 

Argument-Based 

Sentiment Analysis on 

Forward-Looking 

Statements 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: ACL 

2024 

Pages 13804–

13815 

2024.8 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Exploring Causal Chain 

Identification: 

Comprehensive Insights 

from Text and Knowledge 

Graphs 

Proceedings of the 

26th International 

Conference on Big 

Data Analytics and 

Knowledge 

Discovery 

Pages 129–146 2024.8 

Xiao Zhang(1) 

Ruoyu Xiang(1) 

Chenhan Yuan(2) 

Duanyu Feng(3) 

Weiguang Han(4) 

Alejandro Lopez-

Lira(5) 

Xiao-Yang Liu(6) 

Sophia Ananiadou(2) 

Min Peng(4) 

Jimin Huang(1) 

Qianqian Xie(1) 

(1)The Fin AI 

(2)University of 

Manchester 

(3)Sichuan 

University 

(4)Wuhan 

University 

(5)University of 

Florida 

(6)Columbia 

University 

Dólares or Dollars? 

Unraveling the Bilingual 

Prowess of Financial 

LLMs Between Spanish 

and English 

Proceedings of 

ACM KDD 2024 

Pages 6236-

6246 

2024.8 

Zhiwei Liu 

Kailai Yang 

Qianqian Xie 

Tianlin Zhang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

EmoLLMs: A Series of 

Emotional Large 

Language Models and 

Annotation Tools for 

Comprehensive Affective 

Analysis 

Proceedings of 

ACM KDD 2024 

Pages 5487-

5496 

2024.8 

宮田 なつき(2) 

栗原 和大(1) 

前田 雄介(1) 

(1)横浜国立大学 

(2)産総研 

Visualizing accessibility-

related injury risks 

through children’s 

posture generation 

considering mechanics 

and slight environmental 

modification 

22nd Triennial 

Congress of the 

International 

Ergonomics 

Association (IEA 

2024) 

DHM-P-142 2024.8 
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Takuya Fujimura 

Keisuke Imoto 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Discriminative 

neighborhood smoothing 

for generative anomalous 

sound detection 

Proceedings of the 

32nd Europican 

Signal Processing 

Conference 

(EUSIPCO 2024) 

Pages 156-160 2024.8 

加藤 創史 

神山 徹 

産総研 Automated vicarious 

radiometric validation of 

spaceborne thermal 

infrared sensors at non-

dedicated validation sites 

using deep learning-

based cloud filtering 

International 

Journal of Applied 

Earth Observation 

and Geoinformation 

  2024.8 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Yuting Shi(2) 

Ryutaro Ichise(1,3) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Tokyo Institute 

of Technology 

Semantic Multi-Concept 

Annotation for Tabular 

Data in Financial 

Documents 

Proceedings of the 

29th Annual 

International 

Conference on 

Natural Language & 

Information Systems 

(NLDB 2024) 

pp 514–529 2024.9 

Taehoon Kim 

Wijae Cho 

Kyoung-Sook Kim 

AIST DGGS-based Continuous 

Trajectory Similarity 

Comparison 

The 28th 

International 

Database 

Engineered 

Applications 

Symposium (IDEAS 

2024) 

  2024.9 

Nahomi Kusunoki 

Yosuke Higuchi 

Tetsuji Ogawa 

Tetsunori Kobayashi 

早稲田大学 Hierarchical multi-task 

learning with CTC and 

recursive operation 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2024 

Pages 2855-

2859 

2024.9 

Jingyi Feng 

Yusuke Yasuda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Exploring the robustness 

of text-to-speech 

synthesis based on 

diffusion probabilistic 

models to heavily noisy 

transcriptions 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2024 

Pages 4408-

4412 

2024.9 

Jiajun He 

Tomoki Toda 

名古屋大学 2DP-2MRC: 2-

dimensional pointer-

based machine reading 

comprehension method 

for multimodal moment 

retrieval 

Proceedings of 

INTERSPEECH 

2024 

Pages 5073-

5077 

2024.9 

Shota Koyama(1,2) 

Ryo Nagata(3) 

Hiroya Takamura(2) 

Naoaki Okazaki(1,2) 

(1)Tokyo Institute 

of Technology 

(2)AIST 

(3)Konan 

University 

n-gram F-score for 

Evaluating Grammatical 

Error Correction 

Proceedings of the 

17th International 

Natural Language 

Generation 

Conference (INLG 

2024) 

Pages 303–313 2024.9 
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Yuka Yokogawa(1) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Hiroya Takamura(2) 

Yusuke Miyao(2,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)University of 

Tokyo 

Leveraging Plug-and-

Play Models for 

Rhetorical Structure 

Control in Text 

Generation 

Proceedings of the 

17th International 

Natural Language 

Generation 

Conference (INLG 

2024) 

Pages 486–493 2024.9 

谷村 勇輔 

大西 尚樹 

滝澤 真一朗 

産総研 Workload Analytics of 

LLMs Training on ABCI 

Proceedings of the 

IEEE International 

Conference on 

Cluster Computing 

2024 (Cluster 2024) 

  2024.9 

Vitor Hideyo Isume(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Yukiyasu Domae(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Component Selection for 

Craft Assembly Tasks 

IEEE Robotics and 

Automation Letters 

Vol.9、Issue 9、

Pages 8122-

8129 

2024.9 

Emanuel Caranfil  

Kris Lami 

Wataru Uegami 

Junya Fukuoka 

長崎大学 Artificial Intelligence and 

Lung Pathology 

Advances In 

Anatomic Pathology 

Vol.31、Issue 

5、Pages 344-

351 

2024.9 

森 大河 産総研 Cognitive Model of 

Listener Response 

Generation and Its 

Application to Dialogue 

Systems 

Proceedings of the 

20th Workshop of 

Young Researchers' 

Roundtable on 

Spoken Dialogue 

Systems (YRRSDS 

2024) 

Pages 40-42 2024.10 

山田 亮佑(1) 

原 健翔(1) 

片岡 裕雄(1) 

牧原 昂志(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

佐藤 雄隆(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

Formula-Supervised 

Visual-Geometric Pre-

training 

The 18th European 

Conference on 

Computer Vision 

(ECCV 2024) 

  2024.10 

Yusuke Yoshiyasu 

Leyuan Sun 

AIST DiffSurf: A Transformer-

based Diffusion Model for 

Generating and 

Reconstructing 3D 

Surfaces in Pose 

The 18th European 

Conference on 

Computer Vision 

(ECCV 2024) 

  2024.10 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

感情表出系感動詞

「えっ」と「ええ」の情報処

理過程 

日本認知科学会 大

会発表論文集 

Vol.41、Pages 

564-567 

2024.10 

Xiangjie Li(1) 

Shuxiang Xie(1) 

Ken Sakurada(2) 

Ryusuke Sagawa(2) 

Takeshi Oishi(1) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

Implicit Neural Fusion of 

RGB and Far-Infrared 3D 

Imagery for Invisible 

Scenes 

Proceedings of 2024 

IEEE/RSJ 

International 

Conference on 

Intelligent Robots 

  2024.10 
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and Systems (IROS 

2024) 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Felix Burkhardt(2) 

Anna Derington(3) 

Florian Eyben(3) 

Bjorn Schuller(3) 

(1)Technical 

University of Berlin 

(2)AIST 

(3)Audeering 

Check Your Audio Data: 

Nkululeko for Bias 

Detection 

Proceedings of the 

27th International 

Conference of 

Oriental 

COCOSDA (O-

COCOSDA 2024) 

  2024.10 

Bagus Tris Atmaja(1) 

Akira Sasou(1) 

Felix Burkhardt(2) 

(1)AIST 

(2)Technical 

University of Berlin 

Uncertainty-based 

Ensemble Learning for 

Speech Classification 

Proceedings of the 

27th International 

Conference of 

Oriental 

COCOSDA (O-

COCOSDA 2024) 

  2024.10 

Zhiwei Liu 

Boyang Liu 

Paul Thompson 

Kailai Yang 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

ConspEmoLLM: 

Conspiracy Theory 

Detection Using an 

Emotion-Based Large 

Language Model 

Proceedings of the 

13th International 

Conference on 

Prestigious 

Applications of 

Intelligent Systems 

(PAIS-2024) 

Pages 4649-

4656 

2024.10 

Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Professionalism-Aware 

Pre-Finetuning for 

Profitability Ranking 

Proceedings of the 

33rd ACM 

International 

Conference on 

Information and 

Knowledge 

Management (CIKM 

2024) 

Pages 3674-

3678 

2024.10 

Zhenting Wang(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Weiwei Wan(1) 

Kensuke Harada(1,2) 

(1)Osaka University 

(2)AIST 

Assembly Task 

Allocation for Human-

Robot Collaboration 

Considering Stability and 

Assembly Complexity 

IEEE Access Vol.12、Pages 

159821-159832 

2024.10 

Bagus Tris Atmaja AIST Feature-wise 

Optimization and 

Performance-weighted 

Multimodal Fusion for 

Social Perception 

Recognition 

Proceedings of the 

ACM International 

Conference on 

Multimedia 2024 

Pages 28-35 2024.10 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Simultaneous Speech and 

Eating Behavior 

Recognition Using 

Multitask Learning 

2024 IEEE 13th 

Global Conference 

on Consumer 

Electronics (GCCE 

2024) 

  2024.10 
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鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 大規模言語モデルによる

動作生成のエラー修正

機能を含む言語指示から

のロボット動作決定手法 

精密工学会誌 90 巻、11 号、

p.859-866 

2024.11 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Neuron-Level Knowledge 

Attribution in Large 

Language Models 

Proceedings of the 

2024 Conference on 

Empirical Methods 

in Natural Language 

Processing (EMNLP 

2024) 

Pages 3267–

3280 

2024.11 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

How do Large Language 

Models Learn In-

Context? Query and Key 

Matrices of In-Context 

Heads are Two Towers 

for Metric Learning 

Proceedings of the 

2024 Conference on 

Empirical Methods 

in Natural Language 

Processing (EMNLP 

2024) 

Pages 3281–

3292 

2024.11 

William Chen 

Wangyou Zhang 

Yifan Peng 

Xinjian Li 

Jinchuan Tian 

Jiatong Shi 

Xuankai Chang 

Soumi Maiti 

Karen Livescu 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

Towards Robust Speech 

Representation Learning 

for Thousands of 

Languages 

Proceedings of the 

2024 Conference on 

Empirical Methods 

in Natural Language 

Processing (EMNLP 

2024) 

Pages 10205–

10224 

2024.11 

Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1,3) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Hiroya Takamura(1) 

Yusuke Miyao(1,3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University 

of Tokyo 

Introducing Spatial 

Information and a Novel 

Evaluation Scheme for 

Open-Domain Live 

Commentary Generation 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: EMNLP 

2024 

Pages 10352–

10370 

2024.11 

Zeping Yu 

Sophia Ananiadou 

The University of 

Manchester 

Interpreting Arithmetic 

Mechanism in Large 

Language Models 

through Comparative 

Neuron Analysis 

Proceedings of the 

2024 Conference on 

Empirical Methods 

in Natural Language 

Processing (EMNLP 

2024) 

Pages 3293–

3306 

2024.11 

Masayuki Kawarada 

Tatsuya Ishigaki 

Goran Topić 

Hiroya Takamura 

AIST Demonstration Selection 

Strategies for Numerical 

Time Series Data-to-

Text 

Findings of the 

Association for 

Computational 

Linguistics: EMNLP 

2024 

Pages 7378–

7392 

2024.11 

Zheheng Luo(1) 

Qianqian Xie(2) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)The Fin AI 

Factual consistency 

evaluation of 

summarization in the Era 

of large language models 

Expert Systems 

with Applications 

Vol.254、

124456 

2024.11 
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Masataka Kawai 

Toru Odate 

Kazunari Kasai 

Tomohiro Inoue 

Kunio Mochizuki 

Naoki Oishi 

Tetsuo Kondo 

山梨大学 Virtual multi-staining in 

a single-section view for 

renal pathology using 

generative adversarial 

networks 

Computers in 

Biology and 

Medicine 

Vol.182、

109149 

2024.11 

Zheheng Luo(1) 

Lei Liu(2) 

Sophia Ananiadou(1) 

Qianqian Xie(3) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)Wuhan 

University 

(3)The Fin AI 

Graph Contrastive Topic 

Model 

Expert Systems 

with Applications 

Vol.255、Part 

C、124631 

2024.12 

Bagus Tris Atmaja 

Akira Sasou 

AIST Multi-Label Emotion 

Share Regression from 

Speech Using Pre-

trained Self-Supervised 

Learning Models 

Proceedings of the 

IEEE Region 10 

Conference 2024  

(TENCON 2024) 

  2024.12 

Bagus Tris Atmaja AIST Evaluating 

Hyperparameter 

Optimization for 

Machinery Anomalous 

Sound Detection 

Proceedings of the 

IEEE Region 10 

Conference 2024  

(TENCON 2024) 

  2024.12 

Masao Someki 

Kwanghee Choi 

Siddhant Arora 

William Chen 

Samuele Cornell 

Jionghao Han 

Yifan Peng 

Jiatong Shi 

Vaibhav Srivastav 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

ESPnet-EZ: Python-only 

ESPnet for Easy Fine-

tuning and Integration 

IEEE Spoken 

Language 

Technology 

Workshop (SLT 

2024) 

  2024.12 

Zekun Yang 

Jiajun He 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Multi-modal video 

summarization based on 

two-stage fusion of 

audio, visual, and 

recognized text 

information 

Proceedings of Asia 

Pacific Signal and 

Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 2024) 

6 pages 2024.12 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Kazuhiro Koiwai(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

SSL-based Chewing and 

Swallowing Detection 

Using Multiple Skin-

contact Microphones 

Proceedings of Asia 

Pacific Signal and 

Information 

Processing 

Association Annual 

Summit and 

Conference 

(APSIPA ASC 2024) 

  2024.12 
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Muxuan Liu(1,2) 

Tatsuya Ishigaki(2) 

Yusuke Miyao(2,3) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

(1)Ochanomizu 

University 

(2)AIST 

(3)The University 

of Tokyo 

Evaluating LlaMA-2's 

Adaptation to Social 

Context in Japanese 

Emails via Fine-Tuning 

Proceedings of the 

38th Pacific Asia 

Conference on 

Language, 

Information and 

Computation 

(PACLIC 38) 

  2024.12 

Qianqian Xie(2,1) 

Weiguang Han(2) 

Zhengyu Chen(2) 

Ruoyu Xiang(1) 

Xiao Zhang(1) 

Yueru He(1) 

Mengxi Xiao(2) 

Dong Li(2) 

Yongfu Dai(7) 

Duanyu Feng(7) 

Yijing Xu(1) 

Haoqiang Kang(5) 

Ziyan Kuang(12) 

Chenhan Yuan(3) 

Kailai Yang(3) 

Zheheng Luo(3) 

Tianlin Zhang(3) 

Zhiwei Liu(3) 

Guojun Xiong(10) 

Zhiyang Deng(9) 

Yuechen Jiang(9) 

Zhiyuan Yao(9) 

Haohang Li(9) 

Yangyang Yu(9) 

Gang Hu(8) 

Jiajia Huang(11) 

Xiao-Yang Liu(5) 

Alejandro Lopez-

Lira(4) 

Benyou Wang(6) 

Yanzhao Lai(13) 

Hao Wang(7) 

Min Peng(2) 

Sophia Ananiadou(3) 

Jimin Huang(1) 

(1)The Fin AI 

(2)Wuhan 

University 

(3)The University 

of Manchester 

(4)University of 

Florida 

(5)Columbia 

University 

(6)The Chinese 

University of Hong 

Kong, Shenzhen 

(7)Sichuan 

University 

(8)Yunnan 

University 

(9)Stevens Institute 

of Technology 

(10)Stony Brook 

University 

(11)Nanjing Audit 

University 

(12)Jiangxi Normal 

University 

(13)Southwest 

Jiaotong University 

FinBen: A Holistic 

Financial Benchmark for 

Large Language Models 

Thirty-Eighth 

Annual Conference 

on Neural 

Information 

Processing Systems 

(NeurIPS 2024) 

  2024.12 

Yuxin Wang(1) 

Duanyu Feng(1) 

Yongfu Dai(1) 

Zhengyu Chen(2) 

Jimin Huang(3) 

Sophia Ananiadou(4) 

Qianqian Xie(3) 

Hao Wang(1) 

(1)Sichuan 

University 

(2)Wuhan 

University 

(3)The Fin AI 

(4)The University 

of Manchester 

HARMONIC: Harnessing 

LLMs for Tabular Data 

Synthesis and Privacy 

Protection 

Thirty-Eighth 

Annual Conference 

on Neural 

Information 

Processing Systems 

(NeurIPS 2024) 

  2024.12 
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Kailai Yang(1) 

Zhiwei Liu(1) 

Qianqian Xie(1) 

Jimin Huang(2) 

Tianlin Zhang(1) 

Sophia Ananiadou(1) 

(1)The University 

of Manchester 

(2)The Fin AI 

MetaAligner: Towards 

Generalizable Multi-

Objective Alignment of 

Language Models 

Thirty-Eighth 

Annual Conference 

on Neural 

Information 

Processing Systems 

(NeurIPS 2024) 

  2024.12 

楠 奈穂美 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 再帰的フィードバックを用

いた階層的 End-to-End

音声認識 

情報処理学会 研究

報告音声言語情報

処理 (SLP) 

巻 2024-SLP-

154, 号 1, p. 1-

7 

2024.12 

中田 優翔 

吉岡 大貴 

ホワン ウェンチン 

戸田 智基 

名古屋大学 話し言葉音声合成のため

のテキスト発話スタイル変

換の改良 

情報処理学会 研究

報告音声言語情報

処理 (SLP) 

巻 2024-SLP-

154, 号 6, p. 1-

6 

2024.12 

樋口 陽祐 

小川 哲司 

小林 哲則 

早稲田大学 End-to-End 音声認識に

おける指示チューニング

された大規模言語モデル

の活用 

情報処理学会 研究

報告音声言語情報

処理 (SLP) 

巻 2024-SLP-

154, 号 27, p. 

1-8 

2024.12 

新井 深月(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(2,3) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

大規模言語モデルの数

値時系列解釈能力の検

証 

情報処理学会 研究

報告自然言語処理

（NL） 

巻 2024-NL-

262, 号 41, p. 

1-9 

2024.12 

Masanao Ochi(1) 

Masanori Shiro(2) 

Jun'ichiro Mori(3) 

Ichiro Sakata(3) 

(1)大分大学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

Investigating 

Interdisciplinary 

Research Impact: A 

Framework for 

Integrating Linguistic and 

Citation 

Proceedings of the 

First International 

Symposium on 

Systems Modelling 

and Simulation 

(SMS 2024) 

  2024.12 

Ying Chen(2) 

Ziwei Xu(1) 

Kotaro Inoue(2) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Causal Inference in 

Finance: An Expertise-

Driven Model for 

Instrument Variables 

Identification and 

Interpretation 

23rd International 

Conference on 

Machine Learning 

and Applications 

(ICMLA 2024) 

  2024.12 

Cynthia Ochoa(1) 

Hanbit Oh(2) 

Yuhwan Kwon(1) 

Yukiyasu Domae(1,2) 

Takamitsu 

Matsubara(1) 

(1)奈良先端科学技

術大学院大学 

(2)産総研 

ISPIL: Interactive Sub-

Goal-Planning Imitation 

Learning for Long-

Horizon Tasks With 

Diverse Goals 

IEEE Access Vol.12、Pages 

197616-197631 

2024.12 

Minh-Khang Le 

Masataka Kawai 

山梨大学 Make an illustration 

explaining 2D 

convolution in 

convolutional neural 

networks 

Bioengineering 

(basal) 

Vol.12、Issue 

1、12 

2024.12 



 

添付資料-234 

 

Daiki Yoshioka 

Yusuke Yasuda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Nonparallel spoken-text-

style transfer for 

linguistic expression 

control in speech 

generation 

IEEE Transactions 

on Audio, Speech 

and Language 

Processing 

Vol.33、Pages 

333-346 

2025.1 

Yan Ge(1) 

Hai-Tao Yu(1) 

Chao Lei(1) 

Xin Liu(3) 

Adam Jatowt(2) 

Kyoung-Sook Kim(3) 

Steven Lynden(3) 

Akiyoshi Matono(3) 

(1)University of 

Tsukuba 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)AIST 

Implicit knowledge-

augmented prompting for 

commonsense 

explanation generation 

Knowledge and 

Information Systems 

Vol.67、Pages 

3663–3698 

2025.1 

Rungsiman 

Nararatwong(1) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Hiroya Takamura(1) 

Ryutaro Ichise(3,1) 

(1)AIST 

(2)Japan Advanced 

Institute of Science 

and Technology 

(3)Institute of 

Science Tokyo 

Fin-DBQA Shared-task: 

Database Querying and 

Reasoning 

Proceedings of the 

Joint Workshop of 

the 9th Financial 

Technology and 

Natural Language 

Processing 

(FinNLP), the 6th 

Financial Narrative 

Processing (FNP), 

and the 1st 

Workshop on Large 

Language Models 

for Finance and 

Legal 

(LLMFinLegal) 

Pages 385–391 2025.1 

Tomas Goldsack(1) 

Yang Wang(1) 

Chenghua Lin(1,2) 

Chung-Chi Chen(3) 

(1)University of 

Sheffield 

(2)University of 

Manchester 

(3)AIST 

From Facts to Insights: 

A Study on the 

Generation and 

Evaluation of Analytical 

Reports for Deciphering 

Earnings Calls 

Proceedings of the 

31st International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2025) 

Pages 10576–

10593 

2025.1 

Ken Yano(1)  

Zheheng Luo(2) 

Jimin Huang(3) 

Qianqian Xie(3) 

Masaki Asada(1) 

 Chenhan Yuan(2) 

 Kailai Yang(2) 

 Makoto Miwa(4,1) 

 Sophia 

Ananiadou(2,1) 

 Jun’ichi Tsujii(1) 

(1)AIST 

(2)University of 

Manchester 

(3)The Fin AI 

(4)Toyota 

Technological 

Institute 

ELAINE-medLLM: 

Lightweight English 

Japanese Chinese 

Trilingual Large 

Language Model for Bio-

medical Domain 

Proceedings of the 

31st International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2025) 

Pages 4670–

4688  

2025.1 

Chung-Chi Chen(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

Hsin-Hsi Chen(4) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)University of 

Tokyo 

(4)National Taiwan 

University 

GADFA: Generator-

Assisted Decision-

Focused Approach for 

Opinion Expressing 

Timing Identification 

Proceedings of the 

31st International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2025) 

Pages 10781–

10794 

2025.1 
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Masaki Asada(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Improving Relation 

Extraction by Sequence-

to-sequence-based 

Dependency Parsing Pre-

training 

Proceedings of the 

31st International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2025) 

Pages 7099–

7105 

2025.1 

Masaki Asada(1) 

Makoto Miwa(1,2) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Addressing the Training-

Inference Discrepancy in 

Discrete Diffusion for 

Text Generation 

Proceedings of the 

31st International 

Conference on 

Computational 

Linguistics 

(COLING 2025) 

Pages 7156–

7164  

2025.1 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Serial-OE: Anomalous 

sound detection based on 

serial method with outlier 

exposure capable of using 

small amounts of 

anomalous data for 

training 

APSIPA 

Transactions on 

Signal and 

Information 

Processing 

Vol.14、Issue 

1、Pages 1-32 

2025.1 

金子 俊太(1,2) 

野里 博和(2) 

数藤 恭子(1) 

(1)東邦大学 

(2)産総研 

膀胱内視鏡検査動画か

らのリアルタイム 3 次元観

察マップ生成方法の検討 

情報処理学会 第

240 回 コンピュータ

ビジョンとイメージメ

ディア研究発表会 

(CVIM) 

  2025.1 

Yoshiaki Mizuchi 

Taisuke Kobayashi 

Tetsunari Inamura 

玉川大学 Extraction of Latent 

Variables for Modeling 

Subjective Quality in 

Time-series Human-

Robot Interaction  

2025 IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2025) 

Pages 936-941 2025.1 

玉木 萌心 

中條 亨一 

山野辺 夏樹 

堂前 幸康 

尾形 哲也 

産総研 Predicting human 

behavior using knowledge 

information in jig 

operation and Robot 

collaborative action 

generation 

2025 IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2025) 

  2025.1 

Chenxi Wang(1) 

Zhenting Wang(1) 

Takuya Kiyokawa(1) 

Weiwei Wan(1) 

Natsuki Yamanobe(2) 

Kensuke Harada(1) 

(1)大阪大学 

(2)産総研 

Vision-based Robotic 

Assembly from Novel 

Graphical Instructions 

2025 IEEE/SICE 

International 

Symposium on 

System Integration 

(SII 2025) 

  2025.1 

Huimin Lu 

Masaru Isonuma 

Junichiro Mori 

Ichiro Sakata 

東京大学 UniDetox: Universal 

Detoxification of Large 

Language Models via 

Dataset Distillation 

International 

Conference on 

Learning 

Representations 

  2025.1 

Masaru Isonuma(1) 

Ivan Titov(2) 

(1)東京大学 

(2)エジンバラ大学 

What's New in My Data? 

Novelty Exploration via 

Contrastive Generation 

International 

Conference on 

Learning 

Representations 

  2025.1 
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Leyuan Sun(1) 

Asako Kanezaki(1,2) 

Guillaume Caron(1) 

Yusuke Yoshiyasu(1) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

Enhancing multimodal-

input object goal 

navigation by leveraging 

large language models for 

inferring room–object 

relationship knowledge 

Advanced 

Engineering 

Informatics 

Vol.65、Part 

A、103135 

2025.1 

白倉 尚貴 

丸山 翼 

牧原 昂志 

植芝 俊夫 

板寺 駿輝 

遠藤 維 

多田 充徳 

堂前 幸康 

産総研 Synergistic Effects of 

Robot Performance on 

Human-Robot Mutual 

Assistance Systems in 

Manufacturing 

Advanced Robotics Vol.39、Issue 

4、Pages 208-

221 

2025.2 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute 

of Technology 

FinCaKG-Onto: the 

financial expertise 

depiction via causality 

knowledge graph and 

domain ontology 

Applied Intelligence Vol.55、article 

No.461 

2025.2 

Ethan N. Okoshi 

Shiro Fujita 

Kris Lami 

Junya Fukuoka 

Nagasaki University Progression to invasive 

carcinoma: cellular 

activities and immune-

related pathways define 

the lepidic and acinar 

subtypes of lung 

adenocarcinoma 

Pathology In Press, 

Corrected 

Proof 

2025.2 

Takahiro Suzuki 

Manabu Hashimoto 

Chukyo University Error Modification of 

Robot Motion Generation 

by LLM based on Parts 

Function and Physical 

Features of Robot 

5th International 

Conference on 

Robotics, Computer 

Vision and 

Intelligent Systems 

(ROBOVIS 2025) 

  2025.2 

Kazuhiro Koiwai(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Text-to-Speech-Based 

Data Augmentation for 

Chewing and Swallowing 

Recognition 

Proceedings of the 

22th International 

Workshop on 

Nonlinear Circuits, 

Communications 

and Signal 

Processing (NCSP 

'25) 

Pages 517-520 2025.3 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka 

University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Simultaneous Speech and 

Eating Behavior 

Recognition Using Data 

Augmentation and Two-

Stage Fine-Tuning 

Sensors Vol.25、Issue 

5、1544、Pages 

1-15 

2025.3 

矢部 拓真 

八重樫 萌絵 

中野 鐵兵 

小川 哲司 

早稲田大学 音質主観評価における

評価者選抜のための音

声サンプル選定の重要

性 

電子情報通信学会 

技術研究報告 (SP) 

Vol.124、

No.391、

pp.329-334 

2025.3 
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Kurumi Seki 

Junya Fukuoka 

Nagasaki University Challenges in recognizing 

airway-centered fibrosis: 

Observer concordance 

and its role in fibrotic 

hypersensitivity 

pneumonitis 

Respiratory 

Investigation 

Vol.63、Issue 

3、Pages 314-

321 

2025.3 

Thao Nguyen 

Truong(1) 

Edgar Josafat 

Martinez-Noriega(1) 

Gerofi Balazs(2,3) 

Mohamed Wahib(3,4) 

(1)AIST 

(2)Intel 

(3)RIKEN RCCS 

(4)Tokyo Institute 

of Technology 

Taming the Overhead of 

Hiding Samples in Deep 

Neural Network Training 

SupercomputingAsia 

2025 (SCA 2025) 

  2025.3 

新井 深月(1,2) 

石垣 達也(1) 

宮尾 祐介(1,3) 

高村 大也(1) 

小林 一郎(1,2) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子大

学 

(3)東京大学 

プロンプトの言語による数

値時系列解釈能力の変

化 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 588-593 2025.3 

Muxuan Liu(1,2) 

石垣 達也(2) 

宮尾 祐介(3,2) 

高村 大也(2) 

小林 一郎(1,2) 

(1)お茶の水女子大

学 

(2)産総研 

(3)東京大学 

JaSocial：LLM の社会的

知能を評価するための日

本語敬語使用フレーム

ワーク 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 459-463 2025.3 

Kido Shimomoto 

Erica(1) 

Marrese-Taylor 

Edison(1) 

小林 一郎(2) 

高村 大也(1) 

宮尾 祐介(3) 

(1)AIST 

(2)お茶の水女子大

学 

(3)東京大学 

Data Augmentation for 

Open-Domain Live 

Commentary Generation 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 1208-

1213 

2025.3 

染谷 大河 

石垣 達也 

高村 大也 

産総研 トラッキングデータからの

サッカー実況生成 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 1820-

1825 

2025.3 

辻村 有輝 

江上 周作 

浅田 真生 

石垣 達也 

福田 賢一郎 

高村 大也 

産総研 大規模言語モデルによる

イベント知識グラフからの

マルチターン few-shot 実

況生成手法の検討 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 2041-

2046 

2025.3 

浅田 真生(1) 

三輪 誠(2,1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

訓練・推論時の不一致を

解消する離散拡散テキス

ト生成モデル 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 2059-

2064 

2025.3 

高柳 剛弘(1,2) 

高村 大也(2) 

和泉 潔(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

意思決定を指標とする生

成テキスト評価：アマチュ

アと専門家への影響分析 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 2612-

2617 

2025.3 
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Mohammad Golam 

Sohrab(1) 

Makoto Miwa(2,1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological 

Institute 

Extraction and 

Generation Tasks with 

Knowledge-aware Text-

to-Text Transfer 

Transformer 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 2961-

2966 

2025.3 

矢野 憲(1) 

浅田 真生(1) 

三輪 誠(2,1) 

Sophia Ananiadou(3,1) 

辻井 潤一(1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technologial 

Institute 

(3)The University 

of Manchester 

ELAINE-medLLM: 英

語、日本語、中国語に対

応したバイオ医療ドメイン

大規模言語モデル 

言語処理学会 第

31 回 年次大会 

(NLP 2025) 発表論

文集 

Pages 3966-

3971 

2025.3 

吉岡 大貴 

中田 優翔 

安田 裕介 

戸田 智基 

名古屋大学 テキスト・発話スタイル同

時制御を可能とする非流

暢性に着目した講演音

声合成 

日本音響学会 第

153 回(2025 年春

季)研究発表会 

Pages 1041-

1042 

2025.3 

Hai-Tao Yu(1) 

Chao Lei(1) 

Yan Ge(1) 

Yijun Duan(4) 

Xin Liu(3) 

Steven Lynden(3) 

Kyoung-Sook Kim(3) 

Akiyoshi Matono(3) 

Adam Jatowt(2) 

(1)University of 

Tsukuba 

(2)University of 

Innsbruck 

(3)AIST 

(4) Kyoto Institute 

of Technology 

Estimating the 

plausibility of 

commonsense statements 

by novelly fusing large 

language model and 

graph neural network 

Information 

Processing & 

Management 

Vol.62、Issue 4 2025.3 

Hidenori Itaya(1) 

Wantao Yin(1) 

Tsubasa Hirakawa(1) 

Takayoshi 

Yamashita(1) 

Hironobu Fujiyoshi(1) 

Komei Sugiura(2) 

(1)Chubu 

University 

(2)Keio University 

Visual Explanation With 

Action Query 

Transformer in Deep 

Reinforcement Learning 

and Visual Feedback via 

Augmented Reality 

IEEE Access Vol.13、Pages 

56338-56354 

2025.3 

Leyuan Sun 

Yusuke Yoshiyasu 

産総研 Memory-MambaNav: 

Enhancing object-goal 

navigation through 

integration of spatial–

temporal scanning with 

state space models 

Image and Vision 

Computing 

Vol.158、

105522 

2025.3 
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（３）特許等（知財） 
【2020年度】 

出願者 出願番号 国内･国外･PCT 出願日 状態 名称 

国立大学法人 山梨大学 2020-204956 JP:日本国 2020.12.10 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

 
（著作権） 

2021000514 

JP:日本国  登録済み 疑似負例を用いた Data-to-text

モデルの学習スクリプト 

【2021年度】 
出願者 出願番号 国内･国外･PCT 出願日 状態 名称 

福岡 順也, 上紙 航, 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

2021-119842 JP:日本国 2021.7.20 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

 
（著作権） 

2021000794 

JP:日本国  登録済み ABCI ブートストラップモジュール

v20210407.abci 

 
（著作権） 

G210006JP01 

JP:日本国  登録済み rnng-pytorch 

 
（著作権） 

G210023JP01 

JP:日本国  登録済み ABCI ブートストラップモジュール

v20210629.abci 

 
（著作権） 

G210047JP01 

JP:日本国  登録済み KDDCup2021 時系列異常検知

プログラム 

 
（著作権） 

G210051JP01 

JP:日本国  登録済み 深層音源分離ソフトウェア 

 
（著作権） 

G210058JP01 

JP:日本国  登録済み 時系列データの特徴量生成を行

うオートエンコーダに関するプロ

グラム 

 
（著作権） 

G220019JP01 

JP:日本国  登録済み STM-FT-CNN_for_sEMG_PR 

 
（著作権） 

G220020JP01 

JP:日本国  登録済み Unlabeled_STM 

 
（著作権） 

G220026JP01 

JP:日本国  登録済み 準汎用学習済みモデルを用いた

診断支援デモシステム 

 
（著作権） 

G220027JP01 

JP:日本国  登録済み DeepEventMine 

 
（著作権） 

G220028JP01 

JP:日本国  登録済み BioVAE 

【2022年度】 
出願者 出願番号 国内･国外･PCT 出願日 状態 名称 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所, 

福岡順也, 上紙航 

18/580323(US) US:アメリカ合衆

国 

2022.7.19 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所, 

福岡 順也, 上紙 航 

PCT/JP2022/0

28099 

PCT(全指定) 2022.7.19 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

慶應義塾, 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

2022-190017 JP:日本国 2022.11.29 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所, 

福岡順也, 上紙航 

2022-579061 JP:日本国 2022.12.21 登録済み 特徴マップを出力するための機

械学習モデルを作成する方法 
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（著作権） 

G220052JP01 

JP:日本国  登録済み 音声感情と自然性認識 

 
（著作権） 

G220091JP01 

JP:日本国  登録済み ExFractalDB/RCDB Pre-trained 

Models 

 
（著作権） 

G220135JP01 

JP:日本国  登録済み GANO: Enhancing Financial 

Table and Text Question 

Answering with Tabular Graph 

and Numerical Reasoning 

【2023年度】 
出願者 出願番号 国内･国外･PCT 出願日 状態 名称 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

2023-186979 JP:日本国 2023.10.31 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

2023-188412 JP:日本国 2023.11.2 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

 
（著作権） 

G230072JP01 

JP:日本国  登録済み BioNART 

 
（著作権） 

G230079JP01 

JP:日本国  登録済み CoTAK Dataset: Commonsense 

Temporal Action Knowledge 

 
（著作権） 

G230084JP01 

JP:日本国  登録済み Scalable Decorrelation SSL 

 
（著作権） 

G230091JP01 

JP:日本国  登録済み VisualAtom Pre-trained Models 

 
（著作権） 

G230095JP01 

JP:日本国  登録済み Pre-trained models with 

SegRCDB 

 
（著作権） 

G240007JP01 

JP:日本国  登録済み 病理画像認識モデル 

【2024年度】 
出願者 出願番号 国内･国外･PCT 出願日 状態 名称 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

PCT/JP2024/0

29371 

PCT(全指定) 2024.8.20 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

国立研究開発法人 産業

技術総合研究所 

PCT/JP2024/0

38350 

PCT(全指定) 2024.10.28 出願係属中 （公開前につき、未記入） 

 
（著作権） 

G240079JP01 

JP:日本国  登録済み 日常生活行動のマルチモーダル

時空間知識グラフ 

 
（著作権） 

G240080JP01 

JP:日本国  登録済み 日常生活行動のマルチモーダル

時空間知識グラフ検索ツール 

 
（著作権） 

G250002JP01 

JP:日本国  登録済み （Llama3）医療向け大規模言語モ

デルと評価データセット（大規模

言語モデル部分） 

 
（著作権） 

G250007JP01 

JP:日本国  登録済み 小惑星リュウグウ表面のボルダー

(岩塊)アノテーション 

 
（著作権） 

G250014JP01 

JP:日本国  登録済み DepParsingRE 

 
（著作権） 

G250018JP01 

JP:日本国  登録済み TextDiffusion 
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（著作権） 

G250034JP01 

JP:日本国  登録済み Program for object goal 

navigation by leveraging large 

language models for inferring 

room-object relationship 

knowledge 

 
（著作権） 

G250041JP01 

JP:日本国  登録済み 日本語音声基盤モデル「いざな

み」 

 
（著作権） 

G250045JP01 

JP:日本国  登録済み TIRCloud 

 
（著作権） 

G250051JP01 

JP:日本国  登録済み 音響物体検出の性能評価用アノ

テーションデータ 

 
（著作権） 

G250052JP01 

JP:日本国  登録済み 深層ブラインド音源分離ソフトウェ

ア 

 
（著作権） 

G250053JP01 

JP:日本国  登録済み 環境音認識ソフトウェア 

 
（著作権） 

G250065JP01 

JP:日本国  登録済み 動画認識のための事前学習モデ

ルおよびスクリプト 
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（４）受賞実績 
【2020年度】 

発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名と賞 受賞年月 

Phuc Nguyen(1) 

Ikuya Yamada(3) 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(2) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

Hideaki Takeda(1) 

(1)National Institute of 

Informatics 

(2)AIST 

(3)Studio Ousia 

MTab4Wikidata at 

SemTab 2020: Tabular 

Data Annotation with 

Wikidata 

Semantic Web Challenges at 

ISWC2020 「Semantic Web 

Challenge on Tabular Data to 

Knowledge Graph Matching」部門 

優勝 

2020.11 

Natthawut 

Kertkeidkachorn(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)National Institute of 

Informatics 

PMap: Ensemble Pre-

training Models for 

Product Matching 

Semantic Web Challenges at 

ISWC2020 「Mining the Web of 

HTML-embedded Product Data」部

門 優勝 

2020.11 

磯沼 大(1) 

森 純一郎(1,2) 

ボレガラ ダヌシカ(3) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)理研 AIP 

(3)リヴァプール大学 

潜在的なトピック構造を捉

えた生成型教師なし意見

要約 

情報処理学会 第 246 回 自然言語

処理研究会 (NL)  優秀研究賞 

2020.12 

山田 亮佑(1,2) 

鈴木 亮太(1) 

中村 明生(2) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京電機大学 

自然の形成原理に基づく

3D 姿勢ラベル付き多視

点画像自動生成 

ビジョン技術の実利用ワークショッ

プ (ViEW 2020)  小田原賞 

2020.12 

能地 宏(1) 

大関 洋平(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Recurrent neural network 

grammar の並列化 

言語処理学会 第 27 回 年次大会 

(NLP 2021)  最優秀賞 

2021.3 

磯沼 大 東京大学 トピック文生成による教師

なし意見要約 

言語処理学会 第 27 回 年次大会 

(NLP 2021)  若手奨励賞 

2021.3 

【2021年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名と賞 受賞年月 

畔栁 伊吹 名古屋大学 距離学習を導入した二値

分類モデルによる異常音

検知 

日本音響学会 2021 年 秋季研究

発表会  第 23 回 学生優秀発表賞 

2021.9 

植芝 俊夫(1) 

堂前 幸康(1) 

原田 研介(2) 

橋本 学(3) 他 

(1)産総研 

(2)大阪大学 

(3)中京大学 

Team O2AC World Robot Summit, Indstrial 

Robotics Category, Assembly 

challenge  人工知能学会賞 

2021.9 
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原田 研介(1,2) 

植芝 俊夫(1) 

堂前 幸康(1) 

橋本 学(3) 他 

(1)産総研 

(2)大阪大学 

(3)中京大学 

Team O2AC World Robot Summit, Indstrial 

Robotics Category, Assembly 

challenge  3rd place (WRS 

Executive Committee Chairperson’

s Award) 

2021.9 

石垣 達也(1) 

Topic Goran(1) 

濵園 侑美(1,2) 

能地 宏(1,3) 

小林 一郎(1,2) 

宮尾 祐介(1,4) 

高村 大也(1) 

(1)産総研 

(2)お茶の水女子大学 

(3)LeapMind 

(4)東京大学 

レーシングゲーム実況生

成 

情報処理学会 第 250 回 自然言語

処理研究会 (NL)  優秀研究賞 

2021.9 

Takahiro Miura 

Ichiro Sakata 

東京大学 Storyteller: The papers 

co-citing Sleeping Beauty 

and Prince before 

awakening 

ASIS&T SIG/MET Workshop 2021  

Best student paper 受賞 

2021.10 

稲邑 哲也 

岩見 幸一 

国立情報学研究所 VR 体験と実体験を統合

し経験を拡張させるデジ

タルツイン環境の開発 

第 22 回 計測自動制御学会 シス

テムインテグレーション部門講演会 

(SI 2021)  優秀講演賞 

2021.12 

Ayumu Miyakawa(1) 

Furi Kishimoto(1) 

Tsukasa Fujita(1) 

Masanori Shiro(1) 

Yuichi Iwasaki(1) 

Tetsuo Yasutaka(1) 

Masanao Ochi(2) 

(1)産総研 

(2)東京大学 

Co-authorship 

Relationship with the 

Construction of a 

Research Laboratory: 

Consideration from a 

Network Perspective 

28th International Symposium on 

Artificial Life and Robotics (AROB 

2022)  Best Paper Award 

2022.1 

Naoto Nishizuka(1) 

Yuki Kubo(1) 

Komei Sugiura(2) 

Mitsue Den(1) 

Mamoru Ishii(1) 

(1)情報通信研究機構 

(2)慶應義塾大学 

Operational solar flare 

prediction model using 

Deep Flare Net 

Earth, Planets and Space  2021 年

Highlighted Paper 

2022.1 

合澤 隆拓(1,2) (1)東京工業大学 

(2)産総研 

深層フルランク空間相関

分析に基づく遠隔音声認

識のフロントエンド 

情報処理学会 第 84 回 全国大会  

学生奨励賞 

2022.3 

磯沼 大 東京大学 潜在的なトピック構造を捉

えた生成型教師なし意見

要約 

情報処理学会  山下記念研究賞 2022.3 

【2022年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名と賞 受賞年月 
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福島 瑠唯(1,2) (1)法政大学 

(2)産総研 

Transformer を用いた目

標駆動型ナビゲーション 

日本機械学会 ロボティクス・メカトロ

ニクス部門  若手優秀講演フェロー

賞 

2022.6 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

部門学術業績賞 日本機械学会 ロボティクス・メカトロ

ニクス部門  部門学術業績賞 

2022.6 

鈴木 貴大 

橋本 学 

中京大学 部品の機能的整合性に

基づくばら積みシーンか

らのロボット組み立て動作

生成手法 

第 27 回 知能メカトロニクスワーク

ショップ (IMEC 2022)  優秀講演賞 

2022.9 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

日本ロボット学会 フェロー 日本ロボット学会 2022.9 

尾形 哲也(1,2) (1)早稲田大学 

(2)産総研 

計測自動制御学会 フェ

ロー 

計測自動制御学会 2022.9 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Two-stage anomalous 

sound detection systems 

using domain 

generalization and 

specialization techniques 

DCASE 2022 Challenge Task 2 

Judges' Award 

2022.11 

田島 怜奈(1) 

尾崎 正明(1) 

内山 瑛美子(1) 

西田 佳史(1,2) 

山中 龍宏(3,2) 

(1)東京工業大学 

(2)産総研 

(3)緑園こどもクリニック 

保育所適合型見守り支援

を可能にする疫学と現場

観察双方からの事故状況

分析 

第 39 回 日本ロボット学会 学術講

演会 (RSJ 2021)  ロボ学 第 3 回 優

秀講演賞 

2022.12 

Wenjie Zhong(1,2) (1)The University of 

Tokyo 

(2)AIST 

Controlling Text 

Generation With Fiction-

Writing Modes 

言語処理学会 第 29 回 年次大会 

(NLP 2023)  若手奨励賞 

2023.3 

Wenjie Zhong(1,2) 

Jason Naradowsky(1) 

Hiroya Takamura(2) 

Ichiro Kobayashi(2,3) 

Yusuke Miyao(1,2) 

(1)The University of 

Tokyo 

(2)AIST 

(3)Ochanomizu 

University 

Controlling Text 

Generation With Fiction-

Writing Modes 

言語処理学会 第 29 回 年次大会 

(NLP 2023)  スポンサー賞(coly 賞) 

2023.3 
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Erica Kido 

Shimomoto(1) 

Edison Marrese-

Taylor(1) 

Hiroya Takamura(1) 

Ichiro Kobayashi(2) 

Yusuke Miyao(3) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University of 

Tokyo 

Subspace representation 

for text classification with 

limited training data 

言語処理学会 第 29 回 年次大会 

(NLP 2023)  委員特別賞 

2023.3 

宮本 望(1) 

磯沼 大(1) 

高瀬 翔(2) 

森 純一郎(1) 

坂田 一郎(1) 

(1)東京大学 

(2)東京工業大学 

時系列構造化ニューラル

トピックモデル 

言語処理学会 第 29 回 年次大会 

(NLP 2023)  優秀賞 

2023.3 

【2023年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名と賞 受賞年月 

Nang Hung Nguyen(1) 

Duc Long Nguyen(1) 

Trong Bang Nguyen(1) 

Thanh Hung Nguyen(1) 

Huy Hieu Pham(2) 

Truong Thao 

Nguyen(3) 

Phi Le Nguyen(1) 

(1)Hanoi University of 

Science and 

Technology 

(2)VinUni-Illinois 

Smart Health Center, 

VinUniversity 

(3)産総研 

CADIS: Handle Real-

world Federated Learning 

with Clustering-based 

Aggregation and 

Knowledge Distilled 

Regularization 

IEEE/ACM International 

Symposium on Cluster, Cloud and 

Internet Computing (CCGRID 

2023)  Best Paper Award Finalist 

2023.5 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 汎用言語モデル学習のた

めのプロンプト最適化 

2023 年度 人工知能学会全国大会 

(第 37 回) (JSAI 2023)  全国大会

優秀賞 

2023.6 

有馬 悠也 産総研 Calibration of Pi-SAR2 

Polarimetric Observation 

Data Using ABCI 

URSI GASS 2023  Young Scientist 

Award 

2023.8 

上紙 航 亀田総合病院 臨床病

理科 

Department of 

Pathology, Nagasaki 

University Graduate 

School of Biomedical 

Sciences 

MIXTURE of human 

expertise and deep 

learning-developing an 

explainable model for 

predicting pathological 

diagnosis and survival in 

patients with interstitial 

lung disease 

The Japanese division of the 

international academy of Pathology  

Young investigator award 

2023.8 

Tatsuya Ishigaki(1) 

Goran Topic(1) 

Yumi Hamazono(1) 

Ichiro Kobayashi(1,2) 

Yusuke Miyao(1,3) 

Hiroya Takamura(1) 

(1)AIST 

(2)Ochanomizu 

University 

(3)The University of 

Tokyo 

Audio Commentary 

System for Real-Time 

Racing Game Play 

16th International Natural 

Language Generation Conference 

(INLG 2023)  Best demo paper 

Award 

2023.9 
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江上 周作(1) 

鵜飼 孝典(1) 

太田 雅輝(1) 

川村 隆浩(1) 

松下 京群(2) 

古崎 晃司(1) 

福田 賢一郎(1) 

(1)産総研 

(2)富士通 

イベント中心ナレッジグラ

フ埋め込みにおけるメタ

データ表現モデルの分析 

人工知能学会  研究会優秀賞 2023.9 

伊藤 大介(1) 

千葉 直也(2) 

加瀬 敬唯(1) 

中條 亨一(1) 

森 裕紀(1) 

尾形 哲也(1) 

(1)産総研 

(2)東北大学 

3D シーン認識のための

NeRF による不確実性の

評価 

第 24 回 計測自動制御学会 シス

テムインテグレーション部門講演会 

(SI 2023)  優秀講演賞 

2023.12 

玉木 萌心 

飯野 寛人 

中條 亨一 

加瀬 敬唯 

尾形 哲也 

産総研 人間の知識情報を活用し

たロボットによる人の行動

予測と動作生成 

第 24 回 計測自動制御学会 シス

テムインテグレーション部門講演会 

(SI 2023)  優秀講演賞 

2023.12 

森 大河(1) 

伝 康晴(2) 

Jokinen Kristiina(1) 

(1)産総研 

(2)千葉大学 

相槌生成の認知的モデ

ル 

人工知能学会  研究会優秀賞 2024.3 

楠 奈穂美 早稲田大学 再帰的フィードバックを用

いた階層的マルチタスク

学習による End-to-End

音声認識 

日本音響学会 第 151 回(2024 年

春季)研究発表会  学生優秀発表

賞 

2024.3 

塚越 駿大(1) 

西田 昌史(1) 

西村 雅史(1,2) 

(1)静岡大学 

(2)愛知産業大学 

声質変換を用いたデータ

拡張に基づく咽喉マイク

音声認識 

情報処理学会 第 86 回 全国大会  

学生奨励賞 

2024.3 

【2024年度】 
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名と賞 受賞年月 

Jiajun He(何 嘉俊) 名古屋大学 ED-CEC: improving rare 

word recognition using 

ASR post-processing 

based on error detection 

and context-aware error 

correction 

2024 年 IEEE 名古屋支部国際会

議研究発表賞 

2024.4 

Ziwei Xu(1) 

Ryutaro Ichise(1,2) 

(1)AIST 

(2)Tokyo Institute of 

Technology 

Comparing Foundations: 

Insights into the 

Construction of Financial 

Causal Knowledge Graphs 

with and without 

Ontology 

2024 年度 人工知能学会 全国大

会 (第 38 回) (JSAI 2024)  全国大

会優秀賞［国際セッション部門］ 

2024.5 
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盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 Unlearning Bias and 

Toxicity in Large 

Language Models 

2024 年度 人工知能学会 全国大

会 (第 38 回) (JSAI 2024)  オーガ

ナイズドセッション優秀賞 

2024.5 

Toshihiro 

Tsukagoshi(1) 

Masafumi Nishida(1) 

Masafumi 

Nishimura(1,2) 

(1)Shizuoka University 

(2)Aichi Sangyo 

Univeristy 

Simultaneous Speech and 

Eating Behavior 

Recognition Using 

Multitask Learning 

2024 IEEE 13th Global Conference 

on Consumer Electronics (GCCE 

2024)  Excellent Poster Award 

2024.10 

William Chen 

Wangyou Zhang 

Yifan Peng 

Xinjian Li 

Jinchuan Tian 

Jiatong Shi 

Xuankai Chang 

Soumi Maiti 

Karen Livescu 

Shinji Watanabe 

Carnegie Mellon 

University 

Towards Robust Speech 

Representation Learning 

for Thousands of 

Languages 

The 2024 Conference on Empirical 

Methods in Natural Language 

Processing (EMNLP 2024)  Best 

Paper Award 

2024.11 

樋口 陽祐 早稲田大学 End-to-End 音声認識に

おける指示チューニング

された大規模言語モデル

の活用 

第 26 回 音声言語シンポジウム・第

11 回 自然言語処理シンポジウム  

奨励賞 

2024.12 

樋口 陽祐 早稲田大学 End-to-End 音声認識に

おける指示チューニング

された大規模言語モデル

の活用 

情報処理学会 NL 研  若手奨励賞 2024.12 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 コーパスの逆蒸留 言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  優秀賞 

2025.3 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 コーパスの逆蒸留 言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  SB Intuitions 賞 

2025.3 

盧 慧敏 

磯沼 大 

森 純一郎 

坂田 一郎 

東京大学 コーパスの逆蒸留 言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  ELYZA 賞 

2025.3 

浅田真生 (1)、三輪誠 

(2, 1) 

(1)AIST 

(2)Toyota 

Technological Institute 

訓練・推論時の不一致を

解消する離散拡散テキス

ト生成モデル 

言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  委員特別賞 

2025.3 
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高柳 剛弘(1,2) 

高村 大也(2) 

和泉 潔(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

意思決定を指標とする生

成テキスト評価：アマチュ

アと専門家への影響分析 

言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  優秀賞 

2025.3 

高柳 剛弘(1,2) 

高村 大也(2) 

和泉 潔(1) 

Chung-Chi Chen(2) 

(1)東京大学 

(2)産総研 

意思決定を指標とする生

成テキスト評価：アマチュ

アと専門家への影響分析 

言語処理学会 第 31 回 年次大会 

(NLP 2025)  スポンサー賞 (サイ

バーエージェント賞) 

2025.3 
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（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
【2021年度】 

発表者 所属 タイトル 雑誌名・イベント名等 発表年月 

橋本 学 中京大学 人から学ぶ組み立てロボット動作

の自動生成  

イノベーション・ジャパン 2021

～大学見本市 Online 

2021.8 

川井 将敬 山梨大学 熟練度評価を加味した皮膚病勢

スコアリング AI アプリ 

イノベーション・ジャパン 2021

～大学見本市 Online 

2021.8 

川井 将敬 山梨大学 熟練度評価を加味した皮膚病勢

スコアリング AI アプリ 

山梨大学 新技術説明会 2021.12 

古川 亮 広島市立大学 深層学習を利用した能動ステレ

オ法による 3 次元内視鏡システ

ム 

画像ラボ 2021 年 12 月号 2021.12 

福岡 順也(1) 

上紙 航(1,2) 

坂無 英徳(3) 

上原 和樹(3) 

(1)長崎大学 

(2)亀田総合病院 

(3)産総研 

診断難易度が高い通常型間質

性肺炎を高精度に診断する人工

知能モデルの開発に世界で初め

て成功 〜人工知能と人の知識を

融合する手法を用いて〜 

プレス発表（長崎大学、産総

研） 

2022.2 

藤吉 弘亘 

山下 隆義 

平川 翼 

中部大学 エキスパートの知識を組み込ん

だ“AI から学ぶ”教育—医学生や

新入社員など多方面での教育に

期待— 

プレス発表（中部大学） 2022.3 

野里 博和 産総研 膀胱内視鏡診断支援のための少

量データ学習による AI 構築技術

について 

次世代内視鏡・医工連携シン

ポジウム 

2022.3 

【2022年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・イベント名等 発表年月 

産総研 

東京工業大学 

早稲田大学 

産総研 

東京工業大学 

早稲田大学 

大量の実画像データの収集が不

要な AI を開発 

プレス発表（産総研） 2022.6 
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池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

AI を用いた膀胱内視鏡診断支

援システムの開発 

月刊「泌尿器科」 2022.6 

Ibuki Kuroyanagi 

Tomoki Hayashi 

Kazuya Takeda 

Tomoki Toda 

名古屋大学 Two-stage anomalous sound 

detection systems using domain 

generalization and specialization 

techniques 

Technical report in DCASE 

2022 Challenge Task 2 

2022.7 

坂無 英徳 産総研 人と協調する AI 開発／医師の

経験学び病理診断 

日刊工業新聞 2022.7 

野里 博和(1) 

髙岡 省吾(1) 

鴻巣 龍之介(1) 

坂無 秀徳(1) 

岩城 拓弥(1) 

池田 篤史(2) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

内視鏡診断支援技術のご紹介 第 36 回 日本泌尿器内視鏡・

ロボティクス学会総会 医工連

携展示  

2022.11 

谷村 勇輔 

陳 鵬 

産総研 SC2022 AIST 研究展示（ブース

出展） 

The International Conference 

for High Performance 

Computing, Networking, 

Storage and Analysis (SC ’

22) 

2022.11 

池田 篤史 筑波大学 DX of 膀胱内視鏡検査 第 5 回 筑波大学発ベン

チャーシンポジウム 

2022.12 

産総研 産総研 生産性の持続的向上と人の負担

軽減を両立するデジタルツインを

開発 

プレス発表（産総研、NEDO） 2023.1 

【2023年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・イベント名等 発表年月 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

人工知能を用いた膀胱内視鏡検

査支援システム 

泌尿器外科 2023.5 

池田 篤史(1) 

野里 博和(2) 

(1)筑波大学 

(2)産総研 

内視鏡検査の Dx 化 癌と化学療法 2023.6 
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橋本 学 

安藤 優汰 

中京大学 標準軌跡モデルと道具の機能認

識の融合による適応的ロボット動

作生成 

画像ラボ 2023 年 7 月号 2023.7 

篠田 理沙(1) 

速水 亮(1) 

中嶋 航大(1) 

井上 中順(1,2) 

横田 理央(1,2) 

片岡 裕雄(1) 

(1)産総研 

(2)東京工業大学 

数式から実画像や人的コスト不

要で画像領域分割 AI を自動学

習 －自動運転やロボットなど産

業応用に柔軟な対応が可能に－ 

プレス発表（産総研・NEDO

共同） 

2023.9 

村川 正宏 

坂無 英徳 

金 京淑 

産総研 人工知能研究センターでの実世

界型 AI への取り組み 

AI・人工知能 EXPO 秋 2023.10 

野里 博和(1) 

鴻巣 竜之介(1) 

池田 篤史(2) 

坂無 英徳(1) 

(1)産総研 

(2)筑波大学 

産総研における泌尿器科領域で

の医工連携研究 

第 37 回 日本泌尿器内視鏡・

ロボティクス学会総会 医工連

携展示 

2023.11 

【2024年度】 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・イベント名等 発表年月 

野里 博和 

Kim Wonjik 

坂無 英徳 

村川 正宏 

産総研 画像基盤モデルにより専門医に

匹敵する膀胱内視鏡診断支援

AI を開発 

プレス発表（産総研・NEDO

合同） 

2024.7 

橋本 学 中京大学 NEDO プロ成果を含む橋本研究

室の研究成果の展示 

テーマタイトル「現場の課題に応

える新たな画像センシング・ロ

ボット技術」 

CEATEC 2024 2024.10 

野里 博和 

Kim Wonjik 

香川 璃奈 

金子 俊太 

岩井 亮斗 

産総研 泌尿器科領域における人工知能

応用研究 

第 38 回 日本泌尿器内視鏡・

ロボティクス学会総会 医工連

携展示 

2024.11 

各テーマの担当者 産総研ならびに再委

託先 

日鉄ソリューションズ 

中部大学 

慶應義塾 

AI メディカルサービ

ス 

最終年度を迎えた「実世界に埋

め込まれる人間中心の人工知能

技術の研究開発」の研究開発成

果を紹介 

NEDO 委託事業「実世界に埋

め込まれる人間中心の人工

知能技術の研究開発」最終成

果報告会 

2025.1 

深山 覚 

緒方 淳 

産総研 日本語音声基盤モデル「いざな

み」「くしなだ」を公開 －少量の

日本語音声データで高性能な音

声 AI を構築可能に－ 

プレス発表（産総研） 2025.3 
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（１）研究発表・講演 

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

緒方広明 京都大学 Toward Data and Evidence 

Driven Education 

AIVR2020: 4th International 

Conference on Artificial 

Intelligence and Virtual Reality 

2020 年 10 月 

(1) 

緒方広明 京都大学 ビッグデータ時代の教育 滋賀県教育委員会研修会 2020 年 10 月 

(2) 

緒方広明 京都大学 これからの教育の在り方～

ＧＩＧＡスクール構想を見据

えて～ 

大阪府高槻市教育委員会研修会 2020 年 11 月 

(3) 

緒方広明 京都大学 語彙知識マップを用いた多

読用絵本推薦システム 

第 32 回教育学習支援情報システ

ム研究発表会(CLE32) 

2020 年 11 月 

(4) 

伊藤志帆・中尾教

子・白倉聖也・平

野智紀・緒方広明 

株式会社内田

洋行 

・京都大学 

国内外のアダプティブドリル

システムの動向調査と一考

察 

情報処理学会研究会報告 2021 年 3 月 

(5) 

緒方広明 京都大学 教育データとラーニングア

ナリティクス：エビデンスに基

づく教育の実現に向けて 

α×SC2021Q 教育とスーパーコン

ピュータシンポジウム 

2021 年 3 月 

(6) 

緒方広明 京都大学 アフターコロナ時代における

教育データの利活用とその

可能性 

チャイルドサイエンス、 Vol.21、 

No. 9、 p.12 

 

2021 年 3 月 

(7) 

緒方広明 京都大学 大学全体でラーニングアナ

リティクスを始めるには？：

教育データ利活用ポリシー

の策定について 

大学教育 ICT 協議会 CIO 部会 2021 年 5 月 

(8) 

緒方広明 京都大学 教育データの活用とラーニ

ングアナリティクス 

帝京大学 TLAC セミナー 2021 年 5 月 

(9) 

緒方広明、 宮部

剛、 内田洋行教

育総合研究所 

京都大学・株

式会社内田洋

行 

教育データの利活用による

教育変革～実践知を踏まえ

た今後の展望～ 

New Education Expo（NEE）2021 

大阪 

2021 年 6 月 

(10) 

緒方広明、 宮部

剛、 芳賀康大、 

内田洋行教育総

合研究所 

京都大学 教育データの利活用による

教育変革～実践知を踏まえ

た今後の展望～ 

New Education Expo（NEE）2021 

東京 

2021 年 6 月 

(11) 

緒方広明、 島田

敬士、 殷成久、 

山田政寛 

京都大学 教育データ活用の仕組み

づくり～各種システムの構

築、運用を通じ～ 

New Education Expo（NEE）2021 

東京 

2021 年 6 月 

(12) 

緒方広明 京都大学 DX による教育変革 ICT コンソーシアム京都総会 2021 年 7 月 

(13) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスと

高等教育 DX 

日本工学教育協会 2021 年 7 月 

(14) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクス研

究の最新動向 

東北大学大学院情報学研究科

ラーニングアナリティクス研究セン

ター・キックオフシンポジウム 

2021 年 7 月 

(15) 

緒方広明 京都大学 教育データの利活用 群馬県教育委員会 2021 年 7 月 

(16) 

テーマ名 
①-2-1 学習者の自己説明とＡＩの説明生成の共進化による教育学習支援環境

ＥＸＡＩＴの研究開発 

実施者名 京都大学、株式会社内田洋行 
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緒方広明 京都大学 教育データの利活用による

教育 DX 

山口県教育庁教員対象セミナー 2021 年 8 月 

(17) 

緒方広明 京都大学 教育データの利活用による

教育革新 

キャンパス・コンソーシアム函館 2021 年 8 月 

(18) 

近藤大翔、 緒方

広明、 Rwitajit 

MAJUMDAR 

京都大学 学生の学習ログを可視化す

るアクティブリーディングダッ

シュボードの設計と評価 

第 46 回教育システム情報学会全

国大会 

2021 年 9 月 

(19) 

滝井健介、 

Brendan 

Flanagan、 緒方広

明 

京都大学 教育ビッグデータを用いた

知識マップの作成とアダプ

ティブ英語学習環境の構築 

第 46 回教育システム情報学会全

国大会 

2021 年 9 月 

(20) 

緒方広明 京都大学 with コロナ時代の日本語教

育を目指して:日本語教育

のための情報工学の応用 

台湾日語教育学会 2021 年国際シ

ンポジウム 

2021 年 11 月 

(21) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスの

今 

「EdTech を活用した新しい学び」

研究会 

2021 年 11 月 

(22) 

緒方広明 京都大学 Pushing Forward to Data 

and Evidence Informed 

Education and Learning for 

a Post Covid-19 Era. 

TAECT 2021（Taiwan Association 

for Educational Communication 

and Technology） 

2021 年 12 月 

(23) 

緒方広明 京都大学 教育データの利活用による

教育の未来 

教育環境分科会 2021 年度会合 2022 年 1 月 

(24) 

緒方広明 京都大学 ムードルを用いたラーニング

アナリティクスの研究と実践 

MoodleMoot Japan 2022 2022 年 2 月 

(25) 

緒方広明 京都大学 教育データで教え方や学び

方を変える！ 

第 17 回京都大学附置研究所・セ

ンターシンポジウム/京都大学松山

講演会/京都からの挑戦~地球社

会の調和ある共存に向けて~ 

2022 年 3 月 

(26) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクス研

究の最前線 

広島大学内講義「情報科学の最前

線」 

2022 年 5 月 

(27) 

緒方広明、角田和

巳、李慧勇、高見

享佑、内田洋行教

育総合研究所 

京都大学・株

式会社内田洋

行 

AI を活用したラーニングア

ナリティクス研究と今後の展

望 

New Education Expo (NEE) Tokyo 2022 年 6 月 

(28) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Connecting Policy-makers、 

Researchers、 and 

Practitioners through Data 

and Evidence-driven 

Education Infrastructure 

Towards Sustainable 

Education 

ISLS Annual Meeting 2022 2022 年 6 月 

(29) 

緒方広明 京都大学 Connecting Sustainability of 

Education and Education for 

Sustainable Development 

and Environments 

2022 Summer School International 

Environmental Humanities 

Workshop 

2022 年 6 月 

(30) 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Continuous Data-Driven 

Group Learning Support: 

Case Study of an 

Asynchronous Online 

Course 

CSCL 2022 2022 年 6 月 

(31) 

Jeremy Rochelle、 

Toshio 

Mochizuki、 Jun 

京都大学 Engaging Learning 

Scientists in Policy 

Challenges: AI and the 

ISLS Annual Meeting 2022 2022 年 6 月 

(32) 
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Oshima、 Nancye 

Blair Black、 

Chee-Kit Looi、 

Inge Molenaar、 

Hiroaki Ogata、 

and Simon 

Buckingham Shum 

Future of Learning 

Rwitajit 

Majumdar、 Liang 

Changhao、 

Hiroyuki 

Kuromiya、 

Huiyong Li、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Learning and Evidence 

Analytics Framework 

(LEAF): Innovating Log 

Data Driven Services for 

Teaching and Learning 

15th ISLS 2022 2022 年 6 月 

(33) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクス研

究の最前線と展望、ラーニ

ングアナリティクス研究の最

前線と展望 

日本人事テスト事業者懇談会第

68 回研究会 

2022 年 6 月 

(34) 

緒方広明、長濱

澄、豊川裕子、田

中英歳、内田洋行

教育総合研究所 

京都大学・株

式会社内田洋

行 

初等中等教育におけるラー

ニングアナリティクス研究と

今後の展望 

New Education Expo (NEE) Osaka 2022 年 6 月 

(35) 

Yuko Toyokawa、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Active Reading Dashboard 

to Enhance English 

Language Learning 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(36) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Kyosuke 

Takami、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 An Automatic Self-

Explanation Sample Answer 

Generation with knowledge 

components for Identifying 

Student's Stuck Point in a 

Maths Quiz 

Artificial Intelligence in Education 

(AIED) 2022 

2022 年 7 月 

(37) 

Yuko Toyokawa、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Application of Learning 

Analytics Enhanced e-book 

reader for Inclusive 

Education at Special Needs 

Class 

ICALT 2022 2022 年 7 月 

(38) 

Patrick Ocheja、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Assessment Results on the 

Blockchain: A Conceptual 

Framework 

Artificial Intelligence in Education 

(AIED) 2022 

2022 年 7 月 

(39) 

Yuko Toyokawa、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Detecting Writing 

Difficulties among Students 

in Special Needs Class 

Using BookRoll’s Pen 

Stroke Data 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(40) 

Rwitajit 

Majumdar、 Li 

Huiyong、 

Yuanyuan Yang、 

Brendan 

Flanagan、 and 

京都大学 Goal System to Support In-

class Reading Activity: A 

Study of Advanced and 

Standard EFL Learners 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(41) 
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Hiroaki Ogata 

Rwitajit 

Majumdar、 

Naomichi 

Tanimura、 

Yukihiro 

Arakawa、 Yuta 

Nakamizo、 

Brendan 

Flanagan、 

Huiyong Li、 

Yuanyuan Yang 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Learning at a Cafe and 

Learning at a Lab: 

Integrating Learning Logs 

with Smart Eyewear and 

Environmental Sensor Data 

ICALT 2022 2022 年 7 月 

(42) 

Yuanyuan Yang、 

Huiyong Li、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Leverage Technology to 

Support Self-direction 

Strategies for High School 

Students in Weekly English 

Vocabulary and Grammar 

Learning 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(43) 

Tom Gorham、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Pebasco: An Asynchronous 

Learning Analytics App for 

Communicative Language 

Teaching Built Using No-

Code Technology 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(44) 

Huiyong Li、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Yuanyuan Yang 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Perception-behavior 

differences in self-directed 

language learning among 

junior high school EFL 

learners 

ICFULL2022 2022 年 7 月 

(45) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Data and Evidence- 

Informed Education and 

Learning in Post Covid-19 

WCCE 2022 2022 年 8 月 

(46) 

Hiroyuki 

Kuromiya、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Evaluating Course Grading 

Fairness in Comparison of 

Learning Activity Logs 

Before and After COVID-

19 

WCCE 2022 2022 年 8 月 

(47) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Towards Data and 

Evidence-Informed 

Teaching and Learning in 

the Context of Language 

Learning 

大学英語教育会 (JACET) 2022 年 8 月 

(48) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスと

国際技術標準 

IMS Japan Conference 2022 2022 年 8 月 

(49) 

安田クリスチー

ナ、桐生崇、緒方

広明、堀口悟郎 

京都大学 AI 活用・教育データの利活

用とその課題 

日本教育工学会 2022 年秋季全国

大会 

2022 年 9 月 

(50) 

堀越泉、緒方広明 京都大学 LEAF システムを用いた教

育データ利活用の事例 

日本教育工学会 2022 年秋季全国

大会 

2022 年 9 月 

(51) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスと

は？ 

公益社団法人私立大学情報教育

協会「教育イノベーション大会」 

2022 年 9 月 

(52) 

緒方広明 京都大学 デジタル教材配信システム

BookRoll を用いた教育 DX

の促進 

文部科学省 Scheme D 2022 年 10 月 

(53) 
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緒方広明 京都大学 教育データの利活用の動向

と今後の方向性 

東京書籍株式会社社内講演 2022 年 10 月 

(54) 

Naomichi 

Tanimura、 

Kensuke Takii、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 A Learning Path 

Recommendation System for 

English Grammar Quiz 

Using Knowledge Map 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(55) 

Izumi Horikoshi、 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Applicability and 

Reproductibility of Peer 

Evaluation Behavior 

Analysis Across Systems 

and Activity Contexts 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(56) 

Zejie Tian、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Automated Matching of 

Exercises with Knowledge 

Components 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(57) 

Kyosuke 

TAKAMI、 Gou 

MIYABE、 

Brendan 

FLANAGAN & 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Automated Quiz Test-set 

Maker Optimizing Solving 

Time and Parameters of 

Bayesian Knowledge 

Tracing model extracted 

from Learning Log 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(58) 

Taito Kano、 

Izumi Horikoshi 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Classification and analysis 

of learners' proficiency level 

in marker use based on 

learning longs 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(59) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Data and Evidence-

Informed Learning and 

Teaching 

LTTC Seminars、 The Education 

University of Hong Kong 

2022 年 11 月 

(60) 

Izumi Horikoshi 

I.、 Liang C.、 

Nakamizo Y、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Entwining Individual and 

Collaborative Activities in 

Learning-Analytics 

Informed Collaborative 

Learning 

CollabTech2022 2022 年 11 月 

(61) 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Thomas Gorham、 

Izumi Horikoshi、 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Estimating peer evaluation 

potential by utilizing learner 

model during group work 

CollabTech2022 2022 年 11 月 

(62) 

Kensuke Takii、 

Brendan 

Flanagan、 

Huiyong Li、 

Yuanyuan Yang 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Explainable English Material 

Recommendation Using an 

Information Retrieval 

Technique for EFL Learning 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(63) 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 Izumi 

Horikoshi、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Exploring predictive 

indicators of reading-based 

online group work for group 

formation assistance 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(64) 
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Chia-Yu Hsu、 

Izumi Horikoshi、 

Huiyong Li、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Extracting Students’ Self-

Regulation Strategies in an 

Online Extensive Reading 

Environment using the 

Experience API (xAPI) 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(65) 

Yuta Nakamizo、 

Rwitajit 

Majumdar、 Izumi 

Horikoshi、 

Changhao Liang、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 GWpulse: Supporting 

Learner Modeling and 

Group Awareness in Online 

Forum with Sentiment 

Analysis 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(66) 

Yiling Dai、 

Kyosuke Takami、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Investigation on Practical 

Effects of the Explanation in 

a K-12 Math Recommender 

System 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(67) 

Changhao Liang、 

Izumi Horikoshi、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Learning long-based group 

work support: GLOBE 

framework and system 

implementations 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(68) 

Taisei 

YAMAUCHI、 

Kyosuke 

TAKAMI、 

Brendan 

FLANAGAN、 & 

Hiroaki OGATA. 

京都大学 Nudge Messages for E-

Learning Engagement and 

Student’s Personality 

Traits: Effects and 

Implication for 

Personalization 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(69) 

Izumi Horikoshi、 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Peer Evaluation Behavior 

Analysis: Applicability and 

Reproducibility of the 

Method Across Systems and 

Activity Contexts 

ICCE 2022 2022 年 11 月 

(70) 

Kohei Nakamura、 

Izumi Horikoshi 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Teaching Analytics across 

Multiple Systems: A Case 

Study at a Junior High 

School in Japan 

ICCE2022 2022 年 11 月 

(71) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスと

教育の未来 

オンラインラーニングフォーラム 2022 年 11 月 

(72) 

奥村光貴､堀越泉

､緒方広明 

京都大学 リアルワールド教育データか

らのエビデンスの自動抽出

に向けた｢対照群｣の探索手

法の開発 

第 38 回情報処理学会 CLE 研究

会 

2022 年 11 月 

(73) 

Hiroaki Ogata 京都大学 AI in Education and 

Learning Analytics in Asia 

Empowering Learners in AI 2022 2022 年 12 月 

(74) 

緒方広明 京都大学 私が思う､理想のラーニング

アナリティクス環境 〜研究と

実践､人材と研究費･エビデ

ンスのデジタル･エコシステ

ムの構築〜 

九州大学ラーニングアナリティクス

センター第 1 回シンポジウム｢理想

のラーニングアナリティクスを ⽬指

して~研究と実践の往還~｣ 

2023 年 1 月 

(75) 

緒方広明 京都大学 学びの見える化でより良い

教育を｢教育データ利活用

情報科学研究科 30 周年記念事業 

東北大学大学院情報科学研究科

2023 年 2 月 

(76) 
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基盤システム LEAF を用い

た教育 DX｣ 

シンポジウム ｢情報科学｣から｢学

び｣を考える 

Rwitajit 

Majumdar、 

Yuanyuan Yang、 

Huiyong Li、 

Brendan Flanagan 

and Hiaroaki 

Ogata 

京都大学 3 Years of GOAL project in 

Public School: Leveraging 

Learning & Smartwatch 

Logs for Self-directed 

Learning 

LAK23 2023 年 3 月 

(77) 

Hiroaki Ogata 京都大学 BookRoll: Facilitate DX in 

Education with e-book logs 

BETT 2023 年 3 月 

(78) 

Yiling Dai、 

Brendan 

Flanagan、 

Kyosuke Takami 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Fusion of Explainable 

Recommender System and 

Open Learner Model 

(Poster) 

LAK23 2023 年 3 月 

(79) 

Kyosuke Takami、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Toward Trustw 

orthy Explainable 

Recommendation: 

Personality Based Tailored 

Explanation for Improving 

E-learning Engagements 

and Motivation to Learn 

(Poster) 

LAK23 2023 年 3 月 

(80) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Research on Learning 

Analytics and AI in Japan 

HKBU (Hong Kong Baptist 

University) online seminar 

2023 年 4 月 

(81) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Big data and AI in 

Education 

2023 Workshop on Learning 

Analytics and Artificial 

Intelligence-supported Education 

(LAAIE 2023)、 Taiwan 

2023 年 5 月 

(82) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Learning Analytics 

Research in Japan 

韓国教育学術情報院（KERIS）、 

South Korea 

2023 年 6 月 

(83) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスの

情報基盤とシステム 

日本教育方法学会第 26 回研究集

会（京都） 

2023 年 6 月 

(84) 

堀越泉 京都大学 ラーニングアナリティクスを

使った授業実践 

New Education Expo (NEE) Osaka 2023 年 6 月 

(85) 

緒方広明 京都大学 教育データの蓄積・分析の

ためのデータプラットフォー

ムの構築 

New Education Expo (NEE) Osaka 2023 年 6 月 

(86) 

緒方広明、島田敬

士、上田浩、堀越

泉 

京都大学・株

式会社内田洋

行 

教育現場におけるデータア

ナリティクスを推進するため

に～実践例から考える現状

の課題～ 

New Education Expo (NEE) Osaka 2023 年 6 月 

(87) 

緒方広明 京都大学 日本の AI デジタル教材配

信プラットフォームと学習分

析の現状及び課題 

韓国日本教育学会 2023 年度春季

学術大会、 韓国 

2023 年 6 月 

(88) 

Hiroaki Ogata 京都大学 LEAF: Learning and 

Evidence Analytics 

Framework in Japan: 

Connecting Researchers、 

Practitioners and Policy-

makers 

Educational Datamining 2023、 

India 

2023 年 7 月 

(89) 

緒方広明 京都大学 学びを変えるラーニングア 第 67 回大学等におけるオンライン 2023 年 7 月 
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ナリティクス：AI とデータがも

たらす教育変革 

教育とデジタル変革に関するサイ

バーシンポジウム「教育機関 DX シ

ンポ」 

(90) 

Hiroaki Ogata 京都大学 LEAF: Learning and 

Evidence Analytics 

Framework for Sustainable 

Education 

International Workshop on Future 

Earth、 Taiwan 

2023 年 8 月 

(91) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Learning and Evidence 

Analytics Framework 

(LEAF): Supporting 

Teaching Activities in a 

Data-rich Education 

Ecosystem 

HKBU (Hong Kong Baptist 

University) International workshop 

IV 

2023 年 8 月 

(92) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスで

学びを変える～いますぐ実

践できる個別最適な教育～ 

コアネット私学教育フォーラム 2023  

（東京） 

2023 年 8 月 

(93) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスに

よる教育変革 

京都大学 ECALS 事業 2023 年 8 月 

(94) 

緒方広明 京都大学 教育現場で活用する「ラー

ニングアナリティクスと AI」が

可能とする学びと現状の課

題、今後の展望 

関西教育 ICT 展（大阪） 2023 年 8 月 

(95) 

Hiroaki Ogata 京都大学 LEAF: Learning and 

Evidence Analytics 

Framework in Japan 

14th TCU International e-

Learning Conference 、 7th 

International Conference on Smart 

Learning Environment 

(IEC2023&ICSLE2023)、 Thailand 

2023 年 9 月 

(96) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスの

研究・実践と国際技術標準 

1EdTech Japan Conference 2023 2023 年 9 月 

(97) 

Hiroaki Ogata 京都大学 Educational Big Data 

Analysis 

Educational Big Data Analysis、 国

立台湾師範大学 

2023 年 11 月 

(98) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスの

研究と実践の最前線 

オンラインラーニングフォーラム 2023 年 11 月 

(99) 

緒方広明 京都大学 教育データの利活用につい

て 

兵庫県議会・文教常任委員会 2023 年 11 月 

(100) 

緒方広明 京都大学 教育ビッグデータと AI を活

用した授業の実践と改善 

第 70 回近畿算数・数学教育研究

滋賀大会 

2023 年 11 月 

(101) 

Changhao Liang、 

Yiling Dai、 Izumi 

Horikoshi、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki Ogata 

京都大学 Bridging Learning Analytics 

Research and Practice With 

LEAF System、 Interactive 

Event 

LEAF DEMO at the 31st 

International Conference on 

Computers in Education 

(ICCE2023) 

2023 年 12 月 

(102) 

Brendan Flanagan 京都大学 Challenges and 

Opportunities of 

Educational Data Science 

for Reading Systems 

The 31st International Conference 

on Computers in Education 

(ICCE2023) 

2023 年 12 月 

(103) 

緒方広明、堀越泉 京都大学 ラーニングアナリティクスの

研究動向と今後の可能性、

そこでの学会の役割 

学習分析学会 2023 年度 第 2 回

研究会 

2023 年 12 月 

(104) 

堀越泉 京都大学 ラーニングアナリティクスは 

日々の授業にどのように取り

入れられるか 

大学等におけるオンライン教育と

デジタル変革に関するサイバーシ

ンポジウム「教育機関 DX シンポ」 

2024 年 1 

月 

(105) 

Noboru OKUBO 株式会社内田 Standardization of e- The 14th International Conference 2024 年 3 
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洋行 learning platform for 

learning analytics 

on Learning Analytics and 

Knowledge (LAK24) 

月 

(106) 

Brendan 

Flanagan、 

Atsushi Shimada、 

Fumiya Okubo、 

Hsiao-Ting 

Tseng、 

AlbertC.M. 

Yang、 OwenH.T. 

Lu、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 The 6th Workshop on 

Predicting Performance 

Based on the Analysis of 

Reading and Learning 

Behavior 

The 14th International Conference 

on Learning Analytics and 

Knowledge (LAK24) 

2024 年 3 

月 

(107) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクスの

研究最前線 

2024 年度情報処理学会関西支部

記念講演会 

2024 年 5 月 

(108) 

緒方広明、堀越

泉、佐藤靖泰 

京都大学 これならできる学習ログ活

用・実践事例～各種研究を

通じたエビデンス駆動型教

育～ 

New Education Expo 2024（東京） 2024 年 6 月 

(109) 

緒方広明、堀越

泉、宮部剛 

京都大学 これならできる学習ログ活

用・実践事例～各種研究を

通じたエビデンス駆動型教

育～ 

New Education Expo 2024（大阪） 2024 年 6 月 

(110) 

緒方広明 京都大学 教育 DX による新たな学び

と学校の未来について 

佐賀県教育委員会・令和 6 年度

ICT 活用教育の推進に係る管理

職研修会 

2024 年 6 月 

(111) 

Hiroaki OGATA 京都大学 AI and Data Analytics 

Education and Learning 

Theveli International Conference 

2024 

2024 年 8 月 

(112) 

緒方広明 京都大学 教育データ利活用のための

情報基盤システム LEAF を

用いた研究と実践 

1EDTECH  Japan コンファレンス

2024 

2024 年 8 月 

(113) 

緒方広明 京都大学 教育データの利活用概論 京都府 DLC カンファレンス 2024 年 8 月 

(114) 

緒方広明 京都大学 教育ビッグデータと Ai を用

いた教育 DX 

数学教育学会秋季例会 2024 年 9 月 

(115) 

緒方広明 京都大学 「データ駆動型教育」の実

現に向けた実証基盤開発と

エビデンスに基づく教育実

現に向けて 

国立教育政策研究所 令和 6 年

度教育研究公開シンポジウム「AI

時代の教育データ利活用による学

びの可能性～研究と実践～」 

2024 年 11 月 

(116) 

緒方広明 京都大学 社会における教育データの

利活用について考える 

九州大学 LA センター第 3 回シン

ポジウム 

2025 年 1 月 

(117) 

緒方広明 京都大学 教育ビッグデータの活用に

よる学習支援：科学的なエ

ビデンスに基づく教育に向

けて 

名古屋大学大学院教育発達科学

研究科 MDS 教育推進室主催講演

会 

2025 年 2 月 

(118) 

Brendan 

Flanagan、 

OwenH.T. Lu、 

Atsushi Shimada、 

Namrata 

Srivastava、 

AlbertC.M. 

Yang、 Hsiao-

Ting Tseng、 

Fumiya Okubo、 

京都大学 The 8th Workshop on 

Predicting Performance 

Based on the Analysis of 

Reading and Learning 

Behavior 

The 8th Workshop on Predicting 

Performance Based on the Analysis 

of Reading and Learning Behavior 

2025 年 3 月 

(119) 
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ページ
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発表年月 

緒方広明 京都大学 A Prototype Framework for a 

Distributed Lifelong Learner 

Model 

28th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2020) 

261-266 2020 年 11 月 

(120) 

緒方広明 京都大学 Efficiency or Engagement: 

Comparison of Book 

Recommendation Approaches 

in English Extensive Reading 

28th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2020) 

106-112 2020 年 11 月 

(121) 

緒方広明 京都大学 Trends of E-Book-Based 

English Language Learning: 

A Review of Journal 

Publications from 2010 to 

2019 

28th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2020) 

484-493 2020 年 11 月 

(122) 

Kensuke Takii、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 An English Picture-book 

Recommender System for 

Extensive Reading Using 

Vocabulary Knowledge Map 

Proceedings of 11th 

Learning Analytics 

and Knowledge 2021 

(LAK 2021) 

40-42 2021 年 4 月 

(123) 

Brendan 

Flanagan、 

Atsushi Shimada、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 The 3rd Workshop on 

Predicting Performance 

Based on the Analysis of 

Reading Behavior 

Proceedings of 11th 

Learning Analytics 

and Knowledge 2021 

(LAK 2021) 

237-240 2021 年 4 月 

(124) 

Kensuke Takii、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 EFL Vocabulary Learning 

Using a Learning Analytics-

based E-book and 

Recommender Platform 

Proceedings of the 

21st IEEE 

International 

Conference on 

Advanced Learning 

Technologies (ICALT 

2021) 

254-256 2021 年 7 月 

(125) 

Majumdar R.、 

Yoshitake D.、 

Flanagan B.、 

Ogata H 

京都大学 ReDrEw: A Learning 

Analytics Enhanced Learning 

Design of a Drawing based 

Knowledge Organization 

Task 

Proceedings of the 

21st IEEE 

International 

Conference on 

Advanced Learning 

Technologies (ICALT 

2021) 

302-304 2021 年 7 月 

(126) 

Yang、 A.、 

Ogata、 H 

京都大学 An Intelligent Evaluation 

Framework for Personalized 

Learning 

Proceedings of the 

29th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2021) 

742-745 2021 年 11 月 

(127) 

Zejie Tian、 

Guangcong 

Zheng、 Brendan 

Flanagan、 Jiazhi 

京都大学 BEKT: Deep Knowledge 

Tracing with Bidirectional 

Encoder Representations 

from Transformers 

Proceedings of the 

29th International 

Conference on 

Computers in 

543-552 2021 年 11 月 

(128) 
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Mi、 and Hiroaki 

Ogata 

Education (ICCE2021) 

Flanagan B.、 

Takami K.、 Takii 

K.、 Yiling D.、 

Majumdar R. and 

Ogata H. 

京都大学 EXAIT: A Symbiotic 

Explanation Education 

System 

Proceedings of the 

29th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2021) 

404-409 2021 年 11 月 

(129) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 

Kyosuke Takami、 

Yiling Dai、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Identifying Students’ Stuck 

Points Using Self-

Explanations and Pen Stroke 

Data in a Mathematics Quiz 

Proceedings of the 

29th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2021) 

522-531 2021 年 11 月 

(130) 

Takami、 K.、 

Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 Toward Educational 

Explainable Recommender 

System: Explanation 

Generation based on 

Bayesian Knowledge Tracing 

Parameters 

Proceedings of the 

29th International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE2021) 

531-536 2021 年 11 月 

(131) 

Dai、 Y.、 

Flanagan、 B.、 

Takami、 K.、 & 

Ogata、 H 

京都大学 Design of a User-

Interpretable Math Quiz 

Recommender System for 

Japanese High School 

Students 

Companion 

Proceedings of the 

12th Learning 

Analytics and 

Knowledge 2022 (LAK 

2022) 

 2022 年 3 月 

(132) 

Takami、 K.、 

Dai、 Y.、 

Flanagan、 B.、 & 

Ogata、 H 

京都大学 Educational Explainable 

Recommender Usage and its 

Effectiveness in High school 

Summer Vacation Assignment 

Proceedings of the 

12th Learning 

Analytics and 

Knowledge 2022 (LAK 

2022) 

458-464 2022 年 3 月 

(133) 

Ogata H.、 

Majumdar R.、 

Flanagan B.、 

Kuromiya H 

京都大学 Learning Analytics and 

Evidence-based K12 

Education in Japan:Usage of 

Data-driven Services for 

Mobile Learning Across Two 

Years. 

International Journal 

of Mobile Learning 

and Organisation、 

Vol.18、 No.1 

15-48 2022 年 3 月 

(134) 

Takami、 K.、 

Flanagan、 B.、 

Majumdar、 R.、 

& Ogata、 H 

京都大学 Preliminary Personal Trait 

Prediction from High school 

Summer Vacation e-learning 

Behavior 

Companion 

Proceedings of the 

12th Learning 

Analytics and 

Knowledge 2022 (LAK 

2022) 

 2022 年 3 月 

(135) 

Flanagan、 B.、 

Shimada、 A.、 

Okubo、 F.、 

Majumdar、 R.、 

Li、 H.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 The 4th Workshop on 

Predicting Performance 

Based on the Analysis of 

Reading Behavior 

Companion 

Proceedings of the 

11th International 

Conference on 

Learning Analytics 

and Knowledge 

(LAK22) 

152-155 2022 年 3 月 

(136) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

京都大学 An Automatic Self-

Explanation Sample Answer 

Generation with knowledge 

component in a Maths Quiz 

Artificial Intelligence 

in Education 

(AIED2022)、 

Vol.13356 

254-258 2022 年 7 月 

(137) 
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Dai、 Kyosuke 

Takami、 Hiroaki 

Ogata 

Patrick Ocheja、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Assessment Results on the 

Blockchain: A Conceptual 

Framework 

Artificial Intelligence 

in Education (AIED 

2022). Posters and 

Late Breaking 

Results、 Workshops 

and Tutorials、 

Industry and 

Innovation Tracks、 

Practitioners’ and 

Doctoral Consortium、 

Vol.13356 

306-310 2022 年 7 月 

(138) 

Yuanyuan Yang、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Huiyong Li、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Design of a Learning 

Dashboard to Enhance 

Reading Outcomes and Self-

directed Learning Behaviors 

in Out-of-class Extensive 

Reading 

Interactive Learning 

Environments 

 2022 年 7 月 

(139) 

Hiroyuki 

Kuromiya、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Detecting Teachers’ in-

Classroom Interactions Using 

a Deep Learning Based 

Action Recognition Model 

Artificial Intelligence 

in Education (AIED 

2022). Posters and 

Late Breaking 

Results、 Workshops 

and Tutorials、 

Industry and 

Innovation Tracks、 

Practitioners’ and 

Doctoral Consortium、 

Vol.13356 

379-382 2022 年 7 月 

(140) 

Chia-Yu Hsu、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Huiyong Li、 

Yuanyuan Yang、 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Extensive Reading at Home: 

Extracting Self-directed 

Reading Habits from Learning 

Logs 

Artificial Intelligence 

in Education. AIED 

2022、 Vol.13355 

614-619 2022 年 7 月 

(141) 

Vjayanandhini 

Kannan、 

Jayakrishnan M. 

Warriem、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Learning Dialogues 

orchestrated with BookRoll: 

Effects on Engagement and 

Learning in an Undergraduate 

Physics course 

RPTEL、 Vol.17、 

No.28 

 2022 年 7 月 

(142) 

Brendan 

Flanagan、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Early-warning Prediction of 

Student Performance and 

Engagement in Open Book 

Assessment by Reading 

Behavior Analysis 

International Journal 

of Education 

Technology in Higher 

Education、 Vol.19、 

No.41 

 2022 年 8 月 

(143) 

Gustavo Zurita、 

Carles Mulet-

Forteza、 José M. 

京都大学 A Bibliometric Overview of 

the IEEE Transactions on 

Learning Technologies 

IEEE Transaction on 

Learning Technologies 

1-17 2022 年 9 月 

(144) 
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Merigó、 Valeria 

Lobos-

Ossandón、 and 

Hiroaki Ogata 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 Yuta 

Nakamizo、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Algorithmic group formation 

and group work evaluation in 

a learning analytics-enhanced 

environment: implementation 

study in a Japanese junior 

high school 

Interactive Learning 

Environments 

 2022 年 9 月 

(145) 

Patrick Ocheja、 

Friday J. Agbo、 

Solomon S. 

Oyelere、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Blockchain in Education: A 

Systematic Review and 

Practical Case Studies 

IEEE Access、 Vol.10 99525 - 

99540 

2022 年 9 月 

(146) 

Hiroaki Ogata、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Stephen Yang 

京都大学 LEAF (Learning & Evidence 

Analytics Framework): 

Research and Practice in 

International Collaboration 

Information and 

Technology in 

Education and 

Learning、 Vol.2、 

No.1 

 2022 年 9 月 

(147) 

Albert C.M. 

Yang、 Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Adaptive formative 

assessment system based on 

computerized adaptive 

testing and the learning 

memory cycle for 

personalized learning 

Computers and 

Education: Artificial 

Intelligence、 Vol.3、 

No.100104 

1-15 2022 年 10 月 

(148) 

Hiroaki Ogata、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan 

Flanagan、 and 

Hiroyuki 

Kuromiya 

京都大学 Learning Analytics and 

Evidence-based K12 

Education in Japan: Usage of 

Data-driven Services for 

Mobile Learning Across Two 

Years. 

International Journal 

of Mobile Learning 

and Organisation 

 2023 年 1 月 

(149) 

Hiroaki Ogata、 

Rwitajit 

Majumdar、 and 

Brendan Flanagan 

京都大学 Learning in the Digital Age: 

Power of Shared Learning 

Logs to Support Sustainable 

Educational Practices 

IEICE Transactions on 

Information and 

Systems、 Vol.E10、 

No.6-D 

101-109 2023 年 2 月 

(150) 

Chia-Yu Hsu、 

Izumi Horikoshi、 

Huiyong Li、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Supporting “time awareness” 

in self-regulated learning: 

How do students allocate 

time during exam 

preparation? 

Smart Learning 

Environment、 

Vol.10、 No.21 

10-21 2023 年 3 月 

(151) 

Changhao Liang、 

Yuko Toyokawa、 

Rwitajit 

Majumdar、 Izumi 

Horikoshi、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Group formation based on 

reading annotation data: 

system innovation and 

classroom practice 

Journal of Computers 

in Education 

1-19 2023 年 4 月 

(152) 

Christopher C. Y. 

Yang and Hiroaki 

京都大学 Lag sequential analysis for 

identifying blended learners’ 

Educational 

Technology & 

63-75 2023 年 4 月 

(153) 
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Ogata sequential patterns of e-book 

note-taking for self-regulated 

learning 

Society、 Vol.26、 

No.2 

Changhao Liang、 

Izumi Horikoshi、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Towards Predictable Process 

and Consequence Attributes 

of Data-Driven Group Work: 

Primary Analysis for 

Assisting Teachers with 

Automatic Group Formation 

Educational 

Technology & 

Society、 Vol.26、 

No.4 

90-103 2023 年 4 月 

(154) 

Hiroaki Ogata、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan Flanagan 

京都大学 Learning and Evidence 

Analytics Framework Bridges 

Research and Practice for 

Educational Data Science 

Communications of 

the ACM、 Vol.66、 

No.7 

72-74 2023 年 7 月 

(155) 

Taisei Yamauchi、 

Brendan 

Flanagan、 

Ryosuke 

Nakamoto、 Yiling 

Dai、 Kyosuke 

Takami、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Automated labeling of PDF 

mathematical exercises with 

word N-grams VSM 

classification 

Smart Learning 

Environments、 

Vol.10、 No.1 

51 2023 年 10 月 

(156) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 Taisei 

Yamauchi、 Yiling 

Dai、 Kyosuke 

Takami、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Enhancing Automated 

Scoring of Math Self-

Explanation Quality Using 

LLM-Generated Datasets: A 

Semi-Supervised Approach 

Computers、 Vol.12、 

No.11 

217 2023 年 10 月 

(157) 

Anna Y. Q. 

Huang、 Jei Wei 

Chang、 Albert 

C. M. Yang、 

Hiroaki Ogata、 

Shun Ting Li、 

Ruo Xuan Yen、 

and Stephen J. H. 

Yang 

京都大学 Personalized intervention 

based on the early prediction 

of at-risk students to 

improve their learning 

performance 

Educational 

Technology & 

Society、 Vol.23 

69-89 2023 年 10 月 

(158) 

Changhao Liang、 

Izumi Horikoshi、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Towards Predictable Process 

and Consequence Attributes 

of Data-Driven Group Work: 

Primary Analysis for 

Assisting Teachers with 

Automatic Group Formation 

Educational 

Technology & 

Society、 Vol.26、 

No.4 

90-103 2023 年 10 月 

(159) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Taisei 

Yamauchi、 

Kyosuke Takami、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Enhancing Self-Explanation 

Learning through a Real-

Time Feedback System: An 

Empirical Evaluation Study 

Sustainability、 

Vol.15、 No.21 

15577 2023 年 11 月 

(160) 
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Yiling Dai、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Can We Ensure Accuracy 

and Explainability for a Math 

Recommender System? 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

88-97 2023 年 12 月 

(161) 

Yuko Toyokawa、 

Izumi Horikoshi、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Challenges and opportunities 

of AI in inclusive education: a 

case study of data-enhanced 

active reading in Japan 

Smart Learning 

Environments、 

Vol.10、 No.1 

1-19 2023 年 12 月 

(162) 

Kento Koike、 

Rwitajit 

Majumdar、 H. 

Ulrich Hoppe、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Conceptual Design of 

WHALE: a Wise Helper 

Agent for the LEAF 

Environment 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

204-209 2023 年 12 月 

(163) 

Kensuke Takii、 

Naomichi 

Tanimura、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Construction of an English 

Grammar Quiz 

Recommendation System 

Using Explanation by a 

Knowledge Map 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

795-800 2023 年 12 月 

(164) 

Isanka 

Wijerathne、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 ECLAIR: A Centralized AI-

Powered Recommendations 

System in a Multi- Node 

EXAIT System 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

422-428 2023 年 12 月 

(165) 

Taisei Yamauchi、 

Ryosuke 

Nakamoto、 Yiling 

Dai、 Kyosuke 

Takami、 Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Improved Automated 

Labeling of Mathematical 

Exercises in Japanese 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

78-87 2023 年 12 月 

(166) 

Hiroaki Ogata、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan 

京都大学 Learning analytics and 

evidence-based K12 

education in Japan: usage of 

data-driven services for 

International Journal 

of Mobile Learning 

and Organisation、 

Vol.18、 No.1 

15-48 2023 年 12 月 

(167) 
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Flanagan、 

Hiroyuki 

Kuromiya 

mobile learning across two 

years 

Taisei Yamauchi、 

Yuta Nakamoto、 

Kyosuke Takami、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Matching Intervention 

Messages Considering 

Complex Personality Types 

of High School Students 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

901-906 2023 年 12 月 

(168) 

Lung-Hsiang 

Wong、 Daner 

Sun、 Hiroaki 

Ogata、 Hyo-

Jeong So、 

Xiaoquing Gu、 

Ting-Chia Hsu 

京都大学 Mobile Learning: Reflections 

on the Past and Visions for 

the Future 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

1020-

1026 

2023 年 12 月 

(169) 

Kyosuke Takami、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Personality-Based Tailored 

Explainable Recommendation 

for Trustworthy Smart 

Learning System in the Age 

of Artificial Intelligence 

Smart Learning 

Environments、 

Vol.10、 o.65 

1-19 2023 年 12 月 

(170) 

Patrick Ocheja、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Sharing Learning Log while 

maintaining privacy over 

blockchain: Heuristic 

Evaluation of BOLL 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

429-434 2023 年 12 月 

(171) 

Peixuan Jiang、 

Kensuke Takii、 

Changhao Liang、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Supporting Peer Help 

Recommendation Based on 

Learner-Knowledge Model 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

198-203 2023 年 12 月 

(172) 

Hiroyuki 

Kuromiya、 Taro 

Nakanishi、 Izumi 

Horikoshi、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Supporting Reflective 

Teaching Workflow with 

Real-World Data and 

Learning Analytics 

Information and 

Technology in 

Education and 

Learing、 Vol.3、 No.1 

Reg-003 2023 年 12 月 

(173) 

Chee-Kit Looi、 

Siu-Cheng 

Kong、 Ronghuai 

京都大学 Towards a Collaborative 

Vision for Redesigning 

Education for Harmonious 

Proceedings of 31st 

International 

Conference on 

1016-

1019 

2023 年 12 月 

(174) 
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Huang、 Hiroaki 

Ogata、 Jon 

Mason、 Hyo-

jeong So、 Lung-

Hsiang Wong 

and Thriving Educational 

Futures in Asia and Beyond: 

will Seamless IDC Theory 

lead us there? 

Computers in 

Education 

(ICCE2023)、 Asia-

Pacific Society for 

Computers in 

Education (APSCE) 

Brendan 

Flanagan、 Zejie 

Tian、 Taisei 

Yamauchi、 Yiling 

Dai、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 A human-in-the-loop system 

for labeling knowledge 

components in Japanese 

mathematics exercises 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

28 2024 年 1 月 

(175) 

Yiling Dai、 

Kyosuke Takami、 

Brendan Flanagan 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Beyond Recommendation 

Acceptance: Explanation's 

Learning Effects in a Math 

Recommender System 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

20 2024 年 1 月 

(176) 

Hiroaki Ogata、 

Brendan 

Flanagan、 

Kyosuke Takami、 

Yiling Dai、 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Kensuke Takii 

京都大学 EXAIT: Educational 

eXplainable Artificial 

Intelligent Tools for 

personalized learning 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

1-30 2024 年 1 月 

(177) 

Xuewang Geng、 

Li Chen、 Yufan 

Xu、 Hiroaki 

Ogata、 Atsushi 

Shimada、 and 

Masanori Yamada 

京都大学 Learning Behavioral Patterns 

of Students with Varying 

Performance in a High School 

Mathematics Course Using 

an e-book System 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

1-23 2024 年 1 月 

(178) 

Ryosuke 

Nakamoto、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Kyosuke 

Takami、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Unsupervised techniques for 

generating a standard sample 

self-explanation answer with 

knowledge components in a 

math quiz 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

16 2024 年 1 月 

(179) 

Kyosuke Takami、 

Brendan 

Flanagan、 Yiling 

Dai、 Hiroaki 

Ogata 

京都大学 Evaluating the Effectiveness 

of Bayesian Knowledge 

Tracing Model-Based 

Explainable Recommender 

International Journal 

of Distance Education 

Technologies、 

Vol.22、 No.1 

1-23 2024 年 2 月 

(180) 

Steve 

Woollaston、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Chatbots and English as a 

Foreign Language Learning: 

A Systematic Review 

Proceedings of the 

14th International 

Conference on 

Learning Analytics 

and Knowledge 

(LAK24) 

1-10 2024 年 3 月 

(181) 

Hiroyuki 

Kuromiya、 

Rwitajit 

Majumdar、 Izumi 

Horikoshi、 

京都大学 Learning analytics for student 

homework activities during a 

long break: Evidence from K-

12 education in Japan 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.19 

34 2024 年 3 月 

(182) 
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Hiroaki Ogata 

Kensuke Takii、 

Kento Koike、 

Izumi Horikoshi、 

Brendan 

Flanagan、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 OKLM: A Universal Learner 

Model Integrating Everyday 

Learning Activities with 

Knowledge Maps 

Proceedings of the 

14th International 

Conference on 

Learning Analytics 

and Knowledge 

(LAK24) 

191-193 2024 年 3 月 

(183) 

Liang、 C.、 

Majumdar、 R.、 

Horikoshi、 I.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 Data-Driven Support 

Infrastructure for Iterative 

Team-Based Learning. IEEE 

Access 

IEEE Xplore、 Vol.12 1-14 2024 年 4 月 

(184) 

Nakamoto、 R.、 

Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 

Takami、 K.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 An Automated Impasse 

Detection System Based on 

the Analysis of Self-

Explanations in Mathematics 

The proceedings of 

2024 IEEE 

International 

Conference on 

Advanced Learning 

Technologies (ICALT) 

75-79 2024 年 5 月 

(185) 

Nakamoto、 R.、 

Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 

Takami、 K.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 Auto-Scoring of Math Self-

Explanations by Combining 

Visual and Language 

Analysis.、 The Proceeds of 

24th IEEE International 

Conference on Advanced 

Learning Technologies 

The proceedings of 

2024 IEEE 

International 

Conference on 

Advanced Learning 

Technologies (ICALT) 

1-4 2024 年 5 月 

(186) 

Gorham、 T.、 

Majumdar、 R.、 

Ogata、 H. 

京都大学 Learning analytics of peer 

feedback on communicative 

skills in an EFL course 

across different learning 

modalities. 

Studies in Educational 

Evaluation、 Elsevier、 

Vol.81 

 2024 年 6 月 

(187) 

Nakamura、 K.、 

Ishihara、 M.、 

Horikoshi、 I.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 Uncovering insights from big 

data: change point detection 

of classroom engagement. 

Smart Learning Environments 

Springer Open、 

Vol.11、 No.1 

1-19 2024 年 7 月 

(188) 

Ogata、 H.、 

Liang、 C.、 

Toyokawa、 Y.、 

Hsu、 C.-Y.、 

Nakamura、 K.、 

Yamauchi、 T.、 

Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 

Takami、 K.、 

Horikoshi、 I.、 & 

Majumdar、 R. 

京都大学 Co-designing data-driven 

educational technology and 

practice: Reflections from the 

Japanese context. 

Technology Knowledge and 

Learning 

Springer Nature、 

Vol.29 

1711-

1732 

2024 年 7 月 

(189) 

Hsu、 C.-Y.、

Horikoshi、 I.、 

Li、 H.、 

Majumdar、 R.、 

Ogata、 H. 

京都大学 Evaluating Productivity of 

Learning Habits Using Math 

Learning Logs: Do K12 

Learners Manage Their Time 

Effectively? 

Lecture Notes in 

Computer Science 

(including subseries 

Lecture Notes in 

Artificial Intelligence 

and Lecture Notes in 

Bioinformatics)、 Vol. 

15159 

168-178 2024 年 9 月 

(190) 

Chia-Yu Hsu、 

Izumi Horikoshi、 

京都大学 Evaluating Productivity of 

Learning Habits Using Math 

Proceedings of the 

19th European 

168-178 2024 年 9 月 

(191) 
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Huiyong Li、 

Rwitajit Majumdar 

and Hiroaki 

Ogata 

Learning Logs: Do K12 

Learners Manage Their time 

Effectively? 

Conference on 

Technology Enhanced 

Learning 

(ECTEL2024) 

Changhao Liang、 

Izumi Horikoshi、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Enabling Mixed Genetic 

Algorithm for Automatic 

Group Formation System 

The 30th International 

Conference on 

Collaboration 

Technologies and 

Social Computing 

(CollabTech 2024) 

220-228 2024 年 9 月 

(192) 

Yang、 Y.、 Li、 

H.、 Majumdar、 

R.、Ogata、 H. 

京都大学 GOAL system for online self-

direction practice: exploring 

students’ behavioral patterns 

and the impact on academic 

achievement in the high 

school EFL context 

Journal of Computers 

in Education、 

Vol.11、 No.2 

595-614 2024 年 11 月 

(193) 

Fu-Yun YU、 

Tak-Wai CHAN、 

Sahana 

MURTHY、 Su 

Luan WONG、 

Wenli CHEN、 

Hyo-Jeong SO 

and Hiroaki 

OGATA 

京都大学 Global Harwell in an 

Examination Driven 

Education System and an 

Excellence Pursuing Society: 

Possible? How? Better with 

Digital Technologies 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

817-822 2024 年 11 月 

(194) 

Changhao 

LIANG、 Kensuke 

TAKII and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Proficiency Modeling in 

Junior High Math: Adapted 

Cognitive Statistical Models 

to E-Book Learning 

Contexts 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

226-235 2024 年 11 月 

(195) 

Junya ATAKE、 

Chia-Yu HSU、 

Huiyong LI、 

Izumi 

HORIKOSHI、 

Rwitajit 

MAJUMDAR and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Comparison of Learners' 

Self-Direction Behavior 

Across Contexts and Phases 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

286-295 2024 年 11 月 

(196) 

Chia-Yu HSU、 

Izumi 

HORIKOSHI、 

Huiyong LI、 

Rwitajit 

MAJUMDAR and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Designing Recommendations 

for Productive Learning 

Habit-Building from Learning 

Logs 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

216-225 2024 年 11 月 

(197) 

Yudai 

OKAYAMA、 

Changhao 

LIANG、 Kensuke 

TAKII and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Identifying Key Indicators of 

Proficiency in Junior High 

Math: Roles of Daily 

Handwriting Learning Logs 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

749-754 2024 年 11 月 

(198) 

Shunsuke 

TONOSAKI、 

京都大学 Toward Contextualized 

Handwriting Process 

Proceedings of 32nd 

International 

771-775 2024 年 11 月 

(199) 
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Taito KANO、 

Satomi 

HAMADA、 Izumi 

HORIKOSHI and 

Hiroaki OGATA 

Analysis: Comparison 

Between Problem Types in 

Math 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

Satomi 

HAMADA、 Izumi 

HORIKOSHI and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Relationship Between 

Students' Scores in Weekly 

Tests and Final Exam 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

759-762 2024 年 11 月 

(200) 

Hatsune 

ICHIDATE、 

Yiling DAI、 

Brendan 

FLANAGAN and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Exploring Reading Speed 

Profiles in EFL Extensive 

Reading 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

763-766 2024 年 11 月 

(201) 

Manabu 

ISHIHARA、 

Izumi 

HORIKOSHI and  

Hiroaki OGATA 

京都大学 Linking Real-World 

Experiences with Course 

Contents: A Text Mining 

Approach Toward Effective 

"There and Back Again" 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

450-459 2024 年 11 月 

(202) 

Zixu WANG、 

Chia-Yu HSU、 

Izumi 

HORIKOSHI、 

Huiyong LI、 

Rwitajit 

MAJUMDAR and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Classifying Self-Reflection 

Notes: Automation 

Approaches for GOAL 

System 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

471-479 2024 年 11 月 

(203) 

Peixuan JIANG、 

Changhao LIANG 

and Hiroaki 

OGATA 

京都大学 Data-Driven Peer 

Recommendation and Its 

Applications in 

Extracurricular Learning 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

504-509 2024 年 11 月 

(204) 

Steve 

WOOLLASTON、 

Brendan 

FLANAGAN、 

Patrick 

OCHEJA、 Yiling 

DAI and Hiroaki 

OGATA 

京都大学 TAMMY: Supporting EFL 

Translation Practice with an 

LLM-Powered Chatbot 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

585-594 2024 年 11 月 

(205) 

Kensuke TAKII、 

Changhao LIANG 

and Hiroaki 

OGATA 

京都大学 Open Knowledge and Learner 

Model: Mathematical 

Representation and 

Applications as Learning 

Support Foundation in EFL 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

595-604 2024 年 11 月 

(206) 

Taisei 

YAMAUCHI、 H. 

Ulrich HOPPE、 

京都大学 Representing Learning 

Progression of Unguided 

Exercise Solving: A 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

686-695 2024 年 11 月 

(207) 
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Yiling DAI、 

Brendan 

FLANAGAN and 

Hiroaki OGATA 

Generalization of Wheel-

Spinning Detection 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

Junya ATAKE、 

Chia-Yu HSU、 

Izumi 

HORIKOSHI and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Extraction of Important 

Characteristics for Data-

Informed Guidance and 

Counseling from Daily Usage 

Log Data 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

696-705 2024 年 11 月 

(208) 

Kensuke TAKII、 

Changhao LIANG 

& Hiroaki 

OGATA 

京都大学 OKLM: Open Knowledge and 

Learner Model Using 

Educational Big Data 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

711-714 2024 年 11 月 

(209) 

Ka-Lai WONG、 

Patrick 

OCHEJA、 

Brendan 

FLANAGAN & 

Hiroaki OGATA 

京都大学 AVERY: A GenAI-Based 

Approach to Enhancing 

Learner Engagement in 

English Writing 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

300-310 2024 年 11 月 

(210) 

Edward 

ANOLIEFO、 

Patrick 

OCHEJA、 

Regina 

OCHONU、 

Brendan 

FLANAGAN & 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Supporting Students' Post-

Exam Reflection Needs in 

College Automation 

Engineering Course Using 

LLM 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

328-333 2024 年 11 月 

(211) 

Isanka 

WIJERATHNE、 

Brendan 

FLANAGAN & 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Empowering Educational 

Researchers with a Privacy-

Centric Data Platform: 

Design、 Implementation、 

and Implications 

Proceedings of 32nd 

International 

Conference on 

Computers in 

Education (ICCE 

2024) 

434-436 2024 年 11 月 

(212) 

Albert C.M. Yang 

Ji-Yang Lin、 

Cheng-Yan Lin、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Enhancing python learning 

with PyTutor: Efficacy of a 

ChatGPT-Based intelligent 

tutoring system in 

programming education 

Computers and 

Education: Artificial 

Intelligence、 Vol.7 

 2024 年 12 月 

(213) 

Yiling DAI、 H. 

Ulrich HOPPE、 

Brendan 

FLANAGAN、 

Kyosuke 

TAKAMI and 

Hiroaki OGATA 

京都大学 Do personal 

recommendations need to be 

personalized? Investigating 

the relationships between 

student differences and 

educational recommendations 

Springer Open、 

Vol.11、 No.61 

 

1-21 2024 年 12 月 

(214) 

Ocheja、 P.、 

Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 How Good is ChatGPT in 

Giving Adaptive Guidance 

Using Knowledge Graphs in 

E-Learning Environments? 

arXiv preprint、 

2412.03856 

 2024 年 12 月 

(215) 

Nakamoto、 R.、 京都大学 Integrating Self-Explanation Research and Practice 19 2025 年 1 月 
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Flanagan、 B.、 

Dai、 Y.、 

Yamauchi、 T.、 

Takami、 K.、 & 

Ogata、 H. 

and Operational Data for 

Impasse Detection in 

Mathematical Learning 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

(216) 

Hsu、 C.-Y.、 

Horikoshi、 I.、 

Li、 H.、 

Majumdar、 R.、 

& Ogata、 H. 

京都大学 Designing data-informed 

support for building learning 

habits in the Japanese K12 

context 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

 2025 年 1 月 

(217) 

Nakamura、 K.、 

Horikoshi、 I.、 

Majumdar、 R.、 

& Ogata、 H. 

京都大学 Extract instructional process 

from xAPI log data: a case 

study in Japanese junior high 

school 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

 2025 年 1 月 

(218) 

Kuromiya、 H.、 

Majumdar、 R.、 

Horikoshi、 I.、 & 

Ogata、 H. 

京都大学 Learning analytics for student 

homework activities during a 

long break: Evidence from K-

12 education in Japan 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

 2025 年 1 月 

(219) 

Takii、 K.、 

Flanagan、 B.、 

Li、 H.、 Yang、 

Y.、 Koike、 K.、 

& Ogata、 H. 

京都大学 Explainable eBook 

recommendation for 

extensive reading in K-12 

EFL learning. 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

1-27 2025 年 1 月 

(220) 

Huiyong Li、 

Rwitajit 

Majumdar、 

Hiroaki Ogata 

京都大学 Self-directed extensive 

reading with social support: 

effect on reading and learning 

performance of high and low 

English proficiency students 

Research and Practice 

in Technology 

Enhanced Learning、 

Vol.20 

1-20 2025 年 1 月 

(221) 

Steve 

Woollaston、 

Brendan 

Flanagan、 

Patrick Ocheja、 

Yuko Toyokawa 

and Hiroaki 

Ogata 

京都大学 ARCHIE: Exploring Language 

Learner Behaviors in LLM 

Chatbot-Supported Active 

Reading Log Data with 

Epistemic Network Analysis 

Proceedings of the 

15th International 

Conference on 

Learning Analytics 

and Knowledge 

(LAK25) 

642-654 2025 年 3 月 

(222) 
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京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

「説明できる AI」に着手 京

大と内田洋行が実証研究を

開始 

電経新聞 2020 年 11 月 

(223) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI の開発・実証研究を本格

化 

ReseEd 2020 年 11 月 

(224) 
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京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI の開発・実証研究を本格

化 

ReseMom 2020 年 11 月 

(225) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI エンジンの開発と実証研

究 

NewsPicks! 2020 年 11 月 

(226) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI エンジンの開発と実証研

究 

goo ニュース 2020 年 11 月 

(227) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI エンジンの開発と実証研

究 

yahoo 2020 年 11 月 

(228) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI エンジンの開発と実証研

究 

ドコモニュース 2020 年 11 月 

(229) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学と内田洋行、教育

AI エンジンの開発と実証研

究 

週刊 BCN 2020 年 11 月 

(230) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

ICT 教育ニュース 2020 年 11 月 

(231) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

TECHABLE 2020 年 11 月 

(232) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

excite ニュース 2020 年 11 月 

(233) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

mixi ニュース 2020 年 11 月 

(234) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

京都大学学術情報メディアセン

ターweb サイト 

2020 年 11 月 

(235) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

京都大学・京都市と内田洋

行、教育 AI の開発・実証研

究を開始 

株式会社内田洋行 web サイト 2020 年 11 月 

(236) 

京都大学・京都市

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行・京都市・京大、

「人と共に進化する次世代

人工知能に関する技術開発

事業」に採択され実証研究

を開始 

日本経済新聞電子版 2020 年 11 月 

(237) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

「説明できる AI 実証研究

(高等学校)」で滋賀県教委、

京都大、内田洋行が協定 

教育家庭新聞 2021 年 2 月 

(238) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、京大ら、高等学

校を対象に「説明できる AI」

の実証研究で連携協定 

Line ニュース 2021 年 2 月 

(239) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、京大ら、高等学

校を対象に「説明できる AI」

の実証研究で連携協定 

ニコニコニュース 2021 年 2 月 

(240) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、京大ら、高等学

校を対象に「説明できる AI」

の実証研究で連携協定 

マイナビニュース 2021 年 2 月 

(241) 
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京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、京大ら、高等学

校を対象に「説明できる AI」

の実証研究で連携協定 

マピオンニュース 2021 年 2 月 

(242) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、京大ら、高等学

校を対象に「説明できる AI」

の実証研究で連携協定 

ライブドアニュース 2021 年 2 月 

(243) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行・京大・滋賀県教

委、高等学校を対象に「説

明できる AI」実証研究で三

者連携協定を締結 

日本経済新聞電子版 2021 年 2 月 

(244) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

滋賀県教委、京都大学・内

田洋行と「説明できる AI」の

実証実験で協定締結 

教育 ICT ニュース 2021 年 2 月

(245) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

滋賀県教育委員会、京都大

学、内田洋行、高等学校を

対象に「『説明できる AI』実

証研究」で三者連携協定を

締結 

株式会社内田洋行 web サイト 2021 年 2 月 

(246) 

京都大学・滋賀県

教育委員会・株式

会社内田洋行 

京都大学・株式

会社内田洋行 

高校生の学習指導にＡＩ活

用研究 県教委と京大、内

田洋行の三者が協定 

中日新聞 2021 年 2 月 

(247) 

緒方広明 京都大学 ラーニングアナリティクス：教

育ビッグデータの分析による

教育変革 

Nextcom Vol.45、 pp. 14-21 2021 年 2 月 

(248) 

緒方広明 京都大学 デジタル教科書で積み上げ

られる「データ」のゆくえ 

教職研修・2021 年 6 月号 pp.2-

3 

2021 年 5 月 

(249) 

緒方広明 京都大学 生徒の「分からない」を可視

化するラーニングアナリティ

クス 

教育と ICT Online 2021 年 6 月 

(250) 

緒方広明 京都大学 データとエビデンスに裏打

ちされた教育へ 

教育と ICT、 No.17、 pp.22-27 2021 年 7 月 

(251) 

緒方広明 京都大学 エビデンスに基づく教育実

践とは？——EDE 協議会が

旗揚げのシンポジウム開催 

教育と ICT Online 2021 年 8 月 

(252) 

緒方広明 京都大学 教育データでエビデンス駆

動型教育へ  BookRoll 等

で学びのデータ活用 

教育家庭新聞 2021 年 9 月 

(253) 

緒方広明 京都大学 知見がない 1 人 1 台端末

の授業こそデータとエビデ

ンスが役に立つ 

教育と ICT、 No.18、 P.5 2021 年 10 月 

(254) 

緒方広明、 内田洋

行教育総合研究

所 

京都大学・株式

会社内田洋行 

内田洋行、文科省 CBT シ

ステム「MEXCBT」に使われ

てきた学習 e ポータル「L-

Gate」の製品版を本格的に

提供開始 

株式会社内田洋行プレスリリース 2021 年 11 月 

(255) 

緒方広明 京都大学 教育 DX 研修会 教育デー

タの利活用の実践～

BookRoll を使ってみよう！ 

IT コンソーシアム京都、エビデン

ス駆動型教育研究協議会 

2021 年 11 月 

(256) 

緒方広明 京都大学 学生の理解度 見える化 

（第 17 回京都大学附置研

究所・センターシンポジウ

ム） 

読売新聞（27 面） 2022 年 3 月 

(257) 

日経パソコン 教 京都大学 枠組み超え 学問創造 読売新聞（34 面） 2022 年 3 月 
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育と ICT (258) 

緒方広明 京都大学 「AI 先生」阻む壁 教育デー

タの利用、ルール作りに遅

れ 

日本経済新聞電子版 2022 年 4 月 

(259) 

緒方広明 京都大学 特集 急加速する「日本型

教育 DX」の全貌 「教育

データの分析と可視化が教

員を助ける」 

日経パソコン 教育と ICT、 

No.20、 pp.20-23 

 

2022 年 4 月 

(260) 

緒方広明 京都大学 学習データ活用 成長を実

感 

朝日新聞 31 面(2022.5.31) 2022 年 5 月 

(261) 

緒方広明 京都大学 広がる教育データ活用 宿

題の解答時間・弱点がリア

ルタイムで教師に 

朝日新聞デジタル 2022 年 5 月 

(262) 

緒方広明 京都大学 教育 DX の焦点【4】 ラーニ

ングアナリティクスは未来の

教室を夢見る 

教育と ICT Online 2022 年 5 月 

(263) 

緒方広明 京都大学 デジタル庁や自治体が教育

データ利活用の最新状況を

語る 

教育と ICT Online 2022 年 6 月 

(264) 

緒方広明 京都大学 教育データ利活用に向けて

研究や実証が進むラーニン

グアナリティクスやダッシュ

ボードで活用 

日経パソコン 教育と ICT、 

No.21、 pp.8-9 

2022 年 7 月 

(265) 

緒方広明 京都大学 仙台白百合学園小学校､

｢第 3 回オンライン公開授業

研究会｣ライブ中継で 26 日

開催 

ICT 教育ニュース 2022 年 11 月 

(266) 

緒方広明 京都大学 GIGA 端末が変える教師像､

知識伝授からコーチへ 

日本経済新聞 電子版 2022 年 12 月 

(267) 

緒方広明 京都大学 ｢個人情報が丸裸に｣｢人格

乗っ取られる｣教育 ICT 化

偏った認識 

産経新聞 1 面 2023 年 1 月 

(268) 

緒方広明 京都大学 オンライン授業ログ活用で

学習効率アップ｡京大が開

発した教育用説明生成 AI

エンジンの効果とは 

ASCII STARTUP 2023 年 2 月 

(269) 

緒方広明 京都大学 学習 e ポータル標準モデル

Ver.3.00 でデジタル教科

書･校務支援システムと連携

へ 

教育と ICT Online 2023 年 2 月 

(270) 

緒方広明 京都大学 教え方と学び方のログを分

析し効率の良い個別最適な

教育を実現 

先端教育 2023 年 3 月号 2023 年 3 月 

(271) 

緒方広明、江口悦

広 

京都大学 学びを変えるラーニングア

ナリティクス：データと AI が

もたらす教育革命 

日経 BP 2023 年 4 月 

(272) 

緒方広明 京都大学 デジタル教材を使った最新

のラーニングアナリティクス

実践を報告〜New 

Education Expo 2023 大阪 

教育と ICT Online 2023 年 6 月 

(273) 

緒方広明 京都大学 データとエビデンスで教育

を変える－LA（Learning 

Analytics）の視点から 

IT 批評 2023 年 6 月 

(274) 
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株式会社内田洋

行 

株式会社内田

洋行 

内田洋行、次世代型の子供

のデータ連携の取り組みを

紹介〜New Education Expo 

2023 東京 

教育と ICT Online 2023 年 6 月 

(275) 

緒方広明 京都大学 今さら聞けない「ラーニング

アナリティクス」とは 

教育と ICT Online 2023 年 10 月 

(276) 

堀越泉 京都大学 「教員が見る解像度」が上が

るラーニングアナリティクス 

EDXI 東京で文部科学省や

京都大学が最新事情を紹

介 

日経 BP 教育と ICT Online 2024 年 5 月 

(277) 

緒方広明、堀越泉 京都大学 教育 DX の焦点【3】 日々の

データから有益な事例を見

いだすリアルワールドエビデ

ンスとは 

日経 BP 教育と ICT Online 2024 年 6 月 

(278) 

緒方広明 京都大学 進む教育データ利活用と

ラーニングアナリティクス——

ICT 活用教育の最新トレン

ド【2】 

日経 BP 教育と ICT Online 2024 年 6 月 

(279) 

緒方広明 京都大学 文部科学省がネットワーク強

化を訴え―New Education 

Expo 2024 

日経 BP 教育と ICT Online 2024 年 6 月 

(280) 

丸山洋司、緒方広

明、他 

京都大学 GIGA スクール構想 2.0 推

進ハンドブック 

悠光堂 2024 年 7 月 

(281) 

緒方広明 京都大学 国研が教育データ利活用の

推進に向けたシンポジウム

を開催 

日経 BP 教育と ICT Online 2024 年 11 月 

(282) 

著者：ジェフ・ペ

ティ 日本語版監

修者 緒方広明 

訳者 岡崎善弘 

京都大学 科学的エビデンスに基づく

最適な教え方 

東京書籍株式会社 2025 年 1 月 

(283) 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

発表年月 

長尾 智晴 横浜国立大学 次世代の説明できるＡＩ（ＸＡＩ）と企業導

入のコツ 

（社）日本実装技術振興

協会 第２０４回定例講演

会 

2020.9 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩに関する基礎知識 税関研修所 

横浜支所講演会 

2020.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明できるＡＩ（ＸＡＩ）と次世代人工知能

の業務への導入方法 

ＴＨ企画セミナー 

センター 

2020.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明できるＡＩ（ＸＡＩ）から人と共に進化

するＡＩ（ＣＡＩ）へ 

トリケップス 

セミナー 

2020.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明できるＡＩ：ＸＡＩの実現方法と業務へ

のＡＩ導入方法 

情報機構 

セミナー 

2020.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 今だから聞けるＡＩのことと現場導入のコ

ツ 

柏崎市ＩｏＴ推進ラボ活動

交流会 

2020.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習と説明できるＡＩ（ＸＡＩ）の原理

と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社 

セミナー 

2020.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習を説明するＡＩとは？ 応用脳科学 

アカデミー 

2021.1 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩ基礎講座 （株）ＩＨＩ社内講義 2021.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩと業務へのＡＩ導入方法 ＴＨ企画セミナー 

センター 

2021.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2021.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 少ない学習でもうまくいく機械学習の適

用方法 

サイエンス＆テクノロジー

セミナー 

2021.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習と説明できるＡＩ（ＸＡＩ）原理と

導入のキーポイント 

日刊工業新聞社 

セミナー 

2021.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＩＨＩプロジェクトＣｈａｎｇｅ特別講座：ＩｏＴ・

ＡＩ 

（株）ＩＨＩ社内講座 2021.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＭＯＬ ＡＩ応用講座 （株）商船三井社内講座 2021.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩの概要と企業での利用について 神奈川県Ｒ＆Ｄ 

推進協議会 

2021.9 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩと企業へのＡＩ導入方法 情報機構セミナー 2021.9 

荒井 敏， 

白川真一， 

長尾智晴 

横浜国立大学 Ｎｏｎ－ｓｔｒｉｃｔ Ａｔｔｅｎｔｉｏｎａｌ Ｒｅｇｉｏｎ 

Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ ｔｏ Ｉｍｐｒｏｖｅ Ｉｍａｇｅ Ｃ

ｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ａｃｃｕｒａｃｙ 

ＳＭＣ－２０２１ 2021.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習を説明するＡＩとは？ 応用脳科学 

アカデミー 

2021.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの基礎技術とがんリスク判定への応

用 

東京女子医科大学セミ

ナー 

2021.11 

落谷 孝広 東京医科大学 がんの早期診断にＡＩはどう貢献するか 東京女子医科大学セミ

ナー 

2021.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩ研究の最新動向とビジネス・業務への

導入方法 

東京都立 

産業技術センター 

2022.1 

長尾 智晴 横浜国立大学 少ない学習データを用いた高効率な機 ＴＨ企画セミナー 2022.1 

テーマ名 ①-2-3 進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発 

実施者名 横浜国立大学、キユーピー株式会社、東京医科大学 
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械学習と業務への導入 センター 

小林雅幸， 

白川真一， 

長尾智晴 

横浜国立大学  Ａｕｘｉｌｉａｒｙ Ｄａｔａ Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ ｉｎ Ｐｅ

ｒｃｏｌａｔｉｖｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｉ

ｍｐｒｏｖｉｎｇ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｐｅｒｆｏｒ

ｍａｎｃｅ 

ＩＣＡＡＲＴ ２０２２ 2022.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2022.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習と説明できるＡＩ（ＸＡＩ）の原理

と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社 

セミナー 

2022.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩの見える化＆説明できるＡＩ（ＸＡＩ）の

作り方と導入・運用方法 

サイエンス＆テクノロジー

セミナー 

2022.3 

長尾 智晴 横浜国立大学 業務でＡＩを活用するためのＡＩ基礎講座 （株）ＩＨＩ社内講座 2022.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 貨物積み付けに対するＡＩの適用につい

て 

商船三井技術会議 2022.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2022.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 少ない学習データでもうまくいく機械学

習の適用方法と進め方とそのコツ 

サイエンス＆ 

テクノロジー 

セミナー 

2022.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩ（人工知能）型画像認識とその生物試

験への応用 

横浜市水道局 2022.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2022.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 深層学習と説明できるＡＩ（ＸＡＩ）の原理

と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社 

セミナー 

2022.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ（ＸＡＩ）とは？ 情報処理学会誌「情報処

理」 

2022.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データでも活用できる効果的な

機械学習のすべて 

日経ＢＰセミナー 2022.8 

白川 真一 横浜国立大学 画像認識への応用を中心とした深層学

習技術の最近の動向 

日本高圧力技術協会ＡＩ

委員会 

2022.8 

葛谷直規， 

長尾智晴 

横浜国立大学 Ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ Ｂ－ｓｐｌｉｎｅ－ｂａｓｅｄ Ｈｉｇｈｌ

ｙ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ ｆｏｒ 

ＩｏＴ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｏｎ Ｅｄｇｅ Ｐｌａｔｆｏ

ｒｍｓ 

ＳＭＣ－２０２２ 2022.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2022.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 最適化による問題解決と適用方法・事例 商船三井技術会議 2022.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 人が関わるこれからの最適化・機械学習

について 

商船三井技術会議 2022.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2022.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 少量学習を可能にする進化的画像処理

とその応用 

広島ＡＩ・ＩｏＴ・ロボティク

ス活用研究会 

2022.11 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ， 共進化ＡＩ，そして職人

芸的ＡＩへ 

応用脳科学 

アカデミー 

2022.11 

山田裕太郎， 

白川真一 

横浜国立大学 利得関数の適応的切替機構を導入した

サロゲートモデルを用いた（１＋１）－ＣＭ

Ａ－ＥＳの提案 

進化計算シンポジウム２０

２２ 

2022.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 業務での利用に適した進化的画像処

理・認識のすべて 

トリケップス 

セミナー 

2022.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ・共進化ＡＩの開発動向と企

業の業務への効果的なＡＩ導入方法 

ＴＨ企画セミナー 2022.12 
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長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ（ＸＡＩ）・共進化ＡＩ 

（ＣＡＩ） 

日本高血圧学会 2023.1 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2023.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 人工知能（ＡＩ）の疫学研究への利用と課

題 

日本疫学会 2023.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 進化的機械知能に基づくＸＡＩの基盤技

術と産業応用基盤の開発 

ＡＩ ＮＥＸＴ ＦＯＲＵＭ 

２０２３ 

2023.2 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2023.3 

渡邉陽平， 

白川真一 

横浜国立大学 離散変数最適化および混合整数最適化

のためのマージン補正付き（１＋１）－Ｃ

ＭＡ－ＥＳの提案 

第２３回 進化計算学会

研究会 

2023.3 

長尾 智晴 横浜国立大学 業務での利用に適した進化的画像処

理・認識のすべて 

トリケップス 

セミナー 

2023.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2023.6 

葛谷直規， 

長尾智晴 

横浜国立大学 エッジＡＩに向けたＢスプライン関数を用

いた学習済みニューラルネットの演算

ノード柔軟化による精度向上手法 

情報処理学会 

ＭＰＳ研究会 

2023.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 データ量の観点から見たＭＬとその業務

での活用方法 

Ｓ＆Ｔセミナー 2023.6 

広瀬陽一， 

白川真一 

横浜国立大学 ドメイン知識を考慮した特徴量構築の言

語モデルによる自動化 

２０２３年度 人工知能学

会全国大会 （第３７回） 

2023.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

Ｒ＆Ｄ支援センターセミ

ナー 

2023.6 

岸本泰俊，山西

康太，松田拓

也，白川真一 

横浜国立大学 特徴選択と特徴間の相互作用を組み込

んだＮｅｕｒａｌ Ａｄｄｉｔｉｖｅ Ｍｏｄｅｌｓの提案 

２０２３年度 人工知能学

会全国大会 （第３７回） 

2023.6 

Ｙ. Ｗａｔａｎａｂ

ｅ， Ｋ. Ｕｃｈｉｄ

ａ， Ｒ. Ｈａｍａｎ

ｏ， Ｓ. Ｓａｉｔｏ， 

Ｍ. Ｎｏｍｕｒａ， 

ａｎｄ Ｓ. Ｓｈｉｒａ

ｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

（１＋１）－ＣＭＡ－ＥＳ ｗｉｔｈ Ｍａｒｇｉｎ 

ｆｏｒ Ｄｉｓｃｒｅｔｅ ａｎｄ Ｍｉｘｅｄ－Ｉｎｔｅｇｅｒ 

Ｐｒｏｂｌｅｍｓ 

ＧＥＣＣＯ ２０２３ 2023.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 業務での利用に適した進化的画像処

理・認識のすべて 

トリケップス 

セミナー 

2023.8 

Ｈ. Ｏｋｕｍｕｒａ 

ａｎｄ Ｔ.Ｎａｇａｏ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＭＩＰＣＥ： Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ｐａ

ｔｃｈｅｓ Ｃｏｕｎｔｅｒｆａｃｔｕａｌ－ｃｈａｎｇｉｎｇ 

Ｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｔｉｍｅ Ｓｅｒｉｅｓ Ｃｌ

ａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ 

ＩＣＡＮＮ ２０２３  2023.9 

長尾 智晴 横浜国立大学 企業におけるＡＩの効果的な利用方法と

将来展望 

神奈川経済同友会講演

会 

2023.9 

長尾 智晴 横浜国立大学 進化計算法（ＥＣ）の基礎と応用 トリケップス 

セミナー 

2023.9 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2023.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 小希望データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2023.11 

森 辰則 横浜国立大学 自然言語処理と生成ＡＩ ～ＣｈａｔＧＰＴと

は，ＡＩ，ＣｈａｔＧＰＴの活用や問題点，課

題～ 

みなと工業会 

講演会 

2023.11 
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Ｃ. Ｇａｎ ａｎｄ 

Ｔ. Ｍｏｒｉ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ ａｎｄ Ｒｏｂｕｓｔｎｅｓｓ ｏｆ Ｌ

ａｒｇｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｍｏｄｅｌｓ ｔｏ Ｐｒｏｍｐ

ｔ Ｔｅｍｐｌａｔｅ ｉｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｔｅｘｔ Ｃｌ

ａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｔａｓｋｓ 

ＰＡＣＬＩＣ ２０２３ 2023.12 

内田 絢斗，濱

野 椋希，野村 

将寛，斉藤 翔

汰，白川 真一 

横浜国立大学 Ｓａｆｅ ＯｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎのためのＣＭＡ－

ＥＳの提案 

進化計算シンポジウム２０

２３ 

2023.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 共進化型ＡＩから職人芸的ＡＩへ 応用脳科学 

アカデミー 

2023.12 

関野 裕太，内

田 絢斗，白川 

真一 

横浜国立大学 文脈付き最適化問題のためのＣＭＡ－Ｅ

ＳのＷａｒｍ Ｓｔａｒｔｉｎｇの提案 

進化計算シンポジウム２０

２３ 

2023.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 業務での利用に適した進化的画像処

理・認識のすべて 

トリケップス 

セミナー 

2023.12 

山田 裕太郎， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 目的関数の単調増加変換に不変性を与

える多目的最適化フレームワークの提案 

進化計算シンポジウム２０

２３ 

2023.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＸＡＩの作り方とＡＩの業務への導入方法 トリケップス 

セミナー 

2024.3 

Ｙ. Ｋｉｓｈｉｍｏｔ

ｏ， Ｋ. Ｙａｍａｎ

ｉｓｈｉ， Ｔ. Ｍａｔ

ｓｕｄａ， ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｎｅｕｒａｌ Ａｄｄｉｔｉｖｅ ａｎｄ Ｂａｓｉｓ Ｍｏｄｅ

ｌｓ ｗｉｔｈ Ｆｅａｔｕｒｅ Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉ

ｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓ 

ＰＡＫＤＤ ２０２４ 2024.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 世界初の深層学習法：浸透学習法の原

理と応用 

トリケップス 

セミナー 

2024.5 

西本 暁道，斉

藤 翔汰，広瀬 

陽一，内田 絢

斗，白川 真一 

横浜国立大学 異なるモデルサイズ制限に対するＮｅｕｒ

ａｌ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ Ｓｅａｒｃｈにおける複

数構造探索 

２０２４年度人工知能学会

全国大会（第３８回） 

2024.5 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

Ｒ＆Ｄ支援センターセミ

ナー 

2024.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 最適化技術の本命：進化計算法の基礎

と応用 

トリケップス 

セミナー 

2024.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ（ＸＡＩ）から人と共に進化す

るＡＩへ 

日本応用数理学会 2024.6 

長尾 智晴 横浜国立大学 ＡＩの意思決定への応用 ＤＭＧ森精機広報誌「つ

ながり」 

2024.7 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

Ｒ. Ｈａｍａｎｏ， 

Ｍ. Ｎｏｍｕｒａ， 

Ｓ. Ｓａｉｔｏ，ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＣＭＡ－ＥＳ ｆｏｒ Ｓａｆｅ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ ＧＥＣＣＯ ２０２４ 2024.7 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

Ｋ.Ｎｉｓｈｉｈａｒａ， 

ａｎｄ  

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＣＭＡ－ＥＳ ｗｉｔｈ Ａｄａｐｔｉｖｅ Ｒｅｅｖａｌ

ｕａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｍｕｌｔｉｐｌｉｃａｔｉｖｅ Ｎｏｉｓｅ 

ＧＥＣＣＯ ２０２４ 2024.7 

Ｒ. Ｈａｍａｎｏ， 

Ｓ. Ｓａｉｔｏ， Ｍ. 

Ｎｏｍｕｒａ， Ｋ.  

Ｕｃｈｉｄａ， ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＣａｔＣＭＡ ： Ｓｔｏｃｈａｓｔｉｃ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉ

ｏｎ ｆｏｒ Ｍｉｘｅｄ－Ｃａｔｅｇｏｒｙ Ｐｒｏｂｌｅｍ

ｓ 

ＧＥＣＣＯ ２０２４ 2024.7 
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Ｙ. Ｙａｍａｄａ， 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｈｏｗ ｔｏ Ｍａｋｅ Ｍｕｌｔｉ－Ｏｂｊｅｃｔｉｖｅ 

Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｒｙ Ａｌｇｏｒｉｔｈｍｓ Ｉｎｖａｒｉａｎ

ｔ ｔｏ Ｍｏｎｏｔｏｎｉｃａｌｌｙ Ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇ Ｔ

ｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｏｆ Ｏｂｊｅｃｔｉｖｅ Ｆｕｎｃ

ｔｉｏｎｓ 

ＧＥＣＣＯ ２０２４ Ｐｏｓｔｅ

ｒ Ｐａｐｅｒ 

2024.7 

Ｍ. Ｎｏｇｕｃｈｉ 

ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｓｉｍｐｌｅ Ｄｏｍａｉｎ Ｇｅｎｅｒａｌｉｚａｔｉｏｎ 

Ｍｅｔｈｏｄｓ ａｒｅ Ｓｔｒｏｎｇ Ｂａｓｅｌｉｎｅｓ ｆ

ｏｒ Ｏｐｅｎ Ｄｏｍａｉｎ Ｇｅｎｅｒａｌｉｚａｔｉｏｎ 

ＩＪＣＮＮ ２０２４ 2024.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対する機械学習の効果

的適用法 

トリケップス 

セミナー 

2024.7 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データでも活用できる効果的な

機械学習 

日経ＢＰセミナー 2024.8 

長尾 智晴 横浜国立大学 少量データを有効活用する機械学習の

実践方法 

Ｓ＆Ｔセミナー 2024.8 

長尾 智晴 横浜国立大学 説明可能ＡＩ（ＸＡＩ）から人と共に進化・

発展するＡＩへ 

トリケップス 

セミナー 

2024.8 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ，Ｒ.  

Ｈａｍａｎｏ， Ｍ. 

Ｎｏｍｕｒａ， Ｓ. 

Ｓａｉｔｏ， ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＣＭＡ－ＥＳ ｆｏｒ Ｄｉｓｃｒｅｔｅ ａｎｄ Ｍｉｘ

ｅｄ－Ｖａｒｉａｂｌｅ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ ｏｎ Ｓｅ

ｔｓ ｏｆ Ｐｏｉｎｔｓ 

ＰＰＳＮ ２０２４ 2024.9 

Ｙ. Ｈｉｒｏｓｅ， 

Ｋ.Ｕｃｈｉｄａ， ａ

ｎｄ Ｓ. Ｓｈｉｒａｋ

ａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｆｉｎｅ－Ｔｕｎｉｎｇ ＬＬＭｓ ｆｏｒ Ａｕｔｏｍａ

ｔｅｄ Ｆｅａｔｕｒｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

ＡｕｔｏＭＬ Ｃｏｎ 

Ｗｏｒｋｓｈｏｐ 

Ｔｒａｃｋ 

2024.9 

Ｙ. Ｓｅｋｉｎｏ， 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉ

ｔｙ 

Ｗａｒｍ Ｓｔａｒｔｉｎｇ ｏｆ ＣＭＡ－ＥＳ ｆｏｒ 

Ｃｏｎｔｅｘｔｕａｌ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ Ｐｒｏｂｌｅｍ

ｓ 

ＰＰＳＮ ２０２４ 2024.9 

深井 友貴， 

荒井 敏， 

長尾 智晴 

横浜国立大学 胸部Ｘ線画像分類における判断根拠領

域の可視化 

第２３回情報科学技術

フォーラム 

（ＦＩＴ２０２４） 

2024.9 

荒井 敏， 

白川 真一， 

長尾 智晴 

横浜国立大学 非厳密な領域アノテーションによる畳み

込みニューラルネットワークの一般画像

分類精度の向上 

第２３回情報科学技術

フォーラム 

（ＦＩＴ２０２４） 

2024.9 

Ｓ. Ａｒａｉ， 

Ｓ.Ｓｈｉｒａｋａｗａ， 

ａｎｄ 

Ｔ. Ｎａｇａｏ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＢＩＮＮ－ＤＴ： Ｔｏｗａｒｄｓ Ｂｅｔｔｅｒ Ｉｎｔｅ

ｒｐｒｅｔａｂｉｌｉｔｙ ｏｆ Ｍｕｌｔｉｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ 

Ｄｅｃｉｓｉｏｎ Ｒｕｌｅｓ ｖｉａ Ｂｉｖａｒｉａｔｅ Ｎｏ

ｎｌｉｎｅａｒ Ｎｏｄｅ Ｄｅｃｉｓｉｏｎ Ｔｒｅｅｓ 

ＳＭＣ-２０２４ 2024.10 

Ｃ. Ｇａｎ， 

Ｑ. Ｚｈａｎｇ, 

ａｎｄ 

Ｔ. Ｍｏｒｉ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｔｈｉｎｋ ｆｒｏｍ Ｗｏｒｄｓ（ＴＦＷ）： Ｉｎｉｔｉａｔ

ｉｎｇ Ｈｕｍａｎ－Ｌｉｋｅ Ｃｏｇｎｉｔｉｏｎ ｉｎ 

Ｌａｒｇｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｍｏｄｅｌｓ Ｔｈｒｏｕｇｈ 

Ｔｈｉｎｋ ｆｒｏｍ Ｗｏｒｄｓ ｆｏｒ Ｊａｐａｎｅｓｅ 

Ｔｅｘｔ－ｌｅｖｅｌ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＬＤＢ ２０２４ 2024.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 最近のＡＩに関する話題と業務でのＡＩ利

用について 

第１９回ＩｏＴ・Ｍ２Ｍ

フォーラム 

講演会 

2024.10 

長尾 智晴 横浜国立大学 量子コンピューティングの業務利用 ＤＭＧ森精機広報誌「つ

ながり」 

2024.11 

Ｓ. Ｓｈｉｍｉｚｕ， 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

Ａ. Ｍａｋｉ， ａｎ

ｄ Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａ

Ｙｏｋｏｈａｍａ Ｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａｄａｐｔｉｖｅ Ｔｒｕｓｔ Ｒｅｇｉｏｎ Ｒａｄｉｕｓ ｆ

ｏｒ Ｒｏｂｕｓｔ Ｐｏｌｉｃｙ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ 

ＩＣＯＮＩＰ ２０２４ 2024.12 
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ｗａ 

関野 裕太， 

渡邉 陽平， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 Ｌｏｗ Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌｉｔｙの性

質をもつ最適化問題のためのサロゲート

モデル付きＣＭＡ－ＥＳの提案 

進化計算シンポジウム２０

２４ 

2024.12 

渡邉 陽平， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 ブラックボックス混合整数最適化問題の

階層型問題への変換と効率的な解法の

検討 

進化計算シンポジウム２０

２４ 

2024.12 

中川 遥仁， 

山田 裕太郎， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 学習率適応機構をもつ ＣＭＡ－ＥＳ の

ための Ｌｏｗ Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａ

ｌｉｔｙ への対処法の提案 

進化計算シンポジウム２０

２４ 

2024.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 小規模データに対するＭＬの効果的適

用法 

トリケップス 

セミナー 

2024.12 

松尾 拓海， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 点集合上の最適化問題のためのエリート

保存型進化計算法の開発 

進化計算シンポジウム２０

２４ 

2024.12 

濱野 椋希， 

野村 将寛， 

斉藤 翔汰， 

内田 絢斗， 

白川 真一 

横浜国立大学 連続・整数・カテゴリ変数を含む混合変

数Ｂｌａｃｋ－Ｂｏｘ最適化問題のための確

率モデルベース最適化法の提案 

進化計算シンポジウム２０

２４ 

2024.12 

長尾 智晴 横浜国立大学 最適化技術の本命：進化計算法の基礎

と応用 

トリケップス 

セミナー 

2025.3 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・ 

学会名・ 

イベント名等 

ページ 

番号 

発表年月 

大塚蔵嵩， 

落谷孝広 

東京医科大学， 

キユーピー 

株式会社 

Ｐｏｓｓｉｂｌｅ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ｂｅｔｗｅｅ

ｎ ｄｉｅｔ ａｎｄ ｍｉｃｒｏＲＮＡ ｉｎ ｃ

ａｎｃｅｒ ｓｃｅｎａｒｉｏ 

Ｓｅｍｉｎａｒｓ 

ｉｎ Ｃａｎｃｅｒ  

Ｂｉｏｌｏｇｙ 

30250-9 2021.1 

大塚蔵嵩， 

落谷孝広 

キユーピー 

株式会社， 

東京医科大学 

Ｐｏｓｓｉｂｌｅ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ｂｅｔｗｅｅ

ｎ ｄｉｅｔ ａｎｄ ｍｉｃｒｏＲＮＡ ｉｎ ｃ

ａｎｃｅｒ ｓｃｅｎａｒｉｏ 

Ｓｅｍｉｎａｒｓ 

ｉｎ Ｃａｎｃｅｒ  

Ｂｉｏｌｏｇｙ 

null 2021.1 

大塚蔵嵩， 

西山博， 

栗城大輔， 

河田尚暉， 

落谷孝広 

キユーピー 

株式会社， 

東京医科大学 

Ｃｏｎｎｅｃｔｉｎｇ ｔｈｅ ｄｏｔｓ ｉｎ ｔｈ

ｅ ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｓ ｂｅｔｗｅｅｎ ｄｉｅ

ｔ， ｏｂｅｓｉｔｙ， ｃａｎｃｅｒ， ａｎｄ 

ｍｉｃｒｏＲＮＡｓ 

Ｓｅｍｉｎａｒｓ 

ｉｎ Ｃａｎｃｅｒ  

Ｂｉｏｌｏｇｙ 

52-69 2023.6 

Ｔ. Ｍａｔｓｕｄａ， 

Ｋ. Ｕｃｈｉｄａ， 

Ｓ. Ｓａｉｔｏ，ａｎｄ 

Ｓ. Ｓｈｉｒａｋａｗａ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ 

Ｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ＨＡＣＮｅｔ： Ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ ｌｅａ

ｒｎｉｎｇ ｏｆ ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｂｌｅ ｔａｂｌｅ

－ｔｏ－ｉｍａｇｅ ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ ａｎｄ 

ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔｗｏｒ

ｋ 

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ－Ｂａｓｅ

ｄ  

Ｓｙｓｔｅｍｓ 

Article 

number 

111293 

2024.1 

Ｃ. Ｇａｎ， 

Ｑ. Ｚｈａｎｇ， 

ａｎｄ 

Ｔ. Ｍｏｒｉ 

Ｙｏｋｏｈａｍａ 

Ｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ ＬＬＭ Ａｇｅｎｔ

ｓ ｉｎ Ｒｅｃｒｕｉｔｍｅｎｔ： Ａ Ｎｏｖｅｌ 

Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ ｆｏｒ Ａｕｔｏｍａｔｅｄ 

Ｒｅｓｕｍｅ Ｓｃｒｅｅｎｉｎｇ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ  

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ 

881-893 2024.10 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・ 出願日 状態 名称 
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国外・PCT 

国立大学法人横浜

国立大学 

２０２１－０３２０９７ ＪＰ：日本国 2021.3.1 登録済み ニューラルネットワークシステム，

学習制御装置，演算方法，学習

制御方法およびプログラム 

国立大学法人横浜

国立大学 

２０２１－０４１８５５ ＪＰ：日本国 2021.3.15 登録済み 演算装置，共通演算設定装置，

演算方法，共通演算設定方法お

よびプログラム 

キユーピー 

株式会社 

ＰＣＴ／ＪＰ２０２１／ 

０１６１８４ 

ＰＣＴ 

（全指定） 

2021.4.21 出願継続中 画像生成装置，表示装置，デー

タ変換装置，画像生成 方法，

提示方法，データ変換方法およ

びプログラム 

国立大学法人横浜

国立大学 

２０２１－１８２８２２ ＪＰ：日本国 2021.11.9 出願継続中 グラフ生成装置，状態予測装

置，グラフ生成方法，状態予測

方法およびプログラム 

国立大学法人横浜

国立大学 

２０２１－１９７８５２ ＪＰ：日本国 2021.12.6 出願継続中 学習モデル装置，演算装置生産

システム，演算方法，演算装置

生産方法お よびプログラム 

国立大学法人横浜

国立大学 

２０２３－００１１８４ ＪＰ：日本国 2023.1.6 出願継続中 グラフ生成装置，グラフ生成方法

およびプログラム 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

長尾 智晴 横浜国立大学 浸透学習法 横浜国立大学発明表彰の受賞 2024.4 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

発表年月 

キユーピー 

株式会社 

 Ｐｒｅｖｅｎｔｉｎｇ ｄｉｓｅａｓｅ ｂｅｆｏｒｅ ｉｔ ｓｔａｒ

ｔｓ 

ｎａｔｕｒｅ 2021.7 

キユーピー 

株式会社 

 論文『がんにおける食とマイクロＲＮＡの

関係性とその可能性』が国際学術誌Ｓｅ

ｍｉｎａｒｓ ｉｎ Ｃａｎｃｅｒ Ｂｉｏｌｏｇｙに掲載さ

れます 

キユーピーアヲハタ 

ニュース 

2021.2 

キユーピー 

株式会社 

 論文『食事，肥満，がんとマイクロＲＮＡ

の関係性』が国際学術誌Ｓｅｍｉｎａｒｓ ｉｎ 

Ｃａｎｃｅｒ Ｂｉｏｌｏｇｙに掲載されます 

キユーピーアヲハタ 

ニュース 

2023.6 

キユーピー 

株式会社 

 疾病を発症前に予防する キユーピー株式会社 

ホームページ 

2021.8 

キユーピー 

株式会社 

 キユーピーが，がん発症リスク判定サー

ビス事業化を目指すワケ 

Ｂｅｙｏｎｄ Ｈｅａｌｔｈ 2020.9 

河野純範， 

栗城大輔 

キユーピー 

株式会社 

将来に向けた「食生活メーカー」への挑

戦 

キユーピーグループ 

統合報告書２０２２ 

2022.4 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

株式会社ＣｈｉＣ

ａＲｏ 

 研究成果のアウトリーチ 日本赤ちゃん学会第 24 回学術集会 2024.8 

粕谷 美里 電気通信大学 人とマシンは、わかり合え

るのか？ 

Ｈｏｎｄａ「はずれ値人材Ｍｅｅｔ Ｕｐ！」 2022.12 

阿部 香澄， 

粕谷 美里，  

樋口 由樹，  

住岡 英信，  

塩見 昌裕，  

長井 隆行 

電気通信大学 テレ保育ロボットへの幼児

のソーシャルタッチ分析と

脳活動評価による接触情

報の提示方法の検討 

第 18 回日本感性工学会春季大会 2023.3 

粕谷 美里， 

阿部 香澄， 

長井 隆行 

電気通信大学 自律エージェントの説明機

構に対する主観評価と脳

活動 

日本人間工学会第 63 回大会 2022.7 

大道 弘明， 

阿部 香澄，  

中村 友昭，  

長井 隆行 

電気通信大学 幼児発達支援の呼称課題

における回答自動分類機

の開発 

第 40 回日本ロボット学会学術講演会 2022.9 

井口 丈琉， 

阿部 香澄，  

中村 友昭，  

長井 隆行 

電気通信大学 遠隔保育ロボットによる発

達支援のための幼児の関

心推定システム 

第 40 回日本ロボット学会学術講演会 2022.9 

粕谷 美里 電気通信大学 テレプレゼンスロボットを活

用した協同子育て～ロボッ

トを介した対子どもとの関

係構築～ 

共調的社会脳研究会主催セミナー“コミュ

ニケーション＆人間とはなにか？セミナー

シリーズ第 22 回” 

2024.1 

粕谷 美里 電気通信大学 テレプレゼンスロボット

ChiCaRo による新しい協

同子育ての実現を目指し

て 

日本機械学会 2024 年度年次大会，特別

行事企画：先端技術フォーラム“テレプレ

ゼンスロボットの研究開発最前線［機素潤

滑設計部門，ロボティクス・メカトロニクス

部門］” 

2024.9 

粕谷 美里 電気通信大学 テレプレゼンスロボットによ

る異世代間交流を活用し

た協同子育て・幼老統合

ケア 

第 42 回日本ロボット学会学術講演会 2024.9 

阿部 香澄， 

三木 晴子，  

藤野 恭子，  

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

電気通信大学 遠隔保育ロボットを用いた

乳幼児の日常的な見立て

と支援のための発達支援

システムの構築 

日本発達障害学会第 56 回研究大会 2021.10 

阿部 香澄 電気通信大学 テレ保育ロボット ChiCaRo

による未来の子育て支援 

白梅学園大学 子ども学部子ども学科 

現代子ども学特別演習 

2020.11 

テーマ名 
①-2-4/①-3-4 説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達

支援への応用 

実施者名 大阪大学、電気通信大学、株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
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阿部 香澄 電気通信大学 テレ保育ロボット ChiCaRo

による遠隔共同子育てと

発達支援システム 

日本発達神経科学会 第 9 回学術集

会、シンポジウム１ ウィズコロナ時代の子

どもの発達とＡＩ・ＩｏＴ技術の役割 

2020.11 

阿部 香澄 電気通信大学 ロボットとＡＩ技術の育児・

発達支援への応用 

広島市私立保育協会・広島市保育連盟 

合同研修会 “保育とロボット・ＡＩは共存

できるのか？―保育の未来を語るー” 

2024.2 

Caitlin 

Duncan， 

Misato 

Kasuya， 

Katharina 

Menke， 

Kasumi Abe， 

Takayuki Nagai 

大阪大学、 

電気通信大学 

Relationship building 

between caregivers and 

children using remote 

childcare support robots 

The 10th International Symposium on 

Affective Science and Engineering 

（ISASE 2024） 

2024.3 

粕谷 美里， 

阿部 香澄， 

長井 隆行 

電気通信大学 遠隔育児支援システムの

操作者に提示する説明情

報の主観と脳活動 

日本認知心理学会第 19 回大会 2022.3 

平尾 総太郎， 

阿部 香澄，  

中村 友昭，  

長井 隆行 

電気通信大学 LLM による質問意図推定

を活用した育児相談チャッ

トボットの開発 

人工知能学会全国大会（第 38 回） 2024.5 

阿部 香澄 電気通信大学 テレ保育ロボット ChiCaRo

による家庭内子育て支援

～遠隔共同子育てと発達

支援システム～ 

福井大学 第 688 回大学院セミナー 2022.6 

阿部 香澄，  

安崎 優太 

電気通信大学 ロボットとＡＩ技術がつなぐ

育児・発達支援の輪 ―

説明できる自立化インタラ

クションＡＩの研究開発と応

用―  

第 52 回新産業技術促進検討会シンポジ

ウム 

2024.8 

藤野 恭子，  

阿部 香澄，  

奥 温子，  

安崎 優太，  

長井 隆行 

電気通信大学、

株式会社ＣｈｉＣ

ａＲｏ、 

大阪大学 

発達を促す遊びの遠隔か

らの実施と記録～保護者

と保育士のやり取りのきっ

かけ作り～ 

日本赤ちゃん学会第 23 回学術集会 2023.8 

藤野 恭子，  

安崎 優太，  

阿部 香澄 

電気通信大学 骨格推定を活用した子ど

もの運動機能向上を目指

した発達支援システム開

発に向けたニーズの検討 

日本赤ちゃん学会第 24 回学術集会 2024.8 

阿部 香澄 電気通信大学 テレ保育ロボット ChiCaRo

と遠隔保育技術を活用し

たリモート調査 

日本赤ちゃん学会第 20 回学術集会， 

ラウンドテーブル１「新型コロナ時代の」発

達研究法について考える 

2020.9 

阿部 香澄 電気通信大学 ロボットとＡＩ技術の育児・

発達支援への応用 

第 41 回ロボット学会学術講演会， オー

プンフォーラムＯＦ８“人と共に進化するＡ

Ｉとロボット技術” 

2023.9 

阿部 香澄，  

井口 丈琉，  

中村 友昭 

電気通信大学 視覚言語モデルを特徴量

抽出器とした遠隔保育ロ

ボットと対話中の子どもの

関心推定の試み 

第 42 回日本ロボット学会学術講演会 2024.9 

井口 丈琉，  

阿部 香澄，  

中村 友昭，  

電気通信大学、

大阪大学 

遠隔保育ロボットによる日

常的な発達支援のための

遊び選出システム 

第 41 回日本ロボット学会学術講演会 2023.9 
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長井 隆行 

粕谷 美里，  

阿部 香澄，  

長井 隆行 

電気通信大学、

大阪大学 

遠隔育児支援ロボットと遊

び中の子どもの反応や印

象の脳活動を用いた検討 

第４１回 日本ロボット学会学術講演会 2023.9 

長井 隆行 大阪大学 家庭用サービスロボットの

説明性－人間のパート

ナーとなるロボットの実現

に向けて－ 

第 38 回日本ロボット学会学術講演会 2020.10 

長井 隆行 大阪大学 ロボット学習のその先にあ

るものとは？ ～自律ロ

ボットの説明性という視点

～ 

ＮＶＩＤＩＡ ＡＩ ＤＡＹＳ 2021.6 

境 辰也， 

波田 侑大，  

宮澤 和貴，  

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

大阪大学 重要状態抽出による自律

エージェントの説明性：連

続状態空間への拡張 

2021 年度人工知能学会全国大会（第 35

回） 

2021.6 

長井 隆行 大阪大学 これからのロボットに必要

なものとは？ ～自律ロ

ボットの説明性という視点

～ 

関西ロボットワールド 2021 2021.8 

境 辰也， 

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

大阪大学 Graph2vec を用いた世界

モデルの分散表現獲得と

他者世界モデルの推定 

第 39 回日本ロボット学会学術講演会 2021.9 

長井 隆行 大阪大学 大規模言語モデルはロボ

ティクスに変革をもたらす

か？ 

ロボットワールド専門セミナー 2022.12 

日紫喜 祐也， 

境 辰也，  

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

大阪大学 能動的説明提示の実現に

向けた行動観測による他

者内部状態の推定 

人工知能学会全国大会論文集（第 36

回） 

2022.6 

佐藤 駿介， 

阿部 香澄，  

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

大阪大学 遠隔保育ロボットのための

自律的距離調整の学習 

第 40 回日本ロボット学会学術講演会

（RSJ2022） 

2022.9 

Site Hu， 

Takayuki Nagai 

大阪大学 Graph－Based 

Explanations for 

Autonomous Robots in 

Continuous State Space 

ICRA2023 Workshop on Avatar－

Symbiotic Society 

2023.5 

日紫喜 祐也， 

長井 隆行 

大阪大学 Explainable SayCan 

大規模言語モデルを用い

たサービスロボットの説明

性 

2023 年度人工知能学会全国大会（第 37

回） 

2023.6 

日紫喜 祐也， 

長井 隆行 

大阪大学 SayCan の説明性の実現 第 41 回日本ロボット学会学術講演会 2023.9 

佐藤 駿介，  

阿部 香澄，  

長井 隆行 

大阪大学、 

電気通信大学 

遠隔保育ロボットのための

自律化学習と意図空間の

解 

第 41 回日本ロボット学会学術講演会 2023.9 
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日紫喜 裕也， 

堀井 隆斗 

大阪大学 ＸＡＲ を基盤とした質問

生成による他者信念推定 

2024 年度人工知能学会全国大会（第 38

回） 

2024.5 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番

号 

発表年月 

阿部 香澄，  

粕谷 美里，  

樋口 由樹，  

住岡 英信，  

塩見 昌裕，  

長井 隆行 

電気通信大学、 

ＡＴＲ、 

大阪大学 

幼児向け遠隔対話ロボット

の被接触情報を提示する

方法の脳活動評価を用い

た検討－ソーシャルタッチ

を伝達する接触情報伝達

技術の実現に向けて－ 

日本感性工学会論文誌 273-279 2023.8 

Tatsuya Sakai，

Kazuki 

Miyazawa， 

Takato Horii， 

Takayuki 

Nagai 

大阪大学 A Framework of 

Explanation Generation 

toward Reliable 

Autonomous Robots 

Advanced Robotics 1054-

1067 

2021.7 

Taiga Sano，

Takato Horii， 

Kasumi Abe， 

Takayuki 

Nagai 

大阪大学 Temperament estimation 

of toddlers from child–

robot interaction 

withexplainable artificial 

intelligence 

Advanced Robotics 1068-

1077 

2021.7 

境 辰也， 

堀井 隆斗，  

長井 隆行 

大阪大学 Graph2vec を用いた世界

モデルの分散表現獲得と

他者世界モデルの推定 

日本ロボット学会論文誌 166-169 2022.1 

Tatsuya Sakai，

Takayuki Nagai 

大阪大学 Explainable Autonomous 

Robots： A Survey and 

Perspective 

Advanced Robotics 219-238 2022.2 

Tatsuya Sakai， 

Takayuki Nagai 

大阪大学 Estimation of User‘s 

World Model Using 

Graph2vec 

arXiv：2301.03793 null 2023.1 

Site Hu， 

Takayuki Nagai 

大阪大学 Explainable autonomous 

robots in continuous 

state space based on 

graph－structured world 

model 

Advanced Robotics 1025-

1041 

2023.7 

Tatsuya Sakai， 

Takayuki 

Nagai， Kasumi 

Abe 

大阪大学、 

電気通信大学 

Implementation and 

Evaluation of Algorithms 

for Realizing Explainable 

Autonomous Robots 

IEEE Access 105299 - 

105313 

2023.8 

Site Hu， 

Takato Horii， 

Takayuki Nagai 

大阪大学 Adaptive and 

transparent decision－

making in autonomous 

robots through graph－

structured world models 

Advanced Robotics 1579-

1599 

2024.10 
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（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

株式会社ＣｈｉＣ

ａＲｏ，国立大学

法人電気通信

大学 

２０２１－１６６２０２ ＪＰ：日本国 2021.10.8 出願継続中 発達支援システム、その

制御方法、プログラム及

び促育遊び実施デバイス 

 ２０２２１０３１－０１ ＪＰ：日本国  登録済み 遠隔保育を目的としたビ

デオチャットシステム 

株式会社ＣｈｉＣ

ａＲｏ 

２０２１－０２０４７６ ＪＰ：日本国 2021.9.22 登録済み 

（意匠） 

ロボット 

株式会社ＣｈｉＣ

ａＲｏ，国立大学

法人電気通信

大学 

２０２１－１６６２０２ ＪＰ：日本国 2021.10.8 出願継続中 発達支援システム、その

制御方法、プログラム及

び促育遊び実施デバイス 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ  
かわいい感性デザイン賞 

最優秀賞受賞 

日本感性工学会 かわいい感性デ

ザイン賞 
2024.9 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ  
研究・レポート部門 優秀

賞 
BabyTech® Award Japan 2021 2021.11 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ  オーディエンス賞 
知財アクセラレーションプログラム

IPAS2021 Demo Day 
2022.3 

粕谷 美里， 

阿部 香澄 
電気通信大学 

テレプレゼンスロボットを活

用した幼老コミュケーション

【奨励賞受賞】 

第 6 回共調的社会脳研究会 2024.10 

阿部 香澄、 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
電気通信大学 

子育ての“みかた”をふや

す ChiCaRo【最優秀賞】 

日本感性工学会第 12 回かわいい

感性デザイン賞 
2024.9 

Tatsuya Sakai， 

Takayuki Nagai 
大阪大学 

Explainable autonomous 

robots： a survey and 

perspective 

2023 年度ＦＡ財団論文賞 2023.10 

Tatsuya Sakai， 

Takayuki Nagai 
大阪大学 

Explainable autonomous 

robots： a survey and 

perspective 

Advanced Robotics Best Survey 

Paper Award 
2023.9 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究開発のアウトリーチ Japan Robot Week 2022 2022.10 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究開発のアウトリーチ イノベーション・ジャパン 2022 2022.10 
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 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ 保育博 2022 2022.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

【新サービス】チャットボットＡＩ

ママ友「ククちゃん」（β版）を

リリース！ リリース直後から

期待の声集まる 

PR TIMES 2023.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究開発のアウトリーチ SAITAMA 子育て応援フェスタ 2023.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究開発のアウトリーチ 国際ロボット展 2023 2023.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ 保育博ウェスト 2023 2023.7 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ 墨田区ＳＩＣ１周年イベント出展 2024.10 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ こども×Ｔｅｃｈ 関西 2024.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ 
こども家庭庁主催こども・子育てＤ

Ｘ見本市 
2024.12 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ こども×Ｔｅｃｈ 九州 2024.5 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ リトルママフェスタ 埼玉 2024.6 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ リトルママフェスタ 神戸 2024.6 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ チャイルドケア大阪 2024.7 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ こども×Ｔｅｃｈ 東北 2024.8 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 研究成果のアウトリーチ 

ロボットがおたすけ！大百科 ①家

でたすけるロボット（童心社）への掲

載 

2025.3 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

優れた育児ＩＴ商品コンテスト

の大賞・優秀賞・特別賞が決

定！「BabyTech® Award 

Japan 2021」  

PR TIMES 2021.11 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

出川哲朗、社員になる。

【TOKYO STARTUP 

DEGAWA】 

テレビ東京 2021.11 
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 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

渋谷区で遠隔協同子育て支

援ロボット「チカロ」を使った

未就学児向け発達巡回の実

証実験をスタート 

PR TIMES 2021.12 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
（展示会出展）マタニティ＆

ベビーフェスタ 2022 
マタニティ＆ベビーフェスタ 2022 2022.4 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
「FNN Live News α」内

「αism」コーナーにて特集 
フジテレビ 2021.8 

 株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ、乳幼児

の保育・発達支援のためのＡ

Ｉ開発に向け、ロボットを活用

した国プロ実証実験を開始 

PR TIMES 2021.9 

 
電気通信大学、 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 
研究成果のアウトリーチ 横浜ロボットワールド 2022 2022.12 

阿部 香澄， 

安崎 優太 

電気通信大学、 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

子育て中の孤独をテクノロ

ジーで解消 遠隔でできる子

育て支援 

「広報たまちいき」：多摩信用金庫 2022.8 

阿部 香澄 電気通信大学 ＃86 阿部香澄 
日本テレビ My turning point ～

ミライに挑む冒険者たち～ 
2023.5 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ ｍｕｌｔｉ

ｍｏｄａｌ ｆｅａｔｕｒｅｓ ｆ

ｏｒ ｓｐｅａｋｉｎｇ ｐｒｏｆｉ

ｃｉｅｎｃｙ ｓｃｏｒｉｎｇ ｉｎ 

ａｎ ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ ｄｉａｌ

ｏｇｕｅ 

Ｔｈｅ ８ｔｈ ＩＥＥＥ Ｓｐｏｋｅｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ （ＳＬＴ ２０２１） 

2021.1 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｗ

ｅｒｏｎｉｋａ Ｄｅｍｋｏ

ｗ， Ｔｅｔｓｕｎｏｒｉ 

Ｋｏｂａｙａｓｈｉ， ａｎ

ｄ Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓ

ｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａ ＷｏＺ Ｓｔｕｄｙ ｆｏ

ｒ ａｎ Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ 

Ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ Ｓｃｏｒｉ

ｎｇ Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ Ａｇｅ

ｎｔ Ｅｌｉｃｉｔｉｎｇ Ｒａｔａ

ｂｌｅ Ｓａｍｐｌｅｓ 

１２ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｓ

ｐｏｋｅｎ Ｄｉａｌｏｇ Ｓｙｓｔｅｍ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

2021.11 

佐伯真於，鈴木駿

吾，松浦瑠希，宮

城琴佳，藤江真

也，小林哲則，松

山洋一 

早稲田大学 ＩｎｔｅＬＬＡ：適応的な

質問戦略を有するス

ピーキング能力判定

会話エージェント 

人工知能学会 言語・音声理解と対話処理

研究会（ＳＬＵＤ）第１２回対話システムシン

ポジウム 

2021.11 

松山洋一 早稲田大学 Ｔｕｔｏｒｉａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ＡＩ：人と共に成長す

るオンライン語学学

習支援ＡＩシステムの

開発 

人工知能学会 言語・音声理解と対話処理

研究会（ＳＬＵＤ）第１２回対話システムシン

ポジウム「インダストリーセッション」 

2021.11 

松山洋一 早稲田大学 Ｔｕｔｏｒｉａｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ＡＩ：人と共に進化す

る会話ＡＩの実現に向

かって 

ＮＴＴメディアインテリジェンス研究所 招待

講演 

2021.2 

松山洋一 早稲田大学 人と共に進化する次

世代人工知能に関す

る技術開発事業 

情報処理学会 第１３５回音声言語情報処

理研究会 ＳＩＧ－ＳＬＰ 

2021.2 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋｉ Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｌ２ ｏｒａｌ ｆｌｕｅｎｃｙ： 

Ｔｏｗａｒｄｓ ｂｒｉｄｇｉｎｇ 

ａ ｇａｐ ｂｅｔｗｅｅｎ Ｓ

ＬＡ ｒｅｓｅａｒｃｈ ａｎｄ 

ｌａｎｇｕａｇｅ ｔｅｓｔｉｎｇ 

ｔｈｅ Ｊａｐａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｌａｎｇｕａｇ

ｅ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ， Ｍｅｔ

ｈｏｄｏｌｏｇｙ Ｓｐｅｃｉａｌ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ Ｇｒｏｕｐ 

2021.11 

Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓｕｕｒ

ａ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚ

ｕｋｉ， Ｍａｏ Ｓａｅｋ

ｉ， Ｔｅｔｓｕｊｉ Ｏｇａ

ｗａ， Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａ

ｔｓｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｒｅｆｉｎｅｍｅｎｔ ｏｆ Ｕ

ｔｔｅｒａｎｃｅ Ｆｌｕｅｎｃｙ 

Ｆｅａｔｕｒｅ Ｅｘｔｒａｃｔｉｏ

ｎ ａｎｄ Ａｕｔｏｍａｔｅ

ｄ Ｓｃｏｒｉｎｇ ｏｆ Ｌ２ 

Ｏｒａｌ Ｆｌｕｅｎｃｙ ｗｉｔ

ｈ Ｄｉａｌｏｇｉｃ Ｆｅａｔｕ

ｒｅｓ 

２０２２ Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Ｓｉｇｎａｌ ａｎｄ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ａｎ

ｎｕａｌ Ｓｕｍｍｉｔ ａｎｄ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＡＰ

ＳＩＰＡ ＡＳＣ） 

2022.11 

テーマ名 ①-2-5 人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発 

実施者名 早稲田大学 
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鈴木駿吾 早稲田大学 第二言語スピーキン

グ能力とその評価：Ｉｓ 

ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ａ ｆｒｉｅ

ｎｄ ｏｒ ｆｏｅ？ 

中央大学国際情報学部 2022.11 

鈴木駿吾 早稲田大学 メディア向けセミナー

「最先端のテクノロ

ジーを活用した英語

教育 ～研究者・教

師・メディアが共に考

える会～」 

ワールド・ファミリー・バイリンガルサイエンス

研究所 

2022.12 

倉田 楓真，佐伯 

真於，藤江 真也，

松山 洋一 

早稲田大学 視線・口・頭部の動作

特徴量に着目したマ

ルチモーダル発話終

了予測 

人工知能学会 言語・音声理解と対話処理

研究会（ＳＬＵＤ）第１３回対話システムシン

ポジウム「ポスターセッション」 

2022.12 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋｉ 

ａｎｄ Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔ

ｓｕｕｒａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｌ２ ｏｒａｌ ｆｌｕｅｎｃｙ： 

Ｆｒｏｍ ｔｈｅ ｃｏｎｓｔｒ

ｕｃｔ ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ ｔｏ 

ａｕｔｏｍａｔｅｄ ｓｃｏｒｉｎ

ｇ 

Ａｐｐｌｉｅｄ Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｉｒｃｌｅ 

Ｗｅｅｋｌｙ Ｔａｌｋ， Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｅｎｇｌｉ

ｓｈ Ｌａｎｇｕａｇｅ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉ

ｃｓ， Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｒｅａｄｉｎｇ 

2022.2 

Ｋｏｔａｒｏ Ｔａｋｉｚａｗ

ａ， Ｘｉａｏｆｅｉ Ｌｉ

ｕ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕ

ｚｕｋｉ， Ｙａｎｐｉｎｇ 

Ｄｅｎｇ， Ｋａｎａ 

Ｍａｔｓｕｍｕｒａ， Ｋ

ｅｉｔａ Ｎａｋａｍｕｒ

ａ， Ｙｏｋｏ Ｏｉ， 

Ｔａｔｓｕｒｏ Ｔａｈａｒ

ａ， Ａｋｉｋｏ Ｗａｔａ

ｎａｂｅ， Ｔａｎ Ｚｈｏ

ｕ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｆｉｎｉｎｇ ＴＬＵ ｔａ

ｓｋ ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ 

ｄｉｓｔｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ ｔｈｅ 

ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ ＣＥＦＲ ｌ

ｅｖｅｌｓ ｔｈｒｏｕｇｈ ａ 

ｔｅｘｔｂｏｏｋ ａｎａｌｙｓｉ

ｓ： Ｔｈｅ ｃａｓｅ ｏｆ 

ａ ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｓｐｅａ

ｋｉｎｇ ｐｌａｃｅｍｅｎｔ ｔ

ｅｓｔ 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２２） 

2022.3 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓ

ｕｕｒａ， Ｍａｏ Ｓａ

ｅｋｉ， ａｎｄ Ｙｏｉｃｈ

ｉ Ｍａｔｓｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｒｅｖｉｓｉｔｉｎｇ ｔｈｅ ａｓ

ｓｅｓｓｍｅｎｔ ｐｏｔｅｎｔｉ

ａｌ ｏｆ ｒｅａｄ－ａｌｏｕｄ 

ｓｐｅｅｃｈ ｐｅｒｆｏｒｍａｎ

ｃｅ： Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ ｖａｌ

ｉｄｉｔｙ ａｎｄ ｐｒｅｄｉｃｔｉ

ｖｅ ｖａｌｉｄｉｔｙ 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２２） 

2022.3 

松山洋一 早稲田大学 人と共に成長する英

会話能力判定エー

ジェントの開発 

日本音響学会２０２２年春季研究発表会ス

ペシャルセッション「教育支援のための音声

処理技術」 

2022.3 

松山洋一 早稲田大学 英語学習の未来 ～

メタバース時代の会

話ＡＩ技術の可能性

を語る～ 

日本英語コーチング協会 ＪＥＬＣＡシンポジ

ウム「テクノロジーが拓く英語コーチングの

未来」 

2022.3 

松浦瑠希，鈴木駿

吾，佐伯真於，小

川哲司，松山洋一 

早稲田大学 言い淀みとポーズ位

置検出に基づく第二

言語発話の流暢性自

動採点 

日本音響学会２０２２年春季研究発表会ス

ペシャルセッション「教育支援のための音声

処理技術」 

2022.3 

松山洋一，鈴木駿

吾 

早稲田大学 メディア向けセミナー

「ＶＲやＡＩを活用した

最先端の英語学習

法」 

ワールド・ファミリー・バイリンガルサイエンス

研究所 

2022.5 
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Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋｉ Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｔｈｅ ｒｏｌｅ ｏｆ ｃｒｅａ

ｔｉｖｉｔｙ ｉｎ Ｌ２ ｓｐｅｅ

ｃｈ ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ： Ｔ

ｈｅ ｉｍｐｏｒｔａｎｃｅ ｏｆ 

ｂｏｔｈ ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ ａ

ｎｄ ｓｏｃｉａｌ－ｐｅｒｓｏｎ

ａｌｉｔｙ ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｏｎｌｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ 

Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓ ａｎｄ Ｃｒｅａｔｉｖｉ

ｔｙ ｉｎ Ｌ２ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2022.6 

松浦瑠希，鈴木駿

吾，佐伯真於，藤

江真也，小川哲

司，松山洋一 

早稲田大学 対話特徴を用いた第

二言語発話の流暢性

自動採点 

第１３４回音楽情報科学・第１４２回音声言

語処理合同研究発表会（音学シンポジウム

２０２２） 

2022.6 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ 

ａｎｄ Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔ

ｓｕｕｒａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ 

Ｏｎｌｉｎｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ 

Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ａｓｓｉｓｔａ

ｎｔ ＡＩ Ｓｙｓｔｅｍ ｔｈ

ａｔ Ｇｒｏｗｓ ｗｉｔｈ 

Ｈｕｍａｎｓ． 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ Ｐｒａｃｔｉｃｅ 

Ｓ Ｖ： Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－Ａｓｓｉｓｔｅｄ Ｌａｎｇｕａｇ

ｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ， Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｔｏｋｙｏ 

2022.7 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｋ

ｏｔｏｋａ Ｍｉｙａｇｉ， 

Ｓｈｉｎｙａ Ｆｕｊｉｅ， 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｔｅｔｓｕｊｉ Ｏｇａ

ｗａ， Ｔｅｔｓｕｎｏｒｉ 

Ｋｏｂａｙａｓｈｉ， ａｎ

ｄ Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓ

ｕｙａｍａ 

早稲田大学 Ｃｏｎｆｕｓｉｏｎ ｄｅｔｅｃｔｉ

ｏｎ ｆｏｒ ａｄａｐｔｉｖｅ 

ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎａｌ ｓｔｒ

ａｔｅｇｉｅｓ ｏｆ ａｎ ｏｒ

ａｌ ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ ａｓｓ

ｅｓｓｍｅｎｔ ｉｎｔｅｒｖｉｅ

ｗ ａｇｅｎｔ 

Ｔｈｅ ２３ｒｄ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔ

ｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐｅｅｃｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ （ＩＮＴＥＲＳＰＥＥＣＨ

２０２２） 

2022.9 

倉田 楓真、佐伯 

真於、江口 政貴、

鈴木 駿吾、高津 

弘明、松山 洋一 

早稲田大学 対話体験品質評価

手法の検討：ロール

プレイ対話における

エンゲージメントとラ

ポールの分析 

人工知能学会 言語・音声理解と対話処理

研究会（ＳＬＵＤ）第１４回対話システムシン

ポジウム「ポスターセッション」 

2023.12 

鈴木駿吾 早稲田大学 メディア向けセミナー

「現在（いま）の英語

教育になにが足りな

いのか？目指すべき

英語教育の将来」 

ワールド・ファミリー・バイリンガルサイエンス

研究所 

2023.5 

Ｋｏｔａｒｏ Ｔａｋｉｚａｗ

ａ， Ａｋｉｋｏ Ｋｉｙｏｔ

ａ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚ

ｕｋｉ， Ｙａｓｕｙｏ Ｓ

ａｗａｋｉ， Ｋａｎａ 

Ｍａｔｓｕｍｕｒａ， Ｙ

ｏｋｏ Ｏｉ， ＆ Ｙａ

ｎｐｉｎｇ Ｄｅｎｇ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ ａｎ ｉｎ

ｔｅｒａｃｔｉｏｎａｌ ｃｏｍｐｅ

ｔｅｎｃｅ ｒａｔｉｎｇ ｓｃａｌ

ｅ ｆｏｒ ａ ｕｎｉｖｅｒｓｉｔ

ｙ ｓｐｅａｋｉｎｇ ｐｌａｃｅ

ｍｅｎｔ ｔｅｓｔ： Ｉｎｓｉｇ

ｈｔｓ ｆｒｏｍ ｅｘｉｓｔｉｎｇ 

ｒａｔｉｎｇ ｓｃａｌｅｓ ａｎｄ 

ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｄａｔ

ａ． 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２３） 

2023.6 

Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓｕｕｒ

ａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ ａｎｄ ｖ

ａｌｉｄａｔｉｎｇ ａｕｔｏｍａｔ

ｉｃ ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ ｓｙｓ

ｔｅｍ ｏｆ ｓｉｌｅｎｔ ｐａ

ｕｓｅ ｌｏｃａｔｉｏｎｓ ａｎ

ｄ ｄｉｓｆｌｕｅｎｃｙ ｗｏｒ

ｄｓ 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２３） 

2023.6 
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Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｒｉｋｏ Ｔａｎａｋ

ａ， Ｋｏｔａｒｏ Ｔａｋｉ

ｚａｗａ， Ｍａｓａｋｉ 

Ｅｇｕｃｈｉ， ＆ Ｙｏｉ

ｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙａｍ

ａ． 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ， Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｏ

ｒｅｇｏｎ 

Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃ， ｄｉｓｃｏ

ｕｒｓｅ ａｎｄ ｆｕｎｃｔｉｏ

ｎａｌ ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆ ｉｎ

ｔｅｒａｃｔｉｏｎａｌ ｃｏｍｐｅ

ｔｅｎｃｅ ａｃｒｏｓｓ ｐｒｏｆ

ｉｃｉｅｎｃｙ ｌｅｖｅｌｓ： Ｔ

ｈｅ ｃａｓｅ ｏｆ ｐａｉｒｅ

ｄ ｏｒａｌ ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ 

ｔａｓｋ． 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２３） 

2023.6 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ 

ａｎｄ Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔ

ｓｕｕｒａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ， Ｅｑｕ

ｍｅｎｏｐｏｌｉｓ Ｉｎ

ｃ． 

Ｐｅｄａｇｏｇｉｃａｌ ｐｏｔｅ

ｎｔｉａｌ ｏｆ ｍｕｌｔｉｍｏ

ｄａｌ ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎａ

ｌ ＡＩ ｆｏｒ ｆｏｒｅｉｇｎ 

ｌａｎｇｕａｇｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ａｎｄ ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ 

Ｋｏｒｅａｎ ＰｈＤ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ａｎｄ ｒｅｓｅａｒｃ

ｈｅｒｓ ｉｎ ｔｈｅ ＵＫ （ＫＲＵＫ） 

2023.6 

Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙａ

ｍａ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓ

ｕｚｕｋｉ， Ｍａｏ Ｓａ

ｅｋｉ， Ｈｉｒｏａｋｉ Ｔ

ａｋａｔｓｕ， Ｒｙｕｋｉ 

Ｍａｔｓｕｕｒａ， Ｙｕｙ

ａ Ａｒａｉ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｔｏｗａｒｄｓ ａｎ ｅｘｐｌ

ａｉｎａｂｌｅ ａｕｔｏｍａｔｅ

ｄ ｓｃｏｒｉｎｇ ｏｆ ｓｐｏ

ｋｅｎ ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ 

ｗｉｔｈ ａ ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉ

ｏｎａｌ ＡＩ ａｇｅｎｔ 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｌｌｏｑ

ｕｉｕｍ （ＬＴＲＣ ２０２３） 

2023.6 

Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓｕｕｒ

ａ ａｎｄ Ｓｈｕｎｇｏ 

Ｓｕｚｕｋｉ 

早稲田大学 Ｐｒｏｍｐｔ－ｉｎｄｅｐｅｎｄ

ｅｎｔ ａｕｔｏｍａｔｅｄ ｓ

ｃｏｒｉｎｇ ｏｆ Ｌ２ ｏｒａ

ｌ ｆｌｕｅｎｃｙ ｂｙ ｃａｐ

ｔｕｒｉｎｇ ｐｒｏｍｐｔ ｅｆ

ｆｅｃｔｓ． 

ＡＩＥＤ ２０２３ 2023.7 

Ｆｕｍａ Ｋｕｒａｔａ， 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｓ

ｈｉｎｙａ Ｆｕｊｉｅ， Ｙ

ｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙａｍ

ａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｍｕｌｔｉｍｏｄａｌ Ｔｕｒｎ

－Ｔａｋｉｎｇ Ｍｏｄｅｌ 

Ｕｓｉｎｇ Ｖｉｓｕａｌ Ｃｕ

ｅｓ ｆｏｒ Ｅｎｄ－ｏｆ－

Ｕｔｔｅｒａｎｃｅ Ｐｒｅｄｉｃ

ｔｉｏｎ ｉｎ Ｓｐｏｋｅｎ 

Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

ＩＮＴＥＲＳＰＥＥＣＨ ２０２３： Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｆ ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐｅｅｃｈ Ｃｏｍｍ

ｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ 

2023.8 

Ｋｅｉｔａ Ｎａｋａｍｕｒ

ａ＊， Ｙｕｙａ Ａｒａ

ｉ＊＊， Ｙａｎｐｉｎｇ 

Ｄｅｎｇ＊＊， Ｔａｔ

ｓｕｒｏ Ｔａｈａｒａ＊

＊， Ｙａｓｕｙｏ Ｓａ

ｗａｋｉ＊＊ ，Ｋａｎａ 

Ｍａｔｓｕｍｕｒａ＊＊

＊，Ｘｉａｏｆｅｉ Ｌｉｕ

＊＊ 

＊Ｅｉｋｅｎ Ｆｏｕ

ｎｄａｔｉｏｎ ｏｆ Ｊ

ａｐａｎ， ＊＊Ｗ

ａｓｅｄａ Ｕｎｉｖｅｒ

ｓｉｔｙ， ＊＊＊

Ｔｓｕｒｕｍｉ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａ ｂａｓｅｌｉｎｅ ｗａｓｈ

ｂａｃｋ ｓｔｕｄｙ ｏｆ ａ 

ｎｅｗ ｐｌａｃｅｍｅｎｔ ｔ

ｅｓｔ ｆｏｒ ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｕｓｉｎｇ Ａ

ｓｓｅｓｓｍｅｎｔ Ｕｓｅ Ａ

ｒｇｕｍｅｎｔ ｆｒａｍｅｗｏ

ｒｋ． 

Ｊａｐａｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ

ｎ （ＪＬＴＡ） Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

2023.9 

Ｋａｎａ Ｍａｔｓｕｍｕ

ｒａ＊， Ｘｉａｏｆｅｉ Ｌ

ｉｕ＊＊， Ｙａｓｕｙｏ 

Ｓａｗａｋｉ＊＊， Ｙ

ｕｙａ Ａｒａｉ＊＊， 

Ｙａｎｐｉｎｇ Ｄｅｎｇ

＊＊， Ｋｅｉｔａ Ｎａ

ｋａｍｕｒａ＊＊＊， 

Ｔａｔｓｕｒｏ Ｔａｈａｒａ

＊Ｔｓｕｒｕｍｉ Ｕ

ｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， ＊

＊Ｗａｓｅｄａ Ｕ

ｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， ＊

＊＊Ｅｉｋｅｎ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎ ｏｆ 

Ｊａｐａｎ 

Ａ ｂａｓｅｌｉｎｅ ｗａｓｈ

ｂａｃｋ ｓｔｕｄｙ ｏｆ ｐｌ

ａｃｅｍｅｎｔ ｔｅｓｔｉｎｇ 

ｉｎ ａ ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ－ｓｐｅａｋｉｎｇ 

ｃｏｕｒｓｅ ｉｎ ｔｅｒｍｓ 

ｏｆ ｉｎｓｔｒｕｃｔｏｒｓ’ ｄ

ｅｃｉｓｉｏｎ－ｍａｋｉｎｇ 

ｂｅｈａｖｉｏｒｓ． 

Ｊａｐａｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ

ｎ （ＪＬＴＡ） Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

2023.9 
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＊＊ 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｆ

ｕｍａ Ｋｕｒａｔａ， 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｍａｓａｋｉ Ｅｇｕ

ｃｈｉ， Ｈｉｒｏａｋｉ Ｔ

ａｋａｔｓｕ， ａｎｄ Ｙ

ｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙａｍ

ａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｃｏｍｐａｒｉｎｇ ＡＩ Ａ

ｇｅｎｔ ａｎｄ Ｈｕｍａｎ 

Ｉｎｔｅｒｌｏｃｕｔｏｒ ｉｎ Ｉ

ｎｔｅｒｖｉｅｗ ａｎｄ Ｐａｉ

ｒｅｄ Ｏｒａｌ Ｄｉｓｃｕｓｓｉ

ｏｎｓ ｆｏｒ Ｓｐｅａｋｉｎｇ 

Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ 

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ｆｏｒ Ａｐｐｌｉｅｄ 

Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ （ＡＡＡＬ） ２０２４ Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ 

2024.3 

Ｆｕｍａ Ｋｕｒａｔａ， 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｍ

ａｓａｋｉ Ｅｇｕｃｈｉ， 

Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕｚｕｋ

ｉ， Ｈｉｒｏａｋｉ Ｔａｋ

ａｔｓｕ， ＆ Ｙｏｉｃｈ

ｉ Ｍａｔｓｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｎｄ 

ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ ｏｆ ｅｎｇ

ａｇｅｍｅｎｔ ａｎｄ ｒａｐ

ｐｏｒｔ ｓｃａｌｅｓ ｆｏｒ ｅ

ｖａｌｕａｔｉｎｇ ｕｓｅｒ ｅｘ

ｐｅｒｉｅｎｃｅ ｉｎ ｍｕｌｔｉ

ｍｏｄａｌ ｄｉａｌｏｇｕｅ ｓ

ｙｓｔｅｍｓ． 

ｔｈｅ １４ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏ

ｎ Ｓｐｏｋｅｎ Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｓｙｓｔｅｍｓ Ｔｅｃｈｎ

ｏｌｏｇｙ （ＩＷＳＤＳ） 

2024.3 

Ｅｇｕｃｈｉ， Ｍ．， 

Ｏｙａｍａ， Ｔ．， 

Ｔａｋｉｚａｗａ， Ｋ．， 

Ｎａｇａｔｏ， Ｍ．， 

Ｓａｅｋｉ， Ｍ．， Ｔ

ａｋａｔｓｕ， Ｈ．， 

Ｋｕｒａｔａ， Ｆ．， 

Ｓｕｚｕｋｉ， Ｓ．， 

＆ Ｍａｔｓｕｙａｍａ， 

Ｙ． 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｅｘａｍｉｎｉｎｇ ｅｆｆｅｃｔ

ｓ ｏｆ ｐｒａｇｍａｔｉｃ ｔ

ａｓｋ ｄｅｍａｎｄｓ ｏｎ 

ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎａｌ ｆｅａｔ

ｕｒｅｓ： Ｈｕｍａｎ－ ｖ

ｓ ＡＩ－ｄｅｌｉｖｅｒｅｄ ｒ

ｏｌｅｐｌａｙ 

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ｆｏｒ Ａｐｐｌｉｅｄ 

Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ （ＡＡＡＬ） ２０２５ Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ 

2025.3 

Ｋｏｙａｍａ， Ｍ．， 

Ｍａｔｓｕｕｒａ， Ｒ．， 

＆ Ｓｕｚｕｋｉ， Ｓ． 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｅｘｐｌｏｒｉｎｇ ｃｏｇｎｉｔｉ

ｖｅ ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ ｕｎｄ

ｅｒｌｙｉｎｇ ｐａｕｓｅｓ ａｎ

ｄ ｄｉｓｆｌｕｅｎｃｙ ｐｈｅ

ｎｏｍｅｎａ： Ａ ｍｉｘｅ

ｄ－ｍｅｔｈｏｄｓ ｓｔｕｄｙ 

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ｆｏｒ Ａｐｐｌｉｅｄ 

Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ （ＡＡＡＬ） ２０２５ Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ 

2025.3 

Ｄａｉ， Ｄ． Ｗ．， 

Ｓｕｚｕｋｉ， Ｓ．， 

＆ Ｇｕａｎｌｉａｎｇ， 

Ｃ． 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

ＡＩ ｆｏｒ ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎ

ａｌ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ｉｎ ｉｎｔｅｒｃｕｌｔｕｒａｌ ｃ

ｏｎｔｅｘｔｓ： Ｗｈｅｒｅ 

ａｒｅ ｗｅ ｎｏｗ ａｎｄ 

ｗｈｅｒｅ ａｒｅ ｗｅ ｈｅ

ａｄｉｎｇ？ 

ｔｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ａｐｐｌｉｅｄ 

Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ （ＢＡＡＬ） Ｍｕｌｔｉｌｉｎｇｕａｌｉｓｍ 

ＳＩＧ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｅｖｅｎｔ 

2023.12 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ ｍｕｌｔｉｍ

ｏｄａｌ ｆｅａｔｕｒｅｓ ｆｏｒ ｓ

ｐｅａｋｉｎｇ ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ 

ｓｃｏｒｉｎｇ ｉｎ ａｎ ｉｎｔｅｒ

ｖｉｅｗ ｄｉａｌｏｇｕｅ 

Ｐｒｏｃ． Ｔｈｅ ８ｔｈ ＩＥＥＥ 

Ｓｐｏｋｅｎ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅｃ

ｈｎｏｌｏｇｙ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ （Ｓ

ＬＴ２０２１） 

629-635 2021.1 
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佐伯真於，鈴木駿

吾，松浦瑠希，宮

城琴佳，藤江真

也，小林哲則，松

山洋一 

早稲田大学 ＩｎｔｅＬＬＡ： 適応的な

質問戦略を有するス

ピーキング能力判定会

話エージェント 

人工知能学会研究会資料 

言語・音声理解と対話処理

研究会 

15–20 2021.11 

Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓｕｕｒ

ａ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕ

ｚｕｋｉ， Ｍａｏ Ｓａ

ｅｋｉ， Ｔｅｔｓｕｊｉ Ｏ

ｇａｗａ， Ｙｏｉｃｈｉ 

Ｍａｔｓｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｒｅｆｉｎｅｍｅｎｔ ｏｆ Ｕｔｔ

ｅｒａｎｃｅ Ｆｌｕｅｎｃｙ Ｆｅ

ａｔｕｒｅ Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ ａ

ｎｄ Ａｕｔｏｍａｔｅｄ Ｓｃｏ

ｒｉｎｇ ｏｆ Ｌ２ Ｏｒａｌ Ｆ

ｌｕｅｎｃｙ ｗｉｔｈ Ｄｉａｌｏｇ

ｉｃ Ｆｅａｔｕｒｅｓ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ２０２２ 

Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Ｓｉｇｎａｌ ａ

ｎｄ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｐｒｏｃｅｓ

ｓｉｎｇ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ａｎｎ

ｕａｌ Ｓｕｍｍｉｔ ａｎｄ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ （ＡＰＳＩＰＡ ＡＳ

Ｃ） 

1312-1320 2022.11 

Ｍａｓａｋｉ Ｅｇｕｃｈｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏ

ｆ Ｏｒｅｇｏｎ 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ Ｌｅｘｉｃａｌ ａ

ｎｄ Ｐｈｒａｓｅｏｌｏｇｉｃａｌ 

Ｓｏｐｈｉｓｔｉｃａｔｉｏｎ ｉｎ 

Ｏｒａｌ Ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ Ｉｎ

ｔｅｒｖｉｅｗｓ： Ａ Ｃｏｎｃｅ

ｐｔｕａｌ Ｒｅｐｌｉｃａｔｉｏｎ 

Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ａｎｄ Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

1–16 2022.12 

倉田 楓真，佐伯 

真於，藤江 真

也，松山 洋一 

早稲田大学 視線・口・頭部の動作

特徴量に着目したマル

チモーダル発話終了予

測 

人工知能学会 言語・音声

理解と対話処理研究会（Ｓ

ＬＵＤ）第１３回対話システ

ムシンポジウム 

13-18 2022.12 

松浦瑠希，鈴木駿

吾，佐伯真於，小

川哲司，松山洋一 

早稲田大学 言い淀みとポーズ位置

検出に基づく第二言語

発話の流暢性自動採

点 

日本音響学会 ２０２２年 

春季研究発表会講演論文

集 

1351–1354 2022.3 

松浦瑠希，鈴木駿

吾，佐伯真於，藤

江真也，小川哲

司，松山洋一 

早稲田大学 対話特徴を用いた第二

言語発話の流暢性自

動採点 

情報処理学会研究報告（Ｓ

ＬＰ） 

44932 2022.6 

倉田 楓真、佐伯 

真於、江口 政

貴、鈴木 駿吾、

高津 弘明、松山 

洋一 

早稲田大学 対話体験品質評価手

法の検討：ロールプレイ

対話におけるエンゲー

ジメントとラポールの分

析 

人工知能学会 言語・音声

理解と対話処理研究会（Ｓ

ＬＵＤ）第１４回対話システ

ムシンポジウム「ポスター

セッション」 

null 2023.12 

松山洋一・佐伯真

於・高津弘明・松

浦瑠希・倉田楓

真・鈴木駿吾 

早稲田大学 学習者の能力を引き出

す言語運用能力判

定 ： エージェントＩｎｔ

ｅＬＬＡの開発と運用 

日本音響学会誌 162-169 2023.3 

Ｒｙｕｋｉ Ｍａｔｓｕｕｒ

ａ ａｎｄ Ｓｈｕｎｇｏ 

Ｓｕｚｕｋｉ 

早稲田大学 Ｐｒｏｍｐｔ－ｉｎｄｅｐｅｎｄｅ

ｎｔ ａｕｔｏｍａｔｅｄ ｓｃｏｒｉ

ｎｇ ｏｆ Ｌ２ ｏｒａｌ ｆｌｕｅ

ｎｃｙ ｂｙ ｃａｐｔｕｒｉｎｇ 

ｐｒｏｍｐｔ ｅｆｆｅｃｔｓ． 

Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ 

ｉｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 

720-726 2023.7 

Ｆｕｍａ Ｋｕｒａｔａ， 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， Ｓ

ｈｉｎｙａ Ｆｕｊｉｅ， 

Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙ

ａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｍｕｌｔｉｍｏｄａｌ Ｔｕｒｎ－

Ｔａｋｉｎｇ Ｍｏｄｅｌ Ｕｓｉ

ｎｇ Ｖｉｓｕａｌ Ｃｕｅｓ ｆｏ

ｒ Ｅｎｄ－ｏｆ－Ｕｔｔｅｒａｎ

ｃｅ Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ｉｎ Ｓ

ｐｏｋｅｎ Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｓｙ

ｓｔｅｍｓ 

ＩＮＴＥＲＳＰＥＥＣＨ ２０２

３： Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐｅｅｃｈ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｓｓｏｃｉ

ａｔｉｏｎ 

null 2023.8 
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鈴木駿吾 早稲田大学 対話システムを用いた

自動スピーキングテス

ト：早稲田大学での活

用例と英語教育への展

望 

英語教育 74–75 2023.8 

Ｆｕｍａ Ｋｕｒａｔａ， 

Ｍａｏ Ｓａｅｋｉ， 

Ｍａｓａｋｉ Ｅｇｕｃｈ

ｉ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓｕ

ｚｕｋｉ， Ｈｉｒｏａｋｉ 

Ｔａｋａｔｓｕ， ＆ Ｙ

ｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕｙａ

ｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｎｄ 

ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ ｏｆ ｅｎｇａｇ

ｅｍｅｎｔ ａｎｄ ｒａｐｐｏｒｔ 

ｓｃａｌｅｓ ｆｏｒ ｅｖａｌｕａｔｉ

ｎｇ ｕｓｅｒ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ 

ｉｎ ｍｕｌｔｉｍｏｄａｌ ｄｉａｌ

ｏｇｕｅ ｓｙｓｔｅｍｓ． 

ｔｈｅ １４ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｓｐｏｋｅ

ｎ Ｄｉａｌｏｇｕｅ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ （ＩＷＳＤＳ） 

null 2024.3 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

学校法人早稲田大学 ２０２２－０４９

２５７ 

ＪＰ：日本国 2022.3.25 登録済み 情報処理方法、情報処理

プログラム及び情報処理装

置 

学校法人早稲田大学 ２０２４－１１４

９１９ 

ＪＰ：日本国 2024.7.18 出願継続中 情報処理方法、プログラム

及び情報処理装置 

学校法人早稲田大学 ２０２４－０５０

２４３ 

ＪＰ：日本国 2024.3.26 出願継続中 情報処理方法、情報処理

装置及びプログラム 

学校法人早稲田大学 ２０２３－１７７

９２６ 

ＪＰ：日本国 2023.10.14 登録済み 情報処理方法、情報処理

装置、プログラム及び言語

能力診断システム 

学校法人早稲田大学 ２０２４－１８７

５４７ 

ＪＰ：日本国 2024.10.24 出願継続中 情報処理方法、プログラム

及び情報処理装置 

学校法人早稲田大学 ２０２５－０７５

８７７ 

ＪＰ：日本国 2025.4.30 出願継続中 インタラクション運用能力評

価装置及びプログラム 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

佐伯真於，鈴木

駿吾，松浦瑠

希，宮城琴佳，

藤江真也，小林

哲則，松山洋一 

早稲田大学 ＩｎｔｅＬＬＡ：適応的な質問

戦略を有するスピーキング

能力判定会話エージェン

ト 

人工知能学会２０２１年度若手優秀賞 2021.11 

Ｙｏｉｃｈｉ Ｍａｔｓｕ

ｙａ， Ｍａｏ Ｓａｅ

ｋｉ， Ｓｈｕｎｇｏ Ｓ

ｕｚｕｋｉ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

ＩｎｔｅＬＬＡ Ｌｅａｎｉｎｇ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ Ｃａｔｅｇｏｒｙ 

ＢＲＯＮＺＥ， Ｒｅｉｍａｇｉｎｅ Ｅｄｕｃａｔｉｏ

ｎ Ａｗａｒｄ 

2021.12 

佐伯真於，鈴木

駿吾，松浦瑠

希，宮城琴佳，

藤江真也，小林

哲則，松山洋一 

早稲田大学 ＩｎｔｅＬＬＡ：適応的な質問

戦略を有するスピーキング

能力判定会話エージェン

ト 

人工知能学会２０２１年度研究会優秀

賞 

2022.5 

松浦瑠希 早稲田大学 言い淀みとポーズ位置検

出に基づく第二言語発話

の流暢性自動採点 

学生優秀発表賞 2022.9 
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松浦瑠希 早稲田大学 対話特徴を用いた第二言

語発話の流暢性自動採点 

２０２２年フェアリーデバイセズ賞 2023.6 

Ｆｕｍａ Ｋｕｒａｔ

ａ， Ｍａｏ Ｓａｅｋ

ｉ， Ｓｈｉｎｙａ Ｆｕｊ

ｉｅ， Ｙｏｉｃｈｉ Ｍ

ａｔｓｕｙａｍａ 

Ｗａｓｅｄａ Ｕｎｉ

ｖｅｒｓｉｔｙ 

Ｍｕｌｔｉｍｏｄａｌ Ｔｕｒｎ－Ｔａ

ｋｉｎｇ Ｍｏｄｅｌ Ｕｓｉｎｇ Ｖｉ

ｓｕａｌ Ｃｕｅｓ ｆｏｒ Ｅｎｄ－

ｏｆ－Ｕｔｔｅｒａｎｃｅ Ｐｒｅｄｉｃｔ

ｉｏｎ ｉｎ Ｓｐｏｋｅｎ Ｄｉａｌｏ

ｇｕｅ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

ＩＮＴＥＲＳＰＥＥＣＨ ２０２３： Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐｅｅｃ

ｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ， 

Ｂｅｓｔ Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｐａｐｅｒ Ａｗａｒｄ 

2023.8 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

科学技術振興機構理事

長賞 

大学発ベンチャー表彰 2024 2024.8 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

第 10 回 JEITA ベン

チャー賞 

一般社団法人電子情報技術産業協会

（JEITA） 

2025.3 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

松山洋一 早稲田大学 「人と共に成長するオンラ

イン語学学習支援ＡＩシス

テムの開発」ＮＥＤＯ事業

に採択決定 

早稲田大学 グリーン・コンピューティ

ング・システム研究機構プレスリリース 

2020.6 

松山洋一，佐伯

真於，鈴木駿吾 

早稲田大学 英会話能力判定ｓｙｓｔｅｍ

を開発 

早稲田大学プレスリリース 2021.12 

松山洋一，鈴木

駿吾，髙津弘

明，佐伯真於，

新井雄也 

早稲田大学 会話ＡＩ技術をＴｕｔｏｒｉａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈに採用 

早稲田大学プレスリリース 2023.3 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

中学「英語」 話す力や書

く力に課題 全国学力テ

スト 結果公表 

ＮＨＫ 2023.7 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

中高英語に対話型ＡＩ：文

科省、９月から実証まず自

宅学習 

日本経済新聞 2023.7 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

【解説】英語を「話す力」に

課題…６割以上の生徒が

１問も正解できず 学力向

上のカギに「対話型ＡＩ」 

日テレＮｅｗｓ ＮＮＮ 2023.8 

松山洋一 株式会社エ

キュメノポリス 

次世代言語教育 AI シン

ポジウム 

早稲田大学 グリーン・コンピューティン

グ・システム研究機構 知覚情報システ

ム研究所・エキュメノポリス共催 

2024.10 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｐｒｏｇｒｅｓｓ ａｎｄ Ｆｕｔｕｒｅ ｏｆ 

Ｍｅｄｉｃａｌ ＡＩ － Ｗｉｔｈ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｆｒｏｍ Ｒｅｃｅｎｔ Ｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｐｒｏｊｅｃｔｓ 

－ 

３ｔｈ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ Ｊａｐａｎ Ａｓｓｏ

ｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ｂｒｅａｓｔ Ｃａｎｃｅｒ Ｓ

ｃｒｅｅｎｉｎｇ 

2020.11 

鈴木 賢治 東京工業大学 ディープ・ラーニングによるス

マート医用画像処理・診断支

援 

ＳＡＭＩ２０２０（第５回Ａｄｖａｎｃｅｄ 

Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ 研究会） 

2020.11 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｍｅｄｉ

ｃａｌ Ｉｍａｇｅ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ， 

Ｐａｔｔｅｎ Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ， ａｎ

ｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

３ｒｄ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ ａ

ｎｄ Ｃｌｏｕｄ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ Ｃｏｎｆｅ

ｒｅｎｃｅ （ＡＩＣＣＣ ２０２０） 

2020.12 

鈴木 賢治 東京工業大学 ディープラーニングによる検

診のためのＡＩ支援画像診断

と医用画像処理 

第２８回日本ＣＴ検診学会学術集

会 

2021.2 

Ｍａｏｄｏｎｇ Ｘｉａｎ

ｇ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｆａｓｔ Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ ＭＲＩ ｏ

ｆ ｔｈｅ Ｋｎｅｅ ｂｙ Ｍｅａｎｓ 

ｏｆ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒ

ｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ 

（ＭＴＡＮＮ） ｗｉｔｈ Ｓｐｅｃｉａｌ 

Ｋｅｒｎｅｌ 

Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｒａｄｉ

ｏｌｏｇｙ － ＥＣＲ ２０２１ 

2021.3 

Ｙｕｔｏ Ｏｎａｉ， Ｚｅ 

Ｊｉｎ， Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚ

ｕｋｉ 

東京工業大学 Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｖｉｒｔｕａｌ Ｈ

ｉｇｈ－Ｒａｄｉａｔｉｏｎ－Ｄｏｓｅ Ｉｍ

ａｇｅｓ ｆｒｏｍ Ｌｏｗ－Ｄｏｓｅ Ｉ

ｍａｇｅｓ ｉｎ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｂｒｅａｓｔ 

Ｔｏｍｏｓｙｎｔｈｅｓｉｓ （ＤＢＴ） 

ｗｉｔｈ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ 

Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ

ｋ （ＭＴＡＮＮ） 

Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｒａｄｉ

ｏｌｏｇｙ － ＥＣＲ ２０２１ 

2021.3 

Ｍｕｎｅｙｕｋｉ Ｓａｔ

ｏ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ－Ｓｅｔ Ｄｅ

ｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｓｅｍａｎｔ

ｉｃ Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ Ｌｉｖｅ

ｒ Ｔｕｍｏｒｓ ｉｎ Ｃｏｎｔｒａｓｔ－

ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｈｅｐａｔｉｃ ＣＴ 

Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｒａｄｉ

ｏｌｏｇｙ － ＥＣＲ ２０２１ 

2021.3 

Ｍａｏｄｏｎｇ Ｘｉａｎ

ｇ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｔｒｕｎｃａｔｉｏｎ 

Ａｒｔｉｆａｃｔｓ ｂｙ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔ

ｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ 

Ｎｅｔｗｏｒｋ （ＭＴＡＮＮ） ｉｎ 

Ｆａｓｔ－Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ ＭＲＩ 

ｏｆ ｔｈｅ Ｋｎｅｅ 

ＩＥＩＣＥ ＩＥ  2022.1 

Ｆａｈａｄ Ｐａｒｖｅｚ 

Ｍａｈｄｉ， Ｙｕｔｏ 

Ｏｎａｉ， Ｚｅ Ｊｉｎ， 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｔｏｗａｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ Ｖｉｒｔ

ｕａｌ－Ｈｉｇｈ－Ｄｏｓｅ Ｂｒｅａｓｔ 

Ｔｏｍｏｓｙｎｔｈｅｓｉｓ Ｉｍａｇｅｓ ｆ

ｒｏｍ Ｌｏｗ－Ｄｏｓｅ Ｉｍａｇｅｓ 

ＩＥＩＣＥ ＩＥ  2022.1 

テーマ名 ①-2-6 モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 

実施者名 東京科学大学、ＧＥヘルスケア・ジャパン株式会社 
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Ｕｓｉｎｇ ＭＴＡＮＮ 

Ｗａｎｇ Ｌ．， Ｗａ

ｎｇ Ｓ．， Ｑｉ Ｊ．， 

ａｎｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ａ Ｍｕｌｔｉ－ｔａｓｋ Ｍｅａｎ Ｔｅ

ａｃｈｅｒ ｆｏｒ Ｓｅｍｉ－ｓｕｐｅｒｖｉ

ｓｅｄ Ｆａｃｉａｌ Ａｆｆｅｃｔｉｖｅ Ｂｅ

ｈａｖｉｏｒ Ａｎａｌｙｓｉｓ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ／

ＣＶＦ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｖｉｓｉｏｎ 

2021.10 

鈴木 賢治 東京工業大学 ＡＩ Ｉｍａｇｉｎｇ ａｎｄ ＡＩ－ａｉｄ

ｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ｆｏｒ Ｃａｎｃｅｒ 

Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

第８０回日本癌学会学術総会 2021.10 

鈴木 賢治 東京工業大学 国際競争に打ち勝つ ＡＩ 人

材を育成するために何が必要

か？ 

ＪＡＭＩＴ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ （ＪＡ

ＭＩＴ ２０２１） 

2021.10 

高木 弦， 山口 

雅浩， 阿部 時

也， 橋口 明典， 

坂元 亨宇 

東京工業大学 手術標本及び生検標本のＨ

＆Ｅ染色組織画像を用いた畳

み込みニューラルネットによる

肝細胞癌の識別 

第４０回日本医用画像工学会大会

（ＪＡＭＩＴ ２０２１） 

2021.10 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ Ｄｏｃｔｏｒ ａｎｄ Ｓｍａｒｔ 

Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｄ

ｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ

ｅ ｏｎ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇ

ｅｎｃｅ ｉｎ Ｄａｔａ Ｍｉｎｉｎｇ （ＩＣＣＩ

ＤＭ－２０２１） 

2021.11 

鈴木 賢治 東京工業大学 ＡＩによる肺がんの画像処理・

診断支援 

第６２回日本肺癌学会学術集会  2021.11 

Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙａｍ

ａ， Ｔｏｍｏａｋｉ Ｗ

ａｔａｎａｂｅ， Ｍａｓａ

ｈｉｒｏ Ｙａｍａｇｕｃｈ

ｉ， Ｔａｋｕｍｉ Ｕｒａ

ｔａ， Ｆｕｍｉｋａｚｕ 

Ｋｉｍｕｒａ， Ｋｅｉｋｏ 

Ｉｓｈｉｉ 

東京工業大学 Ｄｙｅ Ａｍｏｕｎｔ Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ 

ｉｎ ａ Ｐａｐａｎｉｃｏｌａｏｕ－ｓｔａｉｎ

ｅｄ Ｓｐｅｃｉｍｅｎ ｕｓｉｎｇ Ｍｕｌ

ｔｉｓｐｅｃｔｒａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ 

２９ｔｈ Ｃｏｌｏｒ ａｎｄ Ｉｍａｇｉｎｇ Ｃｏ

ｎｆｅｒｅｎｃｅ 

2021.11 

Ｓａｔｏ Ｍ．， Ｙａｎ

ｇ Ｙ．， Ｊｉｎ Ｚ．， 

ａｎｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ Ｌｉｖｅｒ 

Ｔｕｍｏｒ ｉｎ Ｈｅｐａｔｉｃ ＣＴ 

ｂｙ Ｕｓｉｎｇ ＭＴＡＮＮ Ｄｅｅ

ｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｓｍａｌｌ 

Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ｄａｔａｓｅｔ Ｓｉｚｅ 

Ｔｈｅ ６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐ

ｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｉｎ

ｅｅｒｉｎｇ （ＩＳＢＥ２０２１） 

2021.12 

Ｙｕｔｏ Ｏｎａｉ， Ｆａ

ｈａｄ Ｐａｒｖｅｚ Ｍａ

ｈｄｉ， Ｚｅ Ｊｉｎ， 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｖｉｒｔｕａｌ Ｈｉｇｈ－Ｒａｄｉａｔｉｏｎ

－Ｄｏｓｅ Ｉｍａｇｅ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ

ｎ ｆｒｏｍ Ｌｏｗ－Ｒａｄｉａｔｉｏｎ

－Ｄｏｓｅ Ｉｍａｇｅ ｉｎ Ｄｉｇｉｔａｌ 

Ｂｒｅａｓｔ Ｔｏｍｏｓｙｎｔｈｅｓｉｓ 

（ＤＢＴ） Ｕｓｉｎｇ Ｍａｓｓｉｖｅ－

Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒ

ａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ （ＭＴＡＮＮ） 

Ｔｈｅ ６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐ

ｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ Ｅｎｇｉｎ

ｅｅｒｉｎｇ （ＩＳＢＥ２０２１） 

2021.12 

Ｍｕｎｅｙｕｋｉ Ｓａｔ

ｏ， Ｙｕｑｉａｏ Ｙａｎ

ｇ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ  

東京工業大学 Ｌｉｖｅｒ Ｔｕｍｏｒ Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉ

ｏｎ ｂｙ Ｕｓｉｎｇ ａ Ｍａｓｓｉｖｅ

－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅ

ｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ （ＭＴＡＮＮ） 

ａｎｄ ｉｔｓ Ａｎａｌｙｓｉｓ ｉｎ Ｌｉｖ

ｅｒ ＣＴ． 

ＩＥＩＣＥ ＩＥ  2022.2 
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足立寿幸， 山口

雅浩 

東京工業大学 ＦＣＮを用いた細胞核抽出に

おける学習画像サイズの検討 

２０２１年 電子情報通信学会総合

大会 

2021.3 

Ｘｉａｎｇ Ｍ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， ａｎｄ Ｓｕｚｕ

ｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉ

ｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ （Ｍ

ＴＡＮＮ） ｗｉｔｈ Ｓｐｅｃｉａｌ Ｋ

ｅｒｎｅｌ ｆｏｒ Ａｒｔｉｆａｃｔ Ｒｅｄｕ

ｃｔｉｏｎ Ｉｎ Ｆａｓｔ－Ａｃｑｕｉｓｉｔｉ

ｏｎ ＭＲＩ ｏｆ ｔｈｅ Ｋｎｅｅ 

２０２１ ＩＥＥＥ １８ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｂｉｏｍｅｄｉｃ

ａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ （ＩＳＢＩ） 

2021.5 

Ｓａｔｏ Ｍ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， ａｎｄ Ｓｕｚｕ

ｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｓｅｍａｎｔｉｃ Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ 

ｏｆ Ｌｉｖｅｒ Ｔｕｍｏｒ ｉｎ Ｃｏｎ

ｔｒａｓｔ－ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｈｅｐａｔｉｃ 

ＣＴ ｂｙ Ｕｓｉｎｇ Ｄｅｅｐ Ｌｅａ

ｒｎｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｈｅｓｓｉａｎ－ｂａｓ

ｅｄ Ｅｎｈａｎｃｅｒ ｗｉｔｈ Ｓｍａｌｌ 

Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ｄａｔａｓｅｔ Ｓｉｚｅ 

２０２１ ＩＥＥＥ １８ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｂｉｏｍｅｄｉｃ

ａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ （ＩＳＢＩ） 

2021.5 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ ｆｏｒ 

ｍｅｄｉｃａｌ ｉｍａｇｅ ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

ＫＥＳ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉ

ｎｅ ａｎｄ Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ （ＫＥＳ－Ｉ

ｎＭｅｄ－２１） 

2021.6 

Ｃｕｎｙｕａｎ Ｊｉ， Ｍ

ａｓａｈｉｒｏ Ｙａｍａｇｕ

ｃｈｉ， Ｔａｋｅｓｈｉ 

Ｕｅｈａｒａ， Ｆｕｍｉｋ

ａｚｕ Ｋｉｍｕｒａ， Ｋ

ｅｎｇｏ Ｏｓｈｉｍａ 

東京工業大学 Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｆｒｏｍ Ｈｅ

ｍａｔｏｘｙｌｉｎ－ｅｏｓｉｎ Ｓｔａｉｎ ｔ

ｏ Ｉｍｍｕｎｏｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ 

Ｓｔａｉｎ Ｉｍａｇｅ ｗｉｔｈ Ｃｏｌｏｒ 

Ｕｎｍｉｘｉｎｇ ａｎｄ Ｄｅｅｐ Ｌｅ

ａｒｎｉｎｇ  

第１９回 日本デジタルパソロジー・

ＡＩ 研究会 総会 

2021.8 

大西千絵， 山口

雅浩， 八木由香

子， Ｓｔｅｖｅｎ Ｂｏ

ｇｅｎ 

東京工業大学 免疫組織化学染色法におけ

る画像の色標準化  

第１９回 日本デジタルパソロジー・

ＡＩ 研究会 総会 

2021.8 

浦田 巧， 石井 

恵子， 山口 雅

浩， 木村 文一．  

東京工業大学 Ｇａｕｓｓｉａｎ ｆｉｌｔｅｒ ｓｅｔ およ

び機械学習機を用いたＬｏｂｕｌ

ａｒ ｅｎｄｏｃｅｒｖｉｃａｌ ｇｌａｎｄｕｌａ

ｒ ｈｙｐｅｒｐｌａｓｉａ の判別分析  

第３５回関東臨床細胞学会学術集

会 

2021.9 

山口 雅浩， 武山 

彩織， 渡辺 茂

暁， 木村 文一， 

浦田 巧， 石井 

恵子 

東京工業大学 マルチスペクトル撮影を用い

たパパニコロウ染色標本の色

素量画像計測  

第３５回関東臨床細胞学会学術集

会 

2021.9 

大西千絵， ス

ティーブン ボーゲ

ン， 山口雅浩， 

八木由香子 

東京工業大学 画像解析技術に基づくＨＥＲ２

検査の標準化に向けた免疫

組織化学染色用キャリブレー

タの導入  

メディカルイメージング連合フォー

ラム 

2022.1 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ－ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ａｎｄ 

Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ Ｉｍａｇｉｎｇ ｉｎ 

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 

２０２２ ３ｒｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍ

ｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇ

ｅｎｃｅ ｆｏｒ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ

（ＩＳＡＩＭＳ ２０２２） 

2022.10 

Ｙｏｕ Ｊ．， Ｌｉ 

Ｄ．， Ｏｋｕｍｕｒａ 

Ｍ．， ａｎｄ Ｓｕｚｕ

ｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 ＪＰＧ － Ｊｏｉｎｔｌｙ Ｌｅａｒｎ ｔｏ 

Ａｌｉｇｎ： Ａｕｔｏｍａｔｅｄ Ｄｉｓｅａ

ｓｅ Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｒａｄｉｏ

ｌｏｇｙ Ｒｅｐｏｒｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ

ｎ．   

Ｔｈｅ ２９ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ Ｌ

ｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ （ＣＯＬＩＮＧ ２０２２） 

2022.10 
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Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ Ｄｏｃｔｏｒ ａｎｄ Ｍｅｄｉｃａｌ 

ＡＩ Ｉｍａｇｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｄｅｅｐ 

Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｔｈｅ ６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ ａｎｄ 

Ａｐｐｌｉｅｄ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ ２０２２ （Ｉ

ＣＣＡＩ ２０２２） 

2022.11 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉ

ｎｇ ｉｎ ＡＩ－ａｉｄｅｄ Ｍｅｄｉｃａｌ 

Ｉｍａｇｅ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

Ｔｈｅ Ｔｗｅｌｆｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ａｍｂｉｅｎｔ Ｃｏ

ｍｐｕｔｉｎｇ， Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ， Ｓｅｒ

ｖｉｃｅｓ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ （Ａ

ＭＢＩＥＮＴ ２０２２） 

2022.11 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ Ｄｏｃｔｏｒ ｆｏｒ Ｄｉａｇｎｏｓｔｉ

ｃ Ａｉｄ ａｎｄ Ｍｅｄｉｃａｌ ＡＩ Ｉ

ｍａｇｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ 

２０２２ ５ｔｈ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅ

ｎｃｅ ａｎｄ Ｃｌｏｕｄ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＡＩＣＣＣ ２０２２） 

2022.12 

鈴木 賢治 東京工業大学 国プロによる医療ＡＩの先端開

発の現況と展望 

第６３回日本肺癌学会学術集会 2022.12 

Ｘｕ Ｌ．， Ｍａｈｄｉ 

Ｆ． Ｐ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， Ｎｏｇｕｃｈｉ 

Ｙ．， Ｍｕｒａｔａ 

Ｍ．， ａｎｄ Ｓｕｚｕ

ｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ ｓｉｍｕｌａｔｅｄ ｆｌ

ｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ ｉｍａｇｅｓ ｆｏｒ 

ｅｎｈａｎｃｉｎｇ ｐｒｏｔｅｉｎｓ ｆｒｏｍ 

ｏｐｔｉｃａｌ ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ ｉｍａｇ

ｅｓ ｏｆ ｃｅｌｌｓ ｕｓｉｎｇ ｍａｓｓｉｖ

ｅ－ｔｒａｉｎｉｎｇ ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｎｅｕ

ｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

ＳＰＩＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉ

ｕｍ ｏｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ （Ｓ

ＰＩＥ ＭＩ ２０２３） 

2023.2 

Ｊｉａｍｉｎｇ Ｌｉ， Ｔｏ

ｓｈｉｙｕｋｉ Ａｄａｃｈ

ｉ， Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙ

ａｍａ， Ｍａｓａｈｉｒｏ 

Ｙａｍａｇｕｃｈｉ， Ｙ

ｕｋａｋｏ Ｙａｇｉ 

東京工業大学 Ｕ－Ｎｅｔ ｂａｓｅｄ ｍｉｔｏｓｉｓ ｄ

ｅｔｅｃｔｉｏｎ ｆｒｏｍ Ｈ＆Ｅ－ｓｔａ

ｉｎｅｄ ｉｍａｇｅｓ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｓ

ｅｍｉ－ａｕｔｏｍａｔｉｃ ａｎｎｏｔａｔｉ

ｏｎ ｕｓｉｎｇ Ｈｉｓｔｏｎｅ－Ｈ３ Ｉ

ＨＣ ｓｔａｉｎｅｄ ｉｍａｇｅｓ 

ＳＰＩＥ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ ２０２２ 

Ｏｎ Ｄｅｍａｎｄ  

2022.3 

張浩達， 武山彩

織， 木村文一， 

山口雅浩 

東京工業大学 ベルリンブルー染色標本を学

習に利用したアスベスト小体

の自動検出 

２０２２年電子情報通信学会 総合

大会  

2022.3 

鈴木 賢治 東京工業大学 米国におけるＡＩ画像診断   第８１回日本医学放射線学会総会 2022.4 

Ｙｕｑｉａｏ Ｙａｎｇ ， 

Ｚｅ Ｊｉｎ ， ａｎｄ 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｆｅｄｅｒａｔｅｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｃｏｕ

ｐｌｅｄ ｗｉｔｈ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉ

ｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎ

ｅｔｗｏｒｋｓ ｉｎ Ｔｕｍｏｒ Ｓｅｇｍ

ｅｎｔａｔｉｏｎ ｉｎ ＣＴ Ｉｍａｇｅｓ．  

Ｔｈｅ ４４ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｅｎｇｉｎ

ｅｅｒｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｂｉｏｌ

ｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＥＭＢＣ ２０２２） 

2022.7 

高木 弦， 武山 

彩織， 山口 雅

浩， 阿部 時也， 

橋口 明典， 坂元 

亨宇 

東京工業大学 深層学習を用いた画像解析

におけるクラスタリングに基づ

く説明可能性の検討 －肝細

胞癌の⼿術材料及び⽣検に

よる病理組織標本の解析への

適用－  

第２０回 日本デジタルパソロジー・ 

ＡＩ研究会総会  

2022.8 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ Ｄｏｃｔｏｒ ａｎｄ Ｓｍａｒｔ 

Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ ｗｉｔｈ Ｄ

ｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

２０２２ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｃｌｏｕｄ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ， Ｂ

ｉｇ Ｄａｔａ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｓｏ

ｆｔｗａｒｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ （ＣＢＡＳＥ 

２０２２） 

2022.9 
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Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ－ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ Ｓｙ

ｓｔｅｍｓ ａｎｄ Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ Ｉ

ｍａｇｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 

ｔｈｅ ２６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ Ｂａｓｅｄ 

ａｎｄ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

ａｎｄ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

（ＫＥＳ２０２２） 

2022.9 

Ｙｕｑｉａｏ Ｙａｎｇ ， 

Ｚｅ Ｊｉｎ ， ａｎｄ 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｆｅｄｅｒａｔｅｄ Ｔｕｍｏｒ Ｓｅｇｍ

ｅｎｔａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ Ｐａｔｃｈ－ｗｉ

ｓｅ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｍｏｄｅ

ｌ 

２５ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｅ Ｃｏｍｐ

ｕｔｉｎｇ ａｎｄ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ａｓｓｉｓｔｅ

ｄ ＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

（ＭＩＣＣＡＩ） 

2022.9 

大西千絵， 大西

峻， Ｐｅｔｅｒ Ｎｔｉａ

ｍｏａｈ， Ｓｔｅｖｅｎ 

Ａ． Ｂｏｇｅｎ， Ｄａ

ｒａ Ｓ． Ｒｏｓｓ， 

山口雅浩， 八木

由香子 

東京工業大学 免疫組織化学染色用キャリブ

レータを用いたＨＥＲ２検査の

標準化に向けたＷｈｏｌｅ Ｓｌｉｄ

ｅ Ｉｍａｇｅの解析  

第４３回視覚情報基礎研究会研究

発表会 

2022.9 

Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｍａｏｌｉｎ 

Ｐａｎｇ， Ｙｕｑｉａｏ 

Ｙａｎｇ， Ｆａｈａｄ 

Ｐａｒｖｅｚ Ｍａｈｄｉ， 

Ｔｉａｎｙｉ Ｑｕ， Ｒｅ

ｎ Ｓａｓａｇｅ， ａｎｄ 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｅｘｐｌａｉｎｉｎｇ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉ

ｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎ

ｅｔｗｏｒｋｓ ｉｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａ

ｇｅ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｔａｓｋ ｔｈｒｏｕ

ｇｈ Ｖｉｓｕａｌｉｚｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ

ｓ ｗｉｔｈｉｎ ｔｈｅ Ｍｏｄｅｌｓ 

Ｔｈｅ ２６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｅ 

Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ ａｎｄ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ 

Ａｓｓｉｓｔｅｄ Ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎ， ＭＩＣ

ＣＡＩ ２０２３ 

2023.10 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＲＯＣ－Ｓｃｏｒｅ－Ｂａｓｅｄ Ｅｎｓ

ｅｍｂｌｅ Ｔｒａｉｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｍｕｌ

ｔｉｐｌｅ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｍｏ

ｄｕｌｅｓ ｉｎ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｂ

ｅｔｗｅｅｎ Ｐｏｌｙｐｓ ａｎｄ Ｎｏｎ

－Ｐｏｌｙｐｓ ｉｎ ＣＴ Ｃｏｌｏｎｏｇ

ｒａｐｈｙ 

２０２３ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃ

ｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｓｙｓｔｅｍｓ， Ｍａ

ｎ， ａｎｄ Ｃｙｂｅｒｎｅｔｉｃｓ （ＩＥＥＥ 

ＳＭＣ） 

2023.10 

Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｍａｏｌｉｎ 

Ｐａｎｇ， Ｔｉａｎｙｉ 

Ｑｕ， Ｈｉｒｏｋｏ Ｏ

ｓｈｉｂｅ， Ｒｅｎ Ｓａ

ｓａｇｅ， Ｋｅｎｊｉ Ｓｕ

ｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｆｅａｔｕｒｅ Ｍａｐ Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉ

ｏｎ ｆｏｒ Ｅｘｐｌａｉｎｉｎｇ Ｂｌａｃｋ

－Ｂｏｘ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｍｏｄｅｌ ｉｎ Ｌｉｖｅｒ Ｔｕｍｏｒ 

Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ 

１０９ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２３） 

2023.11 

Ｇｏｎｇ Ｎａｎｘｉｎ，  

武山 彩織，  木

村 文一，  山口 

雅浩 

東京工業大学 Ｐａｐａｎｉｃｏｌａｏｕ ｓｔａｉｎ ｕｎｍｉ

ｘｉｎｇ ｆｏｒ ＲＧＢ ｉｍａｇｅ ｕｓｉ

ｎｇ ｓｐａｒｓｉｔｙ ａｎｄ ｔｏｔａｌ ｖ

ａｒｉａｔｉｏｎ ｒｅｇｕｌａｒｉｚｅｄ ｏｐｔｉ

ｍｉｚａｔｉｏｎ 

日本光学会年次学術講演会 Ｏｐｔ

ｉｃｓ ＆ Ｐｈｏｔｏｎｉｃｓ Ｊａｐａｎ ２０２

３ 

2023.11 

Ｓｏｎｇｘｉａｏ Ｙａｎ

ｇ， Ｍａｏｄｏｎｇ Ｘ

ｉａｎｇ， Ｔｉａｎｙｉ Ｑ

ｕ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｆａｓｔ 

Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ ＭＲＩ ｗｉｔｈ Ｕ

ｎｄｅｒ－ｓａｍｐｌｅｄ Ｋ－ｓｐａｃｅ 

Ｄａｔａ ｂｙ Ｕｓｉｎｇ Ｍａｓｓｉｖｅ

－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅ

ｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ （ＭＴＡＮＮ

ｓ） 

１０９ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２３） 

2023.11 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－ｄａｔａ ＡＩ ａｎｄ Ｉｔｓ 

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｔｏ Ｄｉａｇｎｏｓ

ｔｉｃ Ａｉｄ ａｎｄ Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ 

Ｉｍａｇｉｎｇ 

４ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ

ｅ ｏｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ ａｎｄ 

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－Ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

（ＭＩＣＡＤ ２０２３） 

2023.12 
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Ｃｈｉｅ Ｏｈｎｉｓｈｉ，  

Ｎｉｌａｙ Ｂａｋｏｇｌｕ，  

Ｐｅｔｅｒ Ｎｔｉａｍｏａ

ｈ，  Ｓｔｅｖｅｎ Ｂｏ

ｇｅｎ，  Ｄａｒａ Ｒｏ

ｓｓ，  Ｍａｓａｈｉｒｏ 

Ｙａｍａｇｕｃｈｉ，  

Ｙｕｋａｋｏ Ｙａｇｉ 

東京工業大学 Ｓｔａｉｎ ａｎｄ Ｃｏｌｏｒ Ｃａｌｉｂｒａ

ｔｉｏｎ ａｎｄ Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ 

ｆｏｒ Ｗｈｏｌｅ Ｓｌｉｄｅ Ｉｍａｇｅ 

Ｂａｓｅｄ Ａｕｔｏｍａｔｅｄ ＩＨＣ 

Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ 

ＵＳＣＡＰ ２０２３ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉ

ｎｇ， Ｍｅｅｔｉｎｇ Ａｂｓｔｒａｃｔ １４４

１， ｉｎ ｔｈｅ ｓｅｃｔｉｏｎ ”Ｐａｔｈｏｂｉ

ｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｅｍｅｒｇｉｎｇ Ｔｅｃｈｎｉ

ｑｕｅｓ，” Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａ

ｔｉｏｎ 

2023.3 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 ＡＩ－ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ａｎｄ 

Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ Ｉｍａｇｉｎｇ ｗｉｔｈ 

Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ 

Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｔｈｅ Ｆｉｆｔｅｅｎｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ｅＨｅａｌｔｈ， Ｔｅ

ｌｅｍｅｄｉｃｉｎｅ， ａｎｄ Ｓｏｃｉａｌ Ｍｅｄ

ｉｃｉｎｅ 

（ｅＴＥＬＥＭＥＤ ２０２３） 

2023.4 

鈴木 賢治 東京工業大学 人工知能領域におけるＧａｍｅ 

Ｃｈａｎｇｅｒ 

第８２回日本医学放射線学会総会 2023.4 

Ｙｕｑｉａｏ Ｙａｎｇ， 

Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｆｕｍｉｈｉ

ｋｏ Ｎａｋａｔａｎｉ， 

Ｍｏｔｏｔａｋａ Ｍｉｙａ

ｋｅ， Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚ

ｕｋｉ 

東京工業大学 ＡＩ－ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ｏｆ 

Ｒａｒｅ Ｓｏｆｔ－Ｔｉｓｓｕｅ Ｓａｒｃｏ

ｍａ ｂｙ Ｍｅａｎｓ ｏｆ Ｍａｓｓｉ

ｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ （ＭＴＡ

ＮＮ） 

４５ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ 

Ｂｉｏｌｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＥＭＢＣ ２０

２３） 

2023.7 

Ｍａｏｌｉｎ Ｐａｎｇ， 

Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｔｉａｎｙｉ 

Ｑｕ， Ｆａｈａｄ Ｐａ

ｒｖｅｚ Ｍａｈｄｉ， Ｒ

ｅｎ Ｓａｓａｇｅ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ Ｍｏｄｅｌ Ｖｉｓｕａｌ

ｉｚａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｅｘｐｌａｉｎｉｎｇ 

Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉ

ｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ ｆｏｒ 

Ｌｉｖｅｒ Ｔｕｍｏｒ Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉ

ｏｎ 

４５ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ 

Ｂｉｏｌｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＥＭＢＣ ２０

２３） 

2023.7 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－ｄａｔａ ＡＩ ａｎｄ Ｉｔｓ 

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｔｏ Ｄｉａｇｎｏｓ

ｔｉｃ Ａｉｄ ａｎｄ Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ 

Ｉｍａｇｉｎｇ  

５ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ

ｅ ｏｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ ａｎｄ 

Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ （ＭＩＴ－２０２３） 

2023.7 

Ｓｏｎｇｘｉａｏ Ｙａｎ

ｇ， Ｍａｏｄｏｎｇ Ｘ

ｉａｎｇ， Ｔｉａｎｙｉ Ｑ

ｕ， Ｚｅ Ｊｉｎ， Ｋｅ

ｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｕｎｄｅｒ－ｓａｍｐｌｅｄ Ｉｍａｇｅ 

Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｉｎ Ｆａｓｔ 

Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ ＭＲＩ ｗｉｔｈ 

Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉ

ｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

（ＭＴＡＮＮｓ） Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉ

ｎｇ Ａｐｐｒｏａｃｈ 

４５ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｅ

ｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ 

Ｂｉｏｌｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ （ＥＭＢＣ ２０

２３） 

2023.7 

高木弦，  武山彩

織，  阿部時也，  

橋口明典，  坂元

亨宇，  山口雅浩 

東京工業大学 深層学習を用いた病理画像

からの肝細胞癌判別における

説明可能性 

情報フォトニクス研究討論会２０２３ 2023.7 

ヨウキナン ，  武

山彩織 ，  山口

雅浩 

東京工業大学 高解像度Ｈ＆Ｅ染色全スライ

ド画像におけるカラーアンミキ

シングのための自動 ＲＯＩ 

選択 

第４２回日本医用画像工学会大会 2023.7 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－Ａｉｄ

ｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ｆｏｒ Ｒａｒｅ 

Ｄｉｓｅａｓｅｓ 

ｔｈｅ ５５ｔｈ Ａｓｓｅｍｂｌｙ ｏｆ Ａｄｖａ

ｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ 

2023.8 
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高木弦，  武山彩

織，  阿部時也，  

橋口明典，  坂元

亨宇，  山口雅浩 

東京工業大学 深層学習を用いた病理画像

解析において判別に寄与す

る画像特徴提示の一手法 

第２２回情報科学技術フォーラム

（ＦＩＴ２０２３） 

2023.9 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｔｕｄｙ ｏｎ Ｎｅｃｅｓｓａｒｙ Ｓｔｒ

ｕｃｔｕｒｅｓ ｏｆ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉ

ｎｇ Ｍｏｄｅｌｓ ｆｏｒ Ｄｅｔｅｃｔｉｏ

ｎ ｏｆ Ｌｅｓｉｏｎｓ ｉｎ Ｍｅｄｉｃａ

ｌ Ｉｍａｇｅｓ 

Ｔｈｅ ８ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ ａｎｄ Ｓｏｆｔ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ （ＩＣ

ＭＬＳＣ） 

2024.1 

Ｑｕ Ｔ．， Ｙａｎｇ 

Ｙ．， Ｊｉｎ Ｚ．， ａ

ｎｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ－ｆｒｅｅ ＡＩ ｌｅａ

ｒｎｉｎｇ ｏｆ ｌｕｎｇ ｎｏｄｕｌｅ ｓｅ

ｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｉｎ ＣＴ ｕｓｉｎｇ 

ｗｅａｋｌｙ－ｓｕｐｅｒｖｉｓｅｄ Ｍａｓｓ

ｉｖｅ －ｔｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ 

ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

１１０ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２４） 

2024.12 

Ｄｅｎｇ Ｚ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， ａｎｄ Ｓｕｚｕ

ｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｄｕａｌ－ｄｏｍａｉｎ ＭＴＡＮＮ 

ｆｏｒ ｖｉｒｔｕａｌ ｈｉｇｈ－ｄｏｓｅ ｉ

ｍａｇｉｎｇ ｉｎ ｄｉｇｉｔａｌ ｂｒｅａｓｔ 

ｔｏｍｏｓｙｎｔｈｅｓｉｓ （ＤＢＴ） 

１１０ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２４） 

2024.12 

Ｙｕａｎ Ｔ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， Ｔｏｋｕｄａ 

Ｙ．， Ｔｏｍｉｙａｍａ 

Ｎ．， Ｎａｏｉ Ｙ．， 

ａｎｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 Ｆｏｒｅｃａｓｔ ｏｆ ｇｅｎｅｔｉｃ ａｓｓ

ｅｓｓｍｅｎｔｓ ｆｏｒ ｔｕｍｏｒ ｒｅｓ

ｐｏｎｓｅ ｔｏ ｃｈｅｍｏｔｈｅｒａｐｙ 

ｏｎｌｙ ｗｉｔｈ ｐｒｅｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃ 

ｂｒｅａｓｔ ＭＲＩ ｂｙ ｍｅａｎｓ ｏ

ｆ ｒａｄｉｏｇｅｎｏｍｉｃ ｉｍａｇｉｎｇ 

ｂｉｏｍａｒｋｅｒ ｓｃｈｅｍｅ 

１１０ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２４） 

2024.12 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京科学大学 Ｓｍａｌｌ－ｄａｔａ Ｌｉｇｈｔｗｅｉｇｈｔ 

Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ ＡＩ－

Ａｉｄｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

２０２４ ７ｔｈ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅ

ｎｃｅ ａｎｄ Ｃｌｏｕｄ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＡＩＣＣＣ ２０２４） 

2024.12 

Ｓｈｏｇｏ Ｋｏｄｅｒａ， 

Ｗａｈｙｕ Ｒａｈｍａｎ

ｉａｒ， Ｈｉｒｏｋｏ Ｏｓ

ｈｉｂｅ， Ｚｅ Ｊｉｎ， 

Ｔａｋｅｙｕｋｉ Ｗａｔａ

ｄａｎｉ， Ｏｓａｍｕ 

Ａｂｅ ａｎｄ Ｋｅｎｊｉ 

Ｓｕｚｕｋｉ 

東京工業大学 Ｓｕｐｅｒ－Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｌｕｎｇ 

Ｎｏｄｕｌｅ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｕ

ｓｉｎｇ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉｎｉｎｇ 

Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ

ｋ （ＭＴＡＮＮ） Ｃｏｍｐａｃｔ 

Ｍｏｄｅｌ ｏｎ ＬＩＤＣ－ＩＤＲＩ 

Ｄａｔａｂａｓｅ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

Ｉｍａｇｅ， Ｖｉｄｅｏ ａｎｄ Ｓｉｇｎａｌ Ｐ

ｒｏｃｅｓｓｉｎｇ （ＩＶＳＰ ２０２４） 

2024.3 

鈴木 賢治 東京工業大学 ＡＡＰＭ ｔａｓｋ ｇｒｏｕｐ ２７３ 

ｒｅｐｏｒｔ： ｂｅｓｔ ｐｒａｃｔｉｃｅｓ ｆ

ｏｒ ＡＩ ａｎｄ ｍａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ａｉｄｅ

ｄ ｄｉａｇｎｏｓｉｓ 

第１２７回日本医学物理学会学術

大会 

2024.4 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ａｎｄ Ｉｔｓ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ

ｎｓ ｔｏ Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ Ａｉｄ ａ

ｎｄ Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ Ｉｍａｇｉｎｇ 

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｐｒａｇｕｅ ２

０２４ 

2024.4 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ ａｎｄ 

Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ Ｌｅｓｉｏｎｓ 

ｉｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｅｓ 

２０２４ ２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ Ｐｅｒｃｅ

ｐｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｖｉｓｉｏｎ 

（ＣＩＰＣＶ ２０２４） 

2024.5 

鈴木 賢治 東京工業大学 スモールデータＡＩによる診断

支援システムの開発 

第６６回日本小児神経学会学術集

会  

2024.5 
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Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｒａｄｉａｔｉｏｎ 

Ｄｏｓｅ ｉｎ Ｆｕｌｌ－Ｆｉｅｌｄ Ｄｉｇｉ

ｔａｌ Ｍａｍｍｏｇｒａｐｈｙ （ＦＦＤ

Ｍ） Ｗｉｔｈ Ｍａｓｓｉｖｅ－Ｔｒａｉ

ｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎ

ｅｔｗｏｒｋ 

１１ｔｈ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｓｉｇｈｔ Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ ｏｎ Ｂｒｅａｓｔ Ｃａｎｃｅｒ （ＧＩＣ

ＢＣ－２０２４） 

2024.6 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ ａｎｄ 

Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ Ｌｅｓｉｏｎｓ 

ｉｎ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｉｍａｇｅｓ 

Ｔｈｅ ２０２４ ＩＡＲＩＡ Ａｎｎｕａｌ Ｃ

ｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ ｉｎ Ｓｃｉ

ｅｎｃｅ， Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ， Ｓｅｒｖｉｃｅ

ｓ， ａｎｄ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ （ＩＡＲＩＡ 

Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ２０２４） 

2024.7 

Ｎａｎｘｉｎ Ｇｏｎｇ， 

Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙａｍ

ａ， Ｆｕｍｉｋａｚｕ 

Ｋｉｍｕｒａ， Ｍａｓａ

ｈｉｒｏ Ｙａｍａｇｕｃｈｉ 

東京工業大学 Ｓｔａｉｎ Ｕｎｍｉｘｉｎｇ ｆｏｒ Ｐａｐ

ａｎｉｃｏｌａｏｕ ＲＧＢ Ｉｍａｇｅ Ｕ

ｓｉｎｇ Ｓｐａｒｓｉｔｙ ａｎｄ Ｔｏｔａｌ 

Ｖａｒｉａｔｉｏｎ Ｒｅｇｕｌａｒｉｚａｔｉｏｎ 

情報フォトニクス研究討論会２０２４ 2024.7 

浦田巧， 木村文

一， 大島健吾， 

池端光窯， 山口

雅浩， 石井恵子 

東京工業大学  子宮体部上皮性腫瘍および

前駆病変における ＤＮＡ複

製関連タンパクの発現量を用

いた機械学習による判別分析 

第２２回日本デジタルパソロジー・

ＡＩ研究会総会 

2024.8 

Ｃｕｎｙｕａｎ Ｊｉ， Ｋ

ｅｎｇｏ Ｏｓｈｉｍａ， 

Ｔａｋｕｍｉ Ｕｒａｔａ， 

Ｆｕｍｉｋａｚｕ Ｋｉｍｕ

ｒａ， Ｋｅｉｋｏ Ｉｓｈｉ

ｉ， Ｔａｋｅｓｈｉ Ｕｅ

ｈａｒａ， Ｋｅｎｊｉ Ｓｕ

ｚｕｋｉ， Ｓａｏｒｉ Ｔａ

ｋｅｙａｍａ， Ｍａｓａ

ｈｉｒｏ Ｙａｍａｇｕｃｈｉ 

東京工業大学 Ｐｒｅｄｉｃｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｋｉ－６７ ｌ

ａｂｅｌｉｎｇ ｉｎｄｅｘ ｏｆ ｅｎｄｏｍ

ｅｔｒｉｏｉｄ ｃａｎｃｅｒ ｆｒｏｍ ｔｈｅ 

ｈｅｍａｔｏｘｙｌｉｎ－ａｎｄ－ｅｏｓｉｎ

－ｓｔａｉｎｅｄ ｗｈｏｌｅ ｓｌｉｄｅ ｉ

ｍａｇｅ， 

第２２回日本デジタルパソロジー・

ＡＩ研究会総会 

2024.8 

高木弦， 武山彩

織， 阿部時也， 

橋口明典， 坂元

亨宇， 山口雅浩 

東京工業大学 肝細胞癌の病理画像におけ

る深層学習モデルの判別根

拠の提示手法 

第２２回日本デジタルパソロジー・

ＡＩ研究会総会 

2024.8 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京科学大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ ＡＩ－Ａｉｄｅｄ Ｄｉａ

ｇｎｏｓｉｓ ａｎｄ Ｖｉｒｔｕａｌ ＡＩ Ｉ

ｍａｇｉｎｇ 

Ｔｈｅ ９ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ ａｎｄ Ｓｏｆｔ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ （ＩＣ

ＭＬＳＣ ２０２５） 

2025.1 

Ｚｈａｎｇ Ｃ．， Ｊｉｎ 

Ｚ．， Ｈｏｒｉ Ｍ．， 

Ｓｏｆｕｅ Ｋ．， Ｍｕ

ｒａｋａｍｉ Ｔ．， ａｎ

ｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京工業大学 ＡＩ－ａｉｄｅｄ ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ ｓｙｓ

ｔｅｍ ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ ｅｘｐｌａｎａｔｉ

ｏｎｓ ｉｎ ＬＩ－ＲＡＤＳ ｌａｎｇｕ

ａｇｅ ｉｎ ｌｉｖｅｒ ｃａｎｃｅｒ ｄｉａｇ

ｎｏｓｉｓ ｕｓｉｎｇ ＭＲＩ 

１１０ｔｈ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｓｓｅｍｂｌｙ 

ａｎｄ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｎｏｒ

ｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ （ＲＳＮＡ２０２４） 

2024.12 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京科学大学 Ｓｍａｌｌ－Ｄａｔａ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ ｆｏｒ Ｄｉａｇｎｏｓｉｓ ｏｆ Ｌ

ｅｓｉｏｎｓ ａｎｄ Ｍｅｄｉｃａｌ ＡＩ 

Ｉｍａｇｉｎｇ 

Ｔｈｅ ２０２５ ７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ 

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｉｍａｇｅ Ｐｒｏｃｅｓ

ｓｉｎｇ （ＩＭＩＰ ２０２５） 

2025.3 

Ｎａｎｘｉｎ Ｇｏｎｇ， 

Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙａｍ

ａ， Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｙ

ａｍａｇｕｃｈｉ， Ｔａｋ

ｕｍｉ Ｕｒａｔａ， Ｆｕ

ｍｉｋａｚｕ Ｋｉｍｕｒ

ａ， Ｋｅｉｋｏ Ｉｓｈｉｉ 

東京工業大学 Ｒｏｂｕｓｔ Ｐａｐａｎｉｃｏｌａｏｕ Ｓｔ

ａｉｎ Ｑｕａｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｉｎｓｅｎ

ｓｉｔｉｖｅ ｔｏ Ｉｍａｇｉｎｇ Ｓｙｓｔｅ

ｍ Ｖａｒｉａｔｉｏｎｓ ｂｙ Ｓｐａｒｓｉｔ

ｙ－ｂａｓｅｄ Ｓｔａｉｎ Ｕｎｍｉｘｉｎ

ｇ 

Ｔｈｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｉｎ Ｍｅｄｉｃｉｎ

ｅ ａｎｄ Ｂｉｏｌｏｇｙ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ  

2025.5 
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（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｄｅｅｐ Ｒｅｃｕｒｒｅｎｔ Ｅｎｔｒｏｐｙ 

Ａｄａｐｔｉｖｅ Ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ Ｓｙｓｔ

ｅｍ Ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎ

ｇ 

ＩＥＥＥ Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ

ｓ ｏｎ Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉ

ｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ 

839-848 2021.2 

鈴木 賢治 東京工業大学 医用画像処理における深層

学習 

ＪＭＰマガジン１５２ 

先進医療ＮＡＶＩＧＡ

ＴＯＲ 医療とＡＩ最前

線 

8−10 2022.2 

木村文一， 大島 

健吾， 石井 恵

子， 山口雅浩， 

長橋宏 

東京工業大学 ルールベースのＡＩ技術によ

る病理・細胞診検査における

細胞判別への応用 

日本臨床検査医学会

誌 

353-361 2021.5 

鈴木 賢治 東京工業大学 深層学習による医用画像診

断支援 

ＢＩＯ Ｃｌｉｎｉｃａ  92-94 2021.7 

Ｃｈｉｅ Ｏｈｎｉｓｈｉ，  

Ｔａｋａｓｈｉ Ｏｈｎｉｓ

ｈｉ，  Ｐｅｔｅｒ Ｎｔ

ｉａｍｏａｈ，  Ｄａｒ

ａ Ｓ． Ｒｏｓｓ，  

Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｙａｍ

ａｇｕｃｈｉ，  Ｙｕｋ

ａｋｏ Ｙａｇｉ 

東京工業大学 Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚｉｎｇ ＨＥＲ２ ｉｍ

ｍｕｎｏｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ ａｓｓ

ｅｓｓｍｅｎｔ： ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ ｏｆ 

ｃｏｌｏｒ ａｎｄ ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ ｖａｒｉ

ａｔｉｏｎ ｉｎ ｗｈｏｌｅ ｓｌｉｄｅ ｉｍ

ａｇｉｎｇ ｃａｕｓｅｄ ｂｙ ｓｔａｉｎｉｎ

ｇ ａｎｄ ｓｃａｎｎｉｎｇ 

Ａｐｐｌｉｅｄ Ｍｉｃｒｏｓｃｏ

ｐｙ 

Article 

number: 8 

2023.9 

Ｃｈｉｅ Ｏｈｎｉｓｈｉ，  

Ｔａｋａｓｈｉ Ｏｈｎｉｓ

ｈｉ，  Ｋａｒｅｅｍ 

Ｉｂｒａｈｉｍ，  Ｐｅｔ

ｅｒ Ｎｔｉａｍｏａｈ，  

Ｄａｒａ Ｒｏｓｓ，  

Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｙａｍ

ａｇｕｃｈｉ，  Ｙｕｋ

ａｋｏ Ｙａｇｉ 

東京工業大学 Ｃｏｌｏｒ Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ ａ

ｎｄ Ｓｔａｉｎ Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ Ｃａｌｉ

ｂｒａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｗｈｏｌｅ Ｓｌｉｄｅ 

Ｉｍａｇｅ－Ｂａｓｅｄ Ｉｍｍｕｎｏｈｉ

ｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎ

ｔ 

Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ ａｎｄ 

Ｍｉｃｒｏａｎａｌｙｓｉｓ 

118–132 2024.2 

Ｍａｈｍｏｏｄ 

Ｕ．， Ｓｈｕｋｌａ－

Ｄａｖｅ Ａ．， Ｃｈ

ａｎ Ｈ． Ｐ．， 

Ｄｒｕｋｋｅｒ Ｋ．， 

Ｓａｍａｌａ Ｒ． 

Ｋ．， Ｃｈｅｎ 

Ｑ．， Ｖｅｒｇａｒａ 

Ｄ．， Ｇｒｅｅｎｓｐａ

ｎ Ｈ．， Ｐｅｔｒｉｃ

ｋ Ｎ．， Ｓａｈｉｎｅ

ｒ Ｂ．， Ｈｕｏ 

Ｚ．， Ｓｕｍｍｅｒｓ 

東京工業大学 Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ ｉｎ 

ｍｅｄｉｃｉｎｅ： ｍｉｔｉｇａｔｉｎｇ ｒｉｓ

ｋｓ ａｎｄ ｍａｘｉｍｉｚｉｎｇ ｂｅｎ

ｅｆｉｔｓ ｖｉａ ｑｕａｌｉｔｙ ａｓｓｕｒａ

ｎｃｅ， ｑｕａｌｉｔｙ ｃｏｎｔｒｏｌ， 

ａｎｄ ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ ｔｅｓｔｉｎｇ 

ＢＪＲ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔ

ｅｌｌｉｇｅｎｃｅ 

null 2024.3 
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Ｒ． Ｍ．， Ｃｈａ 

Ｋ． Ｈ．， Ｔｏｕｒ

ａｓｓｉ Ｇ．， Ｄｅｓ

ｅｒｎｏ Ｔ． Ｍ．， 

Ｇｒｉｚｚａｒｄ 

Ｃｕｎｙｕａｎ Ｊｉ， 

Ｋｅｎｇｏ Ｏｓｈｉｍ

ａ， Ｔａｋｕｍｉ Ｕｒ

ａｔａ， Ｆｕｍｉｋａｚ

ｕ Ｋｉｍｕｒａ， Ｋ

ｅｉｋｏ Ｉｓｈｉｉ， Ｔａ

ｋｅｓｈｉ Ｕｅｈａｒａ， 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ， 

Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙａ

ｍａ， Ｍａｓａｈｉｒｏ 

Ｙａｍａｇｕｃｈｉ 

東京工業大学 Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｆｒｏｍ ｈｅ

ｍａｔｏｘｙｌｉｎ－ａｎｄ－ｅｏｓｉｎ ｓ

ｔａｉｎｉｎｇ ｔｏ Ｋｉ－６７ ｉｍｍ

ｕｎｏｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ ｄｉｇｉｔ

ａｌ ｓｔａｉｎｉｎｇ ｉｍａｇｅｓ ｕｓｉｎ

ｇ ｄｅｅｐ ｌｅａｒｎｉｎｇ： ｅｘｐｅｒｉ

ｍｅｎｔａｌ ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ ｏｎ ｔｈ

ｅ ｌａｂｅｌｉｎｇ ｉｎｄｅｘ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｍｅｄｉｃ

ａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ 

47501 2024.7 

Ｓａｏｒｉ Ｔａｋｅｙａ

ｍａ， Ｔｏｍｏａｋｉ 

Ｗａｔａｎａｂｅ， Ｎａ

ｎｘｉｎ Ｇｏｎｇ， 

Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｙａｍ

ａｇｕｃｈｉ， Ｔａｋｕ

ｍｉ Ｕｒａｔａ， Ｆｕ

ｍｉｋａｚｕ Ｋｉｍｕｒ

ａ， Ｋｅｉｋｏ Ｉｓｈｉｉ 

東京工業大学 Ｄｙｅ ａｍｏｕｎｔ ｑｕａｎｔｉｆｉｃａｔ

ｉｏｎ ｏｆ Ｐａｐａｎｉｃｏｌａｏｕ－ｓｔ

ａｉｎｅｄ ｃｙｔｏｌｏｇｉｃａｌ ｉｍａｇｅ

ｓ ｂｙ ｍｕｌｔｉｓｐｅｃｔｒａｌ ｕｎｍ

ｉｘｉｎｇ： ｓｐｅｃｔｒａｌ ａｎａｌｙｓｉｓ 

ｏｆ ｃｙｔｏｐｌａｓｍｉｃ ｍｕｃｉｎ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｍｅｄｉｃ

ａｌ Ｉｍａｇｉｎｇ 

17501 2024.12 

Ｔａｋｕｍｉ Ｕｒａｔ

ａ， Ｆｕｍｉｋａｚｕ 

Ｋｉｍｕｒａ， Ｋｅｎｇ

ｏ Ｏｈｓｈｉｍａ， 

Ｋｏｙｏ Ｉｋｅｈａｔａ， 

Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｙａｍ

ａｇｕｃｈｉ， Ｋｅｉｋｏ 

Ｉｓｈｉｉ． 

東京工業大学 Ｉｍｍｕｎｏｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ 

ａｎｄ ｍａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｓ

ｔｕｄｙ ｏｆ ＤＮＡ ｒｅｐｌｉｃａｔｉｏ

ｎ－ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｐｒｏｔｅｉｎｓ ｉ

ｎ ｕｔｅｒｉｎｅ ｅｐｉｔｈｅｌｉａｌ ｔｕ

ｍｏｒｓ ａｎｄ ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ ｌｅｓｉ

ｏｎｓ 

Ａｃｔａ Ｈｉｓｔｏｃｈｅｍｉｃ

ａ 

152251 2025.4 
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（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

国立大学法人東

京工業大学 

２０２１－１９

５４２１ 

ＪＰ：日本国 2021.12.1 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京工業大学 

ＰＣＴ／ＪＰ２

０２２／０４４

２６０ 

ＰＣＴ（全指定） 2022.11.30 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京工業大学 

２０２２－１１

０４４８ 

ＪＰ：日本国 2022.7.8 出願継続中 情報処理システム及

び情報処理方法 

国立大学法人東

京工業大学 

２０２３－１１

９２０２ 

ＪＰ：日本国 2023.7.21 出願継続中 ネットワーク解析シス

テム、ネットワーク解

析方法及びプログラ

ム 

国立大学法人東

京工業大学 

ＰＣＴ／ＪＰ２

０２４／００９

０７４ 

ＰＣＴ（全指定） 2024.3.8 出願継続中 ネットワーク解析シス

テム、ネットワーク解

析方法及びプログラ

ム 

国立大学法人東

京工業大学 

ＰＣＴ／ＪＰ２

０２２／０４４

２６０ 

ＪＰ：日本国 2022.11.30 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京工業大学 

ＰＣＴ／ＪＰ２

０２２／０４４

２６０（ＵＳ） 

ＵＳ：アメリカ合衆国 2022.11.30 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京工業大学 

ＰＣＴ／ＪＰ２

０２２／０４４

２６０（ＥＰ） 

ＥＰ：欧州特許庁（ＥＰ） 2022.11.30 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京科学大学 

２０２４－２０

８３１３ 

ＪＰ：日本国 2024.11.29 出願継続中 推定装置、推定方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京科学大学 

２０２４－２０

８８１５ 

ＪＰ：日本国 2024.11.29 出願継続中 推定装置、学習方法

及びプログラム 

国立大学法人東

京科学大学 

２０２５－０３

９５７２ 

ＪＰ：日本国 2025.3.12 出願継続中 情報処理システム、

情報処理方法及び

学習用データ作成

装置 
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（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｋｅｎｊｉ Ｓｕｚｕｋｉ 東京工業大学 Ｆｅｌｌｏｗ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ

ａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ａｄ

ｖａｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ａ

ｄｖａｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ  

2021.3 

鈴木 賢治 東京工業大学 スモールデータ深層学習

とＡＩイメージングによるＡＩ

支援画像診断 

ＩＩＲウィーク（東京工業大学 科学技術

創成研究院） 

2021.7 

ＨＰＭ（Ｈｅａｌｔｈ Ｐ

ｒｏｍｏｔｉｏｎ ｆｒｏｍ 

Ｍｏｕｔｈ）  

東京工業大学 口腔の生体情報検出とＡＩ

によるヘルスモニタリング 

バイオテックグランプリ２０２１  2021.9 

Ｇｏｎｇ Ｎａｎｘｉｎ  東京工業大学 Ｐａｐａｎｉｃｏｌａｏｕ ｓｔａｉｎ ｕ

ｎｍｉｘｉｎｇ ｆｏｒ ＲＧＢ ｉｍ

ａｇｅ ｕｓｉｎｇ ｓｐａｒｓｉｔｙ ａ

ｎｄ ｔｏｔａｌ ｖａｒｉａｔｉｏｎ ｒｅ

ｇｕｌａｒｉｚｅｄ ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ 

ＯＳＪ／Ｏｐｔｉｃａ Ｓｔｕｄｅｎｔ Ａｗａｒｄ 2023.11 

Ｑｕ Ｔ．， Ｙａｎｇ 

Ｙ．， Ｊｉｎ Ｚ．， ａ

ｎｄ Ｓｕｚｕｋｉ Ｋ． 

東京科学大学 Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ－ｆｒｅｅ ＡＩ 

ｌｅａｒｎｉｎｇ ｏｆ ｌｕｎｇ ｎｏｄ

ｕｌｅ ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｉｎ 

ＣＴ ｕｓｉｎｇ ｗｅａｋｌｙ－ｓｕ

ｐｅｒｖｉｓｅｄ Ｍａｓｓｉｖｅ －ｔ

ｒａｉｎｉｎｇ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｎｅｕ

ｒａｌ ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

ＲＳＮＡ Ｍａｇｎａ Ｃｕｍ Ｌａｕｄｅ Ａｗ

ａｒｄ ｆｏｒ Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｐｏｓｔｅｒｓ  

2024.12 

鈴木 賢治 東京工業大学 多層ニューラルネットを用

いた医用画像工学の先駆

的研究 

日本医用画像工学会（ＪＡＭＩＴ） 功績

賞 

2024.8 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 

 無し 
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(1) 研究発表・講演 

 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

中村 祥吾 はこだて未来大学 クエスト構造に注目したロー

ルプレイングゲームの物語構

造分析手法の提案 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

０論文集 

2020.12 

村井 源 はこだて未来大学 物語展開の基本パターンの

組み合わせに基づく構造分

析―医療マンガ『ブラック・

ジャック』を例として― 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

０論文集 

2020.12 

吉田 拓海 はこだて未来大学 物語自動生成に向けて物語

要素間の関係に着目した神

話物語の構造分析 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

０論文集 

2020.12 

豊澤 修平 はこだて未来大学 物語自動生成のための文脈

依存性を考慮した文章表現

抽象化 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

０論文集 

2020.12 

吉田 拓海 はこだて未来大学 原型からの物語生成を目的

とした神話物語と神話元型の

現代物語との構造比較 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2021.12 

豊澤 修平 はこだて未来大学 星新一のショートショートにお

ける状況描写を含むオチプ

ロットの自動生成 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2021.12 

村井 源 はこだて未来大学 物語ジャンルにおける展開の

構造を特徴づける因子の抽

出 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2021.12 

白鳥 孝幸 はこだて未来大学 現代日本恋愛小説における

結末の類型化と特徴の歴史

的変遷 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2021.12 

中村祥吾 はこだて未来大学 クエスト構造に注目したロー

ルプレイングゲームの物語構

造と物語内容分析手法の提

案 

情報知識学会第２９回年次大会 2021.5 

白鳥孝幸 はこだて未来大学 因子分析を用いた恋愛小説

における文体的特徴の抽出 

情報知識学会第２９回年次大会 2021.5 

吉田 拓海 はこだて未来大学 神話物語と神話を原型にし

た現代物語の構造比較 

情報知識学会第２９回年次大会 2021.5 

斉藤 勇璃 はこだて未来大学 少年漫画の登場人物の人数

と役割の計量的分析 

人工知能学会年次大会 2021.6 

豊澤 修平 はこだて未来大学 星新一のショートショートにお

けるオチを含むプロットの自

動生成 

人工知能学会年次大会 2021.6 

テーマ名 ①-3-1 インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発 

実施者名 
慶應義塾、公立はこだて未来大学、株式会社手塚プロダクション、 

電気通信大学、京都橘学園、株式会社ヒストリア、立教学院、株式会社Ａｌｅｓ 
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村井 源 はこだて未来大学 物語展開の基本パターンへ

の分解と再構成に基づく物

語構造の自動生成手法の提

案 

人工知能学会年次大会 2021.6 

Ｙｕｕｒｉ Ｓａｉｔｏ はこだて未来大学 Ｂａｓｉｃ Ｐｌｏｔ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｉｎ 

ｔｈｅ Ａｄｖｅｎｔｕｒｅ ａｎｄ Ｂａｔ

ｔｌｅ Ｇｅｎｒｅｓ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2021.9 

Ｊｕｎｙａ Ｉｗａｓａｋ

ｉ 

はこだて未来大学 Ｃｒｏｓｓ－ｇｅｎｒｅ Ｐｌｏｔ Ａｎａｌ

ｙｓｉｓ ｏｆ Ｄｅｔｅｃｔｉｖｅ ａｎｄ 

Ｈｏｒｒｏｒ Ｇｅｎｒｅｓ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2021.9 

Ｈａｊｉｍｅ Ｍｕｒａ

ｉ 

はこだて未来大学 Ｄａｔａｓｅｔ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｆ

ｏｒ Ｃｒｏｓｓ－ｇｅｎｒｅ Ｐｌｏｔ Ｓ

ｔｒｕｃｔｕｒｅ Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2021.9 

村井源 はこだて未来大学 基盤モデルを用いた物語の

セリフの自動生成手法の提

案 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2022.12 

大田翔貴 はこだて未来大学 怪談に登場する怪異の特徴

分析及びメディア間比較 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2022.12 

岩岬潤哉 はこだて未来大学 星新一作品における伏線表

現の機能変化についての特

徴抽出 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2022.12 

福元隆希 はこだて未来大学 物語における「泣けるシーン」

への評価と想起される感情に

ついての質問紙調査 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2022.12 

斉藤勇璃 はこだて未来大学 物語における登場人物の人

数に関する配置戦略の分析 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

１論文集 

2022.12 

大場有紗 はこだて未来大学 女性向け恋愛ゲームにおけ

る「ときめき」の自動生成シス

テムに向けた物語構造の分

析 

情報知識学会第３０回年次大会 2022.5 

村井源 はこだて未来大学 物語構造の階層的記述方式

の提案 

情報知識学会第３０回年次大会 2022.5 

大田翔貴 はこだて未来大学 異なるメディアにおける怪談

の物語構造の比較 

情報知識学会第３０回年次大会 2022.5 

中村 祥吾 はこだて未来大学 ロールプレイングゲームにお

ける物語の複合的構造の時

系列的変化と作品間比較 

人工知能学会年次大会 2022.6 

岩岬 潤哉 はこだて未来大学 星新一のショートショートにお

ける伏線とオチの構造分析 

人工知能学会年次大会 2022.6 

斉藤 勇璃 はこだて未来大学 物語の場面における登場人

物の役割と人数の特徴的パ

ターンの抽出 

人工知能学会年次大会 2022.6 

福元 隆希 はこだて未来大学 物語構造分析に基づく「泣け

る」と評価される物語の分類と

パターン抽出 

人工知能学会年次大会 2022.6 
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Ｈａｊｉｍｅ Ｍｕｒａ

ｉ 

はこだて未来大学 Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｔｙｐｉｃａｌ 

Ｓｔｏｒｙ Ｐｌｏｔ Ｐａｔｔｅｒｎｓ ｆｒｏ

ｍ Ｇｅｎｒｅｓ ｗｉｔｈｉｎ Ｊａｐａｎ

ｅｓｅ Ｐｏｐｕｌａｒ Ｅｎｔｅｒｔａｉｎｍ

ｅｎｔ Ｗｏｒｋｓ 

ＩＣＣＣ２０２２ 2022.7 

Ｈａｊｉｍｅ Ｍｕｒａ

ｉ 

はこだて未来大学 Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ａｕｔｏｍａ

ｔｉｃ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｏｆ Ｃｈａｒ

ａｃｔｅｒｓ’ Ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ ｉｎ Ｃ

ｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ 

Ｅｎｔｅｒｔａｉｎｍｅｎｔ Ｗｏｒｋｓ 

Ｄｉｇｉｔａｌ Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ ２０２２ 2022.9 

青山美月 はこだて未来大学 推理小説における作家固有

の伏線とオチ，シーンとの関

係についての傾向の分析 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

３論文集 

2023.12 

村井源 はこだて未来大学 物語の展開パターンの結合

の特徴に基づく構造の自動

生成－『ブラック・ジャック』新

作に向けて 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

３論文集 

2023.12 

大田翔貴 はこだて未来大学 現代怪談における結末の類

型化と物語構造及び怪異特

徴の比較分析 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会、じんもんこん２０２

３論文集 

2023.12 

中村祥吾 はこだて未来大学 ロールプレイングゲームにお

ける物語の複合的構造の分

析に基づくプロットの自動生

成 

ＩＥＩＣＥ北海道支部学生会インター

ネットシンポジウム 

2023.2 

岩岬潤哉 はこだて未来大学 伏線表現の機能変化に着目

したプロット自動生成 

ＩＥＩＣＥ北海道支部学生会インター

ネットシンポジウム 

2023.2 

Ｔａｋａｋｉ Ｆｕｋｕ

ｍｏｔｏ 

はこだて未来大学 Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ ｔｈｅ Ａｐｐｅａｒ

ａｎｃｅ Ｐａｔｔｅｒｎ Ｔｅｎｄｅｎｃｙ 

ｏｆ ‘Ｃｒｙｉｎｇ Ｓｃｅｎｅ’ ａｎｄ 

Ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｒｅｐｒｏｄ

ｕｃｉｂｉｌｉｔｙ ｏｆ Ｃａｔｅｇｏｒｉｚａｔｉ

ｏｎ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2023.9 

Ｈａｊｉｍｅ Ｍｕｒａ

ｉ 

はこだて未来大学 Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｎｇ ｆｕｎｄａｍｅｎｔ

ａｌ ｂｅｈａｖｉｏｒ ｄａｔａｓｅｔ ｆｏｒ 

ａｎａｌｙｓｉｓ ａｎｄ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ 

ｏｆ ｓｔｏｒｙ ｐｌｏｔｓ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2023.9 

Ｒｙｏｇｏ Ｏｋｕｙ

ａｍａ 

はこだて未来大学 Ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｒｅｌａｔｉｏｎ

ｓｈｉｐ Ｂｅｔｗｅｅｎ ｔｈｅ Ｅｍｏ

ｔｉｏｎｓ Ｅｖｏｋｅｄ ｉｎ ｔｈｅ Ｓｔ

ｏｒｙ ａｎｄ Ａｃｏｕｓｔｉｃ Ｆｅａｔ

ｕｒｅｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｍｕｓｉｃ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2023.9 

Ｔｏｍｏｙａ Ｋａｎ

ａｚａｓｈｉ 

はこだて未来大学 Ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ ‘Ｄａｒｋｎｅｓｓ’ ｉ

ｎ Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｊａｐａｎｅ

ｓｅ Ｄａｒｋ Ｆａｎｔａｓｙ 

ＪＡＤＨ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 2023.9 

村井源 はこだて未来大学 物語構造と基盤モデルの併

用による物語自動生成に向

けて―推理物語での会話の

パターンと表現― 

日本認知科学会大会予稿集 2023.9 

稲葉通将 電気通信大学 コンテンツ創作支援に向けた

プロットに基づくセリフ生成モ

デル 

第９２回 言語・音声理解と対話処

理研究会 

2021.9 
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稲葉通将 電気通信大学 コンテンツ創作支援に向けた

４コマ漫画に対するコマ情報

と要約アノテーション 

２０２２年度 人工知能学会全国大

会（第３６回） 

2022.6 

松原 仁 東京大学 われわれは賢くなったＡＩとど

う付き合うべきか 

新春ＰＭセミナー 2023.1 

五木宏・村井

源・松原仁 

ＤＧＥ 世界およびキャラクタ生成支

援プロトタイプシステムの開

発 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータ研究会 

2025.1 

松原 仁 東京大学 ＡＩと創造性 情報処理学会連続セミナー人工知

能技術と人間の思考・感性 

2020.10 

松原 仁 東京大学 ＡＩ最前線 われわれはどこ

に向かうのか 

上智大学講演会 2023.10 

松原 仁 東京大学 われわれ人間は賢くなったＡ

Ｉとどう付き合えばいいか 

広島ＩＴ総合展２０２２ 2022.10 

松原 仁 東京大学 人工知能とどう向き合ってい

けばいいのか 

子ども科学教育研究全国大会 2022.11 

松原 仁 東京大学 ＡＩは神になれるのか 東京大学東京カレッジ 2022.12 

松原 仁 京都橘大学 ＡＩは医療及び我々の生活を

どう変えるのか 

東京都病院学会 2025.2 

松原 仁 東京大学 生成ＡＩの現状と未来 商工会議所北支部講演会 2024.2 

松原 仁 東京大学 生成系ＡＩはまともな出力を目

指すのか？ 

ＦＵＮ－ＡＩ２０２３ 2023.2 

松原 仁  京都橘大学 ＡＩに小説を書かせる試みは

どこまで進んだか 

ＦＵＮ－ＡＩ２０２５ 2025.3 

松原 仁 東京大学 われわれ人間は人工知能と

どう付き合っていくべきか 

千葉県私学教育振興財団講演会 2024.3 

松原 仁 東京大学 人間化するロボットたち 汎

用ＡＩは実現するか 

武蔵大学公開講座 2023.3 

松原 仁 東京大学 人間は進歩したＡＩとどう付き

合えばいいか 

茨城県保険医協会講演会 2023.5 

松原 仁 東京大学 賢くなったＡＩとどう向き合うべ

きか 

江差町江差中学校講演会 2023.5 
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松原 仁 東京大学 ＡＩは人間を超えるのか 商工会議所文京支部講演会 2023.6 

松原 仁 東京大学 人間は進歩したＡＩとどう付き

合えばいいか 

道新釧根政経文化懇話会 2023.7 

松原仁 東京大学 ＡＩと創造性 情報処理学会連続セミナー 人工

知能技術と人間の思考・感性 

2020.10 

栗原 聡 慶應義塾大学 世界初ＡＩ×人間のコラボ

レーション『ＴＥＺＵＫＡ２０２

０』 

ＦＭ－ＹＯＫＯＨＡＭＡ 文化百貨

店 

2020.11 

栗原 聡 慶應義塾大学 世界初ＡＩ×人間のコラボ

レーション『ＴＥＺＵＫＡ２０２

０』 

ＦＭ－ＹＯＫＯＨＡＭＡ 文化百貨

店 

2020.11 

中村 祥吾， 

村井 源 

はこだて未来大学 クエスト構造に注目したロー

ルプレイングゲームの物語構

造分析手法の提案 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータシンポジウム 

2020.12 

村井源 はこだて未来大学 物語展開の基本パターンの

組み合わせに基づく構造分

析―医療マンガ『ブラック・

ジャック』を例として― 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータシンポジウム 

2020.12 

吉田 拓海， 

村井 源 

はこだて未来大学 物語自動生成に向けて物語

要素間の関係に着目した神

話物語の構造分析 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータシンポジウム 

2020.12 

豊澤 修平， 

村井 源 

はこだて未来大学 物語自動生成のための文脈

依存性を考慮した文章表現

抽象化 

情報処理学会人文科学とコン

ピュータシンポジウム 

2020.12 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩ革命の最前線と手塚治虫

への挑戦・「ＴＥＺＵＫＡ２０２

０」の裏側 

福岡ＩＴフォーラム 2020.10 

栗原 聡 慶應義塾大学 人とＡＩとの共生のあるべき関

係 

ＮＶＩＤＩＡ ＧＴＣ２０２０ 2020.10 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩ脅威論の正体と人とＡＩと

の共生 

総務省・情報通信法学研究会 2020.11 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｅｍｅｒｇｅｎｔ Ａｐｐｒｏａｃｈ ｆｏｒ 

Ｓｙｍｂｉｏｔｉｃ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ ｉ

ｎ Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｗｏｒｋ 

Ｔｈｅ ２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍ

ｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｓｙｍｂｉｏｔｉｃ Ｉｎｔｅｌｌｉ

ｇｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

2020.11 

齋藤隆丞，蛭田

興明，橋本敦

史，栗原聡 

慶應義塾大学 小規模データセットでも学習

可能な条件付き敵対的生成

ネットワーク 

第２４回情報論的学習理論ワーク

ショップ（ＩＢＩＳ２０２１） 

2021.11 

日笠敬大，川野

陽慈，須賀聖，

栗原聡 

慶應義塾大学 発想支援における物語構造

を利用したプロット生成シス

テムの提案 

第６回コミック工学研究会発表会 2021.11 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩ時代のイノベーションに求

められる人材とは 

ワクワクする未来の実現に向けた

オムロンのＡＩ活用シンポジウム 

2020.12 
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栗原 聡 慶應義塾大学 創造的作業における人とＡＩ

との共生関係について 

ＫＥＩＯ ＴＥＣＨＮＯ－ＭＡＬＬ 2020.12 

栗原 聡 慶應義塾大学 自律と創発 ネオ／サイバネティクス研究会 2020.12 

田嶋沙和子，小

山宗三，栗原 

聡 

慶應義塾大学 他者の内部状態を反映した

インタラクティブなエージェン

ト行動選択手法の提案 

社会システムと情報技術研究

ウィーク（ＲＳＴ２０２１）・人工知能学

会ＤＩＣＭＡＳ研究会枠 

2021.3 

下川大樹，吉田

直人，栗原 聡 

慶應義塾大学 動的環境下でのエー ジェン

ト行動選択パラメー タ自動

学習方の提案 

社会システムと情報技術研究

ウィーク（ＲＳＴ２０２１）・人工知能学

会ＤＩＣＭＡＳ研究会枠 

2021.3 

日笠敬大，川野

陽慈，栗原 聡 

慶應義塾大学 物語展開を考慮した自動プ

ロット生成手法の提案 

社会システムと情報技術研究

ウィーク（ＲＳＴ２０２１）・情報処理学

会・行動変容と社会システム研究

会枠 

2021.3 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｗｉｔｈコロナ社会を⽣き抜くた

めには？・～データからの妄

想⼒とシミュレーション活用

～ 

テクノロジーとマーケティングセミ

ナー ～現場⽀援を⽬的とした技

術情報発信企画～ 

2021.5 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｗｉｔｈコロナ社会を⽣き抜くた

めの「データからの妄想⼒」と

「シミュレーションの活用」の

すすめ 

コムシス情報システム・セミナー 2021.6 

田嶋沙和子，小

山宗三，栗原聡 

慶應義塾大学 他者の内部状態を考慮した

行動選択ネットワーク 

第３５回人工知能学会全国大会 2021.6 

下川大樹，吉田

直人，栗原聡 

慶應義塾大学 動的で複雑な環境における

エージェントの行動生成 

第３５回人工知能学会全国大会 2021.6 

日笠敬大，川野

陽慈，栗原聡 

慶應義塾大学 登場人物を考慮したプロット

生成システムの提案 

第３５回人工知能学会全国大会 2021.6 

加藤慶彦，吉田

直人，小山宗

三，栗原聡 

慶應義塾大学 経験情報に基づいた行動可

否ネットワークの生成 

第３５回人工知能学会全国大会 2021.6 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｈｕｍａｎｉｔｙ Ｘ．０における共

⽣創発 

ＡＩＸセミナー⽇経星新⼀賞に挑

戦！・ＡＩを使って⼩説をかいてみ

よう！ 

2021.8 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｓｙｍｂｉｏｓｉｓ ｂｅｔｗｅｅｎ Ｈｕ

ｍａｎ ａｎｄ ＡＩ ｉｎ Ｃｒｅａｔｉｖ

ｅ Ｗｏｒｋ， 

Ｔｈｅ ２９ｔｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ

ａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｒｏｂｏｔ ＆ 

Ｈｕｍａｎ Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ Ｃｏｍｍｕｎ

ｉｃａｔｉｏｎ 

2020.9 

Ｄａｉｋｉ Ｓｈｉｍｏ

ｋａｗａ， Ｎａｏｔ

ｏ Ｙｏｓｈｉｄａ， 

Ｓｈｕｚｏ Ｋｏｙａ

ｍａ， Ｓａｔｏｓｈｉ 

Ｋｕｒｉｈａｒａ 

慶應義塾大学 Ｐｒｏｐｏｓａｌ ｆｏｒ ａｕｔｏｍａｔｉｃ 

ｐａｒａｍｅｔｅｒ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｍｅｔ

ｈｏｄ ｏｆ ａｇｅｎｔ ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ 

ｓｐｒｅａｄｉｎｇ ｎｅｔｗｏｒｋ ｂｙ ｅ

ｖｏｌｕｔｉｏｎａｒｙ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ 

２７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ

ｍ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｒ

ｏｂｏｔｉｃｓ（ＡＲＯＢ２０２２） 

2022.1 
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栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩによる発想・創造支援の可

能性 

一般社団法人ＪＴＳ社団主催講演

会 

2022.11 

小林伶央，田嶋

沙和子，下川大

樹，高村大輝，

安部玲央，栗原

聡 

慶應義塾大学 アフォーダンスを利用した

エージェントネットワークプラ

ンニング 

第２２回データ指向構成マイニング

とシミュレーション研究会（ＳＩＧ－Ｄ

ＯＣＭＡＳ） 

2022.11 

川村天，日笠敬

大，田嶋沙和

子，下川大樹，

髙村大輝，小林

玲央，栗原聡 

慶應義塾大学 プロットに基づいた自律エー

ジェント行動選択器による自

動シナリオ生成手法の提案 

第２２回データ指向構成マイニング

とシミュレーション研究会（ＳＩＧ－Ｄ

ＯＣＭＡＳ） 

2022.11 

Ｋｏｍｅｉ Ｈｉｒｕｔ

ａ， Ｒｙｕｓｕｋｅ 

Ｓａｉｔｏ， Ｔａｒｏ 

Ｈａｔａｋｅｙａｍａ， 

Ａｔｓｕｓｈｉ Ｈａｓ

ｈｉｍｏｔｏ， Ｓａｔ

ｏｓｈｉ Ｋｕｒｉｈａｒ

ａ 

慶應義塾大学 Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ ＧＡＮ ｆｏｒ Ｓ

ｍａｌｌ Ｄａｔａｓｅｔｓ 

２４ｔｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙ

ｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ （ＩＳ

Ｍ ２０２２） 

2022.12 

近藤雄也，吉田

直人，小山宗

三，下川大樹，

加藤慶彦，高屋

英知，栗原聡 

慶應義塾大学 マルチエージェントプランニ

ングネットワークの自動生成 

第２１回データ指向構成マイニング

とシミュレーション研究会（ＳＩＧ－Ｄ

ＯＣＭＡＳ） 

2022.3 

吉田直人，小林

伶央，田嶋沙和

子，覚井悠生，

加藤慶彦，栗原

聡 

慶應義塾大学 ユーザとのインタラクションを

可能とするリアクティブマルチ

エージェントプランニングの

提案 

第２１回データ指向構成マイニング

とシミュレーション研究会（ＳＩＧ－Ｄ

ＯＣＭＡＳ） 

2022.3 

畠山太郎，齋藤

隆丞， 蛭田興

明， 橋本敦

史， 栗原聡 

慶應義塾大学 条件付き敵対的生成ネット

ワークに対するＧＡＮ Ｉｎｖｅｒ

ｓｉｏｎの適用による実写顔画

像から漫画顔画像への変換

手法の提案 

第１２５回知識ベースシステム研究

会（ＳＩＧ－ＫＢＳ） 

2022.3 

小山宗三，吉田

直人，加藤慶

彦，高屋英知，

栗原聡 

慶應義塾大学 模倣学習の方策を利用した

マルチエージェント協調学習

手法の提案と評価 

第２１回データ指向構成マイニング

とシミュレーション研究会（ＳＩＧ－Ｄ

ＯＣＭＡＳ） 

2022.3 

川野陽慈，日笠

敬大，須賀聖，

栗原聡 

慶應義塾大学 物語構造を活用したプロット

生成システムによる発想支援 

第２０６回知能システム研究会（ＳＩ

Ｇ－ＩＣＳ） 

2022.3 

齋藤隆丞，蛭田

興明，畠山太

郎，橋本敦史，

栗原聡 

慶應義塾大学 非言語的な印象情報に基づ

いたキャラクター生成の制御 

第１２５回知識ベースシステム研究

会（ＳＩＧ－ＫＢＳ） 

2022.3 

蛭田興明，齋藤

隆丞，畠山太

郎，橋本敦史，

栗原聡 

慶應義塾大学 Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ ＦａｓｔＧＡＮと

色彩心理効果の活用による

非言語的印象情報に基づく

生成画像の制御 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 
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小林伶央，吉田

直人，田嶋沙和

子，覚生悠生，

加藤慶彦，栗原

聡 

慶應義塾大学 ユーザとのインタラクション及

びリアクティブな行動選択を

可能とするマルチエージェン

ト型プランニングの提案 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 

畠山太郎，齋藤

隆丞，蛭田興

明，橋本敦史，

栗原聡 

慶應義塾大学 条件付き敵対的生成ネット

ワークを使用した実写顔画像

から漫画顔画像への変換 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 

下川大樹，吉田

直人，小山宗

三，栗原聡 

慶應義塾大学 活性伝播型マルチエージェ

ントプランニングにおける

エージェントの類似性に基づ

くパラメータ自動調整 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 

栗原聡，杉浦巧 慶應義塾大学 熟考と即応を両立させる知能

アーキテクチャの実現に向け

て 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 

日笠敬大，川野

陽慈，須賀聖，

栗原聡 

慶應義塾大学 物語構造を用いたインタラク

ティブプロット生成システムの

提案 

第３６回人工知能学会全国大会 2022.6 

Ｄａｉｋｉ Ｓｈｉｍｏ

ｋａｗａ， Ｎａｏｔ

ｏ Ｙｏｓｈｉｄａ， 

Ｓｈｕｚｏ Ｋｏｙａ

ｍａ， Ｓａｔｏｓｈｉ 

Ｋｕｒｉｈａｒａ 

慶應義塾大学 Ｐｒｏｐｏｓａｌ ｆｏｒ ａｕｔｏｍａｔｉｃ 

ｐａｒａｍｅｔｅｒ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｍｅｔ

ｈｏｄ ｏｆ ａｇｅｎｔ ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ 

ｓｐｒｅａｄｉｎｇ ｎｅｔｗｏｒｋ ｂｙ ｅ

ｖｏｌｕｔｉｏｎａｒｙ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ 

２７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ

ｍ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｒ

ｏｂｏｔｉｃｓ（ＡＲＯＢ２０２２） 

2023.1 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩ進化人と共生へ 北日本新聞 2023.11 

栗原 聡 慶應義塾大学 素人と玄人の差，ＡＩで縮まら

ない 

日本物流新聞 2023.11 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＣｈａｔＧＰＴの未来と課題 企業診断 2023.12 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＣｈａｔＧＰＴ対話型ＡＩの社会

に与えるインパクト 

東海東京証券株式会社講演会 2023.3 

Ｔａｒｏ Ｈａｔａｋｅ

ｙａｍａ， Ｒｙｕｓ

ｕｋｅ Ｓａｉｔｏ， 

Ｋｏｍｅｉ Ｈｉｒｕｔ

ａ， Ａｔｓｕｓｈｉ 

Ｈａｓｈｉｍｏｔｏ， 

Ｓａｔｏｓｈｉ Ｋｕｒｉ

ｈａｒａ 

慶應義塾大学 Ｉｎｖｅｒｔｉｂｌｅ Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎａｌ 

ＧＡＮ Ｒｅｖｉｓｉｔｅｄ： Ｐｈｏｔｏ

－ｔｏ－Ｍａｎｇａ Ｆａｃｅ Ｔｒａｎ

ｓｌａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ Ｍｏｄｅｒｎ Ａ

ｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅｓ 

Ｔｈｅ ３７ｔｈ ＡＡＡＩ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ （Ａ

ＡＡＩ－２３） 

2023.3 

Ｓａｗａｋｏ Ｔａｊｉ

ｍａ， Ｄａｉｋｉ Ｔ

ａｋａｍｕｒａ， Ｄ

ａｉｋｉ Ｓｈｉｍｏｋａ

ｗａ， Ｒｅｏ Ｋｏ

ｂａｙａｓｈｉ， Ｒｅ

ｏ Ａｂｅ， Ｓａｔ

慶應義塾大学 Ｍｕｌｔｉ－Ａｇｅｎｔ Ｐｌａｎｎｉｎｇ 

Ｍｅｔｈｏｄ Ｕｓｉｎｇ Ａｆｆｏｒｄａｎ

ｃｅｓ ｆｒｏｍ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 

Ｔｈｅ Ｎｉｎｅｔｅｅｎｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ

ａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ａｕｔｏｎｏｍｉ

ｃ ａｎｄ Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

（ＩＣＡＳ ２０２３） 

2023.3 
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ｏｓｈｉ Ｋｕｒｉｈａｒ

ａ 

田嶋沙和子，高

村大輝，下川大

樹，小林伶央，

安部玲央，栗原

聡 

慶應義塾大学 アフォーダンスを利用する自

律エージェントアーキテク

チャの提案 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

下川大樹，田嶋

沙和子，高村大

輝，小林伶央，

安部玲央，栗原

聡 

慶應義塾大学 リアクティブ性を持ったマル

チエージェント型メタプランニ

ングの提案 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

日笠敬大，栗原

聡 

慶應義塾大学 創造性の支援を目的とした

物語構造を利用したプロット

の自動生成 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

川口恭平，下川

大樹，栗原聡 

慶應義塾大学 多段創発による生命体の身

体拡張に関する考察 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

北川峻，畠山太

郎，蛭田興明，

橋本敦史，栗原

聡 

慶應義塾大学 敵対的生成ネットワークを使

用した多様な顔画像の特定

パーツ誇張 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

高村大樹，永野

有希恵，小林伶

央，大崎湧也，

田嶋沙和子，下

川大樹，栗原聡 

慶應義塾大学 適応的行動選択に向けた大

規模言語モデルによるア

フォーダンス獲得手法 

社会システムと情報技術研究

ウィーク 

2023.3 

栗原 聡 慶應義塾大学 ググるは古い？チャットＧＰＴ

「ＡＩ」の民主化世界を変える

か 

ＫａｄｏＷｅｅｋｌｙ 2023.4 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩは「創造性活性化」 宮崎日日新聞 2023.9 

栗原 聡 慶應義塾大学 したいことを適切に言葉にす

ればそれが実現される 

日本物流新聞 2023.9 

栗原 聡 慶應義塾大学 機械との共生，創造力進化

へ 

岩手日報 2023.9 

Ｓａｔｏｓｈｉ Ｋｕｒｉ

ｈａｒａ 

慶應義塾大学 Ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ ＡＩ ａｎｄ Ｃｒｅ

ａｔｉｖｉｔｙ 

Ｈｏｗ ｃａｎ ＡＩ ｃｏｎｓｔｒｕｃｔ 

ｓｙｍｂｉｏｔｉｃ ｒｅｌａｔｉｏｎｓ ｗｉｔｈ 

ｈｕｍａｎｓ？ 

ＩＡＡ＋ＳＯＣ２４ － Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ 

Ａｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ａｎｄ Ａｍｐｌｉｆｉｃａ

ｔｉｏｎ ｐｌｕｓ Ｓｏｃｉｅｔｙ ２０２４ 

2024.1 

栗原 聡 慶應義塾大学 パーソナライズと個人情報保

護を両立させ、 

生成ＡＩから得られるデータを

活用するには？ 

２０２４年はどうなる？①「生成

ＡＩ」 

２０２４年１月号 宣伝会議 2024.1 
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栗原 聡 慶應義塾大学 考えるロボ近未来に実現 輸送経済新聞 2024.1 

栗原 聡 慶應義塾大学 人工知能最前線～ＡＩと人間

の未来～ 

北陸技術交流テクノフェア２０２４ 

記念講演会 

2024.10 

栗原 聡 慶應義塾大学 進化を続けるＡＩの行く先」～ 

ＡＩは人と共生できるのか？

～ 

兵庫県令和６年度未来づくり応援

事業 全県セミナー 

2024.12 

栗原 聡 慶應義塾大学 人，ＡＩ共生社会実現を 新潟日報 2024.2 

栗原 聡 慶應義塾大学 今後はキャラクターもシーン

も 

ＡＩとともに考える時代に！ 

ＤＩＭＥ ＳＰＥＣＩＡＬ １／ＡＩ仕事

術特集 

2024.2 

栗原 聡 慶應義塾大学 生成ＡＩ，問われる人類との

共生 

毎日新聞 2024.2 

有井知真、安部

玲央、伊藤亮

史、川 

村天、小林伶

央、笹田和希、

渡邉謙 

吾、栗原聡 

慶應義塾大学 ＬＬＭによるアフォーダンス獲

得のための知識ネット 

ワーク構築手法の提案 

第２１３回ＩＣＳ研究会 2024.3 

伊藤亮史、安部

玲央、小林伶

央、有 

井知真、川村

天、笹田和希、

渡邉謙 

吾、栗原聡 

慶應義塾大学 ＬＬＭを用いた自律エージェ

ントの階層的な行動系列抽 

出法の提案 

第２１３回ＩＣＳ研究会 2024.3 

栗原 聡 慶應義塾大学 クリエイティビティの向上に寄

与する、人と共創するＡＩ迫る

シンギュラリティで試される人

間力―栗原聡の広告観― 

２０２４年３月号 宣伝会議 2024.3 

畠山太郎、北川

峻、蛭田興明、

橋本 

敦史、栗原聡 

慶應義塾大学 グレースケールの疎な生成

画像に対する透かし埋め込 

み手法の頑健性評価 

第２１３回ＩＣＳ研究会 2024.3 

大崎 湧也， 

徳井 太郎， 

平塚 義宗， 

長岡 雄一， 

栗原 聡 

慶應義塾大学 プロアクティブセンシング・動

的プランニングによる視覚障

がい者のための実環境にお

ける歩行支援システムの提案 

第１７回行動変容と社会システム研

究会 

2024.3 

若林直希、加地

健、筒井律稀、

栗原聡 

慶應義塾大学 人口分布データを反映した

マルチエージェントシミュレー

ションによる感染拡大分析 

第２５回ＤＯＣＭＡＳ研究会 2024.3 

栗原 聡 慶應義塾大学 人工知能の可能生 公明新聞 2024.3 
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川村天、渡邉謙

吾、小林伶央、

有井 

知真、伊藤亮

史、栗原聡 

慶應義塾大学 創造性支援を目的とした物

語構造分析に基づくインタ 

ラクティブなストーリー生成シ

ステムの提案 

第２１３回ＩＣＳ研究会 2024.3 

小林伶央、伊藤

亮史、有井知

真、安 

部玲央、栗原聡 

慶應義塾大学 大規模言語モデルを活用し

たメタプランニング手法の 

提案 

第２１３回ＩＣＳ研究会 2024.3 

小菅 雷太朗， 

若林 直希， 

山本 仁志， 

秋山 英三， 

栗原 聡 

慶應義塾大学 繰り返し囚人のジレンマゲー

ムにおける表情センシングを

活用した人の感情と行動の

分析 

第１７回行動変容と社会システム研

究会 

2024.3 

近藤雄也、高橋

泰平、栗原聡 

慶應義塾大学 群知能アルゴリズムを用いた

局在パタン抽出手法の提 

案 

ＪＳＳＳＴネットワークが創発する知

能研究会 

2024.3 

笹田和希、小林

伶央、安部玲

央、有井知真、

伊藤亮史、渡邉

謙吾、栗原聡 

慶應義塾大学 自律エージェントの道徳に基

づく動作を可能とする行動選

択メカニズムの提案 

第２５回ＤＯＣＭＡＳ研究会 2024.3 

中村紘己・川口

恭平・若林直

希・山田悠司・

栗原 聡（慶大） 

慶應義塾大学 適応型自律分散信号機制御

システムの実装と効果の検 

証 

人工知能と知識処理研究会（ＡＩ） 2024.3 

伊藤 亮史、安

部 玲央、小林 

伶央、有井 知

真、栗原 聡 

慶應義塾大学 マルチエージェントプランニ

ングのためのＬＬＭに基づく

階層的な行動系列の自動抽

出 

第３８回人工知能学会全国大会 2024.5 

小林 伶央、安

部 玲央、伊藤 

亮史、有井 知

真、栗原 聡 

慶應義塾大学 大規模言語モデルに基づく

ホメオスタシス型メタプランニ

ング手法の提案 

第３８回人工知能学会全国大会 2024.5 

北川 峻、畠山 

太郎、蛭田 興

明、橋本 敦

史、栗原 聡 

慶應義塾大学 漫画キャラクター創作支援に

向けた画像生成ユーザーイ

ンターフェースの提案 

第３８回人工知能学会全国大会 2024.5 

渡邉 謙吾、川

村 天、小林 

伶央、有井 知

真、伊藤 亮

史、栗原 聡 

慶應義塾大学 物語構造分析に基づくＬＬＭ

を活用した創作支援を目的と

するインタラクティブストー

リー生成システム 

第３８回人工知能学会全国大会 2024.5 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｗｈａｔ ｉｓ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ Ｗａｖ

ｅ ａｆｔｅｒ Ｔｈｅ ３ｒｄ ＡＩ Ｂｏ

ｏｍ？  

ＩＥＥＥ ＷＣＣＩ２０２４， Ｏｐｅｎ Ｆｏ

ｒｕｍ ｏｎ ＡＩ Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ 

2024.6 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩとの共生社会に求められ

る学びと教育を描く～人と機

械の学習の対比からの検討

～ 

教育情報システム学会 ２０２４年

度全国大会シンポジウム 

2024.8 

栗原 聡 慶應義塾大学 Ｗｈａｔ ｉｓ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ Ｗａｖ

ｅ Ａｆｔｅｒ ｔｈｅ ３ｒｄ ＡＩ Ｂｏ

ｏｍ？ 

ＣＭＵ， Ｓｐｅｃｉａｌ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ 

Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｓｅｍｉｎａｒ 

2024.8 
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栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩは創作においてなにがで

き、なにができないのか 手

塚眞×栗原聡×佐渡島庸平

「創作とは何か」 

第８回ＺＥＮ大学とゲンロンの共同

公開講 

2024.9 

橋本昂汰，吉原

一樹，小菅雷太

朗，石橋青空，

栗原聡 

 ＬＬＭ を用いた物語文から

の因果関係抽出と因果ネット

ワーク構築 

ＷＳＳＩＴ２０２５ 2025.2 

高安奏多，安部

玲央，伊藤亮

史，栗原聡 

慶應義塾大学 ＬＬＭを基盤とした動的環境

適応型マルチエージェントプ

ランニング自動構築手法の

提案 

ＷＳＳＩＴ２０２５ 2025.2 

石橋青空，小菅

雷太朗，吉原一

樹，橋本昂汰，

栗原聡 

慶應義塾大学 ＬＬＭを活用した物語進行の

グラフ構造可視化手法の提

案 

ＷＳＳＩＴ２０２５ 2025.2 

田口天晴，中村

紘己，有井知

真，栗原聡 

慶應義塾大学 動的多目的選択マルチエー

ジェントプランニングの提案 

ＷＳＳＩＴ２０２５ 2025.2 

北川峻，岡田湧

路，渡邉謙吾，

稲葉通将，橋本

敦史，栗原聡 

慶應義塾大学 迷惑属性に頑健な画像多様

性評価指標の提案 

ＷＳＳＩＴ２０２５ 2025.2 

Ｒｅｏ Ａｂｅ， Ａ

ｋｉｆｕｍｉ Ｉｔｏ， 

Ｋａｎａｔａ Ｔａｋａ

ｙａｓｕ， Ｓａｔｏｓ

ｈｉ Ｋｕｒｉｈａｒａ 

慶應義塾大学 ＬＬＭ－ｍｅｄｉａｔｅｄ Ｄｙｎａｍｉ

ｃ Ｐｌａｎ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ 

ａ Ｍｕｌｔｉ－Ａｇｅｎｔ Ａｐｐｒｏａ

ｃｈ 

３０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ

ｍ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｒ

ｏｂｏｔｉｃｓ 

2024.5 

Ｋａｚｕｍａ Ａｒｉ

ｉ， Ｓａｔｏｓｈｉ 

Ｋｕｒｉｈａｒａ 

慶應義塾大学 Ｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎ ｏｆ Ａｆｆｏｒｄａｎ

ｃｅ－Ｄｒｉｖｅｎ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 

Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ 

Ｕｓｉｎｇ Ｓｙｍｂｏｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ

ｓ ｉｎ Ｌａｒｇｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ 

Ｍｏｄｅｌｓ 

３０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ

ｍ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｒ

ｏｂｏｔｉｃｓ 

2024.5 

 

(2) 論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

Ｈａｊｉｍｅ Ｍｕｒａｉ はこだて未来

大学 

Ｆａｃｔｏｒｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｄｅｔｅ

ｃｔｉｖｅ Ｓｔｏｒｙ ａｎｄ ｔｈｅ 

Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｐｌｏｔ 

Ｐａｔｔｅｒｎｓ Ｂａｓｅｄ ｏｎ Ｊ

ａｐａｎｅｓｅ Ｄｅｔｅｃｔｉｖｅ Ｃ

ｏｍｉｃｓ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅ

ｓｅ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｄｉ

ｇｉｔａｌ Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

4ー21 2020.11 

村井 源 はこだて未来

大学 

会話文での自称詞と対称

詞の出現傾向と役割 －

話し言葉と書き言葉での

相違から－ 

情報知識学会論文誌 3ー14 2022.1 
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村井 源 はこだて未来

大学 

既存作品中の物語の基

本パターンに基づく物語

構造の自動生成 

情報処理学会論文誌 335-346 2022.2 

五木宏・村井源・

松原仁 

ＤＧＥ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ａｎｄ Ｔｒａｎｓ

ｉｔｉｏｎ ｏｆ Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ’ 

Ｍｏｔｉｖｅｓ ｉｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ 

Ｆｉｇｈｔｉｎｇ Ｃｏｍｉｃ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅ

ｓｅ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｄｉ

ｇｉｔａｌ Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

null 2024.9 

栗原 聡 慶應義塾大

学 

ＡＩ脅威論の正体と人とＡ

Ｉとの共生 

情報通信政策研究 45-54 2021.3 

栗原 聡 慶應義塾大

学 

管理工学における人工

知能 

オペレーションズリサーチ

学会誌 

164-170 2021.3 

Ｄａｉｋｉ Ｓｈｉｍｏｋａ

ｗａ， Ｎａｏｔｏ Ｙ

ｏｓｈｉｄａ， Ｓｈｕｚｏ 

Ｋｏｙａｍａ ＆ Ｓａ

ｔｏｓｈｉ Ｋｕｒｉｈａｒａ  

慶應義塾大

学 

Ａｕｔｏｍａｔｉｃ ｐａｒａｍｅｔｅｒ 

ｌｅａｒｎｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ 

ａｇｅｎｔ ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ ｓｐｒ

ｅａｄｉｎｇ ｎｅｔｗｏｒｋ ｂｙ 

ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｒｙ ｃｏｍｐｕｔ

ａｔｉｏｎ 

 Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｒ

ｏｂｏｔｉｃｓ 

null 2023.4 

 

（３）特許等（知財） 

 なし 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

小林 伶央，永野 

有希恵，大崎 湧

也，高村 大輝，下

川 大樹，栗原 聡 

慶應義塾大学 自律エージェントの

ための大規模言語モ

デルからのアフォー

ダンス抽出法の提案 

人工知能学会全国大会２０２３年・全国大会

優秀賞 

2023.6 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

松原 仁 東京大学 ＡＩはどこまで創造力

を持つか 

ＮＨＫ北海道 北海道道 2022.5 

多和田好希 京都芸術大学 テーマ設定手法を利

用したストーリー生成

システムの紹介 

第７７回カンヌ国際映画祭 ＪＡＰＡＮ Ｎｉｇｈ

ｔ 

2024.5 

栗原 聡 慶應義塾大学 ＡＩにはできない 人

工知能研究者が正し

く伝える限界と可能

性 

角川新書 2024.11 
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（１）研究成果・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

澤田 浩之 国立研究開発法

人産業技術総合

研究所 

熟練技能 FRAM モデルの

ためのデータベースプラッ

トフォームの開発 

計測自動制御学会「安全のための計

測・制御・システムを考える会」 

2023.10 

安江成輝， 椹

木哲夫 

京都大学大学院 

工学研究科 

Modeling and Analyzing 

Expert Skills in 

Manufacturing Industry 

using FRAM 

第 3 回 AI/IoT システム安全性シンポ

ジウム 

2021.11 

安江 成輝， 

椹木 哲夫 

京都大学大学院 

工学研究科 

Modeling and Analyzing 

Expert Skills in 

Manufacturing Industry 

using FRAM 

第 3 回 AI/IoT システム安全性シンポ

ジム FRAM workshop 2021 

2021.11 

西村浩人， 椹

木哲夫， 中西

弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

暗黙知抽出を支援するイ

ンタビューモデル構築のた

めの相互発話行為に対す

るニューラル自然言語解析 

ヒューマンインタフェースシンポジウム

2021 

2021.9 

安江成輝， 椹

木哲夫， 中西

弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

視線運動の複雑性分析を

用いた製造業における熟

練者の注意配分に関する

特徴抽出 

ヒューマンインタフェースシンポジウム

2021 

2021.9 

歌門林蔵， 椹

木哲夫， 中西

弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

類推表現による指導が身

体動作の協応構造の獲得

にもたらす技能伝承効果

の検証 

ヒューマンインタフェースシンポジウム

2021 

2021.9 

Naruki Yasue, 

Enrique Ruiz 

Zúñiga, 

Takayuki 

Hirose, Hideki 

Nomoto, 

Tetsuo 

Sawaragi 

 System analysis and 

improvement methodology 

with Work Domain 

Analysis and Functional 

Resonance Analysis 

Method, a win-win 

combination 

The 14th International Workshop on 

the Functional Resonance Analysis 

Method (FRAM)  

2022.10 

Naruki Yasue 

and Tetsuo 

Sawaragi 

京都大学大学院 

工学研究科 

Analyzing the Role of 

Expert Operators in 

Industry Using Functional 

Resonance Analysis 

Method 

SFI2022: Swedish French Workshop 

on Industry 4.0 - University of Skövde 

2022.4 

安江 成輝， 

椹木 哲夫， 

中西 弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

鋼板加工工程における熟

練者の注意配分特徴が生

産性に及ぼす影響の機能

共鳴解析 

第 66 回システム制御情報学会研究発

表講演会 (SCI’22) 

2022.5 

Taro Okahisa, 

Ribeka Tanaka, 

Takashi 

Kodama, Yin 

Jou Huang and 

Sadao 

京都大学大学院 

情報学研究科 

Constructing a Culinary 

Interview Dialogue Corpus 

with Video Conferencing 

Tool 

Proceedings of the 13th International 

Conference on Language Resources 

and Evaluation (LREC 2022), 

Marseille, France 

2022.6 

テーマ名 ①-3-3 熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開発 

実施者名 京都大学、産業技術総合研究所、三菱電機株式会社 
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Kurohashi 

Naruki Yasue 

and Tetsuo 

Sawaragi 

京都大学大学院 

工学研究科 

Functional Resonance 

Analysis of Expert’s 

Monitoring Features in 

Steel Plate Processing 

Proceedings of the 15th 

IFAC/IFIP/IFORS/IEA Symposium on 

Analysis Design and Evaluation of 

Human-Machine Systems 

2022.9 

小池 智裕， 

安江 成輝， 

椹木 哲夫， 

中西 弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

TextRank に基づく協同学

習の会話における理解状

態の解析 

2022 年度 計測自動制御学会関西支

部・システム制御情報学会シンポジウ

ム 

2023.1 

小坂 海晴， 

安江 成輝， 

椹木 哲夫， 

中西 弘明 

京都大学大学院 

工学研究科 

状況認識モデルのフレーミ

ングに基づくコーチングの

談話構造分析 

2022 年度 計測自動制御学会関西支

部・システム制御情報学会シンポジウ

ム 

2023.1 

椹木 哲夫 京都大学 暗黙知の顕在化に向けた

共創型インタビューのシス

テムモデルと機能連鎖に

基づく熟練技能のプロセス

モデル化 

公益社団法人計測自動制御学会 安

全のための計測・制御・システムを考え

る会 第 98 回 サロン 

2023.12 

Shiho Matta, 

Yin Jou Huang, 

Hirokazu 

Kiyomaru, 

Sadao 

Kurohashi 

京都大学大学院 

情報学研究科 

Utilizing Pseudo Dialogue 

in Conversational Semantic 

Frame Analysis 

言語処理学会第 29 回年次大会 

(NLP 2023), 沖縄 

2023.3 

Hiroyuki 

Sawada, Tetsuo 

Sawaragi 

京都大学大学院 

工学研究科 

Analysing Adaptive 

Expertise in Manufacturing 

Using FRAM 

The 15th FRAMily meeting/workshop 2023.6 

椹木 哲夫 京都大学 人と AI の共創による人間

機械系の機能安全と暗黙

知の顕在化 

日本鉄鋼協会 計測・制御・システム

工学部会シンポジウム 

2023.6 

Tetsuo 

Sawaragi 

京都大学 Establishing Resilient 

Super-Smart Society by 

Human-AI Co-Creation 

HCMI Forum: Human-machine 

collaboration for manufacturing of the 

future 

, The 22nd World Congress of the 

International Federation of Automatic 

Control 

2023.7 

安江 成輝，椹

木 哲夫 

京都大学 機能共鳴解析手法と作業

領域分析による熟練作業

者の適応的技能の解析 

ヒューマンインタフェース・ステップアッ

プキャンプ 2024 ポスター発表 

2024.3 

岡久 太郎， 

田中リベカ， 

児玉 貴志， 

Yin Jou Huang, 

黒橋 禎夫 

京都大学大学院 

情報学研究科 

ウェブ会議システムを利用

した料理インタビュー対話

コーパス 

言語処理学会第 28 回年次大会 (NLP 

2022), 浜松 

2022.3 

Taishi Chika, 

Taro Okahisa, 

Takashi 

Kodama, Yin 

Jou Huang, 

Yugo Murawaki 

and Sadao 

京都大学大学院

情報学研究科 

Domain Transferable 

Semantic Frames for 

Expert Interview Dialogues 

2024 Joint International Conference on 

Computational Linguistics, Language 

Resources and Evaluation (LREC-

COLING 2024), Turin, Italy 

2024.5 
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Kurohashi 

安江 成輝, 佐

藤 剛, 椹木 哲

夫 

京都大学 

三菱電機株式会

社 

ノウハウ抽出のための半導

体エッチング作業の機能

共鳴解析 

ヒューマンインタフェースシンポジウム

2024 討論発表 

2024.9 

椹木 哲夫 京都大学 Society5.0 時代の人が主

役となるものづくり 

ー人と機械の共創へー 

CEATEC 2024 HCMI コンソーシアム

シンポジウム ～「働きがいも 経済成

長も」人が主役となるものづくりに向け

て～ 

2024.10 

椹木 哲夫 京都大学 人・自動化の協調による試

験・検査システムの信頼性

評価と人・AI の共創による

暗黙知の伝承支援 

日本鉄鋼協会 品質管理部会大会 特

別講演 

2024.10 

安江 成輝, 佐

藤 剛, 椹木 哲

夫 

京都大学 

三菱電機株式会

社 

Supporting Knowledge 

Extraction in 

Manufacturing Using 

FRAM 

第 6 回 AI/IoT システム安全性シンポ

ジウム FRAM workshop 口頭発表 

2024.12 

近 大志, 岡久

太郎, Yin Jou 

Huang, 樽谷 洋

希, 松田 思鵬, 

村脇 有吾, 黒

橋 禎夫 

京都大学大学院

情報学研究科 

技能者インタビュー対話

コーパス (EIDC) v.2.0: コ

ツ発話の同定に向けた相

互行為アノテーション 

言語処理学会 第 31 回年次大会

（NLP2025），長崎 

2025.3 

樽谷洋希, Yin 

Jou Huang, 松

田思鵬, 村脇有

吾, 黒橋禎夫, 

近大志, 岡久太

郎 

京都大学 技能者インタビュー対話に

おけるコツ発話の表出に

至った発話列の特徴の分

析 

言語処理学会 第 31 回年次大会

（NLP2025），長崎 

2025.3 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

佐々木 雄一、小

池 崇文、高橋 

佑典、森 健太

郎、対馬 尚之 

三菱電機株式

会社 

熟練者暗黙知の顕在化・伝

承を支援する人協調ＡＩ基盤

技術開発 

三菱電機技報 7_01 2024.9 

Yuichi Sasaki, 

Takafumi Koike 

三菱電機株式

会社 

Skill Assessment AI 

Technology for Expert Skill 

Succession 

Mitsubishi Electric 

ADVANCE 

15 2025.3 

Naruki Yasue and 

Tetsuo Sawaragi 

京都大学大学

院 工学研究

科 

Functional Resonance 

Analysis of Expert’s 

Monitoring Features in Steel 

Plate Processing 

IFAC-PapersOnLine 126-131 2022.10 

岡久 太郎, 田中 

リベカ, 児玉 貴

志, Yin Jou 

Huang, 村脇 有

京都大学大学

院 

コツを引き出す対話設定にお

けるオンライン料理インタ

ビュー対話コーパスの構築 

自然言語処理 30(2) 773-799 2023.6 
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吾, 黒橋 禎夫 

Naruki Yasue, 

Tetsuo Sawaragi 

京都大学 Analyzing resilient attention 

management of expert 

operators using functional 

resonance analysis method 

Cognition, 

Technology & Work 

619–638 2024.7 
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（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2022/004380 PCT(全指定) 2022.2.4 出願継続中 

機械学習装置、機械学習

システム、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2022/004364 PCT(全指定) 2022.2.4 出願継続中 

機械学習装置、熟練行動

判定装置、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
111127906(TW) 

TW:台湾､中華民

国 
2022.7.26 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

機械学習装置、熟練行動

判定装置、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
111123000(TW) 

TW:台湾､中華民

国 
2022.6.21 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

機械学習装置、機械学習

システム、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
2023-532817 JP:日本国 2023.5.30 登録済み 

機械学習装置、機械学習

システム、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
2023-532819 JP:日本国 2023.5.30 登録済み 

機械学習装置、熟練行動

判定装置、機械学習方法、

及び機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2023/024909 PCT(全指定) 2023.7.5 出願継続中 

情報処理装置、再学習シス

テム、再学習方法、及び再

学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2023/031746 PCT(全指定) 2023.8.31 出願継続中 

機械学習装置、技能判定

装置、機械学習方法、及び

機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2023/ 24860 PCT(全指定) 2023.7.5 出願継続中 

モデル学習装置、モデル

学習方法、及びモデル学

習プログラム 

三菱電機株式

会社 
PCT/JP2023/024901 PCT(全指定) 2023.7.5 出願継続中 

情報処理装置、情報処理

システム、出力方法、及び

出力プログラム 

三菱電機株式

会社 
2024-141233 JP:日本国 2024.8.22 出願継続中 

インタビュー支援装置、イン

タビュー支援方法およびイ

ンタビュー支援プログラム 

三菱電機株式

会社 
2024-563146 JP:日本国 2023.7.5 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

モデル学習装置、モデル

学習方法、及びモデル学

習プログラム 

三菱電機株式

会社 
2024-573369 JP:日本国 2023.8.31 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

機械学習装置、技能判定

装置、機械学習方法、及び

機械学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
2024-572152 JP:日本国 2023.7.5 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

情報処理装置、情報処理

システム、出力方法、及び

出力プログラム 

三菱電機株式

会社 
2024-573141 JP:日本国 2023.7.5 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

情報処理装置、再学習シス

テム、再学習方法、及び再

学習プログラム 

三菱電機株式

会社 
2025-010032 JP:日本国 2025.1.23 

権利消滅、出願

取り下げ、放

棄・拒絶 

情報処理装置、評価方法、

及び評価プログラム 

 

（４）受賞実績 
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発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

西村浩人 京都大学大学院 

工学研究科 

暗黙知抽出を支援するインタ

ビューモデル構築のための相

互発話行為に対するニューラ

ル自然言語解析 

ヒューマンインタフェースシンポジウ

ム 2021 学術奨励賞 

2021.9 

安江成輝 京都大学大学院 

工学研究科 

視線運動の複雑性分析を用い

た製造業における熟練者の注

意配分に関する特徴抽出 

ヒューマンインタフェースシンポジウ

ム 2021 学術奨励賞 

2021.9 

安江成輝 京都大学大学院 

工学研究科 

工程の安全性向上のための熟

練者の注意配分特徴に基づく

機能共鳴解析 

日本機械学会三浦賞 2022.3 

安江成輝 京都大学大学院 

工学研究科 

機能共鳴解析手法を用いた製

造業における適応的技能の解

明 

令和 4 年度 工学研究科馬詰研究奨

励賞 

2022.7 

Shiho Matta 京都大学 Utilizing Pseudo Dialogue in 

Conversational Semantic 

Frame Analysis 

言語処理学会第 29 回年次大会 若

手奨励賞 

2023.3 

安江 成輝 京都大学 鋼板加工工程における熟練者

の注意配分特徴が生産性に及

ぼす影響の機能共鳴解析 

システム制御情報学会 学会賞奨励

賞 

2023.5 

安江 成輝， 

佐藤 剛， 

椹木 哲夫 

京都大学 Supporting Knowledge 

Extraction in Manufacturing 

Using FRAM 

第 6 回 AI/IoT システム安全性シン

ポジウム 最優秀発表賞 

2024.12 

安江 成輝，

椹木 哲夫 

京都大学 機能共鳴解析手法と作業領域

分析による熟練作業者の適応

的技能の解析 

ヒューマンインタフェース・ステップ

アップキャンプ 2024 優秀発表賞 

2024.3 

安江 成輝 京都大学 ノウハウ抽出のための半導体

エッチング作業の機能共鳴解

析 

ヒューマンインタフェース学会 第 25

回学術奨励賞 

2025.3 

安江 成輝 京都大学 匠の技を未来につなぐ 株式会社マイナビ 研究者のための

インキュベートプログラム マイナビ

×Blueseed.賞 

2025.3 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

佐々木 雄一、高

橋 佑典 

三菱電機株式

会社 

熟練者暗黙知の顕在化・伝

承を支援する人協調 AI 基

盤技術開発 

HCMI コンソーシアム新春セミナー 2024.1 

佐々木 雄一、小

池 崇文、伊藤 

大心、岡 隆之

介、対馬 尚之 

三菱電機株式

会社 

熟練者暗黙知の顕在化・伝

承を支援する人協調 AI 基

盤技術開発 

CEATEC2024(HCMI コンソーシアム

ブース) 
2024.10 

佐々木 雄一、対

馬 尚之 

三菱電機株式

会社 

熟練者暗黙知の顕在化・伝

承を支援する人協調 AI 基

盤技術開発 

HCMI コンソーシアム総会 2024.6 

椹木 哲夫 

京都大学大学

院 工学研究

科 

熟練者暗黙知の顕在化・伝

承を⽀援する⼈協調 AI 基

盤技術開発 

AI NEXT FORUM 2023―ビジネスと

AI 最新技術が出会う、新たなイノ

ベーションが芽生える― 

2023.2 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔ

ｓｕ， Ｙａｓｕｎｏｂｕ 

Ｉｇａｒａｓｈｉ 

名古屋工業大

学 

Ａ Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ Ｃ

ｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎ ｔｏｗａ

ｒｄ Ｅｖｉｄｅｎｃｅ－ｂａｓ

ｅｄ Ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ Ｂｕ

ｉｌｄｉｎｇ ｔｈｒｏｕｇｈ Ｈ

ｕｍａｎ－Ａｇｅｎｔ Ｃｏｌ

ｌａｂｏｒａｔｉｏｎ ｏｎ Ｓｅ

ｍａｎｔｉｃ Ａｕｔｈｏｒｉｎｇ 

Ｐｌａｔｆｏｒｍ 

１５ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ， Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｒｅａｔ

ｉｖｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍ 

2020.11 

開發大樹， 小野

地光弘， 白松俊 

名古屋工業大

学 

市民活動に関する議

論のためのボランティ

ア募集データの分析 

人工知能学会 第８回市民共創知研究会

「みらいらぼ２０２０オンライン」 

2021.11 

河村郁江， 白松

俊 

名古屋工業大

学 

食に関するＷｅｂ議論

における参考情報の

構造化手法と可視化

手法の検討 

人工知能学会 第８回市民共創知研究会

「みらいらぼ２０２０オンライン」 

2021.11 

Ｔｏｋｕｔａｋａ Ｈａｓｅ

ｇａｗａ， Ｓｈｕｎ Ｓ

ｈｉｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大

学 

ＢＥＲＴ－ｂａｓｅｄ Ｔａ

ｇｇｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏ

ｒ Ｓｏｃｉａｌ Ｉｓｓｕｅｓ ｉ

ｎ Ｗｅｂ Ａｒｔｉｃｌｅｓ 

６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎ

ｏｌｏｇｙ 

2021.2 

Ａｋｉｒａ Ｋａｍｉｙａ， 

Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔ

ｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｅｘｔｒ

ａｃｔｉｎｇ Ｃａｓｅｓ Ｒｅｌ

ｅｖａｎｔ ｔｏ Ｓｏｃｉａｌ Ｉ

ｓｓｕｅｓ ｆｒｏｍ Ｗｅｂ 

Ａｒｔｉｃｌｅｓ ｔｏ Ｆａｃｉｌｉ

ｔａｔｅ Ｐｕｂｌｉｃ Ｄｅｂａ

ｔｅｓ 

６ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎ

ｏｌｏｇｙ 

2021.2 

白松俊， 小野地

光弘， 末永彩羽 

名古屋工業大

学 

セマンティックオーサ

リングに基づく議論の

構造化とファシリテー

ション手法の検討 

人工知能学会 第５４回セマンティックウェ

ブとオントロジー研究会 

2021.8 

石塚光，白松俊，

小野恵子 

名古屋工業大

学 

Ｗｅｂ 議論における

根拠の多さと合意案

の止揚らしさに関す

る仮説の検証 

令和３年度電気・電子・情報関係学会東海

支部連合大会 

2021.9 

Ｒｙｏｓｕｋｅ Ｋｉｎｏｓ

ｈｉｔａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉ

ｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ａｇｅｎｔ ｆｏｒ Ｒｅｃｏｍ

ｍｅｎｄｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔ

ｉｏｎ Ｒｅｌｅｖａｎｔ ｔｏ 

Ｗｅｂ－ｂａｓｅｄ Ｄｉｓｃ

ｕｓｓｉｏｎ ｂｙ Ｇｅｎｅｒａ

ｔｉｎｇ Ｑｕｅｒｙ Ｔｅｒｍ

ｓ ｕｓｉｎｇ ＧＰＴ－３ 

６ｔｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ Ａｇｅｎｔｓ 

2022.11 

Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔ

ｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ｈｏｗ Ｃａｎ Ｗｅ Ｕｔ

ｉｌｉｚｅ Ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ 

Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｍｏｄｅｌｓ 

１ｓｔ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｄｅ

ｍｏｃｒａｃｙ ａｎｄ ＡＩ （ＤｅｍｏｃｒＡＩ ２０２２） 

2022.11 

テーマ名 ①-3-6 人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤の開発 

実施者名 
理化学研究所、沖電気工業株式会社、東北大学 大学院情報科学研究科、 

名古屋工業大学 
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ｆｏｒ Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎｇ Ｃ

ｏｎｓｅｎｓｕｓ－Ｂｕｉｌｄｉｎ

ｇ？ 

Ｈｉｋａｒｕ Ｉｓｈｉｚｕｋ

ａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａ

ｍａｔｓｕ， Ｋｅｉｋｏ 

Ｏｎｏ 

名古屋工業大

学 

Ｐｒｏｔｏｔｙｐｉｎｇ Ａｇｅｎ

ｔｓ ｆｏｒ Ｒｅｓｏｌｖｉｎｇ 

Ｏｐｉｎｉｏｎ Ｂｉａｓｅｓ Ｔ

ｏｗａｒｄ Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎ

ｇ Ｓｕｂｌａｔｉｏｎ ｏｆ Ｃ

ｏｎｆｌｉｃｔ ｉｎ Ｗｅｂ－

ｂａｓｅｄ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ

ｓ 

６ｔｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ Ａｇｅｎｔｓ 

2022.11 

Ｙｕｋｉ Ｙｏｓｈｉｍｕｒ

ａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａ

ｍａｔｓｕ， Ｔａｋｅｓｈｉ 

Ｍｉｚｕｍｏｔｏ 

名古屋工業大

学 

Ｓｅｍｉ－ａｕｔｏｍａｔｉｃ 

Ｓｕｍｍａｒｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ 

Ｓｐｏｋｅｎ Ｄｉｓｃｏｕｒｓｅ 

ｆｏｒ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ Ｉｄ

ｅａｓ ｕｓｉｎｇ ＧＰＴ－

３ 

１７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ， Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｒｅａｔ

ｉｖｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

2022.11 

Ｙｕｘｉ Ｊｉｎ， Ｓｈｕ

ｎ Ｓｈｉｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ｍｕｌｔｉｌｉｎｇｕａｌ Ｃｏｍ

ｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ 

Ｃａｕｓａｌｉｔｙ Ｐｒｏｐｅｒｔ

ｙ ｏｎ Ｗｉｋｉｄａｔａ Ｂ

ａｓｅｄ ｏｎ ＧＰＴ－３ 

７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎ

ｏｌｏｇｙ 

2022.2 

開發 大樹， 相馬 

ゆめ， 大沼 進， 

白松 俊 

名古屋工業大

学 

ＤＱＩコーパスを用い

た発言の自動分類と

特徴表現の抽出 

情報処理学会第８４回全国大会 2022.3 

木下良輔， 白松

俊 

名古屋工業大

学 

Ｗｅｂ議論への関連

情報推薦のための検

索語予測手法の精緻

化と情報推薦エー

ジェントの試作 

情報処理学会第８４回全国大会 2022.3 

松本 宇宙，白松 

俊，岩田崇，水本

武志 

名古屋工業大

学 

ＧＰＴ－３．５を用いた

社会問題に関する合

意形成シミュレータの

試作および改善手法

の検討 

人工知能学会 第１１回市民共創知研究会

「みらいらぼ なごや ２０２３」／電子情報通

信学会 第３回合意と共創研究会 

2023.10 

橋本 慧海，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

不完全な指示に対す

る対話型情報補完シ

ステムの検討 

人工知能学会 第１１回市民共創知研究会

「みらいらぼ なごや ２０２３」／電子情報通

信学会 第３回合意と共創研究会 

2023.10 

白松俊， 末永彩

羽， 吉村友希， 

伊藤孝行 

名古屋工業大

学 

ＣｈａｔＧＰＴや大規模

言語モデルは合意形

成や市民共創にどう

活用できるか？ 

人工知能学会 第９７回研究会言語・音声

理解と対話処理研究会 

2023.3 

白松俊 名古屋工業大

学 

自治体の総合計画策

定のためのＧＰＴ－

３．５とＧＰＴ－４を用

いた意見抽出・タグ

付け性能の予備的検

証 

電子情報通信学会 第１回合意と共創研究

会 

2023.3 

白松 俊 名古屋工業大

学 

ハッカソンにおけるア

イデアへのＧＰＴ－

３．５を用いた意見生

成の試行 

電子情報通信学会 第２回合意と共創研究

会 

2023.6 
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鷲尾 徹，白松 

俊，奥原 俊 

名古屋工業大

学 

医療現場におけるコ

ミュニケーション分類

とＬＬＭ応用の可能

性 

電子情報通信学会 第２回合意と共創研究

会 

2023.6 

牟田 真悟，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

ＧＰＴ－３．５を用いた

議論中に含まれる主

張の誤謬検出手法 

第２２回情報科学技術フォーラム （ＦＩＴ２０

２３） 

2023.9 

川島 壮生，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

ＧＰＴ－４によるユー

ザを模したペルソナ

を用いた代理議論

エージェント 

第２２回情報科学技術フォーラム （ＦＩＴ２０

２３） 

2023.9 

櫻井 崇貴，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

多人数対話における

ＬＬＭを用いた合意

形成支援の必要性判

定手法 

第２２回情報科学技術フォーラム （ＦＩＴ２０

２３） 

2023.9 

佐藤 弦，白松 俊 名古屋工業大

学 

音声認識と大規模言

語モデルを用いた議

論構造化システムの

試作 

情報処理学会 第２０６回ヒューマンコン

ピュータインタラクション研究発表会 

2024.1 

海老 惟槻，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

根拠データに基づく

政策立案支援システ

ムの設計 

人工知能学会 第１３回市民共創知研究会

「みらいらぼ なごや ２０２４」 

2024.12 

石塚 光，白松 俊 名古屋工業大

学 

多様な視点の議論を

促すための発言と論

点の自動関連度評

価・可視化システムの

試作 

電子情報通信学会 第４回合意と共創研究

会 

2024.2 

牟田 真悟，白松 

俊，川島 壮生 

名古屋工業大

学 

行政文書の理解支援

のためのＬＬＭによる

構造化・可視化シス

テムの試作 

電子情報通信学会 第４回合意と共創研究

会 

2024.2 

Ｇｅｎ Ｓａｔｏ， Ｓｈ

ｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔｓ

ｕ， Ｍｉｚｕｋｉ Ｈｏｓ

ｈｉｎｏ， Ｓｈｕｈｅｉ 

Ｗａｔａｎａｂｅ， Ｈａｉ

ｂｏ Ｙｕ， Ｔａｋｅｓｈ

ｉ Ｍｉｚｕｍｏｔｏ． 

名古屋工業大

学 

ＬＬＭ－Ｂａｓｅｄ Ｓｔｒ

ｕｃｔｕｒｉｎｇ ｏｆ Ｏｒａｌ 

Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｉｎ Ｗｏ

ｒｋｓｈｏｐ ｔｏ Ｓｕｐｐｏ

ｒｔ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ 

Ａｍｏｎｇ Ｌｏｃａｌ Ｇｏ

ｖｅｒｎｍｅｎｔ ａｎｄ Ｓｉ

ｍｕｌａｔｅｄ Ｃｉｔｉｚｅｎｓ 

３０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｃ

ｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉ

ａｌ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 

2024.9 

大平 盛斗，白松 

俊 

名古屋工業大

学 

ＬＬＭによる因果ルー

プ図を用いた対面議

論の構造化システム

の開発 

人工知能学会 第１４回市民共創知研究会

「みらいらぼ そが ２０２５」 

2025.3 

内藤昭一，澤田慎

太郎，中川智皓，

井之上直也，乾健

太郎 

株式会社リ

コー，理化学研

究所，大阪府

立大学，Ｓｔｏｎｙ 

Ｂｒｏｏｋ Ｕｎｉｖｅ

ｒｓｉｔｙ，東北大

学 

論述への説明性の高

いフィードバック提示

に向けたコーパスの

試作 

 言語処理学会第２７回年次大会 2021.3 

乾健太郎 東北大学 ディベートの自動評

価は可能か？：学習

するＡＩと言葉の理解 

一般社団法人パーラメンタリーディベート人

財育成協会第１回 

2022.4 
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乾健太郎 東北大学 自然言語アセスメン

ト：自然言語処理から

の試み 

Ｅｄ－ＡＩ研究会第２回シンポジウム「Ｅｄ－Ａ

Ｉが生みだす未来の教育」 

2022.4 

Ｋｅｓｈａｖ Ｓｉｎｇｈ， 

Ｎａｏｙａ Ｉｎｏｕｅ， 

Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎａ 

Ｍｉｍ， Ｓｈｏｉｃｈｉ 

Ｎａｉｔｏ， Ｋｅｎｔａｒｏ 

Ｉｎｕｉ 

東北大学， Ｓｔ

ｏｎｙ Ｂｒｏｏｋ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， 

理化学研究

所， 株式会社

リコー 

ＩＲＡＣ： Ａ Ｄｏｍａｉ

ｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ Ａｎｎｏｔ

ａｔｅｄ Ｃｏｒｐｕｓ ｏｆ Ｉ

ｍｐｌｉｃｉｔ Ｒｅａｓｏｎｉｎｇ 

ｉｎ Ａｒｇｕｍｅｎｔｓ． 

１３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅｖａｌ

ｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＬＲＥＣ ２０２２） 

2022.6 

Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎａ 

Ｍｉｍ， Ｎａｏｙａ Ｉ

ｎｏｕｅ， Ｓｈｏｉｃｈｉ 

Ｎａｉｔｏ， Ｋｅｓｈａｖ 

Ｓｉｎｇｈ， Ｋｅｎｔａｒ

ｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学， Ｓｔ

ｏｎｙ Ｂｒｏｏｋ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， 

理化学研究

所， 株式会社

リコー 

ＬＰＡｔｔａｃｋ： Ａ Ｆｅ

ａｓｉｂｌｅ Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ 

Ｓｃｈｅｍｅ ｆｏｒ Ｃａｐｔ

ｕｒｉｎｇ Ｌｏｇｉｃ Ｐａｔｔ

ｅｒｎ ｏｆ Ａｔｔａｃｋｓ ｉ

ｎ Ａｒｇｕｍｅｎｔｓ． 

１３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅｖａｌ

ｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＬＲＥＣ ２０２２） 

2022.6 

Ｓｈｏｉｃｈｉ Ｎａｉｔｏ， 

Ｓｈｉｎｔａｒｏ Ｓａｗａｄ

ａ， Ｃｈｉｈｉｒｏ Ｎａ

ｋａｇａｗａ， Ｎａｏｙａ 

Ｉｎｏｕｅ， Ｋｅｎｓｈｉ 

Ｙａｍａｇｕｃｈｉ， Ｉｏ

ｒｉ Ｓｈｉｍｉｚｕ， Ｆａ

ｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎａ 

Ｍｉｍ， Ｋｅｓｈａｖ 

Ｓｉｎｇｈ， Ｋｅｎｔａｒ

ｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学， 理

化学研究所， 

大阪府立大

学， Ｓｔｏｎｙ Ｂ

ｒｏｏｋ Ｕｎｉｖｅｒｓ

ｉｔｙ， 株式会

社リコー 

ＴＹＰＩＣ： Ａ Ｃｏｒｐｕ

ｓ ｏｆ Ｔｅｍｐｌａｔｅ－

Ｂａｓｅｄ Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ 

Ｃｏｍｍｅｎｔｓ ｏｎ Ａｒ

ｇｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ． 

１３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

ｔｈｅ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅｖａｌ

ｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＬＲＥＣ ２０２２） 

2022.6 

前橋 祐斗、山崎 

貴宏、村田 稔樹 

沖電気工業株

式会社 

ＬＬＭとグラフ文書技

術を用いたイノベー

ション創出支援シス

テム 

人工知能学会第１５回対話システムシンポ

ジウム（第１０２回ＳＬＵＤ研究会）デモセッ

ション 

2024.11 

村田 稔樹 沖電気工業株

式会社 

生成ＡＩとグラフ文書

を使った取り組み 

人工知能学会第１回パーソナルＡＩ研究会 2025.1 

村田 稔樹 沖電気工業株

式会社 

生成ＡＩとグラフ文書

を使った取り組み 

京都ノートルダム女子大学社会情報発展演

習Ⅱ 

2024.12 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｄｅｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｕ

ｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｐｅｒｓ

ｏｎａｌ Ｄａｔａ 

ＳＦＤＩ２０２０： Ｆｏｕｒｔｈ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ 

Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｄａｔａ Ｉｎｔ

ｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ 

2020.9 

橋田 浩一 理化学研究所 パーソナルデータの

分散管理による個人

のエンパワメント 

ＮＴＴ－ＧＬＯＣＯＭメガトレンド・ワークショッ

プ 

2021.10 

橋田 浩一 理化学研究所 パーソナルデータの

分散管理に基づくス

マートシティの運営 

ＥＭｏＢＩＡセミナー， 2021.10 

橋田 浩一 理化学研究所 ヘルスデータの適切

な活用のために 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングセミ

ナー「ヘルスケア×デジタルで実現できる

未来とは－スマートシティ、スーパーシティ

の取組を起爆剤に」 

2021.11 
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橋田 浩一 理化学研究所 教育・学習データの

本人管理による価値

創造 

ｅラーニングアワード２０２１フォーラム 2021.11 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｐｅｒｓｏｎａｌ ＡＩ： Ｍａ

ｘｉｍｉｚｉｎｇ ｔｈｅ Ｖａｌ

ｕｅ ｏｆ Ｐｅｒｓｏｎａｌ 

Ｄａｔａ ｗｈｉｌｅ Ｄｅｆｅ

ｎｄｉｎｇ Ｈｕｍａｎ Ｒｉ

ｇｈｔｓ ａｎｄ Ｄｅｍｏｃｒ

ａｃｙ 

ＲｏｂｏＡＩＣｏｎ ２０２３ 2023.3 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｐｅｒｓｏｎａｌ ＡＩ ｔｏ 

Ｍａｘｉｍｉｚｅ ｔｈｅ Ｖａ

ｌｕｅ ｏｆ Ｐｅｒｓｏｎａｌ 

Ｄａｔａ ｗｈｉｌｅ Ｄｅｆｅ

ｎｄｉｎｇ Ｈｕｍａｎ Ｒｉ

ｇｈｔｓ ａｎｄ Ｄｅｍｏｃｒ

ａｃｙ 

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ａｎｄ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ 

2022.5 

橋田 浩一 理化学研究所 グラフを作って思考

力を高める ― ＡＩと

共生する社会の展望 

埼玉県立川越高校全校講演会 2023.11 

橋田 浩一 理化学研究所 頭が良くなるＡＩの使

い方～ＡＩと友達にな

ろう～ 

東京大学教育学部附属中等教育学校講演

会 

2023.11 

橋田 浩一 理化学研究所 テキストをグラフで置

換する可能性と教育

現場での実証 

言語処理学会第２９回年次大会 2023.3 

橋田 浩一 理化学研究所 パーソナルＡＩ 自民党ＡＩの進化と実装に関するプロジェク

トチーム 

2023.3 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｐｅｒｓｏｎａｌ ＡＩ ａｎｄ 

Ｏｐｅｎ Ｃｉｔｉｚｅｎ Ｓｃｉ

ｅｎｃｅ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ Ｃｏｇｎｉｔ

ｉｖｅ Ｓｃｉｅｎｃｅ ２０２３ 

2023.8 

橋田 浩一 理化学研究所 ＡＩを使って批判的思

考力を高める 

ＡＩと教育に関するシンポジウム 2024.1 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｇｒａｐｈｓ Ｉｍｐｒｏｖｅ 

Ｃｒｉｔｉｃａｌ－Ｔｈｉｎｋｉｎｇ 

Ｓｋｉｌｌｓ ｗｉｔｈｏｕｔ Ｅｘ

ｔｒａ Ｃｏｓｔ 

Ｔｈｅ ２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｉｎ Ｅｄｕｃ

ａｔｉｏｎ ａｎｄ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ Ａｐ

ｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ （ＭｏＳｔａｒｔ ２０２４） 

2024.4 

橋田 浩一 理化学研究所 言語資源とＡＩ 言語資源ワークショップ２０２４ 2024.8 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ Ｇｒａ

ｐｈ－Ｄｏｃｕｍｅｎｔ Ｃ

ｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ ｉｓ Ｅｆｆ

ｉｃｉｅｎｔ ａｎｄ Ｅｎｈａｎ

ｃｅｓ Ｃｒｉｔｉｃａｌ－Ｔｈｉ

ｎｋｉｎｇ Ｓｋｉｌｌｓ Ｗｉｔｈ

ｏｕｔ Ｅｘｔｒａ Ｃｏｓｔ 

Ｄｉａｇｒａｍｍａｔｉｃ Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉ

ｎｆｅｒｅｎｃｅ． （Ｄｉａｇｒａｍｓ ２０２４）． Ｌｅｃｔ

ｕｒｅ Ｎｏｔｅｓ ｉｎ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｓｃｉｅｎｃｅ． 

2024.9 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｐｅｒｓｏｎａｌ ＡＩ， ＡＩ 

Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ， ａｎｄ 

Ｈｕｍａｎ－ＡＩ Ｃｏｌｌａ

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ａｒａｂ ａｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ

ｏｎａｌ Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ ｉｎ ｔｈｅ Ｆｉｅｌｄ ｏｆ 

Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ａｎｄ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏ

2025.2 
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ｂｏｒａｔｉｏｎ ｎ， ｉｎ ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ｔｈｅ Ｍｉｎｉｓ

ｔｒｙ ｏｆ Ｈｉｇｈｅｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔ

ｓｕ， Ｙａｓｕｎｏｂｕ 

Ｉｇａｒａｓｈｉ 

名古屋工業大

学 

Ａ Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ Ｃｏｎ

ｓｉｄｅｒａｔｉｏｎ ｔｏｗａｒｄ 

Ｅｖｉｄｅｎｃｅ－ｂａｓｅｄ Ｃ

ｏｎｓｅｎｓｕｓ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 

ｔｈｒｏｕｇｈ Ｈｕｍａｎ－Ａ

ｇｅｎｔ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ 

ｏｎ Ｓｅｍａｎｔｉｃ Ａｕｔｈ

ｏｒｉｎｇ Ｐｌａｔｆｏｒｍ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ １

５ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｋｎｏｗｌｅｄｇ

ｅ， Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃ

ｒｅａｔｉｖｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｙｓｔ

ｅｍ 

122-125 2020.11 

Ｔｏｋｕｔａｋａ Ｈａｓｅ

ｇａｗａ， Ｓｈｕｎ Ｓ

ｈｉｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大

学 

ＢＥＲＴ－ｂａｓｅｄ Ｔａｇｇ

ｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｓｏ

ｃｉａｌ Ｉｓｓｕｅｓ ｉｎ Ｗｅｂ 

Ａｒｔｉｃｌｅｓ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ Ｓｉｘｔｈ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ 

ｏｎ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃ

ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌ

ｏｇｙ： ＩＣＩＣＴ ２０２１， Ｌ

ｏｎｄｏｎ， Ｖｏｌｕｍｅ １， Ｓ

ｐｒｉｎｇｅｒ ＬＮＮＳ 

897-909 2021.9 

Ａｋｉｒａ Ｋａｍｉｙａ， 

Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔ

ｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｅｘｔｒａｃ

ｔｉｎｇ Ｃａｓｅｓ Ｒｅｌｅｖａｎ

ｔ ｔｏ Ｓｏｃｉａｌ Ｉｓｓｕｅｓ 

ｆｒｏｍ Ｗｅｂ Ａｒｔｉｃｌｅｓ 

ｔｏ Ｆａｃｉｌｉｔａｔｅ Ｐｕｂｌｉ

ｃ Ｄｅｂａｔｅｓ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ Ｓｉｘｔｈ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ 

ｏｎ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃ

ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌ

ｏｇｙ： ＩＣＩＣＴ ２０２１， Ｌ

ｏｎｄｏｎ， Ｖｏｌｕｍｅ ２， Ｓ

ｐｒｉｎｇｅｒ ＬＮＮＳ 

1001-1013 2021.9 

Ｒｙｏｓｕｋｅ Ｋｉｎｏｓ

ｈｉｔａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈ

ｉｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大

学 

Ａｇｅｎｔ ｆｏｒ Ｒｅｃｏｍｍ

ｅｎｄｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

Ｒｅｌｅｖａｎｔ ｔｏ Ｗｅｂ－

ｂａｓｅｄ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｂ

ｙ Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ Ｑｕｅｒ

ｙ Ｔｅｒｍｓ ｕｓｉｎｇ ＧＰ

Ｔ－３ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ ６ｔ

ｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ａｇｅｎｔ

ｓ 

24-29 2022.11 

Ｈｉｋａｒｕ Ｉｓｈｉｚｕｋ

ａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａ

ｍａｔｓｕ， Ｋｅｉｋｏ 

Ｏｎｏ 

名古屋工業大

学 

Ｐｒｏｔｏｔｙｐｉｎｇ Ａｇｅｎｔｓ 

ｆｏｒ Ｒｅｓｏｌｖｉｎｇ Ｏｐｉｎ

ｉｏｎ Ｂｉａｓｅｓ Ｔｏｗａｒｄ 

Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎｇ Ｓｕｂｌａｔｉ

ｏｎ ｏｆ Ｃｏｎｆｌｉｃｔ ｉｎ 

Ｗｅｂ－ｂａｓｅｄ Ｄｉｓｃｕｓ

ｓｉｏｎｓ 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ ６ｔ

ｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ａｇｅｎｔ

ｓ 

18-23 2022.11 

Ｙｕｋｉ Ｙｏｓｈｉｍｕｒ

ａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉｒａ

ｍａｔｓｕ， Ｔａｋｅｓｈ

ｉ Ｍｉｚｕｍｏｔｏ 

名古屋工業大

学 

Ｓｅｍｉ－ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｓ

ｕｍｍａｒｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｓ

ｐｏｋｅｎ Ｄｉｓｃｏｕｒｓｅ ｆ

ｏｒ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ Ｉｄｅａｓ 

ｕｓｉｎｇ ＧＰＴ－３ 

 ＩＩＡＩ Ｌｅｔｔｅｒｓ ｏｎ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｃｓ ａｎｄ Ｉｎｔｅｒｄｉｓｃｉ

ｐｌｉｎａｒｙ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

LIIR070 2023.2 

Ｇｅｎ Ｓａｔｏ， Ｓｈ

ｕｎ Ｓｈｉｒａｍａｔｓ

ｕ， Ｍｉｚｕｋｉ Ｈｏ

ｓｈｉｎｏ， Ｓｈｕｈｅｉ 

Ｗａｔａｎａｂｅ， Ｈａ

名古屋工業大

学 

ＬＬＭ－Ｂａｓｅｄ Ｓｔｒｕｃ

ｔｕｒｉｎｇ ｏｆ Ｏｒａｌ Ｄｉｓ

ｃｕｓｓｉｏｎ ｉｎ Ｗｏｒｋｓｈ

ｏｐ ｔｏ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｃｏｌ

ｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ａｍｏｎｇ 

Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌ

ｏｇｉｅｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉａｌ Ｃｏｍ

ｐｕｔｉｎｇ （ＣｏｌｌａｂＴｅｃｈ ２

０２４）， Ｓｐｒｉｎｇｅｒ ＬＮＣ

Ｓ 

3-16 2024.8 
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ｉｂｏ Ｙｕ， Ｔａｋｅｓ

ｈｉ Ｍｉｚｕｍｏｔｏ． 

Ｌｏｃａｌ Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ 

ａｎｄ Ｓｉｍｕｌａｔｅｄ Ｃｉｔｉ

ｚｅｎｓ 

Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎ

ａ Ｍｉｍ， Ｎａｏｙ

ａ Ｉｎｏｕｅ， Ｐａｕｌ 

Ｒｅｉｓｅｒｔ， Ｈｉｒｏｋ

ｉ Ｏｕｃｈｉ ａｎｄ Ｋ

ｅｎｔａｒｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学 Ｃｏｒｒｕｐｔｉｏｎ Ｉｓ Ｎｏｔ 

Ａｌｌ Ｂａｄ： Ｉｎｃｏｒｐｏｒａ

ｔｉｎｇ Ｄｉｓｃｏｕｒｓｅ Ｓｔｒ

ｕｃｔｕｒｅ Ｉｎｔｏ Ｐｒｅ－Ｔ

ｒａｉｎｉｎｇ ｖｉａ Ｃｏｒｒｕｐｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｅｓｓａｙ Ｓｃｏｒ

ｉｎｇ．  

ＩＥＥＥ／ＡＣＭ Ｔｒａｎｓａｃｔｉ

ｏｎｓ ｏｎ Ａｕｄｉｏ， Ｓｐｅｅｃ

ｈ， ａｎｄ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｐｒｏ

ｃｅｓｓｉｎｇ 

2202-2215 2021.6 

Ｋｅｓｈａｖ Ｓｉｎｇｈ， 

Ｎａｏｙａ Ｉｎｏｕｅ， 

Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎ

ａ Ｍｉｍ， Ｓｈｏｉｃ

ｈｉ Ｎａｉｔｏ， Ｋｅｎ

ｔａｒｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学， Ｓ

ｔｏｎｙ Ｂｒｏｏｋ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， 

理化学研究

所， 株式会社

リコー 

ＩＲＡＣ： Ａ Ｄｏｍａｉｎ

－ｓｐｅｃｉｆｉｃ Ａｎｎｏｔａｔｅ

ｄ Ｃｏｒｐｕｓ ｏｆ Ｉｍｐｌｉ

ｃｉｔ Ｒｅａｓｏｎｉｎｇ ｉｎ 

Ａｒｇｕｍｅｎｔｓ． 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ １

３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕ

ａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅ

ｖａｌｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

4674–4683 2022.6 

Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕｌｔａｎ

ａ Ｍｉｍ， Ｎａｏｙ

ａ Ｉｎｏｕｅ， Ｓｈｏｉ

ｃｈｉ Ｎａｉｔｏ， Ｋｅ

ｓｈａｖ Ｓｉｎｇｈ， 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学， Ｓ

ｔｏｎｙ Ｂｒｏｏｋ 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ， 

理化学研究

所， 株式会社

リコー 

ＬＰＡｔｔａｃｋ： Ａ Ｆｅａｓｉ

ｂｌｅ Ａｎｎｏｔａｔｉｏｎ Ｓｃ

ｈｅｍｅ ｆｏｒ Ｃａｐｔｕｒｉｎ

ｇ Ｌｏｇｉｃ Ｐａｔｔｅｒｎ ｏｆ 

Ａｔｔａｃｋｓ ｉｎ Ａｒｇｕｍｅ

ｎｔｓ． 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ １

３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕ

ａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅ

ｖａｌｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

2446–2459 2022.6 

Ｓｈｏｉｃｈｉ Ｎａｉｔｏ， 

Ｓｈｉｎｔａｒｏ Ｓａｗａ

ｄａ， Ｃｈｉｈｉｒｏ Ｎ

ａｋａｇａｗａ， Ｎａｏ

ｙａ Ｉｎｏｕｅ， Ｋｅ

ｎｓｈｉ Ｙａｍａｇｕｃｈ

ｉ， Ｉｏｒｉ Ｓｈｉｍｉｚ

ｕ， Ｆａｒｊａｎａ Ｓｕ

ｌｔａｎａ Ｍｉｍ， Ｋ

ｅｓｈａｖ Ｓｉｎｇｈ， 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｉｎｕｉ 

東北大学， 理

化学研究所， 

大阪府立大

学， Ｓｔｏｎｙ 

Ｂｒｏｏｋ Ｕｎｉｖｅ

ｒｓｉｔｙ， 株式

会社リコー 

ＴＹＰＩＣ： Ａ Ｃｏｒｐｕｓ 

ｏｆ Ｔｅｍｐｌａｔｅ－Ｂａｓｅ

ｄ Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ Ｃｏｍ

ｍｅｎｔｓ ｏｎ Ａｒｇｕｍｅ

ｎｔａｔｉｏｎ． 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔｈｅ １

３ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ Ｌａｎｇｕ

ａｇｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ ａｎｄ Ｅ

ｖａｌｕａｔｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

5916–5928 2022.6 

Ｓｈｏｉｃｈｉ Ｎａｉｔｏ

＊， Ｗｅｎｚｈｉ Ｗ

ａｎｇ＊， Ｐａｕｌ Ｒ

ｅｉｓｅｒｔ， Ｎａｏｙａ 

Ｉｎｏｕｅ， Ｃａｍéｌｉ

ａ Ｇｕｅｒｒａｏｕｉ， 

Ｋｅｎｓｈｉ Ｙａｍａｇ

ｕｃｈｉ， Ｊｕｎｇｍｉｎ 

Ｃｈｏｉ， Ｉｒｆａｎ Ｒ

ｏｂｂａｎｉ， Ｓｕｒａｗ

ａｔ Ｐｏｔｈｏｎｇ， 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｉｎｕｉ 

（＊ｅｑｕａｌ ｃｏｎｔｒｉ

ｂｕｔｉｏｎ） 

東北大学， 理

化学研究所， 

株式会社リ

コー， Ｂｅｙｏｎ

ｄ Ｒｅａｓｏｎ， Ｊ

ＡＩＳＴ， ＩＮＳ

Ａ Ｌｙｏｎ， Ｍ

ＢＺＵＡＩ 

Ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ Ｌｏｇｉｃ Ｐ

ａｔｔｅｒｎ Ｔｅｍｐｌａｔｅｓ ｆ

ｏｒ Ｃｏｕｎｔｅｒ－Ａｒｇｕ

ｍｅｎｔ Ｌｏｇｉｃａｌ Ｓｔｒｕ

ｃｔｕｒｅ Ａｎａｌｙｓｉｓ． 

２０２４ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

Ｅｍｐｉｒｉｃａｌ Ｍｅｔｈｏｄｓ ｉｎ 

Ｎａｔｕｒａｌ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｐｒｏ

ｃｅｓｓｉｎｇ （ＥＭＮＬＰ ２０２

４ Ｆｉｎｄｉｎｇｓ） 

11313-

11331 

2024.11 

沖電気工業株式

会社 

沖電気工業株

式会社 

グラフ文書における重

要ノード抽出に関する

検討 

電子情報通信学会 ライフ

インテリジェンスとオフィス

情報システム研究会 

9-12 2023.5 
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村田 稔樹、前橋 

祐斗、山崎 貴宏 

沖電気工業株

式会社 

人とＡＩを共に進化さ

せ、イノベーションを加

速するグラフ文書技術 

ＯＫＩテクニカルレビュー ２

４３号 

80-83 2024.12 

橋田 浩一 理化学研究所 分散ＰＨＲとパーソナル

ＡＩエージェント 

Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ 264-269 2021.3 

橋田 浩一 理化学研究所 Ｐｅｒｓｏｎａｌ ＡＩ ｔｏ Ｍａ

ｘｉｍｉｚｅ ｔｈｅ Ｖａｌｕｅ 

ｏｆ Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｄａｔａ 

ｗｈｉｌｅ Ｄｅｆｅｎｄｉｎｇ Ｈ

ｕｍａｎ Ｒｉｇｈｔｓ ａｎｄ 

Ｄｅｍｏｃｒａｃｙ 

Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ａｎｄ Ｄｉｇｉｔａ

ｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

 239-256 2024.1 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・

PCT 

出願日 状態 名称 

沖電気工業株式会社 ２０２２－０２６４８４ ＪＰ：日本国 2022.2.24 登録済み 対話知識作成装置及び対

話知識作成プログラム 

アセンブローグ株式

会社 

２０２３－０３４９８９ ＪＰ：日本国 2023.3.7 出願継続中 情報処理装置、情報処理

方法、及びプログラム 

沖電気工業株式会社 ２０２３－０２９７９９ ＪＰ：日本国 2023.2.28 登録済み 情報処理装置、情報処理

プログラム、及び情報処理

方法 

沖電気工業株式会社 ２０２３－０８１６１０ ＪＰ：日本国 2023.5.17 出願継続中 情報処理装置、情報処理

方法及び情報処理プログラ

ム 

沖電気工業株式会社 ２０２４－１４７８５０ ＪＰ：日本国 2024.8.29 出願継続中 情報処理装置、情報処理

プログラム及び情報処理方

法 

沖電気工業株式会社 ２０２４－０７１５４９ ＪＰ：日本国 2024.4.25 出願継続中 情報処理装置、情報処理

プログラム、情報処理方

法、及び情報処理システム 

沖電気工業株式会社 ２０２４－０４９４３９ ＪＰ：日本国 2024.3.26 登録済み 情報処理装置、情報処理

プログラム、及び情報処理

方法 

アセンブローグ株式

会社 

ＰＣＴ／ＪＰ２０２４

／００８７９６ 

ＰＣＴ（全指定） 2024.3.7 出願継続中  情報処理装置、情報処理

方法、及びプログラム（仮） 

沖電気工業株式会社 ２０２５－０２５８２８ ＪＰ：日本国 2025.2.20 出願継続中 情報処理装置 

沖電気工業株式会社 ＰＣＴ／ＪＰ２０２５

／００５１７９（ＪＰの

み除外） 

ＪＰのみ除外 2025.2.17 出願継続中 情報処理装置、情報処理

プログラムが記憶された非

一時的な記憶媒体、情報

処理方法、及び情報処理

システム 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 
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Ｒｙｏｓｕｋｅ Ｋｉｎｏｓ

ｈｉｔａ， Ｓｈｕｎ Ｓｈｉ

ｒａｍａｔｓｕ 

名古屋工業大学 Ｂｅｓｔ Ｓｔｕｄｅｎ

ｔ Ｐａｐｅｒ Ａｗａ

ｒｄ 

６ｔｈ ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏ

ｎ Ａｇｅｎｔｓ 

2022.11 

白松俊 名古屋工業大学 優秀賞 電子情報通信学会 第１回合意と共創研究会 2023.3 

鷲尾 徹，白松 

俊，奥原 俊 

名古屋工業大学 優秀賞 電子情報通信学会 第２回合意と共創研究会 2023.6 

石塚 光，白松 俊 名古屋工業大学 優秀賞 電子情報通信学会 第４回合意と共創研究会 2024.3 

牟田 真悟，佐藤 

弦，松本 宇宙，星

野 瑞季，白松 俊 

名古屋工業大学 最優秀賞 アーバンデータチャレンジ２０２４ ビジネス・プ

ロフェッショナル部門 

2025.3 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

沖電気工業株式

会社 

沖電気工業株式

会社 

文章の構造を可視化しＡＩと協調

するオンライン共同エディタの開

発開始～「人とＡＩの協調を進化さ

せるセマンティックオーサリング基

盤の開発」が、ＮＥＤＯの委託事

業に採択～ 

ＯＫＩ プレスリリース 2020.9 

沖電気工業株式

会社 

沖電気工業株式

会社 

人とＡＩを共に進化させる生成ＡＩ

＋グラフ文書技術 

ＯＫＩ ＷＯＲＬＤ ２０２４ 展示 2024.10 

理化学研究所 理化学研究所 グラフが論理的思考力を高める－

ＣｈａｔＧＰＴなどのＡＩとともに持続

的に進化する社会の展望－ 

理化学研究所プレスリリース 2023.4 

理化学研究所 理化学研究所 論理的思考力が高まる「グラフ文

書」の可能性 

理化学研究所 研究最前線 2024.3 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

沓掛健太朗 理化学研究所 材料プロセス」および計

測へのＡＩ／ＭＬ応用に

ついて 

日本学術振興会研究開発専門委員会

「自律型・複合型ＡＩ先端計測の新しい価

値創造」第１１回委員会 

2021.1 

沓掛健太朗 理化学研究所 材料作製・評価への機

械学習を用いた最適化

の適用と課題 

解析・設計の代替モデリング研究会第３

回研究会 

2021.7 

沓掛健太朗 理化学研究所 実際の材料プロセス実

験への機械学習応用と

その課題 

第１３９回フロンティア材料研究所学術講

演会 

2021.8 

沓掛健太朗 理化学研究所 インフォマティクス応用

の課題と期待 

第４１回電子材料シンポジウム 2022.10 

沓掛健太朗 理化学研究所 結晶成長のデジタルツ

インによるプロセスイン

フォマティクス 

ＭＮＣ ２０２２ 技術セミナー 2022.11 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕｔｓｕ

ｋａｋｅ 

ＲＩＫＥＮ Ｍａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ ａ

ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ ｃｒｙｓ

ｔａｌ ｇｒｏｗｔｈ 

Ｔｈｅ ２０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ ａｎｄ Ｅｐｉｔａ

ｘｙ 

2023.8 

松田 凌芽 名古屋大学 人間参加型選好ベイズ

最適化の半導体製造プ

ロセス開発への応用 

２０２４年第７１回応用物理学会春季学術

講演会 

2024.3 

園田 勉 産業技術総合

研究所 

ＧａＮ気相成長における

結晶表面状態予測のた

めの機械学習用特徴量

抽出 

第８４回応用物理学会秋季学術講演会 2023.9 

Ｈｉｓａｓｈｉ Ｙａｍａｄ

ａ， Ｔｓｕｔｏｍｕ Ｓ

ｏｎｏｄａ， Ｔｏｋｉｏ 

Ｔａｋａｈａｓｈｉ， Ｔａ

ｋａｈｉｒｏ Ｇｏｔｏｗ， 

Ｔｏｓｈｉｈｉｄｅ Ｉｄｅ， 

Ｒｅｉｋｏ Ａｚｕｍｉ， 

Ｍｉｔｓｕａｋｉ Ｓｈｉｍｉ

ｚｕ， Ｓｈｏｔａ Ｓｅｋ

ｉ， Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕ

ｔｓｕｋａｋｅ， Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立研究開発

法人 産業技

術総合研究

所、国立大学

法人 東海国

立大学機構 

名古屋大学 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｏｆ ＧａＮ 

ＭＯＣＶＤ ｔｏｗａｒｄ ｍ

ａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

３７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｅ

ｓ ａｎｄ Ｎａｎｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ （ＭＮＣ ２０２４） 

2024.11 

Ｔａｋａｈｉｒｏ Ｇｏｔｏ

ｗ， Ｔｓｕｔｏｍｕ Ｓ

ｏｎｏｄａ， Ｔｏｋｉｏ 

Ｔａｋａｈａｓｈｉ， Ｈｉｓ

ａｓｈｉ Ｙａｍａｄａ， 

国立研究開発

法人 産業技

術総合研究

所、国立大学

法人 東海国

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｏｆ ｕｎｄｏｐ

ｅｄ ＧａＮ ｕｓｉｎｇ ａ ２

Ｄ ＭＯＣＶＤ ｓｉｍｕｌａｔ

ｏｒ 

ＩＳＰｌａｓｍａ ２０２５ （１７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｐｌ

ａｓｍａ Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ ｉｔｓ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ

ｎｓ ｆｏｒ Ｎｉｔｒｉｄｅｓ ａｎｄ Ｎａｎｏｍａｔｅｒｉａ

ｌｓ） 

2025.3 

テーマ名 
①-3-7 AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長

技術開発 

実施者名 東海国立大学機構、産業技術総合研究所 
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Ｔｏｓｈｉｈｉｄｅ Ｉｄｅ， 

Ｒｅｉｋｏ Ａｚｕｍｉ， 

Ｍｉｔｓｕａｋｉ Ｓｈｉｍｉ

ｚｕ， Ｙｏｓｕｋｅ Ｔｓ

ｕｎｏｏｋａ， Ｓｈｏｔａ 

Ｓｅｋｉ， Ｋｅｎｔａｒｏ 

Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， Ｔｏ

ｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

立大学機構 

名古屋大学 

ＬＩＵ Ｘｉｎ 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｍｕｌｔｉｓｃａｌｅ ｍｏｄｅｌｉｎｇ 

ｆｏｒ ＴＳＳＧ－ＳｉＣ ｇｒｏ

ｗｔｈ ｕｎｄｅｒ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ 

ｆｌｏｗ ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ： ｆｒ

ｏｍ ｓｔｅｐ ｄｙｎａｍｉｃｓ 

ｔｏ  ｌｏｎｇ ｔｉｍｅ ｉｎｇｏ

ｔ ｇｒｏｗｔｈ 

Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌ

ｏｇｉｅｓ[ＡＭＴ－２０２５] ＆Ｉｎｄｏ－Ｊａｐａｎ 

Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ｆｏｒ Ａｄｖａｎｃｉｎｇ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ Ｔ

ｅｃｈｎｏｌｏｇｙ[ＭＬＡＣＧＴ－２０２５] 

2025.1 

Ｃ． ＺＨＵ 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

６－ｉｎｃｈ ＳｉＣ ｃｒｙｓｔａｌ 

ｇｒｏｗｔｈ ｂｙ ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

ｍｅｔｈｏｄ ａｓｓｉｓｔｅｄ ｗｉ

ｔｈ ＡＩ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

ＥＣＳＣＲＭ２０２１ 2021.10 

ＤＡＮＧ Ｙｉｆａｎ  国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｎｕｍｅｒｉｃａｌ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａ

ｔｉｏｎ ａｎｄ Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉ

ｏｎ ｏｆ Ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ 

Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ ｆｏｒ ＳｉＣ Ｓ

ｏｌｕｔｉｏｎ Ｇｒｏｗｔｈ  

ＥＣＳＣＲＭ２０２１ 2021.10 

沓掛健太朗， 竹

野思温， 太田壮

音， 竹内 一郎， 

宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

多様な誤差を考慮した

製造装置シミュレーショ

ンのデータ同化 

第３７回計算力学講演会（ＣＭＤ２０２４） 2024.10 

宇治原徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

溶液法による６インチＳｉ

Ｃ結晶成長 

第５０回結晶成長国内会議 2021.10 

宇治原徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

結晶成長デジタルツイン

を用いた大口径高品質

ＳｉＣ結晶の開発 

日本化学会秋季事業 第１１回ＣＳＪ化学

フェスタ 

2021.10 

党一帆，劉欣博，

朱燦，郁万成，鈴

木，古庄智明，原

田俊太、田川 美

穂、宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

長時間ＳｉＣ溶液成長に

おける全面ステップ，

モーフォロジィシミュレー

ション 

第５０回結晶成長国内会議 2021.10 

Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ， 

Ｙｏｓｕｋｅ Ｔｓｕｎｏｏ

ｋａ， Ｔｏｍｏｋｉ Ｅ

ｎｄｏ， Ｃａｎ Ｚｈ

ｕ， Ｓｈｕｎｔａ Ｈａｒ

ａｄａ， Ｍｉｈｏ Ｔａｇ

ａｗａ， 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ｓｙｓｔｅｍ 

ｏｆ ＣＦＤ ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ 

ｉｎ ｓｏｌｕｔｉｏｎ ｇｒｏｗｔｈ 

ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｅｄ ｂｙ ｍａｃ

ｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ － Ａ

ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ ＳｉＣ 

ｔｏｐ－ｓｅｅｄｅｄ ｓｏｌｕｔｉｏ

ｎ ｇｒｏｗｔｈ – 

１７ｔｈ Ｃｈｉｎａ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｆｏｒｕｍ 

ｏｎ Ｓｏｌｉｄ Ｓｔａｔｅ Ｌｉｇｈｔｉｎｇ ＆ ２０２

０ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｆｏｒｕｍ ｏｎ Ｗｉｄｅ 

Ｂａｎｄｇａｐ Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ （ＳＳＬＣ

ＨＩＮＡ＆ＩＦＷＳ ２０２０）  

2020.11 

中野高志， 土肥

龍錫， 沓掛健太

朗， 宇治原徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣウェハ研削における

データ解析と人間 の知

見を反映した制約つき

ベイズ最適化 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 
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井上凱喜， 沓掛

健太郎， 原田俊

太， 田川美穂， 

宇治原徹  

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ昇華法におけるベ

イズ最適化を用いた 高

品質・高速成長条件の

探索 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 

劉 新、宇治原 徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長における

成長、エッチング、堆積

界面の動的変形モデリ

ング 

第５３回結晶成長国内会議（ＪＣＣＧ－５

３） 

2024.11 

高石 将輝 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長における

機械学習を用いた固－

液界面形状の時間変化

の推定 

第４９回結晶成長国内会議（ＪＣＣＧ－４

９） 

2020.11 

宇治原徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長の最適化

におけるプロセスイ ン

フォマティクスの活用 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 

吉村太一， 岡野

泰則， 宇治原徹， 

Ｓａｄｉｋ Ｄｏｓｔ  

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ結晶成長における

機械学習を用いた 炉

内温度分布の予測 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 

磯野 優 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

機械学習を用いたＳｉＣ

溶液法の温度・流速分

布の次元削減とロバスト

性評価 

第４９回結晶成長国内会議（ＪＣＣＧ－４

９） 

2020.11 

郁万成， 朱燦， 

角岡洋介， 黄威， 

党 一帆， 原田俊

太， 田川美穂， 

宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

機械学習支援による溶

液成長法を用い た６イ

ンチＳｉＣ作製手法の確

立 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 

竹原悠人， 岡野

泰則， 宇治原徹， 

Ｓａｄｉｋ Ｄｏｓｔ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

説明可能機械学習を用

いたＴＳＳＧ－ＳｉＣ 結晶

作製時の移動現象解析 

第４９回結晶成長国内会議， 2020.11 

党一帆， 朱燦， 

幾見基希， 郁万

成， 黄威， 原田

俊太， 田川美穂， 

宇治原 徹， 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

長時間安定ＳｉＣ溶液成

長における経時変化の

シミュレーションと最適

化 

第４９回結晶成長国内会議 2020.11 

中西 祐貴， 沓掛 

健太朗， 黨 一

帆， 原田 俊太， 

田川 美穂， 宇治

原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長における

炭素拡散場を介したス

テップ相互作用の解析 

第７０回応用物理学会春季学術講演会 2023.3 

霜田 大貴， 沓掛 

健太朗， 原田 俊

太， 田川 美穂， 

宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長法におけ

るパレート解に影響を与

えるパラメータの考察 

第７０回応用物理学会春季学術講演会 2023.3 

宇治原徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

暗黙知によるプロセス最

適化手法の開発（ＳｉＣ

結晶成長プロセスを例

に） 

第６９回応用物理学会春季学術講演会 2022.3 



 

添付資料-343 

 

宇治原徹 国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

機械学習を用いたＳｉＣ

バルク結晶成長の高度

化 

一般社団法人ワイドギャップ半導体学会

第一回研究会 

2021.5 

Ｘｉｎ Ｌｉｕ ａｎｄ Ｔ

ｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｄｙｎａｍｉｃ ｄｅｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｆｏｒ ｔｈｅ 

ｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ ｏｆ ｇｒｏｗｉ

ｎｇ， ｅｔｃｈｉｎｇ， ａｎｄ 

ｄｅｐｏｓｉｔｉｎｇ ｉｎ ＴＳＳＧ

－ＳｉＣ 

８ｔｈ Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｆ Ｃｒ

ｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ（ＥＣＣＧ８） 

2024.7 

Ｙｕｋｉ Ｎａｋａｎｉｓｈ

ｉ， Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕ

ｔｓｕｋａｋｅ， Ｙｉｆａｎ 

Ｄａｎｇ， Ｓｈｕｎｔａ 

Ｈａｒａｄａ， Ｍｉｈｏ 

Ｔａｇａｗａ， Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ Ｍａｃｒｏｓ

ｔｅｐ Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ ｖｉａ 

Ｃａｒｂｏｎ Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ Ｆ

ｉｅｌｄ ｉｎ ＳｉＣ Ｓｏｌｕｔｉｏ

ｎ Ｇｒｏｗｔｈ 

２０ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏ

ｎ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ ａｎｄ Ｅｐｉｔａｘｙ 

（ＩＣＣＧＥ－２０） 

2023.8 

ＨＵＩＱＩＮ ＺＨＯ

Ｕ ， ＹＵＭＡ Ｆ

ＵＫＡＭＩ， ＹＩＦＡ

Ｎ ＤＡＮＧ， Ｓｈ

ｕｎｔａ Ｈａｒａｄａ， 

Ｍｉｈｏ Ｔａｇａｗａ， 

Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ Ｉｎｃｌｕｓｉｏ

ｎ Ｄｅｆｅｃｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ

ｎ ｉｎ ＳｉＣ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ Ｍｅ

ｔｈｏｄ Ｕｓｉｎｇ Ｐｈａｓｅ－

Ｆｉｅｌｄ Ｍｏｄｅｌ 

第８３回応用物理学会秋季学術講演会 2022.9 

Ａｋｉｒａ Ｋａｗａｔａ， 

Ｋｅｎｔａ Ｍｕｒａｙａ

ｍａ， Ｓｈｏｇｏ Ｓｕ

ｍｉｔａｎｉ， Ｓｈｕｎｔａ 

Ｈａｒａｄａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｄｅｔｅｃｔｉｏ

ｎ ｏｆ Ｄｉｓｌｏｃａｔｉｏｎ ｃｏ

ｎｔｒａｓｔｓ ｉｎ Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇ

ｅｎｃｅ Ｉｍａｇｅ ｏｆ ＳｉＣ 

Ｗａｆｅｒｓ Ｕｓｉｎｇ Ｖａｒｉａ

ｎｃｅ Ｆｉｌｔｅｒ Ｍｅｔｈｏｄ 

２０２０ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏ

ｎ Ｓｏｌｉｄ Ｓｔａｔｅ Ｄｅｖｉｃｅｓ ａｎｄ Ｍａｔｅ

ｒｉａｌｓ （ＳＳＤＭ ２０２０）  

2020.9 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕｔｓｕ

ｋａｋｅ， Ｓｈｉｏｎ Ｔ

ａｋｅｎｏ， Ｍａｓａｔｏ 

Ｏｔａ， Ｉｃｈｉｒｏ Ｔａ

ｋｅｕｃｈｉ， Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｄａｔａ ａｓｓｉｍｉｌａｔｉｏｎ ｆ

ｏｒ ｃｒｙｓｔａｌ ｇｒｏｗｔｈ ｓ

ｉｍｕｌａｔｉｏｎ ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔ

ｉｎｇ ｍｕｌｔｉｐｌｅ ｕｎｃｅｒｔ

ａｉｎｔｉｅｓ ｕｓｉｎｇ ｍａｃｈｉ

ｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｔｈｅ １１ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏ

ｐ ｏｎ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｉｎ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔ

ｈ（ＷＭＣＧ１１） 

2024.9 

関 翔太，橋爪 優

果，髙石 将輝，角

岡 洋介，沓掛 健

太朗，園田 勉，高

橋 言緒，井手 利

英，清水 三聡，宇

治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＧａＮ気相成長における

結晶成長表面状態予測

のためのデジタルツイン

の構築 

第８４回応用物理学会秋季学術講演会 2023.9 

Ｘｉｎ Ｌｉｕ ａｎｄ Ｔ

ｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｍｕｌｔｉｓｃａｌｅ ｍｏｄｅｌｉｎｇ 

ｆｏｒ ＴＳＳＧ－ＳｉＣ ｇｒｏ

ｗｔｈ ｕｎｄｅｒ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ 

ｆｌｏｗ ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ： ｆｒ

ｏｍ ｓｔｅｐ ｄｙｎａｍｉｃｓ 

ｔｏ  ｌｏｎｇ ｔｉｍｅ ｉｎｇｏ

ｔ ｇｒｏｗｔｈ 

Ｔｈｅ １１ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏ

ｐ ｏｎ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｉｎ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔ

ｈ（ＷＭＣＧ１１） 

2024.9 

井上 凱喜， 古庄 

智明， 沓掛 健太

朗， 原田 俊太， 

田川 美穂， 宇治

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ昇華法における機

械学習を用いた炉内温

度分布最適化 

第８２回応用物理学会秋季学術講演会 2021.9 
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原 徹，  

馬 叔陽， 朱 

燦， 党 一帆， 

劉 欣博， 原田 

俊太， 田川 美

穂， 宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液成長法におけ

る中間メルトバックによる

表面平 

坦性の改善 

第８３回応用物理学会秋季学術講演会 2022.9 

関 翔太， 河村 

貴宏， 原田 俊

太， 田川 美穂， 

宇治原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

ＳｉＣ溶液法における溶

媒への添加元素効果の

第一原理計 

算による解析 

第８３回応用物理学会秋季学術講演会 2022.9 

Ｙｉｆａｎ Ｄａｎｇ， Ｘ

ｉｎｂｏ Ｌｉｕ， Ｙｕｍ

ａ Ｆｕｋａｍｉ， Ｓｈ

ｕｙａｎｇ Ｍａ， Ｃａ

ｎ Ｚｈｕ， Ｓｈｕｎｔａ 

Ｈａｒａｄａ， Ｍｉｈｏ 

Ｔａｇａｗａ，Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ ｏｆ Ｍａｃｒ

ｏｓｔｅｐｓ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

ａｎｄ Ｄｅｓｉｇｎ ｏｆ Ｃｏｎ

ｔｒｏｌ Ｐａｔｔｅｒｎ ｆｏｒ Ｓｏ

ｌｕｔｉｏｎ Ｇｒｏｗｔｈ ｏｆ Ｓ

ｉＣ 

第８３回応用物理学会秋季学術講演会 2022.9 

磯野 優， 横山 

知郎， 沓掛 健太

朗， 原田 俊太， 

田川 美穂， 宇治

原 徹 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

トポロジーと機械学習を

用いたＳｉＣ溶液成長に

おける流れ分布の最適

化 

第８２回応用物理学会秋季学術講演会 2021.9 

宇治原 徹， 鈴木 

皓己， 古庄 智

明， 沓掛 健太

朗， 黨 一帆， 

劉 欣博， 朱 

燦， 周 惠琴， 

深見 勇馬， 太田 

壮音， 関 翔太， 

霜田 大貴， 中西 

祐貴， 島 颯一， 

布野 日奈子， 上

松 浩， 原田 俊

太， 田川 美穂 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

大口径ＳｉＣ溶液成長の

現状と課題 

第８３回応用物理学会秋季学術講演会 2022.9 

宇治原 徹、朱 

燦、角岡 洋介、鈴

木 皓己、郁 万

成、劉 欣博、黨 

一帆、古庄 智明、

磯野 優、沓掛 健

太朗、原田 俊太、

田川 美穂 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

溶液成長法による６イン

チＳｉＣ結晶の育成にお

いて活用したプロセス・

インフォマティクス技術

開発 

公益社団法人日本金属学会２０２１年秋

期第１６９回講演大会 

2021.9 
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Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕｔｓｕ

ｋａｋｅ 

ＲＩＫＥＮ Ｒｅｖｉｅｗ ｏｆ ｍａｃｈｉｎｅ 

ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ 

ｆｏｒ ｃｒｙｓｔａｌ ｇｒｏｗｔｈ ｒ

ｅｓｅａｒｃｈ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇ

ｒｏｗｔｈ 

127598 2024.1 

Ｔａｋａｈｉｒｏ Ｇｏｔｏ

ｗ， Ｔｓｕｔｏｍｕ 

Ｓｏｎｏｄａ， Ｔｏｋｉｏ 

Ｔａｋａｈａｓｈｉ， Ｈｉ

ｓａｓｈｉ Ｙａｍａｄａ， 

Ｔｏｓｈｉｈｉｄｅ Ｉｄｅ， 

Ｒｅｉｋｏ Ａｚｕｍｉ， 

Ｍｉｔｓｕａｋｉ Ｓｈｉｍｉ

ｚｕ， Ｙｏｓｕｋｅ Ｔ

ｓｕｎｏｏｋａ， Ｓｈｏｔ

ａ Ｓｅｋｉ， Ｋｅｎｔａ

ｒｏ Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， 

Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

国立研究開発

法人 産業技

術総合研究

所、国立大学

法人 東海国

立大学機構 

名古屋大学 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ａｎｄ ａｎａｌｙｓ

ｉｓ ｏｆ ｕｎｄｏｐｅｄ ＧａＮ 

ｇｒｏｗｎ ｉｎ ａ ｈｏｒｉｚｏｎｔ

ａｌ ｌａｍｉｎａｒ ｆｌｏｗ ＭＯ

ＣＶＤ ｒｅａｃｔｏｒ 

Ｍａｔｅｒｉａｌｓ Ｓｃｉｅｎｃｅ ｉｎ 

Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ Ｐｒｏｃ

ｅｓｓｉｎｇ 

109258 2025.3 

Ｔａｋａｈｉｒｏ Ｇｏｔｏ

ｗ， Ｔｓｕｔｏｍｕ 

Ｓｏｎｏｄａ， Ｔｏｋｉｏ 

Ｔａｋａｈａｓｈｉ， Ｈｉ

ｓａｓｈｉ Ｙａｍａｄａ， 

Ｔｏｓｈｉｈｉｄｅ Ｉｄｅ． 

Ｒｅｉｋｏ Ａｚｕｍｉ． 

Ｍｉｔｓｕａｋｉ Ｓｈｉｍｉ

ｚｕ， Ｙｏｓｕｋｅ Ｔ

ｓｕｎｏｏｋａ， Ｓｈｏｔ

ａ Ｓｅｋｉ， Ｋｅｎｔａ

ｒｏ Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， 

Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈａｒａ 

国立研究開発

法人 産業技

術総合研究

所、国立大学

法人 東海国

立大学機構 

名古屋大学 

Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ ｏｆ ｆｅ

ａｔｕｒｅｄ ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ ｆ

ｏｒ ＧａＮ ｓｕｒｆａｃｅ ｍｏｒ

ｐｈｏｌｏｇｉｅｓ ｂｙ ｕｓｉｎｇ 

ａ ２Ｄ ｇｒｏｗｔｈ ｓｉｍｕｌａ

ｔｉｏｎ 

Ｖａｃｕｕｍ 114428 2025.5 

Ｙ． Ｄａｎｇ， Ｃ． 

Ｚｈｕ， Ｍ． Ｉｋｕ

ｍｉ， Ｍ． Ｔａｋａｉ

ｓｈｉ， Ｗ． Ｙｕ， 

Ｗ． Ｈｕａｎｇ， 

Ｘ． Ｌｉｕ， Ｋ． 

Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， 

Ｓ． Ｈａｒａｄａ， 

Ｍ． Ｔａｇａｗａ ａ

ｎｄ Ｔ． Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａｄａｐｔｉｖｅ ｐｒｏｃｅｓｓ ｃｏ

ｎｔｒｏｌ ｆｏｒ ｃｒｙｓｔａｌ ｇｒｏ

ｗｔｈ ｕｓｉｎｇ ｍａｃｈｉｎｅ 

ｌｅａｒｎｉｎｇ ｆｏｒ ｈｉｇｈ－ｓ

ｐｅｅｄ ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ： ａｐｐ

ｌｉｃａｔｉｏｎ ｔｏ ＳｉＣ ｓｏｌｕ

ｔｉｏｎ ｇｒｏｗｔｈ 

ＣｒｙｓｔＥｎｇＣｏｍｍ  1982 2021.1 

Ｗ． Ｙｕ， Ｃ． 

Ｚｈｕ， Ｙ． Ｔｓｕ

ｎｏｏｋａ， Ｗ． Ｈ

ｕａｎｇ， Ｙ． Ｄａｎ

ｇ， Ｋ． Ｋｕｔｓｕｋ

ａｋｅ， Ｓ． Ｈａｒａ

ｄａ， Ｍ． Ｔａｇａ

ｗａ ａｎｄ Ｔ． Ｕｊ

ｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌ ｄｅｓｉｇｎ 

ｏｆ ａ ｃｒｙｓｔａｌ ｇｒｏｗｔｈ 

ｓｙｓｔｅｍ ｇｕｉｄｅｄ ｂｙ ａ 

ｍａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ ａｌｇ

ｏｒｉｔｈｍ 

ＣｒｙｓｔＥｎｇＣｏｍｍ 2695 2021.2 

宇治原徹・朱燦・

角岡洋介・古庄智

明・鈴木皓己・沓

掛健太朗・高石将

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

大口径ＳｉＣバルク結晶成

長における主要技術とプ

ロセス・インフォマティクス

の活用（（Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 

日本結晶成長学会誌 ４

８巻３号，２０２１年 

null 2021.9 
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輝・郁万成・黨一

帆・磯野優・竹内

一郎・田川美穂・

原田俊太 

ｆｏｒ ｌａｒｇｅ－ｄｉａｍｅｔｅｒ 

ＳｉＣ ｃｒｙｓｔａｌ ｇｒｏｗｔｈ 

ａｎｄ ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ ｐ

ｒｏｃｅｓｓ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ）） 

Ｙｉｆａｎ Ｄａｎｇ， 

Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕｔｓｕ

ｋａｋｅ， Ｘｉｎ Ｌｉ

ｕ， Ｙｏｓｈｉｋｉ Ｉｎ

ｏｕｅ， Ｘｉｎｂｏ Ｌｉ

ｕ， Ｓｈｏｔａ Ｓｅｋ

ｉ， Ｃａｎ Ｚｈｕ， 

Ｓｈｕｎｔａ Ｈａｒａｄ

ａ， Ｍｉｈｏ Ｔａｇａ

ｗａ， Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈ

ａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｌｅａｒｎｉｎｇ

－Ｂａｓｅｄ Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ 

Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｐｒｅｄ

ｉｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｕｎｓｔｅａｄｙ 

Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒｏｗｔｈ 

ＡＤＶＡＮＣＥＤ ＴＨＥＯ

ＲＹ ＡＮＤ ＳＩＭＵＬＡＴ

ＩＯＮＳ 

null 2022.7 

Ｍａｓａｒｕ Ｉｓｏｎｏ， 

Ｓｈｕｎｔａ Ｈａｒａｄ

ａ， Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋ

ｕｔｓｕｋａｋｅ， Ｔｏ

ｍｏｏ Ｙｏｋｏｙａｍ

ａ， Ｍｉｈｏ Ｔａｇａ

ｗａ， Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈ

ａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｆｌｏ

ｗ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｂｙ Ｔ

ｏｐｏｌｏｇｉｃａｌ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏ

ｎ ａｎｄ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａ

ｒｎｉｎｇ ｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ Ｇ

ｒｏｗｔｈ ｏｆ ＳｉＣ 

ＡＤＶＡＮＣＥＤ ＴＨＥＯ

ＲＹ ＡＮＤ ＳＩＭＵＬＡＴ

ＩＯＮＳ 

null 2022.7 

Ｙｕｋｉ Ｎａｋａｎｉｓｈ

ｉ， Ｋｅｎｔａｒｏ Ｋｕ

ｔｓｕｋａｋｅ， Ｙｉｆａｎ 

Ｄａｎｇ， Ｓｈｕｎｔａ 

Ｈａｒａｄａ， Ｍｉｈｏ 

Ｔａｇａｗａ， Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ Ｍａｃｒｏｓｔ

ｅｐ Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ ｖｉａ Ｃ

ａｒｂｏｎ Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ Ｆｉｅｌ

ｄ ｉｎ ＳｉＣ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 

Ｇｒｏｗｔｈ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇ

ｒｏｗｔｈ 

127609 2024.4 

Ｙｉｆａｎ Ｄａｎｇ＊， 

Ｘｉｎｂｏ Ｌｉｕ， Ｃａ

ｎ Ｚｈｕ， Ｙｕｍａ 

Ｆｕｋａｍｉ， Ｓｈｕｙ

ａｎｇ Ｍａ， Ｈｕｉｑ

ｉｎ Ｚｈｏｕ， Ｘｉｎ 

Ｌｉｕ， Ｋｅｎｔａｒｏ 

Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， Ｓ

ｈｕｎｔａ Ｈａｒａｄａ， 

ａｎｄ Ｔｏｒｕ Ｕｊｉｈ

ａｒａ 

国立大学法人 

東海国立大学

機構 名古屋

大学 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ－Ｂａｓｅｄ Ｄｅ

ｓｉｇｎ ｏｆ ｔｈｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ 

Ｐａｔｔｅｒｎ ｆｏｒ Ｕｎｉｆｏｒｍ 

Ｍａｃｒｏｓｔｅｐ Ｍｏｒｐｈｏｌｏ

ｇｙ ｉｎ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ Ｇｒｏ

ｗｔｈ ｏｆ ＳｉＣ 

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｃｈｅｍｉｃａｌ 

Ｓｏｃｉｅｔｙ 

null 2023.1 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・

PCT 

出願日 状態 名称 

国立大学法人

東海国立大学

機構，国立研究

開発法人理化

学研究所 

２０２２－０２７２０１ ＪＰ：日本国 2022.2.24 出願継続中 学習方法、学習装置、学習プ

ログラム、制御方法、制御装

置、及び制御プログラム 

国立大学法人

東海国立大学

ＰＣＴ／ＪＰ２０２３／

００５０９１ 

ＪＰ：日本国 2023.2.15 出願継続中 学習方法、学習装置、学習プ

ログラム、制御方法、制御装
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機構，国立研究

開発法人理化

学研究所 

置、及び制御プログラム 

国立大学法人

東海国立大学

機構，国立研究

開発法人理化

学研究所 

２０２４－５０３０６０ ＪＰ：日本国 2024.8.26 出願継続中 学習方法、学習装置、学習プ

ログラム、制御方法、制御装

置、及び制御プログラム 

 

（４）受賞実績 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｔａｋａｈｉｒｏ Ｇｏｔｏｗ， 

Ｔｓｕｔｏｍｕ Ｓｏｎｏｄａ， 

Ｔｏｋｉｏ Ｔａｋａｈａｓｈｉ， 

Ｈｉｓａｓｈｉ Ｙａｍａｄａ， 

Ｔｏｓｈｉｈｉｄｅ Ｉｄｅ， Ｒｅｉ

ｋｏ Ａｚｕｍｉ， Ｍｉｔｓｕａ

ｋｉ Ｓｈｉｍｉｚｕ， Ｙｏｓｕｋ

ｅ Ｔｓｕｎｏｏｋａ， Ｓｈｏｔ

ａ Ｓｅｋｉ， Ｋｅｎｔａｒｏ 

Ｋｕｔｓｕｋａｋｅ， Ｔｏｒｕ 

Ｕｊｉｈａｒａ 

国立研究開発

法人 産業技術

総合研究所、国

立大学法人 東

海国立大学機

構 名古屋大学 

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｏｆ ｕｎｄ

ｏｐｅｄ ＧａＮ ｕｓｉｎｇ 

ａ ２Ｄ ＭＯＣＶＤ ｓｉ

ｍｕｌａｔｏｒ 

ＩＳＰｌａｓｍａ ２０２５ （１７ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ

ｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ａｄｖａｎｃｅｄ 

Ｐｌａｓｍａ Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ ｉｔｓ Ａｐｐｌｉｃ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｎｉｔｒｉｄｅｓ ａｎｄ Ｎａｎｏｍ

ａｔｅｒｉａｌｓ） 

2025.3 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

宇治原徹 国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

実世界の時間は遅すぎる ｙｏｕｔｕｂｅ 予備校のノリで学ぶ

「大学の数学・物理」 

2022.1 

Ｃ． ＺＨＵ，宇治

原徹 

国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

名大、欠陥の少ない高品

質な６インチＳｉＣ単結晶基

板の作製に成功 

ＢＩＧＬＯＢＥニュース 2021.10 

Ｃ． ＺＨＵ，宇治

原徹 

国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

名大、欠陥の少ない高品

質な６インチＳｉＣ単結晶基

板の作製に成功 

Ｒａｋｕｔｅｎ Ｉｎｆｏｓｅｅｋ 2021.10 

Ｃ． ＺＨＵ，宇治

原徹 

国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

名大、欠陥の少ない高品

質な６インチＳｉＣ単結晶基

板の作製に成功 

マイナビニュース 2021.10 

Ｃ． ＺＨＵ，宇治

原徹 

国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

脱炭素社会に向けて新技

術！ ～ＡＩ 利用で高品

質な ６ インチの ＳｉＣ 

結晶成長 の開発を短期

間で実現～ 

プレスリリース 2021.10 

宇治原徹 国立大学法人 東

海国立大学機構 

名古屋大学 

次世代半導体、ＡＩで欠陥１

００分の１に 名大が手法開

発 

日本経済新聞 2021.11 
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（１）研究発表・講演 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｍｓｔ Ｒｕｂａｙａ 

Ｒａｓｈｉｄ， Ｍｏｕｓ

ｕｍｉ Ａｋｔｅｒ， Ａ

ｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈ

ｅｄｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｋ

ａｚｕｋｉ Ｓａｄａ， 

Ａｋｉｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

京都大学 他 Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ ｏｆ ｃｏｌｌｅｃｔｉｖｅ 

ｆｏｒｃｅ ｇｅｎｅｒａｔｅｄ ｂｙ ｔｈｅ 

ｓｗａｒｍｉｎｇ ｏｆ ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌ

ｅｓ ｕｓｉｎｇ ａｎ ｅｌｅｃｔｒｏｍａｇ

ｎｅｔｉｃ ｔｗｅｅｚｅｒ 

Ａｃｔｉｖｅ ｍａｔｔｅｒ ｌａｂ ｗｏｒｋｓｈｏｐ 

２０２３ 

2023.10 

Ｍｓｔ Ｒｕｂａｙａ 

Ｒａｓｈｉｄ， Ｍｏｕｓ

ｕｍｉ Ａｋｔｅｒ， Ａ

ｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈ

ｅｄｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｋ

ａｚｕｋｉ Ｓａｄａ， 

Ａｋｉｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

京都大学 他 Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｉｔｙ ｉｎ ｆｏｒｃｅ ｇ

ｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｂｙ ｋｉｎｅｓｉｎ－ｐｒ

ｏｐｅｌｌｅｄ ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ’ｓ ｓ

ｗａｒｍ ｕｓｉｎｇ ａｎ ｅｌｅｃｔｒｏｍ

ａｇｎｅｔｉｃ ｔｗｅｅｚｅｒ 

Ｔｈｅ ６１ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ 

ｏｆ ｔｈｅ Ｂｉｏｐｈｙｓｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ 

ｏｆ Ｊａｐａｎ 

2023.11 

Ｍｓｔ Ｒｕｂａｙａ 

Ｒａｓｈｉｄ， Ｍｏｕｓ

ｕｍｉ Ａｋｔｅｒ， Ａ

ｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈ

ｅｄｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｋ

ａｚｕｋｉ Ｓａｄａ， 

Ａｋｉｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

京都大学 他 Ｆｏｒｃｅ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ ｏｆ 

Ｋｉｎｅｓｉｎ Ｐｒｏｐｅｌｌｅｄ Ｍｉｃｒｏ

ｔｕｂｕｌｅｓ ｉｎ Ｓｗａｒｍｉｎｇ Ｕｓ

ｉｎｇ ａｎ Ｅｌｅｃｔｒｏｍａｇｎｅｔｉｃ 

Ｔｗｅｅｚｅｒ  

Ｔｈｅ １３ｔｈ ＳＰＳＪ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｐｏｌｙｍｅｒ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ （ＩＰＣ

２０２３） 

2023.7 

Ｍｓｔ Ｒｕｂａｙａ 

Ｒａｓｈｉｄ， Ｍｏｕｓ

ｕｍｉ Ａｋｔｅｒ， Ａ

ｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈ

ｅｄｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｋ

ａｚｕｋｉ Ｓａｄａ， 

Ａｋｉｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

京都大学 他 Ｆｏｒｃｅ ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｏｆ ｋｉｎ

ｅｓｉｎ－ｐｒｏｐｅｌｌｅｄ ｍｉｃｒｏｔｕｂ

ｕｌｅ’ｓ ｓｗａｒｍ ｕｓｉｎｇ ａｎ ｅ

ｌｅｃｔｒｏｍａｇｎｅｔｉｃ ｔｗｅｅｚｅｒ 

２８ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎ

ｃｅ ｏｎ Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ Ｐｈｙｓｉｃｓ， 

Ｓｔａｔｐｈｙｓ２８ 

2023.8 

北海道大学  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｓｗａｒｍ Ｒｏｂｏｔ 

ｉｎ Ｒｅａｌ Ｌｉｆｅ 

分子ロボット VR 共創環境キックオ

フシンポジウム 

2021.3 

近藤 洋隆 関西大学 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ａ Ｐｒｏｔｏ

ｔｙｐｅ VR ＡＦＭ Ｍａｎｉｐｕｌａ

ｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ Ｅｍｕｌａｔｅｄ 

ｂｙ ａ Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ Ｍａｃｈｉｎ

ｅ 

ＣＢＩ学会２０２１年大会 2021.10 

近藤 洋隆 関西大学 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ａ Ｐｒｏｔｏ

ｔｙｐｅ ｏｆ ｖｏｉｃｅ－ｏｐｅｒａｔｅｄ 

VR Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｄｅｓｉｇｎ Ｅ

ｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

近藤 洋隆 関西大学 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ａ Ｓｕｐｅ

ｒｖｉｓｅｄ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ ＤＮＡ Ｓｅｑｕｅ

ｎｃｅ Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ ｆｒｏｍ Ｄ

ＮAIｍａｇｅｓ 

ＣＢＩ学会２０２４年大会 2024.10 

テーマ名 ①-3-8 AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 

実施者名 株式会社分子ロボット総合研究所、京都大学、関西大学 
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近藤 洋隆 関西大学 Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ ｏｆ ａ Ｐｒｏｔｏ

ｔｙｐｅ VR ＡＦＭ Ｍａｎｉｐｕｌａ

ｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ Ｅｍｕｌａｔｅｄ 

ｂｙ ａ Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ Ｍａｃｈｉｎ

ｅ 

ＣＢＩ学会２０２２年大会 2022.10 

近藤 洋隆 関西大学 Ａ Ｍａｎｉｐｕｌａｔｏｒ ａｓ ａｎ Ｅ

ｍｕｌａｔｏｒ ｏｆ ＡＦＭ ａｎｄ ｉｔ

ｓ Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ 

Ｓｙｓｔｅｍ ｉｎ ａ VR Ｅｎｖｉｒｏ

ｎｍｅｎｔ 

分子ロボット VR 共創環境キックオ

フシンポジウム 

2021.3 

葛谷 明紀 関西大学 Ｎａｎｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ ＤＮＡ Ｏ

ｒｉｇａｍｉ Ｄｅｖｉｃｅｓ Ｓｕｉｔａｂｌｅ 

ｆｏｒ Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ ＡＦＭ 

分子ロボット VR 共創環境キックオ

フシンポジウム 

2021.3 

葛谷 明紀 関西大学 分子ロボットの部材としてのＤ

ＮＡ 

ＣＢＩ学会第２回分子ロボット倫理研

究会 

2023.3 

葛谷 明紀 関西大学 分子人工ホタルの開発 ＣＢＩ学会分子ロボット倫理研究会 2024.3 

葛谷 明紀 関西大学 Ｄｅｎｄｒｉｃ ＤＮＡ Ｏｒｉｇａｍｉ ｆ

ｏｒ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ ＤＤＳ Ｃａｒｒｉｅ

ｒ 

Ｔｈｅ ２８ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎ

ｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ ＤＮＡ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 

ａｎｄ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ 

（ＤＮＡ２８） 

2022.8 

Ｈｕ Ｘｉａｏｒａｎ 東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｏｆ ｓｕｐｅｒ－

ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ ＤＮＡ ＡＦＭ ｉ

ｍａｇｅｓ ｗｉｔｈ VR ＤＮＡ  

ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｍｏｄｅｌｓ 

ＣＢＩ学会２０２１年大会 2021.10 

Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｇｕｔｍ

ａｎｎ 

東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

Ｔｏｗａｒｄ Ｈａｎｄｓ－ｏｎ Ｍｏｌ

ｅｃｕｌａｒ Ｄｅｓｉｇｎ ａｎｄ Ｔｅｓｔｉ

ｎｇ Ｅｎａｂｌｅｄ ｂｙ  

Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ VR Ｓｉｍｕｌａｔｉｏ

ｎ 

ＣＢＩ学会２０２１年大会 2021.10 

Ｍａ Ｃｈｅｎ 東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

Ｔｒａｃｋｉｎｇ ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ ｇｒ

ｏｕｐｓ ｗｉｔｈ ｄｅｅｐ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ａｎｄ ｏｐｔｉｃａｌ ｆｌｏｗ 

ＣＢＩ学会２０２１年大会 2021.10 

小長谷 明彦 （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｔｏｗａｒｄ ａ ｃｏ－ｃｒｅａｔｉｏｎ 

ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ｆｏｒ ｍｏｌｅｃｕｌ

ａｒ ｒｏｂｏｔｉｃｓ ｗｉｔｈ VR ａｎ

ｄ AI ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 

Ｐａｃｉｆｉｃｈｅｍ２０２１ 2021.12 

Ｈｕ Ｘｉａｏｒａｎ 東京工業大学・

（同）分子ロボット

総合研究所  

ＡＦＭ ＤＮAIｍａｇｅ Ｓｕｐｅｒ 

Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ ｗｉｔｈ Ｄｅｅｐ Ｌ

ｅａｒｎｉｎｇ ａｎｄ ３Ｄ Ｓｉｍｕｌａｔ

ｉｏｎ Ｍｏｄｅｌ 

VR 共創環境キックオフシンポジウ

ム 

2021.3 

小長谷 明彦 （同）分子ロボット

総合研究所 

AI 予測同期制御技術を用い

て対象を自然に操作できる

VR 共創環境を目指して 

情報処理学会第６５回バイオ研究

会 

2021.3 

Ｚｈａｎｇ Ｙｕｈｕｉ 東京工業大学・

（同）分子ロボット

総合研究所  

Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｖｅ Ａｕｔｏ－Ｅｎｃ

ｏｄｅｒ ｏｆ Ｐｏｉｎｔ Ｃｌｏｕｄｓ ｗ

ｉｔｈ Ｉｒｒｅｇｕｌａｒ Ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏ

ｎｓ 

VR 共創環境キックオフシンポジウ

ム 

2021.3 
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Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｇｕｔｍ

ａｎｎ 

東京工業大学・

（同）分子ロボット

総合研究所  

Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅｓ， Ｋｎｏｗｌｅｄｇ

ｅ Ｃｒｅａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｇｕｉｄｉｎｇ 

Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｍｏ

ｌｅｃｕｌａｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

VR 共創環境キックオフシンポジウ

ム 

2021.3 

Ａｒｉｆ Ｐｒａｍｕｄｗｉ

ａｔｏｍｏｋｏ 

東京工業大学・

（同）分子ロボット

総合研究所  

Ｔｅｎｓｅｇｒｉｔｙ Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏ

ｎ Ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ Ｖｉｓｃｏｅｌａｓｔｉ

ｃ  

VR 共創環境キックオフシンポジウ

ム 

2021.3 

Ｍａ Ｃｈｅｎ 東京工業大学・

（同）分子ロボット

総合研究所  

Ｔｒａｃｋｉｎｇ Ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ Ｇ

ｒｏｕｐｓ ｏｎ Ｇｌｉｄｉｎｇ Ａｓｓａｙ 

Ｖｉｄｅｏｓ 

VR 共創環境キックオフシンポジウ

ム 

2021.3 

Ｈｕ Ｘｉａｏｒａｎ 東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

ＤＮＡ ＡＦＭ ｉｍａｇｅｓ ｉｎ Ｓ

ｕｐｅｒ－ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ ｂｙ VR 

ｓｙｓｔｅｍ ａｎｄ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎ

ｉｎｇ 

ＣＢＩ学会２０２２年大会 2022.10 

廣井 聡一郎 東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｄｅｔｅｃｔｉｏ

ｎ ｏｆ Ｇｉａｎｔ Ｖｅｓｉｃｌｅｓ Ｕｓｉ

ｎｇ ａ Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ Ｄａｔａ Ｓ

ｅｔ ｏｆ Ｃｏｎｆｏｃａｌ Ｆｌｕｏｒｅｓｃ

ｅｎｃｅ Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ Ｉｍａｇｅｓ 

ＣＢＩ学会２０２２年大会 2022.10 

Ｍａ Ｃｈｅｎ 東京工業大学・

（株）分子ロボット

総合研究所  

Ｏｒｄｅｒ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ａｎａｌｙｓ

ｉｓ ｏｆ Ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ Ｍｏｔｉｌｉ

ｔｙ Ｄｙｎａｍｉｃｓ 

ＣＢＩ学会２０２２年大会 2022.10 

小長谷 明彦 （株）分子ロボット

総合研究所 

クラウド VR を用いた分子設計

共創環境（ＣＣＥ） 

ＢｉｏＪａｐａｎ２０２２  2022.10 

Ｍａ Ｃｈｅｎ （株）分子ロボット

総合研究所 

３Ｄ Ｐｏｉｎｔ Ｃｌｏｕｄ Ａｎａｌｙｓｉ

ｓ ｏｆ Ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ Ｍｏｔｉｌｉ

ｔｙ Ｄｙｎａｍｉｃｓ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

廣井 聡一郎 （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ－Ｂａｓｅｄ 

Ｄｅｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎ ｏｆ Ｃｏｎｆｏ

ｃａｌ Ｌａｓｅｒ－ｓｃａｎｎｉｎｇ 

Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐ

ｙ Ｉｍａｇｅｓ ｆｏｒ Ｅｎｈａｎｃｅｄ 

Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｇｉａｎｔ 

Ｖｅｓｉｃｌｅｓ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

Ｈｕ Ｘｉａｏｒａｎ （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｈｉｇｈ－Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ ＡＦＭ 

Ｉｍａｇｉｎｇ ｏｆ ＤＮＡ Ｓｔｒｕｃｔ

ｕｒｅｓ： Ａｎ Ａｐｐｒｏａｃｈ ｖｉａ 

Ｃｙｃｌｅ ＧＡＮｓ ａｎｄ Ｖｉｒｔｕａ

ｌ Ｒｅａｌｉｔｙ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

Ｚｈａｎｇ Ｙｕｈｕｉ （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ VR Ｍｏｌｅｃｕｌ

ａｒ Ｒｅｎｄｅｒｉｎｇ ｆｏｒ Ｃｏ－ｃｒ

ｅａｔｉｏｎ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

小長谷 明彦 （株）分子ロボット

総合研究所 

AI と VR を活用した分子ロ

ボット共創環境の研究開発 

ＮＥＤＯ AI シンポジウム 2023.2 

Ｚｈａｎｇ Ｙｕｈｕｉ （株）分子ロボット

総合研究所 

Ａ Ｖｉｒｔｕａｌ Ｒｅａｌｉｔｙ Ｐｌａｔｆｏ

ｒｍ ｆｏｒ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｄｙｎａ

ｍｉｃｓ Ｂａｓｅｄ ｏｎ Ｕｎｉｔｙ Ｅ

ｎｇｉｎｅ 

ＣＢＩ学会２０２４年大会 2024.10 
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廣井 聡一郎 （株）分子ロボット

総合研究所 

ＧＡＮ－Ｂａｓｅｄ Ｍｕｌｔｉ－Ａｘｉ

ｓ Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ－Ｅｎｈａｎｃｅｄ 

３Ｄ Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｇｉａ

ｎｔ Ｖｅｓｉｃｌｅ 

ＣＢＩ学会２０２４年大会 2024.10 

Ｈａｎ Ｑｕｉｈａｎ  （株）分子ロボット

総合研究所 

３Ｄ ＤＮＡ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ｇｅｎ

ｅｒａｔｏｒ ｆｏｒ ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ ｃｏ

ｎｓｔｒAIｎｅｄ ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｄｙｎ

ａｍｉｃｓ ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎｓ 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

中田 登志之 （株）分子ロボット

総合研究所 

ＣＵＤＡとＭＰＩを用いた分子

動力学シミュレーションのハイ

ブリッド手法の研究 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

Ｍａ Ｃｈｅｎ （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｈａｎｄ Ｍｏｔｉｏｎ Ｔｒａｃｋｉｎｇ 

ｆｏｒ VR Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒｓ Ｕｓｉｎ

ｇ ａ Ｓｉｎｇｌｅ ＩＭＵ， ＴｏＦ 

Ｓｅｎｓｏｒ， ａｎｄ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

Ｚｈａｎｇ Ｙｕｈｕｉ （株）分子ロボット

総合研究所 

Ｒｅｓｅａｒｃｈｅｒ－ｆｒｉｅｎｄｌｙ VR 

Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｄｙｎａｍｉｃｓ Ｖｉｅ

ｗｅｒ： Ｕｎｉｔｙ３Ｄ Ａｐｐｓ ｆｏｒ 

Ｍａｓｓｉｖｅ VR Ｍｏｌｅｃｕｌｅ Ｒ

ｅｎｄｅｒｉｎｇ 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｇｕｔｍ

ａｎｎ 

（株）分子ロボット

総合研究所 

Ｕｎｌｏｃｋｉｎｇ ＣｏｎｓｔｒAIｎｅｄ Ｉ

ｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｓｉ

ｍｕｌａｔｉｏｎ： Ｈａｒｎｅｓｓｉｎｇ Ｇ

ＰＵ， Ｃｌｏｕｄ， VR， ａｎｄ 

AI 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

小長谷 明彦 （株）分子ロボット

総合研究所 

分子ロボットの過去、現在、未

来 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

廣井 聡一郎 （株）分子ロボット

総合研究所 

合成データセットを活用した

深層学習によるジャイアントベ

シクル３次元画像の鮮明化 

第四回分子ロボット倫理研究会 2025.3 

小長谷 明彦 （株）分子ロボット

総合研究所 

AI と VR を活用した分子ロ

ボット共創環境の研究開発 

―人と共生する分子ロボットの

創成を目指して― 

第５２回新産業技術促進検討会シ

ンポジウム 

2024.8 

 

（２）論文 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

Ａｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈｅｄ

ｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｔａｓｒｉｎ

ａ Ｍｕｎｍｕｎ， Ｔｏｍ

ｏｈｉｋｏ Ｈａｙａｓｈｉ， 

Ｓａｔｏｓｈｉ Ｙａｓｕｄａ； 

Ａｔｓｕｓｈｉ Ｐ Ｋｉｍｕｒ

ａ， Ｍａｓａｈｉｒｏ Ｋｉｎ

ｏｓｈｉｔａ， Ｔａｋｅｓｈｉ 

Ｍｕｒａｔａ， Ｋａｚｕｋｉ 

Ｓａｄａ， ＊Ａｋｉｒａ Ｋ

ａｋｕｇｏ 

北海道大学

他 

Ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ ｔｈｅ ｒｉｇｉｄｉｔ

ｙ ｏｆ ｋｉｎｅｓｉｎ－ｐｒｏｐｅｌｌｅ

ｄ ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅｓ ｉｎ ａｎ 

ｉｎ ｖｉｔｒｏ ｇｌｉｄｉｎｇ ａｓｓａｙ 

ｕｓｉｎｇ ｔｈｅ ｄｅｅｐ－ｓｅａ 

ｏｓｍｏｌｙｔｅ ｔｒｉｍｅｔｈｙｌａｍｉ

ｎｅ Ｎ－ｏｘｉｄｅ 

ＡＣＳ Ｏｍｅｇａ 3796-3803  2022.1 
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角五 彰 他 北海道大学

他 

Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ ｃａｒｇｏ ｔｒａ

ｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ ｂｙ ａ ｓｗａｒ

ｍ ｏｆ ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｍａｃｈｉ

ｎｅｓ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ abm0677 2022.4 

Ａｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈｅｄ

ｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｔａｓｒｉｎ

ａ Ｍｕｎｍｕｎ， Ｋａｚ

ｕｋｉ Ｓａｄａ， ＊Ａｋｉｒ

ａ Ｋａｋｕｇｏ 

北海道大学

他 

Ｆｌｕｃｔｕａｔｉｏｎ ｉｎ ｔｈｅ ｓｌｉ

ｄｉｎｇ ｍｏｖｅｍｅｎｔ ｏｆ ｋｉ

ｎｅｓｉｎ－ｄｒｉｖｅｎ ｍｉｃｒｏｔｕ

ｂｕｌｅｓ ｉｓ ｒｅｇｕｌａｔｅｄ ｕｓｉ

ｎｇ ｔｈｅ ｄｅｅｐ－ｓｅａ ｏｓ

ｍｏｌｙｔｅ ｔｒｉｍｅｔｈｙｌａｍｉｎｅ 

Ｎ－ｏｘｉｄｅ 

ＡＣＳ Ｏｍｅｇａ 18597–

18604  

2022.5 

Ｓａｔｓｕｋｉ Ｉｓｈｉｉ， Ｍ

ｏｕｓｕｍｉ Ａｋｔｅｒ， Ｋ

ｅｉｊｉ Ｍｕｒａｙａｍａ， 

Ａｒｉｆ Ｍｄ． Ｒａｓｈｅｄ

ｕｌ Ｋａｂｉｒ， Ｈｉｒｏｙｕ

ｋｉ Ａｓａｎｕｍａ ， Ｋ

ａｚｕｋｉ Ｓａｄａ， ＊Ａ

ｋｉｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

北海道大学

他 

Ｋｉｎｅｓｉｎ ｍｏｔｏｒｓ ｄｒｉｖｅｎ 

ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ ｓｗａｒｍｉｎｇ 

ｔｒｉｇｇｅｒｅｄ ｂｙ ＵＶ ｌｉｇｈｔ 

Ｐｏｌｙｍｅｒ Ｊｏｕｒｎａｌ 1501–1507  2022.8 

Ｍ． Ｒ． Ｒａｓｈｉｄ， 

Ｃ． Ｇａｎｓｅｒ， Ｍ． 

Ａｋｔｅｒ， Ｓ． Ｒ． Ｎ

ａｓｒｉｎ， Ａ． Ｍ． 

Ｒ． Ｋａｂｉｒ， Ｋ． Ｓ

ａｄａ， Ｔ． Ｕｃｈｉｈａｓ

ｈｉ， Ａ． Ｋａｋｕｇｏ 

北海道大学

他 

３Ｄ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｏｆ ｒｉｎｇ

－ｓｈａｐｅｄ ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｅ 

ｓｗａｒｍｓ ｒｅｖｅａｌｅｄ ｂｙ ｈ

ｉｇｈ－ｓｐｅｅｄ ａｔｏｍｉｃ ｆｏｒ

ｃｅ ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ 

Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ Ｌｅｔｔｅｒｓ 100-104 2023.1 

角五彰、小長谷 明

彦、 葛谷 明紀 

京都大学 

他 

分子ロボットの「群れ」の実

働に世界で初めて成功 AI

と VR の技術を組み込んだ

研究開発環境を活用 

自動車技術 108-111 2023 

葛谷 明紀 関西大学他 Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ ｃａｒｇｏ ｔｒａ

ｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ ｂｙ ａ ｓｗａｒ

ｍ ｏｆ ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｍａｃｈｉ

ｎｅｓ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ abm0677 2022.4 

Ａｋｉｈｉｋｏ Ｋｏｎａｇａｙ

ａ ， Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｇｕｔ

ｍａｎｎ ， Ｙｕｈｕｉ Ｚ

ｈａｎｇ  

（株）分子ロ

ボット総合

研究所 

Ｃｏ－ｃｒｅａｔｉｏｎ ｅｎｖｉｒｏｎｍ

ｅｎｔ ｗｉｔｈ ｃｌｏｕｄ ｖｉｒｔｕａｌ 

ｒｅａｌｉｔｙ ａｎｄ ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ 

ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ ｔ

ｏｗａｒｄ ｔｈｅ ｄｅｓｉｇｎ ｏｆ 

ｍｏｌｅｃｕｌａｒ ｒｏｂｏｔｓ 

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｉｎｔｅｇｒａｔ

ｉｖｅ Ｂｉｏｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ 

null 2022.10 

 

（３）特許等（知財） 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

株式会社分子

ロット総合研究所 

２０２２－８５３７ ＪＰ：日本国 2022.1.24 登録済み ネットワーク型ＶＲシ

ステム 

株式会社分子ロ

ボット総合研究

所 

２０２３－１９８７２７ ＪＰ：日本国 2023.11.23 登録済み 超解像処理方法、超

解像処理装置およ

びプログラム 

 

（４）受賞実績 
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発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｍｓｔ Ｒｕｂａｙａ Ｒ

ａｓｈｉｄ， Ｍｏｕｓｕｍ

ｉ Ａｋｔｅｒ， Ａｒｉｆ 

Ｍｄ． Ｒａｓｈｅｄｕｌ 

Ｋａｂｉｒ， Ｊａｋｉａ Ｊａ

ｎｎａｔ Ｋｅｙａ， Ｋａ

ｚｕｋｉ Ｓａｄａ， Ａｋｉ

ｒａ Ｋａｋｕｇｏ 

北海道大学他 Ｆｏｒｃｅ ｍｅａｓｕｒｅｍｅ

ｎｔ ｏｆ ｋｉｎｅｓｉｎ－ｐｒ

ｏｐｅｌｌｅｄ ｍｉｃｒｏｔｕｂ

ｕｌｅｓ ｉｎ ｓｗａｒｍｉｎｇ 

ｕｓｉｎｇ ｅｌｅｃｔｒｏｍａｇ

ｎｅｔｉｃ ｔｗｅｅｚｅｒｓ 

 ＣＢＩ ｓｏｃｉｅｔｙ ａｎｎｕａｌ ｍｅｅｔｉｎｇ ２０２２ 2022.11 

合同会社分子ロ

ボット総合研究所 

 東工大発ベンチャー

称号 

国立大学法人 東京工業大学 2020.9 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

北海道大学、九州

大学、関西大学、

名古屋大学 

 群れをなし、働き始めた分子

ロボット～実働するマイクロサ

イズの分子ロボットを世界に先

駆けて開発することに成功～ 

プレスリリース 2022.4 

葛谷 明紀 関西大学 極小スケールの“ものづくり大

革命”ＤＮＡオリガミ 

ＮＨＫ Ｅテレ「サイエンスＺＥＲＯ」

アンコール放送 

2020.11 

北海道大学、九州

大学、関西大学、

名古屋大学 

 群れをなし、働き始めた分子

ロボット～実働するマイクロサ

イズの分子ロボットを世界に先

駆けて開発することに成功～ 

プレスリリース 2022.4 

葛谷 明紀 関西大学 Ｎａｎｏｓｃａｌｅ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎ

ｇ ｗｉｔｈ ＤＮＡ Ｏｒｉｇａｍｉ 

ＮＨＫ国際放送 ”Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｖｉｅ

ｗ” 

2021.7 

合同会社分子ロ

ボット総合研究所 

 世界を変える、東工大イチオ

シベンチャーに選抜 

東京工業大学ベンチャーフェス

ティバル 

2021.3 

（株）分子ロボット

総合研究所、北海

道大学、関西大学 

 バイオとデジタルで広がる明

るい未来 

ＢｉｏＪａｐａｎ２０２２  2022.10 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 モダリティーの多様化がもたら

す革新的イノベーション 

ＢｉｏＪａｐａｎ２０２３ 2023.10 

（株）分子ロボット

総合研究所 

 ロボティクスがもたらす持続可

能な社会 

２０２３国際ロボット展 2023.10 

（株）分子ロボット

総合研究所 

 大規模データが切り拓く次世

代ヘルスケア～ゲノム情報・

診療情報が創り出す新しい創

薬と医療～ 

ＣＢＩ学会２０２３年大会 2023.10 

（株）分子ロボット

総合研究所 

 AI ＮＥＸＴ ＦＯＲＵＭ ２０２３

―ビジネスと AI 最新技術が

出会う、新たなイノベーション

が芽生える― 

ＮＥＤＯ AI シンポジウム 2023.2 
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（株）分子ロボット

総合研究所、北海

道大学、関西大学 

 第２２回 国際ナノテクノロ

ジー総合展・技術会議 

ｎａｎｏ ｔｅｃｈ ２０２３ 2023.2 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 イノベーションで未来のビジネ

スを拓く Ｂｒｉｄｇｅ ｔｏ Ｆｕｔｕｒ

ｅ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ： Ｉｎｎｏｖａｔｉｎｇ 

Ｎａｎｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

ｎａｎｏ ｔｅｃｈ ２０２５ 2025.1 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 第２３回 国際ナノテクノロ

ジー総合展・技術会議 

ｎａｎｏ ｔｅｃｈ ２０２４ 2024.1 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 AI を活用し、人と人、人とロ

ボットが距離の制約を超えて

つながる社会の実現 

第５２回新産業技術促進検討会シ

ンポジウム 

2024.10 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 バイオ×デジタルで広がる明

るい未来 

ＢｉｏＪａｐａｎ２０２４ 2024.10 

（株）分子ロボット

総合研究所、京都

大学、関西大学 

 多様性を生み出すデータ

ベースとモデリング研究 

ＣＢＩ学会２０２４年大会 2024.10 
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（１）研究発表・講演 

 

 ・国際ロボット展      プレゼン発表  （23 年 11 月） 

 ・リテールテックジャパン  講演      （24 年 3 月） 

 

（２）論文 

 なし 

 

（３）特許等 

 出願済み特許を次にに示す。なお、2022-024787, 2022-024788, 2022-024789 については国内登

録済、それ以外については出願済審査中である。 

 

テーマ名 
①-4-1 商品情報データベース構築のための研究開発／決済・在庫管理、商品把

持・配置業務の自動化推進に向けた商品画像データベース構築のための基盤技術

開発・社会実装推進研究 

実施者名 
アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社、ソフトバンク株式会社 

パナソニックコネクト株式会社 

出願番号 出願日 発明の要約 

2022-024787 

（意匠） 

2022-11-16 両回転枠部分意匠 

2022-024788 

（意匠） 

2022-11-16 カメラ回転枠部分意匠 

2022-024789 

（意匠） 

2022-11-16 ターンテーブル回転枠部分意匠 

2023-094190 2023-06-07 商品認識に誤判定のおそれがある場合でも、顧客又は店舗への影響が低い誤判

定（同価格品との混同など）であれば顧客支援の指示を抑制する 

2023-084486 2023-05-23 不審者の周辺に他の顧客がいる場合には万引きなどの警告を抑制し、他の顧客が

いない場合には警告を行うことで、万引きの抑制と他の顧客の心象悪化防止との

両立を図る 

2023-099279 2023-06-16 商品の補充や清掃などの作業を店員に指示する場合、店内の顧客の位置等に応

じて、作業の優先順位を変更する 

2023-108385 2023-06-30 清算時と補充時に商品の賞味期限を認識し、賞味期限切れ商品の誤販売や補充

のミスの防止、賞味期限の近い商品の売れ行き分析等を行う 

2023-093254 2023-06-06 携帯端末を所持していない顧客向けに、購入希望の商品の場所を電子棚札に表

示して案内する 

2023-106955 2023-06-29 電子棚札を使って商品を案内する際に、顧客の属性（身長等）の高さに対応する

棚札を選んで案内を行い、他の高さの棚札は通常通りの表示を行う 

2023-119922 2023-07-24 小売店で購入しようとしている食品の栄養情報の管理。食材か嗜好品かに応じた

表示や、栄養面から見た代替商品の提案等を行う 

2023-124479 2023-07-31 店舗内の複数の商品を購入する際の案内。顧客の状態（カートの有無・混雑度な

ど）や商品の特性（大きさ・重さ・冷凍など）を考慮して順序を提案する 
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（４）受賞実績 

 なし 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 

 

【新聞・雑誌等への掲載】 

 ・日本経済新聞 ロボットフレンドリー広告掲載（22 年８月） 

 ・日本経済新聞 ロボットフレンドリー広告掲載（23 年８月） 

 ・GS1 Japan Review 第 9 号 寄稿    （24 年 5 月） 

 ・日本経済新聞 ロボットフレンドリー記事掲載（24 年８月） 

 

【展示会への出展】 

 ・2023 国際ロボット展      展示    （23 年 11 月） 

 ・リテールテック JAPAN2024   展示    （24 年 3 月） 

 ・リテールテック JAPAN2025   展示    （25 年 3 月） 

 ・モノづくり日本会議         展示    （25 年 3 月） 

 ・モノづくり日本会議      ポスターセッション（25 年 3 月） 

 ・モノづくり日本会議      講演    （25 年 3 月） 

 

 上記の各種展示会においては、商品情報データベースおよび自動配送ロボット事業を展示ブース

にて紹介し、小売・ロボット関係者を含む関連業界ユーザーに最新の取組状況を発信。商品情報

DB への関心は高く、業務課題の解決やユースケース創出に関する多数の問い合わせを受け、業界

からの期待の高まりを実感した。既存パートナーとの連携を深めるとともに、リテールメディア、

リサーチ会社、ロボットメーカー等の新規カテゴリー企業とも関係構築を進め、社会実装に向けた

取組の加速を図る。 

 

 

  

2023-117581 2023-07-19 ユーザが指定した商品等の位置をナビゲーションする技術。画像による物体認識

技術を使って商品を指定する際、認識精度が低い場合には、商品そのものではな

く、商品のカテゴリに対応する棚等を案内する 

2024-110434 2024-07-09  商品検索システム、商品検索方法、及びプログラム 
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（１）研究発表・講演 

 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

Ｓｕｇｕｒｕ Ｋａｎｏｇ

ａ， Ｔｏｍｏｕｍｉ Ｔ

ａｋａｓｅ， Ｔａｋａｙｕ

ｋｉ Ｈｏｓｈｉｎｏ， Ｈ

ｉｄｅｋｉ Ａｓｏｈ 

産業技術総合

研究所 

Ｔｉｍｅ－ｄｏｍａｉｎ Ｍｉｘ

ｕｐ Ｓｏｕｒｃｅ Ｄａｔａ Ａ

ｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ ｓＥ

ＭＧｓ ｆｏｒ Ｍｏｔｉｏｎ 

Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ ｔｏｗａｒｄ

ｓ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｓｔｙｌｅ 

Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｍａｐｐｉｎｇ 

43ｒｄ Ａｎｎｕａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ ｏｆ ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｉｎ 

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｂｉｏｌｏｇｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ （Ｅ

ＭＢＣ2021） 

2021.11 

成田顕一郎、秋田

修孝、岩瀬優太、

仲強、渡中友一、

金京淑、妹尾義

樹、大岩寛 

産業技術総合

研究所 

機械学習システムの品

質評価テストベッドの開

発 

ソフトウェアサイエンス研究会 2021.1 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

第 37 年度（2021 年度）ソフトウェア品質管

理研究会 

2022.1 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

計装制御技術会議 2022.1 

中島震 産業技術総合

研究所 

ＡＩの倫理的な品質特

性としてのプライバシー 

電子情報通信学会ソフトウェアサイエンス・

ディペンダブルコンピューティング合同研

究会 

2022.10 

中川尊雄、成田顕

一郎、金京淑 

産業技術総合

研究所 

Ｈｏｗ Ｐｒｏｖｅｎａｎｃｅ ｈ

ｅｌｐｓ Ｑｕａｌｉｔｙ Ａｓｓｕｒ

ａｎｃｅ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ ｉｎ 

ＡＩ／ＭＬ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

Ｓｅｃｏｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ ＡＩ－ＭＬ Ｓｙｓｔｅｍｓ 

2022.10 

Ｓｈｉｎ Ｎａｋａｊｉｍａ 産業技術総合

研究所 

Ｒｉｓｋ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

ａｒｏｕｎｄ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌ

ｅａｒｎｉｎｇ Ｓｏｆｔｗａｒｅ 

11ｔｈ ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｓ

ＯＦＬ ＋ ＭＳＶＬ ｆｏｒ Ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ ａｎｄ 

Ｓｅｃｕｒｉｔｙ 

2022.10 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

【ＥＳＩＰ】プライベートセミナー 2021.10 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

標準化と品質管理全国大会 2021 

  標準化と品質管理全国大会事務局  

2021.10 

Ｔａｋａｓｈｉ Ｋｉｔａｍ

ｕｒａ， Ｚｈｅｎｊｉａｎｇ 

Ｚｈａｏ， Ｔａｋａｓｈｉ

ｓａ Ｔｏｄａ 

産業技術総合

研究所 

Ａｐｐｌｙｉｎｇ Ｃｏｍｂｉｎａｔ

ｒｉａｌ Ｔｅｓｔｉｎｇ ｔｏ Ｖｅ

ｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｂａｓｅｄ Ｆ

ａｉｒｎｅｓｓ Ｔｅｓｔｉｎｇ 

Ｔｈｅ 14ｔｈ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｓｅａｒｃｈ－

Ｂａｓｅｄ Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

2022.11 

Ｚｈｅｎｊｉａｎｇ Ｚｈａ

ｏ， Ｔａｋａｓｈｉｓａ 

Ｔｏｄａ， Ｔａｋａｓｈｉ 

Ｋｉｔａｍｕｒａ 

産業技術総合

研究所 

Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｆａｉｒｎｅｓｓ 

Ｔｅｓｔｉｎｇ ｔｈｒｏｕｇｈ Ｈ

ａｓｈ－Ｂａｓｅｄ Ｓａｍｐｌｉ

ｎｇ 

Ｔｈｅ 14ｔｈ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｏｎ Ｓｅａｒｃｈ－

Ｂａｓｅｄ Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

2022.11 

テーマ名 ② 機械学習システムの品質管理指標・測定テストベッドの研究開発 

実施者名 産業技術総合研究所 
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Ｋｙｏｕｎｇ－Ｓｏｏｋ 

Ｋｉｍ 

産業技術総合

研究所 

Ｔｅｓｔｂｅｄ ｏｆ Ｑｕａｌｉｔｙ 

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ ｆｏｒ 

Ｍａｃｈｉｎｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ｂａｓｅｄ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ 

Ｋｏｒｅａ－Ｊａｐａｎ （Ｊａｐａｎ－Ｋｏｒｅａ） Ｄａｔａ

ｂａｓｅ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ 2020 

2020.11 

中島震 国立情報学研

究所 

ニューラルネットワーク・

ソフトウェアの頑健性検

査 

情報処理学会・ソフトウェア工学研究会 2020.11 

Ｓｈｉｎ Ｎａｋａｊｉｍ

ａ， Ｔａｋａｋｏ Ｎａ

ｋａｔａｎｉ 

国立情報学研

究所 

ＡＩ Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ ｏｆ Ｓ

ＱｕａＲＥ Ｄａｔａ Ｑｕａｌｉ

ｔｙ Ｍｏｄｅｌ 

ＩＥＥＥ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ 

Ｆａｕｌｔ Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ， Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ， Ｄｅ

ｔｅｃｔｉｏｎ， ａｎｄ Ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ Ｅｎｈａｎｃｅｍ

ｅｎｔ 

2021.12 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

ＭＣＰＣセキュリティ委員会セミナー 2021.12 

中島震 国立情報学研

究所 

Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ 

ｗｉｔｈ Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ Ｐａ

ｒｔｉａｌ Ｏｒａｃｌｅｓ 

10ｔｈ ＳＯＦＬ＋ＭＳＶＬ 2021.3 

Ｙｕｒｉ Ｍｉｙａｇｉ 産業技術総合

研究所 

Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆ Ｔ

ｕｎｉｎｇ Ｈｉｓｔｏｒｙ ｔｏ 

Ｓｕｐｐｏｒｔ Ａｎａｌｙｓｉｓ 

ｏｆ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉ

ｎｇ Ｍｏｄｅｌｓ 

Ｔｈｅ 6ｔｈ Ｋｏｒｅａ－Ｃｈｉｎａ－Ｊａｐａｎ Ｊｏｉｎ

ｔ Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ 

2023.4 

Ｔｉｎｇｈｕｉ Ｏｕｙａｎ

ｇ， Ｖｉｃｅｎｔ Ｓａｎ

ｚ Ｍａｒｃｏ， Ｙｏｓ

ｈｉｎａｏ Ｉｓｏｂｅ， 

Ｈｉｄｅｋｉ Ａｓｏｈ， 

Ｙｕｔａｋａ Ｏｉｗａ， 

Ｙｏｓｈｉｋｉ Ｓｅｏ 

産業技術総合

研究所 

Ｃｏｒｎｅｒ Ｃａｓｅ Ｄａｔａ 

Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ ａｎｄ Ｄ

ｅｔｅｃｔｉｏｎ 

2021 ＩＥＥＥ／ＡＣＭ 1ｓｔ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏ

ｎ ＡＩ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ － Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｅｎ

ｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ｆｏｒ ＡＩ （ＷＡＩＮ） 

2021.5 

大川佳寛， 小林

健一 

産業技術総合

研究所 

データ変化に対する教

師なし適応技術に関す

る最新研究動向とその

考察 

第 36 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2022） 

2022.6 

西田啓一 産業技術総合

研究所 

ネットワーク不変量に基

づく敵対的データ検出

技術の実装と評価 

第 37 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2023） 

2023.6 

磯部祥尚 産業技術総合

研究所 

ノイズ付加汎化誤差上

界による機械学習モデ

ルの確率的保証付き評

価 

第 37 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2023） 

2023.6 

大川佳寛， 小林

健一 

産業技術総合

研究所 

ラベルなし運用データ

に対するコンセプトドリ

フト適応技術に関する

サーベイ 

人工知能学会全国大会論文集（ＪＳＡＩ

2021） 

2021.6 

宮城優里，大西正

輝 

産業技術総合

研究所 

機械学習モデル調整

過程の比較可視化手

法 

第 36 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2022） 

2022.6 

宮城優里、大西正

輝 

産業技術総合

研究所 

機械学習モデル調整

過程の比較可視化手

法 

第 37 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2023） 

2023.6 
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大川佳寛、金月寛

彰、小林健一 

産業技術総合

研究所 

運用時ＡＩ品質維持技

術：コンセプトドリフト検

知・適応から教師なしド

メイン適応まで 

第 37 回人工知能学会全国大会 （ＪＳＡＩ

2023） 

2023.6 

Ｓｈｉｎｙａ Ｓａｎｏ， 

Ｔａｋａｓｈｉ Ｋｉｔａｍ

ｕｒａ， Ｓｈｉｎｇｏ Ｔ

ａｋａｄａ 

産業技術総合

研究所 

Ａｎ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｄｉｓｃｒｉ

ｍｉｎａｔｉｏｎ Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ 

Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｆａｉｒｎｅ

ｓｓ Ｔｅｓｔｉｎｇ 

Ｔｈｅ 34ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 

ｏｎ Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ ＆ Ｋｎｏ

ｗｌｅｄｇｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ （ＳＥＫＥ 2022） 

2022.7 

Ｔｉｎｇｈｕｉ Ｏｕｙａｎ

ｇ， Ｙｏｓｈｉｎａｏ Ｉｓ

ｏｂｅ， Ｓａｉｍａ Ｓ

ｕｌｔａｎａ， Ｙｏｓｈｉｋ

ｉ Ｓｅｏ， Ｙｕｔａｋａ 

Ｏｉｗａ 

産業技術総合

研究所 

Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ ｄｒｉｖｉｎ

ｇ ｑｕａｌｉｔｙ ａｓｓｕｒａｎｃ

ｅ ｗｉｔｈ ｄａｔａ ｕｎｃｅｒ

ｔａｉｎｔｙ ａｎａｌｙｓｉｓ 

Ｔｈｅ 2022 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｉｎｔ Ｃｏｎｆ

ｅｒｅｎｃｅ ｏｎ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ （ＩＪＣＮ

Ｎ） 

2022.7 

Ｇｅｆｅｉ Ｌｉ， Ｙｉｊｕ

ｎ Ｄｕａｎ， Ｔａｅｈ

ｏｏｎ Ｋｉｍ， Ｋｙｏ

ｕｎｇｓｏｏｋ Ｋｉｍ 

産業技術総合

研究所 

ＣＯＶＩＤ－19 ａｎｄ ｂｉ

ａｓｅｄ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ｄ

ｉｓｓｅｍｉｎａｔｉｏｎ ｏｎ Ｔ

ｗｉｔｔｅｒ 

第 12 回ソーシャルコンピューティングシン

ポジウム 

2021.7 

Ｈａｏｙｉ Ｘｉｕ 産業技術総合

研究所 

ＭＳＥＣＮｅｔ： Ａｃｃｕｒａ

ｔｅ ａｎｄ Ｒｏｂｕｓｔ Ｎｏ

ｒｍａｌ Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ ｆｏ

ｒ 3Ｄ Ｐｏｉｎｔ Ｃｌｏｕｄｓ 

ｂｙ Ｍｕｌｔｉ－Ｓｃａｌｅ Ｅ

ｄｇｅ Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ 

31ｓｔ ＡＣＭ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ

ｅ ｏｎ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ 

2023.7 

Ｒｙｏ Ｋａｒａｋｉｄａ 産業技術総合

研究所 

Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ Ｇｒａ

ｄｉｅｎｔ Ｒｅｇｕｌａｒｉｚａｔｉｏ

ｎ ｉｎ Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ： Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｆｉｎｉｔｅ

－Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ Ｃｏｍｐ

ｕｔａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉｍｐｌｉｃｉ

ｔ Ｂｉａｓ 

40ｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ ｏｎ 

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

2023.7 

高瀬 朝海 産業技術総合

研究所 

データ拡張指標を利用

した拡張ポリシーの探

索 

画像の認識・理解シンポジウム ＭＩＲＵ

2023 

2023.7 

高瀬朝海 産業技術総合

研究所 

ニューラルネットワーク

学習における特徴の組

み合わせを利用した新

しいＭｉｘｕｐ手法の提案 

第 24 回画像の認識・理解シンポジウム

（ＭＩＲＵ） 

2021.7 

宮城優里， 大西

正輝 

産業技術総合

研究所 

作業者情報に注目した

機械学習モデル比較

可視化手法 

第 24 回画像の認識・理解シンポジウム

（ＭＩＲＵ） 

2021.7 

中島震 国立情報学研

究所 

敵対的なセマンティッ

ク・ノイズの実行時検知 

情報処理学会・ソフトウェア工学研究会 2020.7 

Ｔｉｎｇｈｕｉ Ｏｕｙａｎ

ｇ， Ｙｏｓｈｉｎａｏ Ｉｓ

ｏｂｅ， Ｖｉｃｅｎｔ Ｓ

ａｎｚ Ｍａｒｃｏ， Ｊｕ

ｎ Ｏｇａｔａ， Ｙｏｓ

ｈｉｋｉ Ｓｅｏ， Ｙｕｔ

ａｋａ Ｏｉｗａ 

産業技術総合

研究所 

ＡＩ ｒｏｂｕｓｔｎｅｓｓ ａｎａｌ

ｙｓｉｓ ｗｉｔｈ ｃｏｎｓｉｄｅｒａ

ｔｉｏｎ ｏｆ ｃｏｒｎｅｒ ｃａｓ

ｅｓ 

ＡＩＴｅｓｔ 2021 ： Ｔｈｅ ＩＥＥＥ Ｔｈｉｒｄ Ｉ

ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｏｎ Ａｒｔｉｆｉ

ｃｉａｌ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ Ｔｅｓｔｉｎｇ 

2021.8 



 

添付資料-360 

 

高瀬朝海（産総

研），星野貴行（慶

大） 

産業技術総合

研究所 

畳み込みニューラル

ネットワークの特徴マッ

プへのＤａｔａ Ａｕｇｍｅ

ｎｔａｔｉｏｎ適用 

第 23 回画像の認識・理解シンポジウム 2020.8 

佐藤 聖也 産業技術総合

研究所 

Ｓｔａｂｌｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ａｌ

ｇｏｒｉｔｈｍ Ｕｓｉｎｇ Ｒｅｄ

ｕｃｉｂｉｌｉｔｙ ｆｏｒ Ｒｅｃｕｒ

ｒｅｎｔ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏ

ｒｋｓ 

Ｔｈｅ 32ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃ

ｅ ｏｎ Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ 

2023.9 

宮城優里， 大西

正輝 

産業技術総合

研究所 

機械学習モデルの品

質保証・評価のための

作業者情報比較可視

化手法 

第 49 回可視化情報シンポジウム 2021.9 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジメ

ントガイドライン 策定と

標準化の取り組み 

ＪＥＩＴＡ認識形入力方式標準化専門委員

会 

2021.9 

中島震 国立情報学研

究所 

統計的な部分オラクル

によるテスティング方法 

日本ソフトウェア科学会大会 2020.9 

 

（２）論文 

 

 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・ 

イベント名等 

ページ番号 発表年月 

成田 顕一郎，秋

田 修孝，岩瀬 

優太，仲 強，渡

中 友一，金 京

淑，妹尾 義樹，

大岩 寛 

産業技術総合

研究所 

機械学習システムの品

質評価テストベッドの開

発 

電子情報通信学会 ソ

フトウェアサイエンス研

究会（ＳＩＧ ＳＳ） 

 2021.1 

成田顕一郎、秋田

修孝、岩瀬優太、

仲強、渡中友一、

金京淑、妹尾義

樹、大岩寛 

産業技術総合

研究所 

機械学習システムの品

質評価テストベッドの開

発 

電子情報通信学会技

術研究報告 

 2021.1 

Ｋｅｎｉｃｈｉｒｏ Ｎａｒｉ

ｔａ， Ｍｉｃｈｉｔａｋａ 

Ａｋｉｔａ， Ｋｙｏｕｎｇ

－Ｓｏｏｋ Ｋｉｍ， 

Ｙｕｔａ Ｉｗａｓｅ， 

Ｙｕｉｃｈｉ Ｗａｔａｎａ

ｋａ， Ｔａｋａｏ Ｎａ

ｋａｇａｗａ， Ｑｉａｎｇ 

Ｚｈｏｎｇ 

産業技術総合

研究所 

Ｑｕｎｏｍｏｎ： Ａ ＦＡＩ

Ｒ ｔｅｓｔｂｅｄ ｏｆ ｑｕａｌｉ

ｔｙ ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｆｏｒ 

ｍａｃｈｉｎｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ 

ｍｏｄｅｌｓ 

3ｒｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｍａｃ

ｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｓｙｓｔ

ｅｍｓ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

107-116 2021.12 

Ｔｏｍｏｕｍｉ Ｔａｋａ

ｓｅ 

産業技術総合

研究所 

Ｄｙｎａｍｉｃ Ｂａｔｃｈ Ｓｉ

ｚｅ Ｔｕｎｉｎｇ ｂａｓｅｄ ｏ

ｎ Ｓｔｏｐｐｉｎｇ Ｃｒｉｔｅｒｉ

ｏｎ ｆｏｒ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔ

ｗｏｒｋ Ｔｒａｉｎｉｎｇ 

Ｎｅｕｒｏｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 1-11 2021.3 
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Ｔｏｍｏｕｍｉ Ｔａｋａ

ｓｅ 

産業技術総合

研究所 

Ａ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ Ｔｒ

ａｉｎｉｎｇ ｕｓｉｎｇ Ｃｒｏｗ

ｄｓｏｕｒｃｉｎｇ ａｎｄ Ｎｅｕ

ｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ ｏｎ Ｓ

ｍａｌｌ ａｎｄ Ｄｉｆｆｉｃｕｌｔ 

Ｉｍａｇｅ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏ

ｎ Ｄａｔａｓｅｔｓ 

ＳＮ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｓｃｉｅ

ｎｃｅ 

Vol.3, Article 

number 178 

2022.3 

Ｔｏｍｏｕｍｉ Ｔａｋａ

ｓｅ 

産業技術総合

研究所 

Ｆｅａｔｕｒｅ Ｃｏｍｂｉｎａｔｉ

ｏｎ Ｍｉｘｕｐ： Ｎｏｖｅｌ 

Ｍｅｔｈｏｄ Ｕｓｉｎｇ Ｆｅａ

ｔｕｒｅ Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ 

ｆｏｒ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒ

ｋｓ 

Ｎｅｕｒａｌ Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ 

ａｎｄ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ 

 2023.3 

佐藤 聖也、山岸 

健太、高橋 達二 

産業技術総合

研究所、東京

電機大学 

Ｃｏｍｐａｒｉｎｇ ｆｅｅｄｆｏｒ

ｗａｒｄ ｎｅｕｒａｌ ｎｅｔｗｏ

ｒｋｓ ｕｓｉｎｇ ｉｎｄｅｐｅｎｄ

ｅｎｔ ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ ａｎ

ａｌｙｓｉｓ ｏｎ ｈｉｄｄｅｎ ｕ

ｎｉｔｓ 

ＰＬＯＳ ＯＮＥ（出版

社： Ｔｈｅ Ｐｕｂｌｉｃ Ｌｉ

ｂｒａｒｙ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅ） 

 2023.8 

Ｙｕｓｕｋｅ Ｋａｗａ

ｍｏｔｏ 

産業技術総合

研究所 

Ａｎ Ｅｐｉｓｔｅｍｉｃ Ａｐｐ

ｒｏａｃｈ ｔｏ ｔｈｅ Ｆｏｒｍ

ａｌ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ 

Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ Ｍａｃｈｉｎｅ 

Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Ｓｏｆｔｗａｒｅ ａｎｄ Ｓｙｓｔ

ｅｍｓ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ 

 2020.9 

 

（３）特許等（知財） 

 
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 状態 名称 

産業技術総合研

究所 

（著作権） 

2020002130  

ＪＰ：日本国 2020.10.30 登録済み  ＱＵＮＯＭＯＮ：機

械学習システムの品

質評価テストベッド

（α 版）  

 

（４）受賞実績 

 なし 

 

（５）成果普及の努力（プレス発表等） 

 
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月 

中島震、中谷多哉

子、瀧澤真一郎 

産業技術総合

研究所 

ＡＩの品質保証：特集

にあたって 

情報処理 2022.10 

小西弘一、大岩

寛、妹尾義樹 

産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントの体系化に向け

て 

情報処理 2022.10 

Ｙｕｔａｋａ Ｏｉｗａ 産業技術総合

研究所 

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｍａｎａｇ

ｅｍｅｎｔ Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ， 

3ｒｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｅｄｉｔｉ

ｏｎ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｅｎ／ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅ

ｖ3．ｈｔｍｌ 

2023.1 
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Ｙｏｓｈｉｎａｏ Ｉｓｏｂｅ 産業技術総合

研究所 

Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｒｅｐｏｒｔ 

ｏｎ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｅｖａ

ｌｕａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉｍｐｒ

ｏｖｅｍｅｎｔ － 2ｎｄ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｅｄｉｔｉｏｎ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｅｎ／ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅ

ｖ3．ｈｔｍｌ 

2023.1 

産業技術総合研

究所 人工知能研

究センター 

産業技術総合

研究所 

ＡＩシステムの品質評

価支援ツールＱｕｎｏ

ｍｏｎ 

ソフトウェア公開 2020.11 

産業技術総合研

究所 

産業技術総合

研究所 

「機械学習システムの

品質評価テストベッド

α版（機能限定）」を

公開 

プレスリリース 2020.11 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントにおけるＡＩの新

潮流への対応 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ4．

ｈｔｍｌ 

2023.12 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントガイドライン 第

4 版 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ4．

ｈｔｍｌ 

2023.12 

磯部 祥尚， 大川 

佳寛， 大西 正

輝， 小林 健一， 

高瀬 朝海， 中島 

裕生， 中島 震， 

西田 啓一， 宮城 

優里 

産業技術総合

研究所， 国立

情報学研究

所， 富士通株

式会社， テク

マトリックス株式

会社 

機械学習品質評価・

向上技術に関する報

告書 第 3 版 

ＤｉｇｉＡＲＣ／ＣＰＳＥＣ／ＡＩＲＣ テクニカル

レポート 

2023.12 

産業技術総合研

究所 サイバーフィ

ジカルセキュリティ

研究センター・人

工知能研究セン

ター 

産業技術総合

研究所 

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｍａｎａｇ

ｅｍｅｎｔ Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ 

– 1ｓｔ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｅｄ

ｉｔｉｏｎ 

ＣＰＳＥＣ テクニカルレポートＣＰＳＥＣ－ＴＲ

－2020001 

2021.2 

Ｙｕｔａｋａ Ｏｉｗａ 産業技術総合

研究所 

Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｍａｎａｇ

ｅｍｅｎｔ Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ 

– 2ｎｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｅ

ｄｉｔｉｏｎ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｅｎ／ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅ

ｖ2．ｈｔｍｌ 

2022.2 

Ｙｏｓｈｉｎａｏ Ｉｓｏｂｅ 産業技術総合

研究所 

Ｒｅｐｏｒｔ ｏｎ ｑｕａｌｉｔ

ｙ ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ／ｉｍｐ

ｒｏｖｅｍｅｎｔ ｔｅｃｈｎｏｌ

ｏｇｙ， 1ｓｔ Ｅｄｉｔｉｏｎ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｅｎ／ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅ

ｖ2．ｈｔｍｌ 

2022.2 

Ｙｏｓｈｉｋｉ Ｓｅｏ 産業技術総合

研究所 

Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｇｕｉｄｅ 

ｔｏ Ｍａｃｈｉｎｅ Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ Ｑｕａｌｉｔｙ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｇｕｉｄｅ．ｈ

ｔｍｌ 

2022.3 

産業技術総合研

究所 

産業技術総合

研究所 

安全性に掛かる産業

分野におけるＡＩ技術

の利用を標準化が後

押し 

プレスリリース 2024.4 

産業技術総合研

究所 

産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントガイドラインを公

開 

プレスリリース 2020.6 
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産業技術総合研

究所 サイバーフィ

ジカルセキュリティ

研究センター・人

工知能研究セン

ター 

産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントガイドライン第 1

版 

ＣＰＳＥＣ テクニカルレポートＣＰＳＥＣ－ＴＲ

－2020001 

2020.6 

Ｙｏｓｈｉｋｉ Ｓｅｏ 産業技術総合

研究所 

Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ ｒｅｆｅｒ

ｅｎｃｅ ｒｅｐｏｒｔ ｆｏｒ 

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｅｘａｍ

ｐｌｅｓ， Ｒｅｖｉｓｉｏｎ Ｆ

Ｙ2020 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ2．

ｈｔｍｌ 

2021.7 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントガイドライン 第

2 版 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ2．

ｈｔｍｌ 

2021.7 

妹尾義樹 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントリファレンスガイ

ド 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｇｕｉｄｅ．ｈ

ｔｍｌ 

2022.7 

磯部祥尚 産業技術総合

研究所 

機械学習品質評価・

向上技術に関する報

告書 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ2．

ｈｔｍｌ 

2021.7 

大岩寛 産業技術総合

研究所 

機械学習品質マネジ

メントガイドライン 第

3 版 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ3．

ｈｔｍｌ 

2022.8 

磯部祥尚 産業技術総合

研究所 

機械学習品質評価・

向上技術に関する報

告書第 2 版 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｄｉｇｉａｒｃ．ａｉｓｔ．ｇｏ．ｊｐ／

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ／ａｉｑｍ／ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ－ｒｅｖ3．

ｈｔｍｌ 

2022.8 

 

 
 

 

 

 

 


